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実
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よ
り
明
確
に
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
天
城
町
兼
久
集
落
『
文
化
遺
産
』
調
査
事
業
」
と
い
う

通
称
を
用
い
て
実
施
し
た
。

一
、 

本
書
は
、【
第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖
】、お
よ
び【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連「
文

化
遺
産
」
資
料
】
か
ら
な
る
。
ま
た
巻
末
に
は
、
住
民
へ
の
当
事
業
の
周
知
に
用
い

た
広
報
紙
で
あ
る
「
天
城
町
兼
久
集
落
「
文
化
遺
産
」
調
査
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
等

を
【
附
録
】
と
し
て
収
録
し
た
。
当
委
員
会
に
お
け
る
事
業
の
方
法
と
経
過
報
告
と

を
明
確
に
示
す
も
の
と
位
置
づ
け
て
の
こ
と
で
あ
る
。

一
、 

本
書
に
掲
載
し
た
写
真
は
、巻
末
に
お
い
て
一
覧
を
作
成
し
、可
能
な
か
ぎ
り
所
蔵
者
・

撮
影
者
を
明
示
し
た
。
な
お
、
一
部
の
資
料
・
写
真
に
つ
い
て
は
著
作
権
者
、
あ
る

い
は
著
作
権
継
承
者
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
執
筆
者
・
撮
影
者

の
所
在
・
消
息
等
に
つ
い
て
ご
存
知
の
方
が
あ
れ
ば
、
当
委
員
会
ま
で
お
申
し
出
い

た
だ
き
た
い
。

一
、 

本
書
に
掲
載
の
シ
マ
グ
チ
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
現
在
に
お
け
る
兼
久
集
落
の
住
民

た
ち
が
日
常
に
用
い
て
い
る
語
彙
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
城
町
内
、
あ
る
い

は
徳
之
島
島
内
、
奄
美
地
域
全
域
に
わ
た
っ
て
の
共
通
の
語
彙
体
系
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
お
断
り
し
て
お
く
。

一
、   【
第
二
部
】
の
資
料
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
か
ら
兼
久
集
落
に
関

　

連
す
る
内
容
を
転
載
、
あ
る
い
は
抄
録
し
た
。
当
委
員
会
に
よ
る
本
書
へ
の
掲
載
に
あ　

　

た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
原
資
料
の
記
述
を
尊
重
し
た
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
は
特

　

別
に
留
意
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
　

・ 

歴
史
的
仮
名
遣
い
・
拗
音
（「
ゃ
」・「
ゅ
」・「
ょ
」）・
促
音
（「
っ
」）・
送
り
仮
名
・

句
読
点
（「
。」・「
、」）・
漢
数
字
は
、
い
ず
れ
も
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　

・
旧
漢
字
は
通
行
の
字
体
（
原
則
：
常
用
漢
字
）
に
改
め
た
。

　
　

・
当
該
資
料
の
出
典
（
掲
載
誌
名
・
発
行
元
・
発
行
年
月
）
は
資
料
の
末
尾
に
明
示　
　

　
　
　

し
た
。

　
　
・
当
該
資
料
の
著
者
、
並
び
に
内
容
等
に
関
す
る
解
説
は
、
第
二
部
冒
頭
に
示
し
た
。

　
　

・
資
料
文
中
の
分
ち
書
き
は
《　

》
で
示
し
、
改
行
箇
所
を　

／　

で
示
し
た
。

　
　

・ 

編
集
上
の
注
記
は
、〈　

〉
で
示
し
た
。
ま
た
、
明
ら
か
な
誤
り
に
つ
い
て
も
当

該
字
句
の
直
近
に
〈　

〉
で
示
し
た
。

一
、 

本
書
の
中
で
取
り
あ
げ
た
事
柄
や
資
料
の
中
に
は
、
こ
ん
に
ち
で
は
不
適
切
な
言
葉

　

や
表
現
が
い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
歴
史
的
資
料
の
性
格
か
ら
あ　

　

え
て
削
除
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

 　

な
お
、
当
委
員
会
で
は
、
人
権
擁
護
の
観
点
か
ら
、
差
別
や
こ
れ
を
助
長
す
る
こ
と　

　

は
認
め
な
い
と
い
う
の
が
基
本
姿
勢
で
あ
る
。
こ
う
し
た
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た　

　

う
え
で
本
書
の
活
用
を
願
う
も
の
で
あ
る
。



　
　
　

天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査
報
告
書
⑴

　
　
　

兼
久
採
集
手
帖

　
　
　
　
　
　
　
　
｜
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査
報
告
書
｜

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
（
編
）





1

　
　

天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査
と
兼
久
集
落

                                                                                         

大
村
達
郎
・
具
志
堅
亮

　
　

一
、
天
城
町
の
文
化
遺
産
調
査

　

天
城
町
の
「
文
化
遺
産
」
調
査
の
趣
旨　
　

こ
の
た
び
の
天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査

事
業
（
以
下
、「
当
事
業
」
と
略
記
）
は
、天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
（
以
下
、「
当

委
員
会
」
と
略
記
）
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
、
計
画
・
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
委

員
会
で
は
調
査
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
設
定
し
た
。

　
　

町
内
に
は
、
昔
な
が
ら
の
生
業
、
地
名
、
昔
話
、
通
過
儀
礼
、
年
中
行
事
、
シ
マ
グ　

　
　

チ
な
ど
多
く
の
文
化
遺
産
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は
調
査
さ
れ
ず
、
記
録

　
　

も
十
分
で
は
な
い
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
知
識
を
有
す
る
高
齢
者
の
減
少
と
と
も
に
加

　
　

速
度
的
に
消
滅
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
町
の
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
と
地
域

　
　

住
民
と
が
協
働
で
文
化
遺
産
調
査
を
実
施
し
、
幅
広
く
、
多
く
の
文
化
遺
産
情
報
を

　
　

収
集
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
（「
調
査
趣
旨
」）。

　

当
初
の
計
画　
　

も
と
も
と
当
事
業
は
、
文
化
庁
の
「
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活

性
化
事
業
（
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
）」
と
し
て
、
当
初
三
か
年
で
計
画
さ
れ
た
事
業

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
事
業
ス
タ
ー
ト
直
後
の
平
成
二
八
年
十
一
月
に
文
化
庁
か
ら
次

年
度
向
け
の
「
募
集
案
内
」
が
示
さ
れ
て
方
針
変
更
が
明
ら
か
と
な
り
、「
調
査
」
を
含

む
事
業
は
今
回
が
最
後
の
機
会
と
さ
れ
た
。「
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
（
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金
）」
と
名
称
を
変
更
し
て
二
か
年
に
縮
小
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ

に
と
も
な
い
、当
事
業
の
計
画
も
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
事
業
縮
小
の
影
響
は
、

成
果
物
の
公
表
を
ど
の
よ
う
な
形
で
行
う
か
と
い
う
点
で
も
再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
事
業
ス
タ
ー
ト
当
初
に
は
、
調
査
初
年
度
に
は
集
落
住
民
た
ち
と
と
も
に
勉
強
会
や

調
査
を
開
催
し
、
調
査
二
年
度
に
は
「
集
落
の
歴
史
的
事
項
の
整
理
」
と
「
集
落
の
魅
力

の
発
見
（
再
発
見
）」
を
目
途
に
、
集
落
住
民
の
発
表
や
レ
ポ
ー
ト
執
筆
に
結
び
つ
け
る

予
定
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
間
報
告
と
も
目
さ
れ
た
の
が『
兼
久
採
集
手
帖（
仮
称
）』で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
調
査
最
終
年
度
に
は
、『
兼
久
採
集
手
帖
（
仮
称
）』
で
示
さ
れ
た
成
果
を
住

民
自
ら
が
深
め
な
が
ら
調
査
対
象
を
拡
げ
て
、『
兼
久
の
民
俗
文
化
（
仮
称
）』
な
る
調
査

報
告
書
の
刊
行
を
目
指
す
予
定
で
あ
っ
た
。

　

実
際
の
活
動　
　

集
落
住
民
が
意
欲
を
示
し
始
め
て
い
た
矢
先
の
事
業
計
画
の
見
直
し

に
、
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
の
勉
強
会
の
開
催
と
調
査
活
動
と
を
反
古
に
す
る
に
こ
と
が
た

め
ら
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
、地
域
の
歴
史
と
生
活
文
化
を
学
び
合
い
な
が
ら
、多
く
の
人
々

の
間
で
知
識
や
価
値
観
を
共
有
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
、
集
め
ら
れ
た
「
文

化
遺
産
」
デ
ー
タ
を
繰
り
返
し
学
び
合
う
し
く
み
作
り
を
模
索
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
際
の
参
考
資
料
と
な
り
、
た
た
き
台
と
な
る
も
の
が
、
本
書
『
兼
久
採
集
手
帖
』
と
位

置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

附
録
の
「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」　　

当
事
業
は
常
に
手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ

と
は
一
六
号
に
及
ん
だ
広
報
紙
「
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
」
の
内
容
に
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
も
と
も
と
事
業
の
周
知
と
報
告
と
を
意
図
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
運
営
上
の

模
索
の
過
程
を
も
記
録
し
て
い
た
。
通
読
す
れ
ば
お
わ
か
り
に
な
る
こ
と
と
思
う
が
、
実

は
当
事
業
自
体
が
ひ
と
つ
の
事
業
モ
デ
ル
を
提
供
し
て
お
り
、
当
委
員
会
の
「
方
法
」
と

「
経
過
報
告
」
か
ら
、
今
後
同
種
の
事
業
を
取
り
組
む
際
に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

天
城
町
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開　
　

な
お
天
城
町
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
「
天
城
町
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
公
開
し
て
お
り
、
先
行
し
て
実
施
し
た
『
平

成
二
三
年
度
文
化
庁
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業　

天
城
町
内

文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』
の
成
果
を
も
公
開
し
て
い
る
。
当
事
業
の
成
果
も
先
の
事
業

の
延
長
線
上
に
あ
り
、
逐
次
、
調
査
デ
ー
タ
の
追
加
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
　

二
、
徳
之
島
の
概
況

　

徳
之
島
の
地
勢
上
の
特
徴　
　

徳
之
島
は
、
鹿
児
島
市
よ
り
南
西
に
五
〇
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、沖
縄
県
那
覇
市
よ
り
北
東
に
三
〇
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
。
奄
美
群
島
の
う
ち
、

奄
美
大
島
に
次
い
で
二
番
目
に
大
き
な
島
で
あ
る
。面
積
は
二
四
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

島
の
中
央
に
は
、
島
の
最
高
峰
の
井
ノ
川
岳
（
標
高
六
四
五
メ
ー
ト
ル
）
を
は
じ
め
と
し

た
山
地
が
南
北
に
連
な
り
、
島
の
脊
柱
を
形
成
す
る
。
山
地
の
周
囲
に
は
、
山
地
由
来
の

砕
屑
物
が
堆
積
す
る
海
岸
段
丘
が
拡
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
に
は
琉
球
石
灰
岩
を
基
盤

と
す
る
海
岸
段
丘
が
拡
が
っ
て
い
る
。
島
の
南
側
か
ら
東
側
に
か
け
て
は
珊
瑚
礁
が
発
達
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し
て
い
る
の
に
対
し
、
北
側
か
ら
西
側
に
か
け
て
は
そ
れ
ほ
ど
発
達
し
て
お
ら
ず
、
切
り

た
っ
た
断
崖
が
続
い
て
い
る
。
島
内
に
は
北
西
部
に
天
城
町
、
東
部
に
徳
之
島
町
、
南
部

に
伊
仙
町
の
、
三
町
が
所
在
し
て
い
る
。

　

徳
之
島
の
玄
関
口　
　

こ
ん
に
ち
、
天
城
町
の
大
字
浅
間
に
は
徳
之
島
子
宝
空
港
が
所

在
し
て
お
り
、
本
土
か
ら
の
玄
関
口
と
し
て
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
。
徳
之
島
町
亀

徳
に
は
大
型
の
貨
客
船
が
鹿
児
島
と
沖
縄
の
間
を
行
き
来
し
て
お
り
、
天
城
町
平
土
野
に

も
貨
客
船
が
出
入
り
し
て
い
る
。
亀
徳
港
側
の
便
を
表
航
路
と
呼
び
、
平
土
野
港
側
の
便

を
裏
航
路
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　

三
、
兼
久
集
落
の
概
要

　

兼
久
集
落
の
地
理
的
特
徴　
　

兼
久
集
落
は
、
天
城
町
の
南
部
に
位
置
し
、
海
抜
六
〇

～
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
拡
が
る
集
落
で
あ
る
。
東
部
は
、
美
名
田
山
の
麓
に
あ

た
り
、
集
落
直
東
の
崖
下
に
は
真
瀬
名
川
が
流
れ
て
い
る
。
集
落
西
側
の
台
地
上
の
字
千

摩
や
字
塔
原
か
ら
は
縄
文
時
代
の
遺
跡
や
遺
物
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
集
落
中
央
の

字
中
組
か
ら
は
一
〇
世
紀
こ
ろ
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
遺
跡
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
古
く
か

ら
生
活
の
痕
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
土
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
江
戸
時
代
半
ば
に
は
、
現
在
の

天
城
町
の
南
部
を
束
ね
る
西
目
間
切
兼
久
噯
（
ア
ツ
カ
イ
）
に
「
兼
久
」
の
呼
称
が
と
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
兼
久
村
が
所
在
し
て
い
た
。
明
治
時
代
初
め
に
は
、
北
部
の
岡
前

村
に
役
場
が
置
か
れ
た
の
に
対
し
、
南
部
の
兼
久
村
に
ヤ
ク
ジ
ョ
ー
（
役
場
）
が
置
か
れ

た
と
さ
れ
る
。
行
政
上
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

　

現
在
、
集
落
の
北
に
大
字
平
土
野
、
南
に
大
字
大
津
川
が
所
在
し
て
い
る
。
昭
和
二
〇

年
代
ま
で
集
落
の
字
中
組
（
現
在
の
原
商
店
の
あ
た
り
）
か
ら
真
瀬
名
橋
に
至
る
道
は
細

い
小
道
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
ん
に
ち
の
県
道
は
昭
和
三
〇
年
以
降
に
拡
張
整
備
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
字
中
組
・
字
前
組
を
中
心
に
、
集
落
の
住
宅
地
内
を
縫

う
よ
う
に
伊
仙
町
・
平
土
野
・
徳
之
島
町
花
徳
方
面
へ
の
道
が
発
達
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
道
は
今
で
も
集
落
内
の
生
活
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
一
方
、
集
落
南
部
の
字
千

摩
の
緩
や
か
な
傾
斜
地
か
ら
西
部
の
断
崖
に
か
け
て
は
、
通
称
マ
シ
ュ
ミ
チ
と
よ
ば
れ
る

塩
焚
き
場
へ
の
道
が
古
老
た
ち
に
よ
っ
て
記
憶
さ
れ
て
い
る
。

　

集
落
の
東
側
の
崖
下
を
真
瀬
名
川
が
流
れ
、
そ
の
東
に
は
昭
和
五
三
年
ま
で
田
ん
ぼ
が

拡
が
っ
て
い
た
。
兼
久
の
地
は
、
古
く
か
ら
町
内
で
も
有
数
の
稲
作
地
帯
と
し
て
知
ら
れ

て
い
た
。く
わ
え
て
集
落
の
西
側
は
広
大
な
畑
地
が
海
岸
の
崖
の
際
ま
で
拡
が
っ
て
い
る
。

現
在
、
東
側
の
田
ん
ぼ
や
西
側
の
畑
地
は
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
国
に
よ
る
畑
地
帯
総
合

整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
、
整
然
と
し
た
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
が
拡
が
っ
て
お
り
、
往
時
の
田
畑

の
風
景
は
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
天
城
町
域
の
人
口
統
計
を
見
て
み
る
と
、
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
は
人
口

が
一
万
二
八
四
一
人
と
最
多
と
な
る
（「
鹿
児
島
縣
大
島
郡
統
計
書
」
大
正
七
年
）
が
、

以
降
は
微
減
と
な
り
、
戦
後
の
混
乱
期
（
終
戦
後
・
米
軍
政
下
）
に
は
出
征
兵
の
復
員
や

出
身
者
の
帰
島
に
よ
っ
て
増
加
傾
向
に
転
じ
る
が
、
以
降
は
減
少
し
、
昭
和
四
五
年
に
は

一
万
人
を
割
り
こ
ん
で
い
る
（「
昭
和
四
五
年
国
勢
調
査
結
果
」）。
兼
久
集
落
の
世
帯
数
・

人
口
に
つ
い
て
わ
か
っ
て
い
る
範
囲
で
は
、
大
正
元
年
か
ら
七
年
ま
で
で
あ
る
が
、
大
正

七
年
で
は
世
帯
数
二
千
一
二
七
戸
、
人
口
一
千
七
七
八
人
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
三
〇
年

三
月
現
在
、
兼
久
集
落
に
は
世
帯
数
三
二
四
戸
、
人
口
六
三
七
人
が
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

　

九
年
母
村
の
存
在
と
廃
村　
　
『
徳
之
島
事
情
』
に
よ
れ
ば
、
幕
末
か
ら
明
治
十
二
年

に
か
け
て
兼
久
集
落
の
南
部
に
九
年
母
村
が
所
在
し
た
と
さ
れ
る
。
九
年
母
村
は
古
地
図

の
う
え
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、「
江
戸
末
期
徳
之
島
図
」（
鹿
児
島
県
立
図
書
館

所
蔵
）
や
「
鹿
児
島
縣
下
徳
之
島
全
図
」（
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
住
田
文
庫
所
蔵
、
請

求
記
号5C-232

）
に
は
集
落
の
ま
と
ま
り
が
描
か
れ
て
い
る
。『
徳
之
島
事
情
』
に
は
、

す
で
に
明
治
時
代
当
初
で
も
人
口
減
が
甚
だ
し
か
っ
た
ら
し
く
、
明
治
十
二
年
に
は
廃
村

と
な
り
兼
久
村
に
合
村
に
な
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ん
に
ち
、
古
老
た
ち
に
九
年

母
村
の
存
在
を
尋
ね
て
み
て
も
、
確
か
な
こ
と
は
聞
か
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。

　
「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業
の
選
定
理
由　
　

天
城
町
内
に
は
一
四
の
集
落
が
所
在
し
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
か
ら
兼
久
集
落
が
「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業
の
対
象
地
と
し
て
選

ば
れ
た
理
由
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
兼
久
集
落
を
除
く
町
内
ほ
と
ん
ど
の
集
落
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
町
の
中
央

公
民
館
の
事
業
と
し
て
集
落
誌
（
稿
本
）
の
編
さ
ん
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
兼
久
集
落
は

集
落
誌
の
編
さ
ん
に
至
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
兼
久
集
落
住
民
た
ち
か
ら
集

落
誌
編
さ
ん
の
要
望
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
勉
強
会
等
の
開
催
を
通
じ
て
集
落
の
魅
力
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づ
く
り
に
臨
む
態
勢
（
兼
久
集
落
文
化
財
協
議
会
の
組
織
化
）
が
整
っ
て
い
た
こ
と
。
第

三
に
、
藩
政
時
代
に
兼
久
噯
の
役
所
が
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
諸
資
料
の
所
在
が
明
ら

か
で
な
く
情
報
も
乏
し
か
っ
た
こ
と
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
世
代
を
超
え
た
学
び
の
場
を
持
ち
な
が
ら
、
新
出
資
料
の
発
見
と
と

も
に
、
よ
り
詳
細
な
集
落
誌
を
編
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
た
め
、
当
事
業
の
対
象
地
と
し

て
選
定
し
た
次
第
で
あ
る
。

　
　

四
、
本
書
の
内
容
と
そ
の
性
格

　

当
事
業
の
方
法
と
本
書
の
成
果　
　

兼
久
集
落
文
化
財
協
議
会
お
よ
び
集
落
住
民
有
志

の
記
憶
を
も
と
に
、
月
一
回
の
勉
強
会
や
座
談
会
の
席
上
で
自
由
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

そ
の
デ
ー
タ
を
本
書
の
第
一
部
に
集
積
し
た
。
さ
ら
に
勉
強
会
の
後
に
、
各
自
の
興
味
・

関
心
に
し
た
が
っ
て
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
資
料
の
発
掘
や
聞
き
取
り
を
行
な
っ
た
デ
ー
タ

を
加
え
て
い
る
。

　

本
書
に
掲
載
し
た
聞
き
取
り
や
レ
ポ
ー
ト
は
、
集
落
に
所
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
遺

産
に
対
し
て
、
勉
強
会
や
座
談
会
を
通
じ
記
録
化
を
進
め
る
こ
と
に
配
慮
し
た
結
果
、
往

時
の
生
活
の
知
識
や
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て
き
わ
め
て
広
範
な
話
題
を
扱
う
こ
と
と
な
っ

た
。
そ
し
て
当
然
の
結
果
と
し
て
、
有
形
・
無
形
の
文
化
遺
産
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
民

俗
・
民
間
伝
承
ま
で
も
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
域
住
民
た
ち
の
記
憶

に
基
づ
く
記
述
と
な
る
こ
と
か
ら
、
掲
載
の
記
事
の
中
に
、
い
く
ら
か
の
記
憶
違
い
に
よ

る
混
乱
が
生
じ
た
り
似
た
よ
う
な
内
容
が
重
複
し
た
り
し
た
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
。
ま
た

部
分
的
、
断
片
的
と
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
記
述
が
あ
る
こ
と
も
否
定
し
な
い
。
し

か
し
、
あ
え
て
本
書
に
掲
載
し
た
意
義
が
ま
っ
た
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
本
書
に
「
採

集
手
帖
」
の
名
を
付
け
た
こ
と
に
は
、
当
然
、
調
査
指
導
・
報
告
書
作
成
指
導
を
行
な
っ

た
大
村
・
具
志
堅
両
名
の
見
通
し
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
採
集
手
帖
」
の
位
置
づ
け　
　
「
採
集
手
帖
」
と
い
っ
て
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
の
は
、

日
本
民
俗
学
と
い
う
学
問
の
確
立
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）

か
ら
数
年
単
位
で
、
数
次
に
わ
た
る
郷
土
生
活
研
究
所
（「
民
間
伝
承
の
会
」
の
前
身
）

に
よ
る
組
織
的
な
調
査
事
業
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
「
山
村
調
査
」・「
海
村

調
査
」・「
離
島
調
査
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
調
査
員
に
は
質
問
項
目
が
印
刷
さ
れ
た

『
採
集
手
帖
』
が
手
渡
さ
れ
、
実
際
に
調
査
地
を
訪
れ
て
古
老
た
ち
か
ら
聞
き
取
り
を
行

い
、
手
帖
に
回
答
結
果
を
記
し
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は
、
項
目
ご
と
に
、
あ
る
い
は
村

落
の
伝
承
を
知
る
一
類
型
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
、
比
較
研
究
の
名
の
も
と
に
活
用
さ
れ

て
い
っ
た
。
学
史
の
う
え
で
は
、
い
わ
ば
記
念
碑
的
な
位
置
を
占
め
る
名
称
な
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
厳
密
に
い
え
ば
、
当
委
員
会
が
「
採
集
手
帖
」
の
名
称
に
期
待
し
て
い
た

も
の
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

徳
之
島
に
お
い
て
歴
史
・
民
俗
・
郷
土
史
等
の
研
究
を
志
す
者
に
と
っ
て
、「
採
集
手
帖
」

と
い
う
名
に
は
別
の
位
置
づ
け
が
あ
る
。
今
で
こ
そ
徳
之
島
郷
土
研
究
会
の
会
誌
に
は
、

シ
マ
の
事
物
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
論
考
・
報
告
記
事
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

発
足
当
初
は
会
名
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、「
郷
土
研
究
」
の
名
で
活
動
を
興
し
た
日

本
民
俗
学
の
あ
ゆ
み
を
意
識
し
て
、
地
元
の
民
俗
事
例
の
収
集
に
努
め
、
地
道
な
研
究
活

動
が
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
会
の
運
営
の
中
心
に
あ
っ
た
者
の
多
く
が
、
の
ち
に
堅

実
で
詳
細
な
研
究
成
果
を
残
し
て
い
る
。
同
会
で
は
、
会
誌
の
発
行
と
は
別
に
、
会
員
諸

氏
が
定
例
研
究
会
の
発
表
に
備
え
て
謄
写
版
で
レ
ジ
ュ
メ
を
残
し
て
お
り
（
発
表
者
に
義

務
付
け
て
い
た
か
？
）、
こ
れ
を
再
編
集
し
て
綴
り
直
し
、『
採
集
手
帖
』
と
銘
打
っ
て
集

成
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
の
ち
に
、
鹿
児
島
県
短
期
大
学
付
属
南
日
本
研
究
所
か
ら
南
日

本
文
化
叢
書
の
一
冊
と
し
て
再
編
集
さ
れ
、『
徳
之
島
採
集
手
帖
―
徳
之
島
民
俗
の
聞
き

取
り
資
料
―
』
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
報
告
も
こ
ん
に
ち
に
あ
っ
て
は

貴
重
な
事
例
報
告
ば
か
り
で
あ
る
。

　

当
事
業
の
成
果
物
『
兼
久
採
集
手
帖
』
と
い
う
名
称
も
、
現
時
点
に
お
け
る
調
査
結
果

を
提
示
し
、
近
い
将
来
に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
基
礎
資
料
集

を
意
識
し
て
、
そ
の
名
を
と
っ
た
。
徳
之
島
郷
土
研
究
会
の
『
採
集
手
帖
』
と
同
列
に
並

べ
る
の
は
少
々
憚
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
聞
き
取
り
資
料
を
残
す
こ
と
」
と
「
当

事
業
の
あ
る
種
の
到
達
点
を
知
る
道
し
る
べ
と
い
う
意
義
」
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　

本
書
の
民
俗
分
類
の
枠
組
み　
　

と
こ
ろ
で
、
民
俗
・
民
間
伝
承
の
総
合
的
な
記
述
と

分
類
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
先
行
研
究
か
ら
、
多
く
の
実
践
例
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
な
か
で
も
、
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・ 「
衣
・
食
・
住
」「
生
産
・
生
業
」「
交
通
・
運
輸
・
通
信
」「
交
易
」「
社
会
生
活
」「
信
仰
」

　
　
「
民
俗
知
識
」「
民
俗
芸
能
・
娯
楽
・
遊
戯
等
」「
人
の
一
生
」「
年
中
行
事
」「
口
頭
伝
承
」

　
　

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
文
化
庁
・
文
化
財
行
政
で
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
十
一
項
目
分

　
　

類

　

・「
社
会
伝
承
」「
経
済
伝
承
」「
信
仰
伝
承
」「
芸
能
伝
承
」
の
四
項
目
分
類

　
・ 「
社
会
構
成
」「
人
生
儀
礼
」「
生
業
」「
衣
・
食
・
住
」「
年
中
行
事
」「
信
仰
」「
芸
能
」

　
　
「
口
承
文
芸
」
の
八
項
目
分
類

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
（
大
島
建
彦
『
日
本
民
俗
学
』）。

　

本
書
で
は
、
互
い
に
複
雑
に
関
わ
り
を
も
つ
民
俗
・
民
間
伝
承
を
整
理
す
る
方
法
と
し

て
、
地
域
の
社
会
・
経
済
・
文
化
に
関
わ
る
生
活
文
化
に
対
し
、
従
来
の
民
俗
誌
が
採
用

し
て
い
る
も
の
よ
り
大
ま
か
な
次
の
枠
組
み
で
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、

　
　
「
社
会
伝
承
」　

：　

主
と
し
て
、
社
会
構
成
に
関
す
る
も
の

　
　
「
経
済
伝
承
」　

：　

主
と
し
て
、
生
業
・
衣
食
住
に
関
す
る
も
の

　
　
「
文
化
伝
承
」　

：　

人
生
儀
礼
・
年
中
行
事
・
信
仰
・
芸
能
・
口
承
文
芸
な
ど
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

化
的
儀
礼
伝
承

と
い
う
三
分
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
文
化
伝
承
」
と
い
う
こ
と
ば
は
あ
ま
り
熟

さ
な
い
こ
と
ば
で
あ
る
が
、
当
事
業
の
成
果
の
公
表
を
受
け
て
新
た
に
設
け
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
組
み
に
含
ま
れ
る
民
俗
に
対
し
、
明
確
な
線
引
き
を
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
話
題
と
し
て
の
ぼ
っ
た
断
片
的
な
も
の
や
、
前
後
の
文
脈
と
関

わ
り
な
く
唐
突
に
項
目
化
し
た
も
の
も
含
め
て
、
整
理
す
る
た
め
の
枠
組
み
と
し
て
あ
え

て
三
分
類
で
提
示
し
た
。

　

聞
き
取
り
資
料
の
共
著
的
性
格　
　

な
お
、
本
書
第
一
部
に
示
し
た
デ
ー
タ
に
は
、
個

人
に
よ
る
執
筆
原
稿
が
あ
る
一
方
で
、
座
談
会
に
よ
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
話
の
展
開
か

ら
確
認
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、参
加
者
全
員
に
よ
る
共
著
的
性
格
を
帯
び
た
原
稿
も
あ
る
。

こ
れ
ら
を
本
書
に
提
示
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
当
事
業
の
終
了
後
に
活
用
さ
れ
る
に
は
再

度
検
証
が
可
能
な
よ
う
に
、
そ
の
痕
跡
を
示
し
て
お
く
必
要
性
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　

五
、
む
す
び
に
か
え
て

　

兼
久
集
落
「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業
自
体
が
、
地
域
住
民
が
「
自
発
的
」
に
自
ら
居
住

す
る
集
落
の
事
柄
に
向
か
い
合
い
、
集
落
で
の
生
活
と
歴
史
と
を
「
自
覚
的
」
に
と
ら
え

る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
成
果
自
体
が
集
落
独
自
の
「
継
続
的
」
な

記
録
事
業
や
地
域
の
魅
力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
よ
う
、
発
展
的
な
活
動
を
前
提
と
し
た
取

り
組
み
で
あ
っ
た
。

　

住
民
各
位
に
対
し
て
、
本
書
の
十
二
分
の
活
用
を
願
う
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で

よ
り
充
実
し
た
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
念
願
し
て
い
る
。

参
考
文
献
・
資
料

・
文
化
庁
〔
編
〕「
平
成
28
年
度　

文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業
（
文
化
芸　

　

術
振
興
費
補
助
金
）
募
集
案
内
」
平
成
二
七
年
十
月

・
文
化
庁
〔
編
〕「
平
成
29
年
度　

文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
（
文
化
芸
術
振
興
費　

　

補
助
金
）
募
集
案
内
」
平
成
二
八
年
十
一
月

・
天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』

　

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会　

平
成
二
四
年
三
月

・
鹿
児
島
縣
大
島
々
廳
〔
編
〕『
鹿
児
島
縣
大
島
郡
統
計
書
（
大
正
元
年
～
大
正
七
年
）』（
奄

　

美
史
料
（
15
）
～
（
21
））　

鹿
児
島
県
立
図
書
館
奄
美
分
館　

昭
和
六
〇
年
三
月
～
平

　

成
三
年
三
月

・
鹿
児
島
県
大
島
支
庁
総
務
企
画
課
〔
編
〕『
平
成
二
七
年
度　

奄
美
群
島
の
概
況
』
鹿

　

児
島
県
大
島
支
庁
総
務
企
画
課　

平
成
二
八
年
三
月

・
吉
満
義
志
信
〔
著
〕「
徳
之
島
事
情
」
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
〔
編
〕『
奄
美
史
談
・
徳

　

之
島
事
情
』名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会　

昭
和
三
九
年
三
月（
原
著
、明
治
二
八
年
三
月
識
）

・
柳
田
國
男
〔
編
〕『
山
村
生
活
の
研
究
』
民
間
伝
承
の
会　

昭
和
十
二
年

・
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
〔
編
〕『
南
日
本
文
化
研
究
所
叢
書
21

　

徳
之
島
採
集
手
帳
―
徳
之
島
民
俗
の
聞
き
取
り
資
料
―
』
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日

　

本
文
化
研
究
所　

平
成
八
年
三
月

・
大
島
建
彦
〔
著
〕『
日
本
民
俗
学
』
東
洋
大
学
通
信
教
育
部　

平
成
六
年
四
月

・
天
城
町
文
化
遺
産
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://yuiam

agi.htm
l.xdom

ain.jp

）

・
鹿
児
島
県
「
平
成
二
七
国
勢
調
査
結
果
」
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

(http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp/tokei/bunya/index.htm
l)
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第
一
章　

社
会
伝
承

　
　

第
一
章　

社
会
伝
承

　

◎
兼
久
の
社
会
構
成

　
　
　

―
シ
マ
の
運
営
事
項
を
中
心
に
―

大
村
達
郎

　

シ
マ
の
事
業
の
運
営　
　

月
に
一
回
、
区
長
会
の
あ
と

に
、
シ
マ
（
集
落
）
の
定
例
運
営
委
員
会
を
開
催
し
、
事

業
の
計
画
を
立
て
、
意
見
や
要
望
の
集
約
を
し
、
承
認
す

る
と
い
う
流
れ
で
進
め
て
い
る
。
決
ま
っ
た
事
柄
は
、
区

長
か
ら
小
組
合
長
を
通
じ
て
住
民
に
周
知
さ
れ
る
。

　

シ
マ
の
区
割
り　
　

兼
久
集
落
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
小

字
の
う
ち
、
集
落
の
ま
と
ま
り
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

の
は
、明
治
初
頭
に
お
い
て
は
「
兼
久
」「
中
組
」「
前
組
」

「
美
名
田
」で
あ
っ
た
。
な
か
で
も「
中
組
」は
ナ
ー
グ
ン
、

「
前
組
」は
メ
ー
グ
ン
と
呼
ば
れ
、集
落
の
中
心
部
と
さ
れ
、

平
土
野
・
伊
仙
・
花
徳
方
面
へ
の
道
の
整
備
が
進
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。

　

兼
久
小
学
校
所
蔵
の
「
学
校
沿
革
史
」
に
よ
れ
ば
、
昭

和
十
八
年
こ
ろ
の
シ
マ
（
集
落
）
と
し
て
の
兼
久
に
は
、

オ
オ
ク
ボ（
大
久
保
）、ミ
カ
サ（
美
笠
）、ナ
カ
ツ（
中
津
）、

フ
ミ
ゾ
ノ
（
文
園
）
と
四
つ
の
小
組
合
に
分
か
れ
て
い
た

と
い
い
、こ
れ
に
内
陸
部
の
開
拓
地
に
あ
た
る
ミ
ナ
ダ（
美

名
田
）
を
加
え
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
ま
り
の
シ

マ
と
と
ら
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期

に
も
こ
う
し
た
五
つ
の
区
割
り
が
意
識
さ
れ
な
が
ら
も
、

「
北
区
（
シ
ュ
ン
バ
イ
）」「
中
区
（
ナ
ー
グ
ン
）」「
南
区
（
メ

ン
バ
イ
・
ウ
ン
バ
イ
）」「
美
名
田
」
と
い
う
よ
う
に
、
明

治
初
頭
以
来
の
、
小
字
の
範
囲
に
基
づ
く
名
称
が
併
用
さ

れ
て
い
た
。

　

昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
、
集
落
南
部
に
戸
数
が
増
加

し
た
り
旧
兼
久
小
学
校
の
敷
地
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
り

し
た
た
め
、「
住
宅
」
を
新
た
な
小
組
合
に
加
え
て
い
る
。

「
住
宅
」
自
体
、
あ
る
い
は
文
園
に
「
住
宅
」
を
加
え
た

地
域
を
、通
称
「
シ
ン
ム
ラ
（
新
村
）」
と
呼
ん
で
い
た
。　
　
　

　

さ
ら
に
昭
和
四
〇
年
代
以
降
に
は
、
町
の
行
政
情
報
を

伝
え
る
役
割
だ
け
で
な
く
、
甘
蔗
の
生
産
調
整
の
効
率
化

に
伴
う
隣
保
組
合
の
再
編
の
必
要
性
に
迫
ら
れ
、
美
笠
を

川
鼻
と
昆
目
に
、
中
津
を
上
と
下
に
、
文
園
を
北
と
南
に

分
け
、
住
民
の
多
い
住
宅
を
独
立
さ
せ
て
、
従
来
の
大
久

保
と
美
名
田
を
加
え
て
、
全
て
で
九
つ
の
小
組
合
か
ら
構

成
さ
れ
て
る
よ
う
に
な
り
、
こ
ん
に
ち
に
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
小
組
合
名
の
由
来
は
い
ず
れ
も
定
か
で
は
な
い
。

　

旧
村
の
小
字
と
小
組
合
の
対
照
関
係
と
変
遷
に
つ
い
て

は
下
の
一
覧
を
参
照
さ
れ
た
い
。

小
組
合
名

平
成
二
八
年
現
在
戸
数

大
久
保

　
　

五
三
戸

川　

鼻

　
　

二
五
戸

昆　

目

　
　

二
七
戸

中
津
上

　
　

二
二
戸

中
津
下

　
　

三
五
戸

文
園
北

　
　

三
四
戸

文
園
南

　
　

三
九
戸

住　

宅

　
　

三
八
戸

美
名
田

　
　

一
一
戸

計
二
八
四
戸

Ⅰ - 表 02　小組合の区割りの変遷

Ⅰ
‐
表
01　

兼
久
集
落
の
小
組
合
と
戸
数

江戸時代末期

～明治 12 年まで

明治 12 年　小字名
国立公文書館つくば分

館所蔵「竿次帳」　

昭和 18 年ころ
兼久小学校所蔵

「学校沿革史」

昭和 30 年ころ

（通称）
昭和 40 年代～現在

西目間切

兼久噯

兼久村

大

字

兼

久

兼　久

大久保 おおくぼ

北　区

きたく

（シュンバ

イ）

大久保 おおくぼ

美　笠 みかざ
川　鼻 かわばな

昆　目　　 こんめ

中　組 中　津 なかつ 中　区
なかく

（ナーグン）

中津上 なかつうえ

中津下 なかつしも

前　組
文　園

（含、新村）

ふみぞの

（しんむら）
南　区

みなみく

（メンバイ）

（ウンバイ）

文園北 ふみぞのきた

文園南 ふみぞのみなみ

住　宅 じゅうたく

西目間切

兼久噯

九年母村
― 美名田 ― 美名田 みなだ 美名田 みなだ
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

区　

長　
　

区
長
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
は

前
任
者
や
そ
の
下
で
関
わ
っ
て
い
た
運
営
委
員
た
ち
の
推

薦
に
よ
っ
て
候
補
者
を
決
め
、
了
承
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
と
い
う
。

　

平
成
二
五
年
度
以
降
に
定
め
ら
れ
た
決
ま
り
（
口
頭
で

取
り
決
め
ら
れ
た
内
規
）
に
よ
れ
ば
、
区
長
の
任
期
は
一

期
三
年
。
改
選
し
て
何
度
で
も
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
に
改
め
ら
れ
た
と
い
う
。
立
候
補
に
あ
た
っ
て
は
、
推

薦
人
二
〇
人
を
必
要
と
し
。
代
々
の
区
長
に
は
辞
令
書
が

渡
さ
れ
、
区
長
印
が
託
さ
れ
る
。
な
お
、
近
年
区
長
を
務

め
た
方
々
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
文
書
の
形
式
を
と
っ
た

引
継
ぎ
文
書
は
な
い
と
い
う
。
ま
た
兼
久
集
落
の
運
営
に

関
す
る
文
書
も
全
く
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。歴
代
区
長
は
、

各
自
で
従
来
の
運
営
方
法
を
整
理
し
、
住
民
向
け
の
配
布

物
を
集
め
、
工
夫
を
こ
ら
し
な
が
ら
運
営
に
当
た
っ
て
き

た
と
い
う
。
歴
代
区
長
の
氏
名
に
つ
い
て
は
次
々
頁
の
一

覧
を
参
照
の
こ
と
。

　

規　

約　
　

兼
久
に
は
明
文
化
さ
れ
た
規
約
は
な
い
。

一
〇
数
年
前
で
も
、
区
長
の
任
命
や
引
継
ぎ
は
前
任
者
の

推
薦
や
紹
介
に
よ
っ
て
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
い
い
、
近

年
の
区
長
の
急
病
等
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど
で

も
、
急
遽
、
臨
時
的
な
措
置
と
し
て
区
長
代
理
を
置
い
て

対
応
し
て
い
た
と
い
う
。

　

近
年
に
な
っ
て
、
区
の
運
営
を
一
部
の
者
の
み
が
運
営

に
携
わ
る
の
で
は
な
く
、
大
勢
の
住
民
の
参
加
に
よ
っ
て

協
議
・
分
担
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
明
文
化
こ
そ
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
運
営
委
員
会
の
者
の
間
で
大
ま
か
な
決

ま
り
ご
と
を
設
け
て
取
り
組
む
よ
う
に
し
て
い
る
と
い

う
。

　

な
お
、
例
外
と
し
て
、
町
の
指
導
の
下
に
自
主
防
災
に

関
す
る
規
約
は
設
け
ら
れ
て
い
る
。
文
面
は
以
下
の
と
お

り
。

　
　

兼
久
集
落
自
主
防
災
規
約

〔
名　

称
〕

　

第
一
条　

こ
の
会
は
、
兼
久
防
災
会
（
以
下
「
本
会
」　

　
　
　
　

と
い
う
。）
と
称
す
る

〔
設　

置
〕

　

第
二
条　

本
会
を
集
落
委
員
会
に
設
置
し
、
事
務
所
を

　
　
　
　

区
長
宅
に
置
く
。

〔
目　

的
〕

　

第
三
条　

本
会
は
、
住
民
の
隣
保
共
助
の
精
神
に
基
づ　

　
　
　
　

く
自
主
的
な
防
災
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

　
　
　
　

災
害
（
台
風
・
火
災
・
地
震
等
）
の
被
害
の
防

　
　
　
　

止
及
び
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

〔
事　

業
〕

　

第
四
条　

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

　
　
　
　

次
の
事
業
を
行
う
。

　
　
（
１
）
防
災
に
関
す
る
知
識
の
普
及

　
　
（
２
）
災
害
（
台
風
・
火
災
・
地
震
等
）
に
対
す
る　
　

　
　
　
　

予
防

　
　
（
３
）
災
害
の
発
生
時
に
お
け
る
情
報
の
収
集
伝
達
、

　
　
　
　

避
難
誘
導
、
初
期
消
火
等
応
急
対
策

　
　
（
４
）
前
号
に
関
す
る
訓
練

　
　
（
５
）
そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

　
　
　
　

要
な
事
項

〔
会　

員
〕

　

第
五
条　

本
会
は
、
兼
久
集
落
内
に
あ
る
世
帯
を
も
っ

　
　
　
　

て
構
成
す
る
。

〔
役　

員
〕

　

第
六
条　

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　
（
１
）
会　

長　
　

１
名
（
区
長
を
も
っ
て
あ
て
る
）

　
　
（
２
）
副
会
長　
　

２
名

　
　
（
３
）
班
長
・
副
班
長　
（
各
小
組
合
長
及
び
婦
人
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
を
も
っ
て
あ
て
る
）

　
　

２　

役
員
は
、
集
落
運
営
委
員
会
の
互
選
に
よ
り
選

　
　
　

出
す
る
。

　
　

３　

役
員
の
任
期
は
、
２
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再

　
　
　

任
を
妨
げ
な
い
。

〔
役
員
の
任
務
〕

　

第
七
条　

役
員
は
、
別
に
定
め
る
防
災
計
画
に
基
づ
く　

　
　
　
　

職
務
を
行
う
。

〔
役
員
会
〕

　

第
〈
マ
マ
　
以
下
同
〉

８
条　

役
員
会
は
、
会
長
が
召
集
す
る
。

〔
防
災
計
画
〕

　

第
９
条　

本
会
は
、
第
４
条
に
定
め
る
事
業
を
行
う
た

　
　
　
　

め
防
災
計
画
を
作
成
す
る

〔
会
費
及
び
経
費
〕

　

第
10
条　

本
会
の
会
費
及
び
運
営
に
関
す
る
経
費
は
、　　

　
　
　
　

集
落
費
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
当
て
る
。

〔
そ
の
他
〕

　

第
11
条　

こ
の
規
約
に
定
め
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　

集
落
運
営
委
員
会
に
諮
り
、役
員
会
で
定
め
る
。

〔
付　

則
〕

　

こ
の
規
約
は
、
平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
実
施
す
る
。
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Ⅰ - 図 01　小組合区割りの変遷

①明治 12 年ころ②昭和 18 年ころ

③昭和 30 年ころ④現在

（1  :  50,000）0 500m

美笠美笠大久保大久保

中　津中　津

文　園文　園

新　村新　村

（1  :  50,000）0 500m

川鼻川鼻
大久保大久保

中津下中津下

文園北文園北

文園南文園南

昆目昆目

中津上中津上

住宅住宅

（1  :  50,000）0 500m

北区
（シュンバイ）

中区
（ナーグン）

中区
（ナーグン）

南区
（メンバイ）
（ウンバイ）

南区
（メンバイ）
（ウンバイ）

（1  :  50,000）0 500m

字兼久字兼久

字中組字中組

字前組字前組
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

区
を
運
営
す
る
組
織　
　

区
長
の
も
と
に
、
会
計
・
書

記
・
監
事
な
ど
の
総
務
役
員
を
置
き
、
そ
の
下
に
運
営
委

員
会
が
置
か
れ
、
さ
ら
に
そ
の
下
に
兼
久
防
犯
組
織
、
社

会
教
育
関
係
団
体
（
子
供
会
・
育
成
会
、青
年
団
、壮
年
団
、

女
性
団
体
〈
婦
人
会
〉、
兼
寿
会
）、
農
業
生
産
強
化
団
体

（
糖
業
振
興
会
、
園
芸
グ
ル
ー
プ
、
畜
産
グ
ル
ー
プ
）、
小

組
合
長
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
実
質
的
に
活
動
し
て

い
る
の
は
、
兼
久
防
犯
組
織
、
社
会
教
育
関
係
団
体
、
小

組
合
長
で
あ
る
。農
業
生
産
強
化
団
体
の
活
動
は
農
協（
Ｊ

Ａ
）
の
組
合
の
者
で
の
活
動
が
主
と
な
り
、
形
式
上
設
け

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
自
主
防
災
会
が
あ
る
。
例
外
と
し
て
、

自
主
防
災
会
に
の
み
規
約
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
規
約
は

す
で
に
前
出
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

区
長
会
と
運
営
委
員
会　
　

天
城
町
で
は
、
各
区
の
区

長
す
べ
て
を
集
め
、
区
長
会
と
称
し
て
行
政
連
絡
を
行

な
っ
て
い
る
。
毎
月
五
日
を
定
例
日
と
し
て
い
る
。
各
区

の
区
長
は
町
か
ら
の
連
絡
事
項
を
持
ち
帰
り
、
数
日
の
う

ち
に
運
営
委
員
会
を
行
な
っ
て
い
る
。
兼
久
集
落
で
は
運

営
委
員
会
は
毎
月
八
日
を
充
て
て
い
る
。
町
か
ら
の
行
政

連
絡
を
伝
達
す
る
一
方
で
、
集
落
の
財
政
の
執
行
状
況
や

催
事
の
計
画
な
ど
、
諸
事
項
を
打
ち
合
わ
せ
て
い
る
。

　

兼
久
の
共
有
財
産　
　

兼
久
集
落
自
治
公
民
館
の
敷
地

は
区
名
義
の
土
地
に
あ
る
。
今
の
公
民
館
は
昭
和
五
〇
年

こ
ろ
に
建
て
替
え
。
昔
の
公
民
館
は
昭
和
二
七
年
に
築
。

　

こ
の
ほ
か
に
僅
か
な
畑
が
集
落
の
共
有
財
産
と
な
っ
て

い
る
。
畑
は
小
作
に
出
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
得
ら

れ
た
小
作
料
は
集
落
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。こ
の
畑
は
、

南
中
学
校
が
集
落
内
に
所
在
し
た
当
時
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
寄
贈

し
た
も
の
と
い
い
、
学
校
移
転
を
機
に
集
落
持
ち
の
土
地

と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
な
お
、
国
立
公
文
書
館
つ
く

ば
分
館
所
蔵
「
明
治
十
二
年
竿
次
帳　

全　

大
島
郡
徳
ノ

島
兼
久
村
」（
一
八
七
九
年
）
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
土
地

の
所
有
者
が
「
村
中
」
と
な
っ
て
お
り
、
村
持
ち
の
土
地

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
字
兼
久
・
字
中
組
の
も
の
は

現
在
地
に
対
応
す
る
も
の
が
確
認
で
き
る
が
、
字
庭
塔
・

字
高
釣
・
字
登
賀
の
も
の
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
ら
は

現
在
、
個
人
持
ち
の
土
地
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

番
地
を
伏
せ
て
次
頁
の
表
に
列
挙
し
て
お
く
。

兼
久
歴
代
区
長 

（
兼
久
公
民
館
内
掲
示
に
よ
る
） 

一
代
目 

 
 

 

勇 
 

沢
武 

二
代
目 

 
 
 

富 
 

國
髙 

三
代
目 

 
 

 

唯 
 

屋
髙 

四
代
目 

 
 

 

窪
田 

清
照 

五
代
目 

 
 

 

盛 
 

政
武 

六
代
目 

 
 

 

久
永 

直
十 

七
代
目 

 
 

 
太 

 

德
吉 

八
代
目 

 
 

 
時 

 

秀
直 

九
代
目 

 
 

 

文
田
納
千
代 

十
代
目 

 
 

 

福 
 

直
仙 

十
一
代
目 

 
 

竹
熊 

利
美– 

十
二
代
目 

 
 

兼
子 

健
郎 

十
三
代
目 

 
 

宝 
 

宝
武 

十
四
代
目 

 
 

富 
 

國
良 

十
五
代
目 

 
 

竹
熊 

德
博 

十
六
代
目 

 
 

北
郷 

德
健 

十
七
代
目 

 
 

久
喜 

玖
善 

十
八
代
目 

 
 

藤 
 

政
屋 

十
九
代
目 

 
 

寿
山 

豊
三 

二
十
代
目 

 
 

盛
山 

恒
良 

二
十
一
代
目 

 

寿 
 

敏
光 

二
十
二
代
目 

 

髙
野 

宮
健 

二
十
三
代
目 

 

野
村 

福
仙 

二
十
四
代
目 

 

原 
 

富
雄 

二
十
五
代
目 

 

田
畑 

文
忠 

二
十
六
代
目 

 

久 
 

久
雄 

二
十
七
代
目 

 

髙
林 

寅
吉 

二
十
八
代
目 

 

平
野
清
一
郎 

二
十
九
代
目 
 

昇 
 

時
喜 

三
十
代
目 
 

 

久
川 

光
国 

三
十
一
代
目 

 

寿
山 

清
二 

三
十
二
代
目 

 

文
田 

耕
造 

三
十
三
代
目 

 

久
川 

光
国 

三
十
四
代
目 

 

安
田 

武
弘 

三
十
五
代
目 

 

北
郷 

泰
秀 

三
十
六
代
目 

 

廻 
 

幸
勇 

三
十
七
代
目 

 

盛
岡 

平
一 

 

 

Ⅰ - 写真 01　兼久集落組織図
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か
つ
て
文
園
北
の
地
に
青
年
会
場
が
あ
っ
た
。
多
く
の

セ
イ
ネ
ン
（
青
年
）
た
ち
や
メ
ー
レ
（
娘
）
た
ち
が
つ
ど
っ

て
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
地
は
敷
地
の
所
有
者

が
土
地
と
建
物
を
提
供
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
ん
に
ち
は
更
地
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
兼
久
で

は
青
年
の
こ
と
を
ニ
セ
と
は
呼
ば
な
か
っ
た
と
い
う
。
青

年
に
な
り
た
て
の
若
者
を
、
一
部
セ
イ
ネ
ン
と
か
フ
ー
セ

イ
ネ
ン
と
呼
ん
で
い
た
。
若
手
の
意
味
だ
と
い
う
。

　

集
落
費　
　

平
成
二
八
年
四
月
現
在
、
単
年
度
一
戸
あ

た
り
の
集
落
費
は
四
千
円
、
豊
年
祝
は
千
五
〇
〇
円
、
敬

老
祝
は
千
五
〇
〇
円
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
小
組
合
単
位

で
集
金
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
共
有
地
（
畑
）

の
小
作
料
と
公
民
館
の
使
用
料
な
ど
が
こ
れ
に
加
え
ら
れ

て
い
る
。

　

伝
統
行
事
の
運
営　
　

集
落
の
伝
統
行
事
は
、
も
と
は

区
長
の
判
断
の
も
と
日
程
を
周
知
し
、
行
な
っ
て
い
た
と

い
う
。
こ
こ
数
十
年
は
、
町
な
ど
か
ら
知
ら
さ
れ
た
日
時

に
従
っ
て
伝
統
行
事
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
以
下
に

は
文
田
耕
造
氏
（
三
二
代
目
区
長
）
所
蔵
の
メ
モ
書
き
か

ら
行
事
の
覚
書
を
転
記
し
て
お
く
。

６
月　

豊
年
祭
り
を
行
う
。

６
月　

ア
ン
ザ
ー
ネ
（
み
づ
の
と
。
ひ
つ
じ
）
の
日

８
月　

盆
踊
り
（
13
日
～
15
日
）
ま
で

８
月　

浜
下
り
（
つ
ち
の
え
。
ね
）
の
日

　
　
　

午
後
７
時
よ
り
子
供
会
の
皆
さ
ん
の
餅
た
ぼ
れ
の　
　

　
　

行
事
を
行
う
。

９
月　

敬
老
祝

11
月　

先
祖
祭
り　

松
西
～
浅
間　

つ
ち
の
と
。
み

　
　
　
　
　
　
　
　

天
城
～
西
阿
木
名　

か
の
え
。
う
ま

地　

番

用　

途

面　

積

所
有
者

備　

考

兼
久
＊
＊
墳
墓
地　

三
畝
五
歩

　

村
中

ハ
カ
ン
ト
ウ

兼
久
＊
＊　
墳
墓
地

壱
畝
弐
歩

　

村
中

ハ
カ
ン
ト
ウ

兼
久
＊
＊
墳
墓
地

五
畝
廿
五
歩

　

村
中

シ
ョ
ウ

中
組
＊
＊
宅　

地

廿
七
歩
七
畝

　

村
中　

ヤ
ク
ジ
ョ
ウ
跡

中
組
＊
＊
墳
墓
地　

壱
畝
廿
四
歩

　

村
中

ア
ガ
レ

中
組
＊
＊　

林

廿
七
歩

　

村
中

公
民
館
所
在
地

庭
塔
＊
＊
墳
墓
地

拾
九
歩

　

村
中

庭
塔
＊
＊
溜　

池　

壱
反
壱
畝
廿
弐
歩
　

村
中

高
釣
＊
＊
墳
墓
地

拾
弐
歩　

　

村
中

高
釣
＊
＊
墳
墓
地

五
歩

　

村
中

登
賀
＊
＊
墳
墓
地

拾
歩

　

村
中

登
賀
＊
＊
墳
墓
地

拾
歩

　

村
中

Ⅰ - 写真 02　兼久集落自治公民館

　　

◎
人
間
関
係
を
指
す
こ
と
ば

　

兄
弟
姉
妹
の
関
係
を
「
ウ
ト
ゥ
ン
ジ
ャ
マ
」
と
い
う
。

本
人
か
ら
見
て
、「
き
ょ
う
だ
い
（
兄
弟
姉
妹
）」
関
係
を

指
す
こ
と
ば
に
、
イ
ー
リ
と
ウ
ナ
イ
が
あ
る
。
ど
ち
ら
も

年
上
・
年
下
を
問
わ
ず
に
、
男
兄
弟
（
兄
・
弟
）
の
こ
と

を
ど
ち
ら
も
イ
ー
リ
と
い
い
、
女
姉
妹
（
姉
・
妹
）
の
こ

と
を
ど
ち
ら
も
ウ
ナ
イ
と
い
う
。

　

友
人
関
係
や
仲
間
の
こ
と
を
「
ド
ゥ
シ
」
と
か
「
ト
ゥ

シ
」
と
い
う
。

　

◎
敬
称
の
話

　

血
縁
の
つ
な
が
り
が
あ
ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
目
上
の

男
の
人
に
は
一
般
的
に
○
○
（
下
の
名
前
）
ム
ィ
と
呼
ぶ
。

と
こ
ろ
が
奄
美
大
島
で
は
、
○
○
ム
ィ
と
呼
ぶ
と
見
下
さ

れ
た
と
か
馬
鹿
に
さ
れ
た
と
い
っ
て
怒
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
は
○
○
ア
ニ
と
い
う
。
ま
た
、
伊
仙
町
で
は
○
○

キ
ナ
シ
と
い
う
。

　

目
上
の
女
の
人
に
は
、
○
○
ア
カ
と
か
○
○
ネ
ェ
と
か

呼
ぶ
。ま
た
、男
女
を
問
わ
ず
に
つ
け
る
敬
称
に
は「
ウ
ィ
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
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□：
男

〇：
女

本人

トゥジ(妻)

　(子・男の子)

　(内孫)　(ひ孫)

　　(子・女の子) ウットウ(弟)

ウナイ(女兄弟)

(義母)

(義父)

ウバ
ウジ

アカ・ネェ(姉)　ウナイ(女兄弟)

ムィヌトゥジ・

ムィ(兄)　イーリ(男兄弟)

ウッカン(母)

チャン・アジャ(父)

(姪)

(甥)

ウバ(伯母)

ウバ

ウジ(伯父)

(いとこ)

(いとこ)

ウバ
ウジ

ホーマ(祖母)

ジィ(祖父)

ウバ
ウバ

ウジ

ウジ

フーアマ・

フージィ・フーアジャ

兄
弟

姉
妹

：
ウ
ト
ゥ
ン
ジ
ャ
マ

血
統

（
遺

伝
的

・
体

質
的

な

特
徴

を
も
っ
た
血

筋
）
：
シ
チ

・
ヒ
キ

近
い
親

戚
：
フ
ー
ハ

ロ
ジ

親
し
い
人

：
シ
リ
ハ

ロ
ジ

婚
姻

で
新

し
く
で
き
た
親

戚
：
ミ
ー
ハ
ロ
ジ

アカ(義姉)

アマ・

ムィウィクワ

ムィウィクワ

クヮ・インガヌクヮ
カネマーガマタマーガ

クヮ・イナガヌクヮ

イーリ(男兄弟)

シトゥウヤ・

トゥジヌウヤ

シトゥウヤ・

トゥジヌウヤ

ホーマ

(曾祖母)

(曾祖父)
兼
久
の
親
族
呼
称

(ふたいとこ)

(ふたいとこ)

ウットウ(妹)

ウバ

ウッカン(敬称)

(外孫)

(外孫)

キィマーガ

キィマーガ
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第
二
章　

経
済
伝
承

　

◎
農
作
業
の
こ
と
な
ど

　
　
　
　

―
ユ
イ
と
農
作
業
の
関
わ
り
か
ら
―

寿　

弘
祐

　

以
下
の
記
述
は
、
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か

け
て
の
内
容
が
中
心
で
あ
る
。

　

ユ
イ
（
結
い
）・
ユ
イ
ワ
ァ
ク
（
結
わ
ぁ
く
）　　

稲
作

文
化
が
、
ユ
イ
が
生
ま
れ
る
原
点
。
ユ
イ
で
交
流
に
つ
な

が
り
、交
流
で
助
け
合
う
。
互
助
の
精
神
の
原
点
で
あ
る
。

　
　

田
植
え

　
　

ウ
ギ
刈
り

　

ユ
イ
モ
ド
シ
（
結
戻
し
）
は
何
事
に
も
優
先
し
、
返
さ

な
い
者
は
お
金
で
清
算
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ユ
イ
も
返

さ
な
い
と
、
の
ち
の
ち
「
ユ
イ
も
返
さ
な
い
人
」
と
う
わ

さ
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
ユ
イ
モ
ド
シ
を
す
る
際
に
都
合

が
悪
く
参
加
で
き
な
い
場
合
に
は
、
お
金
を
支
払
っ
て
ユ

イ
モ
ド
シ
を
し
た
。
三
千
～
五
千
円
を
支
払
っ
た
。
戦
後

間
も
な
く
の
Ｂ
円
の
時
代
は
、
Ｂ
円
で
二
〇
円
、
米
で
は

二
升
だ
っ
た
。

　

労
働
力
提
供
の
機
会
と
ユ
イ
と
の
違
い　
　

田
仕
事
・

畑
仕
事
な
ど
の
ユ
イ
ワ
ァ
ク
と
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
手
伝

い
は
別
物
だ
っ
た
。
ト
ム
ラ
イ
（
葬
儀
）
の
手
伝
い
は
、

故
人
へ
の
気
持
ち
か
ら
行
動
を
起
こ
し
て
労
働
力
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

賃
金
や
何
ら
か
の
対
価
が
発
生
し
な
い
労
働
に
は
、
ヤ

テ
ワ
ク
や
ニ
ャ
ー
ワ
ク
（
ミ
ャ
ー
ワ
ク
と
も
）
が
あ
っ
た
。

ヤ
テ
ワ
ク
（
家
建
わ
く
）
は
、
建
築
や
土
木
な
ど
に
呼
ば

れ
て
参
加
す
る
こ
と
で
、
手
伝
う
対
象
者
が
い
る
と
き
に

い
う
。
茅
葺
き
の
葺
き
替
え
を
手
伝
っ
た
り
す
る
こ
と
も

ヤ
テ
ワ
ク
だ
が
、
そ
の
と
き
に
家
の
持
ち
主
が
ご
飯
を
出

す
。
こ
れ
を
ヤ
テ
バ
ン
（
家
建
飯
）
と
い
い
、
家
の
持
ち

主
が
忙
し
く
て
ヤ
テ
バ
ン
の
準
備
が
で
き
な
い
と
き
な
ど

に
家
主
の
親
戚
な
ど
が
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

れ
も
ヤ
テ
ワ
ク
に
あ
た
る
。

　

学
校
の
校
舎
建
築
や
屋
根
の
葺
き
替
え
、ト
ン
ゴ
ー（
当

川
）の
橋
の
架
け
替
え
な
ど
は
ユ
イ
ワ
ァ
ク
と
は
い
わ
ず
、

ニ
ャ
ー
ワ
ク
で
奉
仕
作
業
に
あ
た
る
。
一
方
、
用
水
路
の

使
用
者
が
掃
除
を
し
た
り
修
繕
を
し
た
り
す
る
際
に
は
、

区
長
や
責
任
者
が
日
程
を
決
め
て
い
た
。
こ
れ
を
ミ
ズ
ハ

ラ
シ
フ
シ
ン
と
い
う
。
共
同
作
業
や
工
事
、
集
落
の
た
め

の
作
業
は
フ
シ
ン
と
い
っ
た
。
青
年
会
場
な
ど
の
建
設
は

フ
シ
ン
と
い
う
の
が
そ
の
例
で
あ
る
（
向
井
一
雄
氏
の
ご

教
示
に
よ
る
）。

　
　

農　

業

　
　
　
（
一
）
稲　

作

　

昭
和
五
三
年
、転
作
事
業
に
よ
っ
て
稲
作
か
ら
ウ
ギ（
サ

ト
ウ
キ
ビ
）
作
へ
。
そ
の
後
は
握
り
飯
の
米
さ
え
も
作
ら

れ
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
兼
久
で
は
二
期
作
は
そ
れ
ほ
ど

一
般
的
で
な
く
、
作
っ
た
と
し
て
も
大
し
た
量
で
な
く
自

家
消
費
用
に
す
る
程
度
で
あ
っ
た
。

　

稲
作
は
、
田
に
水
を
ひ
く
と
こ
ろ
、
イ
ゼ
キ
（
井
堰
）

か
ら
始
ま
る
。
川
か
ら
水
を
ひ
く
。

　

１　

苗
作
り

　

モ
ミ
オ
ロ
シ
（
籾
お
ろ
し
）　　

タ
ネ
オ
ロ
シ
と
も
い

う
。
旧
暦
一
月
（
新
暦
二
月
こ
ろ
）
の
初
め
の
寒
い
と
き
、

タ
ネ
モ
ミ
（
種
籾
）
を
ア
ン
ピ
ラ
袋
（
麻
袋
）
に
入
れ
て

一
日
水
に
つ
け
、
芽
が
出
る
の
を
見
守
る
。
朝
夕
確
認
し

て
、
乾
燥
し
て
い
た
ら
お
湯
を
吹
き
か
け
、
小
屋
の
一
番

温
か
い
と
こ
ろ
に
置
い
て
お
く
。
芽
が
出
そ
ろ
っ
た
ら
苗

床
に
ま
く
。

　

苗　

床　
　

苗
床
は
、
管
理
が
行
き
届
く
よ
う
に
集
落

の
近
い
と
こ
ろ
に
借
り
て
準
備
す
る
。
近
く
に
準
備
で
き

な
い
者
は
自
分
の
田
に
作
る
。

　

モ
ミ
オ
ロ
シ
後
の
管
理　
　

籾
を
お
ろ
し
て
か
ら
が
た

い
へ
ん
で
、
朝
晩
の
水
を
注
意
深
く
管
理
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
籾
を
食
べ
に
く
る
ね
ず
み
・
鳩
・
す
ず
め
・
鴨

な
ど
、
寒
い
と
き
あ
ら
ゆ
る
敵
が
現
れ
る
。

　

２　

田
植
え
の
準
備

　

ユ
ザ
イ
・
ユ
ジ
ャ
イ　
　

荒
田
を
ス
キ
（
鋤
）
を
か
け

て
起
こ
す
。
向
井
一
雄
氏
に
よ
れ
ば
、
農
耕
牛
を
使
っ
て

ヒ
キ
ャ
ー
シ
（
引
か
せ
犂
）
で
耕
耘
す
る
と
き
に
は
、
牛

の
操
り
方
に
も
や
り
方
が
あ
る
。
綱
を
握
っ
て
引
く
の
だ

が
、
右
に
行
く
に
は
「
オ
ウ
ー
っ
、
オ
ウ
ー
っ
…
」、
左

に
行
く
に
は
「
キ
ュ
ー
っ
、
キ
ュ
ー
っ
…
」
と
声
を
か
け

て
方
向
転
換
を
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

泥
を
ど
ろ
ど
ろ
に
し
て
、
そ
の
土
で
水
漏
れ
が
し
な
い

よ
う
に
ア
ブ
シ
ヌ
リ
（
畦
塗
り
）
を
す
る
。
代
搔
き
を
し

た
あ
と
だ
と
、
泥
が
こ
な
れ
す
ぎ
て
い
て
ア
ブ
シ
ヌ
リ
が

で
き
な
く
な
る
。

　

鋤
で
起
こ
し
た
土
を
マ
ー
ガ
（
馬
鍬
）
で
砕
く
。
水
を
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

張
っ
て
、
マ
ー
ガ
（
一
メ
ー
ト
ル
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
の
幅
の
広
い
、
八
本
く
ら
い
の
立
き
ん
（
爪
）
の
つ

い
た
道
具
）
を
牛
で
引
く
。
準
備
が
で
き
る
と
田
植
え
に

移
る
。

　

３　

田
植
え

　

田
植
え
の
人
手
と
田
仕
事　
　

筆
者
の
家
の
場
合
は
、

植
え
人
は
七
～
八
人
、
田
を
準
備
す
る
人
は
三
～
四
人
、

子
ど
も
お
よ
び
子
守
の
子
三
～
四
人
で
あ
っ
た
。
植
え
る

人
は
女
の
人
が
多
い
。
男
の
人
は
、
シ
ル
チ
ャ
抜
き
・
田

ク
ナ
シ
（
牛
の
入
れ
な
い
小
さ
い
田
は
ク
ワ
（
鍬
）
な
ど

で
柔
ら
か
く
し
、
人
の
足
で
踏
み
ほ
ぐ
す
）
を
し
て
田
の

準
備
に
あ
た
り
、
紐
張
り
・
苗
運
び
・
苗
配
置
（
植
え
る

と
こ
ろ
に
投
げ
る
）
を
し
た
。
だ
い
た
い
植
え
人
の
半
分

は
子
持
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、子
守
は
大
事
な
仕
事
だ
っ
た
。

一
〇
時
こ
ろ
と
三
時
こ
ろ
に
は
皆
で
食
事
を
軽
く
と
る
。

そ
の
食
事
を
入
れ
る
容
器
の
準
備
も
子
ど
も
の
仕
事
。
ツ

ワ
ブ
キ
の
葉
っ
ぱ
・
野
イ
チ
ゴ
の
葉
っ
ぱ
な
ど
を
集
め
た
。

箸
は
ス
ス
キ
の
芯
・
竹
の
小
枝
だ
っ
た
。
人
数
分
を
作
る

の
は
子
ど
も
た
ち
に
は
た
い
へ
ん
な
仕
事
だ
っ
た
。
暇
な

子
ど
も
は
あ
ら
ゆ
る
田
仕
事
の
手
伝
い
を
し
た
。

　

田
植
え
は
一
年
で
最
も
寒
い
時
期
で
あ
り
、
夕
方
は
寒

く
な
ら
な
い
程
度
の
時
間
で
切
り
あ
げ
、翌
日
に
備
え
る
。

翌
日
の
作
業
は
、植
え
残
り
が
あ
ろ
う
と
苗
が
余
ろ
う
と
、

次
の
人
の
田
で
作
業
す
る
。
苗
が
余
っ
た
者
、
不
足
し
た

者
、
こ
れ
も
ユ
イ
の
心
で
補
う
。

　

４　

田
植
え
後
の
田
仕
事

田
植
え
を
終
え
た
ら
、
水
の
管
理
や
、
苗
を
つ
い
ば
む
鴨
・

鷺
へ
の
備
え
、
病
害
虫
の
防
除
、
草
と
り
な
ど
に
あ
た
る
。

　

刈
り
取
り
収
穫　
　

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
が
ち
ょ
う

ど
収
穫
期
に
あ
た
る
。

　

脱
穀
・
乾
燥　
　

田
の
大
き
な
者
は
田
で
脱
穀
し
て
籾

に
し
て
家
で
保
管
す
る
。
少
な
い
者
は
刈
っ
た
状
態
の
稲

を
家
に
運
び
、
収
穫
・
脱
穀
し
て
保
管
す
る
。
家
の
廊
下

に
、
ま
た
は
ク
ラ
（
倉
）
に
運
ぶ
。
乾
燥
が
足
り
な
い
籾

は
家
の
庭
で
干
す
。

　

精　

米　
　

保
管
し
た
籾
は
、
必
要
に
応
じ
て
精
米
し

て
食
す
。
家
で
擦
る
に
は
、
シ
ル
シ
（
擦
り
臼
）
で
玄
米

に
し
、
ウ
ス
（
臼
）
で
白
米
に
し
た
。
白
米
・
糠
に
し
て

食
す
。

　

精
米
所
は
個
人
所
有
で
、
集
落
内
に
何
か
所
か
あ
り
、

重
量
に
応
じ
て
手
数
料
を
米
で
支
払
っ
た
。

　
　
（
二
）
麦　

作

　

麦　
　

麦
は
、
日
本
復
帰
（
昭
和
二
八
年
十
二
月
二
五

日
）
後
し
ば
ら
く
ま
で
作
っ
て
い
た
が
、
大
型
製
糖
工
場

が
で
き
た
の
で
、
換
金
作
物
の
ウ
ギ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
が

主
流
に
な
っ
た
。
ウ
ギ
と
麦
と
は
、
畑
も
人
力
も
農
作
業

の
作
業
時
期
も
重
な
る
た
め
、
次
第
（
昭
和
三
〇
年
代
こ

ろ
ま
で
）
に
、
麦
の
作
付
面
積
は
減
っ
て
い
っ
た
。

　

参
考
ま
で
に
付
記
す
る
と
、
稲
は
昭
和
五
三
年
こ
ろ
転

作
で
、
作
付
け
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
今
で
は
ウ
ギ
作

か
ら
脱
す
る
た
め
、
繁
殖
牛
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
、

園
芸
花
卉
、果
樹（
タ
ン
カ
ン
・
マ
ン
ゴ
ー
・
メ
ロ
ン
な
ど
）、

コ
ー
ヒ
ー
、茶
、ア
ザ
ミ
な
ど
が
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
が
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
ま
だ
発
展
途
上
で
、
ウ
ギ

に
替
わ
る
ほ
ど
の
作
物
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

品　

種　
　

麦
の
種
類
は
二
種
類
。穂
が
長
い
も
の
と
、

Ⅰ - 写真 03　苗取り（昭和 45 年）Ⅰ - 写真 04　苗取り・代掻き（昭和 45 年）
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第
二
章　

経
済
伝
承

丸
く
て
太
い
も
の
。長
い
穂
の
方
は
主
に
味
噌
用
に
し
た
。

　

播　

種　
　

種
蒔
き
は
、
十
月
か
ら
十
一
月
こ
ろ
、
ツ

ワ
ブ
キ
の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
植
え
つ
け
る
。
播
種
後
、
生

育
に
よ
り
土
寄
せ
、
草
取
り
や
麦
踏
み
な
ど
を
し
た
（
兼

久
で
は
麦
踏
み
を
し
な
い
こ
と
が
多
い
と
い
う
）。

　

収　

穫　
　

明
け
て
三
月
か
ら
七
月
こ
ろ
に
か
け
て
収

穫
を
し
た
。
収
穫
は
穂
だ
け
を
刈
り
取
り
、
莚
に
拡
げ
て

乾
燥
さ
せ
る
。

　

脱　

穀　
　

穂
か
ら
実
を
取
り
出
す
の
に
、
フ
イ
ボ

ウ
（
振
り
棒
）
で
叩
く
。
フ
イ
ボ
ウ
は
長
い
棒
と
短
い
棒

と
が
回
転
す
る
よ
う
に
繋
げ
ら
れ
て
い
る
。
麦
の
穂
を
積

み
重
ね
た
上
に
、
フ
イ
ボ
ウ
の
短
い
方
を
持
っ
て
、
長
い

方
を
打
ち
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
フ
イ
ボ
ウ
の
長
い
方
を

持
っ
て
使
う
と
、
麦
の
穂
に
当
た
る
面
積
が
狭
く
な
る
た

め
、
短
い
方
を
持
っ
て
使
う
の
だ
と
い
う
。
フ
イ
ボ
ウ
で

何
度
か
打
っ
た
後
に
、
実
や
ア
ラ
（
殻
）
の
混
じ
っ
た
も

の
を
ユ
イ
（
目
の
粗
い
笊
状
の
も
の
）
に
入
れ
て
振
る
い
、

実
と
細
か
な
殻
な
ど
を
選
別
す
る
。
ア
ラ
の
取
れ
具
合
を

確
認
し
な
が
ら
、
何
度
か
フ
リ
ボ
ウ
打
ち
と
振
る
い
作
業

を
繰
り
返
し
、
実
を
取
り
出
す
。

　

臼
に
入
れ
ア
ジ
ン
（
縦
杵
）
で
搗
い
て
実
の
表
面
を
覆

う
薄
い
皮
を
取
る
。こ
れ
を
普
通
に
飯
の
よ
う
に
炊
け
ば
、

麦
飯
と
し
て
食
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

シ
キ
バ
ン
（
挽
き
飯
）
と
イ
ン
ギ
ョ
ム
ィ　
　

麦
の
実

を
挽
き
臼
で
挽
い
て
粉
に
す
る
。
こ
れ
を
フ
ル
イ
（
篩
）

に
か
け
、
粉
と
ア
ラ
に
分
け
て
選
別
す
る
。
粗
い
も
の
は

粥
の
よ
う
に
炊
い
て
シ
キ
バ
ン
に
し
、
粉
は
黒
糖
と
混
ぜ

て
イ
ン
ギ
ョ
ム
ィ
（
イ
ン
ギ
ョ
ム
と
も
）
菓
子
に
し
た
。

　
　
　
　
　
（
話
者
：
鶴
た
か
〈
中
津
上
、
昭
和
六
年
生
〉）

　
　
（
三
）
甘
蔗
作
・
ウ
ギ
栽
培

　

稲
植
え
つ
け
後
、ウ
ギ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
の
植
え
付
け
・

手
入
れ
を
す
る
。
戦
後
間
も
な
く
ま
で
、
全
て
人
力
で
ク

ワ
（
鍬
）・
カ
マ
（
鎌
）
で
行
う
の
で
、
地
が
浅
く
、
干

ば
つ
や
台
風
に
弱
か
っ
た
。

　

ウ
ギ
出
し
と
ユ
イ
ワ
ァ
ク　
　

ウ
ギ
を
出
す
日
に
向
け

て
、
ユ
イ
ワ
ァ
ク
（
結
わ
ぁ
く
）
で
調
整
し
て
人
の
や
り

く
り
を
す
る
。
こ
の
と
き
の
ユ
イ
ワ
ァ
ク
は
何
事
に
も
優

先
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
ウ
ギ
は
ユ
イ
ワ
ァ
ク
の
華
」

と
い
わ
れ
て
い
た
。
良
い
ウ
ギ
で
一
人
一
ト
ン
を
カ
サ
ぐ

（
刈
り
取
る
）
こ
と
が
で
き
る
。

　

六
～
八
人
が
手
刈
り
で
刈
り
取
っ
た
。
二
～
三
人
で
ウ

ギ
倒
し
（
切
っ
て
倒
す
）
を
し
、
集
め
て
束
に
す
る
。
ウ

ギ
出
し
に
人
手
が
足
り
ず
、
間
に
合
わ
な
い
者
は
、
高
校

生
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
頼
ん
だ
。
高
校
生
は
ト
ラ
ッ
ク
一
台

分
出
す
の
に
五
千
円
で
頼
ん
だ
。
三
人
く
ら
い
頼
ん
で
、

三
台
ぐ
ら
い
掛
け
も
ち
す
る
と
き
も
あ
っ
た
。
こ
の
こ
ろ

は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
出
で
、
ユ
イ
ワ
ァ
ク
で
休
む

こ
と
な
く
次
々
と
作
業
に
あ
た
っ
た
。

　

ウ
ギ
絞
り　
　

ウ
ギ
の
少
な
い
者
は
、
一
〇
ト
ン
、

一
五
ト
ン
と
大
き
な
絞
り
所
で
し
て
も
ら
う
。
収
穫
し
た

ウ
ギ
を
売
っ
て
、
自
分
で
は
直
接
ウ
ギ
絞
り
作
業
に
は
関

わ
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
、平
土
野
に
製
糖
工
場
が
で
き
た
。

絞
り
所
で
の
一
〇
ト
ン
、
一
五
ト
ン
と
い
う
単
位
で
の
受

け
入
れ
が
な
く
な
り
、大
型
工
場
に
売
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
土
野
の
工
場
は
、
初
め
は
五
〇
ト
ン
工
場
だ
っ
た
。

　

ウ
ギ
の
積
み
出
し　
　

ウ
ギ
の
刈
り
取
り
は
、
工
場
の

出
荷
調
整
が
あ
る
た
め
、
出
す
日
に
向
け
て
計
画
的
に
作

業
を
進
め
て
い
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
で
平
土
野
工
場
ま
で
運

ん
で
も
ら
い
、
手
作
業
で
お
ろ
し
て
計
量
し
て
も
ら
う
。

　

束
に
す
る
に
は
竹
を
割
っ
た
ウ
ビ（
ひ
ご
の
こ
と
。デ
ェ

（
竹
）
製
）
で
巻
く
（
の
ち
に
は
ビ
ニ
ー
ル
紐
に
）。
ト

ラ
ッ
ク
一
台
分
の
ウ
ギ
を
束
ね
る
の
に
、
四
〇
〇
本
の
ウ

ビ
を
使
っ
た
。
ト
ラ
ッ
ク
一
台
分
六
ト
ン
出
荷
す
る
の
に

一
八
〇
～
二
〇
〇
束
。
道
路
ま
で
束
を
担
ぎ
出
す
。
束
を

三
人
で
担
ぎ
、
ト
ラ
ッ
ク
に
載
せ
た
。
の
ち
に
ト
ラ
ッ
ク

に
ク
レ
ー
ン
が
付
く
よ
う
に
な
り
、
積
み
出
し
の
方
法
が

変
わ
っ
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
が
通
る
よ
う
に
ウ
ギ
の
束

を
寝
か
せ
て
、
一
ト
ン
く
ら
い
の
山
積
み
に
し
た
。
の
ち

に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
網
を
敷
き
、
網
の
上
に
積
み
こ
み
、

ク
レ
ー
ン
で
お
ろ
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

平
成
に
な
っ
て
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
る
と
、
刈
り
取
り
作
業
が
楽
に
な
っ
た
。

　

製
糖
工
場
の
大
型
化　
　

の
ち
の
平
土
野
の
製
糖
工
場

で
は
一
千
ト
ン
の
ウ
ギ
の
圧
絞
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。「
ウ
ギ
を
作
れ
、
ウ
ギ
を
作
れ
」
の
掛
け
声
の
も
と
、

徳
之
島
の
工
場
は
大
き
く
な
り
、
三
工
場
で
一
日
三
千
ト

ン
の
ウ
ギ
の
圧
絞
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
紬
や
出
稼
ぎ
が
栄
え
て
い
た
反
面
、
ウ
ギ

の
栽
培
や
製
糖
は
儲
か
ら
な
い
産
業
だ
と
い
わ
れ
て
い

た
。

　

製
糖
終
了
の
祝
い　
　

三
～
四
月
こ
ろ
、
ウ
ギ
刈
り
作

業
が
終
わ
る
と
、
日
を
決
め
て
、
製
糖
期
終
了
の
祝
い
を

し
た
。「
今
季
も
が
ん
ば
っ
た
、
来
季
に
向
け
て
や
る
気

を
養
っ
て
か
ん
ば
る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
互
い
の
労



16

　
　
　
　
　

第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

を
ね
ぎ
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ハ
マ
に
酒
（
焼
酎
）・
ビ
ー

ル
・
食
べ
物
を
持
ち
寄
っ
て
、
一
日
過
ご
し
た
。

　

平
成
一
〇
年
こ
ろ
か
ら
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
が
入
り
、
刈
り

取
り
作
業
が
楽
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
（
農
家
一
軒
あ
た

り
？
）
七
〇
～
八
〇
ト
ン
が
限
度
で
あ
っ
た
の
が
、
今
で

は
平
気
で
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ト
ン
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
で
の
刈
り
取
り
は
、
畑

の
広
さ
と
ウ
ギ
の
出
来
次
第
。
だ
い
た
い
収
量
の
四
分
の

一
は
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
代
（
作
業
代
・
作
業
員
代
）
と
し
て

徴
収
さ
れ
る
。

　

近
年
で
は
、
数
人
で
ウ
ギ
作
の
生
産
組
合
を
作
り
、
耕

作
機
械
を
買
い
集
め
、
そ
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
グ
ル
ー
プ
が

耕
耘
・
植
え
つ
け
・
除
草
・
病
害
虫
防
除
・
培
土
・
刈
り

取
り
な
ど
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
手
刈
り
が

な
く
な
る
と
、
ユ
イ
ワ
ァ
ク
の
互
助
の
精
神
が
薄
れ
た
の

か
、
昨
今
は
ウ
ギ
の
収
穫
が
終
わ
っ
て
も
苦
労
を
ね
ぎ
ら

う
ユ
イ
ワ
ァ
ク
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ウ
ギ
農

家
の
高
齢
化
と
あ
い
ま
っ
て
、
次
第
に
こ
れ
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
り
、
ウ
ギ
の
農
地
を
一
手
に
集
約
し
て
、
個
人

で
五
〇
〇
、六
〇
〇
ト
ン
も
作
る
よ
う
な
者
も
現
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
　
（
四
）
製　

糖

　

皆
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
各
戸
に
ク
マ
ン
ド
ウ
・

ク
ン
マ
ン
ド
ウ
（
キ
ビ
絞
り
機
）
が
あ
っ
た
。
製
糖
は
サ

タ
ヤ
ー
ド
イ
（
黒
砂
糖
を
作
る
小
屋
）
で
行
な
っ
た
。

　

十
一
、十
二
月
こ
ろ
に
な
る
と
、
ウ
ギ
畑
に
サ
タ
ヤ
ー

ド
イ
と
ク
マ
ン
ド
ウ
を
建
て
こ
む
。
人
手
の
い
る
場
合
、

ユ
イ
ワ
ア
ク
か
ミ
ヤ
ワ
ク
で
行
う
。
ウ
ギ
の
少
な
い
人
は

ク
マ
ン
ド
ウ
の
あ
る
人
の
と
こ
ろ
で
一
緒
に
搾
っ
て
も
ら

う
。

　

ウ
ギ
を
刈
り
取
り
、
ク
マ
ン
ド
ウ
が
建
て
て
あ
る
と
こ

ろ
ま
で
運
び
、
搾
る
。

　

小
屋
に
あ
る
四
角
い
鍋
で
煮
詰
め
て
黒
糖
に
す
る
。
黒

糖
に
す
る
と
き
、
珊
瑚
石
を
焼
い
て
作
っ
た
生
石
灰
で
調

製
す
る
。

　

何
年
か
に
大
型
製
糖
工
場
が
で
き
て
以
降
、
ウ
ギ
を
刈

り
取
り
、
車
が
来
る
通
り
ま
で
運
び
出
す
よ
う
に
作
業
が

変
わ
っ
た
。

　

年
内
に
製
糖
が
で
き
な
い
場
合
は
、
年
が
越
え
ら
れ
な

か
っ
た
。「
正
月
が
迎
え
ら
れ
な
い
」、「
子
ど
も
の
服
と

靴
が
買
え
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
う
し

た
と
き
に
ユ
イ
の
互
助
の
精
神
が
働
い
た
。

　
　
（
五
）
そ
の
他
の
仕
事

　
　

１　

マ
ス
炊
き
・
マ
シ
ュ
炊
き

　

集
落
西
の
ハ
マ
に
近
い
崖
下
に
カ
マ
（
塩
焼
き
竃
）
を

と
り
つ
け
、
集
落
側
の
ヤ
マ
か
ら
薪
や
焚
き
物
を
運
び
、

崖
の
上
か
ら
そ
れ
ら
を
投
げ
落
と
し
、
そ
こ
で
マ
ス
・
マ

シ
ュ
（
塩
）
を
作
っ
た
。

　
　

２　

酒
（
焼
酎
）
作
り

　

昭
和
三
〇
年
こ
ろ
ま
で
。

　
　

３　

家
普
請

　

部
材
と
な
る
材
木
は
、
三
京
の
国
有
林
か
ら
払
い
下
げ

て
も
ら
い
、
伐
り
出
し
て
き
た
。
家
の
柱
等
に
し
た
。
樫

の
木
を
伐
り
出
し
、
牛
に
曳
か
せ
て
イ
ジ
ュ
ン
（
泉
）
や

池
に
沈
め
て
浸
け
る
。
伐
り
出
し
は
、
家
を
朝
早
く
出

て
、
帰
る
の
は
日
が
落
ち
て
か
ら
。
筆
者
な
ど
は
、
暗
く

な
っ
て
ラ
ン
プ
を
点
け
て
家
族
を
迎
え
に
行
っ
た
も
の

だ
っ
た
。
貯
木
は
木
の
癖
を
取
り
、
虫
も
付
か
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
。
こ
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
硬
い
樫
の

柱
が
で
き
る
（
古
い
樫
の
柱
に
は
釘
が
打
て
な
い
ほ
ど
に

な
る
）。
一
～
三
年
（
三
～
五
年
と
も
）
で
取
り
出
し
て
、

さ
ら
に
三
～
五
年
日
陰
で
干
す
。

　

大
工
作
業
を
し
て
家
を
建
て
た
。
一
本
一
本
墨
壺
を
打

ち
、
反
り
具
合
を
計
算
し
て
部
材
を
伐
り
出
す
。
セ
ー
ク

（
大
工
）
の
棟
梁
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
。
セ
ー
ク
の
指
導

の
も
と
、
何
か
月
も
か
け
て
家
を
建
て
る
。

　

屋
根
に
用
い
る
茅
葺
き
も
茅
刈
り
を
し
て
材
料
を
集
め

た
り
、
縄
を
な
っ
た
り
し
て
準
備
を
し
た
。
筆
者
の
自
宅

も
昭
和
三
五
年
こ
ろ
ま
で
茅
葺
き
。
以
後
は
瓦
葺
き
。

　

小
屋
や
、ト
ー
グ
ラ（
戸
倉
。
火
が
炊
け
る
。
台
所
？
）、

籾
を
入
れ
る
倉
、
豚
小
屋
な
ど
、
こ
れ
ら
は
皆
、
茅
葺
き

だ
っ
た
。
な
お
、
便
所
は
コ
ケ
ラ
造
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
仕
事
は
、
人
員
は
全
て
ミ
ヤ
ー
ワ
ク
・
ニ
ヤ
ー
ワ

Ⅰ - 写真 05　ウギ（甘蔗）の手カサギ
　　　　　　　　　　　　（昭和 45 年）
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第
二
章　

経
済
伝
承

ク
だ
と
い
う
。
マ
タ
バ
シ
ラ
を
一
～
二
年
も
前
か
ら
用
意

し
て
、
こ
れ
は
こ
の
箇
所
に
使
え
る
と
何
年
も
前
か
ら
、

一
本
一
本
考
え
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
茅
や
縄
の
準
備
な

ど
も
人
力
は
大
量
に
必
要
と
す
る
。
こ
れ
が
ユ
イ
の
ミ
ヤ

ワ
ク
で
あ
る
。

　

◎
資
料
紹
介　

盛
永
康
仁
家
蔵
「
製
糖
帳
」

盛
永
康
仁

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
昭
和
二
六
年
の
「
製
糖
帳
」
で

あ
る
。
祖
父
の
次
郎
が
製
糖
し
た
も
の
を
記
録
し
た
も
の

で
、
当
時
は
、
各
農
家
が
ウ
ギ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
を
生
産

し
て
、
製
糖
ま
で
行
な
っ
て
お
り
、
黒
砂
糖
の
出
荷
行
程

を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
六
年
の
製
糖
量
を
見
て

み
る
と
、六
六
〇
斤
（
個
人
製
糖
）、九
〇
斤
（
共
同
製
糖
）

の
、
あ
わ
せ
て
七
七
〇
斤
を
製
糖
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
一
年
間
に
製
糖
し
た
全
量
な

の
か
、
ま
た
春
植
え
・
夏
植
え
の
別
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

　

昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
の
米
の
生
産
調
整
に
よ
っ

て
、
田
ん
ぼ
で
の
稲
作
か
ら
ウ
ギ
作
へ
と
転
作
が
奨
励
さ

れ
る
が
、
こ
の
「
製
糖
帳
」
は
、
製
糖
工
場
に
よ
る
大
規

模
な
生
産
体
制
が
整
う
前
の
実
情
を
知
ら
し
め
、
ま
た
米

の
生
産
調
整
以
前
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
生
産
の
実
態
を
考
え
る

う
え
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

一
斤
＝
〇
・
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
計
算
す
る
と
、
七
七
〇

斤
＝
四
六
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
一
キ
ロ

グ
ラ
ム
か
ら
砂
糖
〇
・
一
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
で
き
る
（
新

光
糖
業
株
式
会
社
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
）
と
計
算
す
る
と
、

　
　

四
六
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
×
九
・
〇
九
一

　
　
　
　

＝
四
千
二
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
四
・
二
ト
ン
）

と
な
る
。
祖
父
が
作
付
け
し
て
い
た
面
積
（
五
反
歩
足
ら

ず
）
な
ど
か
ら
調
査
す
れ
ば
、
こ
の
当
時
の
生
産
効
率
な

ど
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
の
品
種
の
違
い
も
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
品
種
の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｎ
Ｃ
Ｏ

三
一
〇
号
の
普
及
前
と
後
で
は
、
砂
糖
の
反
収
が
格
段
に

異
な
る
。
Ｎ
Ｃ
Ｏ
三
一
〇
号
は
、
昭
和
三
四
～
三
五
年
こ

ろ
に
普
及
し
た
品
種
で
、
徳
之
島
で
は
花
徳
の
天
川
酒
造

の
乾
純
之
助
が
沖
縄
の
農
業
試
験
場
か
ら
分
け
て
も
ら

い
、
花
徳
に
移
植
し
て
、
そ
の
後
、
農
家
に
無
償
配
布
し

て
普
及
に
尽
力
し
た
と
さ
れ
る
。

　

当
時
は
、
こ
ん
に
ち
の
よ
う
に
農
協
（
Ｊ
Ａ
）
や
製
糖

工
場
が
綿
密
に
製
糖
管
理
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、

出
荷
量
は
出
荷
時
の
申
告
を
「
製
糖
帳
」
に
記
す
こ
と
で

管
理
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
資
料
を
通
じ
て
、
ひ
と
つ

の
家
庭
が
黒
砂
糖
の
生
産
に
ど
れ
ほ
ど
の
仕
事
量
を
か
け

て
取
り
組
ん
で
い
た
の
か
、
一
日
に
製
糖
さ
れ
る
量
、
年

間
の
出
荷
量
、
ど
の
よ
う
な
容
器
に
入
れ
て
出
荷
さ
れ
て

い
た
の
か
、
な
ど
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

も
し
、
各
家
庭
に
も
残
っ
て
い
る
よ
う
な
ら
ば
、
先
祖

や
親
た
ち
の
、
血
と
汗
と
働
き
の
足
跡
と
し
て
顧
み
る
こ

と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

◎
資
料
紹
介　

盛
永
康
仁
家
蔵

　
　
　
　
　
　
「
水
名
田
字
原
野
払
下
関
係
」

盛
永
康
仁

　

こ
の
資
料
は
、
字
水
名
田
の
原
野
を
地
域
住
民
に
払

い
下
げ
ら
れ
た
際
の
覚
書
メ
モ
で
あ
る
。「
大
正
九
年

〈
一
九
二
〇
〉
三
月
」
に
「
拂
ヒ
下
」
ら
れ
た
と
記
さ
れ
、

払
い
下
げ
ら
れ
た
土
地
の
広
さ
は
、
九
町
二
反
六
畝
二
一

歩
（
約
九
万
一
千
七
四
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ん
で
い

る
。

　

資
料
に
は
、
払
い
下
げ
を
受
け
る
代
表
者
で
あ
る
「
関

係
者
名
」、実
際
に
土
地
を
利
用
す
る
「
移
轉
者
」
名
、「
見

Ⅰ - 写真 06　「製糖帳」（盛永康仁家蔵）
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

込
反
別
」、「
見
込
價
格
」、「
改
定
反
別
」、「
改
定
價
格
」、

「
徴
税
〈
価
格
〉」
な
ど
が
表
形
式
で
記
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
十
二
年
〈
一
八
七
九
〉
編
の
「
竿
次
帳　

全　

大

島
郡
徳
ノ
島
兼
久
村
」（
国
立
公
文
書
館
つ
く
ば
分
館
所

蔵
）
に
よ
れ
ば
、
水
名
田
は
「
田
」
と
「
草
生
地
」
で
占

め
ら
れ
て
お
り
、「
田
」
は
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
、「
草
生
地
」

は
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、「
草

生
地
」
す
べ
て
が
「
官
有
地
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
と
き
払
い
下
げ
ら
れ
た
の
は
、
官
有
地
で

あ
っ
た
草
生
地
の
、
実
に
約
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

◎
兼
久
集
落
の
養
蚕

文
田
隆
三

　

兼
久
集
落
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ
ま
で
盛
ん
に
各

家
庭
で
蚕
を
飼
っ
て
お
り
、
生
糸
の
製
造
を
行
な
っ
て
い

た
。

　

①
蚕
蛾
の
産
卵　
　

産
卵
期
に
入
っ
た
蚕
蛾
（
成
虫
）

に
盃
を
か
ぶ
せ
そ
の
中
に
産
卵
さ
せ
る
。
こ
れ
は
、
卵
を

あ
ち
こ
ち
に
ば
ら
ま
か
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
工
夫
だ
っ

た
。
蚕
蛾
が
盃
の
中
の
縁
に
沿
っ
て
卵
を
産
む
性
質
を
利

用
し
た
も
の
。
そ
の
中
に
ぎ
っ
し
り
と
き
れ
い
に
卵
を
産

ん
で
く
れ
る
。

　

②
孵
化
後
の
蚕
の
飼
育　
　

産
卵
か
ら
二
週
間
ほ
ど
で

孵
化
す
る
。
孵
化
直
後
か
ら
あ
る
程
度
、
蚕
が
成
長
す
る

ま
で
は
桑
の
葉
を
細
か
く
刻
ん
で
与
え
、
さ
ら
に
成
長
し

て
大
き
く
な
っ
た
ら
、
桑
の
葉
を
枝
ご
と
与
え
る
。
蚕
は

湿
気
を
嫌
う
の
で
、
雨
に
濡
れ
た
桑
の
葉
は
よ
く
湿
気
を

と
っ
て
か
ら
与
え
る
。
露
地
で
飼
育
で
き
る
品
種
も
開
発

さ
れ
て
い
た
。
岡
前
で
は
こ
れ
を
飼
育
し
て
い
た
と
聞
い

て
い
る
。

　

③
餌
の
桑
の
与
え
方　
　

兼
久
で
は
、
蚕
の
餌
と
な
る

桑
は
わ
ざ
わ
ざ
桑
畑
な
ど
を
作
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
ほ
ど
大
量
の
蚕
を
飼
育
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

か
っ
た
か
ら
と
い
い
、
庭
先
に
生
え
て
い
る
桑
を
採
っ
て

く
る
程
度
で
済
ん
だ
。
ま
た
親
か
ら
、
桑
の
葉
の
餌
や
り

や
桑
の
葉
を
採
っ
て
く
る
の
が
子
ど
も
の
仕
事
だ
と
い
わ

れ
、よ
く
手
伝
わ
さ
れ
た
。蚕
棚
は
寝
床
の
す
ぐ
隣
に
あ
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
桑
の
葉
を
食
べ
る
音
が
よ
く
聞
こ
え
て

き
た
。

　

当
時
は
よ
く
蚕
で
遊
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
鼻
の
頭
に
の

せ
た
り
し
た
。

　

④
繭
作
り　
　

蚕
が
成
長
し
、
体
が
透
き
と
お
っ
て

き
た
ら
繭
づ
く
り
の
時
期
で
、
繭
床
は
稲
藁
で
つ
く
る
。

十
五
セ
ン
チ
ほ
ど
に
短
く
切
っ
た
稲
藁
を
縄
に
縫
い
合
わ

せ
て
繭
床
を
作
る
。
こ
れ
を
マ
ブ
シ
（
蔟
）
と
呼
ん
だ
。

蚕
を
繭
床
に
移
動
さ
せ
る
と
、
二
週
間
ほ
ど
で
繭
が
で
き

あ
が
る
。

　

⑤
糸
紡
ぎ　
　

繭
床
か
ら
繭
を
取
り
は
ず
す
。
繭
の
中

の
サ
ナ
ギ
（
蛹
）
が
、
蛾
に
成
長
す
る
前
に
熱
湯
で
サ
ナ

ギ
を
殺
す
。
熱
湯
に
入
れ
て
い
る
う
ち
に
、
生
糸
を
接
着

さ
せ
て
い
る
糊
状
の
も
の
が
溶
け
出
し
、
少
し
ず
つ
解
れ

て
く
る
。
そ
れ
を
ユ
ナ
ギ
（
和
名
オ
オ
ハ
マ
ボ
ウ
）
の
葉

（
葉
の
裏
面
に
細
か
い
ト
ゲ
状
の
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

繭
の
糸
が
引
っ
か
か
り
や
す
い
）
を
使
っ
て
糸
を
引
き
あ

げ
、
糸
車
な
ど
を
使
っ
て
生
糸
を
紡
い
で
い
く
。

　

サ
ナ
ギ
の
成
長　
　

産
卵
さ
せ
る
分
の
蚕
の
繭
を
少
し

残
し
て
お
き
、
成
長
さ
せ
蚕
蛾
に
す
る
。
ほ
ど
な
く
自
分

で
繭
を
食
い
破
り
出
て
く
る
。
二
～
三
日
も
す
れ
ば
交
尾

を
始
め
、産
卵
期
を
迎
え
る
。以
下
、①
～
⑤
を
繰
り
返
す
。

　

な
お
、
蚕
の
サ
ナ
ギ
は
食
用
に
も
し
て
い
た
。
サ
ナ
ギ

を
油
で
揚
げ
る
と
、淡
白
な
味
で
お
い
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　

生
糸
の
売
買
と
紬
の
機
織
り　
　

生
糸
は
奄
美
大
島
か

ら
来
る
業
者
に
販
売
し
、
貴
重
な
現
金
収
入
と
な
っ
て
い

た
。
い
つ
こ
ろ
か
ら
生
糸
の
販
売
体
制
が
で
き
あ
が
っ
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
戦
後
の
こ
と
か
。
ま
た
、
染
色
さ

れ
た
生
糸
を
業
者
か
ら
預
か
り
、
そ
れ
を
布
に
織
っ
て
、

Ⅰ - 写真 07　「水名田字原野払下関係」（盛永康仁家蔵）
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第
二
章　

経
済
伝
承

業
者
に
返
し
手
間
賃
を
稼
い
で
い
た
。
シ
マ
で
は
貴
重
な

収
入
源
だ
っ
た
。

　

当
時
、
シ
マ
で
は
泥
染
め
染
色
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

生
糸
を
生
産
す
る
の
み
で
、
そ
れ
を
奄
美
大
島
の
業
者
へ

売
る
。
集
落
内
に
何
ら
か
の
組
合
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

く
、
あ
く
ま
で
も
業
者
に
対
し
て
個
人
単
位
で
売
買
す
る

程
度
の
も
の
だ
っ
た
。
代
わ
り
に
泥
染
め
さ
れ
た
糸
を
受

け
取
り
、
集
落
内
に
設
け
ら
れ
た
機
織
り
コ
ウ
バ
（
小
規

模
な
工
場
）
で
女
た
ち
が
紬
を
織
っ
て
い
た
。

　

シ
マ
の
養
蚕
の
終
わ
り　
　

昭
和
四
〇
年
代
と
も
な
る

と
、
生
糸
の
生
産
自
体
は
韓
国
か
ら
の
安
い
原
材
料
に
お

さ
れ
て
、
完
全
に
廃
れ
て
し
ま
っ
た
。

　　

◎
兼
久
の
漁
業

叶　

福
次
郎

　
　
（
一
）
海
の
漁

　

１　

採　

魚

　

釣
り
漁
の
餌　
　

釣
り
で
用
い
る
差
し
餌
は
タ
ナ
ガ

（
手
長
蝦
）や
ア
マ
ン（
や
ど
か
り
）を
付
け
て
行
な
っ
た
。

海
に
行
っ
て
ア
マ
ン
を
捕
っ
て
使
っ
て
い
た
。
タ
ナ
ガ
の

方
が
質
が
い
い
し
、
高
級
餌
に
な
る
。

　

釣
り
で
用
い
る
撒
き
餌
は
、
海
の
蟹
や
、
う
に
を
採
っ

て
、
つ
ぶ
し
て
混
ぜ
て
こ
れ
を
投
げ
入
れ
た
。

　

犬
の
門
蓋
周
辺
で
の
釣
り
漁　
　

兼
久
集
落
の
人
は
歩

い
て
海
に
釣
り
に
行
っ
て
い
た
。
近
場
で
は
犬
の
門
蓋
し

か
な
い
。
ご
つ
ご
つ
の
岩
の
上
を
歩
い
て
行
っ
た
。
そ
こ

で
釣
れ
る
魚
は
、
エ
ラ
ブ
チ
、
ア
ヤ
ブ
ッ
チ
ャ
な
ど
が
釣

れ
た
。

　

ソ
ー
ラ
漁　
　

ソ
ー
ラ
（
鰆
）
を
釣
る
と
き
、
舟
を
出

し
て
ユ
ギ
（
餌
木
）
を
ま
わ
す
。
ソ
ー
ラ
が
出
て
き
た
ら
、

舟
の
後
ろ
か
ら
ユ
ギ
を
引
っ
張
っ
て
、
餌
だ
と
思
わ
せ
て

釣
る
。
捕
り
方
と
し
て
は
、
ユ
ギ
に
食
い
つ
か
せ
て
上
か

ら
モ
リ
（
銛
）
で
突
く
の
と
、
引
っ
張
っ
て
釣
り
上
げ
る

の
と
、
二
と
お
り
あ
る
。

　

素
潜
り
漁　
　

素
潜
り
し
て
イ
ユ
（
魚
）
を
採
っ
た
り
、

え
び
を
採
っ
た
り
し
た
。
ま
た
夜
光
貝
も
採
っ
て
き
た
者

も
い
る
。

　

魚
毒
を
使
っ
た
漁　
　

今
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

海
で
イ
ユ
を
採
る
と
き
に
魚
毒
を
使
っ
て
漁
を
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
。ム
ジ
グ
サ
と
か
コ
ー
イ
リ
と
か
い
う
も
の（
和

名
ル
リ
ハ
コ
ベ
）
は
海
魚
用
の
魚
毒
だ
と
い
い
、
イ
ジ
ュ

の
草
や
デ
リ
ス
な
ど
を
使
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
デ

リ
ス
は
毒
性
が
強
く
、
戦
後
に
農
業
試
験
場
に
持
ち
こ
ま

れ
た
と
い
い
、
魚
毒
と
し
て
利
用
す
る
と
き
に
は
、
イ
ユ

の
は
ら
わ
た
を
き
れ
い
に
洗
い
流
す
必
要
が
あ
っ
た
と
い

う
（
植
物
分
類
学
者
・
田
畑
満
大
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
漁　
　

こ
れ
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
漁
法

で
あ
る
が
、
イ
ユ
（
魚
）
が
海
面
近
く
ま
で
来
て
い
る
と

き
に
、
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
に
火
を
点
け
て
放
り
こ
む
と
い
う

荒
っ
ぽ
い
漁
が
あ
っ
た
。
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
爆
発
に
よ
っ

て
イ
ユ
が
仮
死
状
態
に
な
る
の
を
期
待
し
て
の
漁
で
あ

り
、
そ
れ
を
直
接
つ
か
み
取
る
も
の
で
あ
る
。
魚
が
集
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
放
り
こ
む
と
、
肝
心
の
イ
ユ
が
粉
々
に

な
っ
て
し
ま
う
し
、
イ
ユ
が
逃
げ
て
し
ま
っ
た
あ
と
に
放

り
こ
ん
で
も
漁
の
成
果
が
な
い
こ
と
に
な
り
、
タ
イ
ミ
ン

グ
の
難
し
い
漁
法
だ
っ
た
。
時
折
、
爆
発
の
タ
イ
ミ
ン
グ

を
外
し
て
、手
や
指
を
失
う
者
も
い
る
、危
険
な
漁
で
あ
っ

た
。

　

く
じ
ら
の
捕
獲
・
解
体　
　

稀
な
例
に
な
る
が
、
昔
、

あ
る
人
の
祖
父
が
く
じ
ら
を
犬
の
門
蓋
で
獲
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
岩
に
は
ま
っ
て
い
た
ら
し
い
。
釣
り
が
好
き
な

も
の
だ
か
ら
、
毎
日
欠
か
さ
ず
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ

の
孫
が
小
学
生
の
こ
ろ
（
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
）
の
こ
と
で
、

見
つ
け
た
と
い
っ
て
集
落
の
人
を
何
人
か
呼
ん
で
、雨
戸
・

戸
板
を
持
っ
て
行
き
、
肉
を
切
り
分
け
て
い
た
と
い
う
。

　

平
土
野
の
ハ
マ
に
く
じ
ら
が
揚
が
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
昭
和
の
三
〇
年
代
後
半
の
こ
ろ
だ
っ
た
か
。
皆
で
ハ

マ
に
行
っ
て
、
解
体
し
て
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

漁
具
の
保
存
方
法　
　

ハ
エ
ナ
ワ
（
延
え
縄
）
の
縄
を

長
く
も
た
せ
る
た
め
に
、ウ
ワ
ァ
（
豚
）
の
血
で
染
め
た
。

ソ
ー
ラ
（
鰆
）
を
釣
る
ノ
（
釣
り
糸
）
も
ウ
ワ
ァ
の
血
で

染
め
る
。
そ
う
す
る
と
長
持
ち
す
る
と
い
っ
た
。
釣
り
を

す
る
と
塩
気
が
つ
く
の
で
、
血
で
染
め
る
と
塩
分
を
あ
ま

り
吸
い
込
ま
な
く
な
る
と
い
っ
た
。
こ
の
方
法
を
チ
ー
ゾ

メ（
血
染
め
）と
い
う
。
兼
久
で
も
や
っ
て
い
る
人
は
い
っ

ぱ
い
い
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
（
昭
和
三
〇
年
こ
ろ
）
に
専

門
の
漁
師
が
や
っ
て
い
た
。

　

２　

採　

藻

　

海
藻
採
り　
　

海
で
海
藻
を
採
っ
て
き
た
。
少
し
青
く

て
つ
る
つ
る
し
て
い
る
ビ
ル
と
い
う
海
藻
、
ク
ム
イ
オ
ウ

サ
（
池
ア
オ
サ
）
と
い
う
髪
の
毛
の
よ
う
に
生
え
る
海
藻

な
ど
。
ア
オ
サ
、
ク
ロ
ノ
リ
、
ム
ジ
モ
イ
な
ど
が
代
表
的

な
も
の
。

　

マ
ッ
ク
リ
は
虫
下
し
の
薬
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　
　
（
二
）
川
の
漁

　

タ
ナ
ガ
漁　
　

タ
ナ
ガ
（
手
長
蝦
）
は
食
用
に
し
た
り
、

釣
り
の
餌
に
し
た
り
し
て
い
た
。

　

朝
早
く
起
き
て
川
に
行
っ
て
タ
ナ
ガ
を
捕
る
。
捕
り
方

は
、
芋
を
噛
ん
で
水
面
に
吹
き
つ
け
る
と
出
て
く
る
。
そ

れ
を
網
で
す
く
う
。
タ
ナ
ガ
が
尻
尾
の
方
か
ら
逃
げ
る
の

で
、
網
を
尻
尾
の
方
に
入
れ
て
、
後
ろ
の
方
か
ら
捕
る
よ

う
に
し
て
い
た
。

　

も
く
ず
蟹
漁　
　

も
く
ず
蟹
の
こ
と
を
シ
マ
グ
チ
で

マ
ー
ガ
ン
と
い
う
。
こ
れ
も
食
用
に
し
て
い
た
。
蟹
捕
り

籠
の
こ
と
を
ア
ロ
ー
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
に
鶏
肉
な
ど

を
入
れ
て
お
く
と
マ
ー
ガ
ン
が
か
か
っ
た
。
ア
ロ
ー
で

捕
っ
て
売
る
人
も
い
た
。
自
分
の
家
で
は
、
こ
れ
を
買
っ

て
、
ヌ
カ
（
糠
）
の
中
に
入
れ
て
い
た
。
入
れ
て
お
く
と

長
生
き
す
る
の
で
、
マ
ー
ガ
ン
は
ヌ
カ
を
食
べ
て
肉
が
つ

い
て
大
き
く
な
る
と
い
っ
た
。

　

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
鷹
が
見
ら
れ
、
タ
ー
（
鷹
、
サ
シ

バ
の
こ
と
）
が
渡
っ
て
く
る
季
節
に
出
て
く
る
大
き
な
蟹

を
タ
ー
ガ
ン
と
い
っ
た
。
マ
ー
ガ
ン
は
ア
ロ
ー
と
呼
ば
れ

る
漁
獲
籠
で
捕
獲
す
る
の
だ
が
、
ア
ロ
ー
を
仕
掛
け
る
場

所
は
個
人
々
々
で
決
ま
っ
て
お
り
、
正
月
こ
ろ
に
杭
を
立

て
て
自
分
の
仕
掛
け
場
所
を
確
保
し
て
い
た
。
こ
の
時
期

の
蟹
は
椎
の
実
を
よ
く
食
べ
て
い
る
か
ら
お
い
し
い
と
い

う
。
タ
ー
ガ
ン
は
実
が
す
ご
く
お
い
し
く
て
、
子
ど
も
の

こ
ろ
は
よ
く
食
べ
た
。
ま
た
、
つ
ぶ
し
て
漉
し
た
ら
よ
い

と
い
っ
て
、
よ
く
味
噌
汁
の
出
汁
と
具
に
し
て
食
べ
た
。

　

う
な
ぎ
漁　
　

う
な
ぎ
は
も
ち
ろ
ん
食
用
。
豚
肉
よ
り

も
脂
分
が
多
い
。
シ
マ
の
う
な
ぎ
は
二
メ
ー
ト
ル
に
も
な

る
。
山
奥
に
行
っ
た
ら
大
き
な
も
の
が
い
る
。
井
之
川
岳

の
山
奥
を
川
伝
い
に
行
く
と
、
一
～
二
メ
ー
ト
ル
の
う
な

ぎ
が
よ
く
い
る
。
ナ
ナ
マ
タ
ワ
タ
イ
（
七
股
渡
り
）
の
う

な
ぎ
な
ど
と
い
う
話
も
あ
る
。
七
つ
の
山
を
越
え
て
動
き

回
る
と
い
う
意
味
。
う
な
ぎ
は
、
昆
虫
か
な
ん
か
獲
物
を

探
し
て
い
る
。
川
ば
か
り
に
い
な
い
。
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て

い
る
。
こ
れ
を
手
づ
か
み
で
捕
っ
た
。

　

魚
毒
を
使
っ
た
漁　
　

今
で
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、

う
な
ぎ
な
ど
を
採
る
と
き
に
サ
デ
（
和
名
サ
ク
ラ
タ
デ
）

を
川
の
水
面
に
流
し
て
採
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
サ
デ
を

根
ご
と
摘
み
と
っ
て
木
槌
な
ど
で
叩
き
、
搾
り
汁
を
使
う

と
い
う
。

　

◎
兼
久
の
マ
シ
ュ
作
り
⑴

向
井
一
雄

　

兼
久
集
落
の
沿
岸
部
の
断
崖
下
で
マ
シ
ュ
（
塩
）
作
り

を
行
な
っ
て
い
た
。
塩
作
り
を
行
う
場
所
は
何
か
所
か
あ

り
、
犬
の
門
蓋
海
岸
や
千
間
海
岸
近
く
の
ハ
マ
（
浜
）
で

塩
作
り
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

海
岸
の
岩
礁
に
は
岩
礁
が
寸
胴
状
に
く
ぼ
ん
だ
箇
所
が

多
く
あ
り
、
そ
こ
に
海
水
を
た
め
、
天
日
で
蒸
発
さ
せ
て
、

濃
度
の
濃
い
潮
水
を
作
っ
た
。
そ
れ
を
鍋
で
焚
い
て
塩
を

作
っ
た
。
塩
を
焚
く
際
の
薪
は
断
崖
の
上
ま
で
牛
な
ど
を

使
っ
て
運
び
、
断
崖
上
の
人
と
下
の
人
と
声
を
掛
け
合
っ

て
、
薪
を
断
崖
の
下
に
落
と
し
た
。
こ
こ
を
マ
キ
オ
ト
シ

ド
ウ
（
薪
落
と
し
所
）
と
い
っ
た
。

　

塩
づ
く
り
は
、
基
本
的
に
各
家
庭
単
位
で
行
わ
れ
、
ユ

イ
な
ど
の
労
働
力
互
助
の
単
位
で
は
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

旧
暦
の
六
月
は
夏
の
日
差
し
が
強
烈
で
、
そ
れ
を
六
月

テ
ィ
ダ
と
い
い
、
こ
の
こ
ろ
に
塩
作
り
が
行
わ
れ
た
。

　

◎
兼
久
の
マ
シ
ュ
作
り
⑵

叶
福
次
郎
・
向
井
一
雄
・
盛
永
康
仁

　

兼
久
集
落
で
は
、
マ
シ
ュ
（
塩
）
作
り
は
千
間
海
岸
や

犬
の
門
蓋
で
や
っ
て
い
た
。

　

塩
作
り
は
旱
魃
時
期
の
六
月
と
か
夏
。

　

昔
、
浅
間
に
濃
度
を
高
め
る
た
め
に
砂
で
作
っ
た
丘
み

た
い
な
塩
田
が
あ
っ
た
け
ど
。兼
久
の
場
合
は
砂
が
な
い
、

広
い
場
所
が
あ
っ
た
。
イ
ノ
ラ
ン
（
池
状
の
窪
）、
そ
こ

に
あ
る
潮
は
蒸
発
し
て
塩
分
が
濃
い
。
乾
燥
し
て
塩
に

Ⅰ - 写真 08　川漁の道具アロー

　　　　　　　　　　（天城町立兼久小学校所蔵写真）
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第
二
章　

経
済
伝
承

な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

そ
こ
に
昼
間
に
行
っ
て
潮
水
を
汲
ん
で
き
て
、
そ
こ
に

ば
ら
撒
い
て
日
に
照
ら
し
て
乾
燥
さ
せ
て
、
ま
た
ば
ら
撒

い
て
乾
燥
さ
せ
て
…
を
何
回
か
繰
り
返
し
て
、
非
常
に
濃

度
の
高
い
潮
水
を
作
っ
た
。
そ
れ
を
夜
に
焚
い
て
塩
を

作
っ
た
。
塩
を
焚
く
家
の
女
の
人
は
夕
ご
飯
を
持
っ
て

い
っ
た
。

　

塩
を
焚
く
の
は
断
崖
の
下
の
、
西
の
浦
。
自
分
は
牛
に

焚
き
木
を
引
か
せ
、
断
崖
絶
壁
の
上
か
ら
「
お
ー
い
、
焚

き
木
落
す
ぞ
」
と
い
っ
て
、
焚
き
木
を
投
げ
落
と
し
た
。

父
親
と
母
親
は
塩
を
焚
く
か
ら
、「
お
う
、
落
せ
」
と
い

う
よ
う
に
。

　

一
回
の
塩
作
り
で
は
四
角
い
鍋
い
っ
ぱ
い
作
っ
た
。
作

る
量
は
焚
く
人
の
頑
張
り
次
第
だ
っ
た
。
た
く
さ
ん
作
っ

て
売
る
人
も
い
た
。
自
分
た
ち
子
ど
も
は
家
ま
で
運
ぶ
手

伝
い
を
し
た
。

　

塩
作
り
は
各
家
庭
ば
ら
ば
ら
で
や
っ
て
い
た
。
親
戚
が

助
け
合
っ
て
共
同
で
や
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
自
分
の
家
で
は
自
家
用
と
し
て
作
っ
て
い
た
か

ら
売
り
は
し
な
か
っ
た
。
塩
作
り
を
し
て
い
る
と
、
炊
い

て
い
る
途
中
で
ニ
ガ
リ
も
と
れ
る
。
ニ
ガ
リ
の
こ
と
を

チ
ッ
タ
イ
と
い
っ
た
。
マ
シ
ュ
か
ら
ば
っ
た
ん
ば
っ
た
ん

落
ち
る
か
ら
チ
ッ
タ
イ
。塩
水
を
焚
い
て
水
気
を
と
る
と
、

こ
れ
が
自
然
に
落
ち
て
ニ
ガ
リ
と
し
て
使
え
た
。

　

◎
サ
シ
バ
（
鷹
）
獲
り

叶
福
次
郎
・
文
田
隆
三
・
向
井
一
雄
・
南　

博
次

　

昔
、
サ
シ
バ
（
鷹
）
を
獲
っ
て
売
っ
て
い
る
人
が
兼
久

集
落
に
い
た
。
自
分
も
サ
シ
バ
を
獲
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

サ
シ
バ
を
獲
る
仕
掛
け
は
、
紐
に
つ
な
い
だ
ね
ず
み
の
周

り
に
、
竹
串
を
差
し
、
竹
串
の
先
端
に
ト
リ
モ
チ
を
塗
る

も
の
だ
っ
た
。
こ
う
す
る
と
、
ね
ず
み
を
狙
っ
て
降
り
て

き
た
サ
シ
バ
の
羽
に
ト
リ
モ
チ
が
付
着
し
て
身
動
き
が
と

れ
な
く
な
る
。
ト
リ
モ
チ
は
、
ム
チ
ギ
（
和
名
ク
ロ
ガ
ネ

モ
チ
）
と
い
っ
て
、
樹
皮
を
剝
い
て
噛
ん
だ
り
し
た
あ
と

で
、
木
の
成
分
を
水
で
す
す
い
だ
ら
ガ
ム
の
よ
う
に
な
る

も
の
が
あ
る
。
こ
の
接
着
成
分
を
使
う
。

　

◎
ト
リ
モ
チ
猟

盛
永
康
仁

　

ト
リ
モ
チ
を
使
っ
た
猟　
　

ト
リ
モ
チ
を
使
っ
て
獲
っ

た
鳥
は
、
め
じ
ろ
や
鴨
な
ど
も
。

　

と
く
に
鴨
は
、
今
は
田
ん
ぼ
が
な
い
か
ら
い
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
皆
田
（
字
名
）
と
か
、
三
京
（
集
落
名
）

と
か
ヤ
マ
に
い
る
人
た
ち
は
樹
皮
を
剝
い
て
臼
で
潰
し
、

洗
っ
て
ト
リ
モ
チ
を
作
る
。皆
田
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、

田
は
鴨
を
獲
る
場
所
だ
っ
た
。
夜
に
な
る
と
、
田
ん
ぼ
に

泳
い
で
き
て
引
っ
搔
き
回
し
て
、
ど
じ
ょ
う
や
小
動
物
を

獲
っ
て
い
る
。
皆
田
に
田
を
持
つ
者
は
串
を
作
っ
て
、
田

ん
ぼ
に
差
す
。
鴨
は
群
れ
で
田
に
降
り
て
く
る
か
ら
、
す

ぐ
近
く
に
竹
で
編
ん
で
草
を
か
ぶ
せ
た
小
屋
を
作
っ
て
、

隠
れ
て
い
る
。
降
り
て
き
た
と
き
に
モ
チ
が
か
か
っ
て
、

一
斉
に
皆
で
声
を
あ
げ
な
が
ら
串
に
付
い
て
い
る
鴨
を
獲

る
。

　

鴨
は
、
ア
オ
ク
ビ
と
雌
と
雄
に
分
け
て
売
り
買
い
さ
れ

る
。
猟
の
翌
日
に
は
、
ア
オ
ク
ビ
が
幾
ら
、
雌
が
…
、
雄

が
…
と
い
う
よ
う
に
売
り
買
い
さ
れ
る
。
朝
早
く
、
田
ん

ぼ
を
見
に
行
っ
た
ら
、
モ
チ
の
串
が
刺
さ
っ
た
ま
ま
飛
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
で
田
ん
ぼ
の
草
の
茂
み
に
頭
を
突
っ
こ

ん
で
じ
っ
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

　

鴨
を
捕
ま
え
に
い
く
の
は
寒
い
時
期
、
二
、三
月
の
こ

ろ
。
自
分
た
ち
に
ト
リ
モ
チ
が
付
か
な
い
よ
う
に
水
を
か

ぶ
っ
て
、
手
に
付
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
っ
た
。
串
に
モ

チ
を
付
け
る
と
き
に
は
水
を
つ
け
て
か
ら
付
け
る
。
鴨
が

仕
掛
け
に
捕
ま
っ
て
い
る
と
、
田
ん
ぼ
も
か
き
混
ぜ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
濁
っ
て
い
て
す
ぐ
に
わ
か
る
。
今
日
も
来

る
か
、今
日
も
来
る
か
と
期
待
し
な
が
ら
見
回
り
を
す
る
。

　

ま
た
、
昔
（
六
〇
数
年
前
の
こ
と
）、
稲
作
を
し
て
い

た
こ
ろ
は
、
鴨
を
獲
る
の
は
ち
ょ
う
ど
種
も
み
を
下
し
た

こ
ろ
で
、
芽
が
出
る
ま
で
、
毎
晩
、
鴨
が
荒
ら
さ
な
い
よ

う
に
見
張
っ
て
い
た
。
夜
、
怖
い
思
い
を
し
な
が
ら
、
田

ん
ぼ
で
八
～
九
時
こ
ろ
ま
で
来
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
。

こ
れ
を
イ
ー
マ
モ
イ
（
稲
〈
苗
代
〉
守
り
）
と
い
う
。

　

ト
ン
ゴ
ー
や
ナ
ン
ゴ
ー
、
山
の
中
腹
ま
で
、
皆
、
田
ん

ぼ
だ
っ
た
。
昭
和
五
三
年
に
転
作
事
業
で
畑
に
し
て
し

ま
っ
て
、鴨
の
餌
と
な
る
も
の
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、

今
で
は
見
る
影
も
な
い
。
今
で
は
天
城
の
池
や
、Ｂ
Ｇ（
天

城
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）
の
あ
た
り
、
あ
る
い
は
近

く
で
も
ト
キ
ナ
ブ
チ
の
あ
た
り
に
群
れ
を
な
し
て
い
る
ぐ

ら
い
だ
っ
た
。

　

◎
ハ
ブ
屋
と
い
う
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
一
雄

　

ハ
ブ
原
料
の
薬　
　

ハ
ブ
屋
は
、
生
き
た
ハ
ブ
を
飼
っ
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　
　

衣
生
活

　

◎
バ
サ
・
バ
シ
ャ
（
芭
蕉
）
と
芭
蕉
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿　

弘
祐

　

芭
蕉
布　
　

繊
維
を
取
り
出
し
て
布
に
し
て
着
物
に
す

る
。
バ
シ
ャ
ギ
ン
。

　

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
娘
を
も
つ
親
は
嫁
入
り

道
具
と
し
て
金
銭
や
物
を
持
た
せ
る
の
で
は
な
く
、
バ
サ

ジ
（
芭
蕉
地
。
芭
蕉
の
生
え
た
土
地
）
を
与
え
た
。
バ

シ
ャ
の
繊
維
を
と
っ
て
布
を
織
る
原
料
と
し
て
活
用
で
き

る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
の
た
め
に
、
バ
シ
ャ
や
バ

サ
ジ
自
体
を
売
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
と
配
慮
し
て
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

芭
蕉
糸
の
作
り
方　
　

バ
シ
ャ
の
木
の
皮
を
と
り
、
丸

め
て
釜
で
ゆ
で
る
。
竹
で
作
っ
た
道
具
で
し
ご
い
て
繊
維

を
取
り
出
す
。

　

◎
ア
ン
ジ
ャ
（
下
駄
）

　

下
駄
の
こ
と
を
ア
ン
ジ
ャ
と
い
う
。
今
で
も
そ
う
呼
ん

で
い
る
。

　

◎
戦
後
す
ぐ
の
学
校
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
永
康
仁

　

容
儀
検
査　
　

戦
後
す
ぐ
の
こ
ろ
に
は
、
小
・
中
学
生

に
は
容
儀
検
査
と
い
う
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
の
子
ど

も
た
ち
は
、毎
日
お
風
呂
に
入
れ
な
い
状
況
だ
っ
た
か
ら
、

身
体
も
汚
れ
て
い
る
し
、
服
も
汚
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち

た
り
、
殺
し
た
ハ
ブ
を
燻
製
状
の
蒲
焼
き
や
漢
方
薬
の
素

に
し
た
り
し
て
、
ハ
ブ
で
商
売
を
し
よ
う
と
す
る
人
々
に

売
る
と
い
う
も
の
。

　

ハ
ブ
の
肝
臓
は
も
の
す
ご
く
長
い
。
冬
眠
し
て
も
長
く

生
き
ら
れ
る
ほ
ど
の
油
が
蓄
え
ら
れ
て
い
る
。
ね
ず
み
一

匹
を
吞
ん
で
半
年
も
生
き
ら
れ
る
ほ
ど
。
ハ
ブ
の
油
は
火

傷
や
な
か
な
か
治
ら
な
い
傷
な
ど
に
良
い
と
い
わ
れ
て
い

て
、病
院
な
ど
に
売
っ
て
い
た
。
ハ
ブ
の
油
は
、腹
を
か
っ

さ
ば
い
て
取
り
出
し
、
下
の
方
か
ら
炙
っ
て
い
く
と
、
油

が
溶
け
出
し
て
し
た
た
り
落
ち
て
く
る
。
そ
れ
を
瓶
詰
め

に
し
て
売
る
。

　

蒲
焼
き
は
買
い
に
来
る
人
が
い
て
、
粉
に
し
て
さ
ら
に

内
地
の
漢
方
薬
屋
に
売
っ
て
い
た
と
い
う
。
ハ
ブ
を
開
い

て
薫
製
状
に
し
て
、
粉
に
し
、
瓶
に
つ
め
る
。　

　

ハ
ブ
酒　
　

ハ
ブ
を
加
工
す
る
に
は
、
ま
ず
水
を
洗
面

器
に
ハ
ブ
を
入
れ
て
閉
じ
込
め
て
置
い
て
お
く
。
三
か
月

か
ら
半
年
ぐ
ら
い
何
も
し
な
い
で
お
く
と
、
水
は
飲
ん
で

い
る
も
の
の
、お
腹
は
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

こ
う
し
て
ハ
ラ
ワ
タ
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
。
ア
ル
コ
ー

ル
度
数
が
四
〇
度
あ
る
酒
（
焼
酎
）
を
用
意
し
て
、
ハ
ブ

を
つ
か
ん
で
瓶
の
中
に
入
れ
る
。
瓶
の
口
に
は
漏
斗
を
挿

し
て
お
い
て
、
出
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
ハ
ブ
は

口
を
開
け
て
怒
り
、
噛
み
つ
こ
う
と
す
る
が
、
そ
こ
に
酒

（
焼
酎
）
を
注
ぎ
こ
ん
で
い
く
と
、
い
っ
ぱ
い
飲
ん
で
、

次
第
に
あ
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
し
て
、
死
ん
で
し
ま
う
。
そ
の
ま

ま
半
年
も
置
い
て
お
け
ば
、
良
い
ハ
ブ
酒
に
な
る
。

　

◎
千
間
海
岸
（
シ
ン
マ
）
へ
の
降
り
道　

　

千
間
海
岸
へ
の
降
り
道
は
四
つ
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
二

つ
は
瀬
滝
側
か
ら
の
降
り
道
で
、
兼
久
か
ら
千
間
へ
の
降

り
道
は
ニ
シ
ビ
ラ
と
ハ
カ
ン
シ
ラ
の
二
つ
の
降
り
道
が

あ
っ
た
。

　

◎
マ
シ
ュ
タ
キ
ミ
チ
（
塩
焚
き
道
）

　

千
間
海
岸
の
北
側
に
位
置
す
る
小
さ
な
浜
の
こ
と
を
ナ

ヴ
ィ
ゴ
ロ
と
呼
ん
で
お
り
、
そ
こ
は
塩
炊
き
を
行
う
場
所

で
あ
っ
た
。
そ
の
ナ
ヴ
ィ
ゴ
ロ
に
下
り
る
道
の
こ
と
を
マ

シ
ュ
タ
キ
ミ
チ
と
呼
ん
で
い
た
。

橋
脚
名

竣
工
年
月
日

赤
正
橋

あ
ー
ま
さ
ば
し

平
成
四
年
三
月
吉

日

皆
田
橋

か
い
だ
は
し

昭
和
三
九
年
三
月

美
名
田
橋

み
な
だ
ば
し

平
成
十
二
年
十
二

月

真
瀬
名
橋

ま
せ
な
ば
し

昭
和
三
一
年
三
月

三
一
日

当
川
橋

と
ん
ご
う
ば
し

昭
和
三
五
年
十
二

月
吉
日

第
二
皆
田
橋
だ
い
に
か
い
だ
ば
し

平
成
十
年
十
二
月

二
六
日

皆
田
１
号
橋
か
い
だ
い
ち
ご
う
ば
し

井
山
橋

石
川
橋

い
し
か
わ
ば
し

　

◎
兼
久
橋
脚
一
覧
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第
二
章　

経
済
伝
承

の
衛
生
上
の
た
め
に
先
生
方
が
学
校
で
検
査
を
す
る
。
検

査
の
内
容
は
、
女
の
子
は
シ
ラ
ミ
が
い
な
い
か
、
裸
足
だ

か
ら
足
に
垢
が
付
い
て
い
な
い
か
、
襟
ま
わ
り
が
汚
れ
て

い
な
い
か
、
爪
が
伸
び
て
い
な
い
か
、
洋
服
も
き
れ
い
に

洗
濯
さ
れ
て
い
る
か
、
と
検
査
を
定
期
的
に
し
て
い
た
。

全
校
朝
礼
の
と
き
、
毎
週
と
か
月
一
回
と
か
と
い
う
よ
う

に
行
わ
れ
て
い
た
。
虫
下
し
を
飲
ん
だ
り
、
Ｄ
Ｄ
Ｔ
を
頭

に
振
り
か
け
ら
れ
た
り
し
た
こ
と
も
。

　

終
戦
直
後
の
服
装　
　

先
生
や
子
ど
も
た
ち
の
服
装

は
、
終
戦
直
後
の
こ
ろ
、
Ｈ
Ｔ
Ｂ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
軍

服
だ
っ
た
。
何
の
略
語
か
は
わ
か
ら
な
い
。
先
生
方
も
そ

れ
を
着
て
、
子
ど
も
た
ち
も
そ
れ
で
縫
っ
た
服
を
着
て
い

た
。

　

◎
ハ
ヅ
キ
（
入
れ
墨
）
の
こ
と

　

明
治
の
初
め
こ
ろ
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
の
人
は
、
手
に

ハ
ヅ
キ
を
し
て
い
た
。

　

◎
女
の
髪
の
手
入
れ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叶
福
次
郎

　

兼
久
の
女
の
人
た
ち
は
髪
を
手
入
れ
す
る
の
に
、
豚
の

油
（
ラ
ー
ド
）
を
白
く
固
め
て
、
そ
れ
を
使
っ
て
髪
を
固

め
て
い
た
。
昔
は
ポ
マ
ー
ド
代
わ
り
に
し
て
い
た
。
そ
う

い
う
お
し
ゃ
れ
を
し
て
い
た
。
洗
う
と
き
に
は
赤
土
で

洗
っ
て
い
た
。
赤
土
も
採
る
場
所
が
決
ま
っ
て
い
た
よ
う

だ
。
当
時
の
男
は
髪
が
短
い
か
ら
、
髪
を
固
め
る
こ
と
も

な
か
っ
た
。
だ
か
ら
赤
土
を
使
う
こ
と
も
な
か
っ
た
。

　

◎
ハ
ン
ダ
マ
の
利
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
川
和
代

　

ハ
ン
ダ
マ
を
つ
ぶ
す
と
、ぬ
る
ぬ
る
し
た
液
が
で
き
る
。

こ
れ
を
、
髪
を
洗
っ
て
い
る
と
き
に
使
う
と
、
リ
ン
ス
代

わ
り
に
な
り
、
髪
が
な
め
ら
か
に
な
る
。

　

◎
食
生
活
覚
え
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿　

弘
祐

　
（
一
）
食
制
と
食
事
の
内
容

　

ア
シ
ー
（
昼
食
）　　

田
植
え
は
、
ユ
イ
ワ
ァ
ク
で
作

業
す
る
が
、
お
の
お
の
個
々
に
持
ち
寄
っ
た
も
の
を
皆
で

食
べ
た
。
握
り
飯
や
イ
モ
（
甘
藷
）、野
菜
炒
め
、三
枚
肉
・

ア
バ
ラ
肉
の
塩
漬
け
、
油
ゾ
ー
メ
ン
な
ど
。

　

チ
ャ
ン
シ
ュ
キ
（
軽
い
食
事
）　　

田
植
え
で
は
、

一
〇
時
の
お
茶
の
に
は
油
ぞ
う
め
ん
、
三
時
の
お
茶
に
は

野
菜
炒
め
が
出
た
。
ウ
ギ
の
刈
り
取
り
で
は
、
一
〇
時
の

お
茶
に
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
三
時
の
お
茶
に
は
パ
ン
と

ジ
ュ
ー
ス
が
出
た
。

　
（
二
）
ミ
シ
ュ
（
味
噌
）

　

味
噌
造
り

　

米
味
噌　
　

玄
米
を
炊
き
こ
み
、
ご
飯
に
す
る
。
玄
米

ご
飯
に
麹
菌
を
混
ぜ
て
莚
に
拡
げ
る
。
上
か
ら
莚
を
か
ぶ

せ
、
麹
菌
の
活
動
を
見
守
る
。
青
か
び
が
充
分
発
生
し
た

こ
ろ
に
味
噌
突
き
が
始
ま
る
。
味
噌
突
き
は
隣
近
所
の

人
々
や
、
次
に
味
噌
造
り
を
す
る
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
賑

や
か
に
行
わ
れ
る
。
大
豆
を
皆
入
れ
て
準
備
す
る
人
、
搗

く
人
、突
い
た
味
噌
を
カ
ム
ィ
（
甕
）
に
入
れ
る
人
な
ど
。

Ⅰ - 写真 09　田んぼでの食事（昭和 45 年）
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兼
久
集
落
採
集
手
帖

カ
ム
ィ
（
甕
）
に
入
れ
て
熟
成
さ
せ
る
。
本
年
分
、
一
年

分
と
入
れ
る
が
、
作
っ
た
翌
日
か
ら
で
も
出
し
て
食
べ
る

こ
と
も
あ
っ
た
。

　

麦
味
噌　
　

米
味
噌
と
同
じ
く
、
蒸
し
た
麦
に
麹
を
混

ぜ
、
莚
に
拡
げ
、
麹
菌
の
発
生
を
ま
つ
。
搗
き
こ
ろ
に
な

る
と
、
塩
・
大
豆
を
入
れ
て
搗
き
、
カ
ム
ィ
に
入
れ
る
。

　

ヤ
ン
ブ
イ
味
噌　
　

ソ
テ
ツ
（
蘇
鉄
）
の
実
を
二
つ
に

切
る
。
ソ
テ
ツ
の
実
を
木
槌
で
実
が
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う

に
打
ち
つ
ぶ
す
。
乾
燥
さ
せ
て
実
を
取
り
出
す
。
乾
燥
さ

せ
た
実
を
蒸
し
て
、
麹
菌
を
混
ぜ
て
、
莚
に
拡
げ
て
麹
菌

の
活
動
を
ま
つ
。
大
豆
・
塩
を
入
れ
て
搗
く
。
カ
ム
ィ（
甕
）

に
入
れ
て
保
管
す
る
。

　

実
は
殻
か
ら
取
り
出
す
。
切
る
か
、
割
る
か
し
て
乾
燥

さ
せ
て
実
を
取
る
。
実
は
ア
ク
抜
き
し
て
、
菌
を
混
ぜ
て

莚
に
広
げ
て
、
発
酵
さ
せ
菌
を
増
や
し
、
こ
ろ
に
な
る
と

塩
、
大
豆
を
入
れ
て
味
噌
に
す
る
（
味
噌
搗
き
）。

　

ソ
テ
ツ
の
オ
カ
ユ　
　

ソ
テ
ツ
の
実
を
ア
ク
抜
き
し

て
、
水
を
入
れ
て
炊
い
て
オ
カ
ユ
に
し
て
食
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
話
者
：
鶴
た
か
〈
中
津
上
、
昭
和
六
年
生
〉）

　

ヌ
カ
味
噌　

　

◎
「
バ
サ
・
バ
シ
ャ
（
芭
蕉
）」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
「
バ
ナ
ナ
」
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿　

弘
祐

　

バ
シ
ャ
の
葉　
　

こ
こ
で
い
う
バ
シ
ャ
は
バ
ナ
ナ
の
こ

と
。
ラ
ッ
プ
の
よ
う
に
お
に
ぎ
り
な
ど
の
食
品
を
包
む
の

に
使
う
。バ
シ
ャ
の
葉
の
新
し
い
葉
を
刈
り
と
っ
て
き
て
、

お
湯
で
さ
っ
と
湯
が
い
て
食
品
を
包
む
の
に
使
っ
た
。
食

事
の
と
き
に
は
包
ん
だ
も
の
を
広
げ
、
他
の
お
か
ず
を
バ

シ
ャ
の
葉
の
上
に
取
り
置
き
、
そ
の
ま
ま
食
器
代
わ
り
に

し
た
。
畑
仕
事
な
ど
、
屋
外
で
食
事
す
る
際
に
用
い
ら
れ

た
が
、
使
用
後
は
、
そ
の
ま
ま
畑
に
捨
て
て
畑
の
肥
や
し

に
も
な
っ
た
。
ま
た
、
蒸
し
物
に
も
使
う
。
容
器
に
付
い

て
し
ま
う
も
の
の
下
に
敷
い
た
。
フ
チ
ム
チ（
よ
も
ぎ
餅
）

な
ど
が
そ
の
例
。

　

芭
蕉
の
幹
の
漬
物　
　

実
が
な
っ
た
バ
シ
ャ
の
幹
の
芯

を
取
り
出
し
、
芯
を
糠
漬
け
に
し
て
食
べ
た
。
食
す
る
と

き
に
は
糸
が
引
く
も
の
だ
っ
た
。

　

バ
シ
ャ
の
実　
　

こ
こ
で
い
う
バ
シ
ャ
は
バ
ナ
ナ
の
こ

と
。
熟
す
る
と
黄
色
く
色
づ
き
甘
い
。
今
日
の
モ
ン
キ
ー

バ
ナ
ナ
よ
り
も
小
ぶ
り
な
も
の
で
、
種
子
が
多
く
て
食
し

に
く
い
も
の
だ
っ
た
。
皮
と
種
子
の
間
に
あ
る
、
少
し
の

実
を
口
の
な
か
で
舐
め
と
る
よ
う
に
し
て
食
べ
、
種
を
吐

き
捨
て
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
以
外
に
簡
単
に
甘
い
も
の
を
口

に
で
き
る
の
は
バ
ナ
ナ
ぐ
ら
い
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
も
の
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
（
話
者
：
鶴
た
か
〈
中
津
上
、
昭
和
六
年
生
〉）

　

◎
食
事
の
こ
と

　

主　

食　
　

白
米
だ
け
を
炊
い
た
ご
飯
を
食
べ
る
の
は

特
別
な
と
き
。
握
り
飯
で
さ
え
も
遠
足
の
よ
う
な
場
合
だ

け
だ
っ
た
。

　

混
ぜ
飯

　

ハ
ン
デ
ン
バ
ン
（
サ
ツ
マ
イ
モ
混
ぜ
ご
飯
）　　

か
さ

増
し
の
た
め
に
サ
ツ
マ
イ
モ
を
一
緒
に
い
れ
て
炊
い
て
い

た
。
こ
れ
は
お
い
し
か
っ
た
。

　

麦

　

イ
ン
ギ
ョ
ム　
　

麦
を
炒
っ
て
、臼
で
挽
い
て
粉
に
し
、

固
め
た
も
の
。香
り
が
香
ば
し
く
味
の
良
い
も
の
だ
っ
た
。

　

ソ
テ
ツ
（
蘇
鉄
）
食

　

ソ
テ
ツ
味
噌　
　

ソ
テ
ツ
粥
を
食
べ
た
こ
と
は
な
い

が
、
ソ
テ
ツ
味
噌
は
よ
く
作
っ
て
い
た
。
奄
美
大
島
の
方

で
は
ヤ
マ
ば
か
り
な
の
で
ソ
テ
ツ
食
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
ソ
テ
ツ
の
実
を
オ
シ
キ
リ
（
押
切
）
で
切
っ

て
、
デ
ン
プ
ン
質
を
含
ん
だ
実
を
水
に
さ
ら
し
て
乾
燥
さ

せ
て
、
何
度
か
繰
り
返
し
て
ア
ク
（
灰
汁
）
を
抜
く
。

　

正
月
の
料
理　
　

カ
ミ
サ
マ
に
お
供
え
す
る
も
の
は
お

膳
に
載
せ
て
供
え
た
。
昔
は
正
月
の
飾
り
餅
を
、
お
重
に

米
を
入
れ
て
載
せ
て
、
飾
り
絵
を
つ
け
て
、
高
膳
に
置
い

て
い
た
。

　

ム
チ
（
餅
）　　

葬
式
の
と
き
や
、
法
事
の
と
き
に
も

白
餅
を
用
意
し
て
配
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

フ
チ
ム
チ
（
よ
も
ぎ
餅
）　　

旧
暦
三
月
三
日
の
セ
ッ

ク
に
は
フ
チ
ム
チ
を
用
意
し
た
。
あ
る
家
で
は
、
フ
チ
ム

チ
を
三
か
所
摘
ま
ん
だ
よ
う
に
小
さ
な
突
起
を
作
っ
て
い

た
と
い
う
。
な
ぜ
作
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
母
親
が

必
ず
形
作
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

葬
儀
・
法
事
の
際
の
料
理　
　

葬
儀
や
法
事
が
関
わ
る

も
の
に
は
、
ヨ
シ
ナ
（
四
品
）
と
い
っ
て
、
必
ず
入
れ
る

も
の
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

兼
久
で
は
、
ト
ム
ラ
イ
、
葬
式
の
と
き
に
昆
布
を
出
す
決

ま
り
が
あ
る
と
い
い
、
葬
式
の
と
き
の
昆
布
は
絶
対
に
結

ば
な
い
と
い
う
。
ち
な
み
に
平
土
野
で
は
結
ん
で
出
さ
れ

る
。
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経
済
伝
承

　

行
事
の
食　
　

昔
、
ブ
ン
（
お
盆
）
の
と
き
の
仏
壇
へ

の
供
え
物
は
、
バ
シ
ャ
（
芭
蕉
）
の
葉
を
敷
い
て
、
そ
こ

に
料
理
を
載
せ
て
い
た
と
い
う
。

　

一
日
三
食
の
お
供
え
を
し
、
お
茶
（
チ
ャ
ン
ハ
ツ
）
も

朝
早
く
か
ら
供
え
る
。
朝
に
は
〇
〇
を
供
え
、
昼
に
は
何

を
、夕
方
に
は
何
を
と
い
う
よ
う
に
決
っ
て
い
る
と
い
う
。

最
後
は
必
ず
ダ
グ
（
団
子
）
を
入
れ
た
ぜ
ん
ざ
い
の
よ
う

な
感
じ
の
も
の
を
供
え
た
。

　

家
に
よ
っ
て
は
、
バ
ナ
ナ
の
葉
っ
ぱ
と
ム
ジ
（
里
芋
の

一
種
で
そ
の
茎
）
を
供
え
て
い
る
と
い
う
。

　
　

住
生
活

　

◎
建
築
材
の
加
工

叶　

福
次
郎

　

白
ア
リ
除
け
の
方
法　
　

ト
ン
ゴ
ー
（
当
川
）
の
河
川

敷
に
少
し
広
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
す
ぐ
近
く
に
大
き
な

池
を
掘
っ
て
松
の
丸
太
を
浸
け
て
お
い
た
。
松
は
と
て
も

白
ア
リ
が
付
き
や
す
く
て
、
付
か
な
い
よ
う
に
駆
除
す
る

た
め
に
こ
こ
に
浸
け
置
く
の
だ
と
い
う
。

　

◎
建
築
儀
礼

寿　

弘
祐

　

家
普
請
と
棟
上
げ　
　

棟
上
げ
に
は
ム
チ
（
餅
）
を
投

げ
る
。
角
ム
チ
、棟
ム
チ
、一
般
ム
チ
。
マ
タ
バ
シ
ラ
（
又

に
な
っ
た
柱
）
を
土
に
埋
め
こ
む
。
ネ
タ
・
キ
タ
を
通
し

て
固
め
る
。

　

屋
根
に
タ
ル
キ
（
垂
木
）
代
わ
り
に
丸
木
を
屋
根
に
な

る
よ
う
に
組
み
立
て
る
。
間
に
大
き
な
木
も
入
る
。

　

家
普
請
の
終
わ
り
の
儀
礼　
　

普
請
の
終
わ
り
こ
ろ
に

は
、
お
祓
い
の
儀
式
が
あ
る
。
家
の
仕
事
に
か
か
る
前
日

に
、
お
米
を
二
～
三
合
棟
に
下
げ
て
お
く
。
こ
れ
を
子
ど

も
は
楽
し
み
に
し
た
。

　

儀
式
用
の
お
米
の
と
ぎ
汁
を
持
っ
て
、
内
側
と
外
側
に

分
か
れ
て
「
ア
ム
（「
ア
メ
」
と
も
）
ダ
ン
タ
ラ
ス
ナ
、

虫
ダ
ン
タ
ラ
ス
ナ
、
マ
ン
ザ
ア
ン
ザ
フ
エ
」
と
ト
ナ
エ
ゴ

ト
（
唱
え
言
）
を
し
て
、四
隅
を
廻
っ
て
お
祓
い
を
し
た
。

お
祓
い
が
終
わ
っ
て
、
ご
飯
を
お
供
え
し
た
。
こ
の
ご
飯

の
こ
と
を
ニ
ヤ
ゲ
ウ
バ
ン
と
い
っ
た
。
ご
飯
を
炊
い
て
、

釜
ご
と
持
っ
て
新
し
い
家
の
屋
根
が
見
え
な
い
と
こ
ろ
で

食
す
る
。
帰
り
は
、
食
べ
た
食
器
・
ツ
ワ
ブ
キ
の
葉
・
イ

チ
ゴ
の
葉
・
箸
な
ど
は
釜
に
入
れ
て
、
持
ち
帰
る
。
あ
と

は
お
祝
い
の
宴
席
と
な
る
。

　

◎
家
に
植
え
て
は
い
け
な
い
木

・ 

家
に
植
え
て
は
い
け
な
い
と
さ
れ
る
も
の
は
、
大
き　

く
な
る
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

・ 

ウ
シ
ュ
ク
の
木
は
神
の
木
だ
か
ら
、
屋
敷
に
植
え
て
は

い
け
な
い
と
い
っ
た
。

・ 

ウ
シ
ュ
ク
の
木
は
神
の
木
で
ケ
ン
ム
ン
が
い
る
か
ら
、

植
え
て
は
い
け
な
い
と
い
っ
た
。

・ 

ウ
シ
ュ
ク
の
木
は
焚
き
物
に
し
て
は
い
け
な
い
と
い
っ

た
。

・ 

兼
久
集
落
自
治
公
民
館
の
入
り
口
に
ア
コ
ウ
の
木
（
ウ

シ
ュ
ク
の
木
と
も
）
が
植
え
ら
れ
て
い
た
が
、
ア
コ
ウ

の
木
は
他
の
木
を
殺
す
と
い
っ
て
好
か
れ
な
い
も
の

だ
っ
た
。

Ⅰ - 写真 11　ユイ ( 笊 ) で白ムチを受ける Ⅰ - 写真 10　上棟式のムチ投げ ( 文園南・竹下家 )
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　
　

第
三
章　

文
化
伝
承

　　
◎
ユ
ウ
ェ
（
祝
い
事
）
の
種
類

寿　

弘
祐

　

ユ
ウ
ェ
に
は
以
下
の
も
の
が
あ
る
。

正
月
祝
い

歳
の
祝
い

卒
業
祝
い

入
学
祝
い

就
職
祝
い

春
の
旅
立
ち

帰
省
祝
い

ナ
チ
ギ
ャ
イ　

稲
の
収
穫
前
一
か
月
か
？

ハ
マ
ク
ダ
リ（
浜
下
り
）・
ミ
ー
バ
マ
ク
マ
シ（
新
浜
踏
ま
し
）　

ム
チ
タ
ボ
レ
（
餅
給
れ
）

大
綱
引
き

家
普
請
・
上
棟
祝
い
・
完
成
祝
い

二
十
三
夜
ウ
ガ
ミ
（
二
十
三
夜
拝
み
）

サ
タ
ヤ
ド
イ
（
黒
砂
糖
小
屋
）
建
て

ク
ン
マ
ン
ド
ウ
建
て
こ
み

　

◎
ユ
サ
グ
イ
と
い
う
こ
と
ば

　

夜
這
い
と
は
意
味
が
少
し
違
う
け
れ
ど
も
、
ユ
サ
グ
イ

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
っ
た
。
文
字
ど
お
り
、
ユ
（
夜
）
に

サ
グ
イ
（
さ
ぐ
る
）
と
い
う
こ
と
。

Ⅰ - 写真 14　葬儀写真（昭和 39 年、梅岡千春家蔵）

　

◎
資
料
紹
介　

梅
岡
千
春
家
所
蔵
「
葬
儀
写
真
」

梅
岡
千
春
・
文
田
隆
三

　

こ
こ
に
紹
介
す
る
の
は
、
梅
岡
の
祖
父
で
あ
る
梅
岡
千

松
氏
の
葬
儀
の
際
の
写
真
で
あ
る
。
葬
儀
は
昭
和
三
九
年

に
行
わ
れ
、
出
棺
前
に
親
戚
や
参
列
者
た
ち
の
姿
を
写
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

当
時
は
ま
だ
土
葬
で
あ
り
、
写
真
に
は
、
棺
桶
に
か
ぶ

せ
る
家
形
の
飾
り
の
タ
マ
ヤ
（
霊
屋
）
や
、
花
輪
、
葬
儀

に
出
席
し
て
い
る
人
の
服
装
な
ど
、
当
時
の
葬
儀
の
実
際

を
知
る
う
え
で
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ-

写
真
12　

歳
祝
い
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　

還
暦
の
祝
い

Ⅰ-

写
真
13　

歳
祝
い
の
様
子

　
　
　
　
　
　
　

古
稀
の
祝
い

［
写
真
に
よ
る
報
告
］　　
　
　
　

文
田
隆
三
・
山
田　

渉
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第
三
章　

文
化
伝
承

　

◎
典
型
的
な
墓
石
の
形
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
志
堅　

亮

　
　

一
、
墓
地
と
古
墓
石
の
概
要

　

兼
久
集
落
に
は
、
シ
ョ
ウ
・
ハ
カ
ン
ト
ウ
・
ア
ガ
レ
の

三
つ
の
共
同
墓
地
が
あ
り
、
総
計
二
〇
〇
基
以
上
の
墓
石

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
内
訳
で
は
、
シ
ョ
ウ
が

一
二
六
基
と
最
も
多
く
、
ハ
カ
ン
ト
ウ
が
そ
の
約
半
数
の

五
八
基
あ
り
、
ア
ガ
レ
は
最
も
少
な
い
一
六
基
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
墓
石
の
う
ち
、
近
年
に
建
立
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
外
国
産
御
影
石
を
用
い
た
墓
石
を
除
く
古
墓
石
の

形
態
分
類
を
行
う
と
、
Ⅰ
‐
図
04
の
A
～
K
に
大
ま
か
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
分
類
は
笠
及
び
塔
身

の
形
状
に
よ
っ
て
分
類
を
行
っ
て
お
り
、
模
式
図
は
そ
の

代
表
例
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、墓
石
ご
と
に
、

請
花
の
有
無
や
、
基
礎
・
基
壇
の
意
匠
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

A
は
い
わ
ゆ
る
五
輪
塔
型
と
な
る
も
の
で
、
基
礎
（
地

輪
）
に
戒
名
や
没
年
月
日
が
記
銘
さ
れ
る
。
B
～
D
・
H

～
K
は
方
柱
型
の
墓
石
で
、
B
～
D
は
塔
身
に
ラ
マ
式
蓮

弁
状
の
意
匠
が
掘
り
込
ま
れ
、
そ
の
内
部
に
戒
名
が
銘
記

さ
れ
る
。
Ｈ
～
Ｋ
は
塔
身
に
意
匠
が
施
さ
れ
ず
、
一
族
の

名
称
が
掘
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
E
は
い
わ
ゆ
る
無
縫
塔

型
で
、
F
・
G
は
祠
型
と
な
り
、
Ｈ
に
は
千
鳥
破
風
が
意

匠
さ
れ
、
Ｇ
は
唐
破
風
が
意
匠
さ
れ
る
。

　

全
体
的
に
墓
石
の
建
立
年
代
を
銘
記
し
た
も
の
は
少
な

く
、
没
年
月
日
や
行
年
、
氏
名
、
生
前
の
役
職
な
ど
が
銘

記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
建
立
年
代
と
没
年
月
日
の
両
方

が
銘
記
さ
れ
た
古
墓
石
を
確
認
す
る
と
、
没
年
月
日
か
ら

三
～
二
九
年
後
に
建
立
さ
れ
て
お
り
、
最
高
で
三
〇
年
近

く
の
誤
差
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

戒
名
は
居
士
・
大
姉
、
信
士
・
信
女
、
な
ど
の
位
号
が

認
め
ら
れ
、
ア
ガ
レ
の
№
七
の
墓
石
は
戒
名
が
削
ら
れ
て

お
り
判
然
と
し
な
い
が
、
院
号
と
考
え
ら
れ
る
「
院
」
と

い
う
刻
銘
が
確
認
で
き
る
。

　

銘
記
さ
れ
た
建
立
年
代
と
没
年
月
日
か
ら
古
墓
石
の
形

態
ご
と
の
時
期
を
見
る
と
、
Ａ
～
Ｆ
の
江
戸
時
代
か
ら
使

用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
Ｈ
～
Ｋ
の
明
治
時
代
以
降
の
も

の
の
二
つ
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
Ｃ

と
Ｇ
に
つ
い
て
は
、
建
立
年
代
と
没
年
月
日
が
銘
記
さ
れ

て
い
る
も
の
が
少
な
く
時
期
が
判
然
と
し
な
い
。

　

江
戸
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
墓
石
の
中
で
も
、
Ｂ

や
Ｄ
方
柱
型
の
墓
石
は
江
戸
時
代
の
中
こ
ろ
か
ら
用
い
ら

れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
に
比
べ
、
Ｆ
の
祠
型
は
江

戸
時
代
後
半
か
ら
用
い
ら
れ
て
お
り
、
Ｂ
・
Ｄ
に
比
べ
て

後
出
の
形
態
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

二
、
古
墓
石
の
石
材

　

墓
石
に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
は
、
山
川
石
、
溶
結
凝

灰
岩
、
安
山
岩
、
サ
ン
ゴ
石
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

山
川
石
は
指
宿
市
山
川
地
区
福
元
一
帯
で
し
か
産
出
し
な

い
淡
黄
色
の
溶
結
凝
灰
岩
で
あ
る
。
溶
結
凝
灰
岩
と
分
類

し
た
も
の
は
、
小
野
石
な
ど
と
呼
ば
れ
る
鹿
児
島
県
本
土

で
広
く
産
出
す
る
暗
褐
色
の
石
材
で
、
安
山
岩
は
色
調
が

溶
結
凝
灰
岩
と
類
似
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
比
べ
緻
密
で
と

な
る
。
サ
ン
ゴ
石
は
、
隆
起
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
切
り
出
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
徳
之
島
の
ど
こ
か
ら
切
り
出
し

た
の
か
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
他
、
比
較
的
新

し
い
石
材
と
し
て
人
工
御
影
石
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
古
墓
石
に
用
い
ら
れ
る
石
材
は
、
多
い
順
に
山

川
石（
五
九
基
）サ
ン
ゴ
石（
二
三
基
）、溶
結
凝
灰
岩（
一
三

基
）、
安
山
岩
（
三
基
）、
人
工
御
影
石
（
二
基
）
と
な
る
。

サ
ン
ゴ
石
以
外
は
島
外
産
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
兼

久
集
落
の
古
墓
石
の
八
割
近
く
は
島
外
産
の
石
材
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

古
墓
石
に
記
さ
れ
た
建
立
年
代
や
、
没
年
月
日
か
ら
石

材
の
使
用
時
期
を
見
て
み
る
と
、
山
川
石
が
江
戸
時
代
の

中
こ
ろ（
一
七
二
二
）か
ら
明
治
時
代
の
後
半（
一
九
〇
三
）

ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
溶
結
凝
灰
岩
な
ど
は
江
戸
時
代

後
半
（
一
七
九
〇
）
こ
ろ
か
ら
太
平
洋
戦
争
後
ま
で
用
い

ら
れ
て
い
る
。
サ
ン
ゴ
石
の
多
く
は
刻
銘
が
読
み
取
れ
ず

判
然
と
し
な
い
が
、
江
戸
時
代
後
半
（
一
八
一
一
）
か
ら

大
正
時
代
（
一
九
一
五
）
こ
ろ
ま
で
用
い
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

　　
　

三
、
戒
名
の
削
り
取
り

　

兼
久
の
古
墓
石
を
確
認
す
る
と
多
く
の
墓
石
に
お
い

て
、
塔
身
の
戒
名
が
銘
記
さ
れ
る
部
分
が
意
識
的
に
削
り

取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。シ
ョ
ウ
で
一
〇
基
、

ハ
カ
ン
ト
ウ
で
四
基
、
ア
ガ
レ
で
四
基
確
認
で
き
る
。

　

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に
新
政
府
か
ら
神
仏
分
離
令

が
出
さ
れ
、
薩
摩
藩
で
は
明
治
二
年
に
廃
物
毀
釈
を
実
施

さ
れ
、
島
津
本
宗
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
福
昌
寺
も
廃
寺
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
戒
名
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
墓
石
は
明
治
二
年
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

（
一
八
六
九
）
以
前
に
は
建
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

が
、
没
年
月
日
が
明
治
二
年
以
降
な
の
に
、
戒
名
が
意
図

的
に
削
り
取
ら
れ
て
い
る
古
墓
石
も
認
め
ら
れ
る
。

　

戒
名
が
削
り
取
ら
れ
る
古
墓
石
が
あ
る
一
方
、
戒
名
が

残
っ
て
い
る
古
墓
石
も
あ
り
、
無
縫
塔
な
ど
の
僧
侶
の
墓

と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
も
無
傷
で
残
っ
て
い
る
。
こ
れ

ら
か
ら
兼
久
集
落
で
実
施
さ
れ
た
廃
仏
毀
釈
は
徹
底
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

四
、
シ
ョ
ウ
の
古
墓
石
の
特
徴

　

シ
ョ
ウ
は
兼
久
集
落
で
最
も
大
き
な
墓
地
で
、
集
落
の

西
側
外
れ
に
あ
る
独
立
し
た
小
丘
を
墓
地
と
し
て
造
成
し

て
い
る
。
墓
地
の
西
側
は
浅
い
谷
地
形
と
な
っ
て
お
り
、

そ
こ
の
崖
面
に
風
葬
墓
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

シ
ョ
ウ
は
古
墓
石
の
形
態
が
豊
富
で
、
ハ
カ
ン
ト
ウ
や

ア
ガ
レ
に
は
無
い
、
A
の
五
輪
塔
型
や
E
の
無
縫
塔
型
な

ど
の
古
墓
石
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
F
の
祠

型
が
二
八
基
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
Ｂ
（
一
五
基
）、

次
い
で
Ｄ
（
七
基
）
と
な
る
。

　

年
号
が
判
読
で
き
る
も
の
で
最
も
古
い
古
墓
石
は
№

七
九
の
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）
と
な
る
。
ま
た
、
シ
ョ

ウ
に
は
「
田
地
横
目
」
や
「
黍
横
目
」
な
ど
江
戸
時
代
の

役
人
の
役
職
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
墓
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
特
徴
的
で
、
ハ
カ
ン
ト
ウ
や
ア
ガ
レ
に
は
認
め
ら
れ
な

い
。

　
　

五
、
ハ
カ
ン
ト
ウ
の
古
墓
石
の
特
徴

　

ハ
カ
ン
ト
ウ
は
兼
久
集
落
の
北
東
側
縁
辺
に
位
置
し
て

お
り
、
一
帯
は
周
囲
に
比
べ
小
高
い
地
形
と
な
り
、
そ
の

東
側
に
は
迫
が
南
北
方
向
に
延
び
断
崖
を
形
成
す
る
。
ハ

カ
ン
ト
ウ
は
全
体
的
に
新
し
い
墓
石
が
多
く
、
古
墓
石
は

少
な
い
。
こ
れ
は
、
近
年
、
ハ
カ
ン
ト
ウ
の
南
西
側
が
造

成
さ
れ
墓
地
と
し
て
分
譲
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
元
々
は

北
東
側
と
北
側
に
し
か
墓
石
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の

北
東
側
に
は
山
川
石
の
古
墓
石
が
一
列
に
六
基
並
ん
で
い

る
。

　

ハ
カ
ン
ト
ウ
の
古
墓
石
を
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
が

山
川
石
と
な
り
、
溶
結
凝
灰
岩
や
安
山
岩
、
サ
ン
ゴ
石
は

わ
ず
か
で
あ
る
。
古
墓
石
の
形
態
は
、
B
の
頭
頂
が
突
起

す
る
方
柱
型
が
八
基
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
D
の
頭

頂
が
平
坦
と
な
る
方
柱
型
三
基
と
な
る
。
ハ
カ
ン
ト
ウ

で
最
も
古
い
紀
年
銘
は
№
一
の
没
年
月
日
の
明
和
二
年

（
一
七
六
五
）
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
こ
ろ
か
ら
ハ

カ
ン
ト
ウ
は
墓
地
と
し
て
利
用
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
　

六
、
ア
ガ
レ
の
古
墓
石
の
特
徴

　

ア
ガ
レ
は
ノ
ロ
屋
敷
（
ナ
カ
グ
ス
ク
）
の
裏
側
に
あ
る

墓
地
で
、
東
側
は
急
崖
と
な
り
、
崖
下
に
は
ト
ン
ゴ
ー
イ

ジ
ュ
ン
（
当
川
泉
）
な
ど
が
位
置
し
て
い
る
。
も
と
も
と

古
墓
石
し
か
な
か
っ
た
が
、
最
近
、
新
し
い
墓
が
建
立
さ

れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ア
ガ
レ
の
古
墓
石
の
№
九
・
一
三
・
一
六
に
は
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
に
、
上
国
し
た
際
に
持
ち
帰
っ
た
石
材
に

て
墓
を
建
立
し
た
旨
が
銘
記
さ
れ
て
い
る
。
当
時
、
鹿
児

島
本
土
に
上
国
で
き
た
の
は
与
人
な
ど
の
上
位
役
人
階
層

な
ど
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
関
係
す
る
墓
で

あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ガ
レ
古
墓
石
の

形
態
は
D
が
最
も
多
く
、
石
材
の
ほ
と
ん
ど
が
山
川
石
と

な
る
。

　
　

七
、
小　

結

　

兼
久
集
落
の
共
同
墓
地
に
は
、
他
の
集
落
に
比
べ
て
多

く
の
山
川
石
製
の
古
墓
石
が
残
っ
て
お
り
、
古
い
様
相
を

残
す
墓
地
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

古
墓
石
に
残
る
刻
銘
か
ら
、
兼
久
集
落
で
は
一
八
世
紀

の
前
半
こ
ろ
か
ら
石
塔
型
の
墓
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
江
戸
時
代
末
こ
ろ
ま
で
に
は
二
四
基
ほ
ど
の
石
塔
型

の
墓
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）

に
沖
永
良
部
島
の
官
吏
に
鹿
児
島
県
庁
か
ら
風
葬
か
ら
埋

葬
に
改
め
る
旨
の
諭
達
が
下
っ
て
い
る
が
、
兼
久
集
落
で

は
そ
れ
以
前
か
ら
、
あ
る
程
度
埋
葬
へ
と
移
り
変
わ
っ
て

い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、
奄
美
の
伝
統
的
な

葬
法
で
で
あ
っ
た
風
葬
に
伴
う
洗
骨
改
葬
な
ど
の
習
俗
が

兼
久
集
落
で
は
現
在
の
葬
法
に
全
く
受
け
継
が
れ
て
い
な

い
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

各
共
同
墓
地
に
お
い
て
、
主
体
と
な
る
古
墓
石
の
形
態

が
異
な
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
シ
ョ
ウ
は
F
の
祠
型
、

ハ
カ
ン
ト
ウ
は
B
の
頭
頂
突
起
の
方
柱
型
、
ア
ガ
レ
は
頭

頂
平
坦
の
方
柱
型
が
主
体
と
な
る
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と

三
つ
の
共
同
墓
地
は
異
な
る
同
族
集
団
ご
と
の
墓
地
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
同
族
集
団
の
嗜
好
に
よ
っ
て
墓

の
形
態
が
選
択
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。　
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Ⅰ－図 03　典型的な墓石の形態
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Ⅰ - 図 04　共同墓地ハカントウの配置図

Ⅰ - 図 05　共同墓地アガレの配置図
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第
三
章　

文
化
伝
承

No.

石
材

形
式

廃
仏
毀
釈
痕
跡

建
立
時
期

西
暦

行
年

西
暦

備
考

一

山
川
石

Ｂ

明
和
二
□
□
四
月
二
日

一
七
六
五

二

安
山
岩

Ｈ

明
治
三
九
年
旧
八
月
二
三
日

一
九
〇
六

三

溶
結
凝
灰
岩

Ｆ

刻
字
風
化

四

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

六

山
川
石

Ｆ

□
□
二
年
一
二
月

三
五

サ
ン
ゴ
石

Ｊ

三
六

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

大
正
四
年
八
月
二
八
日

一
九
一
五

三
九

山
川
石

Ｂ

弘
化
四
年
未
五
月
八
日

一
八
四
七

四
三

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

四
四

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

石
質
が
悪
い

四
八

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

四
九

山
川
石

Ｄ

安
政
三
年
辰
八
月
一
六
日

一
八
五
六

五
〇

山
川
石

Ｄ

戒
名
削
り
取
り

明
治
一
二
年
一
一
月
二
六
日

一
八
七
九

五
一

山
川
石

Ｂ

明
治
一
九
年
戌
九
月
二
八
日

一
八
八
六

五
二

山
川
石

Ｆ

明
治
五
年
申
七
月
二
七
日

一
八
七
二

五
三

山
川
石

Ｄ

明
治
一
七
年
申
一
二
月
九
日

一
八
八
四

No.

石
材

形
式

廃
仏
毀
釈
痕
跡

建
立
時
期

西
暦

行
年

西
暦

備
考

三

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

三
‐
一

自
然
礫

そ
の
他

四

山
川
石

Ｂ

明
治
三
四
年

一
九
〇
一

明
治
三
〇
年
酉
正
月
二
〇
日

一
八
九
七

燈
籠
奉
寄
□
□

五

サ
ン
ゴ
石

Ｆ

六

山
川
石

Ｄ

明
治
二
四
年

一
八
九
一

七

山
川
石

Ｄ

戒
名
削
り
取
り

嘉
永
二
酉
四
月
七
日

一
八
四
九

八

山
川
石

Ｆ

萬
延
（
万
延
）
二
年
酉

一
八
六
一

九

山
川
石

Ｄ

戒
名
削
り
取
り

天
明
二
寅

一
七
八
二

一
〇

サ
ン
ゴ
石

Ｄ

石
塔
が
転
倒
し
て
い
る

一
一

自
然
礫

そ
の
他

一
二

人
工
御
影
石

Ｊ

石
塔
が
転
倒
し
て
い
る

一
三

山
川
石

Ｄ

天
明
ニ
寅
年

一
七
八
二

一
四

山
川
石

Ｂ

一
五

山
川
石

Ｄ

戒
名
削
り
取
り

文
化
六
年
巳
七
月
一
三
日

一
八
〇
六

享
和
三
年
亥
七
月
一
三
日

一
八
〇
三

一
六

山
川
石

Ｄ

戒
名
削
り
取
り

天
明
ニ
寅
年

一
七
八
二

宝
暦
三
年
癸
酉

一
七
五
三

Ⅰ
‐
表
04　

ハ
カ
ン
ト
ウ
古
墓
石
一
覧

Ⅰ
‐
表
05　

ア
ガ
レ
古
墓
石
一
覧
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Ⅰ
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文
化
伝
承

No.

石
材

形
式

廃
仏
毀
釈
痕
跡

建
立
年
月
日

西
暦

没
年
月
日

西
暦

備
考

二
〇

溶
結
凝
灰
岩

Ｉ

昭
和
三
六
年
一
一
月

一
九
六
一

昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
二
日

一
九
四
四

二
一

溶
結
凝
灰
岩

Ｃ

二
三

山
川
石

Ｃ

二
八

山
川
石

Ｆ

納
骨
堂
・
墓
誌
な
ど
は
御
影
石

二
九

山
川
石

Ｆ

天
保
六
年

一
八
三
五

三
一

溶
結
凝
灰
岩

Ｉ

昭
和
一
四
年
旧
一
月
二
〇
日

一
九
三
九

三
二

溶
結
凝
灰
岩

Ｋ

明
治
三
〇
年
旧
一
〇
月
五
日

一
八
九
七

六
角
柱
型

三
三

山
川
石

Ｂ

明
治
三
一
年
旧
一
二
月
八
日

一
八
九
八

三
五

山
川
石

Ｈ

戒
名
削
り
取
り

三
八

安
山
岩

Ｊ

昭
和
四
五
年
一
二
月
吉
日

一
九
七
〇

昭
和
三
二
年
六
月
三
〇
日

一
九
五
七

三
九

サ
ン
ゴ
石

Ｆ

四
〇

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

 

四
二

人
工
御
影
石

Ｊ

大
正
九
年
旧
一
一
月
六
日

一
九
二
〇

四
三

溶
結
凝
灰
岩

Ｆ

塔
身
な
し

四
四

サ
ン
ゴ
石

Ｆ

四
五

山
川
石

Ｆ

四
六

山
川
石

Ｂ

文
久
□
元
歳
辛
酉
七
月
二
七
日

一
八
六
一

四
七

溶
結
凝
灰
岩

Ｆ

塔
身
空
洞

四
八

山
川
石

Ｅ

弘
化
二
年
一
二
月
四
日

一
八
四
五

戒
名
あ
り

五
〇

山
川
石

Ｆ

五
一

サ
ン
ゴ
石

Ｊ

一
九
五
三

昭
和
二
八
年
旧
八
月

五
三

山
川
石

Ｆ

弘
化
五
年
□
月
一
二
日

一
八
四
八

戒
名
あ
り

五
五

山
川
石

Ｆ

明
治
二
八
年
一
〇
月
一
八
□

一
八
九
五

五
六

サ
ン
ゴ
石

Ｄ

五
七

山
川
石

Ａ

戒
名
削
り
取
り

五
九

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

Ⅰ
‐
表
06　

シ
ョ
ウ
古
墓
石
一
覧
（
一
）
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

No.

石
材

形
式

廃
仏
毀
釈
痕
跡

建
立
年
月
日

西
暦

没
年
月
日

西
暦

備
考

六
〇

溶
結
凝
灰
岩

Ｈ

明
治
二
九
年
旧
八
月
一
五
日

一
八
九
六

六
二

サ
ン
ゴ
石

Ｄ

六
三

サ
ン
ゴ
石

Ｄ

六
四

溶
結
凝
灰
岩

Ｄ

寛
政
二
戌
四
月
七
日

一
七
九
〇

線
香
立
は
山
川
石

六
七

山
川
石

Ｆ

線
香
立
は
御
影
石

六
九

溶
結
凝
灰
岩

Ｄ

嘉
永
七
年

一
八
五
四

旧
薩
摩
藩
士
の
墓
と
伝
承

七
〇

サ
ン
ゴ
石

Ｇ

七
一

山
川
石

Ｆ

弘
化
二
年
巳
□
月
八
日

一
八
四
五

納
骨
堂
は
御
影
石

七
二

山
川
石

Ｇ

空
洞
の
塔
身
内
部
に
墓
碑
が
あ
る

七
三

山
川
石

Ｂ

明
治
二
一
年
正
月
二
二
日

一
八
八
八

七
六

山
川
石

Ｆ

明
治
二
四
年
卯
一
〇
月
一
三
日

一
八
九
一

七
七

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

戒
名
あ
り

七
八

山
川
石

Ｆ

明
治
二
四
年
卯
一
一
月
三
日

一
八
九
一

御
祖
神
霊
と
記
銘
さ
れ
る

七
九

山
川
石

Ｄ

享
保
七
寅
正
月
一
八
日

一
七
二
二

八
〇

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

明
治
三
六
年
卯
六
月
一
六
日

一
九
〇
三

台
座
・
納
骨
堂
は
御
影
石

   

八
一
・

八
二

山
川
石

Ａ

嘉
永
六
年
丑
一
〇
月
二
〇
日

一
八
五
三

五
輪
塔
を
崩
し
て
置
き
直
し
て
い

る

八
三

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

明
治
二
六
年
八
月
二
六
日

一
八
九
三

台
座
・
納
骨
堂
は
御
影
石

八
四

溶
結
凝
灰
岩

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

八
七

山
川
石

Ａ

戒
名
削
り
取
り

文
政
九
年
戌
七
月
六
日

一
八
二
六

台
座
が
御
影
石
に
新
調
さ
れ
て
い

る

八
九

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

文
化
八
年
辛
未
四
月
六
日

一
八
一
一

九
〇

山
川
石

Ｆ

明
治
二
八
年
未
九
月
二
六
日

一
八
九
五

九
二

山
川
石

Ｆ

弘
化
三
□
年

一
八
四
六

弘
化

九
四

山
川
石

Ｆ

天
保
四
年
巳
八
月
二
九
日

一
八
三
三

墓
石
塔
内
空
洞

九
五

山
川
石

Ａ

戒
名
削
り
取
り

弘
化
四
年
未
八
月
二
二
日

一
八
四
七

九
六

安
山
岩

Ｃ

明
治
二
〇
年
一　

〇
月
九
日

一
八
八
七

Ⅰ
‐
表
06　

シ
ョ
ウ
古
墓
石
一
覧
（
二
）
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第
三
章　

文
化
伝
承

No.

石
材

形
式

廃
仏
毀
釈
痕
跡

建
立
年
月
日

西
暦

没
年
月
日

西
暦

備
考

一
〇
〇

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

一
〇
一

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

同
□
酉
一
一
月
一
〇
日

黍
横
目
の
墓

一
〇
三

山
川
石

Ｅ

一
〇
四

山
川
石

Ｆ

一
〇
五

山
川
石

Ｆ

一
〇
六

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

一
〇
七

山
川
石

Ｆ

□
治
□
□
五
歳
□
一
〇
月
一
二
日

一
一
一

山
川
石

Ｆ

一
一
二

溶
結
凝
灰
岩

Ｉ

昭
和
一
五
年
四
月
一
〇
日

一
九
四
〇

大
正
四
年
旧
八
月
二
九
日

一
九
一
五

一
一
三

山
川
石

Ｆ

戒
名
削
り
取
り

安
政
二
年
卯
九
月
二
七
日

一
八
五
五

一
一
四

山
川
石

Ｆ

戒
名
削
り
取
り

　

一
一
五

山
川
石

Ｆ

戒
名
削
り
取
り

文
政
四
年
巳

一
八
二
一

一
一
六

山
川
石

Ｂ

戒
名
削
り
取
り

明
治
一
九
年
丙
戌
六
月
一
二
日

一
八
八
六

與
人
の
墓
？

一
一
七

サ
ン
ゴ
石

Ｆ

明
治
二
四
年
七
月
一
一
日

一
八
九
一

一
一
八

サ
ン
ゴ
石

Ｂ

団
地
横
目
の
墓

一
二
三

溶
結
凝
灰
岩

Ｈ

明
治
□
□
□
□

一
二
四

山
川
石

Ｆ

天
保
三
年
辰
七
月
一
六
日

一
八
三
二

一
二
五

山
川
石

Ｆ

Ⅰ
‐
表
06　

シ
ョ
ウ
古
墓
石
一
覧
（
三
）

参
考
文
献

　

・
宇
検
村
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
『
宇
検
村
集
落
墓
地
調
査
概
要
報
告
書
』
平
成
二
七
年
三
月

　

・
宇
検
村
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
『
宇
検
村
集
落
墓
地
調
査
概
要
報
告
書
』
平
成
二
八
年
三
月

　

・
石
造
文
化
財
調
査
研
究
所
（
編
）『
石
造
文
化
財
へ
の
招
待
』
考
古
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
５　

坂
詰
秀
一
（
監
修
）
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
社　

平
成
二
三
年
六
月

　

・
津
波
高
志
『
沖
縄
側
か
ら
見
た
奄
美
の
文
化
変
容
』
南
島
文
化
叢
書
26　

第
一
書
房　

平
成
二
四
年
一
〇
月

　

・
和
泊
町
『
沖
永
良
部
島
郷
土
史
資
料
集
』
和
泊
町
役
場　

昭
和
三
一
年

　

※
古
墓
石
の
石
材
同
定
に
つ
い
て
成
尾
英
仁
氏
（
伊
集
院
高
校
）
か
ら
ご
指
導
賜
っ
た
。
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

◎
兼
久
の
年
中
行
事

叶　

福
次
郎

　
　
（
一
）
正
月
の
準
備

　
　

十
二
月

　

大
掃
除

　

ウ
ワ
ァ
（
豚
）
つ
ぶ
し　
　

か
つ
て
は
各
家
で
ウ
ワ
ァ

（
豚
）
を
育
て
て
い
た
の
で
、
年
末
と
も
な
る
と
つ
ぶ
し

て
い
た
。
だ
い
た
い
二
十
八
日
こ
ろ
。
そ
の
日
は
い
た
る

と
こ
ろ
で
「
ケ
ー
ン
ケ
ン
」
と
ウ
ワ
ァ
の
鳴
き
声
が
聞
え

て
き
た
。
寿
弘
祐
氏
の
ご
教
示
よ
れ
ば
、
豚
の
大
小
は
家

族
や
財
の
多
少
に
よ
る
、
と
い
う
。

　

柱
に
逆
さ
に
吊
り
下
げ
て
喉
を
突
く
も
の
だ
っ
た
。
つ

ぶ
す
と
き
に
は
喉
か
ら
心
臓
の
方
向
け
て
刃
物
を
突
き
立

て
た
。
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
血
を
出
さ
な
く
て
は
な
ら

な
い
か
ら
と
い
う
。
ウ
ワ
ァ
の
血
液
は
チ
ー
ジ
ル（
血
汁
）

と
い
っ
て
お
汁
に
す
る
。
鍋
に
血
を
入
れ
て
炊
く
と
、
豆

腐
み
た
い
に
寒
天
質
の
も
の
が
で
き
た
。

　

多
く
の
家
庭
が
正
月
前
の
十
二
月
二
十
八
日
に
ト
ン

ゴ
ー
（
当
川
）
で
ウ
ワ
ァ
を
屠
殺
し
て
い
た
。
家
で
血
を

抜
い
て
、
担
い
で
川
に
持
っ
て
く
る
。
川
の
た
も
と
で
豚

の
表
面
を
覆
う
毛
を
焼
い
て
、
川
の
流
れ
の
中
で
解
体
し

た
。
血
や
汚
れ
を
き
れ
い
に
す
す
ぎ
、
内
臓
も
裂
き
な
が

ら
洗
っ
た
。

ウ
ワ
ァ
を
つ
ぶ
す
と
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
り
分
け
て
親

戚
や
隣
近
所
に
配
っ
て
歩
い
た
。
子
ど
も
た
ち
が
親
の
使

い
と
い
っ
て
持
っ
て
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
豚
肉
は
塩
漬

け
に
し
て
、
家
の
軒
下
に
吊
る
し
て
乾
燥
さ
せ
て
い
た
。

そ
の
の
ち
に
家
の
甕
の
中
に
入
れ
て
保
存
し
た
。

　

年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
ち
そ
う
と

な
っ
て
食
事
に
出
る
の
で
楽
し
み
な
時
期
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
ウ
ワ
ァ
の
膀

胱
を
も
ら
っ
て
、
血
な
ど
を
水
で
き
れ
い
に
洗
い
流
し
、

中
に
空
気
を
吹
き
入
れ
て
ボ
ー
ル
に
し
て
遊
ん
だ
。
よ
く

弾
む
も
の
で
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

ウ
ワ
ァ
の
キ
モ
（
肝
）
は
ジ
ル
バ
タ
（
地
炉
端
）
に
下

げ
て
燻
製
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
豚
の
胃
は
胃
薬
に
し

た
者
も
あ
っ
た
。

　

正
月
迎
え
の
準
備　
　

　

正
月
飾
り　
　

カ
ド
マ
ツ
（
門
松
）
や
餅
飾
り
は
暮
れ

の
三
十
日
に
飾
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
三
十
一
日
は
一
夜
飾

り
に
な
る
の
で
良
く
な
い
と
い
っ
た
。
昔
は
も
っ
と
早
く

に
飾
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
二
十
八
日
は
だ
い
た
い
ウ

ワ
ァ
を
つ
ぶ
す
日
で
、
そ
の
前
に
は
餅
を
搗
い
て
そ
の
日

の
う
ち
に
飾
っ
て
い
た
。

　

門
口
の
両
側
に
は
松
や
竹
、
ウ
ラ
ジ
ロ
を
立
て
て
、
綱

を
渡
し
て
ミ
カ
ン
と
炭
を
下
げ
て
い
た
。

　

餅
飾
り
は
重
箱
に
米
を
い
っ
ぱ
い
入
れ
て
、
そ
の
上
に

餅
を
重
ね
て
飾
っ
て
い
た
。
子
ど
も
た
ち
が
飾
り
の
折
り

紙
を
し
て
重
箱
に
載
せ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。「
徳
之
島

の
ダ
イ
ダ
イ
、
ム
チ
、
ユ
ズ
ル
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。

餅
を
二
重
ね
に
し
て
柱
を
つ
け
て
、
一
段
目
ア
シ
を
つ
け

て
、
二
段
目
餅
、
そ
し
て
橙
を
の
せ
る
。
こ
れ
は
「
代
々
、

餅
、
譲
る
」
と
い
う
意
味
に
通
じ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
。

　
　
（
二
）
正
月
行
事

　

今
日
で
は
、
正
月
は
新
暦
で
行
な
っ
て
い
る
。

　

若
水
と
り　
　

元
日
の
早
朝
、
暗
い
う
ち
に
ナ
ン
ゴ
ー

に
水
を
汲
み
に
行
っ
た
。
主
に
子
ど
も
の
役
割
だ
っ
た
。

こ
れ
を
オ
ハ
ミ
ズ
ト
リ
と
い
っ
た
。
若
水
を
使
っ
て
習
字

を
し
た
も
の
だ
っ
た
。
今
で
い
う
書
初
め
。
ま
た
若
水
を

風
呂
に
入
れ
て
、
若
風
呂
に
入
っ
た
。
今
年
一
年
の
健
康

を
願
う
と
い
っ
た
。

　

マ
ン
キ
ア
シ
ビ
（
招
き
遊
び
）　　

青
年
男
女
が
集
っ

て
ウ
タ
を
掛
け
合
っ
て
遊
ん
だ
。

　

ト
ゥ
シ
マ
チ
（
歳
祭
）　　

シ
マ
で
は
歳
祝
い
を
干
支

Ⅰ - 写真 15　正月風景
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第
三
章　

文
化
伝
承

で
祝
う
。お
祝
い
を
迎
え
る
人
に
は
、ト
ゥ
シ
マ
チ
と
い
っ

て
招
待
し
て
、
料
理
を
ご
ち
そ
う
し
た
も
の
だ
っ
た
。
近

し
い
人
が
家
に
招
待
す
る
も
の
だ
っ
た
。
今
日
で
は
お
正

月
を
迎
え
る
前
に
お
祝
い
金
を
持
っ
て
い
っ
て
、
こ
れ
に

代
え
て
い
る
。

　

セ
ー
ク
ユ
ウ
ェ
（
大
工
祀
り
）　　

大
工
の
正
月
で
、

一
月
二
日
に
道
具
を
き
れ
い
に
し
て
並
べ
る
（
向
井
一
雄

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

ミ
ー
バ
テ　
　

農
作
業
始
め
で
、
ハ
チ
バ
ル
と
も
い

う
。
ク
ワ
（
鍬
）
や
カ
マ
（
鎌
）、ミ
ツ
マ
タ
（
三
又
の
鍬
）

な
ど
の
農
具
一
式
を
並
べ
、
酒
（
焼
酎
）
を
供
え
て
拝
み

を
行
う
。
拝
ん
だ
道
具
な
ど
を
畑
に
持
っ
て
い
き
、
農
作

業
を
実
施
す
る
真
似
を
す
る
。
鍬
打
ち
の
真
似
な
ど
を
す

る
（
向
井
一
雄
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

凧
あ
げ　
　

子
ど
も
は
小
さ
い
凧
、
中
学
生
や
青
年
は

大
き
な
凧
（
網
凧
）
を
あ
げ
る
。
事
前
に
凧
あ
げ
用
の
縄

を
な
い
、
準
備
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

女
の
子
は
、
年
内
に
毬
や
羽
子
板
な
ど
を
買
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
。

　

ド
ー
ス
ィ
バ
ン（
七
草
雑
炊
）　　

一
月
七
日
。
ウ
ワ
ァ

を
煮
た
煮
汁
を
出
汁
に
し
て
、
ニ
ン
ジ
ン
や
大
根
、
菜
っ

葉
な
ど
適
当
な
野
菜
を
細
か
く
刻
ん
だ
も
の
に
、
ご
飯
を

入
れ
て
煮
こ
ん
だ
も
の
を
ド
ー
ス
ィ
バ
ン
（
雑
炊
飯
）
と

い
い
、こ
れ
を
食
べ
た
。
茶
碗
に
ド
ー
ス
ィ
バ
ン
を
盛
り
、

そ
の
上
に
一
緒
に
炊
い
た
豚
肉
の
か
た
ま
り
や
骨
付
き
の

豚
足
を
載
せ
て
出
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
　

　
　
（
三
）
春
か
ら
夏
の
行
事

　
　

三　

月

　

セ
ッ
ク
（
節
供
）　　

旧
暦
三
月
三
日
。
フ
チ
ム
チ
（
よ

も
ぎ
餅
）
を
搗
い
て
供
え
て
い
た
。
女
の
子
の
無
事
な
成

長
を
願
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
　

五　

月

　

ゴ
ガ
ツ
ゴ
ン
チ
（
五
月
五
日
の
セ
ッ
ク
）　　

旧
暦
五

月
五
日
。
菖
蒲
の
葉
を
家
の
庇
（
茅
葺
き
）
に
挿
し
て
子

ど
も
（
男
の
子
）
の
健
康
を
願
っ
た
。
こ
れ
が
魔
除
け
と

な
っ
た
。
ソ
ー
ダ
餅
（
灰
汁
巻
）
を
供
え
て
い
た
。

　

ア
ン
ジ
ャ
ネ　
　

旧
暦
五
月
ミ
ズ
ノ
ト
（
癸
）
ヒ
ツ
ジ

（
未
）
除
く
日
。
青
物
（
青
い
草
や
野
菜
な
ど
）
を
家
の

中
に
入
れ
て
は
い
け
な
い
日
と
さ
れ
た
。
青
物
を
家
に
入

れ
る
と
、
マ
ジ
ュ
ン
（
ハ
ブ
）
に
咬
ま
れ
る
祟
り
に
遭
う

と
い
わ
れ
た
。
ま
た
、不
幸
ご
と
（
死
者
を
出
し
た
場
合
）

の
あ
っ
た
家
は
、
朝
家
を
出
る
と
夕
方
ま
で
家
の
中
に
入

ら
な
い
。
外
で
ご
飯
な
ど
を
食
べ
た
。

　

シ
メ
ユ
ウ
ェ
（
終
い
祝
い
）　　

旧
暦
五
月
五
日
こ
ろ
。

農
作
業
が
す
べ
て
終
わ
っ
た
と
い
う
お
祝
い
。
し
ま
い
の

お
祝
い
で
、
シ
メ
は
「
締
め
る
」
と
い
う
意
味
か
。

ト
ン
ゴ
ー
（
当
川
）
の
河
川
敷
の
広
場
に
イ
チ
ジ
ュ
ウ
イ

チ
ビ
ン
（
一
重
一
瓶
）
を
持
ち
寄
っ
て
、
豊
作
を
喜
び
来

年
の
豊
作
を
祈
っ
た
。
相
撲
や
踊
り
な
ど
で
楽
し
ん
だ
。

シ
メ
ユ
ウ
ェ
は
、
昔
は
ユ
イ
ワ
ク
や
農
機
具
な
ど
の
貸
し

借
り
を
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
感
謝
の
意
を
こ
め
て
、
集

ま
っ
た
人
と
酒
を
汲
み
交
わ
し
て
い
た
の
だ
と
い
う
。
子

ど
も
た
ち
も
弁
当
箱
に
ご
馳
走
を
入
れ
て
持
っ
て
い
っ
て

友
達
ど
う
し
で
食
べ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　
　

七　

月

　

タ
ナ
バ
タ
（
七
夕
）　　

旧
暦
七
月
七
日
。
ガ
ラ
（
竹
）

を
伐
っ
て
き
て
、
色
紙
な
ど
で
飾
り
つ
け
た
。
タ
ナ
バ
タ

が
終
っ
た
あ
と
、
そ
の
ガ
ラ
を
釣
り
竿
に
用
い
る
と
イ
ユ

（
魚
）
が
よ
く
釣
れ
る
と
い
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
最
初
か

ら
真
っ
直
ぐ
な
、
い
い
釣
り
竿
に
な
り
そ
う
な
竹
を
伐
っ

て
き
て
い
た
。

　
　
（
四
）
ブ
ン
（
盆
）
行
事

　

ブ
ン
（
お
盆
）
の
期
日　
　

昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ
か
ら
、

月
遅
れ
で
、
新
暦
の
八
月
十
三
日
～
十
五
日
に
ブ
ン
（
お

盆
）
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
旧
暦
七
月
に

行
な
っ
て
い
た
。

　

ブ
ン
の
お
供
え
に
使
う
ブ
ン
ニ
ャ
ー
シ
（
ブ
ン
の
箸
）

の
材
料
（
ま
さ
き
）
を
取
っ
て
く
る
の
が
子
ど
も
た
ち
の

役
目
だ
っ
た
。

　

迎　

え　
　

十
三
日
は
朝
に
墓
掃
除
を
行
う
。
午
後
五

時
こ
ろ
に
あ
ら
た
め
て
お
墓
に
行
き
、
提
灯
を
持
っ
て
先

祖
の
お
迎
え
を
し
て
、
家
ま
で
お
供
を
す
る
。
仏
壇
に
位

牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
先
祖
の
数
だ
け
お
膳
を
用
意
し
、
食

事
を
供
え
る
。
夜
に
供
え
る
食
事
に
は
決
ま
り
は
な
く
、

家
族
が
食
す
夕
飯
と
同
じ
も
の
を
お
膳
に
据
え
る
。
以
前

は
、
お
膳
の
下
に
バ
ナ
ナ
の
葉
や
芭
蕉
の
葉
を
敷
い
て
お

膳
を
お
供
え
し
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。

　

ブ
ン
の
供
え
物　
　

二
日
目
の
お
昼
に
は
そ
う
め
ん
を

お
供
え
し
、
三
日
目
の
お
昼
に
は
団
子
を
供
え
る
も
の
と

決
め
ら
れ
て
い
る
。

　

食
事
の
際
と
一
〇
時
・
三
時
の
お
や
つ
の
際
に
は
、
そ
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

の
た
び
ご
と
に
ブ
ン
ニ
ャ
ー
シ
を
新
し
い
も
の
に
取
り
か

え
る
。
使
用
し
た
ブ
ン
ニ
ャ
ー
シ
は
と
っ
て
お
き
、
先
祖

を
送
る
と
き
に
墓
の
一
角
で
破
棄
す
る
。

　

送　

り　
　

十
五
日
は
夕
方
か
ら
提
灯
を
持
っ
て
先
祖

の
霊
を
お
供
し
て
、
お
墓
に
送
る
。
そ
の
際
、
寄
り
道
は

い
け
な
い
と
さ
れ
、
毎
年
決
ま
っ
た
道
で
送
る
。
墓
に
着

く
と
、
提
灯
の
火
で
線
香
に
火
を
つ
け
て
、
墓
の
香
炉
に

立
て
た
あ
と
は
提
灯
の
火
を
消
す
。
線
香
と
と
も
に
、
先

祖
へ
の
お
土
産
を
墓
前
に
お
供
え
す
る
。
白
い
餅
、
豚
肉

（
三
枚
肉
）、
昆
布
、
豆
腐
（
揚
げ
豆
腐
）、
デ
ー
ク
ニ
（
大

根
煮
）
等
を
重
箱
に
詰
め
る
の
が
一
般
的
だ
と
い
う
。
こ

れ
を
ハ
カ
ム
リ
ジ
ュ
ウ
（
墓
詣
重
）
と
よ
ん
だ
。　

以
前

は
、
墓
前
で
親
戚
一
同
が
車
座
と
な
り
、
お
土
産
の
品
を

先
祖
と
と
も
に
食
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

一
方
で
、
先
祖
を
屋
敷
の
門
口
で
送
る
家
も
あ
る
。
門

口
で
先
祖
の
霊
を
送
る
際
に
は
、
門
口
で
お
土
産
を
芭
蕉

の
葉
な
ど
に
包
ん
で
供
え
、
ブ
ン
ニ
ャ
ー
シ
も
一
緒
に
添

え
て
線
香
を
あ
げ
た
り
、
稲
藁
を
焚
い
た
り
し
て
送
る
。

　

ハ
モ
リ
（
浜
下
り
）　　

近
年
で
は
ハ
マ
ウ
リ
、
ハ
マ

ク
ダ
リ
と
も
よ
ん
で
い
る
。
ブ
ン
（
盆
）
が
終
っ
て
最
初

の
ミ
ズ
ノ
エ（
壬
）・
ミ
ズ
ノ
ト（
癸
）か
、ツ
チ
ノ
エ（
戊
）・

ツ
チ
ノ
ト
（
己
）
の
日
。
天
城
町
内
で
も
北
部
と
南
部
で

こ
の
日
時
は
一
日
ず
れ
る
。
た
と
え
ば
、
北
部
が
ツ
チ
ノ

エ
、
南
部
が
ツ
チ
ノ
ト
と
い
う
よ
う
に
、
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
各
家
々
で
カ
マ
祀
り
場
所
が
決
ま
っ
て
い
て
、

イ
チ
ジ
ュ
ウ
イ
チ
ビ
ン
（
一
重
一
瓶
）
を
持
ち
寄
っ
て
祀

り
、
一
族
あ
る
い
は
祝
い
場
が
近
く
の
方
々
と
酒
を
汲
み

交
わ
し
て
絆
を
深
め
た
。
浜
の
広
場
で
踊
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
だ
。

　
　
（
五
）
秋
か
ら
冬
の
行
事

　
　

八　

月

　

十
五
夜
行
事　
　

旧
暦
八
月
十
五
日
。
以
前
は
県
道
で

大
綱
引
き
を
し
た
。今
日
で
は
車
の
交
通
量
が
多
い
た
め
、

ナ
カ
ツ
（
中
津
、
小
組
合
名
）
の
兼
久
集
落
自
治
公
民
館

近
く
の
道
で
東
西
に
綱
を
渡
し
て
行
な
っ
て
い
る
。

　

青
年
団
が
中
心
と
な
っ
て
事
前
に
大
綱
の
準
備
を
す

る
。
ナ
カ
ツ
の
土
岐
商
店
（
現
在
の
兼
久
簡
易
郵
便
局
）

前
の
十
字
路
を
境
に
、南
と
北
に
分
か
れ
て
引
き
合
っ
た
。

南
が
勝
つ
と
稲
が
豊
作
、
北
が
勝
つ
と
サ
ツ
マ
イ
モ
が
豊

作
だ
と
い
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ト
ン
ゴ
ー
（
当
川
）
の
河
川
敷
の
広
場
に
イ
チ

ジ
ュ
ウ
イ
チ
ビ
ン
（
一
重
一
瓶
）
を
持
ち
寄
っ
て
、
豊
作

を
喜
び
来
年
の
豊
作
を
祈
願
し
た
。
ト
ン
ゴ
ー
で
相
撲
や

八
月
踊
り
な
ど
を
行
な
っ
た
あ
と
に
、フ
ー
ミ
チ
（
大
道
、

県
道
の
こ
と
）
で
大
綱
引
き
を
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　
　

九　

月

　

ウ
ガ
ミ（
月
見
）　　

月
見
を
ウ
ガ
ミ
と
い
っ
た
。
家
々

や
生
ま
れ
年
に
よ
っ
て
拝
む
日
が
違
っ
て
い
た
。「
何
々

の
丑
年
生
ま
れ
は
二
十
三
夜
」と
い
う
よ
う
に
。
十
三
夜
、

十
五
夜
、
二
十
三
夜
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
　

十
二
月

　

ウ
ヤ
ン
コ
ー
（
先
祖
祀
り
）　　

そ
の
年
最
後
の
カ
ノ

エ
（
庚
）
ウ
マ
（
午
）
の
日
。
場
合
に
よ
っ
て
は
新
暦
一

月
四
日
に
行
う
。

　

天
城
町
内
で
も
北
部
と
南
部
で
こ
の
日
時
は
一
日
ず
れ

る
。
正
月
（
一
月
）
と
旧
暦
十
月
・
十
一
月
に
あ
た
る
。

Ⅰ - 写真 16　ブン（お盆）の供え物
　　　　　　　　　　　（文園南　A 家）

Ⅰ - 写真 17　送り盆風景（川鼻）
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シ
モ
ツ
キ
マ
ツ
リ
（
霜
月
祭
）
と
も
い
い
、
北
部
で
は
ハ

マ
シ
ョ
ウ
ガ
ツ
（
浜
正
月
）
と
呼
ん
で
い
る
。

　
　
（
六
）
臨
時
の
行
事

　

ヤ
タ
テ
（
家
建
て
）　　

茅
葺
き
の
家
を
建
て
る
と
、

ニ
ャ
ー
ゲ
ー
と
い
っ
て
、
内
と
外
に
分
か
れ
て
竹
の
葉
っ

ぱ
と
米
汁
を
持
っ
て
い
く
。中
に
入
っ
た
人
は「
ク
ン
ニ
ャ

ル
、
ユ
ー
チ
、
ユ
ー
チ
ー
ジ
ー
ナ
ー
、
ユ
ド
ゥ
ル
フ
ン
ム

チ
、ム
シ
ラ
ン
カ
ラ
、ア
ミ
ュ
ダ
ン
カ
ラ
、シ
ダ
モ
ン
ヌ
ー

ク
ー
、
ジ
ャ
ー
マ
ー
ジ
ャ
ン
ホ
イ
…
」
と
唱
え
て
い
た
。

　

年
長
の
男
の
子
が
釜
に
、
ツ
キ
ア
グ
と
い
う
塩
味
の
効

い
た
、
オ
カ
ユ
と
ご
飯
の
中
間
ぐ
ら
い
（
も
ち
米
か
？
）

の
も
の
を
鍋
に
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
く
。
小
さ
い
子
ど
も

た
ち
は
一
口
か
二
口
ぐ
ら
い
も
ら
っ
た
。
そ
れ
で
も
文
句

な
く
喜
ん
だ
も
の
だ
っ
た
。
の
ち
に
は
、
瓦
屋
根
を
葺
く

よ
う
に
な
っ
て
、ム
チ
（
餅
）
投
げ
、ム
チ
撒
き
に
な
っ
た
。

（
謝
辞
）
発
表
当
時
は
、
簡
単
な
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
た
程
度
だ
っ

た
が
、
第
二
回
・
第
三
回
の
勉
強
会
の
席
上
で
参
加
者
の
方
々
か

ら
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
原
稿
化
に
あ
た
っ
て
は
、
当

日
の
意
見
も
ふ
ま
え
て
ま
と
め
て
み
た
。

　

こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
足
り
な
い
点

は
先
輩
諸
賢
に
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　

◎
ブ
ン
の
供
え
物

　

ム
ジ
ダ
ナ
（
ム
ジ
棚
）　　

昔
は
、
稲
藁
で
傘
の
よ
う

に
と
が
っ
た
か
ぶ
せ
も
の
を
庭
先
に
作
っ
て
お
供
え
し
て

い
た
ら
し
い
。
ム
ジ
（
里
芋
の
一
種
で
そ
の
茎
を
刻
ん
だ

も
の
）
を
、
水
を
張
っ
た

皿
に
入
れ
て
供
え
て
い
た

と
い
う
。
土
岐
善
作
氏
の

記
録
に
よ
れ
ば
、
供
え
物

を
す
る
も
の
を
ト
モ
チ
ュ

ダ
ナ
呼
ん
で
い
る
。
今
は

藁
が
な
い
の
で
作
っ
て
い

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

送
り
盆　
　

お
供
え
に
使

用
し
た
食
事
の
ス
テ
バ
ン

（
捨
て
飯
）
や
箸
の
ブ
ン

ニ
ャ
ー
シ
（
お
盆
の
箸
、

ま
さ
き
製
）
を
バ
ナ
ナ
の

皮
に
す
べ
て
包
ん
で
、
先

祖
さ
ま
の
お
土
産
と
し
て
門
口
の
と
こ
ろ
や
墓
へ
の
道
す

が
ら
持
っ
て
行
っ
て
投
げ
捨
て
た
。

　

ブ
ン
バ
ラ
（
お
盆
腹
）　　

ブ
ン
（
お
盆
）
の
と
き
に

ブ
ン
バ
ラ
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
。
ブ
ン
の
と
き
に
は
供

え
物
に
た
く
さ
ん
の
ご
馳
走
が
出
る
し
、
お
客
さ
ん
も
多

い
。
一
緒
に
毎
日
食
べ
て
い
る
か
ら
、
お
腹
が
張
る
う
え

に
さ
ら
に
お
腹
を
こ
わ
す
。「
ブ
ン
バ
ラ
、
ミ
チ
ミ
チ
…
」

な
ど
と
い
っ
て
い
た
。

［
写
真
に
よ
る
報
告
］

　

◎
兼
久
ハ
マ
ウ
リ
の
カ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
達
郎　

Ⅰ - 写真 18　ハモリ・ハマウリの様子

Ⅰ - 写真 19　潮水で子どもの清めをする

Ⅰ - 写真 20　兼久ハマウリのカマ
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［
写
真
に
よ
る
報
告
］　

ハ
マ
ウ
リ
（
浜
下
り
）
の
場
―
昭
和
59
年
、
天
城
郷
土
研
究
会
発
足
前
―　
　

伊
藤
好
英

Ⅰ - 写真 21-1 ～ 8　
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◎
兼
久
で
行
わ
れ
て
い
た
行
事
の
記
憶

向
井
一
雄

　

⑴
ア
ム
ィ
ネ
ゲ
ェ
（
雨
願
い
・
雨
乞
い
）

　

昭
和
二
三
年
に
徳
和
瀬
集
落
（
徳
之
島
町
）
か
ら
兼
久

集
落
に
移
り
住
ん
だ
の
で
、
兼
久
で
雨
乞
い
を
し
て
い
る

の
は
見
た
こ
と
が
な
い
。

　

私
の
家
内
は
、
徳
和
瀬
で
ア
ム
ィ
ネ
ゲ
ェ
と
い
っ
て
、

ミ
ョ
ー
（
蓑
）
と
ク
バ
ガ
サ
（
ビ
ロ
ウ
の
葉
で
作
っ
た
笠
）

を
身
に
つ
け
て
や
っ
た
の
を
記
憶
し
て
い
る
と
い
う
。

　

⑵
虫
ノ
ゾ
キ
（
虫
除
き
）

　

唱
え
ご
と
と
し
ぐ
さ　
　

兼
久
で
虫
ノ
ゾ
キ
を
し
て
い

た
の
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
ま
で
の

こ
と
。「
ア
ン
マ
タ（
あ
の
又
）、ク
ン
マ
タ（
こ
の
又
）、ホ
ー

イ
ホ
イ
」
と
五
回
か
ら
六
回
ぐ
ら
い
叫
ん
で
い
た
。
木
の

枝
を
手
に
持
ち
、
振
っ
て
追
い
払
う
よ
う
な
し
ぐ
さ
を
し

て
い
た
。
太
鼓
を
叩
い
て
い
た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
な

い
。

　

虫
ノ
ゾ
キ
の
場
所　
　

男
の
人
た
ち
五
人
が
集
落
の
ヨ

ツ
ア
ゼ（
四
つ
辻
）で
行
な
っ
て
い
た
。
畑
や
畦
で
は
や
っ

て
い
な
か
っ
た
。
自
分
が
見
か
け
た
か
ぎ
り
で
は
、
参
加

し
て
い
た
の
は
同
じ
人
た
ち
だ
っ
た
。

　

⑶
ハ
マ
ウ
リ
（
浜
下
り
）

　

期　

日　
　

稲
の
収
穫
が
終
っ
て
、
旧
盆
が
終
っ
て
か

ら
数
日
後
に
や
っ
た
。

　

兼
久
シ
ン
ム
ラ
の
ハ
マ
ウ
リ　
　

シ
ン
ム
ラ
（
新
村
）

あ
た
り
の
人
は
千
間
海
岸
の
方
で
ハ
マ
ウ
リ
を
し
て
い

た
。
今
の
シ
ャ
ワ
ー
室
の
あ
る
と
こ
ろ
は
大
津
川
集
落
の

人
た
ち
が
ハ
マ
ウ
リ
を
や
っ
て
い
た
。
木
の
枝
と
か
で
日

よ
け
を
す
る
く
ら
い
で
、
ヤ
ド
ゥ
イ
（
浜
下
り
小
屋
）
は

作
ら
な
か
っ
た
。
の
ち
に
は
テ
ン
ト
を
張
っ
た
り
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
ア
ダ
ニ
の
影
の
下
で
、
持
ち
寄
っ
た
お

重
を
食
べ
て
、
取
り
交
わ
し
を
や
っ
て
い
た
。

　

カ
マ
と
供
え
物　
　

ハ
マ
ウ
リ
を
す
る
場
所
に
は
、
高

さ
二
〇
セ
ン
チ
×
幅
一
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
の
川
原
石
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
そ
れ
を
カ
マ
と
呼
ん
で
、
そ
の
前
に
バ
シ
ャ

（
芭
蕉
）
の
葉
を
置
い
て
、
そ
の
上
に
供
え
物
を
し
た
。

供
え
物
は
、
握
り
飯
や
豚
肉
を
煮
た
も
の
、
お
酒
（
焼
酎
）

な
ど
。

　

お
重
の
中
身　
　

お
重
に
は
、
豚
肉
を
煮
た
も
の
、
サ

タ
マ
メ
（
黒
砂
糖
豆
）
な
ど
を
入
れ
て
行
っ
た
。

　

ミ
ー
バ
マ
ク
マ
シ
（
新
浜
踏
ま
し
）　　

新
生
児
の
い

る
家
で
は
、
新
生
児
を
抱
え
て
波
打
ち
際
ま
で
行
き
、
新

生
児
の
足
を
海
水
に
浸
け
て
、キ
ヨ
メ
（
清
め
）
を
行
な
っ

た
。

　

ハ
マ
ウ
リ
の
と
き
の
娯
楽　
　

ハ
マ
ウ
リ
で
は
相
撲
や

踊
り
を
し
た
。
相
撲
は
青
年
相
撲
や
親
子
相
撲
。
兼
久
で

は
沖
縄
相
撲
〈
い
わ
ゆ
る
シ
マ
相
撲
〉
は
や
ら
ず
、
ヤ
マ

ト
ゥ
相
撲
だ
っ
た
。
瀬
滝
集
落
で
は
闘
牛
場
が
あ
り
、
闘

牛
を
よ
く
や
っ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
兼
久
集
落
で
は
闘
牛

は
や
ら
な
か
っ
た
。

　

⑷
ム
チ
タ
ボ
レ
（
餅
給
れ
）

　

期
日
と
時
間　
　

ム
チ
タ
ボ
レ
は
、
ブ
ン
（
お
盆
）
や

ハ
マ
ウ
リ
が
終
っ
て
数
日
後
に
や
っ
た
。
区
長
さ
ん
が
日

柄
を
見
て
決
定
し
て
い
た
。
時
間
は
日
が
沈
ん
で
か
ら
。

だ
い
た
い
一
〇
時
こ
ろ
ま
で
回
っ
て
い
た
か
。

　

参
加
者
と
そ
の
姿　
　

今
は
子
ど
も
た
ち
が
家
々
を

回
っ
て
い
る
が
、
昔
は
青
年
た
ち
が
回
っ
て
い
た
。
五
～

六
人
が
一
組
と
な
っ
て
、
大
勢
の
組
が
回
っ
て
い
た
。
青

年
た
ち
は
頬
か
む
り
を
し
て
顔
を
隠
し
て
い
た
。
仮
面
な

ど
は
被
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
組
に
最
低
で
も
一
人
は
サ

ン
シ
ル
（
三
線
）
を
弾
け
る
者
が
い
て
、ド
ン
ド
ン
節
（
ム

チ
タ
ボ
レ
唄
）歌
い
な
が
ら
家
々
を
め
ぐ
っ
て
い
た
。家
々

で
お
酒
（
焼
酎
）
を
も
ら
っ
て
、
ム
チ
タ
ボ
レ
が
終
っ
て

家
に
帰
る
こ
と
に
は
だ
い
ぶ
酔
っ
ぱ
ら
っ
て
い
た
。
そ
う

し
て
回
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

ム
チ
タ
ボ
レ
で
歩
く
範
囲
と
稲
作
の
家　
　

自
分
た
ち

は
〈
自
宅
は
シ
ン
ム
ラ
の
方
だ
が
、
集
落
の
北
側
の
）
天

城
中
学
校
の
あ
た
り
の
家
々
を
回
っ
た
。
あ
の
あ
た
り
の

人
た
ち
は
稲
作
を
や
っ
て
い
る
家
が
多
く
、
ク
ラ
（
倉
）

な
ど
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
ム
チ
が
も
ら
え
る
の
で
、
そ

こ
に
行
っ
て
い
た
。
自
分
た
ち
の
方
の
家
々
は
集
落
の
南

側
に
あ
た
り
、
畑
作
地
帯
で
ウ
ギ
（
サ
ト
ウ
キ
ビ
）
や
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
す
る
家
が
多
い
。
原
商
店
か
ら
北

側
は
、
昔
は
、
天
水
田
ば
か
り
で
、
兼
久
の
稲
作
地
帯
で

あ
る
サ
ー
ム
ト
（
坂
本
、
字
名
）
に
近
い
か
ら
稲
を
い
っ

ぱ
い
持
っ
て
い
た
。

　

ム
チ
の
分
配　
　

回
っ
た
家
の
先
々
で
ム
チ
（
餅
）
を

も
ら
う
が
、
す
べ
て
回
り
き
っ
た
あ
と
に
、
参
加
者
で
等

分
に
分
け
た
。
た
ま
に
酔
っ
ぱ
ら
い
す
ぎ
て
、
そ
の
日
に

ム
チ
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
、
翌
日
に
な
っ
て
分
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
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⑸
十
五
夜

　

十
五
夜
は
ト
ン
ゴ
ー
（
当
川
）
イ
ジ
ュ
ン
（
泉
）
の
近

く
に
あ
っ
た
広
場
で
や
っ
た
。
そ
こ
に
は
土
俵
な
ど
も

あ
っ
た
。そ
こ
で
相
撲
を
や
っ
た
り
月
見
を
し
た
り
し
た
。

相
撲
や
月
見
を
終
え
る
と
、集
落
に
戻
っ
て
ニ
ョ
ー
（
綱
）

シ
ッ
キ
ー
（
引
き
）
を
や
っ
た
。

　

十
五
夜
の
ニ
ョ
ー
シ
ッ
キ
ー　
　

綱
引
き
の
場
所
は
、

今
の
県
道
で
、
兼
久
簡
易
郵
便
局
の
と
こ
ろ
に
綱
の
中
央

を
据
え
た
。
綱
は
、
青
年
団
の
人
た
ち
が
ワ
ラ
（
藁
）
を

集
め
て
綱
を
編
ん
で
い
た
。
綱
の
南
側
の
端
が
、
平
井
製

糖
の
あ
た
り
ま
で
伸
び
て
い
た
と
思
う
。
反
対
側
は
ど
こ

ま
で
伸
び
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

綱
引
き
の
参
加
者　
　

集
落
中
の
老
若
男
女
す
べ
て
が

参
加
し
た
。
綱
に
さ
わ
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
て
い
た

た
め
、
す
ご
い
数
の
人
が
綱
引
き
に
参
加
し
て
い
た
。
南

側
の
端
が
ど
こ
ま
で
続
い
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
ほ
ど
の

人
混
み
だ
っ
た
。
掛
け
声
は
、
皆
で
「
ヘ
ン
ニ
ョ
ー
、
ヘ

ン
ニ
ョ
ー
」
と
い
っ
て
い
た
。

　

綱
引
き
の
決
着　
　

綱
引
き
の
勝
負
は
何
回
か
や
っ

た
。
最
後
に
綱
が
切
れ
る
ま
で
や
っ
た
。
綱
が
切
れ
な
け

れ
ば
、
最
後
は
鎌
で
切
っ
た
。
ど
ち
ら
が
勝
っ
た
ら
ど
う

な
る
と
か
い
う
こ
と
は
自
分
は
わ
か
ら
な
い
。

　

⑹
月
ウ
ガ
ミ
（
月
拝
み
）

　

月
ウ
ガ
ミ
の
記
憶　
　

父
親
が
や
っ
て
い
た
の
を
見
た

こ
と
が
あ
る
。
生
ま
れ
年
に
よ
っ
て
拝
む
月
が
異
な
る

よ
う
で
、
私
の
父
親
は
二
十
三
夜
の
月
を
拝
ん
で
い
た
。

十
三
夜
か
ら
二
十
四
夜
ま
で
の
月
を
拝
ん
で
い
る
人
が
い

る
と
い
い
、
十
三
夜
の
月
は
早
く
上
が
る
の
で
良
い
が
、

二
十
三
夜
と
な
る
と
、
月
が
上
が
る
の
が
深
夜
に
な
る
の

で
、
我
が
家
は
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
白
米
を
供
え
、
す
す

き
を
一
輪
挿
し
に
挿
し
て
拝
ん
で
い
た
。

＊
以
上
の
聞
き
書
き
は
、
文
化
庁
補
助
事
業
で
県
教
委
が　

　

実
施
し
た
「
鹿
児
島
の
祭
り
・
行
事
調
査
」
の
予
備
調

　

査
と
し
て
具
志
堅
亮
氏
が
聞
き
取
り
し
た
内
容
を
、
第

　

六
回
勉
強
会
の
場
に
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

　

◎
昔
の
行
事
・
補
遺

具
志
堅　

亮
・
盛
永
康
仁

　

虫
ノ
ゾ
キ　
　

向
井
一
雄
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、
兼
久

の
奥
野
タ
ダ
ヒ
ロ
さ
ん
の
母
方
の
お
祖
父
さ
ん
が
し
て
い

た
と
い
う
。
今
か
ら
四
五
～
四
六
ほ
ど
前
の
こ
と
。
太
鼓

を
持
っ
て
い
た
か
は
覚
え
て
い
な
い
が
、
木
の
枝
を
持
っ

て
追
い
払
う
し
ぐ
さ
を
し
て
い
た
よ
う
な
…
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。

　
「
ア
ン
マ
タ
、
ク
ン
マ
タ
、
…
」
と
い
う
掛
け
声
の
マ

タ
は
、
水
田
の
窪
み
の
と
こ
ろ
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
窪

み
窪
み
に
段
々
畑
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
マ
タ
マ
タ
と
い
っ

て
い
た
。
ヨ
ツ
ア
ゼ
の
こ
と
は
ユ
ン
マ
タ
と
い
う
の
だ
ろ

う
が
…
。

　

ハ
マ
ウ
リ
（
浜
下
り
）　　

ハ
マ
ウ
リ
で
は
闘
牛
は
し

な
い
が
、
シ
メ
ユ
ウ
ェ
（
終
い
祝
い
）
で
は
闘
牛
を
し
て

い
た
。
ハ
マ
ウ
リ
で
は
相
撲
や
立
ウ
ド
ゥ
イ
（
立
踊
り
）

が
あ
っ
た
。
本
村
先
生
に
指
導
し
て
も
ら
っ
て
、
婦
人
会

が
前
も
っ
て
練
習
し
て
、
当
日
ハ
マ
で
踊
り
を
し
て
い
た

ら
し
い
。

　

千
間
の
人
々
の
う
ち
、
記
憶
が
あ
る
の
は
三
～
四
世
帯

が
千
間
海
岸
に
ハ
マ
ウ
リ
を
し
て
い
た
。
新
村
の
人
々
も

下
り
て
き
た
か
ら
、
一
緒
に
過
ご
し
て
い
た
と
い
う
。

　

犬
の
門
蓋
の
ハ
マ
で
行
う
ハ
マ
ウ
リ
で
拝
む
石
は
ウ
ガ

ミ
イ
シ
（
拝
み
石
）
と
呼
ば
れ
、
お
酒
（
焼
酎
）
を
あ
げ

た
。
ウ
ガ
ミ
イ
シ
は
、
石
で
は
な
く
、
崖
下
の
岩
の
窪
み

の
こ
と
。
こ
れ
を
利
用
し
て
、「
ド
ゥ
ー
の
岩
（
誰
々
の

岩
）、ド
ゥ
ー
の
岩
、ワ
キ
ャ
岩
（
自
分
の
岩
）、ワ
キ
ャ
岩
」

Ⅰ - 写真 22　十五夜綱引き
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第
三
章　

文
化
伝
承

と
そ
れ
ぞ
れ
縄
張
り
が
あ
っ
た
。
自
分
の
岩
と
い
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
石
を
拾
っ
て
き
て
木
の
葉
っ
ぱ

を
載
せ
、
握
り
飯
や
ら
卵
焼
き
や
ら
を
お
供
え
し
て
、
皆

で
集
ま
っ
て
広
い
と
こ
ろ
で
飲
み
会
を
し
て
い
た
、
と
い

う
。　

拝
み
岩
が
七
～
八
か
所
あ
っ
た
。
人
形
み
た
い
な
岩
が
真

ん
中
に
三
つ
あ
る
が
、
あ
の
下
も
〇
〇
一
族
の
拝
む
岩
、

こ
こ
は
△
△
一
族
が
拝
む
岩
と
い
う
よ
う
に
、
場
所
が
決

ま
っ
て
い
た
。
一
族
の
者
は
ハ
マ
ウ
リ
の
と
き
は
必
ず
そ

う
し
た
場
所
に
集
ま
っ
て
い
た
。
た
だ
し
自
分
た
ち
と
は

あ
ま
り
つ
な
が
り
の
な
い
人
で
も
来
て
い
た
と
い
い
、
同

じ
親
族
で
な
く
て
も
、
場
所
が
足
り
な
い
か
ら
い
く
つ
か

の
親
族
が
一
緒
に
〈
同
じ
場
所
で
〉
や
っ
て
い
た
の
だ
ろ

う
。親
戚
関
係
は
な
く
て
も
、同
じ
岩
の
と
こ
ろ
に
集
ま
っ

て
い
た
よ
う
だ
。

　

お
供
え
す
る
岩
・
石
の
場
所
を
カ
マ
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
こ
に
行
っ
て
手
を
合
わ
せ
、
広
い
場
所
で
親
族
一
同
で

ご
飯
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
、
一
重
一
瓶
で
飲
み
食
い
を

し
て
い
た
。
兼
久
で
は
あ
ま
り
ヤ
ド
ゥ
リ（
浜
下
り
小
屋
）

を
作
っ
て
い
な
か
っ
た
。
秋
利
神
や
松
原
で
は
作
っ
て
い

た
。
ヤ
ド
ゥ
リ
と
い
っ
て
も
か
な
り
簡
単
な
も
の
。
日
よ

け
の
た
め
に
竹
で
囲
い
を
作
っ
た
だ
け
の
も
の
。

　

大
通
り
で
相
撲
を
し
て
い
た
。
立
ウ
ド
ゥ
イ
や
夏
目
踊

り
は
三
つ
の
人
形
岩
の
近
辺
に
集
ま
っ
て
行
な
っ
て
い

た
。

　

◎
兼
久
の
臨
時
の
行
事

文
田
耕
造

　

⑴
雨
乞
い

　

雨
乞
い
の
様
子　
　

兼
久
集
落
で
は
、
昭
和
二
三
年
か

ら
二
四
年
こ
ろ
ま
で
雨
乞
い
を
行
な
っ
て
い
た
。
ト
ン

ゴ
ー
（
当
川
）
近
く
の
田
ん
ぼ
の
ア
ブ
シ
（
畦
）
で
火
を

焚
き
、
そ
の
煙
が
空
に
上
る
よ
う
に
し
た
。
参
加
者
は
松

明
を
持
っ
て
、
蓑
笠
を
つ
け
、
太
鼓
を
叩
い
て
雨
乞
い
の

唄
を
歌
っ
て
雨
乞
い
を
し
た
。

　

ア
ネ
ン
ト
ウ
（
阿
年
塔
）
の
近
く
で
一
、二
回
し
て
い

た
の
を
記
憶
し
て
い
る
（
叶
福
次
郎
氏
談
）。

　

雨
乞
い
の
参
加
者　
　

雨
乞
い
は
、
降
水
量
の
少
な
い

夏
場
な
ど
の
水
不
足
の
際
に
区
長
や
集
落
の
有
志
が
企
画

し
て
実
施
し
た
。
雨
乞
い
に
参
加
す
る
人
は
年
配
者
が
多

く
、水
田
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
な
ど
も
参
加
し
て
い
た
。

　

⑵
虫
ノ
ゾ
キ

　

虫
ノ
ゾ
キ
と
虫
ウ
ド
ゥ
イ
（
虫
踊
り
）　　

虫
ノ
ゾ
キ

の
こ
と
を
虫
オ
ク
イ
（
虫
送
り
）
と
も
い
っ
た
。
夏
場
に

虫
が
多
く
出
る
と
き
に
は
、兼
久
集
落
の
ウ
ィ
ン
ト
ウ（
川

鼻
の
一
地
名
）
で
虫
ウ
ド
ゥ
イ
を
踊
っ
て
い
た
。
踊
り
は

立
踊
り
で
男
性
の
み
が
踊
っ
て
い
た
。

　

◎
虫
ノ
ゾ
キ
を
す
る
場
所

　

虫
ノ
ゾ
キ
で
ウ
ド
ゥ
イ
を
す
る
場
所
は
、
ま
ず
マ
ァ
チ

ン
サ
ァ
の
ニ
ャ
ー
行
い
、
次
に
ウ
ィ
ン
ト
ウ
で
行
い
、
さ

ら
に
阿
年
塔（
字
名
）で
行
な
っ
て
い
た（
久
憲
良
氏
談
）。

　

◎
正
月
行
事
あ
れ
こ
れ

　

松
飾
り
と
白
砂　
　

門
口
に
は
松
・
竹
・
ユ
ズ
ル
の
葉

で
松
飾
り
を
し
て
い
る
。
昔
は
門
口
の
両
側
に
長
い
竹
を

立
て
て
シ
メ
ナ
ワ
を
わ
た
し
た
が
、
藁
が
手
に
入
ら
な
く

な
っ
て
か
ら
は
簡
素
な
も
の
と
な
っ
た
。
松
飾
り
の
根
元

に
白
砂
を
盛
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
み
ら
れ
る
が
、
昔
は
こ

の
よ
う
な
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
他
所
で
は
正
月
準
備
で

庭
に
白
砂
を
撒
い
て
い
た
よ
う
だ
が
、
兼
久
で
は
た
く
さ

ん
の
白
砂
が
手
に
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
細
か
な
コ
ー
ラ
ル

を
撒
い
て
い
た
。

　

客
間
の
飾
り
物　
　

家
の
客
間
正
面
に
さ
ま
ざ
ま
な
飾

り
物
を
置
い
た
。
コ
イ
モ
（
里
芋
の
一
種
）
の
上
に
ム
チ

（
餅
）
を
載
せ
た
も
の
、
ヤ
ナ
ギ
ム
チ
（
木
の
枝
に
紅
白

の
ム
チ
の
小
片
を
数
多
く
つ
け
た
も
の
）、
大
根
に
箸
を

差
し
て
作
っ
た
り
綿
を
巻
い
て
作
っ
た
り
し
た
鶴
・
小
ぶ

り
な
ソ
テ
ツ
苗
の
皮
を
剥
い
て
模
様
を
浮
き
出
さ
せ
た
亀

（
近
年
は
剥
製
利
用
）
な
ど
。

　

唄
の
享
受　
　

正
月
の
宴
会
の
は
じ
め
に
は
御
前
符
を

唄
っ
た
。
ユ
ウ
ェ
つ
き
唄
（
祝
い
に
付
き
も
の
の
唄
）
は
、

正
月
の
歳
祝
い
、
結
婚
式
、
新
築
祝
い
な
ど
で
は
必
ず
は

じ
め
に
唄
わ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。声
の
良
い
ウ
タ
シ
ャ（
唄

者
）
を
呼
ん
で
、
サ
ン
シ
ル
（
三
線
）
の
演
奏
の
も
と
、

ウ
タ
シ
ャ
（
唄
者
）
に
唄
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

ハ
マ
ド
オ
シ
・
ハ
マ
ヤ
キ
ド
オ
シ
と
ク
ド
ゥ
キ　
　

大

き
な
皿
に
塩
盛
り
を
し
て
、
背
び
れ
・
胸
び
れ
を
広
げ
て

固
定
し
た
鯛
を
置
い
た
。
こ
れ
は
正
月
後
に
ハ
マ
ド
オ
シ

と
か
ハ
マ
ヤ
キ
ド
オ
シ
と
称
し
て
、
塩
焼
き
に
し
て
ク

ド
ゥ
キ
（
口
説
き
唄
）
に
合
わ
せ
て
包
丁
で
切
り
分
け
さ

せ
、
皆
で
分
け
て
食
べ
た
。
昭
和
五
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
一

般
的
だ
っ
た
。
今
で
も
や
っ
て
い
る
家
が
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

◎
子
ど
も
の
遊
び

　

遊
び
場

　

フ
ッ
ク　
　

小
さ
い
こ
ろ
（
昭
和
三
〇
年
代
前
半
こ

ろ
）、
田
ん
ぼ
の
あ
る
と
こ
ろ
に
、
フ
ッ
ク
と
い
っ
て
子

ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、
水
泳
の
場
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
。
田
ん
ぼ
に
水
を
引
く
た
め
に
石
を
積
ん
で
堰

き
止
め
て
あ
っ
た
。
そ
こ
は
四
角
く
て
プ
ー
ル
の
よ
う

だ
っ
た
。

　

ト
キ
ナ
ブ
チ　
　

今
の
真
瀬
名
川
の
第
二
皆
田
橋
の
北

側
に
、
ト
キ
ナ
ブ
チ
と
い
っ
て
、
人
の
背
丈
を
超
え
る
程

度
の
水
深
の
あ
る
浅
瀬
が
あ
っ
た
。
今
は
浅
く
な
っ
て
い

る
が
。
こ
こ
に
き
れ
い
な
石
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
天
女

が
降
り
て
き
て
羽
衣
を
木
に
か
け
て
水
浴
び
を
し
て
い
た

　

◎
伝
承
で
記
憶
さ
れ
た
史
跡

　

兼
久
の
テ
ラ
ヤ
マ　
　

大
木
の
下
に
ト
リ
イ
（
鳥
居
）

が
あ
っ
た
（『
奄
美
群
島
の
民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永
良

部
島
）』）。

　

兼
久
の
ヤ
マ
デ
ラ　
　

兼
久
の
ヤ
マ
デ
ラ
は
牛
を
農
耕

の
神
様
と
し
て
祀
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
美
名
田
山
の
山
中

に
石
が
据
え
置
か
れ
、
祀
ら
れ
て
い
る
。
吉
満
義
志
信
の

『
徳
之
島
事
情
』（
明
治
二
八
年
識
語
）
に
も
記
載
が
あ
る
。

　

戦
時
中
に
は
、
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
を
祈
願
す
る
場

所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。（『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査

報
告
書
』）

　

ヤ
マ
デ
ラ
が
移
現
在
地
に
移
る
前
に
は
、
今
の
天
城
中

学
校
の
武
道
場
の
あ
た
り
に
所
在
し
て
い
た
。

　

ジ
モ
ー
（
兼
久
噯
役
場
跡
）　　

兼
久
集
落
が
立
地
す

る
台
地
の
東
側
縁
辺
部
に
ジ
モ
ー
と
呼
ば
れ
る
屋
敷
跡
が

あ
り
、
屋
敷
の
東
側
は
崖
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
兼
久

噯
役
場
の
事
務
が
行
わ
れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
と
言
い
伝

え
ら
れ
、
兼
久
集
落
の
ヤ
ク
ジ
ョ
ウ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た

（『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

ノ
ロ
と
の
関
わ
り
を
伝
え
る
場
所　
　

ヌ
ル
ド
ン
チ

（
ノ
ロ
殿
地
）（『
奄
美
群
島
の
民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永

良
部
島
）』）。

　

ヤ
ク
ジ
ョ
ウ
ア
ジ
ー　
　

ジ
モ
ー
か
ら
南
側
へ
約
三
〇

メ
ー
ト
ル
、
兼
久
集
落
字
中
組
の
中
央
に
位
置
す
る
兼
久

簡
易
郵
便
局
か
ら
東
側
へ
五
〇
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
場
所
に

所
在
す
る
交
差
点
を
、
兼
久
集
落
で
は
ヤ
ク
ジ
ョ
ウ
ア

ジ
ー
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
は
、
集
落
の
人
た
ち
が
集
会

場
と
し
て
利
用
し
、
正
月
に
は
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
な
ど
も
行

う
場
所
と
し
て
使
用
さ
れ
た（「
盛
岡
平
作
氏
作
成
資
料
」・

『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

ア
マ
ン
グ
ス
ク　
　

阿
年
塔
（
字
名
）
に
ア
マ
ン
グ
ス

ク
と
呼
ば
れ
る
丘
陵
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
、
子
ど
も
を
寝

か
し
つ
け
て
置
い
て
お
い
た
と
こ
ろ
、大
き
な
ア
マ
ン（
や

ど
か
り
）
に
子
ど
も
が
さ
ら
わ
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
っ
て
い
る
。

　

高　

倉　
　

中
津
上
に
は
米
を
保
管
す
る
高
倉
が
九
つ

建
て
ら
れ
て
い
た
（「
盛
岡
平
作
氏
作
成
資
料
」）。

　

◎
兼
久
の
カ
ミ
山

　

大　

山　
　

カ
ミ
山
（
オ
オ
エ
ヤ
マ
）（『
奄
美
群
島
の

民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
）』）。

　

大
山
と
フ
ー
ギ
サ　
　

大
山
は
兼
久
字
兼
久
に
あ
る
神

山
と
さ
れ
る
場
所
で
あ
る
が
、宅
地
開
発
の
影
響
を
受
け
、

現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
削
平
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
以
前

ま
で
は
、
松
の
巨
木
や
ウ
シ
ク
（
ア
コ
ウ
）
な
ど
が
茂
る

う
っ
そ
う
と
し
た
小
丘
が
あ
り
、
昼
間
で
も
薄
暗
く
、
集

落
で
は
気
味
の
悪
い
場
所
と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。

　

大
山
の
南
側
に
隣
接
す
る
屋
敷
一
帯
の
こ
と
を
集
落
で

は
フ
ー
ギ
サ
と
呼
ん
で
お
り
、
大
山
と
関
連
す
る
屋
敷
で

あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（「
盛
岡
平
作
氏
作
成
資
料
」・

『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

ハ
ン
ト
ウ
山
の
氏
神
様　
　

兼
久
字
中
組
に
位
置
し
、

県
道
か
ら
わ
ず
か
に
西
側
に
入
っ
た
場
所
に
あ
る
小
高
い

丘
が
ハ
ン
ト
ウ
山
で
あ
る
。
ハ
ン
ト
ウ
山
は
神
山
で
、
巨

大
な
ガ
ジ
ュ
マ
ル
、
ウ
シ
ク
（
ア
コ
ウ
）
な
ど
が
茂
り
、

氏
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
現
在
は
宅
地
造
成
に

よ
っ
て
丘
が
削
平
さ
れ
て
し
ま
い
、
丘
の
い
た
だ
き
部
に

は
公
民
館
が
建
設
さ
れ
て
い
る
（「
盛
岡
平
作
氏
作
成
資

料
」・『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

ア
ム
ト
ゥ
山
と
ア
サ
ギ　
　

兼
久
字
中
組
に
位
置
す
る

ア
ム
ト
ゥ
山
は
、
ア
ム
ト
ゥ
ン
サ
ァ
と
も
呼
ば
れ
、
も
と

は
ウ
シ
ク
（
ア
コ
ウ
）
の
巨
木
な
ど
が
茂
る
小
高
い
台
地

で
、
神
山
と
さ
れ
て
い
た
。
ア
ム
ト
ゥ
山
に
隣
接
す
る
屋

敷
一
帯
を
、集
落
で
は
ア
サ
ギ
と
呼
ん
で
お
り
、ア
ム
ト
ゥ

山
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
て
い
る
（「
盛
岡
平
作
氏
作

成
資
料
」・『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

カ
ミ
山　
　

松
の
大
木
が
あ
り
、
ジ
ィ
ル
ム
ン
が
で
た

（『
奄
美
群
島
の
民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
）』）。

マ
チ
ン
サ
ア
ァ
の
名
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。　
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第
三
章　

文
化
伝
承

　　

◎
兼
久
の
マ
ー
ジ
マ
（
島
相
撲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

津
波　

高
志

　

戸
籍
上
は
昭
和
二
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
は
大

正
十
五
年
生
ま
れ
の
平
野
清
一
郎
さ
ん
に
戦
前
か
ら
戦
後

に
か
け
て
の
相
撲
の
話
を
聞
い
た
。
平
野
さ
ん
は
昭
和

十
六
年
に
国
民
学
校
卒
業
を
卒
業
し
て
お
り
、
そ
の
時
期

の
相
撲
を
直
接
体
験
し
て
い
る
。
平
野
さ
ん
の
話
に
、
括

弧
付
き
で
少
し
補
い
の
言
葉
を
入
れ
て
報
告
し
た
い
。
な

お
、
聞
き
取
り
は
二
〇
一
八
年
三
月
四
日
、
具
志
堅
亮
と

津
波
高
志
で
行
な
っ
た
。

　

兼
久
で
は
相
撲
の
こ
と
を
シ
マ
と
い
う
。
シ
マ
は
（
全

国
的
な
）
普
通
の
（
立
ち
会
い
）
相
撲
の
こ
と
で
あ
る
。

相
撲
を
取
る
こ
と
は
シ
マ
ト
ゥ
イ
と
い
う
。

　

兼
久
に
は
ミ
ャ
ー
と
呼
ば
れ
る
広
場
が
あ
る
。
現
在
は

平
地
に
な
っ
て
い
る
が
、か
つ
て
は
小
高
い
場
所
だ
っ
た
。

そ
こ
に
（
円
形
に
）
少
し
土
を
掘
り
下
げ
て
砂
を
入
れ
た

ド
ヒ
ョ
ウ
が
あ
っ
た
。「
俵
」
は
砂
と
土
と
の
間
に
綱
を

は
め
込
ん
で
作
っ
た
。
そ
の
綱
は
八
月
十
五
夜
の
綱
引
き

の
と
き
に
綯
っ
た
も
の
だ
っ
た
。

　

国
民
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ
ろ
は
ミ
ャ
ー
で
よ
く
相
撲

を
取
っ
た
。
そ
こ
は
相
撲
の
練
習
の
場
所
で
、（
兼
久
の

人
々
の
憩
い
の
場
、）
休
憩
の
場
で
あ
っ
た
。
八
月
十
五

夜
や
浜
下
り
の
相
撲
大
会
は
そ
こ
と
は
別
の
場
所
で
行
わ

れ
た
。

　

八
月
十
五
夜
に
は
ト
ン
ゴ
ー
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
で
相

撲
大
会
が
あ
っ
た
。
ト
ン
ゴ
ー
は
「
部
落
」
の
行
事
を
す

る
場
所
だ
っ
た
。
そ
こ
に
ミ
ャ
ー
と
同
じ
ド
ヒ
ョ
ウ
を
造

り
、
兼
久
の
人
々
だ
け
の
相
撲
大
会
が
開
か
れ
た
。
他
所

の
集
落
か
ら
は
参
加
し
な
か
っ
た
。
浜
下
り
に
は
イ
ン
ヌ

ジ
ョ
ウ
で
相
撲
を
取
っ
た
。
相
手
と
離
れ
て
立
ち
あ
い
、

ド
ヒ
ョ
ウ
の
中
で
体
の
一
部
で
も
土
に
つ
く
か
、
あ
る
い

は
ド
ヒ
ョ
ウ
の
外
に
出
る
か
す
れ
ば
、
負
け
だ
っ
た
。

　

戦
後
じ
き
、
一
度
だ
け
で
あ
る
が
、
最
初
か
ら
相
手
と

組
み
合
う
相
撲
を
経
験
し
た
。
浜
下
り
の
と
き
に
、
た
ま

た
ま
用
事
で
（
伊
仙
の
）
阿
権
か
ら
来
た
人
が
い
た
。
そ

の
人
と
相
撲
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
四
〇
代
か
五
〇
代
ほ

ど
の
年
寄
り
と
い
う
こ
と
で
、
仕
方
な
く
（
相
手
の
ル
ー

と
い
う
羽
衣
伝
説
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
石
は
砂
防
ダ
ム

を
作
っ
た
と
き
の
工
事
で
、
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
こ
が
子
ど
も
た
ち
の
水
遊
び
を
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

◎
奉
安
殿
の
記
憶
と
周
囲
で
の
遊
び　

　

戦
時
中
の
兼
久
小
学
校
（
兼
久
国
民
学
校
）
に
は
奉
安

殿
が
あ
っ
た
。
兼
久
小
学
校
の
「
学
校
沿
革
史
」
昭
和
拾

貮
学
年
度
に
よ
れ
ば
、

　

奉
安
殿
奉
建

　
　

請
負
者　

鹿
毛
盛
隆　

鹿
児
島
市

　
　

請
負
全
額　

壱
千
八
百
八
拾
八
圓
也

　
　
　

地
鎮
祭　
　
　

五
月
五
日

　
　
　

上
棟
祝　
　
　

六
月
十
一
日

　
　
　

落
成
宴　
　
　

九
月
七
日

　

御
真
影
奉
遷
式　
　

十
月
三
十
日

　
　

奉
建
費
寄
附
者
芳
名
後
段
ニ
記
ス

と
あ
っ
て
、
奉
安
殿
が
作
ら
れ
た
の
は
昭
和
十
二
年
の
こ

と
だ
と
い
う
。
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
ま
で
あ
っ
た
。
戦
時

中
に
天
皇
陛
下
の
写
真
を
飾
っ
て
い
た
と
知
っ
た
の
は
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
。
子
ど
も
の
こ
ろ
は
奉
安
殿

の
中
に
入
っ
た
り
周
囲
を
走
り
回
っ
た
り
し
た
。
か
く
れ

ん
ぼ
な
ん
か
も
し
た
。

　

奉
安
殿
は
い
つ
の
間
に
か
解
体
し
て
し
ま
っ
て
い
て
、

な
く
な
っ
て
い
た
。
記
憶
で
は
、
屋
形
状
の
セ
メ
ン
で
で

き
て
い
た
が
、
そ
の
中
の
補
強
に
は
鉄
筋
で
は
な
く
竹
が

使
わ
れ
て
い
た
。
鉄
筋
は
腐
る
け
れ
ど
も
、
竹
は
腐
ら
な

い
。
だ
か
ら
い
い
ん
だ
と
い
っ
て
い
た
。
物
資
不
足
の
影

響
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
け
ど
。

Ⅰ - 写真 23　奉安殿の近くでの記念写真と

　　　　　　　遊ぶ子ども（昭和 20 年代）
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

ル
に
合
わ
せ
て
）
組
み
合
っ
た
。
相
手
を
掴
ま
え
る
に
も

こ
ち
ら
の
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
具
合
の
悪
い
試
合
だ
っ

た
。
お
願
い
し
て
三
回
勝
負
し
た
。
出
た
く
な
い
が
、
タ

オ
ル
欲
し
さ
に
出
た
の
で
あ
っ
た
。
タ
オ
ル
は
三
枚
貰
っ

た
。

　

最
初
か
ら
組
み
合
う
相
撲
は
普
通
の
シ
マ
と
区
別
し

て
、
マ
ー
ジ
マ
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
そ
れ
も
体
の
一
部
で

も
土
に
つ
け
ば
負
け
だ
っ
た
。
兼
久
で
は
戦
前
も
戦
後
も

マ
ー
ジ
マ
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
平
野
さ
ん
も
阿
権

の
人
と
の
取
り
組
み
以
外
に
は
経
験
し
て
い
な
い
。

　

マ
ー
ジ
マ
以
前
に
、
相
手
の
背
中
を
地
面
に
つ
け
る
こ

と
で
勝
敗
を
決
し
た
相
撲
が
な
か
っ
た
か
と
質
問
し
た
と

こ
ろ
、そ
れ
は
聞
い
た
こ
と
も
な
い
と
の
返
事
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
女
の
人
が
相
撲
を
取
る
こ
と
は
見
た
こ
と
も
な
い

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

◎
ト
ビ
ギ
ン
マ
イ
ギ
ン
（
飛
衣
舞
衣
）
の
伝
承

　

ト
キ
ナ
ブ
チ
の
ほ
と
り
に
は
ト
ビ
ギ
ン
マ
イ
ギ
ン
の
言

い
伝
え
が
あ
る
。
天
女
は
川
の
た
も
と
に
生
え
て
い
る
松

の
大
木
に
羽
衣
を
か
け
て
、
ト
キ
ナ
ブ
チ
で
水
浴
び
を
し

て
い
る
と
、
土
地
の
若
者
が
天
女
に
見
惚
れ
、
羽
衣
を
隠

し
て
し
ま
っ
た
。
羽
衣
を
な
く
し
て
困
っ
た
天
女
は
こ
の

地
に
留
ま
り
、
の
ち
に
若
者
と
結
婚
し
、
三
人
の
子
ど
も

を
も
う
け
た
。

ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
女
は
羽

衣
を
見
つ
け
出
し
、
三
人
の
子
ど
も
の
う
ち
二
人
を
両
脇

に
抱
え
、
天
に
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
残
っ
た
一
人
は
引
き

続
き
こ
の
地
に
留
ま
り
、
生
活
を
続
け
た
と
い
う
。

ト
キ
ナ
ブ
チ
の
西
の
崖
っ
ぷ
ち
は
ト
ビ
ギ
ン
マ
イ
ギ
ン
の

場
所
と
い
わ
れ
、
松
の
大
木
が
生
え
て
い
た
屋
敷
跡
だ
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
子
ど
も
自
分
に
歩
い
た
と
き
に
は

そ
ん
な
跡
は
う
か
が
い
知
れ
な
い
ほ
ど
草
に
覆
わ
れ
て
い

た
。

　

な
お
、
ナ
ン
ゴ
ー
に
も
同
様
の
話
が
残
っ
て
い
る
。

　

◎
兼
久
の
妖
怪
話

叶　

福
次
郎
・
寿　

弘
祐
・
政
ノ
ブ
子

・
文
田
隆
三
・
南　

博
次
・
盛
永
康
仁

　
（
一
）
ユ
ワ
タ
シ
話

　

ユ
ワ
タ
シ
が
出
る
と
こ
ろ
⑴　
　

中
津
下（
小
組
合
名
）

の
う
ち
の
近
く
は
ユ
ワ
タ
シ
、
首
切
り
馬
が
出
る
と
い
っ

た
。

　

ユ
ワ
タ
シ
首
切
り
馬
が
出
る
と
こ
ろ
⑵　
　

石
川
橋
で

は
ユ
ワ
タ
シ
首
切
り
馬
が
出
る
と
い
う
。
し
ゃ
う
し
ゃ
う

と
い
う
竹
を
引
っ
張
っ
て
歩
く
よ
う
な
音
を
立
て
て
現
れ

る
と
い
う
。
な
ぜ
そ
ん
な
音
が
聞
こ
え
る
か
と
い
う
と
、

も
と
は
牛
に
竹
を
ま
い
て
あ
る
丸
太
を
両
側
に
鞍
を
か
け

て
引
っ
張
っ
て
い
た
。
焚
き
物
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。

そ
れ
が
じ
ゃ
あ
じ
ゃ
あ
音
が
す
る
か
ら
、
そ
れ
み
た
い
に

聞
こ
え
る
と
。
ユ
ワ
タ
シ
首
切
り
馬
が
通
る
日
は
決
ま
っ

て
い
た
と
い
う
。

　

＊
首
切
り
馬
が
通
る
の
は
ア
ン
ジ
ャ
ネ
の
と
き
だ
と
い　

　
　

う
。

　

ユ
ワ
タ
シ
が
出
る
と
こ
ろ
⑶　
　

県
道
か
ら
入
っ
た
道

で
ト
ン
ゴ
ー
（
当
川
）
に
降
り
る
坂
道
の
あ
た
り
に
、
丁

字
路
が
あ
っ
て
、
そ
こ
は
ジ
ル
ム
ン
が
出
る
と
こ
ろ
だ
と

い
っ
た
。
そ
こ
で
は
ユ
ワ
タ
シ
、
首
切
り
馬
が
出
る
と
も

聞
い
て
い
る
。
夜
、（
子
ど
も
や
青
年
が
）
出
歩
く
こ
と

が
な
い
よ
う
に
怖
が
ら
せ
る
た
め
じ
ゃ
な
い
か
な
。

　

ト
ン
ゴ
ー
の
ユ
ワ
タ
シ
話　
　

昔
、
文
園
北
の
水
神
様

が
祀
ら
れ
て
い
る
木
の
近
く
の
、
〇
〇
（
個
人
名
）
さ
ん

の
屋
敷
跡
の
脇
を
抜
け
て
い
く
と
こ
ろ
に
、ト
ン
ゴ
ー（
当

川
）
へ
下
り
て
い
く
坂
道
が
あ
っ
た
。
近
く
に
住
む
人
々

が
ト
ン
ゴ
ー
の
イ
ジ
ュ
ン
（
泉
）
に
水
を
汲
み
に
行
く
と

き
に
は
必
ず
通
る
道
だ
っ
た
。
こ
の
通
り
が
ユ
ワ
タ
シ
、

首
切
り
馬
の
出
る
通
り
道
だ
っ
た
。
通
り
過
ぎ
る
と
き
に

は
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
音
を
た
て
て
い
く
も
の
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。

　

オ
ト
ロ
シ
ド
ウ
（
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
）
の
ユ
ワ
タ
シ　
　
　

　

ユ
ワ
タ
シ
は
う
ち
の
近
く
を
通
っ
て
、
天
中
（
天
城
中

学
校
）
の
方
へ
行
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
学
校
の
方

の
、
石
段
の
山
手
の
方
は
い
わ
れ
の
あ
る
と
こ
ろ
だ
と
い

わ
れ
て
い
て
、
昔
兵
隊
の
死
骸
を
置
い
て
い
た
と
か
。
小

学
校
五
、六
年
生
の
こ
ろ
、平
土
野
に
ソ
ロ
バ
ン
塾
が
あ
っ

た
か
ら
、わ
ざ
と
ソ
ロ
バ
ン
を
腰
に
巻
い
て
走
っ
て
、ち
ゃ

か
ち
ゃ
か
音
を
鳴
ら
し
て
走
り
抜
け
て
た
。

　

＊
昭
和
二
八
、九
年
の
こ
ろ
の
体
験
談
。

　
（
二
）
ケ
ン
ム
ン
話

　

ケ
ン
ム
ン
ジ
ャ
ク
⑴　
　

兼
久
集
落
か
ら
平
土
野
集
落

へ
と
下
っ
て
い
く
坂
道
一
帯
は
、
迫
と
な
っ
て
お
り
、
集

落
で
は
一
帯
を
ケ
ン
ム
ン
ジ
ャ
ク
と
よ
ん
で
い
る
。
ケ
ン

ム
ン
ジ
ャ
ク
は
、
集
落
の
人
に
は
ケ
ン
ム
ン
に
惑
わ
さ
れ
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第
三
章　

文
化
伝
承

る
場
所
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
松
の
巨
木
が
生
え
、

大
き
な
転
石
が
点
在
す
る
薄
暗
い
場
所
で
、
集
落
内
で
は

忌
み
嫌
う
場
所
で
あ
っ
た
（「
盛
岡
平
作
作
成
資
料
」・『
天

城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』）。

　

ケ
ン
ム
ン
ジ
ャ
ク
⑵　
　

県
道
の
兼
久
か
ら
平
土
野
へ

の
坂
道
は
、
戦
後
に
な
っ
て
整
備
さ
れ
た
と
こ
ろ
。
こ
こ

は
ケ
ン
ム
ジ
ャ
ク
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
事
故
が
た
び
た
び

起
こ
る
怖
い
と
こ
ろ
。
木
造
の
真
瀬
名
橋
は
今
の
場
所
よ

り
少
し
下
流
の
と
こ
ろ
に
架
か
っ
て
い
た
。　

　

ケ
ン
ム
ン
に
連
れ
て
い
か
れ
た
話　
　

昔
、
実
際
あ
っ

た
ん
だ
け
ど
、
あ
る
人
が
そ
の
夜
、
女
の
人
が
夜
、
犬
の

門
蓋
で
塩
焚
き
し
て
い
る
と
き
、
夕
ご
飯
を
持
っ
て
い
く

途
中
、
〇
〇
（
個
人
名
）
さ
ん
の
あ
た
り
の
山
で
行
方
不

明
に
な
っ
て
ね
、
二
、三
日
探
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ

れ
で
騒
い
で
。
塩
焚
き
の
と
き
に
来
な
く
て
騒
い
で
三
日

ぐ
ら
い
探
し
て
山
の
奥
に
じ
い
っ
と
座
っ
て
い
て
、
そ
の

と
き
に
は
ケ
ン
ム
ン
に
連
れ
て
い
か
れ
た
と
い
う
話
が
流

れ
て
き
た
。怖
い
と
こ
ろ
だ
か
ら
ね
。そ
う
い
う
の
が
あ
っ

た
か
ら
、
ま
す
ま
す
怖
く
な
っ
た
ん
だ
け
ど
、
あ
そ
こ
は

夜
は
非
常
に
怖
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
昼
な
ん
か
歩
き
た
い

と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
け
ど
ね
。
そ
の
女
の
人
も
夜
通
る

と
き
怖
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
か
も
ね
。
先
入
観

が
あ
っ
て
、
山
の
奥
に
入
っ
て
い
っ
た
の
か
も
。

　

ケ
ン
ム
ン
に
引
っ
張
ら
れ
た
？
話　
　

行
方
不
明
の
人

を
探
し
て
い
る
と
、
崖
な
ん
か
、
ず
っ
と
下
っ
て
下
り
ら

れ
な
い
と
こ
ろ
の
崖
な
ん
か
を
歩
い
て
い
た
り
す
る
。
ケ

ン
ム
ン
と
は
い
わ
な
い
け
れ
ど
、
け
が
一
つ
し
な
い
で
。

　

大
山
の
ケ
ン
ム
ン
話　
　

大
山
に
も
拝
む
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
大
山
、
ハ
ン
ト
ウ
山
、
〇
〇
（
個
人
名
）
さ
ん

の
家
の
と
こ
ろ
。
そ
う
い
う
の
が
何
か
所
か
あ
っ
た
ら
し

い
け
ど
。
昔
、
目
の
病
気
に
な
る
と
、
ケ
ン
ム
ン
に
憑
か

れ
た
と
い
っ
て
い
た
。
縄
は
普
通
は
右
に
撚
っ
て
編
む
ん

だ
け
ど
、
そ
う
い
う
と
き
は
逆
に
編
ん
で
、
ヒ
ジ
ャ
ヂ
ナ

（
左
綱
）
を
拝
む
と
こ
ろ
の
大
き
な
木
に
巻
い
て
治
る
よ

う
に
お
祈
り
を
し
て
い
た
。
頭
が
痛
か
っ
た
り
し
た
と
き

に
も
、
そ
う
い
う
ふ
う
に
く
く
っ
て
や
っ
て
い
た
。

　

ケ
ン
ム
ン
に
引
っ
張
ら
れ
た
話　
　

昔
の
人
が
ね
、
よ

く
ど
こ
ど
こ
で
ケ
ン
ム
ン
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
何
日
間
か

そ
の
人
を
探
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
塩
焚
き
の
と

き
に
、
奥
さ
ん
が
夕
ご
飯
を
作
っ
て
海
（
塩
焚
き
場
）
に

持
っ
て
い
く
。
そ
れ
も
ケ
ン
ム
ン
に
引
っ
張
ら
れ
て
行
方

不
明
に
な
っ
て
い
る
。
二
、三
日
探
し
た
ら
、
怖
い
と
い

わ
れ
て
い
る
山
の
奥
に
じ
い
っ
と
座
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
（
三
）
ジ
ル
ム
ン
・
ジ
ラ
ウ
ァ
話

　

酔
っ
ぱ
ら
い
ジ
ラ
ウ
ァ
の
話　
　

千
間
に
は
酔
っ
ぱ
ら

い
ジ
ラ
ウ
ァ
が
い
っ
ぱ
い
い
た
と
い
う
。

　

ジ
ル
ム
ン
を
掴
ん
だ
話　
　

ジ
ル
ム
ン
は
豚
の
妖
怪
の

こ
と
。
〇
〇
（
個
人
名
）
さ
ん
は
ジ
ル
ム
ン
を
掴
ん
だ
こ

と
が
あ
る
ら
し
い
。

　

ジ
ル
ム
ン
、
ジ
ラ
ウ
ァ
に
股
下
を
通
ら
れ
な
い
工
夫　
　
　
　

　

ジ
ル
ム
ン
、
ジ
ラ
ウ
ァ
と
い
う
の
は
、
小
さ
な
子
ど
も

が
死
ん
だ
ら
ジ
ラ
ウ
ァ
に
な
る
み
た
い
。
そ
の
霊
が
昔
よ

く
出
歩
い
て
い
た
と
い
う
。
夜
道
を
歩
く
と
き
に
、
そ
れ

に
股
下
を
く
ぐ
ら
れ
た
ら
い
け
な
い
か
ら
、
こ
の
ジ
ル
ム

ン
の
出
る
と
こ
ろ
で
は
、
足
を
エ
ッ
ク
ス
（
Ｘ
）
に
交
差

し
て
通
さ
な
い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。

　

ジ
ラ
ウ
ァ
話
を
す
る
機
会　
　

ジ
ラ
ウ
ァ
の
話
は
、
子

ど
も
や
青
年
た
ち
の
夜
遊
び
防
止
の
た
め
に
話
さ
れ
る
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
。

　

ケ
ン
ム
ン
ジ
ャ
ク
の
ジ
ラ
ウ
ァ　
　

ジ
ラ
ウ
ァ
は
ケ
ン

ム
ン
ジ
ャ
ク
（
県
道
の
平
土
野
と
兼
久
の
間
の
坂
道
）
に

う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

　
（
四
）
オ
ト
ロ
シ
ド
ウ
（
恐
ろ
し
い
と
こ
ろ
）

　

千
間
の
怪
談　
　

千
間
は
怖
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
人
骨
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
話
。
そ
こ
で
は
人

の
話
し
声
が
聞
こ
え
る
と
か
。
千
間
で
三
味
線
を
練
習
し

た
ら
上
手
に
な
る
。
三
味
線
を
弾
い
て
い
た
ら
太
鼓
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
と
か
。
誰
か
が
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

写
真
を
撮
っ
た
ら
映
ら
な
か
っ
た
と
か
。

　

ハ
ン
ト
ウ
山
の
オ
ト
ロ
シ
ド
ウ　
　

現
在
の
公
民
館
の

と
こ
ろ
は
、
ハ
ン
ト
ウ
山
と
い
っ
て
、
ウ
シ
ク
の
木
が
植

わ
っ
て
い
て
い
わ
れ
が
あ
っ
た
。
こ
の
木
は
神
様
が
い
る

木
だ
と
い
っ
た
。神
様
が
乗
り
移
っ
て
い
る
木
と
い
っ
て
、

そ
れ
を
伐
採
し
た
人
は
罰
が
あ
た
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

こ
こ
を
オ
ト
ロ
シ
ド
ウ
と
い
っ
た
。

　

ス
テ
ィ
チ
ン
ハ
ナ　
　

県
道
沿
い
で
兼
久
の
南
側
の
境

界
に
あ
た
る
ス
テ
ィ
チ
ン
ハ
ナ
は
鬱
蒼
と
し
た
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
女
の
幽
霊
が
出
る
と
こ
ろ
と
い
っ
て

怖
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。。
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

◎
首
切
り
馬
の
話

柳　

平
治
郎

　

昔
か
ら
雨
気
岳
（
天
城
岳
）
か
ら
「
首
切
り
馬
」
が
山

の
尾
根
づ
た
い
を
走
り
な
が
ら
、
村
に
近
づ
い
て
く
る
話

は
村
の
老
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

　

私
が
初
め
て
「
首
切
り
馬
」
を
見
た
の
は
、
戦
前
の
こ

と
で
す
。
日
時
は
明
確
に
覚
え
て
い
な
い
が
、
今
で
も
ま

ぶ
た
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
初
夏
の
こ
ろ
、
島
で
一

番
の
良
港
が
あ
る
「
山
（
さ
ん
、
地
名
）」
の
村
へ
、
ハ

ロ
ジ
ー
（
親
戚
）
の
誰
か
は
忘
れ
た
が
、
見
送
り
に
行
っ

た
帰
り
道
に
見
ま
し
た
。
当
時
の
交
通
機
関
は
バ
ス
も
な

く
、
皆
、
島
の
往
来
は
馬
車
か
馬
か
、
大
方
の
人
は
歩
い

て
目
的
地
ま
で
行
く
の
が
当
た
り
前
で
し
た
。
島
の
端
の

「
山
」
の
村
ま
で
歩
い
て
行
く
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
苦
し

く
は
な
く
、
皆
、
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
歩
い
た
も
の
で
し

た
。
朝
早
く
か
ら
平
土
野
、
そ
し
て
松
原
、
金
見
を
回
っ

て「
山
」の
港
ま
で
歩
い
て
い
き
ま
し
た
。船
を
見
送
っ
て
、

帰
り
道
に
は
す
っ
か
り
日
も
沈
み
か
け
ま
し
た
。
私
と
ハ

ロ
ジ
の
女
性
と
ホ
ォ
マ
（
祖
母
）、
ほ
か
に
一
人
誰
か
い

た
と
思
う
け
ど
忘
れ
ま
し
た
。
四
名
で
家
路
兼
久
ま
で
歩

き
は
じ
め
て
、
金
見
ま
で
来
る
と
、
す
っ
か
り
暗
く
な
り
、

道
端
の
民
家
に
て
シ
ジ
リ
（
聖
行
燈
―
―
昔
は
カ
マ
ド
の

炉
の
薪
を
振
っ
て
明
か
り
と
し
て
夜
道
を
歩
い
た
）
を
何

本
か
も
ら
い
、
世
間
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た
ら
、
目

の
前
に
雨
気
岳
の
山
の
尾
根
が
海
へ
と
続
い
て
、
か
す
か

に
輪
郭
が
わ
か
る
暗
さ
で
し
た
。
す
る
と
、
先
方
の
山
の

頂
か
ら
首
の
な
い
白
い
馬
が
音
も
た
て
ず
に
尾
根
づ
た
い

に
、
海
の
方
へ
降
り
て
い
く
の
を
、
た
だ
誰
と
も
な
く
見

つ
け
て
、
口
々
に
「
首
切
り
馬
」
だ
と
身
震
い
し
な
が
ら

過
ぎ
去
る
ま
で
見
て
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
興
奮
は
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
が
見
た
最
初
で
、最
後
の「
首

切
り
馬
」
で
し
た
。
怖
か
っ
た
。
村
で
は
最
近
見
た
と
い

う
こ
と
を
聞
か
な
い
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
。

　

＊
話
者
が
方
言
で
口
述
し
た
も
の
を
、「
天
城
郷
土
研　

　
　

究
会
会
報
」
第
五
号
（
未
刊
）
へ
の
収
録
・
原
稿
化

　
　

に
備
え
、
筆
者
が
標
準
語
に
改
め
た
。

　
　

 

採
集
日　

昭
和
六
一
年
八
月
一
〇
日　
　
　

　
　

 

話　

者　

文
田
ム
ツ
子
（
中
津
下
、大
正
一
〇
年
生
）

　

◎
世
間
話

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　

博
次

　

く
じ
ら
の
記
憶　
　

昔
は
鯨
が
捕
鯨
船
に
引
き
こ
ま
れ

る
の
を
よ
く
見
た
も
の
だ
っ
た
。
千
間
に
も
あ
が
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
し
、
平
土
野
に
も
二
度
あ
が
っ
て
い
た
。
そ

の
こ
ろ
の
人
た
ち
は
皆
で
切
り
分
け
て
持
っ
て
い
っ
た

り
、売
っ
て
い
た
り
し
て
い
た
。
平
土
野
の
イ
ト
マ
ン（
漁

師
）
な
ん
か
は
、
皆
、
盥
に
入
れ
て
売
っ
て
い
た
。
だ
い

た
い
昭
和
三
〇
年
代
半
ば
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
一
雄

　

死
ん
だ
牛
の
解
体　
　

昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ
ま
で
は
、

豚
は
各
家
で
屠
殺
を
し
て
処
理
し
て
い
た
が
、
牛
の
処
理

は
し
き
れ
な
か
っ
た
。
牛
肉
も
食
べ
た
が
、
生
き
て
い
る

牛
を
あ
え
て
殺
す
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。

　

農
耕
牛
が
死
ぬ
と
専
門
の
人
に
解
体
し
て
も
ら
っ
た
。

ウ
シ
ゴ
ロ
シ
（
牛
殺
し
）
に
頼
ん
だ
。
牛
肉
を
解
体
し
て

食
肉
と
す
る
手
間
の
代
わ
り
に
、
肉
の
一
部
や
、
一
頭
分

の
皮
を
そ
の
ま
ま
あ
げ
た
。
手
製
の
太
鼓
に
張
っ
て
使
っ

て
い
た
り
、
必
要
と
す
る
者
に
売
っ
た
り
し
て
い
た
よ
う

だ
。
今
で
は
農
耕
牛
が
死
ぬ
と
、
あ
え
て
葬
る
場
所
を
決

め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、畑
の
傍
ら
に
埋
め
て
い
る
。

豚
の
血
は
食
用
に
し
た
が
、
牛
の
血
は
捨
て
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
永
康
仁　

　

夜
間
補
修
授
業　
　

中
学
校
で
は
、
高
校
受
験
の
た
め

に
、
夜
間
に
補
修
授
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
ろ
は

宿
直
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
宿
直
を
す
る
先
生
を
中
心
に

な
っ
て
補
習
授
業
を
行
な
っ
て
い
た
。

　

卒
業
時
の
謝
恩
会　
　

学
校
の
先
生
た
ち
に
対
す
る
お

礼
の
会
。
保
護
者
が
一
重
一
瓶
を
持
っ
て
き
て
、
お
祝
い

す
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
あ
と
、
先
生
方
が
卒
業
生
の
家

を
回
っ
て
、
カ
マ
ム
イ
（
釜
回
り
）
し
て
励
ま
す
。
親
と

酒
を
飲
み
な
が
ら
、
子
ど
も
を
励
ま
し
て
い
た
。

　

方
言
札
の
話　
　

昔
、
自
分
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
（
昭

和
二
〇
年
代
～
三
〇
年
代
）
は
、
学
校
で
方
言
を
使
っ
て

い
た
ら
怒
ら
れ
て
い
た
。
方
言
を
言
っ
た
ら
立
た
さ
れ
て

い
た
。「
私
は
方
言
を
使
い
ま
し
た
」
と
い
う
札
を
下
げ

ら
れ
て
立
た
さ
れ
た
。
孫
た
ち
は
方
言
を
知
ら
な
い
。
そ

の
こ
ろ
、
集
落
で
共
通
語
を
し
っ
か
り
使
え
る
集
落
は
山

（
さ
ん
）集
落
だ
と
評
判
だ
っ
た
。そ
の
こ
ろ
は
全
島
で「
共

通
語
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
い
た
。
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第
三
章　

文
化
伝
承

　

◎
さ
ま
ざ
ま
な
俗
信

　
　
　
　
　
　
　
　

叶
福
次
郎
・
寿　

弘
祐
・
向
井
一
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

・
盛
永
康
仁
・
山
田　

渉

マ
ジ
ム
・
マ
ジ
ム
ン
（
ハ
ブ
）
に
ま
つ
わ
る
俗
信

・ 

マ
ジ
ム
・
マ
ジ
ム
ン
（
ハ
ブ
）
は
神
様
だ
か
ら
、
噛
ま

れ
る
人
は
縁
起
が
悪
い
と
い
っ
た
。

・ 

春
に
な
っ
て
雷
が
鳴
る
と
、
ハ
ブ
が
出
る
か
ら
、
気
を

付
け
ろ
と
い
わ
れ
た
。

・ 

ハ
ブ
は
、「
コ
ッ
コ
、
コ
ッ
コ
」
と
う
ず
ら
み
た
い
な

声
で
鳴
く
。

・ 

青
も
の
（
蔬
）
を
家
に
入
れ
な
い
日
（
ア
ン
ジ
ャ
ネ
）

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。家
に
入
れ
る
と
ハ
ブ
が
家
に
入
っ

て
く
る
と
い
っ
た
。
ハ
ブ
は
シ
マ
グ
チ
で
「
マ
ジ
ム
・

マ
ジ
ム
ン
」
と
呼
び
、
こ
れ
に
対
し
て
、
マ
ッ
テ
ィ
ブ

（
あ
か
ま
た
）
は
「
ア
ー
マ
タ
」
と
い
い
、
見
か
け
て
も

殺
さ
な
い
。
マ
ッ
テ
ィ
ブ
は
ハ
ブ
を
食
べ
る
か
ら
大
事

に
す
る
も
の
（
殺
す
な
）
と
い
っ
た
。

梅
雨
明
け

・
ハ
ネ
ム
シ
が
三
回
発
生
し
た
ら
、
梅
雨
が
明
け
る
。

・ 

雷
が
東
の
方
で
大
き
く
三
回
鳴
っ
た
ら
、
大
雨
が
降
っ

た
あ
と
、
梅
雨
が
明
け
る
。

・ 

梅
雨
の
時
期
は
ソ
テ
ツ
（
蘇
鉄
）
の
雌
花
が
開
く
。
雌

花
が
閉
じ
る
と
、
梅
雨
が
明
け
る
。

・  

真
瀬
名
川
の
濁
っ
た
水
と
秋
利
神
川
の
濁
っ
た
水
が
海

上
で
三
回
く
っ
つ
い
た
ら
梅
雨
が
明
け
る
。

台
風
の
き
ざ
し

・ 

台
風
が
近
づ
く
と
、シ
マ
の
人
は
「
リ
ク
鳴
り
」
と
い
っ

て
、
花
徳
（
徳
之
島
町
）
の
方
面
か
ら
地
鳴
り
の
よ
う

な
音
が
聞
こ
え
た
。
ま
た
里
久
浜
の
波
の
音
が
連
想
す

る
人
も
い
た
。

・ 

風
が
北
東
か
ら
吹
い
て
き
て
、
南
か
ら
台
風
が
来
る
と

風
が
変
わ
っ
て
、「
リ
ク
が
鳴
っ
た
ら
台
風
が
や
っ
て
く

る
」
と
い
っ
た
。

・ 

フ
ィ
ッ
ト
（
海
豚
）
が
北
か
ら
西
か
ら
来
た
ら
、
台
風

が
来
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。

・ 

フ
ュ
ー
ジ
ャ
ラ
（
赤
と
ん
ぼ
）
が
飛
び
だ
す
と
台
風
が

来
る
と
い
っ
た
。

・ 

く
も（
蜘
蛛
）の
巣
が
な
く
な
る
と
台
風
が
く
る
と
い
っ

た
。

・ 

く
も
の
巣
が
高
い
と
こ
ろ
で
な
く
、
低
い
と
こ
ろ
に
あ

る
と
台
風
が
来
る
と
聞
い
た
。

潮
の
干
満

・ 「
月　

ひ
ん
ま　

し
ゅ
う
さ
り
」
と
い
っ
て
、
月
が
て
っ

ぺ
ん
に
昇
る
と
潮
が
引
く
こ
と
を
い
う
。

災
害
除
け

・ 

地
震
が
起
こ
っ
た
ら
、「
キ
ョ
ン
チ
ケ
、
キ
ョ
ン
チ
ケ
」

と
い
う
。
キ
ョ
ン
チ
ケ
は
「
京
に
近
い
」
と
い
う
こ
と

ら
し
い
。
京
都
に
は
偉
い
人
や
神
様
が
い
る
の
で
、
あ

ま
り
地
震
が
来
な
い
。
だ
か
ら
、
こ
こ
は
京
に
近
い
か

ら
揺
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
と
地
震
の
神
様
に
お
願
い

し
て
い
た
。

・ 

火
事
の
と
き
に
は
「
ホ
ー
、
ホ
ー
」
と
い
っ
た
。
火
の

粉
が
と
ん
で
く
る
と
。「
ホ
ー
、
ホ
ー
」
は
鳥
と
同
じ
。

追
い
払
う
よ
う
に
す
る
。
鳥
が
火
を
渡
す
と
い
わ
れ
て

い
た
。

・ 

火
事
の
と
き
は
、
火
事
に
向
か
っ
て
ハ
ン
カ
チ
を
持
っ

て
「
ホ
ー
、
ホ
ー
」
と
い
っ
て
い
た
。
小
さ
い
と
き
に

近
所
で
火
事
が
あ
っ
て
、
み
ん
な
戸
を
開
け
て
、
火
事

に
向
か
っ
て
、
声
を
揃
え
て
三
か
ら
五
人
で
、「
ホ
ー
、

ホ
ー
」
い
っ
て
い
た
。

急
流
の
回
避

・ 「
ア
ッ
キ
ャ
ン
ヨ
ワ
タ
イ
ヤ
ヨ
、
ヤ
マ
ノ
ク
ル
ー
デ
ィ

カ
、
ワ
タ
ユ
ン
ナ
ヨ
」（
秋
利
神
川
を
渡
る
と
き
は
、
山

が
黒
か
っ
た
ら〈
空
模
様
が
怪
し
か
っ
た
ら
〉渡
る
な
よ
）

と
い
っ
て
、
急
峻
な
渓
谷
で
あ
る
秋
利
神
川
は
空
模
様

が
怪
し
く
な
っ
た
ら
渓
谷
に
降
り
る
な
と
い
わ
れ
た
。

・ 

カ
ニ
ン
ゴ
ー
で
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
大
雨
が
降
っ
て

川
を
渡
れ
な
く
な
り
、
帰
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う

な
と
き
に
「
ミ
ン
グ
イ
ゴ
ー
（
濁
っ
た
川
）
は
渡
っ
た

ら
い
け
な
い
」
と
い
わ
れ
た
。

・ 

農
作
業
を
終
え
て
牛
を
連
れ
帰
っ
て
い
る
と
き
に
、
川

が
増
水
し
て
い
た
ら
、「
牛
の
尻
尾
を
持
っ
て
渡
り
な
さ

い
。
急
な
流
れ
に
も
負
け
ず
に
渡
っ
て
く
れ
る
か
ら
」

と
い
わ
れ
た
。

そ
の
他
の
ま
じ
な
い

・ 

く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
に
は
掛
け
声
が
あ
る
。「
ハ
チ

カ
メ
」
と
い
っ
た
。
小
さ
い
こ
ろ
、
悪
魔
み
た
い
な
者

が
く
し
ゃ
み
を
さ
せ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
退
治

す
る
た
め
と
か
、
守
る
た
め
に
い
う
の
だ
と
。
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

Ⅰ - 記憶 01　千間遺跡採集遺物（天城町「ユイの館」所蔵）

［
兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶
］

　

◎
千
間
遺
跡

具
志
堅　

亮

一
、
位
置
と
環
境

　

千
間
遺
跡
は
、
兼
久
集
落
の
西
側
に
広
が
る
石
灰
岩
台

地
の
西
側
縁
辺
に
立
地
し
て
お
り
、
塔
原
遺
跡
の
南
側
に

谷
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
よ
う
に
立
地
し
て
い
る
。

　

千
間
遺
跡
が
立
地
す
る
台
地
は
、
北
側
と
南
側
に
あ
る

谷
に
挟
ま
れ
て
お
り
、
舌
状
に
海
側
に
突
出
し
地
形
と
な

る
。
遺
跡
の
南
側
の
谷
地
に
は
、
千
間
海
岸
に
下
り
る
道

が
あ
る
。
千
間
海
岸
に
は
、
砂
丘
が
広
が
っ
て
お
り
、
後

背
に
そ
び
え
る
断
崖
の
根
元
に
は
多
く
の
湧
水
地
点
が
あ

り
、
近
年
ま
で
、
こ
の
湧
水
を
利
用
し
て
淡
水
魚
の
養
殖

が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
二
、
調
査
の
経
緯

　

千
間
遺
跡
は
地
域
住
民
で
あ
る
向
井
一
雄
氏
に
よ
っ
て

昭
和
四
八
年
に
発
見
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

　

千
間
海
岸
へ
下
り
る
道
路
を
施
設
す
る
工
事
が
行
わ
れ

た
際
に
、
重
機
に
よ
っ
て
基
盤
の
石
灰
岩
が
削
ら
れ
て
お

り
、
法
面
に
地
層
が
露
わ
に
な
っ
て
い
た
。
向
井
氏
は
そ

の
法
面
か
ら
数
点
の
土
器
と
石
器
を
採
集
し
持
ち
帰
っ

た
。
そ
の
後
、
向
井
氏
か
ら
連
絡
を
受
け
た
天
城
町
文
化

財
保
護
審
議
会
は
臨
時
の
審
議
会
を
開
き
、
向
井
氏
の
案

内
の
も
と
千
間
遺
跡
の
確
認
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
暗
褐

色
、
赤
褐
色
な
ど
の
素
焼
き
の
土
器
が
採
集
さ
れ
、
千
間

遺
跡
の
存
在
が
町
の
文
化
財
保
護
部
局
も
含
め
広
く
認
知

す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

千
間
遺
跡
は
、
天
城
町
内
の
遺
跡
の
中
で
も
古
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
発
掘
調
査
は
行
わ
れ
て

い
な
い
。

三
、
遺　

物

　

千
間
遺
跡
は
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
向

井
氏
に
よ
っ
て
貴
重
な
資
料
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

　

向
井
氏
に
よ
っ
て
三
三
点
の
土
器
と
二
点
の
石
器
が
採

集
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
多
く
の
剥
片
石
器

が
採
集
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
剥
片
石

器
は
現
在
の
と
こ
ろ
、
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

　

向
井
氏
に
採
集
さ
れ
た
土
器
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
貝
塚
時
代
前
４
期
（
縄
文
後
期
相
当
）
の
時
期

の
土
器
で
、
仲
泊
式
土
器
（
Ⅰ
‐
記
憶
01
）
を
は
じ
め
、

面
縄
東
洞
式
土
器
、
嘉
徳
Ⅰ
式
土
器
、
嘉
徳
Ⅱ
式
土
器
な

ど
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
九
州
地
方
の
縄
文
中
期

末
～
後
期
前
半
の
阿
高
式
土
器
に
関
連
す
る
土
器
と
の
つ

な
が
り
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
土
器
も
出
土
し
て
い
る
（
熊

本
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
〔
編
〕『
玉
城
遺
跡　

付

周
辺
遺
跡
分
布
調
査　

研
究
室
活
動
報
告
一
九
』、
昭
和

六
〇
年
）。

　

谷
を
挟
ん
で
対
峙
す
る
よ
う
に
立
地
し
て
い
る
塔
原
遺

跡
は
貝
塚
時
代
前
５
期
を
中
心
と
す
る
時
期
の
集
落
遺
跡

で
あ
り
、
千
間
海
岸
を
囲
む
台
地
上
に
お
け
る
遺
跡
の
立

地
の
変
遷
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
。

　

採
集
さ
れ
た
石
器
は
、
チ
ャ
ー
ト
を
石
材
と
す
る
削
器

と
、
花
崗
岩
を
石
材
と
す
る
石
皿
で
あ
る
。
削
器
は
質
の

良
い
黄
色
の
チ
ャ
ー
ト
か
ら
目
的
的
剥
片
を
取
り
だ
し
、

左
側
側
縁
に
細
か
な
調
整
剥
離
が
施
し
、
刃
を
作
り
出
し

て
い
る
。

　

花
崗
岩
を
用
い
た
石
皿
は
、
表
面
、
裏
面
の
二
面
が
使

用
さ
れ
て
お
り
磨
面
が
形
成
さ
れ
窪
ん
で
い
る
。
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[

兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶]

　

◎
塔
原
遺
跡

具
志
堅　

亮

一
、
位
置
と
環
境

　

塔
原
遺
跡
は
兼
久
集
落
の
西
側
に
広
が
る
石
灰
岩
台
地

の
西
側
縁
辺
に
立
地
し
て
お
り
、
遺
跡
の
西
側
は
緩
や
か

に
傾
斜
し
断
崖
へ
と
至
り
、
遺
跡
の
南
側
も
断
崖
と
な
っ

て
い
る
。
南
側
崖
下
に
は
、
三
方
が
七
〇
～
八
〇
メ
ー
ト

ル
前
後
の
断
崖
に
囲
ま
れ
た
海
岸
低
地
（
千
間
海
岸
）
が

広
が
っ
て
い
る
。

　

塔
原
遺
跡
一
帯
は
標
高
八
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
石
灰
岩

台
地
と
な
っ
て
お
り
、
一
帯
は
非
常
に
平
坦
な
土
地
が
広

大
に
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
一
見
す
る
と
水
を
調

達
す
る
の
に
不
便
だ
と
感
じ
る
が
、
塔
原
遺
跡
に
隣
接
す

る
田
水
地
区
（
タ
ー
ム
ジ
ィ
）
に
は
近
年
ま
で
湿
地
帯
が

広
が
る
な
ど
、
水
が
豊
富
な
場
所
で
あ
っ
た
。

二
、
調
査
の
経
緯

　

塔
原
遺
跡
は
、
昭
和
五
〇
年
代
に
地
元
兼
久
集
落
在
住

の
向
井
一
雄
氏
や
、
元
天
城
町
の
職
員
で
あ
っ
た
吉
岡
武

美
氏
に
よ
っ
て
周
知
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

　

昭
和
六
三
年
に
圃
場
整
備
計
画
に
伴
っ
て
、
熊
本
大
学

考
古
学
研
究
室
が
調
査
担
当
と
な
っ
て
初
め
て
の
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
平
成
五
～
八
年
、
平
成

二
一
年
に
も
圃
場
整
備
事
業
に
伴
っ
て
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
、
平
成
二
四
年
～
二
六
年
に
か
け
て
は
、
塔
原
遺
跡

の
保
存
を
目
的
と
し
た
確
認
調
査
が
天
城
町
教
育
委
員
会

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

三
、
遺
構
と
遺
物

　

塔
原
遺
跡
か
ら
は
こ
れ
ま
で
に
、
竪
穴
住
居
跡
三
一
基

と
土
坑
八
基
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
遺
跡
範
囲
が
三
万
五
千

平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
推
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
規
模

な
集
落
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

確
認
さ
れ
た
住
居
跡
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
地
山
を
掘
り
込
ん
で
そ
の
ま
ま
地
山
を
住
居

跡
の
壁
と
す
る
も
の
（
四
号
住
居
跡
）
か
ら
、
住
居
跡
の

周
縁
に
サ
ン
ゴ
礫
を
配
す
る
住
居
跡
（
八
号
住
居
跡
）
へ

と
移
行
し
、
周
縁
の
石
組
が
な
く
な
り
、
中
央
に
石
組
み

炉
を
持
つ
竪
穴
住
居
跡
（
七
号
住
居
跡
）
へ
の
変
遷
過
程

が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
六
号
住
居
跡
の
よ
う
に

八
・
四
メ
ー
ト
ル
×
六
・
四
メ
ー
ト
ル
の
規
格
と
な
る
巨
大

な
竪
穴
住
居
跡
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
塔
原
遺
跡

住
居
跡
の
標
準
的
な
規
格
で
あ
る
三
・
三
メ
ー
ト
ル
×
二
・

五
メ
ー
ト
ル
の
、
六
倍
以
上
の
面
積
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
土
土
器
は
貝
塚
時
代
前
四
期
（
縄
文
後
期
相
当
）
の

土
器
で
あ
る
嘉
徳
Ⅰ
式
、
面
縄
西
洞
穴
式
、
犬
田
布
式
や

貝
塚
時
代
前
五
期
（
縄
文
晩
期
相
当
）
の
宇
宿
上
層
式
な

ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
貝
塚
時
代
前
五
期
末
の
仲
原

式
と
そ
れ
に
後
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
突
帯
を
も
つ
甕

形
土
器
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
住
居
跡
か
ら
出
土
し

た
炭
化
物
に
よ
る
年
代
測
定
の
結
果
、
三
千
〇
六
二
～

二
千
七
七
九
年
前
の
測
定
値
が
得
ら
れ
て
お
り
、
土
器
の

年
代
観
と
概
ね
調
和
的
で
あ
る
。

　

塔
原
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
は
、
伐
採
・
加
工
用
の

石
斧
と
食
糧
加
工
用
の
磨
石
、
敲
石
、
ク
ガ
ニ
石
が
多
く

出
土
し
て
い
る
。
獣
骨
・
魚
骨
が
極
め
て
少
量
し
か
出
土

し
な
い
こ
と
と
、
貝
類
が
全
く
出
土
し
な
い
こ
と
な
ど
を

考
え
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
植
物
性
食
糧
に
依
存
し
た
生
活

が
塔
原
遺
跡
で
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
傍
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
六
号
住
居
跡
か
ら
堅

果
類
（
ド
ン
グ
リ
な
ど
）
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
と
と
も

に
、
そ
の
炉
跡
の
そ
ば
か
ら
出
土
し
た
石
器
（
磨
石
）
の

表
面
に
は
、
堅
果
類
、
根
茎
類
、
ユ
リ
科
、
レ
ン
コ
ン
な

ど
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
デ
ン
プ
ン
の
付
着
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。

24号竪穴住居跡(SH01)

25号竪穴住居跡(SH02)

26号竪穴住居跡(SH03)

27号竪穴住居跡(SH04)

28号竪穴住居跡(SH06)

5号土坑(SH05)

0 3m(  1 : 200  )

Ⅰ - 記憶 02　塔原遺跡遺構配置図（平成 25 年調査）
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

　

遺
跡
発
見
者
で
あ
る
向
井
氏
は
塔
原
遺
跡
周
辺
か
ら
膨

大
な
量
の
考
古
遺
物
を
採
集
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
塔
原

遺
跡
を
考
察
す
る
う
え
で
、
非
常
に
学
術
的
価
値
の
高
い

資
料
で
あ
る
。
特
に
、
採
集
さ
れ
た
黒
曜
石
製
石
器
お
よ

び
そ
の
剥
片
類
は
二
六
五
点
に
も
の
ぼ
り
（
天
城
町
文
化

財
活
性
化
実
行
委
員
会
（
編
）『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆

調
査
報
告
書
』
天
城
町
、
平
成
二
四
年
三
月
）、
点
数
で

は
琉
球
列
島
で
一
番
多
い
遺
跡
と
な
る
（
小
畑
・
盛
本
・

角
縁
「
琉
球
列
島
出
土
の
黒
曜
石
製
石
器
の
化
学
分
析
に

よ
る
産
地
推
定
と
そ
の
意
義
」、
小
畑
弘
巳
（
編
）『
石
器

原
産
地
研
究
会
会
誌Stone Sources
』
石
器
原
産
地
研

究
会
、
平
成
一
六
年
九
月
、
一
〇
一
頁
～
一
三
六
頁
）。

こ
れ
ら
の
一
部
は
、
理
化
学
分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
結
果
、
佐
賀
県
腰
岳
産
と
産
地
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小

畑
・
盛
本
・
角
縁
、
前
掲
論
文
）
黒
曜
石
が
奄
美
・
沖
縄

に
ど
の
よ
う
に
持
ち
込
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
、

消
費
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

　

◎
中
組
遺
跡

具
志
堅　

亮

一
、
位
置
と
環
境

　

中
組
遺
跡
は
、
兼
久
中
津
上
に
所
在
す
る
。
集
落
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、
集
落
を
縦
断
す
る
県
道
下
に

遺
跡
は
存
在
し
て
い
る
。

　

兼
久
集
落
は
標
高
五
〇
～
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
石
灰
岩
台

地
に
立
地
し
て
お
り
、
こ
の
台
地
は
南
側
か
ら
北
側
に
向

か
っ
て
傾
斜
し
、
そ
の
台
地
の
中
央
に
集
落
を
ニ
分
す
る

よ
う
に
、県
道
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
。
県
道
の
両
側
は
、

県
道
に
比
し
て
標
高
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
排
水
施
設
が

設
置
さ
れ
る
以
前
は
、
降
雨
時
に
は
県
道
に
水
が
集
ま
り

川
の
よ
う
に
流
さ
た
と
さ
れ
、
そ
の
水
が
行
き
つ
く
先
で

あ
る
台
地
北
端
の
天
城
中
学
校
一
帯
は
、
学
校
が
築
か
れ

る
前
ま
で
天
水
田
が
広
が
る
一
帯
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
二
、
調
査
の
経
緯

　

伊
仙
天
城
線
平
土
野
工
区
道
路
改
築
事
業
（
県
道
拡
幅

工
事
）
に
伴
っ
て
、
平
成
二
三
年
六
月
三
〇
日
か
ら
同
年

十
月
二
〇
日
ま
で
、
天
城
町
教
育
委
員
に
よ
っ
て
、
発
掘

調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

三
、
遺　

物

　

中
組
遺
跡
か
ら
は
、
八
世
紀
後
半
～
一
六
世
紀
こ
ろ
の

遺
構
や
遺
物
が
検
出
し
て
い
る
。

　

遺
跡
の
南
側
に
設
け
ら
れ
た
Ａ
調
査
区
か
ら
は
、
掘
立

柱
建
物
を
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
柱
穴
が
多
く
検
出
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
柱
穴
の
中
か
ら
は
、
一
五
世
紀
～

一
六
世
紀
こ
ろ
の
中
国
産
陶
磁
器
や
カ
ム
ィ
ヤ
キ
な
ど
が

出
土
し
て
お
り
、
柱
穴
は
こ
の
時
期
に
設
け
ら
れ
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

　

柱
穴
の
多
く
は
同
じ
場
所
に
重
複
し
て
掘
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
同
じ
場
所
で
何
度
も
掘
立
柱
建
物

の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
表
し
て
お
り
、
恒
常
的

に
生
活
し
た
痕
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
一
五
世
紀
～
一
六
世
紀
こ
ろ
に
は
、
す
で
に
兼

久
集
落
が
立
地
す
る
台
地
上
に
集
落
が
展
開
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

遺
跡
の
北
側
に
設
け
た
Ｂ
調
査
区
は
、
そ
の
中
央
か
ら

大
き
な
窪
地
が
検
出
す
る
な
ど
、
遺
跡
の
土
が
厚
く
堆
積

し
て
い
た
。
こ
の
厚
く
堆
積
し
た
地
層
は
大
き
く
三
つ
の

時
期
に
分
け
ら
れ
、
上
層
の
一
二
世
紀
後
半
～
一
三
世
紀

こ
ろ
と
、
下
層
の
八
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
前
半
こ
ろ
、

そ
の
間
に
堆
積
す
る
中
層
は
、
上
下
の
層
の
中
間
的
な
年

代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

上
層
か
ら
は
、
一
一
世
紀
～
一
三
世
紀
こ
ろ
の
時
期
の

中
国
産
陶
磁
器
や
カ
ム
ィ
ヤ
キ
が
出
土
し
て
い
る
。
建
物

跡
な
ど
は
、
高
倉
跡
と
考
え
ら
れ
る
掘
立
柱
建
物
跡
が
一

軒
確
認
さ
れ
る
の
み
で
、
住
居
跡
な
ど
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
上
層
か
ら
は
一
定
量
の
遺
物
が
出
土

し
て
い
た
た
め
、
一
一
世
紀
～
一
三
世
紀
の
人
々
が
暮
ら

し
た
居
住
空
間
が
調
査
区
の
近
く
に
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

中
層
か
ら
は
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
×
七
メ
ー
ト
ル
の
大
き

Ⅰ - 記憶 03　塔原遺跡採集黒曜石
製石器（天城町「ユイの館」所蔵）
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[

兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶]

さ
の
窪
地
が
検
出
し
た
。
こ
の
窪
地
に
堆
積
し
た
土
は
灰

色
で
、
水
分
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
土
の
堆
積
が
水
性
堆

積
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
元
々
、
泥
状
の
水
が
溜
ま
っ

た
場
所
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
か
ら
土
砂
が
窪
地
に
流
れ

込
み
、
埋
没
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
層
か
ら

は
、
八
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
前
半
こ
ろ
の
も
の
と
考
え

ら
れ
る
中
組
遺
跡
一
帯
で
製
作
さ
れ
た
兼
久
式
土
器
や
、

一
一
～
一
三
世
紀
こ
ろ
の
中
国
産
陶
磁
器
や
カ
ム
ィ
ヤ

キ
が
混
在
し
た
状
況
で
出
土
し
た
。

　

下
層
か
ら
は
兼
久
式
土
器
が
主
体
的
に
出
土
し
、
そ
こ

に
須
恵
器
（
灰
色
の
素
焼
き
の
陶
器
）
や
カ
ム
ィ
ヤ
キ
な

ど
が
僅
か
に
伴
っ
て
出
土
す
る
。
中
国
産
陶
磁
器
な
ど
は

全
く
出
土
し
て
お
ら
ず
、
八
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
前
半

こ
ろ
の
時
期
の
地
層
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
調
査
区
に
堆
積
し
た
地
層
は
窪
地
に
堆
積
し
た
地
層

も
含
め
、
水
分
を
多
く
含
み
、
灰
色
化
し
て
お
り
、
水
田

の
土
と
類
似
し
た
地
質
で
あ
っ
た
。
遺
跡
の
土
を
サ
ン
プ

リ
ン
グ
し
、
そ
の
分
析
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
イ
ネ
の
炭

化
種
子
や
、イ
ネ
の
葉
に
含
ま
れ
る
ガ
ラ
ス
質
の
結
晶（
以

下
、
イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
）、
イ
ネ
の
花
粉
が
検

出
し
た
。
特
に
イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
は
水
田
跡
の

判
断
基
準
と
な
る
一
グ
ラ
ム
当
た
り
五
千
個
を
上
回
る
量

が
検
出
し
て
お
り
、
Ｂ
調
査
区
に
水
田
跡
が
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
と
い
う
分
析
結
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
発
掘
調
査
の
際
に
水
田
に
伴
う
、
畦
畔
や
床

土
な
ど
の
痕
跡
が
丹
念
に
探
索
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
Ｂ
調
査
区
に
水
田
が
あ
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
否
定
的
な
評
価
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
推
測
の
域
は
出
な
い
が
、
天
城
町
瀬
滝
の
戸
森

の
線
刻
画
一
帯
で
は
池
の
ほ
と
り
に
稲
籾
を
撒
き
、
実
れ

ば
収
穫
す
る
よ
う
な
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り

（
白
木
原
和
美
氏
の
ご
教
示
）、
Ｂ
調
査
区
か
ら
検
出
し
た

窪
地
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
な
稲
作
が
行
わ
れ
て
い
た
可

能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
、
イ
ネ
の
プ
ラ
ン
ト
オ
パ
ー
ル
や
、
イ
ネ
の
花

粉
、
イ
ネ
の
炭
化
種
子
は
八
世
紀
後
半
～
一
一
世
紀
前
半

こ
ろ
の
時
期
と
考
え
ら
れ
て
い
る
下
層
か
ら
出
土
し
て
お

り
、
徳
之
島
に
お
け
る
稲
作
の
開
始
を
考
え
る
う
え
で
注

目
さ
れ
る
。

0 3m(  1 : 150  )

58.6
58.4 58.2

58.0 57.8

57.8
58.0

58.2
58.4 58.6

58.8

57.6
57.6

窪地

Ⅰ - 記憶 04　中組遺跡 B 調査区遺構配置図

(  1 : 4  )0 5cm

Ⅰ - 記憶 05　中組遺跡出土遺物
　　　（天城町「ユイの館」所蔵）
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第
一
部　

兼
久
集
落
採
集
手
帖

［
兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶
］

　

◎
犬
の
門
蓋
観
世
音
菩
薩
像
碑
文

　

奄
美
徳
之
島
が
観
光
ブ
ー
ム
の
名
残
り
を
留
め
て
い
た

昭
和
五
二
年
三
月
二
二
日
に
、
犬
の
門
蓋
を
あ
る
若
夫
婦

が
新
婚
旅
行
で
訪
れ
た
。
し
か
し
、
奥
さ
ん
が
風
に
飛
ば

さ
れ
た
帽
子
を
拾
お
う
と
し
て
断
崖
か
ら
転
落
し
、
そ
れ

を
助
け
よ
う
と
し
た
旦
那
さ
ん
も
滑
落
し
て
二
人
と
も
亡

く
な
っ
た
。
後
年
、
二
人
を
追
悼
し
て
遺
族
に
よ
り
観
世

音
菩
薩
像
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

Ⅰ - 記憶 06　犬の門蓋の観世音菩薩像（字上高釣）　　

　
【
台
座
正
面
】　

　
　
　
　

願

　

こ
こ
天
城
は

　

空
も　

海
も　

人
の
心
も
限
り
な
く
美
し
く

　

さ
な
が
ら　

観
世
音
の　

瑠
璃
光
界
の
如
し

　

さ
れ
ば　

縁
に
よ
り

　

こ
の
地
を
お
と
づ
れ
た
る
諸
人
よ

　

早
離　

即
離
の　

こ
と
わ
り
を　

さ
と
り
て

　

今
を　

よ
り
美
し
く　

過
さ
れ
る
こ
と
を

　

子
を
失
な
い
し　

母
は

　

祈
願
し
奉
る

　
　

昭
和
五
十
二
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　

施
主　

秋　

元　

外　

美　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
山
県
高
岡
市

　
　
　
　
　
　
　
　

協
賛　

天　
　

城　
　

町

　
　
　
　
　
　
　
　

同　
　

天 

城 

町 

々 

会

　
　
　
　
　
　
　
　

原
型　

南　

部　

勝　

進

　
　
　
　
　
　
　
　

鋳
造　

秋
元
銅
器
製
作
所　
　

　
【
台
座
左
面
】

　
　
　
　

奉
詠

　
　

あ
む
ち
や
む
を
亡
き
吾
息

　
　

を
呼
ぶ　

母
親
は
同
じ

　
　

門
徒
と
偶
然
の
出
あ
ひ

　
　
　
　
　
　
　

元 

山 

き 

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
台
座
裏
面
】

　
　
〈
風
化
に
よ
り
、
銅
板
碑
破
損
紛
失
〉

　

観
世
音
菩
薩
像
の
建
立
当
時
に
は
、
木
造
の
立
て
看
板

が
設
け
ら
れ
て
い
た
。そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

こ
の
観
音
像
は　

昭
和
五
二
年
三
月
二
二
日

　

十
四
時
頃　

富
山
県
か
ら
新
婚
旅
行
で
観
光

　

地
巡
り
の
た
め
当
地
を
訪
れ
た
際　

不
慮
の
事
故
に

　

見
舞
わ
れ　

二
人
共
に　

二
度
と
帰
ら
ぬ　

身
と

　

な
っ
た
秋
元
様
ご
夫
婦
の
永
遠
の
ご
供
養
の
為
に

　

遠
く
富
山
県
の
ご
遺
族　

秋
元
外
美
様
よ
り

　

贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す

　
　

昭
和
五
十
二
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
城
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ⅰ - 記憶 07　犬の門蓋の観世音菩薩像前での慰霊祭
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和 52 年 6 月）
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[

兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶]

 ［
兼
久
に
残
さ
れ
た
記
憶
］

　

◎
柔
道
家
徳
三
宝
銅
像
碑
文

　
【
台
座
裏
面
】

徳
三
宝
先
生
は
一
八
八
六
年
兼
久
に
生
ま
る

幼
に
し
て
魁
偉
志
気
豪
遇
な
り
、
東
京
高
等
師
範
に
学
び

講
道
館
に
入
る
切
磋
琢
磨
し
て
斯
道
の
蘊
奥
を
究
む

明
治
大
正
昭
和
三
代
に
亘
り
不
出
世
の
豪
雄
と
し
て
名
聲

を
博
す　

一
九
四
五
年
戦
災
に
斃
る
時
に
五
十
九
歳

茲
に
郷
党
相
計
り
胸
像
を
建
て
永
く
そ
の
英
雄
を
傳
う

　
　

一
九
七
七
年
八
月
吉
日 

　
　
　

題
字　

講
道
舘
館
長　

加
納
履
正

　
　
　

頌
徳　

関
東
□
西
鹿
児
島
郷
友
会
有
志
一
同

　
　
　
　
　
　

講
道
舘
有
志
一
同

　
　
　
　
　
　

天
城
町
有
志
一
同　

南
溟
謹
書

【
銅
像
背
面
】

　
　

徳
三
宝
先
生
之
像

　
　
　

昭
和
52
年
６
月
吉
日

　
　
　
　

小
林
尚
雄
謹
作

【
台
座
左
面
】

　
　

講
道
館
九
段

　
　
　

徳
三
宝
先
生
之
像

Ⅰ - 記憶 08　柔道家徳三宝銅像
　　　　　（天城町立天城中学校）

Ⅰ - 記憶 09　徳三宝銅像除幕式（昭和 52 年）
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鍋クク（鍛冶屋）

アムトゥンサー

ハントウヤマ
（ウシュクの木があった）

中組遺跡

チンギョ(石組の井戸）

ニャー
（ドヒョウがあった）

兼久集落自治公民館

水神さま
ハカントウ（共同墓地）

水神さま

青年会場跡
ヤグジョーアジー（役場辻）

ジモー（兼久噯役場跡）
アガレ（共同墓地）

ウィントウ

ミードノチ（新殿地）

オオヤマ

十五夜綱引きを行っていた場所

フーギサ
ユワタシの通り道

ユワタシの通り道

ノロ屋敷

ジルムン・ユワタシ・首切り馬
が出没する場所

0 300m(   1  /  5000   )

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平情使、第1595号）

Ⅰｰ図 07 ｰ 1　文化遺産マップー兼久集落編ー
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A3 折り差込（表）
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A3 折り差込（裏）
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【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

　
　
　

解　

説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
達
郎

①
吉
満
義
志
信
（
著
）『
徳
之
島
事
情
』〈
抜
粋
〉

　

同
書
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
三
月
ま
で
に
執
筆
。

長
ら
く
未
刊
の
ま
ま
で
幻
の
資
料
と
な
っ
て
い
た
が
、
名

瀬
市
史
編
纂
委
員
会
が
昭
和
三
九（
一
九
六
四
）年
に「
名

瀬
市
史
資
料
」
の
一
冊
と
し
て
公
刊
し
て
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
風
俗
習
慣
に
関
す
る
記
述

が
詳
し
く
、
ま
た
統
計
資
料
の
掲
載
も
多
い
。

　

吉
満
義
志
信
氏
は
万
延
元（
一
八
六
〇
）年
、東
間
切（
現

在
の
徳
之
島
町
）亀
津
村
の
生
ま
れ
。大
正
七（
一
九
一
八
）

年
没
。
享
年
五
八
歳
。

　

吉
満
氏
は
、
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
に
古
仁
屋
警

察
署
長
代
理
を
皮
切
り
に
、
奄
美
大
島
・
徳
之
島
各
地
の

戸
長
（
現
在
の
市
町
村
の
首
長
に
あ
た
る
）
を
勤
め
、
県

議
な
ど
も
歴
任
し
た
（
松
田
清
（
編
）『
徳
之
島
先
駆
者

の
記
録
』）。

　

本
書
へ
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
之
島
の
歴
史
の
概

略
と
兼
久
集
落
関
連
内
容
、
風
俗
習
慣
に
限
っ
て
抜
粋
し

た
。
底
本
は
、
名
瀬
市
史
編
纂
委
員
会
発
行
の
『
奄
美
史

談
・
徳
之
島
事
情
』（
昭
和
三
九
年
三
月
）
に
よ
っ
た
。

②
坂
井
友
直
（
著
）『
徳
之
島
小
史
』〈
抜
粋
〉

　

同
書
は
大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
五
月
刊
。

　

坂
井
友
直
氏
は
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
八
月
一
日
、

面
縄
間
切
伊
仙
噯
（
現
在
の
伊
仙
町
）
阿
権
村
の
生
ま
れ
。

旧
姓
は
栄
。
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
八
月
七
日
没
。

享
年
六
五
歳
。

　

坂
井
氏
は
、
生
前
は
小
学
校
の
教
諭
を
勤
め
る
一
方

で
、
奄
美
の
島
々
の
歴
史
を
記
し
た
書
籍
が
な
い
こ
と
を

憂
い
、
主
要
な
家
筋
の
系
図
や
古
文
書
を
調
査
し
て
い
た

と
い
う
。同
書
は
そ
う
し
た
活
動
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

の
ち
に
は
島
尻
村
（
伊
仙
町
の
前
身
）
の
公
選
第
一
号
の

村
長
を
務
め
、
村
名
を
伊
仙
村
と
改
め
た
と
さ
れ
る
。
ま

た
鹿
児
島
県
議
や
名
瀬
町
議
を
歴
任
し
た
と
い
う
（「
坂

井
友
直
天
仙
年
表
」『
奄
美
郷
土
史
選
集
』
第
二
巻
。
松

田
清
（
編
）『
徳
之
島
先
駆
者
の
記
録
』）。
な
お
、
坂
井

氏
の
執
筆
し
た
郷
土
資
料
は
、
数
度
に
わ
た
っ
て
公
刊
さ

れ
て
い
る
が
、
御
息
女
で
経
済
学
者
で
あ
る
三
上
絢
子
氏

の
手
に
よ
り
『
奄
美
郷
土
史
選
集
』（
全
二
冊
、
平
成
四

年
六
月
、
国
書
刊
行
会
）
と
し
て
集
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
へ
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
之
島
の
歴
史
の
概

略
と
兼
久
集
落
関
連
内
容
、
風
俗
習
慣
に
限
っ
て
抜
粋

し
た
。
底
本
は
、
奄
美
社
版
の
『
徳
之
島
小
史
』（
昭
和

三
八
年
五
月
再
版
）
に
よ
っ
た
。

③
土
岐
善
作
に
よ
る
著
作

　

土
岐
善
作
氏
は
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
、
兼
久
の
生

ま
れ
。青
年
時
代
ま
で
の
二
〇
年
あ
ま
り
を
兼
久
で
送
り
、

の
ち
上
京
。
日
本
大
学
夜
間
部
で
学
業
を
修
め
、
東
京
で

仕
事
勤
め
を
し
て
過
ご
し
、
晩
年
は
徳
之
島
に
帰
郷
し
た

と
い
う
。
平
成
二
五
年
没
。
享
年
八
二
歳
。

　

本
書
に
収
録
し
た
著
作
は
、
い
ず
れ
も
東
京
在
住
時
に

執
筆
さ
れ
た
と
み
ら
れ
、
初
出
は
奄
美
郷
土
研
究
会
発
行

の
『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
誌
上
で
あ
る
。
詳
細
は
以
下

の
と
お
り
。

・「
我
が
村
の
風
俗
習
慣
―
天
城
村
兼
久
―
」

　
（
四
号
、
昭
和
三
七
年
一
月
）　　
　
　

・・・（
資
料
１
）

・「
我
が
村
の
風
俗
習
慣
（
二
）
―
徳
之
島
天
城
村
兼
久
―
」　

　
（
五
号
、
昭
和
三
八
年
一
月
）　　
　
　

・・・（
資
料
２
）

・「
村
の
方
言
―
徳
之
島
天
城
村
兼
久
―
」

　
（
一
〇
号
、
昭
和
四
三
年
十
二
月
）　　

・・・（
資
料
３
）

Ⅱ - ③写真　土岐善作氏遺影

　
　
　
　
「
文
化
遺
産
」
資
料　

解
説
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集
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関
連
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遺
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資
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（
資
料
１
）
は
兼
久
集
落
の
「
年
中
行
事
」
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
ん
に
ち
で
は
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
事

柄
に
つ
い
て
、
き
わ
め
て
丁
寧
で
、
か
つ
詳
細
な
報
告
が

な
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
２
）
は
「
人
生
儀
礼
」
の
う
ち
、

「
出
産
」
と
「
葬
式
」
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。（
資

料
３
）
は
日
常
生
活
に
用
い
ら
れ
た
兼
久
の
方
言
を
五
〇

音
順
で
記
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、第
四
号（
資
料
１
）お
よ
び
第
五
号（
資

料
２
）
の
原
稿
は
島
尾
敏
雄
（
編
）『
奄
美
の
文
化
―
総

合
的
研
究
―
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
五
一
年
）
に

改
題
収
録
さ
れ
た
。
本
資
料
の
底
本
は
、
い
ず
れ
も
『
奄

美
郷
土
研
究
会
報
』
版
に
よ
っ
た
。

④
天
城
郷
土
研
究
会
の
活
動

　

天
城
郷
土
研
究
会
は
、
当
時
、
慶
應
義
塾
高
等
学
校
で

教
諭
を
務
め
て
お
ら
れ
た
柳
平
治
郎
氏
（
兼
久
出
身
、
神

奈
川
県
横
浜
市
現
住
）
た
ち
が
発
起
人
と
な
っ
て
昭
和

六
〇
年
代
に
組
織
さ
れ
た
団
体
で
あ
る
。

　

同
会
の
具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
会
員
諸
氏
が
徳
之

島
で
の
共
同
調
査
を
企
図
し
な
が
ら
、
各
々
の
関
心
に
応

じ
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
各
自
で
成
果
を
原
稿
化
し

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
（
資
料
４
・
５
）。
会
員
の

居
所
は
徳
之
島
の
内
外
に
わ
た
っ
て
お
り
、
島
外
に
在
住

し
て
い
る
者
な
ど
は
、
訪
徳
し
た
際
に
島
在
住
の
会
員
の

案
内
の
も
と
実
地
の
調
査
に
臨
み
、
デ
ー
タ
を
積
み
あ
げ

て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
〈
仮
称
「
天
城
南
部
郷
土
研
究
会
」
趣
意
書
〉（
資
料
４
）

や
「
会
則
」（
資
料
５
）
に
よ
れ
ば
、
研
究
成
果
は
、
年

に
二
度
発
行
さ
れ
る
「
天
城
郷
土
研
究
会
会
報
」（
ワ
ー

プ
ロ
原
稿
Ｂ
四
縦
形
二
段
組
。
各
号
複
数
枚
。（
資
料
６

～
９
）
に
研
究
ノ
ー
ト
（
中
間
報
告
）
を
掲
載
し
、
の
ち

に
会
誌
の
発
行
を
も
っ
て
本
報
告
に
か
え
る
よ
う
に
企
図

さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
会
誌
の
発
行
に
向
け
て
精
力

的
に
活
動
が
続
け
ら
れ
た
が
、
会
報
を
四
号
ま
で
発
行
し

て
諸
事
情
か
ら
休
止
状
態
に
至
っ
た
と
い
う
。
会
員
諸
氏

の
多
忙
な
中
で
の
活
動
が
影
響
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る

が
、
発
足
か
ら
三
年
弱
と
い
う
比
較
的
短
期
間
の
活
動
に

留
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
（
伊
藤
好
英
・
柳
平
治
郎
の
両

氏
の
ご
教
示
に
よ
る
）。

　

以
下
、
少
し
概
括
的
に
述
べ
る
が
、
南
島
の
歴
史
・
民

俗
を
研
究
対
象
と
す
る
動
き
は
昭
和
初
頭
に
な
っ
て
か
ら

本
格
化
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
柳
田
國
男
・
折
口
信
夫
・

伊
波
普
猷
の
諸
氏
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、
い

わ
ゆ
る
南
島
研
究
の
名
の
も
と
で
大
き
く
動
き
出
し
て
い

る
。
ま
た
奄
美
群
島
に
ま
で
は
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
昭
和
九
年
に
は
渋
沢
敬
三
氏
を
は
じ
め
と

す
る
ア
チ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ゼ
ア
ム
の
諸
氏
に
よ
る
薩
南
十
島

の
学
際
的
総
合
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
奄
美
が

よ
り
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
奄
美
群
島
の
日

本
復
帰
（
昭
和
二
八
年
十
二
月
二
五
日
）
後
、
と
り
わ
け

昭
和
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和

三
〇
～
三
二
年
に
実
施
さ
れ
た
九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共

同
調
査
委
員
会
に
よ
る
総
合
調
査
（
第
一
回
）
の
影
響
を

受
け
て
、
奄
美
群
島
各
地
で
郷
土
研
究
グ
ル
ー
プ
が
盛
ん

に
興
っ
て
い
る
。
奄
美
史
談
会
の
発
足
（
昭
和
三
一
年
）

と
奄
美
郷
土
研
究
会
へ
の
同
会
の
再
編
（
昭
和
三
三
年
）

な
ど
が
代
表
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
、
昭
和
四
〇
年
代

か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
は
、
徳
之
島
内
で
も
徳
之
島
郷

土
研
究
会
が
発
足
し
（
昭
和
四
二
年
）、
他
方
で
大
学
所

属
の
研
究
者
や
学
生
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
調
査
が
頻
繁
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
〇
～
五
五
年
に

か
け
て
九
学
会
連
合
奄
美
共
同
調
査
委
員
会
に
よ
る
総
合

調
査
（
第
二
回
）
が
実
施
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
活
動
に
さ
ら

に
触
発
さ
れ
て
、
出
身
者
・
在
住
者
に
よ
る
個
人
や
有
志

な
ど
の
集
ま
り
の
単
位
で
の
研
究
意
欲
の
高
ま
り
が
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
天
城
郷
土
研
究
会
の
活
動
も
そ
う

し
た
調
査
研
究
へ
機
運
の
高
ま
り
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。
同
会
が
活
動
し
た
と
い
う
事
実
は
、
徳
之

島
島
内
に
お
い
て
で
さ
え
も
き
わ
め
て
貴
重
な
も
の
で
あ

る
。
お
そ
ら
く
他
団
体
に
よ
る
活
動
と
同
様
に
、
主
題
化

さ
れ
な
が
ら
も
陽
の
目
を
見
な
か
っ
た
テ
ー
マ
も
多
い
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
地
域
の
人
々
が
歴
史
学
・
民
俗
学
・
郷

土
史
の
研
究
成
果
に
何
を
求
め
て
い
た
の
か
に
つ
い
て

も
、
今
後
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

こ
ん
に
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
や
研
究
者
が

徳
之
島
を
訪
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
者
た
ち
の
往
来
が
徳

之
島
の
歴
史
の
解
明
を
促
し
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

今
後
の
た
め
に
も
、
こ
う
し
た
細
か
な
事
績
や
事
実
を
き

ち
ん
と
記
録
に
留
め
、
積
み
上
げ
て
、
研
究
の
諸
成
果
と

と
も
に
島
の
住
民
た
ち
と
も
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り

重
要
と
な
ろ
う
。

　

本
書
に
掲
載
し
た
も
の
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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・〈
仮
称
「
天
城
南
部
郷
土
研
究
会
」
趣
意
書
―
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
４
）

・「
天
城
郷
土
研
究
会
会
則
」       　
　

  

・
・
・（
資
料
５
）

・
創
刊
号　

昭
和
六
〇
年
三
月　

二
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
６
）

・
第
二
号　

昭
和
六
〇
年
七
月　

五
枚
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
７
）

・
第
三
号　

昭
和
六
一
年
七
月　

三
枚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
８
）

・
第
四
号　

昭
和
六
二
年
十
一
月
Ｂ
五
版
三
四
頁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
９
）

・「
徳
之
島
入
れ
墨
聞
き
書
き
追
跡
調
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
10
）

・
徳
之
島
新
聞
（
昭
和
六
三
年
四
月
十
四
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
11
）

・
徳
之
島
新
聞
（
昭
和
六
三
年
五
月
十
二
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
12
）

・
大
島
新
聞
（
昭
和
六
三
年
四
月
九
日
付
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
・
・（
資
料
13
）

　

こ
こ
で
は
、
会
報
に
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
一
つ
ひ
と
つ

に
対
し
て
、
そ
の
是
非
や
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
を
付
す
こ

と
は
せ
ず
に
、
同
会
の
活
動
そ
の
も
の
を
ま
ず
俎
上
に
あ

げ
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
こ
と
と
し
、
簡
単
に
資
料
の
概

要
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
（
資
料
６
～
８
）
に
は
、
会
員
諸
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

文
章
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
独
自
の
仮
説
に
従
っ
て
ま
と

め
ら
れ
た
研
究
ノ
ー
ト
を
は
じ
め
、
奄
美
の
地
勢
と
地
名

か
ら
推
測
さ
れ
る
考
察
、
旅
先
で
の
見
聞
、
民
俗
に
関
わ

る
随
想
な
ど
が
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他

に
、
会
員
の
活
動
記
録
や
事
務
局
か
ら
の
連
絡
事
項
、
会

員
名
簿
等
が
示
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
、
同
会
に
最

終
的
に
参
加
し
た
全
て
の
会
員
の
氏
名
を
左
に
ま
と
め
て

お
く
。

　

天
城
郷
土
研
究
会
会
員
一
覧
（
五
〇
音
順
）

伊
藤
好
英
、
大
多
喜
ま
さ
み
、
川
村
直
治
、
重
久
淳
一
、

富
山
祝
明
、
中　

武
久
、
中
城
喜
男
、
北
郷
宗
義
、
向
井

一
雄
、
安
田
武
弘
、
柳
平
治
郎
、
矢
野
幸
男

　
（
資
料
９
）
は
、
同
会
会
員
の
重
久
淳
一
氏
が
徳
之
島

町
神
之
嶺
シ
キ
マ
ン
ト
で
行
な
っ
た
竪
穴
住
居
址
の
発
掘

調
査
報
告
書
と
し
て
、
昭
和
六
二
年
十
一
月
に
刊
行
さ
れ

た
。
表
・
図
版
・
写
真
を
含
ん
だ
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
を
簡
易

製
本
し
た
も
の
で
、
三
四
頁
に
わ
た
る
考
古
学
プ
ロ
パ
ー

に
よ
る
調
査
報
告
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
竪
穴
住
居
址
の
調

査
の
前
に
、
同
集
落
内
の
洞
窟
岩
陰
遺
跡
の
踏
査
を
行

な
っ
て
い
た
と
い
い
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
置
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
畑
地
に
偶
然
土
器
が
散

乱
し
て
い
る
の
を
発
見
し
、
調
査
に
取
り
組
ん
だ
と
さ
れ

る
（
同
資
料
「
は
じ
め
に
」）。
当
地
は
昭
和
四
四
年
に
鹿

児
島
短
期
大
学
南
日
本
文
化
研
究
所
の
徳
之
島
総
合
学
術

調
査
の
際
に
試
掘
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
遺
跡
の
基
部
は

耕
作
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
た

（『
徳
之
島
町
誌
』）。
重
久
氏
た
ち
の
調
査
に
よ
り
、
シ
キ

マ
ン
ト
遺
跡
一
帯
は
、表
層
面
は
撹
乱
し
て
い
る
も
の
の
、

竪
穴
住
居
址
や
、
土
器
や
石
器
等
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
て

い
る
。
重
久
氏
は
、
隼
人
町
（
現
、
霧
島
市
）
教
育
委
員

会
で
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
た
。

同
資
料
は
、
の
ち
に
鹿
児
島
県
内
在
住
の
学
芸
員
・
埋
蔵

文
化
財
担
当
者
有
志
で
編
集
・
発
行
さ
れ
て
い
る
冊
子『
大

河
』
第
七
号
（
平
成
十
年
）
に
転
載
さ
れ
、
専
門
家
た
ち

の
間
に
広
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
本
書
に
は
、

紙
数
の
都
合
か
ら
、
目
次
項
目
の
み
を
掲
載
し
た
。

　

次
に
、「
徳
之
島
入
れ
墨
聞
き
書
き
追
跡
調
査
」（
資
料

10
）
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
奄
美
か
ら
沖
縄
に

か
け
て
の
一
帯
に
拡
が
っ
て
い
た
女
性
た
ち
の
入
墨
習
俗

に
つ
い
て
は
、
こ
ん
に
ち
口
頭
で
は
「
祖
母
や
曾
祖
母
の

両
手
に
入
墨
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
語
ら
れ
る
の
み
で
、
直

に
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。
奄
美
に
お
け
る

入
墨
研
究
の
成
果
は
、
す
で
に
鹿
児
島
県
立
大
島
中
学

校
（
編
）「
奄
美
大
島
婦
人
の
入
墨
研
究
」（
同
校
、
昭
和

十
一
〈
一
九
三
六
〉
年
二
月
。
の
ち
鹿
児
島
県
立
大
島
高

等
学
校
社
会
科
研
究
室
よ
り
謄
写
版
で
昭
和
三
九
年
再

刊
）
や
、
小
原
一
夫
『
南
島
入
墨
考
』（
筑
摩
書
房
、
昭

和
三
七
年
十
一
月
）、
山
下
文
武
『
奄
美
の
針
突
―
消
え

た
入
墨
習
俗
』（
ま
ろ
う
ど
社
、
平
成
十
五
年
）
に
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
。
研
究
対
象
と
さ
れ
た
時
期
は
学
史
の
上

で
も
比
較
的
古
く
、
成
果
の
蓄
積
も
決
し
て
少
な
く
な
い

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
奄
美
の
み
な
ら
ず
、

南
島
地
域
の
中
で
も
最
大
の
研
究
成
果
と
い
え
よ
う
―
―

入
墨
研
究
に
先
鞭
を
付
け
た
小
原
一
夫
氏
の
先
見
性
に
よ

る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
氏
の
奄
美
・
沖
縄
に
お
け

る
、
民
俗
学
・
考
古
学
に
わ
た
っ
て
の
研
究
活
動
は
早
急

に
解
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
課
題
で
あ
る
―

―
。
習
俗
は
失
わ
れ
て
し
ま
い
、
入
墨
を
入
れ
た
女
性
た

ち
は
ほ
と
ん
ど
鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
聞
き

　
　
　
　
「
文
化
遺
産
」
資
料　

解
説
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取
り
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
習
俗
の
具
体
相
や
多
様
な
図
柄

は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
通
じ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
天

城
郷
土
研
究
会
の
同
資
料
（
資
料
10
）
は
、
い
わ
ゆ
る
調

査
票
に
あ
た
り
、
中
城
喜
男
氏
調
査
の
一
枚
の
み
が
残
さ

れ
て
い
る
が
、「
昭
和
６
０
年
５
月
１
３
日
（
月
）」
の
当

時
に
あ
っ
て
は
入
墨
を
し
た
古
老
に
直
に
会
っ
て
視
認
で

き
た
最
後
の
機
会
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
き
わ
め
て

貴
重
な
試
み
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
同
会
の
活
動
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
し
て
、「
兼

久
遺
跡
を
守
る
会
」
の
活
動
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
新

聞
記
事
（
資
料
11
）
～
（
資
料
13
）
に
そ
の
名
を
賑
わ
せ

て
い
る
。
徳
之
島
島
内
在
住
の
会
員
に
と
っ
て
は
、
む
し

ろ
こ
ち
ら
の
活
動
が
急
務
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。（
資
料
４
）

は
会
の
活
動
の
趣
意
書
に
あ
た
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

当
時
、
島
内
各
地
で
土
地
の
開
発
が
盛
ん
と
な
り
、
手
つ　

　
　
　
　

か
ず
で
あ
っ
た
自
然
や
調
査

　
　
　
　

が
着
手
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡

　
　
　
　
（
と
思
し
き
場
所
）
の
破
壊
が

　
　
　
　

急
速
に
進
ん
で
い
た
と
い
う
。　
　

　
　
　
　

こ
れ
ら
の
調
査
と
保
存
を
県

　
　
　
　

や
町
の
当
局
へ
働
き
か
け
て

　
　
　
　

い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ

　
　
　
　

る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

な
お
、
本
書
へ
の
会
報
掲

　
　
　
　

載
に
あ
た
っ
て
は
、
一
部
資

　
　
　
　

料
の
中
に
執
筆
者
と
連
絡
が

　
　
　
　

と
れ
な
い
も
の
や
、
書
籍
か

　
　
　
　

ら
の
切
り
張
り
が
含
ま
れ
て

い
た
た
め
、
著
作
権
保
護
の
観
点
か
ら
割
愛
し
た
も
の
が

あ
る
。
く
わ
え
て
同
紙
に
は
、
会
員
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
編
集
者
の
判
断
で

部
分
的
に
伏
せ
た
こ
と
を
こ
こ
に
お
断
り
し
て
お
く
。

⑤
向
井
一
雄
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
活
動

　　

向
井
一
雄
氏
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
兵
庫
県
神

戸
市
の
生
ま
れ
。
戦
時
中
、
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に

志
願
し
、
茨
城
県
東
茨
城
郡
下
中
妻
村
（
現
、
水
戸
市
）

内
原
で
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
た
が
、
中
国
大
陸
に
渡
る

こ
と
な
く
秋
田
県
角
館
市
（
現
、
仙
北
市
）
で
終
戦
を
迎

え
ら
れ
た
と
い
う
。
帰
神
し
て
し
ば
ら
く
は
、
焼
け
野
原

と
な
っ
た
神
戸
で
両
親
と
と
も
に
生
活
を
再
開
す
る
が
、

昭
和
二
一
年
に
、
両
親
と
連
れ
立
っ
て
、
そ
の
出
身
地
で

あ
る
徳
之
島
の
徳
和
瀬
へ
帰
郷
し
た
と
い
う
。
昭
和
二
三

年
に
は
、
父
親
に
従
っ
て
兼
久
の
開
拓
地
に
入
植
し
、
土

地
を
借
り
て
耕
作
に
励
み
、
の
ち
に
は
購
入
し
て
田
畑
を

拡
げ
、
稲
作
や
蔗
作
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
栽
培
、
牛
の
繁
殖

な
ど
、
手
広
く
農
業
に
従
事
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
一

方
で
、
向
井
氏
自
身
は
シ
マ
の
生
ま
れ
で
は
な
い
と
い
う

自
覚
を
よ
り
強
く
感
じ
て
い
た
ら
し
く
、
島
の
風
土
や
歴

史
、
シ
マ
グ
チ
を
我
が
物
と
す
る
べ
く
、
大
い
に
関
心
を

寄
せ
て
貪
欲
に
学
ん
で
い
た
と
い
う
。
前
項
の
天
城
郷
土

研
究
会
へ
の
参
加
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
。

　

あ
る
日
の
農
作
業
の
さ
な
か
、
畑
の
土
に
交
じ
る
石
や

土
器
片
に
眼
を
と
め
、
こ
れ
を
収
集
。
独
学
の
傍
ら
、
専

門
家
た
ち
に
も
判
断
を
仰
い
だ
り
助
言
を
求
め
た
り
し
な

が
ら
、
収
集
し
た
も
の
は
単
な
る
石
こ
ろ
で
は
な
く
価
値

あ
る
考
古
遺
物
で
は
な
い
か
と
の
確
信
を
も
た
れ
た
。
こ

れ
が
徳
之
島
内
で
も
珍
し
い
遺
跡
・
遺
物
の
発
見
へ
と
つ

な
が
っ
た
。
以
後
、
多
く
の
遺
物
（
石
斧
・
石
皿
・
矢
じ

り
な
ど
の
石
器
や
土
器
片
）
の
発
見
を
通
じ
て
、
専
門
家

や
島
民
た
ち
に
新
た
な
知
見
を
示
し
て
い
る
。
発
見
し
た

遺
跡
や
出
土
遺
物
の
経
緯
や
種
類
、
位
置
づ
け
に
つ
い
て

は
、後
掲
の
具
志
堅
亮
氏
執
筆
の
文
章
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

向
井
氏
は
、
現
在
、
家
業
で
あ
る
農
業
の
傍
ら
、
天
城

町
文
化
財
保
護
審
議
員
を
勤
め
ら
れ
、
齢
九
〇
歳
を
前
に

し
て
も
な
お
、
畑
地
や
崖
地
を
精
力
的
に
訪
れ
て
、
徳
之

島
の
歴
史
的
事
実
の
解
明
に
尽
力
し
て
お
ら
れ
る
。

Ⅱ - ④写真　天城郷土研究会の島内在住者（写
真左より、向井一雄・中城善男・富山祝明・安
田武弘）
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⑥
兼
久
・
兼
寿
会
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
保
存
会
（
編
）

　
　
　
　
　
　
「
兼
久
の
シ
マ
唄
」

　

ウ
タ
ア
シ
ビ
と
は
、
正
月
の
各
家
庭
の
挨
拶
ま
わ
り
や

祝
宴
な
ど
の
際
に
催
さ
れ
る
、
唄
の
披
露
の
機
会
を
さ
し

示
す
こ
と
ば
で
あ
る
。
席
上
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ウ
タ
が
披

露
さ
れ
る
。
シ
マ
ウ
タ
の
一
種
で
あ
る
曲
目
「
マ
ン
キ
ア

シ
ビ
」
は
、
ウ
タ
の
歌
唱
に
合
わ
せ
て
身
体
の
前
で
両
手

で
招
く
よ
う
な
所
作
を
行
う
こ
と
か
ら
、「
マ
ン
キ
（
＝

マ
ネ
キ
。
招
き
）」
と
「
ア
シ
ビ
（
遊
び
）」
の
語
と
が
組

み
合
わ
さ
っ
て
構
成
さ
れ
た
語
と
み
ら
れ
る
。「
オ
ネ
、

オ
ネ
」
と
唄
い
は
じ
め
、
太
鼓
の
音
頭
に
合
わ
せ
て
男
性

と
女
性
と
に
分
か
れ
て
交
互
に
掛
け
合
う
形
で
ウ
タ
が
展

開
さ
れ
、
さ
ら
に
太
鼓
と
サ
ン
シ
ル
（
三
線
）
と
が
そ
の

合
間
に
演
奏
さ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
ウ
タ
ア
シ
ビ
の
機
会
は
、
宴
席
上
で
の
盛
り

上
が
り
と
、
ふ
と
し
た
き
っ
か
け
で
始
ま
る
の
が
常
で
あ

る
。
当
事
業
の
第
五
回
勉
強
会
の
際
に
は
、「
正
月
の
個

人
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
た
宴
席
の
場
で
、
他
シ
マ
か
ら
ウ

タ
の
う
ま
い
ウ
タ
シ
ャ
（
唄
者
）
を
招
き
、
サ
ン
シ
ル
の

演
奏
と
と
も
に
ウ
タ
を
披
露
し
て
も
ら
い
、
集
ま
っ
た
者

た
ち
も
そ
れ
に
つ
い
て
ウ
タ
を
謡
い
楽
し
ん
だ
も
の
だ
」

と
い
う
話
が
聞
か
れ
た
。

　

こ
ん
に
ち
の
兼
久
集
落
で
は
、
―
―
と
い
う
よ
り
全
島

的
な
傾
向
で
も
あ
る
が
―
―
各
家
庭
で
の
正
月
の
宴
席
も

宴
会
場
を
貸
し
切
っ
て
催
し
た
り
小
規
模
な
も
の
と
な
っ

た
り
し
て
、
ウ
タ
ア
シ
ビ
の
機
会
も
次
第
に
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
兼
久
で
は
正
月
の
各

家
庭
で
の
ウ
タ
ア
シ
ビ
と
は
別
に
機
会
を
も
う
け
て
、
集

落
と
し
て
の
伝
承
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
原
則
、
ブ
ン

（
お
盆
）直
後
の
、暦
上
で
決
め
ら
れ
た
日
に
ハ
マ
ウ
リ（
浜

下
り
、
ハ
モ
レ
と
も
）
行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
早

朝
か
ら
午
前
中
に
か
け
て
犬
の
門
蓋
南
の
ハ
マ
（
浜
）
で

ハ
マ
ウ
リ
を
終
え
た
人
々
が
兼
久
集
落
自
治
公
民
館
に
集

ま
っ
て
、
集
落
お
よ
び
兼
老
会
（
老
人
会
組
織
）
主
催
の

長
寿
者
を
祝
う
敬
老
会
の
宴
席
を
催
し
て
い
る
。
そ
の
参

加
者
た
ち
が
、
カ
ラ
オ
ケ
の
新
民
謡
な
ど
と
と
も
に
、
シ

マ
ウ
タ
や
踊
り
を
披
露
し
享
受
し
て
い
る
。

　

本
資
料
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
ウ
タ
ア
シ
ビ
の
機
会
と

シ
マ
ウ
タ
の
存
続
と
継
承
を
願
っ
て
、
盛
岡
平
作
氏
を
中

心
と
す
る
兼
寿
会
有
志
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
（
平
成

二
二
年
四
月
作
成
。
パ
ソ
コ
ン
原
稿
Ａ
四
版
横
形
二
一
枚

を
簡
易
製
本
）。
本
資
料
に
は
、上
記
の「
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
」

の
ほ
か
、「
兼
久
音
頭
」、「
餅
た
ぼ
り（
ム
チ
タ
ボ
リ
）」、「
祝

い
唄
」、「
正
月
唄
」
の
五
曲
目
と
演
奏
時
の
写
真
な
ど
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。　
　

⑦
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

に
よ
る
民
俗
資
料
緊
急
調
査

　

文
化
庁
の
補
助
の
も
と
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
が

同
種
の
民
俗
・
民
間
伝
承
の
分
布
域
の
拡
が
り
を
把
握
す

る
た
め
に
行
な
っ
た
調
査
事
業
の
成
果
か
ら
、
次
の
二
点

を
取
り
あ
げ
た
。

・『
鹿
児
島
県
の
民
俗
分
布
図
』（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、

　

昭
和
五
五
年
三
月
）

・『
奄
美
地
区
民
俗
文
化
財
緊
急
調
査
報
告
書
１　

奄
美

　

群
島
の
民
俗
１
（
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
）』（
鹿
児
島

　

県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
六
年
三
月
）

　

前
者
は
県
内
一
〇
〇
か
所
の
調
査
地
点
を
設
け
、
委
嘱

さ
れ
た
調
査
員
か
ら
調
査
票
を
提
出
さ
せ
て
、
集
成
し
た

も
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
項
目
か
ら
四
八
項
目
を

選
び
出
し
、
県
内
の
民
俗
の
様
相
を
地
図
上
に
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

　

同
書
に
よ
れ
ば
、
天
城
町
は
「
兼
久　

千
満
〈
マ
マ
〉」
の
「
山

田
利
夫
」
な
る
人
物
が
調
査
を
担
当
し
た
と
さ
れ
、
ま
た

民
俗
分
布
図
に
示
さ
れ
た
回
答
以
外
の
調
査
成
果
は
明
ら

か
で
な
い
。
現
時
点
で
調
査
を
担
当
し
た
人
物
の
事
績
や

委
嘱
さ
れ
た
経
緯
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
調
査
票

に
は
い
か
な
る
結
果
が
記
さ
れ
て
い
た
の
か
さ
え
も
分
か

ら
な
い
状
態
で
あ
る
。
ま
た
、
文
化
庁
や
県
教
委
に
提
出

さ
れ
た
調
査
票
の
所
在
も
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な

い
た
め
、
今
後
の
調
査
の
進
展
に
俟
つ
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
調
査
の
結
果
は
、
文
化
庁
（
編
）『
日
本
民

俗
地
図
（
地
図
・
解
説
書
）』（
全
一
〇
巻
、国
土
地
理
協
会
、

昭
和
四
四
年
～
平
成
十
二
年
）に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
が
、

分
布
図
に
は
調
査
項
目
の
所
在
状
況
と
種
別
と
を
情
報
と

し
て
盛
り
込
ん
で
い
る
た
め
、
地
域
に
応
じ
た
個
別
の
民

俗
の
あ
り
方
を
把
握
す
る
こ
と
は
か
な
り
難
し
く
、
あ
く

ま
で
も
分
布
の
拡
が
り
を
知
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
活
用

さ
れ
た
い
。

　

次
に
後
者
は
、
文
化
庁
か
ら
補
助
を
受
け
な
が
ら
、
県
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化
遺
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」
資
料　
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教
委
が
独
自
に
行
な
っ
た
事
業
で
あ
る
。
各
島
の
各
集
落

を
対
象
に
、
何
ら
か
の
伝
承
を
伴
う
史
跡
を
略
地
図
上
で

示
し
、
ま
た
民
俗
の
推
移
の
様
相
を
分
布
図
の
手
法
を
用

い
て
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
本
書
に
は
、
各
町
の
主
要
な

集
落
の
聞
き
取
り
を
、
民
俗
誌
を
意
識
し
て
作
成
さ
れ
た

原
稿
が
併
載
さ
れ
て
お
り
、
島
／
シ
マ
の
民
俗
の
特
色
を

う
か
が
い
知
る
の
に
良
い
助
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
天

城
町
は
松
原
集
落
の
民
俗
誌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
本
書
に
は
、
姉
妹
書
と
し
て
県
教
委
（
編
）『
奄

美
群
島
の
民
俗
Ⅱ（
加
計
呂
麻
島
・
喜
界
島
・
与
論
島
）』（
県

教
委
、昭
和
五
七
年
）が
あ
る
。あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑧
松
原
武
実
「
徳
之
島
天
城
町
の
聖
跡
と
拝
所
」

　
（『
南
日
本
文
化
』
第
三
五
号
、
鹿
児
島
国
際
大

　

学
附
属
地
域
総
合
研
究
所
、
平
成
十
五
年
二
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
抜
粋
〉

　　

当
該
論
文
は
、
鹿
児
島
国
際
大
学
附
属
地
域
総
合
研
究

所
の
調
査
成
果
と
し
て
機
関
誌
（
紀
要
）
に
発
表
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
徳
之
島
の
調
査
は
、
同
研
究
所
の
前
身
で

あ
る
鹿
児
島
短
期
大
学
附
属
南
日
本
文
化
研
究
所
の
機
関

研
究
の
一
環
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
研
究

書
創
設
以
来
、
三
五
年
に
及
ん
だ
南
九
州
・
南
西
諸
島
調

査
の
中
で
最
後
の
調
査
に
な
っ
た
と
い
う
。
松
原
氏
は
、

平
成
十
三
年
に
七
月
十
七
日
～
二
〇
日
（
事
前
調
査
）、

八
月
二
七
日
～
九
月
一
日
（
合
同
調
査
）、
九
月
二
〇
日

～
二
四
日
（
以
下
、
個
別
調
査
）、
平
成
十
四
年
に
一
月

二
四
日
～
二
九
日
、
三
月
十
四
日
～
十
九
日
の
、
計
五
回

に
わ
た
っ
て
来
島
し
て
い
る
（
同
書
「
は
じ
め
に
」
に
よ

る
）。

　

松
原
氏
は
鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授
。
専

攻
は
音
楽
学
・
民
俗
学
。
主
に
南
九
州
の
民
俗
芸
能
や
民

謡
の
調
査
研
究
に
あ
た
ら
れ
、
ノ
ロ
祭
祀
な
ど
の
民
間
信

仰
の
調
査
も
進
め
て
お
ら
れ
る
（「
鹿
児
島
国
際
大
学
研

究
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
よ
る
）。

　

当
該
論
文
は
、
天
城
町
内
に
所
在
す
る
集
落
の
う
ち
、

「
与
名
間
」・「
松
原
」・「
前
野
・
岡
前
」・「
浅
間
」・「
兼
久
」・

「
大
津
川
」・「
瀬
滝
」・「
西
阿
木
名
」・「
当
部
」
の
一
〇

集
落
の
、
聖
地
を
対
象
と
し
た
実
地
踏
査
の
結
果
を
報
告

し
て
い
る
。
原
稿
化
さ
れ
な
か
っ
た
「
阿
布
木
名
」・「
平

土
野
」・「
三
京
」
に
つ
い
て
は
、
調
査
途
上
の
た
め
に
別

稿
を
用
意
す
る
と
記
し
て
い
る
。

　

本
書
へ
の
転
載
に
あ
た
っ
て
は
、
松
原
氏
の
執
筆
分
全

て
に
わ
た
っ
て
掲
載
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
兼
久
集
落
に

在
住
の
住
民
に
対
し
、
自
主
的
で
か
つ
継
続
的
な
学
習
活

動
を
促
す
よ
う
に
、
ま
た
自
分
た
ち
の
住
む
集
落
の
個
々

の
「
文
化
遺
産
」
を
ど
の
よ
う
な
視
点
で
注
視
し
て
い
く

べ
き
な
の
か
を
学
ぶ
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
に
理
解
を
助

け
る
資
料
を
求
め
た
こ
と
か
ら
、
兼
久
集
落
に
関
す
る
記

述
に
限
っ
て
掲
載
し
た
。
天
城
町
内
の
聖
地
に
関
す
る
概

要
を
知
り
た
い
方
は
ま
ず
当
該
論
文
を
繙
く
よ
う
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⑨
徳
之
島
の
ノ
ロ
組
織
を
統
括
・
運
営
す
る
役
所　

　
「
ミ
ヒ
ラ
ド
コ
ロ
（
三
平
所
）」
に
つ
い
て
（「
南　

　

海
日
日
新
聞
」
記
事
平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日　

　

付
）

　　

近
年
、
兼
久
関
連
の
歴
史
的
事
柄
に
つ
い
て
、
集
落
の

人
々
の
耳
目
を
集
め
た
の
は
、
南
海
日
日
新
聞
の
当
該
記

事
で
あ
る
。
記
事
に
よ
れ
ば
、
弓
削
政
己
氏
が
徳
之
島
町

手
々
に
所
在
し
て
い
た
「
堀
田
家
文
書
」・「
深
見
家
文
書
」

（
現
在
、
徳
之
島
町
郷
土
資
料
館
所
蔵
資
料
。
史
料
の
内

容
は
、
国
際
基
督
教
大
学
人
類
学
教
室
〔
編
〕『
文
化
人

類
学
調
査
実
習
報
告
書
』
第
七
輯
に
詳
し
い
）
の
内
容
を

検
討
し
た
結
果
、
一
九
世
紀
前
半
こ
ろ
の
徳
之
島
に
は
ノ

ロ
組
織
を
統
括
・
運
営
す
る
役
所
が
独
自
に
設
置
さ
れ
て

お
り
、そ
の
中
に
「
１
８
１
９
年
に
は
『
兼
久
村
三
平
所
』」

の
記
述
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

兼
久
集
落
に
は
宗
教
者
ノ
ロ
に
ま
つ
わ
る
伝
承
地
が
い

く
つ
か
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ロ
屋
敷
、
ヌ
ル
ド
ゥ
ヌ
チ

（
ノ
ロ
殿
地
）、
ニ
ャ
ー
（
ミ
ャ
ー
と
も
）
な
ど
が
そ
れ
に

あ
た
る
が
、
今
後
は
口
頭
伝
承
だ
け
で
な
く
、「
ミ
ヒ
ラ

ド
コ
ロ
（
三
平
所
）」
の
よ
う
に
、
史
料
に
裏
付
け
さ
れ

た
成
果
を
も
あ
わ
せ
て
解
明
が
進
む
こ
と
が
俟
た
れ
る
。

　

弓
削
氏
は
、昭
和
二
三
年
奄
美
市
名
瀬
の
生
ま
れ
。「
奄

美
諸
島
史
」
の
構
想
を
持
っ
て
、
史
料
の
所
在
が
不
確
か

な
奄
美
に
お
い
て
、
そ
の
掘
り
起
こ
し
と
解
読
に
基
づ
い

た
堅
実
な
歴
史
研
究
を
展
開
さ
れ
、
多
く
の
論
文
・
報
告

文
を
発
表
さ
れ
た
。
奄
美
郷
土
研
究
会
や
さ
ま
ざ
ま
な
学
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会
へ
参
加
さ
れ
た
り
、
大
学
と
の
共
同
研
究
な
ど
に
も
積

極
的
に
参
加
さ
れ
た
り
し
た
一
方
で
、
喜
界
町
・
瀬
戸
内

町
・
大
和
村
な
ど
で
自
治
体
史
編
さ
ん
に
も
関
わ
ら
れ
た
。

ま
た
、奄
美
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。

平
成
二
八
年
三
月
に
逝
去
。享
年
六
七
歳（
レ
ジ
ュ
メ「『
奄

美
諸
島
史
』
に
対
す
る
、
私
の
現
在
の
到
達
ま
と
め
・
今

後
の
方
針
に
つ
い
て
」
平
成
二
七
年
八
月
）。

　

な
お
当
該
記
事
の
基
と
な
っ
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
同

氏
の
「
徳
之
島
お
け
る
三
平
所
と
手
々
村
神
役
の
継
承
シ

ス
テ
ム
―
琉
球
と
薩
摩
藩
の
影
響
を
受
け
た
文
書
と
シ
マ

の
運
営
を
含
め
―
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
四
一
号
、
法
政

大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
平
成
二
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た

い
。　
　
　

⑩
兼
久
話
者
人
名
録
―
こ
の
人
た
ち
か
ら

　
　
　
　
　

何
か
話
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
か
？
―

　　

数
多
く
の
先
行
研
究
の
う
ち
、
兼
久
集
落
の
地
元
研
究

者
や
古
老
た
ち
の
語
り
や
記
録
を
集
め
た
書
籍
か
ら
氏
名

を
書
き
出
し
て
、
こ
う
し
た
人
々
の
活
動
や
著
作
を
知
っ

て
も
ら
う
材
料
と
し
て
み
た
。
こ
ん
に
ち
在
住
の
方
々
の

記
憶
の
中
か
ら
、
新
た
に
シ
マ
の
姿
を
呼
び
起
こ
す
こ
と

を
期
待
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　

な
お
、
本
節
に
限
っ
て
文
体
を
「
で
す
・
ま
す
」
調
に

し
た
。

⑪
兼
久
集
落
歴
史
年
表

　　

第
一
部
で
は
採
録
し
き
れ
な
か
っ
た
、
兼
久
集
落
関
連

の
歴
史
的
事
柄
に
つ
い
て
、
略
年
表
を
作
成
し
、
こ
こ
に

収
録
し
た
。

　
　
　
　
「
文
化
遺
産
」
資
料　

解
説



【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

①
『
徳
之
島
事
情
』〈
抜
粋
〉

　

吉
満
義
志
信
（
著
）、
明
治
二
八
年
三
月
識
語

　
　

凡　

例

一
、
我
島
ノ
由
来
、
地
理
、
風
俗
、
人
情
、
物
産
等
ニ
関

シ
テ
未
ダ
曽
テ
一
定
ノ
拠
ル
ベ
キ
古
記
録
ナ
ク
、
現

時
生
存
ノ
者
ト
雖
モ
歳
月
ヲ
経
ル
ニ
従
テ
既
往
ヲ
忘

ル
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
明
治
ノ
世
ニ
生
レ
タ
ル
諸
氏
ハ

廃
藩
前
ノ
古
風
人
情
ハ
夢
ダ
モ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
多
シ
。

是
レ
寔
ニ
憾
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
故
ニ
之
レ
ヲ
世
々
永

ク
知
ラ
シ
メ
彼
我
記
憶
ノ
一
端
ニ
供
セ
ン
ト
ス
ル
ニ

ハ
、
一
冊
子
ヲ
著
シ
既
往
百
般
ノ
要
緊
ヲ
輯
ミ
置
カ

ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
于
時
予
明
治
二
十
五
年
県
会
議
員
ノ

職
ニ
在
リ
シ
時
、
各
地
遊
歴
シ
眼
ヲ
此
調
査
ニ
注
ギ

材
料
ヲ
蒐
集
シ
、
仝
廿
七
年
ニ
至
リ
漸
ク
概
略
ヲ
了

ヘ
、
茲
ニ
此
ノ
書
ヲ
編
ス
ル
ニ
至
ル
。

一
、
此
書
ハ
、
慶
長
役
島
津
氏
ノ
所
領
ニ
帰
セ
シ
以
降
、

明
治
廿
七
年
ニ
至
ル
二
百
八
十
六
年
間
ニ
生
ゼ
シ
重

ナ
ル
事
故
ノ
大
要
ヲ
抄
録
ス
。

一
、
此
書
ノ
旧
記
ニ
係
ル
モ
ノ
ハ
、
国
史
、
薩
藩
古
記
録

及
抑
義
山
氏
等
ノ
旧
記
ニ
拠
リ
、
疑
案
ア
レ
バ
老
人

ニ
就
キ
之
ヲ
質
シ
テ
其
大
要
ヲ
得
ル
。

一
、
事
績
ハ
煩
雑
ヲ
省
キ
要
旨
ヲ
摘
ミ
務
メ
テ
簡
略
ニ
従

フ
。

一
、
地
理
、
風
俗
、
物
産
ノ
如
キ
ハ
親
シ
ク
実
記
見
聞
ス

ル
所
ヲ
記
シ
、
其
詳
カ
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
土
人
ニ
質

シ
敢
テ
憶
側
ヲ
用
ヒ
ズ
、
然
レ
ド
モ
実
測
ス
ル
ニ
非

ザ
レ
ハ
差
謬
ナ
キ
ヲ
保
シ
難
キ
モ
ノ
ア
リ
。

一
、
此
書
各
章
各
部
ニ
余
白
ヲ
置
キ
、
将
来
（
明
治

二
十
八
年
以
降
）
事
故
発
生
ノ
都
度
記
録
シ
テ
以
テ

後
生
ノ
為
メ
ニ
永
ク
之
ニ
供
セ
ン
ト
ス
。

　
　
　

明
治
二
十
八
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
輯
者　

吉
満
義
志
信
識

　

第
一
章　

地　

理

　

一
、
島
ノ
由
来

　
　
〈
略
〉

　

二
、
位
置
地
勢

　

本
嶋
ハ
北
緯
廿
七
度
四
十
分
ヨ
リ
二
十
七
度
五
十
四
分

ニ
跨
リ
、
西
経
八
度
三
十
九
分
ヨ
リ
八
度
四
十
六
分
ニ
至

ル
。（
東
京
ヲ
零
度
ト
ス
）

而
シ
テ
鹿
児
嶋
ヲ
距
ル
ノ
直
径
大
略
四
度
廿
五
分
、
即
チ

海
路
二
百
五
海
里
ニ
シ
テ
、
大
嶋
ノ
西
十
八
里
（
大
島
ト

ハ
各
所
ノ
港
湾
ニ
因
テ
里
程
大
ニ
差
ア
レ
ド
モ
、
大
島
ノ

距
離
ヲ
問
ヘ
バ
、
士
人
皆
十
八
里
ナ
リ
ト
云
フ
。
然
レ
ド

モ
其
里
程
ハ
本
島
亀
津
港
ヨ
リ
起
算
ス
ル
ノ
称
ニ
シ
テ
、

本
島
北
辺
ヨ
リ
大
島
ノ
南
辺
ニ
至
ル
ノ
距
離
ハ
僅
カ
七
八

里
ニ
過
ギ
ズ
。）

　

沖
永
良
部
嶋
ヨ
リ
北
十
八
里
、
沖
縄
県
鳥
島
ノ
東
十
八

里
ニ
位
シ
、
其
島
形
南
北
六
里
九
町
、
東
西
三
里
拾
弐

町
、
最
狭
ノ
地
ハ
二
里
八
町
、
其
周
回
約
二
十
里
十
八

里
、
面
積
十
二
方
里
余
ニ
シ
テ
、
宛
然
楕
円
状
ヲ
為
シ
、

之
ヲ
大
別
ス
レ
バ
、
島
ノ
中
央
ハ
峯
巒
重
畳
樹
木
青
々
ト

シ
テ
、
其
周
リ
ハ
耕
地
、
又
其
外
囲
ハ
村
落
海
浜
ニ
シ

テ
、
山
岳
ト
人
家
ト
ハ
遠
ク
離
レ
リ
。
島
内
ヲ
分
テ
三
間

切
（
間
切
ハ
郡
ノ
如
シ
）
六
噯
（
噯
ハ
「
ア
ツ
カ
ヒ
」
ト

訓
ス
。
他
島
ノ「
方
」ト
同
称
ニ
シ
テ
内
地
ノ
郷
ノ
如
シ
。）

四
十
五
村
ト
シ
、
全
嶋
ノ
東
面
ヲ
東
間
切
ト
曰
ヒ
、
亀
津

噯
六
村
井
之
川
噯
七
村
之
ニ
属
ス
。
西
北
面
ヲ
西
目
間
切

ト
曰
ヒ
、
岡
前
噯
六
村
兼
久
噯
九
村
之
ニ
属
ス
。
南
面
ヲ

面
縄
間
切
ト
曰
フ
伊
仙
噯
九
村
喜
念
噯
八
村
之
ニ
属
ス
。

而
シ
テ
伊
仙
噯
部
内
ニ
介
在
セ
ル
崎
原
村
ト
井
ノ
川
噯
境

内
ニ
ア
ル
花
徳
村
ハ
亀
津
噯
ニ
属
セ
リ
。
然
ル
ニ
其
後
二

村
又
ハ
数
村
ニ
分
チ
一
区
域
ト
ナ
リ
シ
ガ
、
明
治
二
十
年

二
月
之
ヲ
改
メ
テ
亀
津
方
面
縄
方
山
方
阿
布
木
名
方
ノ
四

区
画
ト
ナ
リ
、
現
今
四
十
二
村
《
旧
ト
ハ
四
十
五
村
ナ

リ
シ
ガ
、
三
京
村
平
山
村
九
／
年
母
村
ハ
廃
村
ト
ナ
リ
、

四
十
二
村
ト
ナ
ル
》
ニ
シ
テ
、
其
区
域
村
名
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈「
明
治
二
十
年
区
域
表
」
略
、

　
　
　
　
　
「
明
治
二
十
年
前
、
旧
区
域
表
」
略
〉

　

全
島
ノ
行
政
区
域
ハ
明
治
二
十
一
年
以
来
同
一
ノ
制
度

ナ
リ
シ
が
、
明
治
四
十
一
年
四
月
一
日
ヨ
リ
島
嶼
町
村
制

実
施
セ
ラ
レ
、
行
政
区
域
ハ
三
町
四
十
二
字
ト
ナ
リ
、
亀

津
村
、
島
尻
村
、
天
城
村
ト
新
称
シ
、
亀
津
村
ハ
従
前
ノ

九
村
ヲ
以
ツ
テ
一
村
ト
ナ
シ
、
島
尻
村
ハ
従
前
ノ
伊
仙
方

十
七
ケ
村
ヲ
以
テ
一
村
ト
ナ
シ
、
天
城
村
ハ
従
前
ノ
阿
布

木
名
方
十
村
、
山
方
ノ
六
村
ヲ
以
テ
一
村
ト
シ
テ
、
各
区

域
改
正
ニ
ナ
レ
リ
。
大
島
郡
ハ
内
地
ヨ
リ
町
村
制
施
行
ハ

殆
ン
ド
二
十
年
間
モ
後
レ
居
レ
リ
。

面
縄
方
一
七
村
ハ
、
明
治
三
十
年
八
月
戸
長
役
場
ヲ
伊
仙

村
ニ
移
転
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
伊
仙
方
ト
改
称
セ
リ
。

68



　

四
十
五
村
ノ
内
、
崎
原
村
ハ
寛
延
元
年
亀
津
村
、
秋
徳

村
、
尾
母
村
ノ
人
民
ニ
於
テ
原
野
ヲ
開
墾
シ
一
村
ヲ
新
立

シ
テ
崎
原
村
ト
命
名
シ
東
間
切
亀
津
噯
ニ
編
入
シ
同
三
年

ニ
新
畑
竿
入
施
行
ナ
リ
タ
リ
。

八
重
竿
ハ
、
阿
権
村
人
民
ニ
於
テ
山
野
ヲ
開
墾
シ
、
明
治

元
年
新
ニ
之
ヲ
置
キ
、
面
縄
間
切
伊
仙
噯
ニ
編
入
ス
。

西
目
間
切
兼
久
噯
平
山
村
、
九
年
母
村
、
三
京
村
ハ
、
明

治
四
、五
年
頃
ヨ
リ
人
家
漸
次
減
少
シ
殆
ド
廃
村
ニ
向
ハ

ン
ト
ス
ル
ニ
、
村
民
一
両
輩
之
レ
ガ
魁
首
ト
ナ
リ
、
同
八
、

九
年
頃
ハ
旧
ニ
復
セ
ン
ト
ス
ル
モ
、
到
底
一
村
ヲ
独
立
ス

ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
明
治
十
三
年
地
租
改
正
ノ
際
、
平
山
村

ハ
瀬
滝
村
ニ
、
九
年
母
ハ
兼
久
村
ニ
、
三
京
村
ハ
西
阿
木

名
村
ニ
合
村
シ
テ
、
今
ハ
諸
作
場
ニ
四
五
軒
ノ
住
家
ア
ル

ノ
ミ
ニ
テ
全
ク
廃
村
ト
ナ
レ
リ
。
東
間
切
秋
徳
村
、
久
志

村
、
和
瀬
村
、
西
目
間
切
阿
木
名
村
、
面
縄
間
切
浅
間
村

ハ
、
大
島
郡
中
ニ
同
村
名
ア
ル
ヲ
以
テ
、
明
治
廿
年
秋
徳

村
ハ
亀
徳
村
、
久
志
村
ハ
下
久
志
村
、
阿
木
名
村
ハ
西
阿

木
名
村
、
浅
間
村
ハ
阿
三
村
と
改
称
セ
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

全
島
ノ
南
面
ニ
当
ル
面
縄
方
ハ
、
地
形
広
漠
原
野
数
里
全

島
三
分
ノ
一
ヲ
占
ム
ル
ト
雖
モ
、
惜
ラ
ク
ハ
川
流
ナ
ク
、

田
地
ハ
都
テ
天
水
、
飲
料
水
ハ
村
落
ヲ
去
ル
数
町
ノ
小
泉

ヨ
リ
汲
ミ
テ
需
要
ニ
供
ス
ル
モ
、
旱
魃
ノ
際
ハ
乾
渇
ス
ル

コ
ト
ア
リ
テ
、
土
民
大
ニ
困
難
ヲ
来
ス
コ
ト
ア
レ
リ
。
全

島
四
辺
ハ
大
半
岩
盤
ヲ
環
ラ
ス
。
潮
退
ク
ト
キ
ハ
海
水
ヲ

距
ル
概
二
十
間
余
、
満
潮
ハ
岩
上
ノ
水
深
サ
三
四
尺
ニ
シ

テ
、
島
ノ
西
南
ニ
当
ル
犬
田
布
村
ヨ
リ
兼
久
村
ニ
至
ル
ノ

間
凡
三
里
余
ハ
、
巌
壁
屹
立
崎　

タ
ル
奇
石
怪
岩
等
ア
リ

テ
、
水
面
ヨ
リ
高
キ
コ
ト
三
、四
十
間
乃
至
五
、六
十
間
ニ

シ
テ
、
之
ヲ
臨
メ
バ
慴
悸
セ
シ
ム
。

　
　
〈
中
略
〉

兼
久
村
西
岸
ニ
、
方
五
十
間
位
崎　

タ
ル
奇
石
怪
岩
ア
リ

テ
屏
壁
ヲ
ナ
シ
、
海
面
ヲ
抜
ク
コ
ト
十
五
間
、
其
中
央
ニ

屹
立
シ
タ
ル
両
岸
ア
リ
テ
其
ノ
上
ニ
一
面
ノ
盤
石
ヲ
覆

ヒ
、
恰
モ
人
工
以
テ
作
リ
タ
ル
ガ
如
ク
覆
蓋
ノ
形
ヲ
為
シ

両
岸
ニ
跨
ル
ヲ
以
テ
、
土
人
之
レ
ヲ
称
シ
テ
上
蓋
ト
名
ヅ

ケ
、
此
処
ハ
西
海
ニ
辺
シ
遥
カ
ニ
沖
縄
県
鳥
島
ヲ
眺
ミ
実

ニ
風
光
明
美
ナ
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

徳
之
島
ト
大
島
ノ
東
七
八
十
里
ニ
当
リ
無
人
島
ア
リ
ト
ノ

事
ヲ
、
往
昔
ヨ
リ
口
碑
ニ
伝
ヘ
シ
ヲ
以
テ
、
大
島
東
間
切

当
済
ト
申
ス
モ
ノ
其
当
時
与
人
ヲ
勤
務
シ
居
ル
モ
ノ
ニ

テ
、
仝
人
ハ
武
芸
ヲ
好
ミ
徳
田
某
ニ
学
ビ
、
大
筒
ヲ
河
崎

家
ニ
習
ヒ
、大
筒
大
小
数
十
挺
ヲ
所
持
シ
又
ハ
板
付
船（
五

枚
帆
）
一
艘
ヲ
築
造
シ
テ
之
ヲ
積
載
シ
、
当
済
ノ
徒
弟
並

ニ
家
僕
数
十
人
ヲ
召
列
、順
風
ヲ
見
合
セ
乗
出
シ
タ
ル
処
、

果
シ
テ
無
人
島
ア
リ
テ
、
其
磯
辺
ニ
小
舸
ナ
レ
バ
波
高
ク

陸
地
ニ
近
寄
ル
場
所
ナ
ク
、
島
ノ
周
回
ヲ
見
廻
レ
バ
島
ハ

八
、九
里
廻
リ
ニ
テ
、
人
家
ナ
ク
又
ハ
作
場
ラ
シ
キ
処
モ

ナ
ク
、
全
ク
無
人
島
ト
見
分
ケ
ラ
ル
。
而
シ
テ
辰
巳
ノ
風

強
ク
シ
テ
吹
来
ル
ヲ
以
テ
、不
得
止
本
ノ
大
島
ヘ
帰
航
シ
、

大
島
住
用
港
口
ニ
テ
破
船
シ
、
従
弟
モ
溺
死
シ
タ
リ
ト
云

フ
。（
今
ノ
大
東
島
ニ
付
以
下
列
記
ス
ベ
キ
分
ア
リ
。）

　

三
、
山
嶽
原
野

　

島
ノ
中
央
ハ
、
山
脈
縦
列
シ
テ
丘
嶽
多
ク
、
就
中
其
最

著
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
東
ニ
井
ノ
川
嶽
ア
リ
。
全
島
第
一
ノ
高

峯
ニ
シ
テ
、周
回
三
里
余
海
面
ヲ
抜
ク
コ
ト
二
千
有
余
尺
、

井
ノ
川
村
ニ
属
ス
。
之
ニ
次
グ
モ
ノ
ハ
、
北
ニ
ハ
雨
気
嶽

ア
リ
、
周
回
二
里
余
ニ
シ
テ
山
村
、
松
原
村
ニ
跨
ル
。
其

他
南
ニ
ハ
犬
田
布
嶽
《
地
租
改
正
後
ハ
糸
木
／
名
村
境
内

ニ
ナ
ル
。》
ア
リ
、
西
ニ
ハ
当
部
村
ニ
美
名
田
山
ア
リ
テ
、

其
高
サ
ハ
井
ノ
川
嶽
、雨
気
嶽
ノ
下
ニ
在
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、

其
他
峰
巒
重
畳
緑
樹
鬱
葱
タ
リ
。

島
ノ
西
部
阿
木
名
村
ニ
三
京
山
ア
リ
。
西
阿
木
名
村
外

四
十
一
村
ノ
共
有
山
林
ニ
シ
テ
、
樹
木
天
ヲ
覆
ヒ
、
山
色

青
々
ト
シ
テ
、深
山
ニ
至
テ
ハ
人
跡
ノ
至
ラ
ザ
ル
所
ア
リ
。

島
民
ハ
材
木
、
薪
炭
等
総
テ
此
ノ
山
ニ
採
ル
。

　
　
〈
中
略
〉

雨
気
嶽
ノ
頂
上
ニ
弐
反
歩
位
ノ
平
地
ア
リ
テ
、
該
平
地
ノ

地
内
ニ
ハ
木
葉
落
チ
ズ
、
野
猪
来
ラ
ズ
、
人
ノ
通
行
絶
テ

ナ
シ
ト
云
フ
。
又
雨
気
嶽
ハ
他
ニ
比
シ
、樹
木
天
ニ
覆
ヒ
、

山
色
青
黒
ト
シ
テ
、
毎
ニ
頂
上
ニ
雨
雲
ア
リ
。
故
ニ
雨
気

嶽
ノ
色
ア
リ
ト
謂
フ
。而
シ
テ
該
嶽
ニ
雨
雲
ア
ル
ト
キ
ハ
、

必
ズ
降
雨
ス
ト
ノ
コ
ト
ヲ
伝
ヒ
テ
、
俗
歌
ア
リ
、
其
歌
ニ

曰
ク
、

　
　

雨ア
ミ
キ
デ

気
嶽
ノ
雨ア
ミ
ヤ
サ
ン
カ
ケ
テ
フ
ル
イ
ワ
ガ

ヤ
山
駈
テ
降
イ
我
ガ
メ
カ
ナ
ツ
ム
ジ
ヨ　
　

　
　

ヤ
三ミ
シ
マ
カ
ケ
ル

島
駈
ル
。

　
　
　

略
解　

雨
気
嶽
ニ
降
ル
雨
ハ
必
ズ
山
村
ニ
降
ル
ト

　
　
　
　

謂
ヒ
伝
フ
ル
モ
、
我
ガ
愛
情
夫
ヲ
思
フ
涙
ハ
三　

　
　
　
　

間
切
《
全
島
ノ
／
コ
ト
》
ニ
雨
降
ス
ル
ヨ
リ
濃

　
　
　
　

シ
ト
言
フ
ノ
意
ナ
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

島
ノ
西
南
ニ
当
ル
犬
田
布
村
、
崎
原
村
、
小
嶋
村
、
西
阿

木
名
村
ノ
海
岸
ニ
面
ス
ル
凡
ソ
三
里
余
ハ
、
全
島
随
一
ノ
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沃
野
ナ
リ
ト
雖
モ
、
惜
ラ
ク
ハ
、
川
流
ナ
ク
乾
渇
ノ
憂
ア

ル
ヲ
以
テ
、
耕
作
ニ
不
自
由
ナ
リ
。
全
島
ノ
山
林
原
野

ハ
、
官
民
有
ノ
区
別
ナ
ク
、
各
村
ニ
於
テ
保
護
シ
、
互
ニ

薪
炭
用
材
ヲ
使
用
シ
来
タ
リ
シ
モ
、
国
有
林
野
法
発
布
以

来
、
明
治
四
十
年
ニ
至
リ
、
本
島
ノ
山
林
原
野
モ
官
民
有

区
画
相
分
ル
ル
ト
同
時
ニ
、
山
林
区
署
ハ
其
保
護
厳
重
ト

ナ
リ
、
従
前
自
分
ノ
所
有
地
同
様
保
管
シ
来
タ
リ
タ
ル
官

地
ヨ
リ
、
薪
炭
モ
相
当
代
価
ニ
テ
更
ニ
払
受
ケ
ザ
レ
バ
、

容
易
ニ
山
林
中
ニ
立
入
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ
至
レ
リ
。

天
城
村
大
字
西
阿
木
名
境
内
ニ
、
全
島
各
村
聯
合
ノ
山

林
原
野
百
町
歩
ア
リ
テ
、
従
前
ハ
一
定
ノ
保
護
方
法
無

ク
、
為
メ
ニ
濫
伐
シ
テ
開
墾
ス
ル
モ
ノ
多
ク
、
故
ニ
明
治

四
十
二
年
度
ヨ
リ
天
城
村
外
二
ケ
村
組
合
会
ヲ
組
織
シ
、

之
レ
ガ
処
理
方
法
ヲ
議
決
シ
、
毎
年
五
町
歩
ヅ
ツ
造
林
シ

テ
組
合
村
ノ
基
本
財
産
ヲ
造
成
シ
居
レ
リ
。

　

四
、
河
川
池
沼

　

嶋
中
第
一
ノ
大
川
ト
称
ス
ベ
キ
モ
ノ
ハ
秋
利
神
川
ナ

リ
。
源
ハ
井
ノ
川
嶽
ノ
近
傍
三
京
山
中
ノ
泉
流
瀑
布

四
十
八
小
川
ヲ
合
シ
テ
一
川
ト
ナ
リ
、
常
ニ
水
勢
激
流
ニ

シ
テ
、
川
原
ノ
形
状
固
ヨ
リ
屈
曲
ア
ル
ト
雖
モ
四
里
余
ヲ

流
出
シ
、
瀬
滝
村
字
磯
突
ニ
至
リ
磯
突
川
ト
ナ
リ
、
同
村

ノ
南
西
阿
木
名
村
ノ
北
境
ヲ
西
流
シ
テ
秋
利
神
ニ
入
リ
、

秋
利
神
川
ト
称
ス
。
川
幅
凡
ソ
十
五
間
、
深
サ
二
尺
乃
至

一
丈
ニ
シ
テ
、
水
勢
急
激
ナ
リ
。
雨
降
ノ
際
ニ
ハ
通
行
ヲ

杜
絶
シ
、
往
々
人
畜
ヲ
流
死
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
故
ニ
山
ニ

雨
気
ア
ル
ト
キ
ハ
、
此
ノ
川
ヲ
渉
ラ
ザ
ル
ト
謂
フ
。
之
レ

ニ
次
グ
モ
ノ
ハ
花
徳
村
ノ
万
田
川
、
亀
徳
村
ノ
秋
徳
川
、

阿
三
村
ノ
鹿
川
、
松
原
村
ノ
港
川
、
浅
間
村
ノ
湾
屋
川
、

阿
布
木
名
村
ノ
真
瀬
名
川
、
井
ノ
川
村
ノ
井
ノ
川
川
、
亀

津
村
ノ
大
瀬
川
等
ニ
シ
テ
、
其
他
小
川
ア
ル
ト
雖
モ
、
水

源
二
里
以
上
ニ
至
ラ
ズ
、
幅
狭
隘
ニ
シ
テ
長
大
ナ
ル
川
流

ヲ
成
サ
ズ
。

　
　
〈
中
略
〉

元
文
元
年
、
面
縄
間
喜
念
噯
与
人
与
那
嶺
ニ
於
テ
、
西
目

間
切
阿
布
木
名
村
ト
兼
久
村
ト
ノ
境
界
ヲ
貫
流
ス
ル
真
瀬

名
川
筋
ヲ
、
阿
布
木
名
村
字
玉
城
ヨ
リ
近
筋
ニ
堀
切
リ
、

西
ニ
川
水
ヲ
流
通
セ
シ
メ
、
旧
川
敷
ハ
田
地
ニ
為
サ
ン
ト

工
事
ヲ
起
シ
、
全
嶋
ヨ
リ
人
夫
ノ
助
力
ヲ
請
フ
モ
竣
工
セ

ズ
。
竟
ニ
食
料
等
ニ
困
難
ヲ
来
シ
、
彼
是
ノ
事
情
ヨ
リ
シ

テ
藩
主
ヘ
言
上
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
終
ニ
代
官
所

ノ
探
知
ス
ル
ト
コ
ロ
ト
ナ
リ
、与
那
嶺
モ
其
取
調
ヲ
受
ケ
、

該
越
訴
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
モ
差
留
メ
ラ
レ
、
為
ニ
該
開

墾
工
事
ハ
其
儘
瓦
解
シ
テ
徒
費
ニ
帰
シ
タ
リ
。〈
以
下
略
〉

　

五
、
道
路
橋
梁
堤
防

島
中
道
路
ハ
都
テ
里
道
ニ
シ
テ
、
稍
平
坦
ナ
リ
ト
雖
モ
、

西
目
間
切
西
阿
木
名
村
ト
瀬
滝
村
ト
ノ
中
間
ニ
坂
路
ア

リ
。
険
峻
ニ
シ
テ
旅
客
ハ
甚
ダ
登
降
ニ
困
却
セ
シ
ム
。
其

中
央
ニ
全
島
第
一
ノ
大
河
タ
ル
秋
利
神
川
横
流
シ
、
橋
梁

ノ
架
設
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
降
雨
ノ
際
ハ
通
行
全
ク
杜
絶
ス
。

而
シ
テ
阿
三
村
ト
阿
権
村
ト
ノ
南
海
ニ
沿
ヒ
、
絶
岸
ノ
下

ヲ
通
過
ス
ル
坂
路
ア
リ
。
其
間
ニ
鹿
川
横
流
シ
テ
橋
梁
ナ

ク
、
降
雨
満
潮
ノ
時
ハ
、
小
舸
ヲ
以
テ
通
行
ヲ
便
ニ
ス
。

其
他
二
、三
ノ
坂
路
ア
リ
ト
雖
モ
、
敢
テ
険
途
ニ
ナ
ラ
ズ
。

矮
馬
能
ク
其
登
降
ニ
堪
フ
。

　
　
〈
中
略
〉

西
目
間
切
兼
久
噯
ノ
内
瀬
滝
村
ト
阿
木
名
村
ノ
境
、
秋
利

神
ノ
道
路
ハ
、
最
モ
危
険
ナ
ル
石
坂
ニ
テ
、
通
行
ノ
不
便

尠
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
文
政
五
年
、
与
人
道
統
、
掟
役
永

智
、
自
費
ヲ
以
テ
開
墾
工
事
ヲ
起
シ
、
同
年
ニ
テ
竣
工
シ

通
行
ノ
便
ヲ
開
キ
タ
リ
。

　
　
〈
中
略
、「〈
里
程
表
〉」
略
〉

本
島
各
島
道
路
、
橋
梁
ノ
突
当
及
巷
ニ
ハ
、
石
敢
当
ト
云

ヘ
ル
字
ヲ
刻
シ
テ
碑
ヲ
建
ツ
ル
ア
リ
。
我
レ
ハ
其
所
以
ヲ

知
ラ
ズ
。
土
人
ニ
質
ス
ル
モ
、
其
義
ヲ
知
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

予
或
ル
国
学
先
生
ニ
親
シ
ク
之
ヲ
問
ヒ
タ
ル
コ
ト
ア
リ
。

其
人
ノ
曰
ク
、
姓
源
珠
璣
ニ
左
ノ
如
ク
書
シ
ア
レ
リ
ト
、

五
代
ノ
劉
智
遠
晋
祖
ノ
押
衙
タ
リ
。
潞
王
従
珂
反
ス
、
愍

帝
出
デ
走
リ
テ
衝
州
ニ
遭
フ
。
智
遠
力
士
石
敢
当
ヲ
シ
テ

鉄
鎚
ヲ
袖
ニ
シ
テ
待
セ
シ
ム
。
晋
社
愍
帝
ト
事
ヲ
議
ス
。

智
遠
擁
シ
入
る
。
石
敢
当
格
闘
シ
テ
而
シ
テ
死
ス
。
智
遠

尽
ク
帝
ノ
左
右
ヲ
殺
シ
、
因
テ
伝
国
ノ
璽
ヲ
焼
ク
。
石
敢

当
生
平
凶
ニ
逢
ヘ
バ
吉
ニ
化
シ
、
悔
リ
ヲ
禦
ギ
、
危
キ
ヲ

禦
グ
。
後
人
故
ニ
、
凡
ソ
橋
梁
衝
要
ノ
処
、
必
ズ
石
ヲ
以

テ
其
形
ヲ
刻
シ
、
其
姓
字
ヲ
書
シ
テ
、
以
テ
民
居
ヲ
捍
グ
。

或
人
贈
ル
ニ
詩
ヲ
以
テ
ス
。
曰
く
、

　
　

甲
冑
当
年
一
武
臣　
　
　

鎮
安
天
下
護
居
民

　
　

捍
衝
道
路
三
叉
口　
　
　

埋
没
泥
塗
百
戦
身

　
　

銅
柱
承
陪
間
紫
塞　
　
　

玉
関
守
禦
老
紅
塵

　
　

英
雄
来
住
休
相
問　
　
　

見
尽
英
雄
来
住
人

右
石
敢
当
ノ
事
ヲ
一
読
シ
テ
、
其
由
来
ヲ
詳
ニ
ス
ル
ヲ
得

タ
リ
。
大
正
二
年
度
ヨ
リ
亀
津
村
亀
津
ヨ
リ
天
城
村
山
迄

ノ
里
道
ハ
県
道
ニ
編
入
セ
ラ
レ
タ
ル
為
メ
亀
津
村
大
瀬
川

ノ
橋
梁
、
亀
徳
川
ノ
橋
梁
架
設
ト
同
時
ニ
、
道
路
改
修
ニ
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ナ
リ
、
人
畜
ノ
通
行
最
モ
便
利
ヲ
得
タ
リ
。

大
正
三
年
度
ニ
於
テ
島
尻
村
大
字
阿
三
鹿
浦
川
ニ
、
村
税

ニ
テ
堅
固
ナ
ル
橋
梁
架
設
ナ
リ
テ
、
今
ヤ
通
学
児
童
ノ
便

ハ
勿
論
、
人
馬
ノ
通
行
便
利
ヲ
得
タ
リ
。　

　

五
〈
六
誤
〉、
港
湾
航
路

本
島
ノ
東
西
南
ニ
ハ
港
湾
ア
リ
。
亀
津
港
《
亀
津
村
ニ
／

ア
リ
。》
面
縄
港
《
面
縄
村
ニ
／
ア
リ
。》
鹿
浦
《
阿
三
村

ニ
ア
リ
。》
平
土
野
港
《
阿
布
木
名
村
／
ニ
ア
リ
。》
湾
屋

港
《
浅
間
村
ニ
／
ア
リ
。》
屋
久
泊
《
松
原
村
ニ
／
ア
リ
。》

山
港
《
山
村
ニ
／
ア
リ
。》
秋
徳
港
《
亀
徳
村
ニ
／
ア
リ
。》

就
中
山
港
《
港
入
五
百
八
十
間
／
横
二
百
十
三
間
》
平
土

野
港
《
港
入
三
百
間
／
横
百
五
十
間
》
秋
徳
港
《
港
入

四
百
間
／
横
百
二
十
間
》
ハ
汽
船
ヲ
舶
シ
得
ベ
キ
モ
、
夜

間
ハ
自
由
ニ
近
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
。
其
他
ノ
港
内
ハ
風
走
船

以
下
ノ
船
舶
ヲ
繋
ギ
得
ル
モ
、
潮
退
ク
ト
キ
ハ
処
々
ニ
岩

盤
ヲ
現
シ
、
地
理
ヲ
熟
知
ス
ル
モ
ノ
ア
ラ
ザ
レ
バ
是
又
陸

ニ
近
ク
コ
ト
能
ハ
ズ
。
一
朝
東
北
ノ
風
起
ル
ト
キ
ハ
、
白

波
滔
々
ト
シ
テ
小
船
ハ
悉
ク
砂
浜
ニ
登
セ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。

各
港
湾
ニ
出
入
ス
ル
大
小
ノ
船
舶
ハ
重
ニ
鰹
船
ニ
シ
テ
、

砂
糖
運
搬
時
節
ニ
ハ
風
走
船
鹿
児
島
ト
往
復
ス
ル
コ
ト
ア

レ
ド
モ
、
毎
ニ
漁
業
等
ニ
使
用
ス
ル
ハ
、
幅
四
尺
長
サ
三

間
位
ノ
刻
船
ニ
テ
ア
リ
シ
。

本
島
ハ
夜
白
自
由
ニ
汽
船
ヲ
出
入
ス
ル
港
湾
ナ
ク
、
為
ニ

廿
四
年
前
ハ
小
船
ヲ
以
テ
航
海
シ
来
リ
タ
ル
ニ
、
各
島
常

ニ
潮
流
険
悪
ニ
シ
テ
、
毎
歳
破
船
覆
没
等
ノ
難
ニ
罹
ル
モ

ノ
鮮
少
ナ
ラ
ズ
。
故
ニ
従
来
一
定
ノ
航
海
ナ
ク
、
為
ニ
人

事
ノ
進
化
ハ
勿
論
、
殖
産
興
業
共
ニ
開
ケ
ズ
、
又
諸
物
貨

ハ
内
地
ヨ
リ
高
価
ニ
シ
、
加
之
冬
気
ハ
風
濤
烈
シ
ク
殆
ン

ド
航
行
ヲ
断
チ
、
従
テ
米
穀
其
他
ノ
需
要
ニ
欠
乏
ヲ
来
ス

コ
ト
往
々
ア
リ
テ
、
官
民
ノ
不
便
遑
ア
ラ
ズ
。
実
ニ
航
海

ノ
開
否
ハ
永
ク
各
島
ノ
栄
枯
盛
衰
ニ
関
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其

当
時
大
島
々
司
森
長
義
氏
ハ
明
治
廿
三
年
十
月
大
島
郡
金

久
村
外
二
百
四
十
七
村
聯
合
村
会
ヲ
組
織
シ
、
毎
戸
ニ
課

出
シ
テ
年
六
千
三
百
円
ヲ
徴
シ
、
之
ヲ
大
阪
商
船
会
社
ノ

汽
船
ニ
補
助
シ
テ
、
明
治
廿
四
年
度
ヨ
リ
仝
廿
六
年
迄
各

島
間
月
ニ
一
回
ヅ
ツ
ノ
定
期
航
海
ヲ
開
キ
、
即
チ
本
島
ノ

山
港
、
平
土
野
港
、
亀
徳
港
ニ
モ
寄
港
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、

島
民
ノ
便
利
ヲ
得
タ
リ
シ
ナ
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

平
土
野
港
ハ
天
保
十
二
年
迄
ハ
日
本
形
商
船
碇
泊
シ
テ
貢

糖
等
ヲ
運
送
セ
ザ
リ
シ
ガ
、
同
年
ニ
至
リ
商
船
観
授
丸
ニ

命
ヲ
下
シ
該
港
ニ
碇
泊
セ
シ
メ
砂
糖
ヲ
運
搬
セ
シ
メ
タ
ル

処
、
都
合
宜
シ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
爾
後
毎
年
定
繋
港
ト
定

メ
ラ
レ
、
西
目
間
切
兼
久
噯
ノ
貢
糖
ハ
該
港
ヨ
リ
運
送
ス

ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
該
地
方
ノ
便
利
ヲ
得
初
メ
タ
リ
。

　
　
〈
中
略
、「〈
本
島
内
大
小
船
舶
ノ
数
〉
表
〉」
略
〉

本
郡
ノ
航
海
ハ
各
島
ノ
栄
枯
盛
衰
ニ
関
シ
、
永
ク
航
通
ヲ

為
ス
ニ
ハ
村
費
ノ
ミ
ニ
テ
之
レ
ガ
費
用
ヲ
補
助
ス
ル
ニ

ハ
島
民
ノ
困
難
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
明
治
廿
七
年
度
ヨ
リ
同

三
十
六
年
度
迄
十
ケ
年
間
ハ
毎
年
壱
万
八
千
円
ヅ
ツ
国
庫

ヨ
リ
補
助
ヲ
仰
ギ
、
三
十
五
年
度
迄
ハ
大
島
郡
各
有
志
者

ノ
発
起
ニ
係
ル
大
島
興
業
株
式
会
社
ノ
汽
船
ヲ
以
テ
航
海

ヲ
為
シ
、
同
三
十
六
年
度
以
降
ハ
《
明
治
三
十
八
年
度
ハ

／
一
万
六
千
円
》
大
洋
商
船
株
式
会
社
ノ
汽
船
ヲ
以
テ
航

海
ヲ
為
シ
来
レ
リ
。

島
尻
村
大
字
鹿
浦
港
ハ
汽
船
ノ
寄
港
ハ
容
易
ニ
ナ
サ
ザ
リ

シ
ガ
、
同
港
ハ
同
村
ノ
中
央
ニ
当
リ
、
商
家
ハ
軒
ヲ
並
ベ

貨
物
輻
湊
シ
、
恰
モ
村
ノ
首
脳
地
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
村
民
ハ

定
期
航
海
ヲ
開
キ
汽
船
寄
港
ノ
件
其
筋
ニ
請
願
シ
タ
ル

処
、
明
治
四
十
二
年
度
ヨ
リ
定
期
寄
港
地
ト
為
リ
、
毎
月

二
回
汽
船
寄
港
ス
ル
コ
ト
ニ
至
リ
村
民
大
ニ
便
利
ヲ
タ

リ
。
本
島
ハ
往
古
ヨ
リ
船
便
ノ
ミ
ニ
拠
テ
通
信
シ
官
民
ノ

不
便
不
尠
、
軍
事
上
ニ
モ
関
係
ス
ル
ヲ
以
テ
全
島
民
ハ
台

湾
線
架
設
ノ
際
ニ
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島
ヘ
モ
支
線
布

設
ノ
請
願
シ
タ
ル
処
、
政
府
モ
之
ヲ
認
メ
、
明
治
三
十
年

度
ニ
於
テ
愈
々
此
レ
ヲ
調
査
シ
、
大
島
久
慈
電
信
局
管
内

西
古
見
海
底
ヨ
リ
徳
之
島
山
港
ニ
陸
揚
ゲ
、
山
郵
便
局
、

平
土
野
郵
便
局
ニ
於
テ
其
電
信
事
務
ヲ
取
扱
フ
コ
ト
ニ
ナ

リ
テ
官
民
ノ
便
利
ヲ
得
タ
リ
。

此
支
線
ハ
沖
永
良
部
島
ニ
布
設
ス
ル
ニ
付
、
徳
之
島
亀
徳

港
《
港
入
四
百
間
／
横
百
二
十
間
》
ヨ
リ
海
底
線
ヲ
布
ク

ニ
、
同
港
内
ノ
中
央
ニ
当
リ
シ
ヲ
以
テ
、
船
舶
ハ
電
線
ヲ

隔
ツ
ル
コ
ト
六
十
間
以
上
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
碇
繋
ス
ル
コ
ト

能
ハ
ザ
レ
バ
、
其
制
限
ノ
下
ニ
既
ニ
港
内
狭
キ
亀
徳
港
ハ

定
期
航
路
ノ
一
港
ヲ
失
ヒ
、
亀
津
、
島
尻
地
方
ノ
不
便
尠

カ
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
村
民
ハ
明
治
三
十
年
二
月
惣
代
吉
満

義
志
信
ヲ
上
京
セ
シ
メ
、
当
時
ノ
代
議
士
大
島
信
氏
等
ト

共
ニ
逓
信
大
臣
以
下
局
長
主
任
技
師
ニ
其
状
況
ヲ
具
陳
セ

シ
メ
タ
ル
処
、
再
調
査
ニ
為
リ
、
其
結
果
竟
ニ
特
別
ノ
詮

議
ヲ
遂
ゲ
ラ
レ
、
亀
徳
港
内
ノ
中
央
ニ
敷
キ
タ
ル
電
線
ヲ

港
内
南
ニ
避
ケ
、
南
側
ヨ
リ
沖
永
良
部
島
ニ
布
設
シ
、
港

内
ニ
ハ
汽
船
ヲ
碇
繋
シ
テ
モ
支
障
ヲ
来
サ
ザ
ル
コ
ト
ニ
至

レ
リ
。

全
島
各
郵
便
局
ニ
ハ
電
信
事
務
取
扱
居
ル
モ
、
独
リ
島
尻
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村
面
縄
郵
便
局
ニ
電
信
事
務
取
扱
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
村
民
ハ

大
ニ
不
便
ヲ
感
ジ
、
村
一
般
ヨ
リ
金
壱
千
五
百
円
ヲ
寄
附

シ
電
話
架
設
ノ
請
願
ヲ
為
シ
タ
ル
処
、
明
治
四
十
四
年
三

月
ヨ
リ
電
信
事
務
開
始
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
、
今
ヤ
公
衆
ノ

便
利
ヲ
得
ル
ニ
至
レ
リ
。

第
二
章　

天　

時

　

一
、
風
雨
寒
暖

　

本
島
ノ
天
候
ハ
、
測
候
所
ノ
設
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
其
材
料

ニ
乏
シ
ク
、随
テ
精
密
ナ
ル
査
定
ヲ
下
ス
能
ハ
ズ
ト
雖
モ
、

元
来
事
実
及
観
察
シ
タ
ル
諸
種
ニ
基
キ
、
大
要
ノ
推
定
ヲ

下
ス
ニ
、
内
地
ニ
比
ス
レ
バ
、
温
暖
ニ
シ
テ
、
沖
永
良
部

嶋
ヨ
リ
寒
ク
、
大
島
ヨ
リ
暖
ニ
シ
テ
、
厳
寒
ト
雖
モ
氷
雪

ヲ
見
ズ
、
正
二
月
大
陰
暦
ノ
頃
稀
ニ
霰
降
ル
コ
ト
ア
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

極
寒
ト
認
ム
可
キ
時
ト
雖
モ
、
其
最
低
温
度
ハ
、
華
氏

五
十
三
度
以
下
ニ
降
ル
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
、
元
ヨ
リ
氷
結
ノ

時
ナ
ク
、
随
テ
又
降
霜
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
。

雨
量
ノ
測
定
ハ
雨
量
器
ノ
備
ナ
ケ
レ
バ
其
数
量
ヲ
表
示
シ

能
ハ
ズ
ト
雖
モ
、
冬
ハ
北
風
ニ
シ
テ
雨
多
ク
春
ハ
南
風
ニ

シ
テ
雨
降
ル
。
内
地
ニ
比
ス
レ
バ
降
雨
頻
繁
ニ
シ
テ
、
雨

粒
大
ナ
リ
。
霖
雨
ハ
内
地
ニ
先
ダ
ツ
テ
降
リ
水
害
ヲ
ナ
ス

コ
ト
ア
リ
。
之
ヲ
島
梅
雨
ト
云
フ
。
風
勢
ハ
内
地
ニ
比
ス

レ
バ
稍
強
大
ニ
シ
テ
、
大
気
ノ
動
揺
恒
ニ
止
ム
コ
ト
ナ
ク

大
低
〈
大
抵
誤
〉
雨
ト
風
ト
ハ
常
ニ
相
伴
フ
。
唯
南
風
ノ

日
ハ
暖
ニ
シ
テ
北
風
ノ
日
ハ
冷
ナ
リ
。
暴
風
ハ
七
月
ヨ
リ

十
月
マ
デ
ノ
間
ニ
概
ネ
東
北
ヨ
リ
起
リ
人
家
ヲ
倒
シ
、
沿

海
ノ
怒
濤
ハ
村
内
ニ
達
シ
人
家
ヲ
冒
シ
、
或
ハ
塩
分
飛
散

シ
諸
作
毛
ヲ
害
シ
、
就
中
稲
作
ノ
如
キ
ハ
其
害
ヲ
受
ク
ル

コ
ト
最
モ
多
シ
。

　

旱
魃
ハ
六
、七
月
ノ
間
ニ
ア
リ
テ
重
ニ
稲
作
ノ
損
耗
ヲ

来
ス
コ
ト
ア
リ
。
其
時
ハ
面
縄
間
切
ノ
如
キ
ハ
天
水
田
多

カ
リ
シ
故
、
農
家
ハ
大
ニ
困
難
ヲ
来
ス
コ
ト
ア
レ
ド
モ
風

災
ニ
比
ス
レ
バ
其
害
尠
ナ
シ
ト
ス
。
旱
ル
コ
ト
三
十
日
以

上
ニ
続
ク
ト
キ
ハ
、
村
民
老
若
男
女
休
業
シ
テ
神
社
ニ
賽

シ
、
又
ハ
高
峰
ニ
登
リ
青
葉
ヲ
頭
ニ
覆
リ
高
声
ヲ
発
シ
天

ニ
轟
カ
シ
、
或
ハ
手
踊
酒
宴
等
賑
々
敷
シ
テ
雨
乞
ヲ
ナ
ス

コ
ト
ア
リ
。

六
、七
月
ノ
頃
「
ア
ビ
キ
」
浪
ト
唱
ヘ
、
将
ニ
雨
降
ラ
ン

ト
ス
ル
ト
キ
起
リ
、
不
時
ニ
小
舸
ヲ
覆
没
セ
シ
ム
ル
コ
ト

ア
リ
。
是
レ
満
潮
退
潮
相
抵
牾
シ
テ
生
ズ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

明
治
三
十
三
年
ヨ
リ
大
島
名
瀬
伊
津
部
村
ニ
、
政
府
ヨ
リ

中
央
測
候
所
ノ
設
置
ナ
リ
テ
、
明
治
卅
六
年
ヨ
リ
該
所
ノ

依
頼
ニ
依
リ
、
亀
津
村
戸
長
役
場
内
ニ
寒
暖
計
ト
雨
量
器

ノ
設
ケ
ラ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
将
来
ハ
確
実
ナ
ル
気
象
ハ
測

定
セ
ラ
ル
ル
ナ
ラ
ン
ト
ス
。

第
三
章　

風　

俗

　

一
、
言
語
容
貌

　

言
語
ハ
全
島
内
各
村
大
同
小
異
ニ
シ
テ
、
其
語
尾
ヲ
高

フ
シ
又
ハ
低
ク
シ
、
或
ハ
音
声
長
短
ノ
差
ア
リ
、
又
ハ
称

呼
ヲ
異
ニ
セ
ル
村
落
ア
リ
ト
雖
モ
、概
シ
テ
之
ヲ
言
ハ
バ
、

彼
我
ノ
人
民
其
純
粋
ノ
島
語
ヲ
以
テ
対
話
セ
バ
、
十
中
九

ハ
互
ニ
解
ス
ベ
シ
。
又
大
嶋
、沖
永
良
部
島
ト
談
ズ
ル
モ
、

十
中
七
ハ
解
シ
得
ベ
シ
。
就
中
中
等
以
上
ノ
男
子
ハ
普
通

語
ヲ
解
シ
又
ハ
談
語
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
モ
、
女
子
ハ
総
テ

之
ヲ
弁
ジ
又
ハ
解
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。

　

容
貌
ハ
明
治
八
年
前
迄
ハ
、
琉
球
人
ノ
如
ク
、
男
女
共

結
髪
シ
テ
銀
（
上
等
人
）
又
ハ
銅
笄
ヲ
差
シ
、
衣
服
ハ
広

袖
ニ
シ
テ
、
帯
ハ
前
結
ナ
リ
シ
ガ
、
其
後
男
子
ハ
十
中
九

ハ
散
髪
ト
ナ
リ
衣
服
モ
稍
々
内
地
風
ニ
化
ス
。
女
子
ハ
尚

ホ
旧
風
泥
ミ
、
髪
ハ
輪
曲
《
別
ニ
髪
毛
ヲ
／
添
加
フ
》
ニ

結
ビ
テ
一
本
ノ
笄
《
島
語
「
カ
サ
ド
ミ
」
ト
云
フ
。
目
方

十
匁
ヨ
／
リ
二
十
匁
マ
デ
銀
又
ハ
銅
ニ
テ
製
ス
》
ヲ
叉
飾

シ
、
広
袖
前
帯
ニ
シ
テ
、
生
涯
歯
ヲ
染
メ
ズ
、
眉
ヲ
払
ハ

ズ
、
其
他
頭
上
ニ
物
ヲ
載
セ
徒
跣
ニ
シ
テ
歩
ス
コ
ト
自
由

ナ
リ
。

女
子
ハ
貴
賤
ノ
差
別
ナ
ク
、
総
テ
十
二
、三
歳
ヨ
リ

十
五
、六
歳
ニ
至
ル
ノ
間
、
手
背
ニ
点
ヲ
為
シ
来
リ
シ
ガ
、

明
治
十
五
年
一
月
ヨ
リ
刑
法
施
行
ト
同
時
ニ
身
体
ニ
刺
文

ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
違
警
罪
ヲ
以
テ
処
罰
ス
ル
コ
ト
ニ
禁
ゼ
ラ

レ
タ
ル
処
、
警
察
ノ
注
意
周
到
ナ
リ
シ
故
、
今
ヤ
全
ク
該

弊
害
ヲ
矯
正
シ
タ
リ
。
初
メ
其
刺
文
ノ
本
島
ニ
伝
来
シ
タ

ル
所
以
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
女
子
ハ
刺
文
ヲ
ナ
サ
ザ
レ
バ
女
子

タ
ル
ノ
分
限
ヲ
失
ヒ
、
死
ス
ト
モ
前
世
ニ
逝
カ
レ
ズ
ト
、

適
々
点
ヲ
ナ
サ
ザ
ル
女
子
死
ス
ル
ト
キ
ハ
手
背
ニ
其
点
ヲ

模
写
シ
埋
葬
ス
ト
ノ
事
ヲ
、
琉
球
時
代
ヨ
リ
世
々
伝
ヒ
来

リ
シ
ヲ
以
テ
、
尚
ホ
其
弊
風
ヲ
墨
習
シ
タ
リ
ト
謂
フ
。
因

テ
沖
縄
ノ
婦
女
子
ヲ
見
ル
ニ
今
尚
ホ
刺
文
ヲ
為
シ
ツ
ツ
ア

ル
ニ
拠
レ
バ
、
本
島
ニ
モ
琉
球
ヨ
リ
伝
来
シ
タ
ル
モ
ノ
ト

徴
ス
ル
ニ
足
レ
リ
。

全
島
ノ
内
面
縄
間
切
喜
念
村
ノ
女
子
ハ
衣
裳
ヲ
左
襟
ニ
ス

ル
風
ア
ル
モ
、
近
来
右
ニ
換
ヘ
タ
リ
。

西
目
間
切
瀬
滝
村
辺
ノ
婦
人
ハ
夜
間
徘
徊
ヲ
ナ
サ
ズ
、
来
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客
ア
ル
ト
キ
ハ
繩
帯
ヲ
締
メ
容
易
ニ
客
ト
面
接
セ
ザ
ル
風

ア
リ
シ
ガ
、
近
来
其
弊
稍
々
衰
ヘ
来
客
ト
対
話
ス
ル
ニ
至

レ
リ
。

本
島
ハ
平
民
多
ク
シ
テ
名
ノ
ミ
ニ
テ
姓
ハ
ナ
カ
リ
シ
ニ
、

明
治
三
年
苗
字
ヲ
許
サ
レ
、
始
メ
テ
一
字
又
ハ
二
字
ノ
苗

字
ヲ
冠
用
シ
、
士
族
ハ
其
格
式
御
免
ノ
際
一
字
苗
字
ヲ
賜

ハ
リ
今
尚
ホ
士
族
ハ
総
テ
一
字
ヲ
冠
用
シ
居
レ
リ
。
人
名

称
呼
ノ
俗
等
ハ
種
々
ア
ル
ト
雖
モ
、
概
ネ
琉
球
支
那
人
名

ノ
称
呼
ニ
似
テ
内
地
ノ
左
右
衛
門
又
ハ
何
之
進
何
太
郎
何

助
、
或
ハ
何
吉
何
熊
等
ノ
如
キ
称
呼
ハ
全
ク
ナ
カ
リ
シ
程

ナ
リ
。

古
風
ノ
容
貌
ハ
男
ハ
上
下
等
人
ノ
風
《
上
等
ハ
髪
差
押
差

一
本
ヅ
ツ
叉
飾
／
下
等
ハ
押
差
一
本
ヅ
ツ
差
飾
ス
ル
。》

結
髪
笄
差
飾
ノ
風
、
頭
上
ニ
物
ヲ
載
ス
ル
風
、
手
背
点
ノ

風
ハ
左
図
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
図
：
挿
図
20
ヲ
指
ス
〉

従
来
旧
風
ニ
泥
ミ
ン
婦
女
子
ハ
、
明
治
廿
八
年
ヨ
リ
輪
曲

ノ
結
髪
ヲ
稍
々
内
地
風
ニ
改
良
シ
、
長
尺
ノ
笄
ヲ
短
尺
ニ

更
メ
、
中
等
以
上
ノ
婦
人
ハ
該
短
尺
ノ
笄
ト
雖
モ
之
ヲ
差

飾
セ
ズ
。
内
地
一
般
ノ
櫛
笄
類
ヲ
用
ヒ
、
此
ト
同
時
ニ
衣

類
モ
改
装
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。
明
治
維
新
前
ハ
男
女
共
結
髪

ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
之
ニ
使
用
ス
ル
油
ハ
、
下
等
ハ
豚
油
ニ

テ
シ
、
中
等
以
上
ハ
種
子
油
ヲ
用
ヒ
シ
モ
、
明
治
十
年
以

後
ヨ
リ
丁
子
油
ヲ
用
ユ
ル
ニ
至
レ
リ
。

本
島
各
村
ノ
女
童
ハ
、
夏
気
ニ
至
レ
バ
丁
子
玉
ト
テ
、
図

ノ
如
キ
玉
ヲ
糸
ニ
連
貫
シ
、
其
垂
下
ニ
丁
子
袋
ヲ
付
ケ
テ

首
ニ
掛
纏
ヒ
、
衣
裳
ノ
内
部
ニ
垂
下
ス
。
女
児
ハ
大
ニ
之

ヲ
賞
玩
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
シ
モ
、
近
年
ニ
至
リ
全
ク
此
風
絶

エ
タ
リ
。

　
　
〈
左
図
：
挿
図
20
ヲ
指
ス
〉

　

二
、
学
事
賢
愚

　

全
島
女
子
ハ
一
般
ニ
学
問
セ
ズ
、
男
子
ハ
人
口
五
十
分

一
ニ
過
ギ
ザ
ル
修
学
ニ
シ
テ
、
其
他
ハ
未
修
学
ナ
リ
シ
。

明
治
維
新
頃
迄
ハ
、
男
子
九
歳
ニ
至
レ
バ
、
初
メ
テ
漢
籍

学
中
庸
論
語
孟
子
ヨ
リ
五
経
ヲ
読
ミ
、
習
字
ハ
い
ろ
は
ヨ

リ
初
ム
。
明
治
四
年
以
来
民
費
ヲ
以
テ
亀
津
村
ニ
変
則
学

校
ヲ
設
ケ
、
講
師
授
読
等
ノ
教
員
ヲ
置
キ
、
以
テ
全
島
ノ

学
生
ヲ
教
育
セ
シ
ム
。
明
治
十
二
年
ニ
其
制
ヲ
改
正
シ

テ
、
正
則
学
校
ニ
改
メ
、
全
島
中
東
間
切
亀
津
村
ニ
一
校
、

面
縄
間
切
伊
仙
村
ニ
一
校
、
西
目
間
切
浅
間
村
ニ
一
校
ヲ

置
キ
、
就
学
ヲ
奨
励
セ
シ
ニ
、
毎
年
其
数
ヲ
増
シ
、
明
治

二
十
年
ニ
又
学
区
ヲ
改
正
シ
テ
、
亀
津
村
ニ
高
等
小
学
一

校
、
尋
常
小
学
一
校
、
簡
易
小
学
一
校
、
其
他
ノ
大
小
村

落
ニ
ハ
都
テ
簡
易
科
小
学
校
十
八
校
、
分
教
室
十
四
校
ヲ

設
置
シ
、
児
童
ノ
就
学
ヲ
督
責
シ
タ
ル
ニ
、
今
ヤ
男
子
殆

ン
ド
千
九
百
余
人
ニ
達
ス
。（
三
万
五
千
人
口
ノ
二
十
分

ノ
一
ニ
当
ル
。）
然
レ
ド
モ
女
子
ノ
就
学
ハ
何
レ
ノ
学
校

ニ
モ
ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
明
治
廿
四
年
始
メ
テ
亀
津
村
有

志
者
ハ
校
長
前
田
訓
導
ト
謀
、
女
子
教
育
ノ
必
要
ヲ
説
キ

勧
誘
シ
タ
ル
ニ
、
四
十
五
名
ノ
入
学
者
ア
リ
テ
今
ヤ
歳
々

其
数
ヲ
増
シ
、
将
来
ハ
何
ヅ
レ
ノ
学
校
ニ
テ
モ
之
レ
ガ
増

加
ス
ル
ヲ
見
ル
ニ
至
ラ
ン
ヤ
。

　
　
〈
中
略
、「〈
修
学
者
数
表
〉」
略
〉

島
民
ハ
何
ヅ
レ
モ
賢
愚
相
同
ジ
ク
、
性
質
ハ
概
シ
テ
淳
朴

ナ
リ
。
而
シ
テ
中
等
以
上
ニ
位
ス
ル
散
髪
者
ノ
内
、
十
ノ

六
、七
ハ
文
字
知
得
ス
ル
ヲ
以
テ
怜
利
ナ
ル
ガ
如
シ
。
然

レ
ド
モ
全
島
民
ヲ
大
体
ニ
区
別
ス
レ
バ
上
下
二
体
ニ
分

ル
。
其
一
ハ
、
平
素
学
問
ニ
志
シ
、
苟
モ
文
字
書
キ
得
ル

モ
ノ
ハ
村
吏
ヲ
職
ト
シ
、
又
ハ
村
内
ノ
有
志
者
ト
ナ
リ
一

般
ノ
理
事
上
ニ
容
啄
シ
、
内
地
語
ニ
通
ジ
、
乱
髪
シ
テ
開

化
ニ
進
化
シ
居
ル
ヲ
上
ト
シ
テ
、
之
ヲ
衆
《
内
地
ノ
士
族

ニ
／
於
ケ
ル
ガ
如
シ
》
ト
謂
ヒ
、
一
ハ
、
学
問
ニ
素
志
ナ

ク
、
専
ラ
農
ヲ
業
ト
シ
、
文
字
書
キ
得
ザ
ル
土
百
姓
《
今

ニ
シ
テ
尚
ホ
散
髪
ナ
ラ
ズ
、
／
旧
慣
ノ
儘
結
髪
ニ
シ
テ
笄

ヲ
差
》《
ス
モ
ノ
ア
レ
ド
モ
、
年
次
開
化
ニ
／
伴
フ
テ
風

俗
ヲ
改
ム
ル
ニ
至
レ
リ
。》ヲ
下
ト
シ
、之
レ
ヲ「
ア
ザ
」《
農

家
ヲ
指
シ
テ
一
／
般
ヲ
ア
ザ
ト
唱
フ
。》
ト
謂
フ
。
特
ニ

仮
屋
許
ト
称
ス
ル
亀
津
村
ハ
、
人
知
民
度
ニ
於
ケ
ル
、
遥

ニ
他
村
ヲ
凌
駕
シ
、
旧
藩
代
ハ
全
島
ノ
諸
役
職
中
十
中
八

ハ
此
村
ヨ
リ
撰
抜
セ
ラ
レ
、
又
ハ
激
昂
奮
発
ノ
念
慮
ア
リ

テ
何
ノ
事
業
モ
創
始
ニ
試
ミ
、
然
シ
テ
之
ヲ
全
島
ニ
其
利

害
得
失
ヲ
波
及
シ
、
他
村
ハ
又
之
レ
ヲ
模
範
ト
シ
テ
方
計

ヲ
定
メ
来
リ
シ
ガ
、
廃
藩
置
県
後
ハ
其
勢
稍
々
衰
ヘ
、
今

ヤ
全
島
同
一
ニ
シ
テ
賢
愚
ノ
差
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
。
而
シ
テ

本
島
内
ニ
テ
亀
津
村
中
等
以
上
《
即
チ
衆
／
ナ
リ
。》
ノ

人
士
ヲ
指
シ
テ
乱
髪
組
ト
唱
フ
ル
コ
ト
ア
リ
。
其
乱
髪
組

ノ
名
ア
ル
由
来
ヲ
問
フ
ニ
、
明
治
八
年
一
般
ニ
旧
慣
ノ
結

髪
ヲ
改
メ
内
地
一
般
ノ
風
ニ
進
ム
ベ
シ
ト
ノ
命
下
リ
タ
ル

処
、
数
百
年
来
ノ
風
俗
ヲ
一
朝
改
メ
ル
ニ
ハ
大
ニ
困
難
ナ

リ
シ
モ
、
亀
津
村
ハ
他
村
ニ
率
先
シ
テ
乱
髪
ト
ナ
リ
、
衣

類
ハ
内
地
風
ニ
換
ヘ
前
帯
ヲ
後
ニ
結
ビ
、
而
シ
テ
全
島
ニ

普
及
セ
シ
ム
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
藩
代
ノ
勢
力
ハ
現
今
ノ
比

ニ
ア
ラ
ズ
、
又
一
致
団
結
心
深
ク
利
害
得
失
ニ
関
シ
テ
ハ

概
シ
テ
亀
津
村
人
士
ヨ
リ
論
究
シ
来
ル
ヲ
以
テ
、
自
然
全
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島
ヨ
リ
名
ヲ
亀
津
乱
髪
組
ト
称
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ

リ
。

人
ノ
活
発
ナ
ル
モ
ノ
ハ
東
間
切
母
間
村
、
花
徳
村
辺
ニ
シ

テ
、
人
体
モ
強
壮
ナ
リ
、
働
力
モ
又
右
ニ
出
ヅ
ル
所
ナ
シ
。

本
島
ノ
教
育
ハ
年
々
進
歩
シ
、
旧
ノ
教
育
令
ハ
廿
三
年
十

月
勅
令
第
二
百
十
五
号
ニ
テ
改
正
セ
ラ
レ
、
又
三
十
三
年

八
月
勅
令
第
三
百
四
十
四
号
ニ
テ
小
学
校
令
ヲ
発
布
セ
ラ

レ
、
従
前
ノ
法
令
ハ
総
テ
一
変
シ
、
全
島
ニ
テ
高
等
尋
常

併
置
小
学
校
四
校
、
尋
常
小
学
校
拾
校
、
分
教
場
五
校
ヲ

設
置

　
　
〈
中
略
〉

全
島
ニ
テ
高
等
小
学
校
ハ
初
メ
ハ
亀
津
村
ニ
一
校
設
立
ナ

リ
テ
全
島
ノ
学
生
ヲ
教
授
シ
来
リ
シ
モ
、
生
徒
ノ
数
増
加

シ
、
又
ハ
亀
津
方
一
ケ
方
ニ
於
テ
モ
其
費
用
ノ
負
担
ニ
堪

ヘ
難
キ
ヲ
以
テ
、
大
海
原
島
司
ハ
高
等
小
学
校
ノ
組
織
ヲ

変
ジ
、
徳
之
島
全
島
ニ
テ
一
校
ヲ
置
キ
、
位
置
ハ
亀
津
村

ト
シ
、
施
設
ノ
費
額
ハ
都
テ
関
係
村
ノ
聯
合
村
費
ヲ
以
テ

支
出
セ
ン
ト
、
亀
津
村
外
四
十
一
ケ
村
会
ニ
附
議
セ
シ
メ

シ
ニ
、
予
算
議
案
ハ
当
局
者
ノ
説
明
ハ
毫
モ
顧
ミ
ズ
、
否

決
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、島
司
ハ
知
事
ニ
具
状
シ
原
案
施
行
シ
、

其
予
算
ニ
対
ス
ル
金
額
ハ
徴
収
セ
シ
メ
タ
リ
。
然
ル
ニ
其

学
校
ノ
位
置
ニ
付
テ
全
島
ニ
テ
種
々
ノ
紛
議
ヲ
起
シ
《
主

唱
者
ハ
伊
仙
方
ハ
後
醍
後
院
良
季
、
阿
布
木
名
方
ニ
テ
ハ

石
井
清
吉
、
山
方
ニ
／
テ
ハ
青
木
東
作
ニ
シ
テ
、
各
地
方

ノ
有
志
者
ハ
何
ヅ
レ
モ
之
ニ
同
意
シ
、
中
央
》《
設
立
説

ヲ
／
固
説
ス
。》

全
島
ノ
中
央
ハ
字
三
京
ナ
レ
バ
之
ニ
設
立
シ
、
四
方
ニ
道

路
ヲ
開
鑿
シ
テ
通
学
ヲ
便
セ
ン
ト
シ
、
或
ハ
全
島
ニ
テ
二

校
ヲ
設
立
セ
ン
ト
カ
、
知
事
ニ
陳
情
ス
ル
コ
ト
屡
次
ナ
リ

シ
為
メ
、
廿
七
年
度
以
降
廿
九
年
度
迄
ハ
、
一
校
ノ
高
等

小
学
校
建
築
着
手
モ
中
止
ト
ナ
リ
シ
ニ
、
三
十
年
度
ニ
至

リ
笹
森
島
司
〈
笹
森
儀
助
〉
ハ
二
校
ヲ
置
キ
、
一
校
ハ
位

地
ヲ
亀
津
村
ト
シ
、
亀
津
方
、
伊
仙
方
ノ
生
徒
ヲ
収
容
シ
、

一
校
ハ
位
地
ヲ
阿
布
木
名
村
ト
シ
阿
布
木
名
方
、
山
方
ノ

生
徒
ヲ
収
容
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
予
算
ヲ
前
ノ
関
係
聯
合
町
村

会
ニ
附
議
セ
シ
メ
シ
ニ
、
漸
ク
二
校
ヲ
設
立
ス
ル
コ
ト
ニ

議
決
ナ
リ
シ
処
、
三
十
一
年
度
ニ
於
テ
亀
津
村
ト
阿
布
木

名
村
ト
ニ
之
ガ
建
築
ヲ
了
リ
、
全
島
ノ
生
徒
ヲ
教
授
シ
来

リ
シ
ニ
、
三
十
四
年
度
ニ
於
テ
該
二
校
ハ
廃
止
シ
、
更
ニ

各
四
ケ
方
ニ
分
割
シ
、
其
各
方
ノ
尋
常
小
学
校
ニ
併
置
ス

ル
方
、
経
済
及
通
学
ノ
点
ヨ
リ
便
利
ナ
リ
ト
シ
、
福
山
島

司
ハ
之
レ
ハ
処
分
方
ヲ
関
係
聯
合
町
村
会
ニ
議
決
セ
シ

メ
、
各
四
ケ
方
ニ
高
等
小
学
校
ヲ
分
割
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ

リ
。

　

三
、
儀
式
慣
例

　

島
民
相
会
シ
テ
遊
楽
酒
宴
ヲ
為
ス
ニ
ハ
、
祭
日
祝
式
日

等
ニ
テ
概
ネ
毎
年
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
：
挿
図
１
・
11
・
12
・
13
ヲ
指
ス
カ
〉

一
月
一
日
ヨ
リ
仝
三
日
マ
デ
ハ
正
月
ト
シ
テ
、
門
松
ヲ
建

テ
、
屋
内
ニ
ハ
餅
其
他
ノ
飾
ヲ
為
シ
、
毎
戸
豚
一
頭
ヅ
ツ

ハ
必
ズ
屠
殺
シ
テ
雑
煮
及
馳
走
ヲ
作
リ
、
年
頭
ノ
祝
儀
ア

リ
。
三
日
ノ
内
ハ
酒
宴
盛
ニ
シ
テ
酔
酣
ナ
レ
バ
、
三
味
線

ヲ
弾
ジ
太
鼓
ヲ
殴
チ
歌
舞
シ
、
四
日
ハ
初
メ
テ
農
ニ
出
ヅ

ル
ヲ
以
テ
初
原
迎
ト
シ
テ
酒
宴
ヲ
開
キ
、
又
七
日
ハ
七
草

ア
リ
、
十
一
日
ハ
餅
其
他
ノ
飾
物
ヲ
取
下
グ
ル
ヲ
以
テ
其

式
ト
シ
テ
酒
宴
ヲ
開
キ
、
十
六
日
ハ
先
祖
ノ
正
月
ト
シ
テ

墓
前
ニ
酒
肴
ヲ
供
シ
テ
酒
莚
ヲ
開
キ
、
二
十
日
ハ
二
十
日

正
月
ト
称
ヘ
テ
正
月
終
結
ｎ
酒
宴
ヲ
開
ク
。
二
十
日
マ
デ

ハ
大
抵
毎
日
酒
宴
ヲ
ナ
シ
テ
日
を
送
。
一
日
ヨ
リ
三
日
迄

小
児
ハ
、
鳶
紙
ヲ
飛
シ
、
独
楽
ヲ
回
シ
、
球
ヲ
投
グ
ル
等
、

種
々
ノ
遊
戯
ヲ
為
ス
。

三
月
三
日
ハ
上
巳
ノ
祝
儀
、
五
月
五
日
ハ
端
午
ノ
祝
儀
ト

シ
テ
、
餅
菓
子
ヲ
製
ヘ
親
戚
朋
友
ノ
間
ハ
互
ニ
贈
物
ヲ
為

シ
、
其
日
ハ
各
家
ニ
酒
宴
ヲ
開
ク
モ
、
節
句
廃
止
以
来
ハ

頗
ル
衰
ヘ
タ
リ
。

四
月
ノ
内
一
日
《
除
ノ
日
ヲ
／
撰
ブ
。》
ハ
虫
遊
ト
唱
ヘ
、

農
家
ハ
田
ニ
行
キ
稲
作
ヨ
リ
虫
ヲ
駆
除
シ
テ
川
ニ
流
シ
、

其
日
ノ
午
后
ハ
民
間
休
業
シ
テ
各
々
一
瓶
ヲ
開
ク
。

五
月
ノ
内
一
日
《
除
ノ
日
ヲ
／
撰
ブ
。》
蛙
払
《
方
言
／

ア
ン
ダ
ネ
》
ト
唱
ヘ
、
農
家
ハ
休
業
シ
テ
各
一
酒
肴
ヲ
携

ヘ
、
村
民
一
同
相
会
シ
テ
之
ヲ
開
キ
、
其
日
ノ
興
ヲ
尽
ス
。

此
日
ハ
家
内
ニ
草
木
類
ノ
青
葉
物
ヲ
入
リ
ザ
ル
ト
謂
フ
。

若
シ
之
ヲ
入
ル
ル
ト
キ
ハ
其
年
ハ
虫
類
又
ハ
飯
匙
倩
蛇
ノ

来
襲
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト
謂
フ
。
此
遊
日
ハ
、
琉
球
ニ
於
テ

モ
「
ア
ブ
シ
ハ
レ
ー
」
ト
テ
、
畝
ノ
祭
典
ニ
シ
テ
、
農
作

物
ノ
害
虫
ヲ
払
フ
為
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
、
本
島
ニ
モ
伝
来
シ

タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。

六
月
ノ
内
ノ
一
日
始
給
米
《「
方
言
／
シ
キ
ウ
マ
」》
ト
称

シ
、
農
家
一
般
休
業
シ
テ
男
女
共
美
粧
ヲ
為
シ
《
浜
ナ
キ

場
所
ハ
／
村
内
広
キ
場
所
》
浜
ニ
出
テ
、
其
日
ハ
各
々
酒

肴
弁
当
ヲ
携
ヘ
、
闘
牛
、
角
刀
、
手
踊
等
ア
リ
テ
、
男
女

老
若
共
一
同
終
日
ノ
遊
楽
ヲ
尽
ス
。
其
牛
ヲ
闘
ハ
ス
ル
ト

キ
ハ
最
モ
危
険
ニ
シ
テ
、
互
ニ
疵
傷
ヲ
受
ケ
或
ハ
勢
力
ノ

弱
ク
シ
テ
芸
術
ノ
拙
ナ
ル
モ
ノ
ハ
要
部
ヲ
突
カ
レ
遂
ニ
斃

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
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ル
ル
コ
ト
ア
リ
、
又
ハ
見
物
人
ヲ
踏
ミ
怪
我
ヲ
為
ス
コ
ト

ア
レ
ド
モ
、
是
ハ
稀
ナ
リ
。
相
撲
ニ
二
種
ア
リ
テ
、
一
ハ

大
和
相
撲
ト
云
ヒ
、
一
ヲ
島
相
撲
ト
云
フ
。
其
大
和
相
撲

ト
ハ
、
内
地
一
般
ニ
行
ハ
ル
ル
処
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
島
相

撲
ト
ハ
、
双
方
腰
部
ニ
帯
ヲ
纏
ヒ
、
互
ニ
之
ヲ
握
摑
シ
テ

背
部
ヲ
地
ニ
シ
天
ヲ
見
ザ
レ
バ
勝
負
ヲ
決
セ
ズ
。
故
ニ
足

身
体
ヲ
地
ニ
着
ク
ト
モ
勝
負
ナ
ケ
レ
バ
暫
時
ノ
間
勢
力
ヲ

争
ヒ
頗
ル
疲
労
ヲ
感
ズ
ル
モ
止
ム
コ
ト
ナ
ク
、
何
回
ト
シ

テ
尚
ホ
起
上
リ
元
ノ
如
ク
始
リ
、
終
ニ
真
仰
ニ
倒
レ
テ
服

部
天
ニ
向
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
負
ト
ス
ル
ナ
リ
。

手
踊
ハ
、
男
女
混
淆
シ
車
輪
坐
ニ
立
廻
リ
、
男
ハ
太
鼓
ヲ

鳴
シ
、
男
女
交
互
放
歌
舞
躍
ス
。
之
ヲ
為
ス
ハ
中
等
以
下

ノ
男
女
ニ
シ
テ
、
以
上
ハ
公
会
ノ
目
前
ニ
テ
ハ
容
易
ニ
之

ヲ
為
サ
ザ
ル
ナ
リ
。

始
給
米
ノ
翌
日
亀
津
地
方
ハ
前
日
ノ
余
興
ト
シ
テ
尚
ホ
昨

日
通
リ
ノ
遊
楽
ヲ
為
ス
。

七
月
七
日
ハ
七
夕
ト
称
シ
、
学
生
ノ
宅
ニ
ハ
之
レ
ヲ
為
ス

モ
、
一
般
ニ
ハ
行
ハ
ズ
。
又
旧
藩
代
ノ
如
ク
酒
宴
ハ
為
サ

ザ
ル
ナ
リ
。

七
月
ノ
内
一
日
ハ
浜
下《
方
言「
ハ
マ
ウ
リ
」／
ト
云
フ
。》

ト
称
シ
、
村
民
農
業
ヲ
休
ミ
浜
ニ
下
リ
テ
終
日
ノ
遊
楽
ヲ

為
ス
コ
ト
、
始
給
米
ノ
日
ト
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

其
翌
一
日
ハ
水
掛
《
方
言
「
ネ
ン
キ
エ
ー
」
／
ト
云
フ
。》

ト
唱
ヘ
、
男
ハ
女
ニ
女
ハ
男
ニ
水
ヲ
灌
ギ
テ
、
甚
シ
キ
ハ

謂
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
挙
動
ヲ
為
シ
無
礼
ヲ
醸
ス
習
慣
ア
リ
シ

ガ
、
明
治
十
四
五
年
以
来
ハ
、
警
察
官
署
ノ
注
意
ト
共
ニ

民
度
進
達
シ
来
リ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
自
然
其
弊
習
稍
衰
ヘ
タ

リ
。

西
目
間
切
西
阿
木
名
村
ニ
於
テ
ハ
投
水
《
方
言
「
ト
ノ

／
ギ
」
ト
云
フ
。》
ト
謂
ヒ
テ
、
男
子
十
五
六
歳
ヨ
リ

三
十
四
、五
歳
迄
ハ
、
字
秋
利
神
ノ
岸
上
高
サ
三
間
ヨ
リ

海
中
ニ
投
身
シ
、
拾
分
時
間
位
ハ
海
中
ニ
遊
泳
シ
テ
陸
ニ

揚
リ
、
而
シ
テ
後
チ
酒
宴
ヲ
開
ク
。

東
間
切
亀
徳
村
ニ
於
テ
壮
男
女
都
テ
小
舸
ニ
乗
リ
港
内
ニ

至
リ
、
船
ヲ
覆
没
セ
シ
メ
テ
男
女
海
中
ニ
投
身
シ
其
船
ヲ

起
シ
テ
乗
リ
、
実
ニ
遊
泳
ニ
熟
練
セ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
危
難
ニ

遭
フ
コ
ト
屢
ア
レ
リ
。
七
月
十
三
日
ヨ
リ
同
十
五
日
迄
ハ

盆
祭
ニ
テ
、
年
中
ノ
最
モ
大
ナ
ル
先
祖
祭
ナ
リ
ト
テ
島
中

西
目
間
切
ニ
於
テ
ハ
、
七
月
浜
下
日
ノ
翌
日
ヨ
リ
夏
目
踊

ト
称
シ
、
各
戸
ヲ
廻
リ
庭
前
ニ
テ
手
躍
リ
ヲ
為
ス
。
其
各

家
ニ
於
テ
ハ
応
分
ノ
酒
肴
ヲ
供
シ
馳
走
ヲ
為
ス
。
是
レ
恰

モ
大
島
ニ
於
ケ
ル
八
月
躍
ノ
如
シ
。

八
月
十
五
日
ハ
、
十
五
夜
ト
称
シ
、
村
民
ハ
皆
休
業
シ
テ

浜
ニ
出
会
シ
遊
楽
ヲ
為
ス
コ
ト
、
始
給
米
ノ
日
ト
異
ナ
ル

コ
ト
ナ
シ
。
其
翌
十
六
日
モ
前
日
ノ
余
興
ト
シ
テ
同
一
ノ

遊
楽
ヲ
為
ス
。

九
月
九
日
ハ
、
重
陽
ノ
祝
儀
ト
称
シ
、
村
民
休
業
シ
テ
小

宴
会
ヲ
開
ク
。

十
月
ノ
内
《
亥
ノ
日
ヲ
／
撰
ブ
。》
一
日
先
祖
祭
ト
称
シ
、

一
族
中
墓
ニ
参
リ
、
酒
肴
ヲ
供
シ
、
墓
前
ニ
テ
酒
莚
ヲ
開

ク
。
此
ノ
先
祖
祭
ハ
、
島
中
東
西
二
日
ニ
分
レ
、
東
面
ノ

村
落
ハ
十
月
亥
ノ
日
ニ
之
ヲ
祭
リ
、
西
面
ノ
村
落
ハ
其
日

ヨ
リ
一
七
日
目
ニ
之
ヲ
祭
ル
。
其
由
来
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
古

昔
ハ
諸
祭
日
等
ノ
如
キ
ハ
、之
ヲ
規
定
ス
ル
役
人
ア
リ
テ
、

其
人
ノ
通
知
ニ
依
リ
全
島
一
致
ニ
ス
ル
取
扱
ナ
リ
ニ
シ
或

年
其
通
知
状
ヲ
携
帯
シ
テ
触
示
ス
ル
ニ
脚
夫
東
面
ヨ
リ
西

目
ニ
移
ル
。
西
阿
木
名
ノ
村
ニ
至
リ
昼
寝
ヲ
ナ
シ
、
醒
メ

起
キ
テ
日
ヲ
数
ヘ
バ
、
七
日
ノ
間
覚
ヘ
ズ
睡
眠
シ
居
タ
リ

ケ
ン
、
驚
キ
之
ヲ
其
日
触
示
シ
タ
ル
処
、
西
面
ハ
全
ク
一

週
間
祭
日
ノ
異
ナ
ル
原
因
ナ
リ
ト
謂
フ
。
故
ニ
該
脚
夫
ノ

名
ヲ
、
七
日
寝
太
郎
ト
称
ス
ト
口
碑
ニ
伝
フ
ル
ナ
リ
。

以
上
ハ
全
島
定
式
ノ
酒
宴
会
ニ
シ
テ
、
其
他
、
年
忌
法
会
、

年
齢
賀
、
及
齢（

マ

マ

）

賀
迎
祝
或
ハ
児
共
ノ
誕
生
祝
又
ハ
新
年
初

行
迎
若
ク
ハ
旅
行
送
迎
会
又
ハ
招
遊
《
西
目
間
切
／
ニ
多

シ
。》
伏
躍
《
手
々
村
辺
／
ニ
多
シ
。》
秋
餅
《
西
目
間
切

／
ニ
多
シ
。》
或
ハ
竈
廻
リ
ト
称
シ
各
戸
ヲ
廻
リ
テ
酒
宴

ヲ
開
ク
等
、
種
々
ノ
遊
会
ア
レ
リ
。

島
民
男
女
宴
会
ヲ
為
シ
酔
酣
ナ
ル
ト
キ
ハ
、「
ナ
バ
ラ
キ
」

ト
唱
フ
ル
戯
飲
酒
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
リ
。
是
レ
男
女
情
好
ヲ

結
ブ
ノ
習
俗
ト
ナ
リ
云
フ
。
其
挙
動
ハ
、
坐
中
酒
具
ノ
酒

ヲ
口
ニ
含
ミ
、
女
ハ
男
ノ
口
ニ
当
テ
之
ヲ
吐
キ
移
シ
、
男

モ
又
酒
ヲ
含
ミ
テ
女
ノ
口
中
ニ
吐
ク
。
斯
ノ
如
ク
ス
ル
コ

ト
屢
ニ
ス
レ
バ
、
其
情
倍
密
ニ
シ
テ
実
ニ
傍
観
者
ハ
其
醜

態
ヲ
怪
感
ス
ル
モ
、
土
人
ハ
敢
テ
之
ヲ
怪
マ
ズ
、
此
ノ
戯

飲
ハ
西
目
間
切
与
名
間
村
、
手
々
村
辺
ニ
最
モ
行
ハ
ル
ル

弊
習
ナ
リ
。
其
由
来
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
琉
球
国
々
頭
郡
山
原

地
方
ニ
於
テ
ハ
、
男
女
酒
宴
ノ
時
、
膝
ヲ
並
テ
同
盃
同
器

ノ
酒
肴
ヲ
飲
食
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
之
ヲ
「
ナ
ラ
ビ
ビ
キ
」

ト
謂
フ
。
其
男
女
ノ
情
好
ア
ル
ヲ
本
島
ニ
伝
来
シ
テ
、
其

名
ヲ
音
変
シ
、「
ナ
バ
ラ
キ
」
ト
名
ヅ
ケ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル

ベ
シ
ト
謂
フ
。
近
来
ハ
此
弊
絶
ヘ
テ
ナ
シ
。

　
　
〈
挿
図
１
「
上
中
流
人
ノ
宴
会
ノ
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
２
「
男
女
手
踊
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
３
「
蔗
畑
の
図
・
蔗
運
般
の
図
」、
略
〉

75

　
　
　
　
　

①
『
徳
之
島
事
情
』〈
抜
粋
〉



　
　
〈
挿
図
４
「
砂
糖
車
場
之
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
５
「
砂
糖
小
屋
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
６
「
砂
糖
小
屋
内
部
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
７
「
砂
糖
樽
運
般
ノ
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
８
「
闘
牛
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
９
「
闘
牛
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
10
「
角
力
の
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
11
「
下
流
人
ノ
宴
会
ノ
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
12
「
男
女
酒
宴
場
ニ
於
ケ
ル
「
サ
メ
」
箸
戦　

　
　
　

大
鼓
三
味
線
ノ
遊
戯
ヲ
ナ
ス
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
13
「
男
女
戯
飲
酒
の
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
14
「
風
俗
の
図　

女
子
ガ
川
二
於
テ
水
ヲ
汲　
　

　
　
　

取
リ
戻
ス
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
15
「
風
俗
・
図　

上
流
人
ノ
家
族
同
伴
酒
肴　

　
　
　

ヲ
携
宴
会
場
（
重
ニ
浜
辺
）
ニ
出
掛
ル
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
16
「
風
俗
ノ
図　

下
流
人
ノ
家
族
同
伴
酒
肴　
　

　
　
　

ヲ
携
ヘ
宴
会
場
ヘ
出
掛
ル
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
17
「
風
俗
の
図　

小
女
ガ
丁
子
玉
ヲ
頭
ニ
掛

　
　
　

ケ
「
テ
マ
リ
」
ヲ
打
揚
ゲ
竹
筒
ヲ
吹
ク
木
ノ
遊
戯　

　
　
　

ヲ
ナ
ス
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
18
「
風
俗
ノ
図　

上
流
人
ハ
銀
ノ
髪
差
―
押

　
　
　

差
二
本
ヲ
頭
髪
ニ
又
飾
シ
礼
服
ヲ
着
シ
中
流
人
ハ

　
　
　

銅
製
ノ
髪
差
押
差
二
本
ヲ
又
飾
シ
下
流
人
ハ
押
差

　
　
　

一
本
ヲ
又
差
ス
ル
風
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
19
「
風
族
〈
俗
〉
ノ
図　

女
子
ガ
老
松
の
木

　
　
　

片
ヲ
燃
照
し
て
綿
引
出
ノ
夜
仕
事
ヲ
ナ
シ
一
人
の　

　
　
　

男
子
ハ
三
味
ヲ
引
キ
テ
勢
力
ヲ
付
ク
ル
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
20
「
手
背
黥
ノ
図
・
丁
子
玉
ノ
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
21
「
家
屋
の
図　

本
宅　

附
属
宅　

牛
馬
小

　
　
　

屋　

物
置
庫　

高
庫
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
22
「
高
庫
ノ
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
23
「
風
俗
ノ
図　

女
子
ガ
水
ヲ
取
リ
頭
上
ニ

　
　
　

載
セ
帰
宅
ノ
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
24
「
飯
匙
倩
ノ
図
」、
略
〉

　
　
〈
挿
図
25
「
毒
蟹
ノ
図
（
実
物
大
）
木
喰
虫
ノ
図　

　
　
　

背
部　

服
部　

左
側
部
」、
略
〉

宴
席
ニ
於
テ
酒
ヲ
賭
飲
ス
ル
ニ
、
箸ナ
ン
コ
ウ戦
ト
唱
フ
ル
モ
ノ
ア

リ
。
双
方
数
三
個
ヅ
ツ
掌
中
ニ
握
リ
テ
、
互
ニ
六
個
以
下

ノ
数
ヲ
呼
ビ
、
何
レ
カ
其
数
ノ
当
リ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
負
ト
シ

テ
酒
ヲ
飲
ム
ナ
リ
。
而
シ
テ
本
島
ニ
テ
当
部「
ナ
ン
コ
ウ
」

ト
唱
フ
ル
コ
ト
ア
リ
。
其
事
来
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
藩
代
ニ
凶

歳
ノ
時
、
当
部
村
ニ
一
旅
客
来
リ
テ
酒
ヲ
需
ム
レ
ド
モ
、

之
ニ
応
ズ
ル
モ
ノ
一
人
モ
ナ
シ
。
時
于
旅
客
亭
主
ニ
向
ヒ

頻
リ
ニ
酒
ヲ
強
求
ス
ル
ヲ
以
テ
、
亭
主
モ
之
ヲ
拒
ム
ニ
由

ナ
シ
ト
、
土
瓶
ニ
二
合
位
ノ
酒
ヲ
入
テ
面
前
ニ
至
リ
、
本

年
ハ
大
凶
歳
ニ
テ
本
村
ニ
ハ
焼
酎
類
ヲ
所
持
ス
ル
モ
ノ
一

人
ナ
シ
、
因
テ
此
コ
ニ
僅
カ
二
合
位
ア
リ
、
是
ヲ
二
人
ニ

テ
飲
酌
ス
ル
ニ
ハ
量
寡
シ
、故
ニ
箸ナ
ン
コ
ウ戦
シ
テ
飲
マ
ン
ト
テ
、

二
人
之
ヲ
為
シ
タ
ル
ニ
、
亭
主
ハ
其
ナ
ン
コ
ウ
玉
ヲ
掌
中

ニ
握
リ
儘
対
手
ニ
開
ケ
見
セ
ズ
、
負
ケ
タ
リ
ト
テ
ハ
酒
ヲ

飲
ミ
、
如
斯
ス
ル
コ
ト
拾
回
以
上
モ
ア
リ
テ
、
既
ニ
土
瓶

中
ニ
五
勺
位
モ
残
酒
ア
ル
ト
思
フ
時
分
ニ
、
亭
主
ハ
客
ニ

勝
テ
酒
ヲ
飲
酌
セ
シ
メ
タ
ル
ト
云
フ
。
此
時
ヨ
リ
「
ナ
ン

コ
ウ
」
ニ
負
ケ
テ
酒
ヲ
飲
続
ス
ル
ト
キ
ハ
、即
チ
当
部
「
ナ

ン
コ
ウ
」
ト
謂
フ
コ
ト
ア
レ
リ
。

土
民
維
新
以
前
ハ
禅
宗
ヲ
信
奉
シ
、
死
者
ア
ル
ト
キ
ハ
法

師
之
ヲ
送
葬
セ
シ
モ
、
明
治
五
年
廃
寺
以
来
悉
ク
神
道
祭

ニ
帰
シ
、
神
官
之
レ
ガ
葬
祭
ヲ
為
ス
。
村
内
ニ
一
人
ノ
死

者
ア
レ
バ
、
親
戚
、
故
旧
ヲ
問
ハ
ズ
村
民
皆
相
会
シ
テ
送

葬
シ
、
一
週
間
ハ
村
民
男
女
《
一
家
ヨ
リ
／
主
ノ
夫
婦
。》

一
回
以
上
ハ
弔
悔
ヲ
ナ
シ
、
親
属
ノ
悲
哀
ヲ
慰
ス
。
而
シ

テ
死
亡
ノ
日
ハ
、
近
親
ノ
婦
人
ハ
死
屍
ノ
周
囲
ニ
ア
リ
テ

一
同
音
声
ニ
泣
キ
、
村
民
ト
雖
モ
婦
女
子
ノ
分
ハ
倶
ニ
号

泣
シ
テ
悲
哀
ノ
情
ヲ
顕
ハ
ス
。
送
葬
時
間
ニ
至
レ
バ
棺
ニ

収
メ
、
日
中
ト
雖
モ
《
午
后
ナ
レ
バ
何
時
ニ
テ
／
モ
時
間

ヲ
問
ハ
ズ
。》
之
ヲ
挙
行
シ
、
親
属
ノ
婦
女
子
ハ
総
テ
衣

裳
ヲ
《
成
ル
ベ
ク
芭
蕉
衣
／
及
単
衣
ナ
リ
。》
ヲ
頭
上
ヨ

リ
被
リ
テ
号
叫
シ
、
男
子
ハ
傘
ヲ
細
メ
テ
被
リ
、
棺
ノ
前

後
左
右
ニ
列
ス
。
墓
地
ハ
一
家
若
シ
ク
ハ
一
族
中
ニ
テ
墓

碑
一
個
ヲ
建
テ
、埋
葬
敷
地
広
ク
シ
テ
、一
墓
ノ
下
ニ
交
々

葬
ル
モ
ノ
ア
リ
。
忌
服
ハ
忌
服
令
ノ
日
数
ヲ
受
ケ
、
又
面

縄
間
切
地
方
ハ
死
後
三
年
ヲ
経
過
ス
レ
バ
、
其
屍
ヲ
発
掘

シ
、
遺
骨
ヲ
洗
ヒ
、
之
ヲ
壷
ニ
容
レ
葢
ヲ
覆
ヒ
、
墓
石
ノ

傍
ニ
置
キ
之
ヲ
祭
ル
ナ
リ
。

土
民
ガ
一
同
浜
ニ
出
テ
、
各
自
携
持
ノ
酒
、
肴
、
弁
当
ヲ

開
キ
酒
宴
会
ヲ
為
シ
、
又
ハ
牛
ヲ
闘
ハ
シ
及
角
力
ヲ
勝
負

シ
、
或
ハ
手
踊
ヲ
ナ
シ
、
若
ク
ハ
男
女
戯
飲
酒
ヲ
為
ス
コ

ト
、
左
図
ノ
如
シ
。

　
　
〈
挿
図
２
「
男
女
手
踊
の
図
」
ヲ
指
ス
〉

本
島
面
縄
間
切
、
西
目
間
切
地
方
ニ
ハ
、
鳥ト
リ
マ
デ迷
ト
云
フ
慣

例
ア
リ
。
其
由
来
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
屋
内
ニ
山
鳥
来
ル
ト
キ

ハ
、
其
年
ハ
家
内
ニ
不
吉
ア
ル
ノ
前
兆
ト
テ
、
全
家
内
総

テ
改
メ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
其
改
メ
ル
ニ
ハ
、
一
家
内
中
或
一

日
ヲ
撰
ビ
、
浜
其
他
ノ
場
所
《
成
ル
ベ
ク
岸
穴
ノ
蔭
／
ア

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
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ル
場
所
ヲ
撰
ブ
。》
ニ
出
テ
、
終
日
種
々
ノ
御
馳
走
ヲ
作

リ
遊
興
ヲ
尽
シ
、一
泊
シ
テ
翌
日
他
人
ガ
入
来
ル
ガ
如
ク
、

全
家
内
中
帰
家
シ
テ
全
ク
一
変
シ
テ
入
換
ル
ノ
念
ヲ
感
ゼ

シ
ム
レ
バ
、
其
年
ノ
凶
ハ
全
ク
晴
ル
ル
ト
ノ
意
ナ
リ
ト
謂

フ
。

　

四
、
結
婚
・
離
婚
・
育
児
・
遊
戯

婚
姻
ノ
事
ハ
、
内
地
ト
大
同
小
異
ニ
シ
テ
、
媒
介
ア
リ
。

先
ズ
之
ヲ
双
方
ノ
親
ノ
間
ニ
周
旋
シ
、
而
シ
テ
後
始
メ
テ

当
人
ニ
図
ル
。
蚤
婚
ハ
暖
国
ノ
常
ナ
ル
ガ
、
多
ク
ハ
男
女

共
十
七
、八
歳
ノ
時
ニ
行
ハ
ル
。
其
婚
姻
式
ノ
当
日
ハ
、

午
后
六
時
頃
婿
ノ
方
ヨ
リ
親
戚
及
数
多
ノ
伴
人
ヲ
具
シ
テ

嫁
ノ
家
ニ
行
キ
、
一
儀
式
ノ
酒
盃
終
ル
ヤ
、
嫁
女
ニ
二
人

以
上
ノ
婦
女
子
《
朋
友
ノ
／
内
ヨ
リ
》
ヲ
同
伴
セ
シ
メ
、

及
嫁
家
ノ
親
戚
等
多
ク
ノ
同
行
者
ト
婿
方
ヨ
リ
来
リ
タ
ル

人
々
等
ト
共
ニ
婿
方
ニ
入
リ
、
公
ノ
一
室
ニ
ア
リ
テ
三
献

ノ
婚
儀
式
水
酒
盛
《
夫
婦
共
ニ
シ
テ
公
ノ
席
ニ
於
テ
一
盃

ノ
水
ヲ
同
／
飲
ス
ル
コ
ト
。
亀
津
地
方
ハ
水
酒
盛
ナ
シ
。》

等
ア
リ
テ
、
其
夜
ハ
一
大
盛
宴
ヲ
開
ク
ナ
リ
。

離
婚
ノ
事
ハ
、
又
甚
ダ
容
易
ニ
行
ハ
ル
。
内
地
ノ
如
ク
三

行
半
ノ
難
縁
状
ヲ
与
フ
ル
ノ
面
働
ナ
ク
、
啻
ニ
夫
ニ
於
テ

気
ニ
入
ラ
ザ
ル
カ
又
ハ
父
母
ニ
於
テ
忌
ム
ベ
キ
コ
ト
ア
ル

ト
キ
ハ
、
立
チ
去
ル
ベ
シ
ト
追
ヒ
行
ル
ニ
止
マ
ル
。

産
婦
ガ
腹
帯
ヲ
結
ブ
食
（
モ
ト
ノ
マ
マ
）
断
ヲ
為
ス
産
婆
ニ
取
揚
ゲ
サ
ス
ル

嬰
児
乳
ヲ
含
ム
前
ニ
薬
ヲ
与
フ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
本
島
ニ
ハ

別
ニ
公
然
産
婆
ノ
業
ヲ
為
ス
モ
ノ
ハ
居
ラ
ザ
ル
モ
、
年
長

ノ
婦
人
ヲ
頼
ミ
之
ヲ
為
サ
シ
ム
。
島
民
ニ
ハ
難
産
ス
ル
モ

ノ
稀
ナ
リ
。
而
シ
テ
産
婦
ハ
三
十
三
日
ノ
間
風
水
ニ
感
触

セ
シ
メ
ズ
、
臥
床
ニ
就
カ
シ
ム
ル
ト
雖
モ
、
中
等
以
下
ハ

二
週
間
位
モ
経
過
ス
レ
バ
外
出
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
リ
。
其

出
産
ノ
日
ヨ
リ
一
週
間
ノ
内
、
名
ヲ
下
シ
テ
、
其
名
付
祝

ト
シ
テ
、
親
戚
朋
友
ヲ
招
キ
テ
盛
ン
ナ
ル
祝
宴
ヲ
ナ
ス
。

生
児
ハ
衣
裳
ニ
包
ミ
、
母
若
ク
ハ
母
乳
ノ
内
懐
ニ
入
レ
、

左
右
ノ
襟
ノ
合
セ
目
ヨ
リ
頭
ヲ
出
シ
、
又
ハ
肌
ニ
着
ケ
テ

保
育
シ
、
一
ケ
月
余
モ
経
過
ス
レ
バ
背
ニ
負
ハ
セ
、
蒲
団

ニ
臥
セ
シ
ム
ル
事
ハ
稀
ナ
リ
。
総
テ
発
育
ニ
委
ス
ル
ノ
外

ハ
、
絶
テ
育
児
ノ
法
ト
謂
フ
モ
ノ
ナ
シ
。
又
下
等
人
ノ
児

童
六
、七
歳
頃
迄
ハ
、
気
候
温
暖
ニ
向
ヘ
バ
概
ネ
裸
体
ニ

シ
テ
、
夜
間
ノ
外
衣
裳
ヲ
着
ス
ル
モ
ノ
少
シ
。
然
レ
ド
モ

全
身
健
康
ニ
シ
テ
病
痾
ニ
感
触
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
斯
ノ
如

ク
生
長
セ
シ
児
童
ノ
遊
戯
ハ
、
男
子
ハ
紙
鳶
ヲ
飛
シ
、
独

楽
ヲ
回
シ
、羽
子
輪
止
メ《
俗
ニ
ハ
マ
ナ
ゲ
／
モ
包
含
ス
。》

手
毬
ヲ
投
グ
ル
位
ニ
止
マ
リ
、
女
子
ハ
鞠
ヲ
衝
ク
ニ
立
回

リ
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
リ
、
両
手
ヲ
拍
チ
合
フ
モ
ノ
ア
リ
。
其

数
ヲ
算
ス
ル
為
メ
鞠
歌
ア
リ
。
其
一
ヲ
挙
グ
レ
バ
、

　
　

ア
ー
ガ
ヤ
、
ガ
モ
ン
ク
ラ
、
モ
ン
ダ
チ
、
正

ソ
ー
ク
ワ
ツ
ユ
エ
ー
ヤ

月
祝
ヤ

　
　

ウ
ノ
ハ
ー
チ
マ
、
エ
ン
ガ
サ
ア
ー
チ
マ
エ
ン
チ
ン
ケ　

　
　

ノ
花
ヤ
、
チ
ン
ギ
ー
テ
ミ
シ
ロ
、
波
ノ
花
、
花
、
其

　
　

ノ
花
花
、
大
オ
ー
グ
シ
ク城
ア
シ
ガ
ナ
シ
、
ノ
リ
シ
チ
ョ
、
ウ
マ

　
　

ヤ
ア
ヤ
、
ウ
マ
マ
ク
ロ
テ
ー
タ

此
レ
即
チ
十
五
ノ
数
ナ
リ
。

夜
ハ
便
宜
ノ
各
家
所
々
ニ
、
女
十
五
、六
人
宛
集
リ
、
銘
々

薪
ヲ
持
来
リ
テ
、
其
明
リ
ニ
テ
木
綿
ヲ
引
キ
、
芭
蕉
ヲ
繋

グ
。
此
レ
ヲ
、
ヨ
ナ
ベ
ト
云
フ
。
ヨ
ナ
ベ
ハ
、
夜
仕
事
ト

モ
云
フ
。
其
処
ニ
亦
男
女
共
ニ
、
三
四
人
五
六
人
モ
集
リ

来
リ
テ
、
三
絃
ヲ
鳴
シ
、
歌
ヲ
男
女
互
ニ
謡
ヒ
楽
ム
コ
ト

多
カ
リ
シ
ガ
、
近
来
其
ヨ
ナ
ベ
稍
々
廃
滅
ニ
帰
シ
タ
リ
。

六
、七
歳
ヨ
リ
十
三
、四
歳
頃
迄
ノ
童
子
、
五
六
人
、
七
八

人
モ
寄
集
マ
リ
テ
、
ミ
ン
ト
名
ケ
木
ヲ
尖
シ
、
互
ニ
地
ニ

投
立
、
他
人
ノ
モ
ノ
ヲ
打
倒
シ
テ
手
幅
丈
離
ル
レ
バ
、
他

人
ノ
ミ
ン
ヲ
掠
メ
取
ル
。
其
ノ
数
多
キ
モ
ノ
ヲ
楽
ト
ス
。

打
倒
シ
テ
モ
手
幅
ヨ
リ
内
カ
又
己
ガ
ミ
ン
ノ
地
ニ
立
ザ
ル

時
ハ
、
掠
メ
ル
コ
ト
ナ
シ
。

イ
エ
ン
ダ
ゲ
ト
名
ヅ
ケ
、
木
ニ
綱
ヲ
下
ゲ
テ
、
綱
ノ
口
ト

口
ト
ヲ
結
ビ
、一
人
乗
リ
立
テ
他
人
ニ
揺
ラ
サ
セ
テ
慰
ム
。

此
レ
内
地
ノ
ユ
サ
ゴ
ト
同
一
ナ
リ
。

夏
向
ニ
至
レ
バ
、
男
女
十
四
五
歳
ヨ
リ
以
下
ノ
者
、
川
沿

ヲ
為
シ
遊
泳
ス
ル
コ
ト
達
者
ナ
リ
。

児
童
ノ
輩
ザ
ツ
ト
云
遊
ビ
ア
リ
。
是
ハ
衆
人
集
マ
リ
、
其

内
一
人
鉢
巻
ヲ
シ
テ
両
眼
ヲ
塞
ギ
、
衆
人
ノ
内
ニ
就
キ
一

人
誰
レ
ナ
ル
ヲ
捜
リ
、
捕
ヘ
テ
我
役
ヲ
其
人
ニ
次
グ
。

第
四
章　

衣
食
住

　

一
、
衣　

服

　

島
民
四
時
ノ
衣
服
ハ
、
資
産
ノ
貧
富
ニ
因
テ
同
一
ナ
ラ

ズ
ト
雖
モ
、
先
ヅ
上
中
下
三
等
ア
リ
。
中
等
以
上
ハ
、
春

秋
ハ
概
ネ
紺
地
絣
ノ
単
衣
、
夏
ハ
単
衣
又
ハ
芭
蕉
縞
及
浴

衣
等
ヲ
着
シ
、
冬
ハ
重
ニ
紺
縞
等
ノ
袷
ニ
シ
テ
其
上
ニ
羽

織
ヲ
着
シ
、
帯
ハ
白
又
ハ
紺
地
ノ
シ
ゴ
キ
ヲ
三
重
以
上
モ

纏
ヒ
、
冱
寒
ノ
時
ハ
足
袋
ヲ
踏
ミ
、
襦
袢
ヲ
着
ス
。
夜
具

モ
又
皆
之
ヲ
所
持
ス
。
其
上
等
人
ニ
至
テ
ハ
、
祝
祭
式
日

ニ
ハ
羽
織
袴
ノ
礼
服
ヲ
着
ス
ル
コ
ト
ア
レ
ド
モ
、
中
等
人

ハ
之
ヲ
着
ス
ル
コ
ト
甚
ダ
稀
ナ
リ
。
其
中
等
以
上
ノ
人
ニ

ハ
文
字
知
得
ス
ル
モ
ノ
多
ク
ア
リ
テ
民
度
モ
又
進
歩
シ
、
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従
テ
衣
裳
ノ
裁
縫
等
モ
内
地
風
ニ
ナ
ス
モ
、
下
等
ニ
至
テ

ハ
袷
ヲ
所
有
ス
ル
モ
ノ
少
ク
、
四
時
共
ニ
単
衣
又
ハ
芭
蕉

ノ
白
衣
ヲ
着
シ
、
極
寒
ノ
日
ハ
単
衣
二
枚
ヲ
重
ル
コ
ト
ア

ル
モ
羽
織
襦
袢
等
ヲ
着
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
或
ハ
蚊
帳
ヲ
有

シ
夜
具
ヲ
被
褥
ス
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
其
下
等
ニ
ハ
文
字
知
ラ

ザ
ル
モ
ノ
ノ
ミ
ニ
シ
テ
生
計
ノ
度
甚
ダ
低
ク
、
衣
服
ノ
裁

縫
等
モ
尚
ホ
従
来
ノ
広
袖
ニ
シ
テ
、
帯
ハ
紺
色
ノ
シ
ゴ
キ

ヲ
一
締
又
ハ
二
重
ニ
纏
ヒ
或
ハ
繩
帯
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ア
リ
。

農
家
ノ
着
ス
ル
農
衣
ハ
短
尺
ノ
単
衣
芭
蕉
衣
ニ
シ
テ
、
雨

天
ニ
ハ
蓑
ト
笠
ヲ
被
リ
能
ク
其
労
働
ニ
堪
フ
。

本
島
ハ
紺
絣
縞
及
芭
蕉
縞
ヲ
製
出
シ
テ
衣
裳
ニ
用
ユ
ル
コ

ト
ハ
他
島
ニ
冠
タ
リ
シ
ガ
、
紬
縞
ノ
如
キ
ハ
大
島
第
一
ニ

シ
テ
，
二
ハ
喜
界
島
、
三
ハ
本
島
ニ
シ
テ
、
其
紬
縞
ノ
紡

績
盛
ニ
行
ハ
レ
タ
ル
ハ
明
治
二
十
年
以
来
ニ
シ
テ
、
東
間

切
亀
津
地
方
ニ
於
テ
ハ
衣
裳
ニ
供
ス
ル
ノ
外
、
他
ニ
輸
出

ス
ル
モ
ノ
多
シ
。
紬
ノ
紡
績
法
ハ
左
ノ
如
シ
。

　

指
頭
ニ
テ
蚕
綿
ヲ
細
大
ナ
ク
捻
出
シ
ユ
リ
ヲ
掛
ケ
、
木

皮
《
方
言　

テ
ヤ
チ
ト
云
フ
。
内
／
地
ノ
ヒ
ハ
ル
ト
同
種

ナ
リ
。》
ヲ
煎
ジ
之
ヲ
染
メ
、
田
泥
ニ
浹
洽
シ
赤
豆
色
又

ハ
黒
色
ト
ナ
シ
、
紬
縞
ノ
飛
白
ヲ
織
ル
。
童
数
種
ア
リ
。

其
成
功
日
数
ヲ
挙
グ
レ
バ
《
婦
女
一
人
ノ
労
／
働
ヲ
見
積

リ
》
糸
ハ
百
拾
匁
内
外
ヲ
以
テ
一
反
織
ト
ス
。
此
糸
捻
出

ス
ル
コ
ト
一
日
五
匁
ト
シ
、
日
数
二
十
二
日
、
ユ
リ
カ
ケ

四
日
、
飛
白
結
括
五
日
、
木
皮
土
泥
ヲ
染
ム
ル
コ
ト
五
日
、

機
織
精
密
ナ
ル
飛
白
ニ
シ
テ
一
日
一
尺
五
寸
（
鯨
尺
）
ヲ

以
テ
通
例
ト
シ
、
凡
二
十
日
ノ
日
数
ヲ
費
ス
。
其
後
前
ヲ

清
算
ス
レ
バ
五
十
六
日
ニ
シ
テ
成
功
ス
。
之
レ
ハ
衣
裳
ニ

シ
テ
、
必
ズ
十
五
、六
年
乃
至
二
十
年
ハ
保
有
ス
ト
云
フ
。

手
拭
ヲ
《
方
言
／
サ
ジ
》
左
図
ノ
如
ク
、
様
々
六
カ
敷
絞

リ
テ
紺
地
ニ
染
テ
、
男
ハ
長
サ
一
尺
五
寸
位
ニ
シ
テ
角
ヨ

リ
角
ニ
三
ツ
折
ニ
シ
、
其
角
ヲ
ト
リ
テ
後
ノ
方
帯
ニ
少
シ

挾
ミ
テ
長
ク
垂
レ
テ
、
新
シ
キ
手
拭
ヲ
持
ツ
コ
ト
ヲ
面
目

ト
ス
。夏
遊
浜
下
ナ
ド
ノ
時
ハ
猶
以
テ
下
僕
類
ニ
至
ル
迄
、

成
ル
ベ
ク
新
シ
キ
手
拭
ヲ
持
ツ
ヲ
例
ト
シ
タ
リ
シ
ガ
、
明

治
八
年
風
俗
改
良
ト
共
ニ
該
弊
風
絶
ヘ
タ
リ
。

　
　
〈
左
図
：
不
明
。
挿
図
ニ
ナ
シ
〉

　

二
、
食　

物

　

島
民
ノ
常
食
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
米
、
麦
、
甘
藷
ニ
シ
テ
、

上
等
人
ハ
米
、
麦
ヲ
用
ユ
ル
ト
雖
モ
、
中
等
以
下
ハ
米
、

麦
又
ハ
甘
藷
ヲ
常
ト
ス
。
島
内
製
産
米
ハ
人
口
ニ
応
ジ
大

概
其
需
用
ニ
達
ス
ル
モ
、
他
ニ
輸
出
ス
ル
ヲ
以
テ
不
足
ヲ

告
ゲ
、
幾
分
内
地
ヨ
リ
輸
入
ヲ
仰
ギ
、
味
噌
ハ
全
ク
島
内

ニ
テ
製
シ
、
塩
ハ
下
等
ニ
至
テ
ハ
潮
水
ヲ
汲
ミ
テ
直
ニ
蔬

菜
ヲ
煮
ル
モ
、
上
等
人
ハ
内
地
ノ
塩
ヲ
食
用
シ
、
中
等
以

下
ノ
人
ハ
各
戸
之
ヲ
製
煎
《
潮
一
斗
二
升
ニ
テ
／
塩
五
合

ヲ
得
ル
。》
シ
テ
其
用
ヲ
弁
ズ
、
特
ニ
西
目
間
切
手
々
村
、

東
間
切
山
村
、
花
徳
村
辺
ハ
塩
ヲ
製
シ
テ
他
ヘ
売
却
ス
ル

コ
ト
ア
レ
リ
。
甘
藷
ハ
中
等
以
下
ノ
総
テ
常
食
ト
ス
ル
ヲ

以
テ
、
其
ノ
毎
日
ノ
量
ハ
尠
少
ノ
額
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
本

島
内
ニ
テ
各
々
植
付
産
額
ニ
テ
其
用
ヲ
為
ス
ニ
足
ル
。
若

シ
一
朝
天
災
ニ
遭
遇
シ
、
諸
作
物
払
蕩
セ
ラ
レ
テ
凶
歳
ニ

罹
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
、
左
ノ
草
木
類
ヲ
食
用
ト
ナ
ス
コ
ト
ア

リ
。

蘇
鉄
ハ
岡
頭
、
山
腹
或
ハ
磽
确
ニ
シ
テ
耕
シ
能
ハ
ザ
ル
地

ニ
植
ユ
。
之
レ
ハ
耕
耘
培
養
ス
ル
コ
ト
ナ
シ
。
然
レ
ド
モ

風
旱
ニ
遇
フ
モ
依
然
色
ヲ
変
ゼ
ズ
、
又
寒
暑
ニ
恐
ル
ル
コ

ト
ナ
ク
、四
時
青
々
ト
シ
テ
生
育
ス
。
蘇
鉄
ニ
男
女
ア
リ
、

女
ハ
隔
年
ニ
実
ヲ
結
ブ
。
食
用
ニ
供
ス
ル
ノ
期
節
ハ
、
十

月
ヨ
リ
翌
年
三
四
月
迄
ニ
シ
テ
、
新
芽
ノ
出
デ
ザ
ル
前
ト

ス
。
其
食
用
製
造
法
ハ
、
先
ヅ
皮
ヲ
削
除
シ
テ
其
肉
ヲ
凡

一
分
位
ニ
或
ハ
小
片
ト
ナ
シ
横
断
シ
、
水
ニ
浸
ス
コ
ト
三

昼
夜
《
毎
日
三
度
水
ヲ
易
／
フ
ル
ヲ
可
ト
ス
。》
悪
気
ヲ

脱
去
セ
シ
メ
、
而
シ
テ
日
ニ
乾
シ
、
水
気
脱
ス
ル
ノ
後
之

ヲ
藁
莚
ニ
包
ミ
充
分
蒸
発
セ
シ
メ
、
黴
ヲ
生
ズ
ル
ノ
後
舂

砕
シ
、
篩
ヲ
以
テ
滓
粉
ヲ
分
チ
滓
ヲ
捨
テ
粉
ヲ
収
メ
之
ヲ

蓄
ヘ
、
食
用
ニ
供
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
臨
ミ
、
桶
鉢
類
ニ
投
ジ
、

再
ビ
水
ニ
浸
シ
置
ク
コ
ト
凡
ソ
三
時
間
位
ニ
シ
、
悪
水
ヲ

去
リ
更
ニ
水
ヲ
加
ヘ
、
米
麦
等
ヲ
交
ヘ
テ
粥
ヲ
製
ス
。
味

噌
又
ハ
焼
酎
ヲ
製
造
ス
ル
コ
ト
ハ
食
用
製
造
法
ニ
同
ジ
。

而
シ
テ
日
ニ
乾
シ
蒸
ス
ル
コ
ト
米
麦
ノ
如
ク
シ
、
又
ハ
米

麦
ヲ
交
ヘ
テ
麹
ニ
拵
ヘ
ル
ナ
リ
。
実
ヲ
以
テ
澱
粉
ヲ
製
ス

ル
ノ
法
、
凡
一
本
ノ
実
ハ
四
升
五
合
乃
至
五
升
ノ
収
穫
ア

リ
。
此
実
ヲ
両
断
シ
、
之
ヲ
日
ニ
乾
ス
ト
キ
ハ
、
自
ラ
皮

肉
分
離
ス
。
肉
ヲ
以
テ
之
ヲ
舂
砕
シ
布
ヲ
張
リ
タ
ル
草
器

ニ
移
シ
、
桶
鉢
類
ニ
水
ヲ
入
レ
右
ノ
草
器
ヲ
泛
ベ
テ
動
揺

攪
乱
ス
レ
バ
、
澱
粉
出
デ
テ
水
底
ニ
沈
ム
。
之
ヲ
清
水
ニ

テ
凡
三
昼
夜
モ
晒
ス
ト
キ
ハ
最
上
ノ
澱
粉
ト
ナ
リ
、
恰
モ

葛
粉
ニ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
。
之
ハ
平
年
ニ
モ
菓
子
類
ニ
使

用
ス
。
但
一
本
ノ
実
ヨ
リ
収
ム
ル
澱
粉
ハ
凡
ソ
一
升
二
合

ヲ
獲
ル
ト
云
フ
。

「
ツ
バ
」《
蕗
ノ
／
種
類
》
ハ
山
野
ニ
生
ズ
。
葉
ト
根
ト
ヲ

去
リ
、
水
ヲ
以
テ　

ヲ
煮
、
其
皮
ヲ
去
リ
切
截
シ
テ
搗
キ

砕
キ
、
一
夜
位
水
ニ
浸
シ
、
苦
味
ヲ
去
リ
、
之
ヲ
米
麦
ニ

混
合
シ
テ
食
用
ト
ス
。

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料

78



「
海
苔
」《
方
言　

オ
ー
／
サ
ト
云
フ
。》
ハ
海
岸
ノ
礁
瀬

ニ
生
ズ
。
之
ヲ
摘
採
シ
テ
、冷
水
ニ
洗
ヒ
潮
砂
ヲ
除
棄
シ
、

米
又
ハ
麦
ニ
混
合
シ
テ
食
用
ト
ス
。
土
民
之
ヲ
海オ
ー
サ
バ
ン

苔
飯
ト

云
フ
。

「
百
合
」
ハ
山
野
ニ
生
ズ
。
其
根
ヲ
採
リ
、
舂
砕
シ
テ
蘇

鉄
ノ
実
ヲ
製
造
ス
ル
ガ
如
ク
葛
粉
ニ
ナ
シ
テ
、
之
ヲ
菓
子

類
ニ
使
用
シ
、
又
ハ
葛
粉
ト
ナ
サ
ズ
シ
テ
水
ニ
晒
シ
。
甘

藷
ニ
和
シ
テ
食
用
ト
ス
。
百
合
ニ
二
種
ア
リ
、
赤
花
ア
ル

甘
百
合
、
白
花
ア
ル
ヲ
若
百
合
ト
謂
フ
。

「
薇
ハ
ラ
ビ
」
ハ
山
野
薇
野
ニ
生
ズ
。
其
根
ヲ
採
り
、
舂
砕
シ
テ

水
ニ
晒
シ
、
葛
ト
ナ
シ
テ
米
ニ
加
ヘ
食
用
ニ
供
ス
。

「
マ
ナ
ケ
」《
灌
木
／
ナ
リ
。》
ハ
山
林
藪
ニ
生
ズ
。
其
根

ハ
芋
ニ
似
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
其
皮
ヲ
去
リ
薄
ク
切
截
シ

テ
灰
ヲ
交
ヘ
、
之
ヲ
煮
テ
二
昼
夜
水
ニ
浸
シ
毒
ヲ
去
リ
、

舂
砕
シ
テ
細
抹
ト
ナ
シ
、
米
又
ハ
甘
藷
ト
混
淆
シ
テ
食

フ
。
此
根
ハ
製
法
精
密
ナ
ラ
ザ
レ
バ
、
人
身
ノ
健
康
ヲ
害

シ
、
皮
膚
蒼
白
ヲ
色
シ
顔
面
腫
レ
テ
死
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ト

云
フ
。

「
フ
イ
」《
韮
ノ
／
類
》
ハ
山
野
ニ
生
ズ
。
根
ヲ
採
リ
水
ニ

テ
煮
、
塩
ト
和
シ
テ
蔬
菜
ニ
代
用
ス
。

芭
蕉
ハ
其
皮
ヲ
去
リ
、
中
心
ノ
肉
ヲ
採
リ
煮
テ
食
シ
、
又

ハ
生
ニ
テ
食
ト
ス
。

「
バ
シ
」ハ
山
野
ニ
生
ズ
。其
根
ハ
芋
ニ
似
タ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、

皮
ヲ
去
リ
之
ヲ
蒸
シ
テ
食
物
ト
ス
。

「
テ
ヤ
チ
」《
木
ノ
実
／
ナ
リ
。》
山
林
藪
地
ニ
生
ズ
ル
木

実
ニ
シ
テ
、
皮
ヲ
去
リ
舂
砕
シ
テ
、
米
麦
等
ニ
和
シ
テ
食

物
ト
ス
。

「
ヤ
ン
ゴ
ロ
」《
樫
ノ
木
／
ノ
実
。》
ハ
山
林
ニ
生
ズ
ル
木

実
ニ
ン
〈
シ
誤
〉テ
、
殻
ヲ
去
リ
舂
ニ
細
砕
シ
テ
水
ニ
晒
シ
其
毒
気

ヲ
去
リ
、
米
麦
甘
藷
等
ニ
混
和
シ
テ
食
ス
。
椎
ノ
実
ハ
山

林
ニ
生
ズ
ル
木
実
ニ
シ
テ
、
本
島
ハ
特
ニ
椎
ノ
木
多
ク
、

島
民
ハ
毎
年
其
実
ヲ
拾
取
リ
、
殻
皮
ヲ
去
リ
直
ニ
食
物
ニ

供
ス
ル
コ
ト
自
由
ナ
レ
バ
、
凶
年
ニ
ア
ラ
ズ
ト
雖
モ
常
ニ

之
ヲ
食
ト
ス
ル
ナ
リ
。

薪
ハ
内
地
ノ
如
ク
一
時
ニ
多
ク
取
貯
ヘ
置
ク
コ
ト
ナ
ク
、

作
場
帰
リ
ニ
男
女
共
銘
々
持
帰
ル
コ
ト
ア
リ
。
又
ハ
柱
ノ

如
キ
モ
ノ
ヲ
長
儘
ニ
持
帰
ル
モ
ノ
ア
リ
。
或
ハ
生
木
ノ
棒

ノ
程
ニ
シ
テ
長
キ
モ
ノ
ヲ
数
十
本
持
テ
ル
モ
ア
リ
。
女
ハ

枯
薪
ヲ
如
図
一
丈
廻
リ
位
能
ク
結
ビ
テ
背
ニ
負
テ
帰
ル
。

此
レ
女
ハ
男
ノ
持
テ
ル
ヨ
リ
遥
ニ
多
シ
ト
云
フ
。

　

三
、
住　

家

　

住
居
ス
ル
家
屋
ハ
一
般
茅
葺
ニ
シ
テ
、
四
方
同
間
位
ノ

構
造
ニ
テ
、材
木
ハ
総
テ
島
内
ノ
共
有
山
林
ヨ
リ
伐
採
ス
。

上
等
資
産
ア
ル
モ
ノ
ハ
十
五
六
坪
及
至
二
十
坪
ニ
シ
テ
、

天
井
建
物
一
切
備
ハ
リ
、
其
以
下
ノ
資
産
ア
ル
モ
ノ
ハ

五
六
坪
及
至
十
坪
ニ
過
ギ
ザ
ル
構
造
ニ
テ
、
重
ニ
造
作
ナ

シ
、
家
屋
ノ
大
小
ハ
ア
ル
ト
雖
モ
、
大
島
郡
ニ
テ
ハ
元
来

徳
之
島
ノ
家
屋
構
造
大
ナ
リ
ト
謂
フ
ベ
シ
。
而
シ
テ
大
工

ハ
土
人
ニ
シ
テ
、
他
ノ
手
ヲ
藉
ラ
ザ
リ
シ
ガ
、
近
年
ニ
至

リ
内
地
ノ
大
工
ニ
於
テ
築
造
ス
ル
コ
ト
ア
リ
。
又
中
等
以

上
ハ
、
一
家
内
ノ
住
宅
ニ
必
ズ
上
下
ニ
棟
ア
リ
、
一
棟
ヲ

本
宅
、一
棟
ヲ
台
所
《
方
言　

当
蔵
／
ト
云
フ
。》
ト
云
フ
。

此
台
所
ニ
テ
ハ
一
切
ノ
炊
事
ヲ
為
シ
、又
ハ
家
具
ノ
荒
物
、

或
ハ
農
具
等
ヲ
置
キ
、
現
住
居
ハ
本
宅
ナ
リ
。
建
築
費
ハ

多
少
ア
ル
ト
雖
モ
、
概
ネ
上
等
ノ
家
屋
ハ
米
十
二
、三
石
、

其
以
下
ハ
五
、六
石
ニ
過
ギ
ズ
。
食
用
品
ヲ
貯
蔵
ス
ル
為

メ
、
高
庫
又
ハ
物
置
《
方
言　

地
蔵
／
ト
云
フ
。》
ヲ
建

築
ス
。
高
庫
ヲ
造
ル
ニ
ハ
、
大
円
木
柱
四
本
ヲ
建
テ
、
茅

葺
ニ
シ
テ
階
段
上
ニ
物
ヲ
入
蔵
シ
《
四
本
ノ
柱
ヨ
リ
鼠
ノ

通
／
ハ
ザ
ル
様
構
造
ス
。》
物
置
ト
ハ
、
二
間
角
ニ
シ
テ
、

茅
葺
四
方
ヲ
板
壁
ト
シ
、
鍵
ヲ
以
テ
開
閉
シ
、
重
ニ
籾
、

麦
等
ヲ
置
ク
所
ナ
リ
。此
ノ
費
用
ハ
、米
三
、四
石
ヨ
リ
四
、

五
石
ニ
及
ブ
ト
謂
フ
。

本
島
内
ニ
テ
、
島
内
ノ
材
木
ヲ
以
テ
建
築
ス
ル
家
屋
等
ニ

ハ
、
木
喰
虫
ト
云
フ
一
種
ノ
害
虫
ア
リ
。
材
木
中
ニ
生
ジ

木
内
ヲ
嚙
ミ
、
二
十
年
余
ニ
至
レ
バ
家
材
ノ
過
半
ハ
害
セ

ラ
レ
、
再
築
ヲ
為
サ
ザ
レ
バ
住
居
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ニ

至
ル
。
此
レ
本
島
ノ
ミ
ニ
生
ジ
、
他
島
ニ
見
ザ
ル
虫
類
ナ

リ
。
故
ニ
中
等
以
上
ノ
モ
ノ
家
屋
ヲ
建
築
セ
ン
ト
ス
ル
ト

キ
ハ
、
大
島
地
方
ニ
至
リ
「
イ
ジ
ユ
」「
モ
モ
」
ノ
二
種

ヲ
材
木
ニ
購
入
シ
該
虫
害
ヲ
防
グ
。
之
レ
実
ニ
全
島
ノ
経

済
ニ
大
関
係
ス
ル
コ
ト
ニ
シ
テ
、
該
虫
ヲ
駆
除
ス
ル
方
法

ア
レ
バ
、
其
利
益
尠
少
ニ
ア
ラ
ザ
ル
コ
ト
ト
信
ズ
。

明
治
年
鑑
以
前
ハ
島
民
ノ
生
活
ハ
低
度
ニ
シ
テ
、
燈
火
ノ

如
キ
ハ
炉
及
坐
間
ニ
松
火
ヲ
然
シ
夜
仕
事
ヲ
為
シ
、
中
等

以
上
ノ
生
計
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
雖
モ
、
夜
八
時
半
迄
豚
油
ヲ

以
テ
燈
火
シ
、
明
治
八
年
後
ニ
漸
ク
石
油
ヲ
使
用
ス
ル
コ

ト
ニ
ナ
リ
、
今
ヤ
貧
民
ニ
至
ル
迄
松
明
ヲ
使
用
セ
ザ
ル
ニ

至
レ
リ
。

第
五
章　

耕　

耘

　

一
、
栽
培
製
造

　

本
島
ニ
甘
蔗
栽
培
ノ
起
原
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
別
ニ
記
録
ト
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テ
ハ
ナ
リ
カ
リ
シ
モ
、
今
日
マ
デ
口
碑
ニ
伝
ヘ
ル
処
ニ
依

レ
バ
、
往
昔
慶
長
ノ
頃
、
大
島
大
和
浜
方
大
棚
村
ニ
川
智

ト
云
フ
男
ア
リ
テ
、
偶
々
琉
球
ニ
航
セ
ン
ト
ス
ル
際
台
風

ニ
遭
ヒ
、
支
那
ニ
漂
流
シ
居
ル
コ
ト
三
年
、
造
次
ノ
間
モ

農
事
ヲ
忘
レ
ズ
、
甘
蔗
栽
培
及
製
糖
ノ
術
ヲ
覚
ヘ
、
帰
国

ノ
際
甘
蔗
ヲ
持
来
リ
、
之
ヲ
大
島
大
和
浜
方
大
金
久
村
字

西
浜
ニ
試
植
シ
、
砂
糖
製
造
シ
タ
ル
ニ
、
其
効
果
宜
シ
カ

リ
シ
ヲ
以
テ
、
之
ヲ
近
隣
四
方
ニ
伝
播
セ
シ
メ
、
次
デ
本

島
及
他
島
ニ
モ
移
植
シ
、何
ヅ
レ
モ
成
育
宜
シ
カ
リ
シ
故
、

其
当
時
ハ
既
ニ
島
津
公
ノ
版
図
ニ
帰
シ
タ
ル
際
ニ
テ
、
即

チ
新
殖
産
事
業
ト
テ
大
ニ
奨
励
保
護
ヲ
施
サ
レ
、
爾
後
糖

業
ハ
大
ニ
振
興
シ
、
遂
ニ
大
島
郡
ノ
特
有
産
物
ト
ナ
リ
、

島
民
ノ
衣
食
住
ハ
総
テ
之
レ
ガ
資
ヲ
以
テ
為
シ
来
レ
リ
。

然
ル
ニ
明
治
十
三
年
大
坂
ニ
於
テ
開
設
ノ
全
国
綿
糖
共
進

会
ニ
テ
ハ
、
右
川
智
翁
ノ
功
績
ヲ
追
賞
シ
テ
金
壱
百
円
ヲ

下
賜
シ
、
此
レ
ヨ
リ
大
和
浜
方
恩
勝
村
ニ
一
宇
ノ
祠
社
ヲ

建
立
シ
、
之
ヲ
開
饒
神
社
ト
号
シ
テ
、
名
誉
ヲ
末
代
ニ
伝

フ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
テ
、
之
レ
ガ
即
チ
大
島
郡
糖
業
ノ
元
祖

ナ
リ
。
直
川
智
翁
ノ
碑
文
ニ
曰
ク
。

　
　
〈「
川
智
翁
祠
銘
」、
略
〉　

蓋
大
島
郡
ノ
糖
業
ハ
、当
時
鹿
児
島
藩
ノ
最
大
富
源
ト
テ
、

与
人
横
目
、
及
附
属
役
等
多
ク
ノ
諸
役
人
ヲ
置
キ
、
甘
蔗

ノ
栽
培
、
砂
糖
製
造
ノ
事
ニ
頗
ル
厳
重
ニ
監
督
シ
、
安
永

年
中
本
島
外
四
ケ
島
出
産
糖
ノ
内
幾
分
ヲ
藩
主
ヨ
リ
買
上

ゲ
ラ
レ
、
其
他
諸
人
勝
手
売
ノ
砂
糖
ハ
薩
摩
山
川
港
ニ
於

テ
藩
主
ヨ
リ
買
上
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
ラ
レ
、
爾
後
文
政
十
二

年
ニ
至
リ
之
ヲ
改
革
シ
本
島
、
及
大
島
、
喜
界
島
出
産
糖

ハ
惣
買
上
ト
シ
、
若
シ
他
ニ
抜
買
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
処
ス
ル

ニ
死
刑
ニ
ス
ベ
キ
ノ
厳
法
ヲ
設
ケ
、
該
島
定
式
糖
四
百
六

拾
万
斤
ヲ
除
ノ
外
、
余
計
糖
ハ
民
間
日
用
必
需
ノ
物
品
ト

交
換
ノ
方
法
ヲ
設
ケ
、
各
島
人
民
ノ
望
ミ
ニ
応
ジ
、
前
年

ヨ
リ
諸
物
品
ヲ
輸
入
分
配
シ
、
尚
其
上
余
計
糖
ア
ル
モ
ノ

ハ
、天
保
八
年
ヨ
リ
黍
横
目
ノ
名
義
ヲ
以
テ
羽
書
ヲ
出
シ
、

而
シ
テ
全
郡
ニ
通
融
ス
ル
コ
ト
五
月
ヨ
リ
七
月
マ
デ
三
ケ

月
ノ
期
限
ト
シ
、
之
ヲ
取
纏
メ
差
出
シ
タ
ル
者
ヘ
ハ
其
望

ニ
応
ジ
、
代
官
所
ヨ
リ
物
品
ヲ
渡
シ
決
算
ス
ル
ノ
方
法
ナ

リ
シ
。
又
砂
糖
蕃
殖
ノ
計
画
ニ
至
リ
テ
ハ
、
男
子
十
五
歳

以
上
六
十
歳
以
下
女
子
十
三
歳
以
上
五
十
歳
以
下
ヲ
作
用

夫
ト
称
シ
、
其
体
格
ノ
強
弱
ニ
応
ジ
甘
蔗
反
別
ヲ
割
当
、

地
所
々
有
ナ
キ
者
ハ
畑
地
ヲ
多
ク
所
有
セ
ル
者
ノ
小
作
人

ト
ナ
シ
、
年
々
蔗
苗
挿
植
ス
ベ
キ
地
所
ハ
前
年
ヨ
リ
反
別

ヲ
丈
量
シ
テ
耕
耘
セ
シ
メ
、
且
除
草
、
製
糖
ノ
期
節
ヲ
モ

予
定
シ
、
其
期
ニ
至
レ
バ
藩
吏
ハ
実
地
ヲ
巡
察
シ
テ
、
除

草
ノ
善
悪
ヨ
リ
製
糖
ノ
精
粗
ニ
至
ル
迄
悉
ク
之
ガ
指
揮
ヲ

加
ヘ
、
若
シ
違
犯
者
ア
ル
時
ハ
道
路
修
繕
ノ
科
役
ニ
服
セ

シ
ム
ル
等
、
其
措
置
頗
ル
厳
密
ニ
シ
テ
且
ツ
周
到
ナ
ル
ガ

為
ニ
、
人
々
農
事
ニ
勉
励
シ
、
而
シ
テ
糖
業
ノ
旺
盛
ヲ
極

メ
、
殆
ン
ド
一
ケ
年
ノ
収
護
高
ハ
全
郡
ニ
テ
弐
千
万
斤
ノ

内
外
、
徳
之
島
一
島
ニ
テ
四
百
三
十
四
万
七
千
三
百
斤
ノ

巨
額
ニ
達
シ
タ
ル
モ
、王
政
維
新
廃
藩
置
県
ノ
世
ニ
ナ
リ
、

百
事
改
革
ノ
時
代
ニ
遷
リ
、
旧
藩
ノ
製（
マ
マ
）定
モ
共
ニ
廃
セ
ラ

レ
、
人
民
自
由
ノ
身
ト
ナ
リ
、
即
チ
明
治
五
年
ニ
至
リ
テ

官
売
ヲ
解
キ
、
直
接
商
人
ト
相
対
勝
手
売
買
ヲ
為
ス
ニ
至

リ
シ
ニ
、
未
ダ
曽
テ
取
引
ニ
慣
レ
ザ
ル
島
民
ハ
、
動
モ
ス

レ
バ
彼
商
人
ノ
奸
策
ニ
陥
ル
ベ
キ
ノ
孤
疑
心
ヲ
生
ズ
ル
ニ

依
リ
、
当
時
ノ
在
番
所
及
島
吏
等
大
ニ
之
ヲ
憂
慮
シ
テ
、

深
ク
商
議
シ
テ
五
ケ
年
間
ノ
期
限
ヲ
以
テ
鹿
児
島
商
人
ト

一
手
売
買
ノ
契
約
ヲ
為
シ
、
本
店
ヲ
鹿
児
島
ニ
置
キ
一
切

ノ
事
ヲ
関
係
セ
シ
メ
、
官
売
同
様
ニ
各
自
出
産
糖
額
ハ
他

ノ
商
人
ヘ
売
買
ヲ
禁
ジ
悉
皆
該
社
ヘ
引
渡
シ
、
其
代
金
ハ

糖
壱
斤
ニ
旧
銭
一
貫
二
百
文
《
今
ノ
概
略
三
銭
／
二
厘
ニ

当
ル
。》
ト
定
メ
、
爾
後
砂
糖
代
価
ニ
高
低
ヲ
生
ズ
ル
ト

キ
ハ
、
其
損
害
ハ
折
半
シ
テ
価
格
ヲ
増
減
ス
ル
ノ
方
法
ヲ

創
設
シ
タ
ル
ト
雖
モ
、
終
ニ
、
該
商
人
ト
ノ
契
約
ハ
当
時

ノ
与
人
ガ
取
結
ビ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
破
約
シ
テ
自
己
ノ

砂
糖
ハ
勝
手
ニ
売
買
セ
ン
ト
主
張
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
明

治
十
一
年
ニ
至
リ
其
契
約
年
限
ノ
終
ル
ヤ
、
各
商
人
ト
勝

手
売
買
ヲ
為
ス
ニ
至
リ
シ
ニ
依
リ
、
大
阪
其
他
ノ
商
估
等

ハ
争
ヒ
来
リ
テ
、
産
糖
売
買
ノ
契
約
ヲ
為
サ
ン
ト
欲
シ
、

各
酒
肴
ヲ
携
ヘ
ツ
ツ
各
村
ヲ
徘
徊
シ
、
甘
言
以
テ
人
心
ヲ

懐
ケ
、
各
自
出
産
糖
ニ
不
相
応
ノ
物
品
ヲ
交
付
シ
、
又
ハ

金
員
ヲ
前
貸
シ
タ
ル
ニ
、
島
民
ニ
於
テ
ハ
遠
キ
慮
リ
ナ
ク

唯
ダ
之
ヲ
幸
ト
シ
、
而
シ
テ
徒
ラ
ニ
衣
食
上
ノ
驕
奢
ニ
流

レ
テ
農
事
ヲ
怠
ル
ニ
至
リ
、
漸
ク
年
ヲ
追
フ
テ
産
額
ヲ
減

ジ
、
之
ヲ
藩
代
ノ
産
額
ニ
比
ス
レ
バ
、
殆
ン
ド
径
庭
ノ
差

ヲ
生
ズ
ル
ニ
至
レ
リ
。
斯
ヲ
以
テ
官
庁
ニ
於
テ
ハ
其
衰
頽

ヲ
輓
回
セ
シ
メ
ン
ト
欲
シ
、
之
ヲ
奨
励
ス
ル
モ
、
農
民
怙

ト
シ
テ
之
ヲ
顧
ミ
ズ
、
加
之
暴
風
連
年
、
収
獲
地
ヲ
払
フ

ニ
至
リ
、
租
税
其
他
ノ
歳
費
サ
ヘ
償
フ
ニ
足
ラ
ズ
、
為
ニ

負
債
畳
積
シ
、
所
有
ノ
家
屋
地
所
ニ
至
ル
迄
悉
ク
其
負
債

ノ
抵
当
ニ
書
入
ト
為
シ
、
終
ニ
弁
償
ノ
道
ナ
キ
ニ
至
リ
、

為
メ
ニ
人
心
萎
靡
振
ハ
ザ
ル
ノ
甚
シ
キ
ニ
接
シ
、
農
事
ヲ

怠
ル
ニ
至
レ
リ
。於
是
乎
政
府
モ
大
ニ
之
ヲ
憂
慮
セ
ラ
レ
、

明
治
十
八
年
十
月
ニ
大
島
郡
役
所
ヲ
廃
シ
金
久
支
庁
《
今

　
　
　
　
　

第
二
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ノ
島
／
庁
ナ
リ
》
ヲ
置
カ
レ
、
支
庁
長
新
納
少
書
記
官
ハ

宮
里
属
ヲ
従
ヒ
親
シ
ク
各
村
ヲ
徘
徊
シ
、
糖
業
ヲ
旺
盛
ナ

ラ
シ
ム
ル
ノ
必
要
ヲ
説
キ
且
ツ
其
改
良
ヲ
促
シ
、
又
ハ
勤

業
申
合
規
約
等
ヲ
改
定
シ
、
人
心
ヲ
既
倒
ニ
支
ヘ
復
活
セ

ン
ト
シ
タ
ル
所
少
ナ
シ
ト
セ
ズ
。
加
フ
ル
ニ
仝
十
九
年
、

政
府
ヨ
リ
糖
業
改
良
資
金
ト
シ
テ
拾
万
円
、
徳
ノ
島
ニ
テ

二
万
円
《
五
十
年
賦
利
引
即
納
シ
タ
／
ル
ニ
依
リ
幾
分
減

ズ
。》
内
三
千
八
百
六
拾
円
亀
津
方
、
五
千
七
百
十
円
面

縄
方
、
四
千
五
百
六
円
阿
布
木
名
方
、
参
千
五
百
拾
七
円

山
方
ニ
貸
与
セ
ラ
レ
、
該
金
ヲ
以
テ
製
糖
器
械
年
賦
払
下

ノ
方
法
ヲ
設
ケ
、
其
器
械
ハ
鋳
造
会
社
及
加
治
木
鋳
物
師

ノ
創
製
ニ
係
リ
、
其
大
小
ハ
各
糖
業
者
ノ
望
ニ
任
セ
鋳
造

シ
タ
ル
ニ
、
従
来
用
ユ
ル
所
ノ
モ
ノ
ト
利
ノ
点
ニ
於
ラ
宵

壌
ノ
差
ヲ
生
ズ
ル
ヲ
以
テ
、
一
ビ
之
ヲ
用
ユ
ル
ヤ
人
皆
其

善
良
ニ
感
ゼ
ザ
ル
ナ
ク
年
ヲ
逐
フ
テ
希
望
者
益
々
多
ク
、

偶
々
二
十
年
四
月
ニ
県
令
第
三
十
九
号
ヲ
以
テ
大
島
郡
糖

業
組
合
規
則
ヲ
発
セ
ラ
レ
、
夫
々
其
規
約
ヲ
為
サ
シ
メ
、

各
組
ニ
糖
業
組
合
長
ナ
ル
職
員
ヲ
置
キ
、
島
庁
ヨ
リ
監
督

セ
ラ
レ
タ
リ
。
前
森
島
司
ハ
二
十
一
年
ヨ
リ
甘
蔗
培
試
験

ヲ
各
村
ニ
実
行
セ
シ
メ
、
親
シ
ク
現
場
ニ
臨
ミ
其
収
獲
ノ

増
加
ナ
ル
実
蹟
ヲ
挙
ゲ
、
之
ヲ
全
郡
農
談
会
ニ
附
シ
一
般

改
良
植
ノ
普
及
ヲ
奨
励
シ
、
又
農
家
ニ
肥
料
貯
蔵
ノ
方
法

ヲ
為
サ
シ
メ
、
且
廿
一
年
ヨ
リ
廿
三
年
ニ
至
ル
迄
毎
年
砂

糖
品
評
会
ヲ
大
島
名
瀬
方
金
久
村
ニ
開
設
シ
、
製
糖
品
位

ノ
優
劣
ヲ
査
定
シ
賞
与
ヲ
為
シ
、
終
ル
ヤ
農
談
会
ヲ
開
設

シ
農
事
改
良
ノ
必
要
ヲ
説
キ
テ
大
ニ
奨
励
セ
ラ
レ
、
又
森

島
司
ニ
続
ク
大
海
原
島
司
ハ
、
明
治
廿
五
年
五
月
ニ
開
設

ス
ベ
キ
農
事
談
会
ヲ
廿
四
年
十
二
月
ニ
開
設
シ
、
第
一
銀

行
ヲ
設
立
シ
テ
金
融
ノ
便
ヲ
開
キ
、
第
二
製
糖
ノ
規
模
ヲ

大
ニ
シ
各
自
製
造
ヲ
改
メ
テ
分
業
的
製
造
ノ
法
ヲ
設
ケ
、

第
三
品
位
ヲ
改
良
シ
以
テ
価
格
ヲ
上
騰
セ
シ
メ
、
第
四
甘

蔗
栽
培
ヲ
増
殖
セ
シ
メ
、
第
五
各
自
ノ
地
租
其
他
諸
税
ニ

充
ツ
ベ
キ
砂
糖
ヲ
積
立
販
売
上
ノ
弊
害
ヲ
防
遏
ス
ル
ノ
策

ヲ
立
テ
タ
リ
。
此
方
法
タ
ル
、
群
民
モ
固
ヨ
リ
希
望
ス
ル

処
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
会
員
一
同
大
ニ
之
ヲ
賛
シ
今
ヤ
各
地
ニ

之
ヲ
実
行
シ
、且
ツ
農
商
務
省
ニ
技
術
家
ノ
出
張
ヲ
請
ヒ
、

即
チ
坂
野
農
学
士
出
張
シ
テ
、
糖
業
栽
培
及
其
製
造
ニ
付

テ
ノ
利
害
ヲ
説
キ
、
大
ニ
奨
励
セ
ラ
レ
、
実
ニ
如
斯
官
庁

ノ
督
励
至
ラ
ザ
ル
所
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
今
ヤ
漸
ク
人
心
鼓
動

シ
テ
旧
ニ
回
復
セ
ン
ト
ス
ル
形
勢
ナ
リ
。

甘
蔗
ノ
耕
耘
ハ
、
二
三
月
頃
甘
蔗
ノ
茎
頭
ヲ
一
尺
位
ニ
伐

テ
之
ヲ
三
尺
ニ
五
本
ヅ
ツ
斜
植
シ
、
ニ
三
回
除
草
シ
又
ハ

施
肥
シ
テ
、
翌
年
旧
正
月
中
旬
ヲ
以
テ
実
熟
ノ
期
ト
シ
、

出
穂
ノ
徴
候
ヲ
顕
ハ
ス
故
ニ
、此
徴
候
ヲ
以
テ
中
期
ト
シ
、

其
前
後
ヲ
以
テ
砂
糖
ヲ
製
造
ス
。
甘
蔗
ノ
宿
根
期
ハ
四
五

年
ヨ
リ
十
年
ニ
渉
リ
、
永
キ
ハ
幾
十
年
ヲ
経
テ
尚
ホ
盛
ン

ニ
生
存
期
ヲ
保
チ
、
二
年
目
ヨ
リ
シ
テ
毎
年
出
穂
ス
。
在

来
砂
糖
ノ
製
造
法
ハ
左
ノ
如
シ
。

本
島
従
来
ノ
甘
蔗
圧
搾
機
ハ
大
抵
木
製
ノ
轆
轤
ニ
シ
テ
、

近
来
此
ニ
鋳
鉄
ノ
胴
輪
ヲ
拑
覆
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ル
モ
ノ

間
々
之
レ
ア
リ
。
直
径
七
八
寸
ニ
シ
テ
三
個
一
直
線
ニ
聯

立
シ
、
中
央
ノ
一
個
ヲ
以
テ
軸
車
ト
ナ
シ
、
歯
輪
ニ
テ
左

右
両
車
ニ
働
力
ヲ
移
転
ス
ル
ノ
仕
掛
ナ
リ
。
此
中
央
軸
車

ノ
頭
部
ニ
ハ
長
サ
一
丈
乃
至
一
丈
二
三
尺
ノ
杆
梁
ヲ
連
結

シ
、
一
頭
ノ
牛
馬
ヲ
駆
リ
テ
此
ヲ
回
転
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ニ

テ
、
一
人
ノ
牛
丁
ト
二
人
ノ
搾
夫
《
名
代
木
ト
テ
甘
蔗
圧

搾
ニ
停
滞
セ
ザ
ル
様
ニ
木
ニ
テ
製
シ
／
一
方
ノ
搾
夫
一
人

ノ
代
理
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
リ
。》
ニ
テ
一
日
七
八
百

斤
甘
蔗
ヲ
圧
搾
シ
、
台
ノ
一
端
ニ
ハ
小
桶
ヲ
埋
メ
、
上
ニ

笊
籬
ヲ
載
セ
置
キ
、
流
出
ス
ル
糖
汁
ヲ
濾
過
シ
テ
此
内
ニ

受
ケ
留
メ
、
竈
場
ニ
輸
シ
テ
之
ヲ
煎
煉
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

竈
ハ
凡
テ
粘
土
ヲ
以
テ
地
上
三
四
尺
ノ
高
サ
ニ
築
造
シ
、

三
個
ノ
鍋
ヲ
拑
メ
、
尚
其
縁
周
ヲ
高
ク
造
リ
、
其
内
壁
ニ

ハ
古
呉
坐
ヲ
粘
張
シ
、
煎
汁
ノ
溢
漏
ヲ
防
グ
。
其
傍
ニ
一

個
ノ
鍋
ヲ
別
ニ
載
セ
築
キ
、
三
個
ノ
鍋
ニ
ハ
大
凡
四
斗
ノ

糖
汁
ヲ
入
レ
、
過
分
ノ
石
灰
《
注
意
ス
ル
モ
ノ
ハ
一
／
鍋

大
抵
二
合
五
勺
。》
ヲ
加
ヘ
テ
之
ヲ
沸
騰
セ
シ
メ
、
蒸
発

濃
厚
ナ
ル
ニ
随
ヒ
数
々
撹
拌
シ
、
煎
煉
ス
ル
コ
ト
一
時

三
十
分
乃
至
二
時
間
ヲ
経
テ
容
積
一
斗
三
四
升
ニ
至
レ
バ

少
シ
ク
火
力
ヲ
弱
メ
凡
ソ
一
時
間
ニ
シ
テ
四
五
升
ノ
容
量

ニ
煎
詰
シ
、
之
ヲ
傍
ノ
加
減
取
鍋
ニ
移
シ
撹
拌
シ
、
固
結

冷
却
ス
ル
ヲ
待
チ
樽
詰
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
。

右
ノ
如
ク
シ
テ
一
日
五
六
十
斤
ノ
砂
糖
ヲ
製
造
ス
ル
モ
ノ

ニ
テ
、甘
蔗
百
斤
ヨ
リ
平
均
糖
汁
一
斗
四
五
升
ヲ
搾
出
シ
、

容
量
一
斗
ノ
汁
液
ヨ
リ
シ
テ
平
均
四
斤
ヨ
リ
四
斤
半
ノ
黒

糖
ヲ
得
、
其
歩
留
ノ
割
合
ヲ
一
般
ニ
平
等
ス
レ
バ
、
甘
蔗

百
斤
ニ
付
黒
糖
六
斤
七
合
五
勺
ニ
当
ル
。

右
在
来
製
糖
業
ノ
不
経
済
ナ
ル
コ
ト
ハ
実
ニ
前
記
ノ
如

シ
。
故
ニ
先
ヅ
其
営
業
組
織
ヲ
改
変
シ
テ
適
応
ノ
規
模
ニ

至
ラ
ザ
レ
バ
、
実
ニ
四
時
間
ヲ
費
シ
タ
ル
上
、
品
位
ノ
粗

悪
産
額
ノ
減
少
ス
ル
ハ
豈
収
支
計
算
表
ヲ
見
テ
モ
知
ル
ニ

足
ラ
ン
ヤ
。
故
ニ
政
府
ニ
於
テ
ハ
之
レ
ガ
製
造
方
法
ヲ
奨

励
セ
ラ
レ
、
今
ヤ
各
地
方
ニ
ハ
改
良
圧
搾
器
械
ノ
設
置
改

良
竈
ノ
築
造
等
着
々
進
ミ
来
ル
ヲ
以
テ
、
漸
次
之
レ
ガ
各
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糖
業
家
ニ
普
及
ス
ル
ニ
至
ラ
バ
、
本
郡
ノ
製
糖
業
モ
大
ニ

改
良
ス
ル
ニ
至
ラ
ン
ヤ
。
若
シ
従
前
ノ
通
リ
仕
掛
ニ
テ
耕

作
製
糖
ス
ル
コ
ト
ト
ス
レ
バ
、
大
島
郡
ノ
衰
頽
ハ
其
原
因

ヲ
天
然
ノ
要
素
ニ
ア
ラ
ズ
シ
テ
全
ク
経
営
ノ
不
当
ニ
帰
ス

ル
コ
ト
明
ナ
リ
。茲
ニ
一
般
ノ
収
支
計
算
ヲ
見
ル
ガ
為
メ
、

在
来
糖
業
ノ
経
済
程
度
ノ
計
算
ハ
左
表
ノ
如
シ
。

　
　
〈「
在
来
糖
業
ノ
経
済
程
度
ノ
計
算
」
表
、
略
〉

　
　
〈
中
略
〉

在
来
ノ
仕
掛
ニ
テ
経
済
ノ
不
当
ナ
ル
ヲ
尚
ホ
改
良
的
ニ
変

業
セ
ザ
ル
ハ
、
牛
馬
賃
等
ノ
如
キ
平
素
飼
養
シ
居
ル
ヲ
以

テ
其
賃
ヲ
要
セ
ズ
、
其
肥
ハ
肥
料
ニ
供
シ
、
其
他
人
夫
ニ

テ
為
シ
得
ル
丈
ノ
モ
ノ
ハ
総
テ
賃
金
ヲ
要
セ
ズ
、
一
家
内

中
男
女
挙
テ
事
業
ニ
着
手
ス
ル
ヲ
以
テ
、
其
労
働
ノ
賃
銭

ヲ
計
算
セ
ザ
ル
ヨ
リ
、
在
来
ノ
仕
掛
ニ
テ
モ
糖
業
ハ
大
利

益
ア
ル
ガ
如
ク
思
推
シ
居
レ
ド
モ
、
漸
次
之
レ
ガ
改
良
法

ニ
赴
ケ
バ
如
何
バ
カ
リ
利
益
カ
ア
ラ
ン
ヤ
。

稲
ニ
種
々
ア
リ
。
早
稲
ニ
ハ「
ア
ヤ
ゴ
」「
ク
ル
ハ
ネ
」「
ス

タ
ル
」「
フ
ン
ネ
」、
晩
稲
ニ
ハ
「
ヂ
コ
」「
赤
ヂ
コ
」「
ア

ウ
ベ
ク
」「
チ
ジ
ユ
ミ
」「
ヒ
ヤ
ケ
」「
赤ア
カ
ト
ウ
ブ
シ

唐
節
」「
白
唐
節
」

「
餅
唐
節
」「
万
国
」
ト
云
フ
。
種
子
蒔
ハ
早
稲
ハ
前
年
十

月
（
大
陰
暦
ナ
リ
。
以
下
同
ジ
。）、
晩
稲
ハ
其
年
正
月
ナ

リ
。
田
ニ
植
ユ
ル
ニ
ハ
密
植
ニ
テ
、
即
チ
一
本
ヅ
ツ
一
坪

ニ
百
四
十
本
位
ニ
シ
テ
、
早
稲
ハ
二
月
、
晩
稲
ハ
三
月
之

ヲ
植
ヘ
テ
、
四
五
月
ノ
間
ニ
除
草
ス
ル
ヲ
例
ト
ス
。
稲
ノ

収
穫
期
ハ
早
稲
ハ
七
月
ナ
リ
。
其
方
法
ハ
内
地
ト
大
同
小

異
ナ
リ
。

甘
藷
ニ
種
々
ア
リ
。「
長ナ
ガ
ヤ
マ浜
」「
赤ア
ー
ウ
ナ
ン
ダ

和
瀾
」「
長ナ
ガ
ツ
ル蔓
」

「
三ミ

ヤ

コ
居
古
」「
英エ
ー
ギ
リ
ス

吉
利
」
ト
云
フ
。
何
ヅ
レ
モ
毎
年
三
四
五

月
ニ
其
蔓
ヲ
植
付
ケ
、
六
月
ヨ
リ
八
、九
月
頃
ニ
ハ
根
ニ

実
リ
テ
之
ヲ
堀
取
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

麦
ハ
毎
年
九
月
ニ
植
付
、
翌
年
三
月
ニ
収
穫
ス
ル
ナ
リ
。

田
畑
ノ
耕
耘
ハ
牛
耕
ニ
シ
テ
、
馬
耕
ハ
未
ダ
曽
テ
行
ハ
ザ

ル
ナ
リ
。
諸
培
養
ニ
ハ
人
糞
及
牛
馬
豚
糞
或
ハ
堆
積
肥
、

塵
芥
、
腐
敗
草
等
ヲ
施
シ
、
全
島
中
ニ
テ
施
肥
ヲ
ナ
ス
ハ

第
一
東
間
切
母
間
村
、
花
徳
村
辺
ニ
テ
、
耕
鋤
ニ
ハ
頗
ル

精
励
ス
ル
地
方
ナ
リ
。
其
他
ノ
各
村
ニ
ハ
概
シ
テ
精
惰
優

劣
ナ
カ
ル
ベ
シ
。

東
間
切
亀
津
村
字
「
共
木
屋
原
」
田
地
ノ
内
ニ
、「
タ
モ

リ
田
」
ト
謂
フ
田
地
一
ケ
所
ア
リ
。
此
ノ
田
ヲ
耕
ス
ト
キ

ハ
肥
ヲ
施
ス
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
農
具
及
牛
馬

ハ
肥
ニ
穢
レ
ザ
ル
様
冷
水
ニ
洗
ヒ
使
用
セ
ザ
レ
バ
、
毒
蛇

《
即
チ
ハ
ブ
／
ナ
リ
。》
出
ヅ
ル
カ
、
又
ハ
何
ニ
カ
異
変
ノ

生
ズ
ル
ト
云
フ
。
而
シ
テ
該
田
ノ
稲
ヲ
盗
ム
モ
ノ
ア
レ
バ

途
中
ニ
テ
変
ナ
ク
ニ
家
ニ
帰
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
且
一
ケ
年

ノ
内
ニ
必
ズ
死
ス
ト
。
又
ハ
近
辺
ノ
稲
作
ハ
該
田
ノ
稲
収

穫
シ
タ
ル
後
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
獲
ス
コ
ト
能
ハ
ズ
、
若
シ
之

ニ
先
獲
ス
ル
ト
キ
ハ
翌
年
ノ
稲
作
ハ
不
作
ス
ル
ト
ノ
コ
ト

ヲ
、
今
ニ
尚
ホ
口
碑
ニ
伝
ヘ
テ
、
其
田
主
ハ
祭
ヲ
為
シ
来

レ
リ
。

安
永
元
年
、
本
島
ヨ
リ
大
島
ヘ
逃
渡
居
ル
モ
ノ
三
百
余
人

ヲ
呼
返
シ
、西
目
間
切
各
村
ノ
荒
地
開
墾
ニ
従
事
セ
シ
メ
、

其
常
業
ヲ
定
メ
タ
リ
。
甘
藷
ヲ
大
島
及
各
島
ニ
始
メ
テ
移

植
セ
シ
ハ
本
琉
球
ヨ
リ
伝
来
セ
シ
ト
云
フ
。
此
レ
ハ
伝
明

孝
宗
拾
五
六
年
ニ
当
リ
大
島
ノ
当
済
ガ
旧
記
ニ
相
見
ヘ
居

レ
リ
。

砂
糖
製
造
ニ
要
ス
ル
圧
搾
器
ニ
シ
テ
、
慶
長
年
鑑
川
智
翁

ガ
甘
蔗
ヲ
試
植
シ
各
地
ニ
伝
移
セ
シ
ム
ル
当
時
ハ
、
木
口

車
ニ
シ
テ
金
輪
ヲ
用
ヒ
ザ
リ
シ
ニ
、
大
島
知
名
瀬
村
ニ
有

度
ト
申
ス
モ
ノ
ア
リ
、
此
人
ハ
諸
物
産
繁
殖
ニ
常
ニ
志
ア

リ
テ
、
木
口
車
ヲ
金
輪
車
ニ
創
製
セ
シ
ニ
、
甘
蔗
汁
ヲ
搾

取
ル
コ
ト
木
口
車
ヨ
リ
一
割
以
上
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ガ
大

ニ
利
益
ナ
リ
シ
ト
、
大
島
及
各
島
ニ
延
テ
之
ヲ
製
造
ス
ル

コ
ト
ニ
ナ
リ
、
砂
糖
産
額
ノ
増
収
ヲ
図
リ
シ
ト
云
フ
。

砂
糖
ノ
製
造
ニ
水
便
ア
ル
場
所
ニ
ハ
水
車
ヲ
建
立
セ
シ

ハ
、
大
島
竜
郷
方
竜
佐
運
ガ
湯
湾
村
ノ
山
中
ニ
初
メ
テ
立

製
セ
シ
ト
云
フ
。

《
水
車
ノ
砂
糖
ヲ
製
ス
ル
事
一
日
ニ
二
挺
黍
汁
五
石
ヅ
ツ
、

牛
／
馬
ノ
力
ヲ
用
テ
製
ス
ル
常
ノ
車
ハ
一
挺
ニ
汁
二
石
余

リ
ト
ス
。》
其
レ
ヨ
リ
各
地
ニ
モ
之
レ
ガ
伝
来
セ
シ
モ
ノ

ナ
リ
ト
ス
。
夫
レ
砂
糖
ハ
郡
民
ノ
特
有
産
物
ト
シ
テ
、
島

民
ノ
衣
食
住
総
テ
之
レ
ニ
資
シ
以
テ
為
シ
来
レ
バ
、
往
古

ヨ
リ
諸
役
人
ヲ
置
キ
之
レ
ガ
奨
励
及
監
督
ヲ
厳
重
ニ
シ
テ

増
殖
セ
シ
メ
、
竟
ニ
事
今
日
ニ
至
リ
生
産
高
モ
殆
ン
ド
旧

藩
ニ
倍
シ
来
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
然
ル
に
〈
マ
マ
〉
郡
民

ハ
重
要
物
産
同
業
組
合
法
発
布
ナ
ル
ト
同
時
ニ
、
砂
糖
同

業
組
合
ヲ
組
織
シ
、
組
合
ノ
協
同
一
致
営
業
上
ノ
弊
害
ヲ

矯
正
シ
、
糖
業
上
ノ
改
良
発
達
ヲ
図
リ
、
砂
糖
ノ
品
位
ヲ

精
良
ニ
シ
声
価
ヲ
発
揚
シ
、
其
ノ
利
益
ヲ
増
進
ス
ル
目
的

ヲ
以
テ
定
款
ノ
認
可
ヲ
受
ケ
、
明
治
三
十
四
年
度
ヨ
リ
甘

蔗
栽
培
、
砂
糖
製
造
、
及
其
検
査
ノ
方
法
等
モ
一
定
シ
、

恰
モ
糖
業
ノ
制
度
確
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
、
将
来
盛
々

斯
業
ノ
発
展
ス
ル
ハ
疑
ナ
キ
モ
ノ
ト
認
メ
ラ
ル
ル
ナ
リ
。

米
作
保
護
方
法
ト
シ
テ
ハ
、
県
ハ
明
治
三
十
九
年
ヨ
リ
害

虫
駆
除
予
防
規
則
発
布
セ
ラ
レ
、
同
時
ニ
稲
ノ
改
良
植
、

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
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苗
代
ノ
短
冊
形
ヲ
施
行
セ
シ
ム
ル
ニ

当
リ
、
農
民
ニ
於
テ
一
時
該
規
則
ニ

違
犯
ス
ル
者
多
ク
、
本
島
四
ケ
方
ニ

テ
ニ
千
三
百
余
人
ニ
及
ビ
、
徳
之
島

分
署
モ
大
ニ
繁
雑
ヲ
極
メ
タ
ル
コ
ト

モ
ア
リ
シ
ガ
、
漸
次
違
背
者
モ
尠
ナ

ク
ナ
リ
テ
、
現
今
ハ
稲
作
ニ
於
テ
ハ

大
ニ
改
良
ニ
向
ヒ
来
レ
リ
。

　

二
、
農　

具

農
具
ハ
未
ダ
一
般
内
地
風
ニ
改
良
セ

ズ
、
尚
ホ
従
前
通
リ
ニ
シ
テ
斧
鎌

鍬
《
方
言
「
ト
ウ
チ
モ
ン
」
／
田
ヲ

耕
ス
ニ
用
ユ
。》
山
鍬
《
方
言
「
ト

ン
グ
エ
ー
」
／
畑
ヲ
耕
ス
ニ
用
ユ
。》

鋤
《
方
言
「
ユ
ダ
リ
」
／
田
畑
ヲ
鋤

ク
ニ
用
ユ
》
マ
ガ
《
土
塊
ヲ
解
キ
草

／
ヲ
集
採
ル
モ
ノ
》
ヒ
ラ
《
除
草
ス

ル
／
ニ
用
ユ
。》
等
ナ
リ
。
然
レ
ド

モ
明
治
廿
三
年
ヨ
リ
熊
本
県
ヨ
リ
農

教
師
ヲ
雇
入
、
諸
農
作
物
ノ
試
験
ヲ

為
セ
シ
ニ
、
何
ヅ
レ
モ
好
結
果
ヲ
得

タ
ル
ニ
依
リ
、
是
レ
ト
伴
フ
テ
農
具

モ
稍
々
内
地
風
ニ
改
良
セ
ン
ト
ス
ル

傾
向
ナ
リ
。

農
具
ハ
慣
例
ニ
依
リ
製
造
シ
タ
ル
モ

ノ
ノ
内
、
耕
耘
用
ニ
止
マ
ラ
ズ
収
穫

ニ
便
利
ナ
ル
物
ア
リ
。
調
整
ニ
必
要

ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
ハ
運
搬
用
ニ
便

別表１　新旧田畑一反歩地価地租

別表２　新旧田畑一反歩地価地租

地租改正前 高 貢米 地価 地租改正後 地価 地租
上田 二石二斗六升七合 二斗三升二合 六石七斗三升 一等田
中田 一石八斗六升一合 一斗九升一合 五石一斗二升 二等田
下田 一石四斗七升 一斗五升 三石八斗九升
下々田 九斗七升七合 一斗三合 三石二斗
上畑 七斗九升一合 八升一合 四石
中畑 四斗一升九合 四升三合 三石三斗四升
下畑 三斗二升八合 三升四合 二石五斗六升
下々畑 二斗五合 二升一合 一石八斗二升
屋敷 七斗九升一合 八升一合 八石七斗七升

種類＼地所 上田　 中田 下田 下々田 上畑 中畑 下畑 下々畑

籾 三石一斗六合 二石四斗四合 一石八斗三升
一石三斗一升

六合
― ― ― ―

甘蔗 ― ― ― ―
砂糖三百七

十六斤
同三百十七斤 同二百五十斤 同百八十斤

甘藷 ― ― ― ― 二十三石八斗 二十石三升
十七石二斗三

升
十四石四斗

麦 ― ― ― ―
一石一斗四合

七斗九升五合 五斗九升四合 四斗二升四合

粟 ― ― ― ― 五斗二升八合 四斗二升八合 三斗一升三合 二斗二升三合

大豆 ― ― ― ― 五斗五合 三斗九升五合 二斗八升七合 二斗一升

地豆 ― ― ― ― 六斗七升五合 四斗五升 二斗七升五合 一斗八升八合

益
ナ
ル
モ
ノ
等
数
多
ク
ア
ル
ト
雖
モ
、
茲
ニ
之
レ
ガ
説
明

ヲ
略
ス
。

第
六
章　

地　

位

　

一
、
地
味
厚
薄

本
島
ノ
土
性
ハ
理
化
学
的
分
析
ニ
ア
ラ
ザ
レ
バ
、
充
分
ナ

ル
調
査
ニ
至
ラ
ザ
ル
ベ
シ
。
先
ヅ
土
質
ヲ
分
類
ス
レ
バ
、

粘
土
、
砂
交
粘
土
、
粘
土
質
壌
土
、
壌
土
、
砂
交
壌
土
、

石
灰
質
壌
土
、
腐
植
土
、
砂
土
、
粘
土
質
砂
土
ノ
数
種
ア

リ
テ
、
土
質
中
砂
土
及
腐
植
土
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
、
大
抵
凝

塊
固
密
ニ
シ
テ
伸
縮
弾
力
強
シ
。
明
治
十
三
年
地
租
改
正

以
前
ノ
地
味
厚
薄
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
三
間
切
中
面
縄
間
切
ヲ

上
等
ト
シ
、
東
間
切
西
目
間
切
ハ
之
レ
ニ
次
グ
。
地
租
改

正
以
後
地
価
ニ
拠
レ
バ
、
却
リ
テ
西
目
間
切
ヲ
上
等
、
面

縄
間
切
ヲ
中
等
ト
シ
、
東
間
切
ヲ
下
等
ト
ス
。
其
西
目
間

切
ノ
内
モ
兼
久
噯
六
村
ニ
シ
テ
、其
六
村
ノ
内
モ
兼
久
村
、

瀬
滝
村
ハ
最
モ
地
価
ノ
高
騰
シ
テ
、
現
今
地
価
ニ
テ
売
買

シ
能
ハ
ザ
ル
地
モ
ア
リ
テ
、
納
租
ニ
困
難
ス
ル
モ
ノ
尠
カ

ラ
ズ
故
、
地
租
改
正
ノ
際
地
位
等
級
ニ
跌
蹉
ナ
シ
ト
謂
ハ

レ
難
シ
。

今
藩
政
ノ
時
各
村
ノ
平
均
ヲ
以
テ
算
出
ス
ル
所
ノ
一
反
歩

ニ
対
ス
ル
田
畑
高
、
貢
米
、
地
価
、
及
地
租
、
改
正
後
ノ

一
反
歩
ニ
対
ス
ル
地
価
、
地
租
ハ
、
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
：「
新
旧
田
畑
一
反
歩
地
価
地
租
」、別
表
１
参
照
〉

地
租
改
正
前
田
畑
一
反
歩
ノ
収
穫
ヲ
全
島
中
各
種
ノ
《
天

災
ノ
外
、
普
通
中
／
等
作
熟
ヲ
以
テ
ス
。》
平
均
ヲ
以
テ

算
ス
レ
バ
、
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
：「
旧
田
畑
一
反
歩
収
獲
」、
別
表
２
参
照
〉
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本
表
中
地
豆
ハ
各
村
毎
ニ
之
ヲ
植
ユ
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
ズ
、

重
ニ
西
目
間
切
松
原
村
、
面
縄
間
切
松
原
村
、
面
縄
間
切

伊
仙
村
辺
ニ
収
獲
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

第
七
章　

物
産
《
陸
産
物
・
水
産　

　

物
／
物
貨
輸
出
入
》

　

一
、
陸
産
物

　

本
島
ニ
テ
陸
産
物
ト
称
ス
ル
ハ
、
米
、
砂
糖
、
甘
藷
、

大
小
麦
、
大
豆
、
小
豆
、
落
花
生
、
粟
、
胡
麻
、
黍
、
塩
、

蘇
鉄
、
藍
、
藺
莚
、
木
綿
、
煙
草
、
繭
糸
、
芭
蕉
、
炭
、
薪
、

樫
木
、
椎
木
、
松
、
山
桃
、
タ
ブ
、
ア
ダ
ク
シ
、
ユ
ウ
ク

ル
、
竹ナ

ギ柏
、
黒
坊
、
モ
チ
ナ
ン
、
蚊ユ

ズ
子
木
、
桑
、
榕
カ
ズ
マ
ル、
黒

木
、
サ
ン
ノ
キ
、
シ
ン
ダ
ン
、
棕ソ

ロ櫚
、
桄ツ

グ榔
、
ウ
ス
ク
、

ツ
ゲ
、
福
満
木
、
一
葉
、
ダ
シ
キ
ヤ
、
ハ
シ
ガ
ラ
、
ア
ク

チ
、
テ
ヤ
チ
、
カ
ジ
、
草ヘ

ゴ欏
、
竹
、
金
竹
、
唐
金
竹
、
大

名
竹
、
桜
、
仙ナ

グ

ラ

ン

人
脂
甲
蘭
、
松
葉
蘭
、
椿
蘭
、
ウ
ハ
蘭
、

瑞サ
ン
タ
ン
ク
ワ

聖
花
、
万ウ

モ

ト
年
青
、
仏
桑
花
、
牡
丹
、
海
堂
花
、
密
柑
、

香ク
ネ
ン
ボ橙
、
文
旦
、
大ジ
ャ
ブ
ン

朱
欒
、
柿
、
橙
、
桃
、
橘
、
朝
顔
、
菖

蒲
、
百
合
、
大
根
、
蕪
、
牛
蒡
、
薯ヤ
マ
イ
モ蕷
、
田
芋
、
薑
、
葱
、

韮
、
冬セ
ン
モ
ト葱
、
唐
菜
、
唐
モ
ジ
、
青
瓜
、
糸
瓜
、
苦
瓜
、
南

瓜
、
西
瓜
、
茄
子
、
瓢
箪
、
人
蔘
、
高
菜
、
フ
ロ
豆
、
仙
菊
、

三
ツ
葉
、
胡
椒
、
茅
、
フ
イ
、
苦
菜
、
野
菜
、、
ト
イ
ル
、

砥
石
等
ニ
シ
テ
、
植
物
鉱
物
ノ
名
称
ハ
挙
ゲ
テ
数
フ
ベ
カ

ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
茲
ニ
ハ
其
世
ニ
用
ヒ
、
且
食
物
ニ
供
シ
、

若
ク
ハ
重
ナ
ル
物
ヨ
概
シ
テ
掲
載
ス
。
織
物
ノ
重
ナ
ル
モ

ノ
ハ
、
紬
縞
、
芭
蕉
布
、
紺
飛
白
等
ニ
シ
テ
、
其
他
土
地

ニ
テ
製
造
シ
需
用
ニ
供
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
焼
酎
、
醤
油
、
味

噌
、
酢
、
漬
物
等
ナ
リ
。
陸
産
ニ
テ
家
畜
ト
称
シ
飼
養
ス

ル
モ
ノ
ハ
、
牛
、
馬
、
豚
、
野
牛
、
犬
、
猫
ニ
シ
テ
、
走

獣
ト
ハ
野
猪
、
兎
ナ
リ
。
又
家
禽
ト
ハ
鶏
、
家ア
ヒ
ル鴨
ニ
シ
テ
、

飛
禽
ト
ハ
、
鷹
、
鴨
、
鳩
、
烏
、
千
鳥
、
花
吸
、
鷺
、
鶉
、

山
烏
（
マ
マ
）、
赤
髭
、
鶯
、
磯
イ
ソ
ツ
ク
シ尽
、
燕
、
啄
木
鳥
、
雀
、
雁
、
鷲

等
ニ
シ
テ
、
雁
、
鴨
、
鷹
ハ
毎
年
冬
ニ
来
テ
春
ニ
去
ル
。

鶴
ヲ
見
ズ
。

馬
ハ
乗
馬
又
ハ
物
品
運
送
ス
ル
ニ
用
ユ
ル
モ
、
如
何
ナ
ル

険
路
ト
雖
モ
能
ク
其
労
ニ
堪
エ
登
降
ス
。
実
ニ
本
島
ノ
険

路
ニ
如
斯
堪
ユ
ル
、
豈
自
然
ナ
ラ
ン
ヤ
。
牛
ハ
田
畑
ヲ
耕

鋤
シ
、
薪
其
他
材
木
等
重
量
ノ
物
ヲ
運
搬
ス
ル
ナ
リ
。

豚
ハ
毎
戸
一
頭
宛
必
ズ
飼
養
シ
テ
陰
暦
正
月
元
旦
ニ
ハ
屠

殺
シ
テ
料
理
ニ
供
ス
。
犬
ハ
内
地
ノ
モ
ノ
ニ
比
ス
レ
バ
稍

矮
少
ナ
レ
ド
モ
、
能
ク
門
ヲ
守
リ
猟
者
ノ
為
ニ
野
猪
ヲ
逐

フ
。

野
牛
ハ
一
家
ニ
テ
数
頭
ヲ
飼
フ
モ
ノ
ア
ル
ト
雖
モ
、
単
ニ

食
用
ニ
供
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
農
業
ニ
ハ
使
用
シ
得
ズ
。
野

猪
ハ
山
林
中
ニ
極
メ
テ
多
シ
。
夜
間
ハ
野
畑
ノ
植
物
ヲ
害

ス
ル
コ
ト
尠
カ
ラ
ズ
。
土
人
ハ
畑
ノ
傍
ニ
落
穴
ヲ
仕
掛
ケ

其
穴
ニ
落
シ
テ
之
ヲ
獲
、
又
ハ
冷
気
生
ズ
レ
バ
犬
ヲ
以
テ

逐
ハ
シ
メ
鉄
炮
ヲ
以
テ
射
殺
ス
。
其
肉
ハ
美
味
ニ
シ
テ
土

人
之
ヲ
賞
用
ス
。
雞
ハ
在
来
ノ
日
本
種
ニ
シ
テ
、
一
ケ
月

二
十
五
日
ハ
必
ズ
卵
ヲ
産
ム
。
全
島
何
ヅ
レ
ノ
村
落
ト
雖

モ
一
家
ニ
二
三
羽
以
上
ハ
必
ズ
飼
養
シ
居
レ
リ
。

兎
ハ
深
山
ニ
棲
息
シ
、
獲
タ
ル
コ
ト
稀
ニ
シ
テ
、
又
容
易

ニ
之
ヲ
獲
難
シ
。

全
島
ニ
テ
藩
政
及
現
今
ノ
牛
馬
頭
数
ヲ
調
査
ス
レ
バ
、
左

ノ
如
シ
。

　

慶
応
元
年
調　

頭　

数　

明
治
廿
七
年　
　

頭　

数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
ケ
年
平
均

　

牛　

四
千
二
百
四
十
六
頭　

牛　
　

五
千
八
百
六
十
頭

　

馬　
　
　

三
百
九
十
五
頭　

馬　
　
　

七
百
八
十
七
頭

　

計　

四
千
六
百
四
十
一
頭　

計　

六
千
六
百
四
十
七
頭

蚊
繩
ハ
終
歳
蟄
ゼ
ズ
。
蝎
虎
ハ
家
屋
ノ
壁
間
ニ
棲
ミ
人
ニ

ハ
害
セ
ズ
。
□
ム
カ
デ
ハ
山
野
ニ
棲
み
人
ヲ
刺
ス
コ
ト
ア
リ
。

蛇
蝎
ハ
種
類
種
々
ア
リ
テ
、
飯
匙
倩
、
赤
マ
テ
ブ
、
青
ノ

蛇
、
ガ
ラ
シ
グ
、
ク
ワ
ダ
ロ
等
ニ
シ
テ
、
其
飯
匙
倩
ハ
人

ニ
大
害
ヲ
為
ス
モ
ノ
ニ
テ
、
大
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
長
サ
六
七

尺
、
蠟
色
ニ
テ
全
身
斑
点
ア
リ
、
頭
大
ニ
シ
テ
平
円
ナ
リ
、

口
ノ
上
端
ニ
二
本
鋭
尖
ナ
ル
歯
牙
ア
リ
テ
行
人
ヲ
撃
ツ
。

毒
気
其
歯
牙
中
心
ノ
小
穴
ヨ
リ
発
シ
、
忽
チ
撲
撃
セ
ラ
レ

タ
ル
傷
創
ノ
部
分
ハ
腫
張
シ
テ
、
甚
シ
キ
ニ
ハ
治
療
ノ
効

ヲ
奏
ゼ
ズ
、
終
ニ
非
命
ノ
死
ヲ
遂
グ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
又
ハ

不
具
廢
疾
ニ
罹
ル
モ
ノ
ア
リ
。
又
ハ
該
蛇
ニ
金
飯
匙
倩
ト

称
シ
、
形
少
ニ
シ
テ
毒
気
最
モ
多
ク
シ
テ
之
ニ
触
ル
ル
モ

ノ
ハ
死
ス
ル
コ
ト
往
々
ア
リ
、
而
シ
テ
飯
匙
倩
ハ
大
島
郡

ニ
テ
ハ
大
島
ト
徳
之
島
ノ
ミ
ニ
シ
テ
、
毎
年
三
月
ヨ
リ
十

月
迄
八
カ
月
間
ハ
樹
梢
或
ハ
藪
林
等
ニ
在
リ
テ
、近
頃
ハ
、

毎
年
百
名
内
外
被
害
者
ア
ル
ト
雖
モ
、
血
清
薬
及
療
治
ノ

注
意
周
到
ナ
ル
ヨ
リ
、
死
ス
ル
モ
ノ
僅
カ
百
分
ノ
二
ニ
過

ギ
ズ
。
寒
気
ニ
至
レ
バ
、
皆
土
中
岩
石
等
ヘ
鑿
入
シ
テ
夜

日
共
ニ
出
没
セ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
四
カ
月
間
ハ
其
害
ヲ
受
ケ

ザ
ル
ナ
リ
。
此
蛇
ノ
毒
ハ
大
島
第
一
ニ
シ
テ
、
其
次
ハ
本

島
ナ
リ
。
其
次
ハ
琉
球
ナ
リ
ト
云
フ
。
果
シ
テ
然
レ
バ
、

南
ス
ル
ニ
従
ヒ
毒
漸
ク
薄
ク
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
、
暖
地
ノ
人

　
　
　
　
　

第
二
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集
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ニ
ハ
該
毒
感
ゼ
ザ
ル
ナ
ラ
ン
。
其
薄
弱
ノ
点
ハ
未
ダ
実
験

ヲ
得
ザ
ル
ナ
リ
。
飯
匙
倩
ハ
左
図
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
図
：
挿
図
24
ヲ
指
ス
〉

動
物
ノ
名
称
ハ
他
ニ
数
多
ア
ル
ト
雖
モ
、
其
重
ナ
ル
モ
ノ

ノ
ミ
ヲ
載
ス
。

草
木
ノ
内
、
喬
木
ト
称
シ
用
益
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、
椎
、
松
、

山
桃
、
樫
、
タ
ブ
、
ア
タ
グ
シ
、
ユ
ウ
黒
、
竹ナ

ギ柏
、
黒
坊
、

モ
チ
ナ
ン
、
蚊
子ユ

ス木
ノ
類
ニ
シ
テ
、
木
質
堅
牢
ニ
シ
テ
家

屋
建
造
等
ニ
用
ヒ
、
観
木
ト
称
シ
、
用
益
ナ
ル
モ
ノ
ハ
、

ダ
シ
キ
ヤ
《
釘
ノ
代
リ
／
ニ
用
ユ
。》
ハ
シ
ガ
ラ
《
箸
ニ

用
／
ユ
。》
山
茶
《
其
用
内
地
／
ニ
同
ジ
。》
ア
ク
チ
《
之

ヲ
焼
キ
テ
炭
団
ヲ
製
ス
。
又
／
凶
年
ニ
当
テ
ハ
其
実
ヲ
食

ス
。》
テ
ヤ
チ
《
木
質
堅
牢
ニ
シ
テ
槌
ニ
用
ヒ
、
又
ハ
其

皮
ハ
紬
縞
／
染
料
ニ
供
シ
、
其
実
ハ
凶
年
ニ
当
テ
食
物
ト

ス
。》
カ
ジ
《
皮
ヲ
剝
ギ
テ
莚
ヲ
／
織
ル
糸
ヲ
製
ス
。》
等

ナ
リ
。
黒
木
、
サ
ン
ノ
キ
、
榕
カ
ジ
マ
ル、
シ
ン
ダ
ン
ハ
木
質
綿
密

ニ
シ
テ
器
具
ヲ
作
ル
ニ
用
ユ
。
櫧
、
桑
ハ
其
用
内
地
ニ
同

ジ
ク
、
桑
ハ
近
年
蚕
業
行
ハ
ル
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
シ
処
、
諸

処
ニ
栽
植
ス
ル
ニ
至
レ
リ
。

草
類
ハ
茅《
家
ヲ
葺
ニ
／
用
ユ
。》フ
イ
バ
シ
、百
合
、苦
菜
、

野
フ
ル
、
ト
イ
ル
、《
以
上
五
種
ハ
凶
年
ノ
／
時
ハ
食
用

ニ
供
ス
。》
等
ナ
リ
。
又
果
実
ニ
ア
リ
テ
世
ニ
用
ユ
ル
モ

ノ
ハ
、
蜜
柑
、
香
橙
、
文
旦
、
大
朱
欒
、
柿
、
桃
、
橘
等

ナ
リ
。
菜
類
ハ
内
地
ノ
種
類
ニ
大
同
小
異
ナ
リ
。

蘇
鉄
、
芭
蕉
、
竹
ハ
其
用
最
モ
多
シ
。
蘇
鉄
ハ
常
ニ
貧
者

ノ
食
ニ
供
シ
、
凶
歳
ニ
至
レ
バ
一
般
ニ
之
ヲ
食
ト
シ
、
芭

蕉
ハ
其
皮
ヲ
剥
ギ
布
ヲ
織
リ
テ
衣
裳
ヲ
製
シ
、
其
心
肉
ヲ

食
用
ト
ス
。
竹
ハ
砂
糖
樽
ノ
帯
及
其
他
汁
具
ニ
用
ユ
。
藩

別表３　
明治維新前 明治二十七年（三ケ年平均）

物名 数量 物名 数量
砂糖 四百三十四万七千三百斤　慶応三年藩代最多額　糖一斤ニ付米五合換 砂糖 四百四十万二千三十一斤
米 六千石 米 一万○三百二十六石
大麦 五百石　　　　　　　　　　　　　　　　　　一石ニ付米五斗換 大麦 二千百四石
小麦 七十石　　　　　　　　　　　　　　　　　　一石ニ付一石換 小麦 四百四十五石
舂粟 二十石　　　　　　　　　　　　　　　　　　一石ニ付米一石換 粟 百四十一石
大豆 三百三十石　　　　　　　　　　　　　　　　一石ニ付米一石換 大豆 三百六石
小豆 三十石　　　　　　　　　　　　　　　　　　一石ニ付米一石換 蜀黍 十五石
唐芋 十二万九千七百石　　　　　　　　　　　　　一斗ニ付米一升換 甘藷 四千六百七十六万八千七百四十三斤
上芭蕉 五拾斤　　　　　　　　　　　　　　　　　　一斤ニ付米八升換 紬縞 六十五反
中同 五百斤　　　　　　　　　　　　　　　　　　一斤ニ付米六升換 絹綿交織物 百八反
下同 三千斤　　　　　　　　　　　　　　　　　　一斤ニ付米二升換 芭蕉織物 十六万○四十七反
双目莚 五百枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　一枚ニ付米三升五合換 呉座 四千百九十九枚
尺莚 五千枚　　　　　　　　　　　　　　　　　　一枚ニ付米二升換 畳表 一万六千六百五十枚
紺地布 数分明ナラズ　　　　　　　　　　　　　　　一反ニ付米一斗ヨリ五斗迄ニカフ 木綿織物 一万五百八十一反

実綿 三万七千四百十二斤
葉煙草 七千斤
藍葉 四万九千四百二十五斤
食塩 千五十四石
牛 五千八百六十頭
馬 七百八十七頭
豚 一万三百六十九頭
樫木 三万本
屋久貝 三千五百個
鰆 二万七千斤

代
ハ
島
吏
ニ
竹
木
横
目
ヲ
置
キ
竹
林

ノ
監
督
ヲ
為
サ
シ
ム
。
蘇
鉄
ノ
繫
殖

ス
ル
ハ
東
間
切
山
村
、
母
間
村
、
西

目
間
切
手
々
村
、
金
見
村
辺
ニ
シ

テ
、
其
他
ノ
村
落
ハ
其
食
用
ニ
供
ス

ル
方
法
サ
ヘ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
モ
ア
レ

リ
。
芭
蕉
ノ
総
高
ハ
嘉
永
六
年
ノ
調

査
ニ
、
五
万
四
千
八
百
本
ニ
シ
テ
、

竹
ハ
同
年
ノ
調
ニ
、
十
一
万
三
千
百

本
余
ア
リ
シ
ナ
リ
。
本
章
中
動
植
物

ノ
名
称
ハ
、
内
地
ト
風
土
ヲ
異
ニ
ス

ル
ヲ
以
テ
同
種
異
名
ノ
モ
ノ
尠
カ
ラ

ザ
レ
バ
、
単
に
島
地
ニ
テ
方
言
ヲ
用

ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

以
上
陸
産
物
ノ
内
最
ナ
ル
価
格
ヲ
有

ス
ル
モ
ノ
ハ
、
砂
糖
、
米
、
甘
藷
、

大
小
麦
、
樫
木
、
紬
縞
、
牛
豚
肉
等

ナ
リ
。

物
産
ヲ
繫
殖
シ
品
位
ノ
改
良
ヲ
謀
ラ

ン
ガ
為
メ
、
明
治
三
十
三
年
九
月
ヨ

リ
十
月
迄
、
第
三
回
大
島
郡
砂
糖
外

五
品
々
評
会
及
大
島
郡
教
育
品
展
覧

会
ヲ
徳
之
島
亀
津
村
ニ
開
キ
、
県
庁

ヨ
リ
知
事
代
理
農
学
士
伊
藤
技
師
、

広
瀬
林
学
士
、
島
庁
ヨ
リ
島
司
、
課

長
及
関
係
書
記
、
並
ニ
全
郡
ノ
各
戸

長
、
勧
業
委
員
、
農
商
務
主
任
、
学

務
主
任
、
用
掛
巡
回
教
師
、
農
教
授
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人
、
出
品
人
物
代
等
二
百
余
人
ノ
出
張
ア
リ
テ
本
会
ヲ
開

設
シ
、
観
覧
人
ハ
一
日
ノ
通
券
二
千
人
以
上
ニ
及
ビ
、
特

ニ
褒
賞
授
与
式
日
ニ
ハ
、
全
島
四
十
二
ケ
村
男
女
老
若
挙

テ
《
一
戸
ニ
一
人
位
留
守
番
／
ヲ
置
ク
ノ
ミ
ナ
リ
シ
。》

亀
津
村
ニ
集
合
シ
、
亀
津
村
四
方
道
路
ノ
人
間
ハ
実
ニ
雑

踏
シ
、
余
興
時
間
ニ
至
レ
バ
、
サ
ス
ガ
広
大
ナ
ル
亀
津
村

ノ
下
浜
モ
観
覧
人
ニ
テ
立
錐
ノ
余
地
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
。
往

昔
ヨ
リ
如
斯
亀
津
村
ニ
人
集
ノ
ア
リ
タ
ル
コ
ト
ハ
之
レ
ナ

ク
、
未
曽
有
ノ
盛
会
ナ
リ
シ
ト
謂
フ
。

本
島
亀
津
方
下
久
志
村
ニ
二
カ
所
《
一
カ
所
ハ
明
治

三
十
五
年
度
ヨ
リ
大
阪
孝
橋
安
兵
衛
／
一
カ
所
ハ
明
治

三
十
六
年
度
ヨ
リ
徳
之
島
徳
三
和
豊
》
松
原
村
ニ
一
カ
所

《
明
治
卅
七
年
度
／
ヨ
リ
徳
三
和
豊
》
ノ
銅
鉱
石
ヲ
採
掘

シ
、阿
布
木
名
方
西
阿
木
名
村
ニ
銀
鉱
一
カ
所
ア
リ
テ《
明

治
三
十
六
年
度
／
ヨ
リ
宮
田
行
美
智
》
之
ヲ
採
掘
シ
居
レ

リ
。

　

二
、
水
産
物

　

本
島
ニ
テ
水
産
物
ト
称
ス
ル
ハ
、
鰆
サ
ハ
ラ
、
鰘ム
ル

、
勒ク
マ
ヒ
キ魚
、

鮪シ
ビ

、
鯛タ
ヒ

、
松
ノ
魚
、
鮒
、
鰻
、
鼈
、
泥ド
ゼ
ウ鰌
、
文　

魚
、
マ

ン
ガ
ラ
、
ツ
ノ
マ
ル
、
ハ
チ
、
ガ
チ
ン
、
ミ
ヂ
ン
、
チ
ン
、

ク
チ
ノ
キ
、
カ
タ
シ
、
ツ
ク
ラ
、
エ
ラ
ブ
チ
、
ア
ヤ
ヒ
キ
、

コ
ブ
ス
メ
、
烏イ

カ賊
、
海エ
ノ
ウ
ヲ

鷂
魚
、
梭カ
マ
ス魚
、
白
魚
、
赤
目
、
フ
ー

ミ
、
鯨
《
近
海
ニ
出
没
ス
レ
ド
モ
、
之
／
ヲ
捕
ル
ノ
術
ヲ

知
ラ
ズ
。》
海
馬
《
仝
／
上
》
永イ
ラ
ブ
ウ
ナ
ギ

良
部
鰻
、
海
鼠
、
海
胆
、

蝦
《
形
大
／
ナ
リ
》
川
蝦
《
形
少
ニ
シ
テ
／
川
ニ
生
ル
。》

礒
蝦
《
形
少
ニ
シ
テ
潮
／
沙
中
ニ
ア
リ
。》
蟹
、
蛤
ハ
マ
グ
リ、
屋

久
貝
類
ニ
シ
テ
、
其
他
魚
類
、
貝
類
、
海
草
数
多
ア
ル
ト

雖
モ
、
之
ヲ
略
ス
。

以
上
水
産
物
ノ
内
価
格
ヲ
有
ス
ル
モ
モ
ノ
ハ
別
ニ
ナ
カ
リ

シ
モ
、
先
ズ
其
一
二
ヲ
挙
グ
レ
バ
、
屋
久
貝
及
鰆
、
勒
魚
、

鮪
、
鯛
、
松
魚
、
マ
ン
ガ
ラ
、
ハ
チ
ノ
類
ニ
シ
テ
、
其
他

ハ
数
献
を
合
併
セ
ザ
レ
バ
量
目
軽
ク
価
格
ヲ
有
ス
ル
ニ
至

ラ
ズ
、
又
ハ
稀
ニ
捕
獲
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
自
家
ノ
需
用
ニ

供
ス
ル
ニ
モ
足
ラ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。
而
シ
テ
本
島
民
ハ
漁
業

ノ
術
ヲ
知
ラ
ズ
、
故
ニ
之
ヲ
専
業
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
農

事
ノ
傍
兼
業
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

水
産
物
ノ
名
称
ハ
内
地
ト
風
土
ヲ
異
ニ
ス
ル
ヲ
以
テ
同
種

異
名
ノ
モ
ノ
尠
カ
ラ
ザ
レ
バ
、
単
ニ
島
地
ニ
テ
方
言
ノ
語

ヲ
用
ヒ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
水
陸
産
物
ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
数
ヲ

挙
グ
レ
ド
、
左
ノ
如
シ
。

　
　

物
産
数
量

　
　
〈
左
：
別
表
３
参
照
〉

輸　入
品名 数量
米 二千七百石
麦 三千石
大豆 千五百石
茶 五万四千斤
石油 百二十石
白糖 二千斤
綿 三千反
唐和綛 九千斤
古着物 二千枚
塩 四百八十石
鰹節 六十貫
昆布 一万二千斤
下駄類 一万足
傘 六千本
種子油 十二石
呉服太物 一万六千反
素麺 一万二千貫
醤油 四十八石
紙類 三千束
筆類 一万二千本
墨 三千挺
書籍類 九百六十部
金物類 一万刃
鍋釜類 六百丸
板類 六千間
荒物類 一万個
小間物類 十五万個
鉄地金 六千斤

別表４

輸　出
品物 数量
砂糖 三百五十万斤
米 千八百石
屋久貝 二万五千斤
樫木 千五百本
紬縞 三千六百反
鍋地金 一万五千斤
山建 五千斤

別表５

蟹
類
ニ
毒
蟹
ア
リ
テ
之
ヲ
キ
ミ
蟹
ト
云
フ
。
此
ノ
害
毒
ハ

急
ニ
シ
テ
、
一
朝
之
ヲ
誤
食
ス
ル
ト
キ
ハ
、
忽
チ
口
ヨ
リ

泡
ヲ
吐
キ
出
シ
即
死
シ
、
其
中
毒
ハ
、
飯
匙
倩
ノ
害
毒
ヨ

リ
一
層
甚
シ
。
此
ノ
蟹
ハ
徳
之
島
海
岸
ニ
見
ル
コ
ト
ア
ル

モ
各
島
ニ
ハ
之
ヲ
見
ヘ
ズ
ト
謂
フ
。
左
図
ノ
如
シ
。

　
　
〈
左
図
：
挿
図
25
ヲ
指
ス
〉

　

三
、
物
貨
輸
出
入

　

陸
産
物
ヲ
他
ヘ
輸
出
ス
ル
モ
ノ
ハ
米
、
砂
糖
、
樫
木
、

紬
縞
類
ニ
シ
テ
、
海
産
物
ニ
ハ
屋
久
貝
ノ
ミ
ナ
リ
。
輸
入

ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
ハ
米
、
豆
、
茶
、
素
麺
、
油
、
泡
盛
、
木

綿
類
、
板
類
、
鍋
釜
類
、
紙
類
ナ
リ
。
輸
出
入
ニ
係
ル
物

品
ヲ
挙
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ
。

　

輸
出
入
物
品

　
　

輸　

入

　
　
〈
左
：
別
表
４
参
照
〉

　
　

輸　

出

　
　
〈
左
：
別
表
５
参
照
〉

貨
幣
ハ
藩
政
ノ
時
全
ク
流
通
セ
ズ
、
一
般
物
品
ノ
価
位
ハ

米
ヲ
以
テ
定
率
ト
シ
、
米
価
ノ
高
低
ニ
関
セ
ズ
其
品
ハ
米

若
干
某
種
ハ
米
若
干
ト
定
称
シ
来
リ
シ
ガ
、
明
治
八
年
以

来
貨
幣
ノ
融
通
セ
シ
ヨ
リ
、
稍
其
称
呼
消
滅
シ
来
レ
リ
。

第
八
章　

民
産
《
貧
富
階
級
／
貸
借
法
》

　

一
、
貧
富
階
級

　
　
〈
略　
　
　
　
　

〉

民
産
ノ
階
級
ヲ
論
ズ
レ
バ
、
常
ニ
金
穀
ヲ
有
シ
、
今
日
ノ

食
物
ニ
不
自
由
ナ
キ
モ
ノ
ヲ
上
等
ト
シ
、
常
ニ
甘
藷
ニ
乏

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料

86



別表６　新旧反別調　

別表７　新旧農作付反別調　

シ
カ
ラ
ズ
、
月
ニ
四
五
回
又
ハ
祭
祝
式
日
等
ニ
米
飯
ヲ
食

ス
ル
モ
ノ
ヲ
中
等
ト
シ
。
甘
藷
ニ
乏
シ
ク
、
晩
食
ハ
甘
藷

ニ
菜
類
ヲ
混
合
シ
、
又
ハ
米
ヲ
粉
ニ
シ
テ
薄
粥
《
方
言
引

飯
／
ト
云
フ
。》
ヲ
食
ス
ル
モ
ノ
ヲ
下
等
ト
ス
。

全
島
各
村
ノ
内
、
全
般
ヨ
リ
富
村
ト
称
セ
ラ
ル
ル
ハ
、
東

間
切
花
徳
村
ナ
リ
。
負
債
ナ
ク
一
般
ニ
豊
ニ
ア
ル
ト
称
セ

ラ
ル
ル
ハ
、
西
目
間
切
大
津
川
村
ニ
シ
テ
、
其
次
ナ
ル
村

ハ
、
東
間
切
母
間
村
、
亀
津
村
、
西
目
間
切
松
原
村
、
岡

前
村
、
西
阿
木
名
村
、
面
縄
間
切
阿
三
村
、
阿
権
村
、
喜

念
村
等
ナ
リ
。
然
レ
ド
モ
年
ノ
豊
凶
其
他
ノ
変
ニ
依
リ
、

一
定
ニ
測
量
ヲ
下
シ
難
シ
。

　
　
〈「
本
島
民
生
計
概
算
」、
略
〉

　
　
〈
以
下
略
〉

　

二
、
貸
借
法

　
　
〈
略
〉

第
九
章　

戸
口
・
地
所
・
諸
税

　

一
、
戸　

口

　
　
〈
略
〉

　

二
、
地　

所

　

全
島
ノ
面
積
ハ
、
万
治
二
亥
年
大
御
支
配
ニ
テ
初
メ

テ
竿
入
ト
ナ
リ
、
役
員
竿
頭
二
人
、
筆
算
六
人
、
竿
取

四
人
来
島
シ
、
又
享
保
十
一
午
年
大
御
支
配
ニ
ナ
リ
テ
、

郡
奉
行
一
人
、
筆
者
六
人
、
竿
取
三
人
来
島
ス
。
其
後

時
々
大
御
支
配
ニ
ナ
リ
テ
地
所
ヲ
概
調
シ
来
リ
シ
ガ
、
其

当
時
田
畑
作
付
反
別
ハ
、
概
略
耕
地
屋
敷
惣
反
別
ニ
テ

二
千
二
百
三
十
八
町
七
反
九
畝
弐
拾
六
歩
ア
リ
テ
、
別
ニ

山
野
無
税
地
ト
シ
テ
百
町
歩
以
上
ニ
至
リ
シ
ト
云
フ
。
其

後
明
治
維
新
廃
藩
置
県
ト
ナ
リ
、
明
治
十
三
年
ニ
至
リ
地

租
改
正
施
行
シ
、
全
島
面
積
悉
ク
丈
量
シ
テ
官
民
有
ノ
地

種
判
明
シ
、
明
治
廿
一
年
ニ
地
価
修
正
ナ
ル
ト
同
時
ニ
地

押
調
査
シ
誤
謬
地
訂
正
シ
テ
、
今
ヤ
地
所
ニ
関
シ
テ
ハ
一

点
ノ
瑕
瑾
ナ
キ
ニ
至
レ
リ
。

新
旧
耕
地
宅
地
反
別
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈「
新
旧
反
別
調
」、
別
表
６
参
照
〉

右
反
別
ノ
内
諸
農
作
付
反
別
ハ
左
ノ
如
シ
。

　
　
〈「
新
旧
農
作
付
反
別
調
」、
別
表
７
参
照
〉

　
　
〈
以
下
略
〉

　

三
、
諸　

税

　
　
〈
略
〉

第
十
章　

雑
類
《
官
吏
及
位
階
、
官
〓
、
神
社

　
　

／
寺
院
、
旧
蹟
、
災
害
、
賞
罰
》

　

一
、
官
吏
及
位
階　

　
　
〈
略
〉

　

二
、
官　

衙

　
　
〈
略
〉

　

三
、
神
社
寺
院
旧
蹟

　

本
島
ニ
初
テ
寺
院
ヲ
置
カ
リ
シ
ハ
、
寛
文
十
年
諸
田
村

ニ
観
音
堂
ヲ
建
築
シ
、
島
民
ハ
其
仏
像
ヲ
信
奉
シ
来
リ
シ

ガ
、
宝
永
元
年
該
寺
破
損
シ
タ
ル
処
、
亀
津
村
ヘ
移
築
シ

爾
後
之
レ
ヲ
祭
リ
シ
モ
、
明
治
五
年
廃
寺
ト
ナ
レ
リ
。
宝

永
七
年
、
東
間
切
亀
津
村
字
大
名
当
山
ヘ
辨
財
天
堂
建
築

シ
、
村
社
ト
シ
テ
今
ニ
之
レ
ヲ
祭
ル
。

元
文
元
年
辰
春
、
藩
主
ヨ
リ
安
住
寺
《
仏
／
道
》
ヲ
尊
奉

明治維新前 明治十三年地租改正後（二十八年調）
地目 反別 地目 反別
田 五百八十二町三畝八歩 田 千五百廿ニ町三畝十歩
畑 千五百五拾八町二反七畝十二歩 畑 三千九百五十一町一反ニ畝十三歩
宅地 九十八丁四反八畝拾六歩 郡村宅地 二百四十五町四反四歩
山野地 百町歩 山林原野 千二百四十ニ町一反七畝廿六歩

雑種地 七反五畝七歩
計 二千三百三十八町七反九畝廿六歩 計 六千九百六十一町四反九畝歩

明治維新前 明治十三年地租改正後（二十八年調）
地目 反別 地目 反別　
稲 五百八拾ニ町三畝八歩 稲 千四百九十三町四反歩
甘蔗 九百十四町五反九畝十歩 甘蔗 千四百廿四町七反三畝歩
甘藷 五百五町七反七畝七歩 甘藷 千二百五十九町四反歩
雑作 百三十七町九反廿五歩 雑作 千六拾七町五反六畝歩
計 二千百四十町三反一畝十歩 計 五千二百四十五町九畝歩
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ス
ベ
キ
命
下
リ
、
同
年
東
間
切
井
ノ
川
村
ヘ
該
寺
ヲ
建
築

《
住
僧
ハ
玄
／
信
ナ
リ
。》
シ
テ
、
全
島
民
ノ
宗
旨
ト
シ
、

戸
籍
二
関
ス
ル
手
札
等
ニ
ハ
即
チ
禅
宗
ト
登
載
セ
ラ
レ
、

延
享
元
子
年
亀
津
村
ヘ
移
築
シ
、全
島
一
般
該
寺
ニ
賽
シ
、

家
運
長
久
、
災
疫
攘
除
、
五
穀
豊
熟
ヲ
祈
祷
シ
来
リ
シ
ガ
、

明
治
五
年
廃
寺
ト
ナ
リ
シ
処
、
其
家
屋
敷
地
等
ハ
不
用
ニ

属
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
亀
津
村
山
徳
善
、
柳
義
昇
、
安
田
佐

和
応
、
竜
禎
道
、
指
宿
文
都
志
、
津
留
義
祐
ニ
於
テ
買
上
、

全
島
ノ
学
生
ヲ
養
成
ス
ル
為
メ
、
亀
津
学
校
ヘ
寄
附
シ
タ

リ
。
文
化
九
年
、
辨
財
天
堂
面
縄
村
ニ
建
築
シ
、
村
社
ト

シ
テ
村
民
之
ヲ
祭
ル
。

安
住
寺
大
破
ナ
ル
ニ
依
リ
、
文
政
五
午
年
本
堂
一
宇
、
惣

横
目
佐
和
統
、目
指
喜
美
川
自
費
ヲ
投
ジ
之
ヲ
建
築
シ
テ
、

其
費
用
ヲ
全
島
ニ
寄
附
シ
タ
リ
。
本
島
内
ニ
諸
神
方
ト
称

シ
種
々
ノ
神
祭
式
ア
リ
テ
、
神
女
数
多
設
ケ
ア
リ
シ
ガ
、

安
政
二
年
ニ
総
テ
廃
寺
ト
ナ
リ
、
島
中
神
木
屋
取
除
カ
レ

タ
リ
。

慶
応
元
年
、西
目
間
切
兼
久
村
上
山
字「
モ
ー
ル
ン
ツ
ツ
」、

ノ
雑
木
、
花
徳
村
母
間
村
人
民
ニ
於
テ
濫
伐
シ
テ
畑
ニ
開

墾
シ
タ
ル
処
、
何
ノ
所
以
カ
其
年
ハ
兼
久
村
ノ
牛
馬
ニ
限

リ
斃
死
ス
ル
コ
ト
日
ニ
月
ニ
夥
シ
ク
、
終
ニ
百
余
頭
ニ
及

ブ
ヨ
以
テ
、
其
村
ノ
重
立
者
時
直
政
ハ
亀
津
村
安
住
寺
ニ

至
リ
、
法
師
ノ
出
張
ヲ
求
メ
、
該
悪
疫
掃
攘
ヲ
為
サ
シ
メ
、

「
モ
ー
ル
ン
ツ
ツ
山
」
ニ
秋
葉
神
社
ヲ
建
立
シ
、
更
ニ
村

民
ノ
氏
神
ト
シ
テ
祭
ル
コ
ト
ニ
シ
、
雑
木
ノ
濫
伐
ヲ
止
メ

タ
ル
処
、
果
タ
シ
テ
牛
馬
ノ
斃
死
全
ク
止
ム
。
故
ニ
村
民

ハ
、
毎
年
ニ
、
八
月
飛（
マ
マ
）雁
ノ
日
ハ
、
酒
肴
ヲ
携
ヘ
男
女
老

若
挙
テ
該
神
社
ニ
至
リ
、
賑
々
敷
祭
例
ヲ
挙
行
シ
、
近
来

ニ
至
リ
他
村
ヨ
リ
モ
之
ヲ
祭
ル
モ
ノ
多
シ
。

西
目
間
切
当
部
ニ
、
白
井
守
（
方
言
「
耳ミ

ン
ジ
ル
ガ
ナ
シ

聞
神
様
」
ト
云

フ
）
ト
シ
テ
、
樹
木
ノ
下
ニ
一
個
ノ
石
塔
ヲ
立
テ
、
之
ヲ

一
村
社
ト
シ
テ
、
毎
年
旧
正
月
元
旦
村
民
之
レ
ガ
大
祭
ヲ

為
シ
、
毎
月
朔
日
、
十
五
日
ハ
其
守
人
之
ヲ
祭
ル
。
此
ノ

白
井
守
ノ
由
来
ヲ
聞
ク
ニ
、
何
年
ノ
頃
ヨ
リ
祭
初
シ
タ
ル

カ
ハ
知
レ
ザ
レ
ド
モ
、
吉
凶
禍
福
ノ
易
経
ヲ
其
石
塔
ニ
問

ヘ
バ
能
ク
其
当
ヲ
得
ル
ト
謂
フ
。
如
何
シ
テ
其
当
ヲ
得
ル

ヤ
ト
守
人
ニ
就
キ
質
ス
ル
ニ
、
其
方
法
ハ
、
守
人
ガ
身
体

ヲ
冷
水
浴
清
潔
ニ
シ
テ
石
神
ニ
祷
ル
ニ
、
吉
凶
ヲ
説
キ
吉

ナ
ル
ト
キ
ハ
、
容
易
ニ
其
石
塔
ハ
軽
ク
シ
テ
地
上
ヨ
リ
持

揚
グ
ル
ヲ
得
、
若
シ
凶
ナ
ル
ト
キ
ハ
重
ク
シ
テ
之
ヲ
引
揚

グ
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
謂
フ
。
故
ニ
諸
処
ヨ
リ
吉
凶
禍
福

ヲ
占
祷
ス
ル
ニ
来
ル
モ
ノ
多
シ
。
然
レ
ド
モ
其
吉
凶
ヲ
説

キ
、
石
塔
ノ
軽
重
ア
ル
ハ
、
豈
ニ
信
ズ
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
。

明
治
二
年
皇
祖
邇
々
芸
尊
ヲ
、
其
当
時
島
詰
官
吏
代ダ
イ
カ
ン館
谷

村
竜
助
、
大
隅
国
霧
島
神
社
ヨ
リ
皇
霊
ヲ
分
奉
シ
来
リ
、

本
島
間
切
亀
津
村
、
面
縄
間
切
面
縄
村
、
西
目
間
切
阿
布

木
名
村
ニ
高
千
穂
神
社
ヲ
築
キ
郷
社
ト
シ
鎮
坐
セ
シ
メ
、

全
島
四
十
二
村
民
ノ
氏
神
ト
シ
テ
毎
年
二
月
九
日
、
九
月

九
日
ノ
両
日
ハ
盛
ニ
祭
典
ヲ
執
行
シ
、
其
日
ハ
村
民
休
業

シ
テ
神
社
ニ
賽
シ
、
家
運
長
久
、
災
疫
攘
除
五
穀
豊
熟
ヲ

祈
祷
ス
。

明
治
八
年
応
仁
天
皇
ヲ
、
其
当
時
ノ
支
庁
川
上
東
九
郎
鹿

児
島
荒
田
八
幡
神
社
ヨ
リ
皇
霊
ヲ
分
奉
シ
来
リ
、
本
島
東

間
切
井
ノ
川
村
、
面
縄
間
切
伊
仙
村
、
西
目
間
切
浅
間
村

ニ
八
幡
神
社
ヲ
築
キ
、
郷
社
ト
シ
テ
毎
年
二
月
廿
三
日
、

九
月
廿
三
日
ノ
両
日
大
祭
典
ヲ
行
ヒ
、
其
日
ハ
村
民
参
詣

シ
、
五
穀
豊
饒
、
安
産
、
毒
蛇
掃
除
等
ヲ
祈
祷
ス
。

東
間
切
亀
津
村
鎮
坐
高
千
穂
神
社
ヲ
距
ル
東
ノ
方
二
十
間

ノ
処
ニ
、
菅
原
神
社
ア
リ
。
此
レ
ハ
明
治
二
年
初
メ
テ
菅

原
道
真
公
ヲ
分
祀
ス
ル
モ
、
現
今
ハ
高
千
穂
神
社
内
ニ
合

祀
ナ
リ
居
レ
リ
。

以
上
ノ
外
、
本
島
内
各
村
ニ
穴
八
幡
ト
或
ハ
権
現
等
ト
称

シ
村
社
ノ
数
多
シ
ト
雖
ド
モ
、
之
ヲ
筆
記
ス
ル
ニ
由
ナ
キ

ヲ
以
テ
、
之
ヲ
略
ス
。

本
島
民
ハ
宗
教
ヲ
以
テ
、
其
信
徒
相
分
レ
門
派
互
ニ
相
和

セ
ザ
ル
等
ノ
事
ハ
全
ク
ナ
ク
、
維
新
以
前
ハ
仏
教
ヲ
尊
奉

シ
来
リ
シ
ガ
、
明
治
二
年
高
千
穂
神
社
各
三
ヶ
方
ニ
鎮
坐

シ
、
其
祭
例
（
マ
マ
）
盛
ニ
執
行
ス
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
シ
処
、
仏
教

稍
々
衰
、
特
ニ
明
治
五
年
曽
テ
本
島
一
般
ノ
宗
旨
ト
信
ジ

来
ル
安
住
寺
ハ
総
テ
神
旨
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
ト
ナ
リ
、
死
者

ア
ル
ト
イ
ハ
神
葬
祭
ニ
一
変
セ
リ
。
其
後
本
願
寺
等
ヨ
リ

屢
々
派
出
シ
テ
、
善
ヲ
勧
メ
悪
ヲ
懲
ラ
シ
以
テ
人
道
ヲ
説

ク
モ
、
素
ヨ
リ
宗
教
ニ
ハ
耽
信
セ
ザ
ル
島
民
ナ
レ
バ
敢
テ

之
ヲ
聴
ク
モ
ノ
モ
ナ
ク
、今
尚
ホ
神
旨
ヲ
信
仰
シ
居
レ
リ
。

西
目
間
切
阿
布
木
名
村
字
玉
城
ニ
九
百
坪
余
ノ
平
地
ア

リ
。
其
周
囲
ニ
ハ
石
垣
ア
リ
テ
、
古
昔
人
家
等
ノ
ア
リ
シ

蹟
ノ
如
シ
。
其
由
来
ヲ
尋
ヌ
ル
ニ
、
琉
球
時
代
ニ
島
政
ヲ

司
ド
リ
シ
人
ノ
住
家
ア
リ
シ
古
跡
ナ
リ
ト
云
フ
。

同
間
切
阿
布
木
名
村
字
平
土
野
ノ
岸
穴
中
数
ケ
所
ニ
、
人

ノ
頭
骨
大
小
数
万
個
ア
リ
、
其
周
囲
ニ
ハ
、
大
棺
《
恰
モ

倉
庫
形
／
ノ
如
シ
。》
ヲ
築
キ
シ
如
ク
古
材
木
ア
リ
テ
、

今
ニ
尚
ホ
朽
チ
ズ
。
其
来
歴
ヲ
尋
ネ
ル
ニ
、
該
骨
ハ
何
百

年
前
ヨ
リ
在
リ
タ
ル
カ
ハ
知
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
琉
球
時
代
ニ

死
シ
タ
ル
モ
ノ
又
ハ
慶
長
年
間
征
討
ノ
際
戦
死
シ
タ
ル
頭
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骨
ニ
シ
テ
、
百
五
十
年
前
迄
ハ
、
今
現
在
ノ
古
材
木
ニ
テ

立
派
ナ
ル
墓
屋
ア
リ
テ
、
其
中
ニ
頭
骨
ヲ
積
集
シ
ア
リ
タ

ル
ト
ノ
コ
ト
ナ
リ
。

同
間
切
西
阿
木
名
村
字
三
京
ニ
一
個
ノ
石
像
ア
リ
（
年
号

不
祥
）内
地
ヨ
リ
一
人
ノ
法
師
ラ
シ
キ
モ
ノ
渡
航
シ
来
リ
、

該
地
ニ
テ
死
亡
シ
タ
ル
処
、
此
レ
三
京
法
師
ト
称
シ
、
西

阿
木
名
村
三
京
村
《
今
ハ
廃
村
ト
／
ナ
レ
リ
。》
人
民
ハ

毎
ニ
之
ヲ
祭
リ
、
毎
年
盆
祭
ニ
ハ
西
阿
木
名
村
宮
友
ニ
於

テ
之
ヲ
祭
ル
モ
、
其
由
来
ハ
詳
カ
ナ
ラ
ズ
。

巫
女
《
本
島
ニ
テ
ハ
／
男
多
シ
。》
ト
称
ヘ
、
神
ト
直
接

ノ
関
係
ヲ
持
チ
、
祈
祷
ヲ
神
ニ
取
次
ギ
、
宣
託
ヲ
人
ニ
伝

フ
ル
モ
ノ
ア
リ
。又
ハ
啻
ニ
口
頭
ニ
テ
吉
凶
禍
福
ヲ
説
キ
、

要
求
者
ニ
対
シ
、
本
患
者
ハ
山
神
ノ
祟
リ
或
ハ
水
神
若
ク

ハ
祖
先
ノ
祟
リ
ト
カ
、
種
々
ノ
占
言
ヲ
為
ス
モ
ノ
ア
リ
。

故
ニ
巫
女
ノ
言
フ
処
ト
、
祈
願
者
ノ
心
意
若
ク
ハ
境
遇
ト

符
合
ス
ル
点
モ
ア
リ
テ
、
之
ヲ
信
拠
ス
ル
ニ
至
ル
。
其
甚

シ
キ
奸
計
ナ
ル
巫
女
ニ
至
リ
テ
ハ
、
病
者
ナ
レ
バ
、
其
身

代
リ
ニ
豚
ヲ
屠
殺
シ
テ
神
ニ
祷
ル
ベ
シ
、
然
レ
バ
其
病
気

ハ
直
ニ
治
癒
ス
ル
ト
カ
浮
説
シ
、
之
ヲ
屠
殺
セ
シ
メ
テ
其

肉
類
ヲ
貪
ル
コ
ト
ア
リ
。
実
ニ
盲
迷
モ
又
極
レ
リ
シ
ガ
、

今
ヤ
警
察
署
、
戸
長
役
場
等
ノ
注
意
ス
ル
処
ト
ナ
リ
テ
、

其
弊
稍
衰
ヘ
来
レ
リ
。

亀
津
村
ニ
巌
洞
穴
ア
リ
。
口
ノ
高
サ
五
尺
幅
一
間
横
ニ
通

ズ
ル
コ
ト
深
サ
十
五
間
ニ
シ
テ
、
其
中
間
ニ
石
碑
ア
リ
。

上
古
ヨ
リ
亀
津
村
人
民
ハ
八
幡
様
ト
唱
ヘ
、
常
ニ
之
ヲ
祭

ル
。
故
ニ
該
洞
穴
ヲ
八
幡
ト
称
ス
。
其
洞
内
ニ
生
乳
石
ト

唱
フ
ル
白
石
ア
リ
。
形
チ
筍
ノ
皮
ヲ
去
リ
タ
ル
モ
ノ
ニ
似

タ
リ
。
而
シ
テ
其
尖
頭
ヨ
リ
水
液
ヲ
滴
下
ス
。
土
人
曰
、

古
昔
ハ
乳
汁
ヲ
生
出
セ
シ
コ
ト
ア
リ
、
故
ニ
此
ノ
名
ア
ル

ト
云
フ
。

喜
念
村
ニ
洞
穴
ア
リ
。
口
ノ
高
サ
五
尺
ニ
シ
テ
、
横
ニ
通

ズ
ル
コ
ト
深
サ
拾
間
、
其
洞
内
ニ
石
碑
ヲ
建
テ
、
古
昔
ヨ

リ
権
現
ト
称
シ
、常
ニ
地
方
ノ
人
民
之
ヲ
祭
ル
。
特
ニ
二
、

八
月
飛
ヒ
ガ
ン
カ（
マ
マ
）

雁
ノ
時
ハ
、
大
祭
ト
シ
テ
男
女
参
賽
シ
、
家
運

長
久
、災
疫
攘
除
等
ヲ
祈
祷
ス
。
之
ニ
参
詣
ス
ル
ト
キ
ハ
、

産
穢
、
血
荒
、
流
産
、
死
穢
等
ノ
ナ
カ
リ
シ
ト
キ
ニ
ア
ラ

ザ
レ
バ
祈
願
ノ
効
ナ
キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
其
洞
内
ニ
飯
匙
蛇

ノ
出
ヅ
ル
ト
云
フ
。

検
福
村
ニ
洞
穴
ア
リ
。
口
ノ
高
サ
一
間
半
、
幅
三
間
ニ
シ

テ
、
横
ニ
通
ズ
ル
深
サ
凡
ソ
ニ
丁
余
《
深
サ
此
レ
ニ
止
マ

ラ
ズ
ト
雖
モ
以
内
ハ
狭
隘
ニ
シ
テ
／
其
間
清
水
貫
流
シ
テ

人
ヲ
通
ゼ
ズ
。
故
ニ
測
量
ス
ル
能
ハ
ズ
。》
洞
内
上
下
左

右
ニ
、
生
乳
石
其
他
奇
石
怪
石
夥
多
ア
リ
。
村
民
ハ
穴
内

ニ
石
碑
ヲ
建
テ
穴
八
幡
ト
シ
、
検
福
穴
ト
称
ス
。
毎
ニ
之

ヲ
祭
ル
。
其
石
碑
ノ
前
ニ
睾
丸
形
ノ
花
瓶
ア
リ
。
之
レ
ハ

其
当
時
島
詰
官
吏
ノ
寄
納
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
睾
丸
形

ノ
花
瓶
ニ
左
ノ
如
キ
歌
ヲ
彫
刻
シ
ア
レ
リ
。

　
　

世
の
中
は
よ
き
事
の
み
を
神
か
け
て

　
　
　

松
茸
ど
の
の
な
り
の
お
か
し
さ
。

此
レ
穴
八
幡
ノ
祭
神
ハ
姫
女
ニ
シ
テ
、
右
ノ
睾
丸
形
ノ
花

瓶
ヲ
寄
納
シ
タ
ル
ヲ
不
敬
ナ
リ
ト
テ
、
該
島
詰
官
吏
ノ
帰

国
シ
タ
ル
ト
キ
七
島
灘
ニ
テ
難
船
シ
、
又
ハ
此
ノ
花
瓶
ヲ

持
テ
寄
納
ス
ベ
シ
ト
使
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ノ
子
孫
ハ
絶
テ
此

ノ
穴
八
幡
ニ
参
詣
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ル
ト
ノ
コ
ト
ヲ
今
ニ

口
碑
ニ
伝
ヘ
居
レ
リ
。

　

四
、
災　

害

　

宝
永
五
年
春
、
本
島
ニ
疱
瘡
流
行
シ
テ
死
去
シ
タ
ル
モ

ノ
多
ク
、
其
翌
六
年
冬
ヨ
リ
同
七
年
春
迄
、
大
飢
饉
ニ
テ
、

餓
死
ス
ル
モ
ノ
尠
カ
ラ
ズ
。
同
六
年
十
二
月
廿
八
日
、
井

ノ
川
村
御
蔵
出
火
ア
リ
テ
米
穀
焼
失
シ
タ
ル
処
、
其
焼
米

上
中
下
三
等
ニ
分
チ
島
民
ヘ
拝
借
仰
付
ラ
レ
、
其
凶
歳
ノ

用
ニ
供
シ
タ
リ
。

宝
永
七
年
正
月
金
見
村
海
岸
ヘ
南
京
船
一
艘
着
シ
タ
リ
。

享
保
六
年
二
月
朔
日
、山
港
ヘ
南
京
船
一
艘
漂
着
シ
タ
リ
。

享
保
二
十
年
卯
二
月
廿
五
日
、湾
屋
港
ヘ
朝
鮮
人
男
八
人
、

女
八
人
、
赤
児
二
人
漂
着
シ
タ
リ
。

文
久
三
年
戌
正
月
三
日
、
手
々
村
海
岸
ヘ
朝
鮮
人
廿
五
人

乗
組
ニ
テ
、
本
船
ヲ
岩
瀬
ニ
乗
揚
破
船
シ
タ
リ
。

元
文
三
年
疱
瘡
流
行
シ
タ
ル
処
、
死
人
多
ク
シ
テ
、
他
ニ

予
防
ノ
方
法
ト
テ
ナ
ク
、
其
悪
疫
払
ヒ
ト
シ
テ
、
亀
津
村

神
木
屋
前
ニ
テ
踊
ヲ
興
行
シ
タ
リ
。

寛
延
元
年
唐
船
一
艘
喜
念
村
海
岸
ヘ
、
一
艘
ハ
面
縄
港
沖

ヘ
漂
着
シ
タ
ル
ニ
、
本
船
ハ
破
損
シ
居
ル
ヲ
以
テ
、
亀
津

村
字
本
川
ヘ
引
揚
、
悉
皆
焼
毀
シ
タ
リ
。

宝
暦
五
年
、
大
凶
歳
ニ
テ
、
餓
死
ス
ル
モ
ノ
三
千
余
人
、

為
ニ
琉
球
ヨ
リ
両
度
拝
借
米
五
百
石
ヲ
請
ヒ
タ
リ
。

宝
暦
十
四
年
申
六
月
廿
六
日
、
全
島
大
洪
水
ニ
テ
、
田
地

ハ
多
ク
永
損
地
ト
ナ
リ
タ
リ
。

明
和
三
年
正
月
七
日
、
面
縄
間
切
浅
間
村
海
岸
ヘ
唐
船
一

艘
乗
組
廿
三
人
漂
着
シ
タ
ル
ニ
、
琉
球
ヘ
護
送
シ
タ
リ
。

同
年
大
凶
歳
ニ
テ
、
琉
球
表
ヨ
リ
米
百
八
十
石
ヲ
拝
借
シ

テ
、
三
間
切
ヘ
配
当
シ
タ
リ
。

明
和
四
年
亥
冬
ヨ
リ
全
島
ニ
疱
瘡
流
行
シ
テ
、
即
チ
先
年
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ヨ
リ
廿
七
年
目
ニ
当
レ
リ
。

明
和
五
年
子
六
月
、
尾
母
村
下
卸
口
ヘ
唐
船
一
艘
乗
組
廿

六
人
漂
着
、
本
船
ハ
秋
徳
港
ヘ
廻
船
ニ
テ
修
繕
シ
、
其
船

ニ
テ
帰
国
セ
リ
。
該
卸
口
ノ
字
内
ヘ
唐
ト
ウ
セ
ン
ク
ビ
リ

船
繋
ト
唱
フ
ル
場

所
ア
リ
。
是
レ
即
チ
該
唐
船
ヲ
繋
ギ
タ
ル
海
浜
ニ
テ
、
明

和
年
間
ヨ
リ
称
シ
来
リ
シ
モ
ノ
ナ
リ
ト
謂
フ
。

明
和
七
年
全
島
ニ
一
種
ノ
虫
《
蚕
ニ
似
タ
ル
／
モ
ノ
ナ

リ
。》
草
木
ノ
葉
ニ
発
生
シ
、
為
ニ
草
木
ハ
過
半
枯
稿
ニ

属
シ
タ
リ
。

安
永
元
年
辰
春
ヨ
リ
翌
二
年
巳
五
月
迄
全
島
ニ
病
疫
流
行

シ
、其
病
況
ハ
一
七
日
発
熱
汗
出
シ
テ
身
体
冷
気
ヲ
生
ジ
、

亦
一
週
間
モ
経
レ
バ
又
熱
起
リ
発
汗
シ
テ
冷
身
ト
ナ
リ
、

終
ニ
斃
ル
ル
モ
ノ
ア
リ
、
快
癒
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
全
島
老

若
男
女
一
人
ト
シ
テ
煩
ハ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。
然
レ
ド
モ
死

亡
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
千
七
百
余
人
ニ
テ
ア
リ
シ
ナ
リ
。

安
永
二
年
、
全
島
ノ
稲
作
ニ
害
虫
ア
リ
テ
、
種
子
籾
ニ
困

難
ヲ
来
シ
、
飢
饉
ニ
陥
リ
、
沖
繩
ヨ
リ
米
八
百
石
ヲ
拝
借

シ
テ
餓
死
ヲ
免
ガ
レ
タ
リ
。

安
永
六
年
酉
夏
ヨ
リ
同
秋
迄
暴
風
数
回
起
リ
、
塩
分
飛
散

シ
諸
作
物
悉
皆
枯
稿
シ
テ
、
大
飢
饉
ニ
テ
、
本
島
ノ
手
当

米
ニ
テ
不
足
ヲ
生
ジ
、
琉
球
表
ノ
寄
木
米
五
百
石
迄
拝
借

シ
テ
、
凶
歳
ノ
食
ニ
供
シ
タ
リ
。

寛
政
二
年
戌
冬
ヨ
リ
天
然
痘
大
流
行
シ
、
全
島
人
口

六
千
八
百
四
十
八
人
ノ
内
、
四
百
三
十
一
人
死
亡
セ
リ
。

此
レ
即
チ
曽
テ
該
病
流
行
セ
シ
ヨ
リ
廿
四
年
目
ニ
当
ル
ト

云
フ
。

享
保
二
年
戌
三
月
頃
ヨ
リ
面
縄
間
切
喜
念
噯
目
手
久
村
ニ

蝗
《
方
言
ガ
タ
／
ト
云
フ
。》
ト
称
ス
ル
稲
虫
発
生
シ
、

漸
々
繁
生
シ
テ
田
畑
ノ
害
ヲ
為
ス
コ
ト
甚
シ
ク
、
稲
ハ
其

穂
ヲ
食
ヒ
、
甘
蔗
ハ
其
心
ヲ
喫
ミ
尽
シ
、
其
他
雑
草
ニ
至

ル
マ
デ
悉
ク
害
シ
、殆
ン
ド
牛
馬
ノ
飼
養
ニ
困
難
ヲ
来
シ
、

漸
次
隣
方
ニ
伝
播
シ
テ
、
到
底
全
島
民
ノ
衆
力
ニ
ア
ラ
ザ

レ
バ
駆
除
シ
能
ハ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
其
当
時
ノ
在
番
所
ニ
於

テ
ハ
全
島
ニ
之
レ
ガ
駆
除
方
ノ
命
ヲ
下
シ
タ
ル
処
、
其
駆

除
ス
ル
蝗
頭
ノ
数
量
ハ
三
十
一
石
三
斗
八
升
六
合
、
同
全

方
百
四
石
八
斗
六
升
三
合
、
外
ニ
焼
殺
ス
ル
モ
ノ
凡
ソ

百
四
十
石
余
、
合
セ
テ
二
百
七
十
六
石
余
ニ
至
ル
。
是
レ

ガ
為
メ
、
産
糖
額
モ
例
年
ニ
比
ス
レ
バ
二
百
万
斤
余
ヲ
減

少
シ
タ
リ
。

文
化
六
年
巳
三
月
唐
船
一
艘
井
ノ
川
港
ヘ
漂
着
破
船
ス
。

文
化
七
年
秋
ヨ
リ
麻
疹
及
痢
病
大
流
行
シ
、
島
中
ニ
テ

三
百
余
人
死
亡
セ
リ
。

同
年
七
月
廿
七
日
暴
風
怒
濤
ニ
テ
、
亀
津
村
海
岸
ハ
非
常

ノ
災
害
ニ
テ
、
家
屋
四
十
軒
流
失
シ
、
溺
死
人
等
数
多
ア

レ
リ
。

文
化
十
一
年
戌
六
月
十
五
日
、
非
常
ノ
暴
風
激
浪
ニ
テ
、

全
島
流
失
家
百
七
十
九
軒
、
吹
剥
家
八
百
八
十
軒
、
死
亡

八
人
、
死
牛
三
頭
、
流
失
船
廿
六
艘
、
破
船
七
艘
ア
リ

テ
、
為
ニ
其
年
ハ
食
物
其
他
ニ
欠
乏
ヲ
来
シ
、
道
路
ニ
彷

徨
シ
又
ハ
餓
死
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
、
琉
球
ヨ
リ
米

四
百
五
十
石
鹿
児
島
ヨ
リ
米
九
百
石
ノ
救
助
ヲ
仰
ギ
、
漸

ク
其
年
ノ
飢
饉
ヲ
凌
ギ
タ
リ
。

文
化
十
二
年
亥
四
月
ヨ
リ
同
十
一
月
迄
、
全
島
ニ
天
然
痘

大
流
行
シ
、
男
女
九
千
六
百
七
十
二
人
該
病
ニ
罹
リ
、
其

内
千
八
百
九
十
一
人
死
去
セ
リ
。
即
チ
該
病
流
行
セ
シ
ヨ

リ
廿
五
年
目
ニ
当
ル
。
天
保
元
年
卯
七
月
廿
六
日
ヨ
リ
同

廿
八
日
迄
暴
風
吹
起
リ
、
特
ニ
亀
津
村
ノ
沿
海
ハ
激
濤
村

内
ヲ
冒
シ
、
人
家
三
十
軒
流
失
、
其
他
破
損
多
カ
リ
シ
ナ

リ
。

天
保
三
年
辰
二
月
廿
九
日
夜
、
井
ノ
川
村
惣
横
目
格
池
富

宅
ヨ
リ
失
火
ア
リ
テ
、
代
官
所
、
大
仮
屋
、
横
目
仮
屋
、

附
役
仮
屋
、
其
他
人
家
六
十
九
軒
、
及
隣
村
ノ
和
瀬
村
ニ

飛
火
シ
テ
人
家
拾
余
軒
類
焼
シ
、
非
常
ノ
損
害
ヲ
受
ケ
タ

リ
。

天
保
三
年
六
月
ヨ
リ
八
月
迄
大
旱
魃
ニ
係
リ
諸
作
物
枯
稿

シ
、
続
テ
九
月
十
日
十
一
日
颶
風
吹
起
リ
、
全
島
ノ
甘
蔗

ハ
勿
論
、
死
傷
者
、
流
失
家
屋
、
吹
倒
吹
剥
家
屋
数
百
軒
、

其
他
ノ
損
害
尠
カ
ラ
ズ
、
島
民
ハ
之
レ
ガ
為
大
ニ
困
難
ヲ

来
セ
リ
。

弘
化
二
年
巳
冬
ヨ
リ
全
島
大
飢
饉
ニ
テ
餓
死
ス
ル
モ
ノ

多
ク
、
為
ニ
上
納
ノ
貢
糖
二
百
五
十
六
万
十
三
斤
ノ
内
、

百
八
十
四
万
二
千
四
百
三
十
斤
ヨ
リ
出
産
ナ
カ
リ
シ
故
、

七
十
万
斤
余
ノ
滞
納
ニ
及
ビ
、
島
民
ハ
大
ニ
困
難
ヲ
来
セ

リ
。

弘
化
三
年
午
四
月
六
日
、
亀
津
村
崎
寿
宅
ヨ
リ
出
火
、
代

官
所
御
坐
、
其
他
ノ
官
舎
《
五
仮
／
屋
共
》
与
人
役
所
、

民
家
百
七
十
軒
焼
失
シ
、
政
吏
ハ
一
時
井
ノ
川
村
ヘ
引
移

リ
公
用
取
扱
ヒ
タ
リ
。

弘
化
四
年
未
二
月
十
六
日
、亜
米
利
加
船
一
艘
松
原
港
ヘ
、

弘
化
五
年
申
四
月
六
日
、
同
国
船
一
艘
亀
津
港
ヘ
、
薪
炭

要
求
ノ
為
メ
上
陸
シ
タ
リ
シ
コ
ト
ア
レ
リ
。

嘉
永
二
年
酉
二
月
五
日
、
面
縄
村
沖
ヘ
異
国
船
《
何
ヅ
レ

ノ
国
ナ
ル
／
ヤ
分
明
ナ
ラ
ズ
。》
一
艘
来
リ
、
ボ
ー
ト
ヨ

リ
八
人
上
陸
シ
テ
牛
馬
を
需
ム
ル
モ
、
之
ニ
応
ズ
ル
モ
ノ

　
　
　
　
　

第
二
部　

兼
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集
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一
人
モ
ナ
カ
リ
シ
ヲ
以
テ
、
終
ニ
野
牛
ヲ
強
求
ス
ル
ニ
、

一
頭
渡
シ
タ
ル
ニ
彼
等
ハ
歓
ン
デ
之
ヲ
受
取
リ
、
其
代
価

ト
シ
テ
五
寸
廻
リ
ノ
貨
幣
ニ
似
タ
ル
金
ニ
鳥
ノ
絵
画
キ
タ

ル
金
五
枚
、
野
牛
主
ニ
渡
サ
ン
ト
ス
ル
故
、
固
ク
之
ヲ
謝

絶
シ
タ
ル
処
、
其
内
一
枚
投
与
ヘ
直
ニ
本
船
ニ
帰
リ
タ
ル

ニ
付
、
其
一
枚
ノ
金
ハ
即
時
代
官
所
ヘ
差
出
シ
タ
リ
。

嘉
永
二
年
酉
九
月
五
日
、
朝
鮮
船
一
艘
七
人
乗
組
ニ
テ
、

山
村
海
岸
ヘ
漂
着
シ
タ
リ
。

嘉
永
三
年
戌
六
月
十
二
日
同
七
月
十
日
同
九
月
廿
九
日
ノ

三
回
暴
風
起
リ
、
諸
作
物
其
他
ノ
損
害
尠
カ
ラ
ズ
。
特
ニ

諸
田
村
ヨ
リ
以
北
山
村
迄
ノ
作
物
ハ
皆
悉
枯
稿
ニ
属
シ
テ

村
民
大
ニ
飢
饉
ニ
罹
レ
リ
。

嘉
永
四
年
九
月
廿
二
日
、
朝
ヨ
リ
大
雨
降
リ
続
キ
、
全
島

何
ヅ
レ
ノ
村
落
モ
大
洪
水
ニ
テ
水
害
夥
シ
ク
、
井
ノ
川
村

ノ
如
キ
ハ
人
家
ノ
床
ヲ
冒
シ
、
亀
津
村
ニ
於
テ
ハ
兼
政
宅

流
失
セ
ラ
レ
、
其
時
父
子
四
人
死
亡
セ
リ
。
故
ニ
大
雨
降

リ
ノ
時
ハ
、
俗
ニ
兼
政
雨
ト
唱
フ
ル
コ
ト
ア
レ
リ
。

嘉
永
五
年
、
鳥
島
大
飢
饉
ニ
及
ビ
、
本
島
ヘ
米
拝
借
ト
シ

テ
由
来
リ
タ
ル
処
、
其
筋
ノ
許
可
ヲ
得
テ
米
二
十
石
板
付

船
ニ
テ
積
入
レ
、
横
目
役
一
人
渡
海
シ
、
該
島
人
民
ヲ
救

助
シ
タ
リ
。

嘉
永
六
年
、島
中
ニ
一
種
ノ
病
毒
伝
染
シ
、花
徳
村
、山
村
、

小
島
村
、
阿
布
木
名
村
、
亀
津
村
ニ
大
流
行
シ
テ
、
死
亡

ス
ル
モ
ノ
尠
カ
ラ
ズ
。
病
況
ハ
初
メ
乳
下
ヨ
リ
感
ジ
、
七

日
ノ
内
ニ
死
シ
、
八
日
以
上
其
苦
痛
ニ
堪
フ
ル
モ
ノ
ハ
生

命
全
フ
セ
シ
ニ
至
リ
シ
ト
云
フ
。

安
政
元
年
十
二
月
ヨ
リ
同
二
年
正
月
マ
デ
未
曽
有
ノ
大
寒

ニ
テ
霰
降
リ
一
島
中
植
付
ノ
甘
藷
腐
敗
シ
、
続
テ
同
三
月

ヨ
リ
五
月
マ
デ
旱
災
ニ
テ
田
地
ノ
耕
耘
自
由
ナ
ラ
ズ
、
稲

植
付
ザ
ル
分
多
ク
シ
テ
全
島
中
凶
歳
ニ
テ
餓
死
ス
ル
モ
ノ

ア
リ
シ
ト
。

安
政
六
年
未
十
月
九
日
英
吉
利
船
一
艘
《
長
廿
二
尋
横
四

／
尋
高
三
尋
。》
面
縄
間
切
佐
弁
村
下
海
岸
ニ
於
テ
難
破

シ
、
乗
組
二
十
九
人
ノ
内
、
二
十
四
人
ハ
無
事
上
陸
シ
、

三
人
死
躰
発
見
シ
、
二
人
ハ
死
屍
揚
ラ
ズ
、
二
十
四
人
ハ

面
縄
村
ヘ
移
シ
保
護
シ
テ
、
伊
仙
噯
与
人
道
統
、
唐
通
事

一
人
、
御
坐
書
役
二
人
ヲ
以
テ
琉
球
ヘ
護
送
シ
、
別
ニ
亀

津
噯
惣
横
目
喜
美
宝
、
御
坐
書
役
一
人
鹿
児
島
表
ヘ
本
件

届
方
ト
シ
テ
渡
航
シ
タ
ル
モ
、
該
地
ニ
達
セ
ズ
、
今
ニ
行

衛
不
分
明
ナ
リ
。
而
シ
テ
、
英
国
人
ノ
漂
着
ハ
稀
ニ
シ
テ

全
島
ノ
男
女
老
若
総
テ
見
物
ニ
来
リ
、
鷄
豚
等
ハ
毎
日
沢

山
該
英
人
ニ
与
ヘ
シ
ト
謂
フ
。

安
政
六
年
八
月
九
日
ヨ
リ
同
十
一
日
マ
デ
暴
風
大
雨
ニ

テ
、
亀
津
村
海
岸
ハ
怒
濤
村
内
ニ
達
シ
人
家
ヲ
流
失
シ
、

又
ハ
全
島
ノ
家
屋
吹
剥
吹
倒
流
失
等
夥
多
ニ
シ
テ
、
又
喜

念
村
ニ
出
火
ヲ
醸
シ
人
家
卅
六
軒
焼
失
セ
シ
ト
云
フ
。

文
久
二
年
戌
八
月
ヨ
リ
全
島
麻
疹
大
流
行
シ

二
万
二
千
六
百
廿
二
人
ノ
患
者
ナ
リ
シ
処
、
内

千
六
百
七
十
七
人
死
亡
セ
リ
。
即
チ
先
年
流
行
セ
シ
ヨ
リ

五
十
二
年
目
ニ
当
ル
ト
云
フ
。

慶
応
元
年
十
二
月
八
日
亀
津
村
新
澄
宅
ヨ
リ
出
火
、
民
家

拾
参
軒
焼
失
シ
タ
ル
処
、
該
火
災
ハ
殆
ン
ド
詰
官
吏
ノ
官

舎
近
隣
ニ
テ
類
焼
ノ
憂
モ
ア
リ
タ
ル
ニ
付
、
将
来
ハ
近
隣

ニ
人
家
建
築
ス
ル
コ
ト
ヲ
禁
ゼ
ラ
レ
タ
ル
上
、
現
住
家
モ

移
転
ス
ベ
キ
旨
達
セ
ラ
レ
、
近
隣
民
大
ニ
迷
惑
ヲ
来
セ
シ

コ
ト
ア
レ
リ
。

慶
応
三
年
卯
八
月
朔
日
ノ
夜
非
常
ノ
暴
風
雨
ニ
テ
、
全
島

ニ
テ
溺
死
七
人
、
死
牛
馬
六
頭
、
流
失
及
倒
家
百
五
十
九

軒（
亀
津
村
）吹
倒
家
百
壱
軒
、吹
剝
家
千
三
百
四
十
六
軒
、

砂
糖
樽
八
百
七
十
八
挺
（
亀
津
村
）
籾
百
六
十
四
俵
（
亀

津
村
）
米
十
三
俵
（
同
上
）
死
豚
五
十
頭
（
同
上
）
其
他

砂
糖
小
屋
等
吹
剝
吹
倒
ハ
挙
テ
数
フ
ベ
カ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

ズ
、
諸
作
物
ノ
損
害
尠
少
ニ
ア
ラ
ザ
リ
シ
ナ
リ
。

明
治
元
年
二
月
十
八
日
ノ
夜
亀
津
村
字
新
町
清
貞
宅
ヨ
リ

出
火
ア
リ
テ
、
亀
津
戸
長
役
場
前
通
南（
マ
マ
）晴
南
ヲ
境
ト
シ
、

南
ノ
方
ヘ
四
百
余
戸
焼
失
シ
タ
リ
。

明
治
三
庚
午
年
面
縄
間
切
、
西
目
間
切
浅
間
村
以
南
ノ
各

村
ニ
天
然
痘
大
流
行
シ
、
男
女
二
千
人
余
人
死
去
シ
、
曽

テ
流
行
セ
シ
年
ヨ
リ
五
十
六
年
目
ニ
当
ル
ト
云
フ
。

明
治
九
年
冬
亀
津
村
ニ
建
設
ア
リ
シ
上
仮
屋
官
舎
出
火
ニ

罹
リ
其
夜
亀
津
村
与
人
役
場
内
ヨ
リ
官
金
窃
取
セ
ラ
レ
、

今
ニ
其
盗
賊
詳
カ
ラ
ナ
ズ
明
治
十
七
年
全
島
ニ
麻
疹
大
流

行
シ
、
数
千
人
ニ
罹
ル
ト
雖
モ
、
病
毒
甚
ダ
軽
ク
シ
テ
、

全
島
ニ
テ
僅
廿
人
余
ヲ
死
亡
セ
リ
。
曽
テ
流
行
セ
シ
ヨ
リ

廿
三
年
目
ニ
当
ル
。

明
治
十
四
年
ヨ
リ
仝
十
九
年
迄
、
毎
年
六
月
ヨ
リ
十
月
迄

ノ
間
ニ
テ
暴
風
吹
起
リ
、
為
ニ
船
舶
ノ
覆
没
、
破
損
、
道

路
ノ
破
壊
、
人
家
ノ
吹
倒
、
諸
作
物
ノ
損
害
尠
カ
ラ
ズ
、

為
ニ
衣
食
ニ
資
ス
ル
砂
糖
、
米
ハ
地
ヲ
払
フ
ニ
至
リ
、
島

民
大
ニ
困
弊
セ
リ
。
該
連
年
暴
風
ノ
内
、
最
モ
強
ク
シ
テ

最
モ
人
民
ノ
困
窮
ニ
罹
リ
タ
ル
ハ
明
治
十
九
年
ナ
リ
。
実

ニ
其
惨
状
憐
ム
ベ
キ
コ
ト
ア
リ
。
其
実
況
ヲ
左
ニ
記
シ
テ

以
テ
看
者
ニ
供
セ
ン
ト
ス
。

明
治
十
九
年
ノ
春
時
ハ
気
候
順
和
ナ
リ
シ
モ
六
、七
月
ニ
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至
リ
旱
魃
数
十
日
ニ
続
キ
農
民
困
難
シ
居
ル
ニ
、
八
、九
、

十
月
ニ
三
度
ノ
暴
風
起
リ
塩
雨
激
謄
シ
、
為
ニ
諸
作
物
ノ

損
耗
倒
家
ノ
数
尠
少
ニ
ア
ラ
ズ
、
民
間
ハ
大
ニ
苦
慮
シ
居

ル
ニ
際
シ
、
又
々
十
一
月
十
七
日
ヨ
リ
仝
十
八
日
ニ
至
ル

非
常
ノ
颶
風
ニ
罹
リ
、
甘
蔗
、
甘
藷
、
其
ノ
他
作
物
ハ
総

テ
枯
死
シ
恰
モ
焼
キ
タ
ル
ガ
如
ク
、
一
地
一
毛
ヲ
残
サ
ズ

地
ヲ
払
フ
ニ
至
リ
、
人
家
ハ
過
半
吹
倒
サ
レ
、
実
ニ
惨
状

ヲ
極
メ
タ
リ
。
先
ズ
颶
風
ノ
非
常
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
証
ス
ル
ニ

足
ル
モ
ノ
三
、四
ヲ
挙
グ
レ
バ
、
一
ハ
慶
長
以
還
激
浪
ニ

罹
ラ
ザ
リ
シ
面
縄
方
犬
田
布
村
字
前
泊
ノ
墓
地
ハ
怒
濤
侵

入
シ
祖
先
ノ
死
骨
ヲ
潰
流
シ
タ
ル
コ
ト
、
二
ハ
同
方
阿
三

村
ヨ
リ
阿
権
村
ヘ
通
行
ス
ル
鹿
浦
ノ
道
路
曽
テ
破
壊
シ
人

馬
ノ
通
行
絶
チ
タ
ル
コ
ト
、
三
ハ
沿
海
ノ
魚
類
ハ
波
浪
ニ

遮
ゲ
ラ
レ
数
万
献
海
辺
ニ
打
揚
ゲ
ラ
レ
土
民
ハ
之
ヲ
採
拾

ス
ル
コ
ト
一
人
ニ
二
、三
十
斤
ニ
下
ラ
ザ
ル
コ
ト
、
四
ハ

全
島
ノ
作
物
至
ル
処
火
ヲ
以
テ
焼
キ
タ
ル
ガ
如
キ
コ
ト
、

五
ハ
倒
家
三
千
余
戸
ア
リ
シ
コ
ト
等
ニ
シ
テ
、
実
ニ
未
ダ

曽
テ
有
ラ
ザ
ル
暴
災
ナ
リ
。
嗚
呼
土
民
ハ
雨
露
ヲ
凌
グ
ノ

道
ナ
ク
道
路
ニ
彷
徨
シ
、
又
ハ
食
物
ニ
欠
乏
ヲ
来
シ
餓
死

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
、
或
ハ
農
具
ニ
種
穀
ニ
差
支
困
難
ス
ル
モ

ノ
ア
リ
。
其
食
物
ニ
欠
乏
ヲ
来
シ
既
ニ
餓
死
セ
ン
ト
ス
ル

モ
ノ
ノ
一
班
ヲ
挙
グ
ル
ニ
左
ノ
如
シ
。

一
、
海
礁
上
ヨ
リ
海
苔
ヲ
摘
採
シ
、
一
升
ノ
海
苔
ナ
レ
バ　

　

玄
米
一
合
ヲ
混
合
シ
、
之
ヲ
一
斗
二
升
五
合
入
ノ
鍋
一

　

盃
ニ
粥
ト
為
シ
、
拾
人
ノ
一
食
ニ
供
ス
。
然
レ
ド
モ
其

　

海
苔
ハ
三
食
分
ヲ
摘
採
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
一
日
一
食

　

ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
如
斯
土
民
ハ
歩
行
労
働
ヲ
止
メ
、
屋

　

内
ニ
寝
テ
以
テ
終
日
ヲ
送
ル
モ
ノ
ア
リ
。
実
ニ
其
隣
ム

　

ベ
キ
コ
ト
ハ
筆
紙
ニ
尽
シ
難
シ
。
此
ノ
海
苔
ノ
食
物
ヲ

　

海
オ
ー
サ
ァ
マ
バ
ン

苔
飯
（
方
言
）
ト
云
フ
。

一
、
ツ
バ
《
草
／
類
》
ハ
毎
日
山
野
ヨ
リ
採
リ
来
リ
、
柔

　

カ
ニ
煮
テ
水
ニ
浸
シ
、
切
截
シ
テ
搗
キ
砕
キ
、
一
升
ニ

　

玄
米
粉
一
合
五
勺
ヲ
混
淆
シ
、
之
ヲ
一
斗
二
升
五
合
入

　

鍋
ノ
一
盃
ニ
粥
ト
為
シ
、
拾
人
ノ
一
食
ニ
供
ス
。

一
、
薇
ト
蘇
鉄
ハ
常
ノ
如
ク
製
法
シ
、
兼
テ
ヨ
リ
量
米
ヲ

　

減
シ
粥
ト
ナ
シ
、
食
物
ニ
供
ス
。

一
、
マ
ナ
チ
《
灌
木
ノ
／
根
。》
ハ
根
ヲ
水
ニ
夜
晒
シ
、

　

湯
ニ
蒸
シ
、
再
ビ
乾
曝
シ
、
米
ヲ
僅
カ
混
合
シ
、
衝
合

　

シ
テ
、
供
食
ス
。
其
根
ハ
製
法
シ
宜
シ
カ
ラ
ザ
リ
シ
ト

　

キ
ハ
、
人
身
ニ
健
康
ヲ
害
シ
、
之
ヲ
食
ス
ル
モ
ノ
ニ
限

　

リ
皮
膚
蒼
白
ヲ
色
ハ
シ
、
顔
面
少
シ
ク
腫
レ
居
レ
リ
。

一
、
甘
蔗
ヲ
以
テ
一
食
又
ハ
二
食
ヲ
凌
グ
モ
ノ
ア
リ
。
何

　

ト
ナ
レ
バ
、
旅
行
ス
ル
糧
ヲ
持
タ
ズ
、
食
時
間
ニ
ハ
道

　

傍
ノ
甘
蔗
畑
中
ニ
蹈
入
リ
公
然
之
ヲ
採
食
ス
。
之
ヲ
咎

　

メ
バ
、
無
量
詮
方
ナ
シ
、
餓
死
ヲ
免
カ
レ
ン
ガ
為
メ
無

　

意
犯
ナ
リ
ト
。
平
気
ニ
他
人
ノ
物
ヲ
食
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ

　

ズ
南
地
方
ハ
朝
夕
三
度
ノ
食
時
間
ニ
ハ
、
各
々
所
有
ノ

　

甘
蔗
畑
ニ
至
リ
、
鎌
庖
丁
ヲ
携
帯
シ
之
ヲ
切
リ
常
食
ト

　

シ
、
老
人
ハ
其
汁
ヲ
煎
テ
食
ス
。

或
ル
夜
亀
津
村
竜
禎
用
喜
所
有
ノ
畑
ニ
植
付
ア
ル
甘
蔗
ヲ

毎
夜
毎
夜
採
取
セ
ラ
ル
ル
ニ
付
、一
夜
面
番
シ
居
タ
ル
ニ
、

豈
計
ラ
ン
、
深
更
ニ
至
リ
一
壮
女
一
女
児
ヲ
伴
ヒ
来
テ
甘

蔗
ヲ
折
リ
現
場
ニ
テ
採
食
ス
ル
ニ
付
、
面
番
者
ハ
何
者
ゾ

ト
声
高
ヲ
発
シ
タ
ル
ニ
、
該
盗
児
ハ
之
ヲ
驚
キ
顚
倒
シ
テ

気
絶
シ
タ
ル
体
ニ
付
キ
、
取
押
ヘ
見
レ
バ
、
同
村
人
ニ
テ
、

彼
レ
ハ
頭
ヲ
垂
レ
両
手
ヲ
地
ニ
シ
テ
詫
ビ
、
貧
窶
茲
ニ
谷

リ
煙
ヲ
絶
ツ
コ
ト
三
日
、
為
ニ
餓
服
ニ
堪
ヘ
ズ
、
本
夜
マ

デ
巳
デ
ニ
三
回
此
ノ
畑
ニ
来
リ
甘
蔗
汁
ヲ
以
テ
露
命
ヲ
繋

グ
。
実
ニ
凍
餒
ノ
余
リ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
本
心
ノ
犯
ス
悪
意

ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
免
宥
ア
ラ
ン
コ
ト
ラ
頻
リ
ニ
詫
入

リ
タ
ル
ニ
、
面
番
者
モ
却
テ
感
動
シ
、
嗚
呼
憫
ム
ベ
シ
ト

之
ヲ
宥
シ
、
後
来
ヲ
戒
メ
シ
コ
ト
ア
レ
リ
。

一
、
島
内
ノ
貧
民
ハ
肥
肉
脱
シ
、
筋
骨
皮
膚
ニ
突
出
シ
、

　

其
容
貌
平
年
ニ
変
ジ
、
随
テ
勢
力
頗
ル
劣
リ
テ
、
三
斗

　

入
ノ
米
俵
ヲ
二
人
ニ
テ
漸
ク
運
搬
ス
ル
程
ニ
テ
ア
リ　
　

　

シ
。

如
斯
九
死
一
生
ノ
場
合
ナ
レ
バ
、
官
ノ
救
助
ヲ
仰
ガ
ズ
ン

バ
他
ニ
途
ナ
キ
ヲ
以
テ
、
小
屋
掛
料
、
食
料
、
種
穀
、
農

具
料
ヲ
嘆
願
シ
、
大
島
郡
五
島
ニ
テ
備
荒
儲
蓄
《
中
央

儲
／
蓄
込
ミ
》
金
八
万
九
千
三
十
九
円
五
十
銭
三
厘
ノ

救
助
ヲ
受
ケ
、
其
内　

徳
之
島
二
万
八
千
二
百
七
十
四

円
六
十
二
銭
五
厘
《
亀
津
方
八
千
○
三
十
七
円
六
拾
七

銭
、
面
縄
方
七
千
三
百
五
十
一
円
八
十
四
銭
七
厘
／
西
方

六
千
七
百
八
十
二
円
九
十
八
銭
九
厘
、
山
方
六
千
百
二
円

十
一
銭
九
厘
。》
外
ニ
凶
荒
用
備
米
代
金
三
百
五
十
七
円

五
十
銭
ノ
救
済
ヲ
受
ケ
、
翌
廿
年
八
九
月
迄
漸
ク
小
屋
掛

ヲ
営
ミ
雨
露
ヲ
凌
ギ
、
食
料
金
ニ
テ
米
ヲ
購
入
シ
露
命
ヲ

繋
ギ
餓
死
ヲ
免
ガ
レ
シ
ナ
リ
。
実
ニ
十
九
年
十
一
月
颶
風

後
廿
年
八
九
月
頃
迄
ノ
惨
状
思
ヒ
ヤ
ラ
ル
ベ
シ
。

明
治
廿
八
年
七
月
廿
三
日
午
後
六
時
ヨ
リ
廿
四
日
午
前
二

時
迄
、
東
北
ヨ
リ
東
南
風
ニ
テ
、
風
力
ハ
極
強
大
ニ
シ
テ

樹
幹
ヲ
倒
揺
シ
、
或
ハ
人
家
ヲ
破
壊
シ
、
沿
海
ノ
地
方
ハ

海
水
陸
ニ
激
揚
ス
ル
コ
ト
高
サ
七
八
尺
余
ニ
シ
テ
、
全
島

ニ
テ
家
屋
ノ
破
壊
流
失
左
ノ
如
シ
。
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一
、
人
家
全
倒
参
千
八
百
六
十
五
棟

　

一
、
人
家
半
倒
参
千
百
五
拾
七
棟

　

一
、
人
家
吹
剥
参
千
五
百
四
拾
五
棟

　

一
、
仝
附
属
小
屋
全
倒
千
五
百
参
拾
六
棟

　

一
、
仝
半
倒
吹
剥
千
七
百
弐
拾
棟

　

一
、
流
失
百
九
拾
八
棟

　

一
、
稲
作
十
分
ノ
九

　

一
、
甘
蔗
作
十
分
ノ
七

　

一
、
甘
藷
作
十
分
ノ
八

　

一
、
圧
死
十
二
人

　

一
、
畜
死
参
拾
弐
頭

右
ノ
如
キ
明
治
十
九
年
ノ
暴
風
害
ト
同
一
ノ
損
害
ニ

テ
、
非
常
ニ
島
民
ハ
困
難
ニ
陥
リ
、
為
ニ
小
屋
掛
料
ヲ

其
筋
ニ
請
願
シ
、
漸
ク
雨
露
ヲ
凌
グ
ニ
至
レ
リ
。
其
惨

状
ヲ
被
思
召
、
皇
后
陛
下
ヨ
リ
、
圧
死
及
小
屋
掛
料
、

請
願
人
民
ヘ
恤
救
金
ト
シ
テ
御
下
賜
相
成
タ
リ
。

不
老
丸
ノ
破
船
、
三
十
八
年
十
一
月
三
日
暴
風
ニ
テ
平

土
野
ニ
テ
破
船
。

大
地
震
ノ
状
況
、
明
治
四
十
四
年
六
月
十
五
日
夜
十
一

時
ヨ
リ
五
分
間
位
。

（
二
十
九
年
后
ノ
風
災
及
不
老
丸
ノ
破
船
・
亀
津
ノ
大

火
等
ノ
記
事
末
済
大
地
震
佐
弁
下
海
ニ
テ
英
国
船
ノ
碇

ヲ
引
揚
ゲ
タ
ル
件
。）

　

五
、
賞　

罰

　
　
〈
略
〉

文
久
二
年
戌
十
二
月
、
全
島
内
巫
女
ノ
者
共
ガ
種
々
浮

説
流
言
呪
符
祈
祷
ヲ
為
シ
テ
医
薬
ヲ
妨
ゲ
、
甚
シ
キ
ニ

ハ
牛
豚
類
ヲ
屠
殺
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ヲ
以
テ
、
巫

女
廿
人
ヲ
代
官
所
ヨ
リ
逮
捕
シ
獄
ニ
入
レ
、
内
四
人
ハ
女
、

十
六
人
ハ
男
ニ
テ
、
其
七
人
ハ
大
島
、
沖
永
良
部
島
ヘ
遠
島

シ
、
他
ハ
将
来
ヲ
戒
メ
翌
文
久
三
年
赦
免
出
獄
シ
タ
リ
。

　
　
〈
中
略
〉

明
治
廿
三
年
二
月
十
一
日
憲
法
発
布
式
、
及
明
治
廿
七
年
銀

婚
廿
五
年
御
祝
典
ニ
当
リ
、
八
十
歳
以
上
ノ
高
齢
者
ヘ
金

五
十
銭
、
九
十
歳
以
上
ニ
一
円
、
百
歳
以
上
ニ
一
円
五
十
銭
、

養
老
賜
金
ト
シ
テ
御
下
賜
相
成
、判
任
官
以
上
ノ
諸
官
吏（
戸

長
、
訓
導
モ
包
含
ス
。）
ニ
モ
、
酒
饌
料
ト
シ
テ
金
弐
拾
五

銭
以
上
御
下
賜
相
成
リ
タ
リ
。

茲
ニ
三
月
九
日
大
婚
廿
五
年
御
祝
典
ノ
節
、
八
十
歳
以
上
ノ

高
齢
者
ヘ
養
老
金
下
賜
ナ
リ
タ
リ
。
其
人
員
ヲ
暦
年
ニ
依
リ

計
算
ス
レ
バ
、
全
国
ヲ
通
ジ
テ
左
ノ
如
ク
ア
リ
シ
ト
謂
フ
。

八
十
歳
以
上
廿
七
万
三
千
五
百
三
十
八
人
、
九
十
歳
以
上

一
万
六
千
八
十
八
人
、
百
歳
以
上
百
四
十
人
。
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②
『
徳
之
島
小
史
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抜
粋
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坂
井
友
直
（
著
）　

大
正
六
年
四
月
刊

第
一
篇　
　

総　

論

　

第
一
章　

本
島
の
地
理
概
要　

  

徳
之
島
は
薩
摩
の
西
南
凡
三
百
三
十
五
浬
北
緯
二
十
七

度
四
十
五
分
乃
至
二
十
七
度
五
十
六
分
東
経
百
二
十
八
度

五
十
分
乃
至
百
二
十
九
度
五
十
七
分
の
洋
中
に
介
在
せ
る

孤
島
に
し
て
四
ヶ
村
よ
り
成
立
す
、
東
部
に
位
す
る
村
を

亀
津
と
云
ひ
、
西
部
に
あ
る
も
の
を
天
城
と
い
ひ
、
南
部

に
あ
る
も
の
を
島
尻
と
い
ひ
、
北
部
に
あ
る
も
の
を
東
天

城
と
云
ふ
、
全
島
の
面
積
凡
十
二
方
里
余
周
囲
大
約
二
十

里
十
八
町
余
人
口
五
万
二
千
九
百
四
十
九
人
（
大
正
五
年

調
）
あ
り
。

　

東
北
は
大
島
に
相
対
し
南
は
沖
永
良
部
島
、
西
は
沖
縄

県
管
轄
内
の
鳥
島
と
三
島
相
鼎
立
す
。

　

地
形
は
東
北
よ
り
起
り
斜
に
西
南
に
伸
ぶ
。
而
し
て
一

帯
の
山
脈
は
島
を
横
断
し
特
に
井
之
川
岳
、
犬
田
布
岳
、

剣
岳
隆
起
し
て
地
勢
を
装
ふ
。

　

島
の
北
部
は
大
部
分
山
岳
丘
陵
に
属
し
て
平
地
少
く
唯

谷
間
若
く
は
海
岸
に
狭
小
な
る
平
野
あ
る
の
み
、
之
に
反

し
西
南
部
並
に
東
方
の
一
部
は
地
広
か
ら
ず
と
雖
も
平
坦

に
し
て
併
か
も
地
味
肥
沃
な
れ
ば
農
業
地
と
し
て
郡
中
最

も
望
み
を
嘱
せ
ら
る
。

　

河
流
は
山
丘
の
向
背
に
従
ひ
て
四
方
に
注
ぐ
、
勿
論
長

江
大
河
な
し
と
雖
も
天
城
村
の
秋
利
神
川
は
大
島
の
住
用

川
に
次
げ
る
郡
中
屈
指
の
大
川
な
り
。亀
津
村
の
大
瀬
川
、

島
尻
村
の
鹿
川
等
亦
細
流
と
云
ふ
可
ら
ず
。

　

海
岸
線
は
屈
曲
極
め
て
少
く
、
直
に
外
海
に
面
し
波
涛

荒
し
と
雖
も
北
方
に
山
港
、
東
方
に
亀
徳
港
、
西
方
に
平

土
野
港
、
南
方
に
鹿
浦
港
を
有
し
、
現
今
国
庫
の
補
助
に

よ
り
気
船
二
隻
毎
月
二
回
半
宛
の
定
期
航
海
と
他
に
一
隻

の
航
海
あ
り
て
、
荷
客
の
運
輸
交
通
を
為
し
つ
つ
あ
り
。

然
れ
ど
も
四
季
低
気
圧
の
襲
来
あ
る
を
以
て
航
海
の
敏
速

を
欠
く
こ
と
あ
る
為
め
運
輸
交
通
機
関
と
し
て
遺
憾
尠
か

ら
ず
。

　

気
候
は
温
帯
圏
に
属
し
、
一
年
中
か
つ
て
霜
雪
を
見
る

こ
と
な
く
、
冬
季
尚
草
木
凋
落
せ
ず
、
常
に
緑
樹
青
草
繁

茂
し
て
一
点
の
冬
景
を
呈
す
る
こ
と
な
し
、
故
に
農
家
の

常
食
た
る
甘
藷
の
如
き
は
一
年
に
三
四
回
収
穫
す
る
こ
と

を
得
、
之
れ
実
に
天
恵
と
云
ふ
べ
し
。
暑
気
は
内
地
に
比

し
て
期
間
長
し
と
雖
も
常
に
海
風
吹
き
来
る
を
以
て
却
て

熱
度
は
軽
き
を
覚
ゆ
。
夏
よ
り
秋
に
至
り
て
台
風
暴
雨

屡
々
襲
来
す
る
為
め
に
農
作
物
及
び
家
屋
船
舶
の
被
害
多

く
、
虫
害
も
亦
尠
か
ら
ず
、
ハ
ブ
の
害
毒
に
至
り
て
は
島

民
の
尤
も
苦
む
所
な
り
。

　

産
物
は
砂
糖
、
甘
蔗
、
米
、
麦
、
落
花
生
、
鉄
砲
百
合
、

バ
ナ
ナ
、
大
島
紬
等
あ
り
。
砂
糖
と
甘
蔗
は
主
要
産
物
に

し
て
亦
大
島
の
生
命
な
り
、
米
麦
又
重
要
な
る
も
稍
々
副

業
視
さ
れ
居
る
を
以
て
需
要
を
充
た
す
に
足
ら
ず
、
輸
入

を
為
し
つ
つ
あ
り
。
落
花
生
は
主
産
地
と
す
、鉄
砲
百
合
、

バ
ナ
ナ
等
も
副
業
と
し
て
は
大
に
迎
へ
ら
れ
、
大
島
紬
に

至
り
て
は
実
に
長
足
の
進
歩
を
為
し
農
家
之
れ
が
為
め
に

農
業
を
軽
視
す
る
の
傾
向
あ
る
は
寧
ろ
喜
ば
し
か
ら
ざ
る

現
象
と
云
ふ
べ
し
。

　

名
称
旧
跡
と
云
ふ
べ
き
所
は
極
め
て
少
し
、
摘
挙
す
れ

ば
左
の
如
し
。

　
　

一
、
～
六
、　
〈
略
〉

　
　

七
、
犬
の
定
蓋

　

天
城
村
兼
久
の
西
海
岸
に
犬
の
定
蓋
と
云
ふ
所
あ
り
、

海
抜
殆
ん
ど
二
三
十
間
、
奇
岩
怪
石
累
々
た
る
中
に
門
構

を
為
し
、
其
上
に
蓋
を
覆
ふ
こ
と
恰
も
人
工
を
以
て
拵
へ

た
る
も
の
の
如
く
、
巧
妙
に
し
て
数
十
人
を
入
る
る
に
足

る
べ
く
眺
望
亦
佳
な
り
世
人
之
を
称
し
て
定
蓋
と
云
ふ
。

　
　

八
、
～
十
二
、　
〈
略
〉

　

第
二
章　

人
種
風
俗

　

当
島
人
は
、
顔
の
形
並
に
言
葉
等
の
関
係
よ
り
眺
む
れ

ば
、
琉
球
人
と
類
似
の
点
多
し
（
無
論
本
郡
共
通
）
男
は

髯
が
割
合
に
多
く
殊
に
あ
ご
髯
美
事
な
り
、
全
島
到
る
所

百
姓
漁
夫
よ
り
人
夫
迄
、
鼻
下
に
八
字
髯
を
蓄
へ
る
も
の

を
見
る
、
之
れ
他
に
類
稀
れ
な
る
こ
と
な
ら
ん
。
女
は
手

甲
に
い
れ
ず
み
し
髪
を
結
び
こ
う
が
い
を
指
す
こ
と
、
帯

を
前
に
結
び
物
を
頭
に
戴
き
て
運
ぶ
事
等
は
沖
縄
に
も
似

た
り
、然
し
乍
ら
近
来
風
俗
の
変
化
は
実
に
急
激
に
し
て
、

男
の
服
装
は
全
く
内
地
に
異
な
ら
ず
、
女
子
も
束
髪
流
行

し
前
帯
を
廃
す
る
の
傾
向
あ
り
、
男
女
共
未
だ
跣
足
を
平

気
に
す
る
風
あ
り
、
之
れ
藩
制
時
代
、
履
物
の
儘
貴
人
の

前
を
通
行
す
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
、
貴
人
に
行
遭
ふ
と
き

は
数
歩
前
方
に
於
て
履
物
を
脱
ぎ
て
敬
礼
す
る
悪
幣
が
、
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終
に
彼
等
に
跣
足
の
習
慣
を
つ
け
し
も
の
な
ら
ん
か
。

　

食
物
は
一
般
に
甘
藷
を
常
食
と
す
、
肉
類
は
豚
肉
を
嗜

み
毎
年
正
月
に
は
毎
戸
豚
を
殺
す
を
常
例
と
す
、
住
家
は

茅
葺
の
平
家
多
く
概
し
て
軒
端
低
し
、
之
れ
暴
風
多
き
為

め
な
る
べ
し
。

　

第
三
章　

本
島
の
沿
革
概
略

                  

亀
津
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

亀
津
村　

花
徳
村

　
　
　
　
　
　
　

秋
徳
村　

崎
原
村

東
間
切　
　
　
　

尾
母
村

　
　
　
　
　

井
之
川
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

井
之
川
村　

神
之
嶺
村

　
　
　
　
　
　
　

徳
和
瀬
村　

山
村

　
　
　
　
　
　
　

母
間
村　

下
久
志
村

　
　
　
　
　

喜
念
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

喜
念
村　

佐
弁
村

　
　
　
　
　
　
　

目
手
久
村　

面
縄
村　
　

面
縄
間
切　
　
　

古
里
村　

検
福
村

　
　
　
　
　
　
　

中
山
村　
　

白
木
村

　
　
　
　
　

伊
仙
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

伊
仙
村　

阿
三
村

　
　
　
　
　
　
　

阿
権
村　

木
之
香
村

　
　
　
　
　
　
　

犬
田
布
村　

小
島
村

　
　
　
　
　
　
　

糸
木
名
村　

八
重
竿
村

　
　
　
　
　
　
　

馬
根
村

　
　
　
　

             　

  

兼
久
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

西
阿
木
名
村　

当
部
村　
　

　
　
　
　
　
　
　

瀬
滝
村　

兼
久
村

西
目
間
切　
　
　

大
津
川
村　

阿
布
木
名
村

               　

岡
前
あ
つ
か
い

　
　
　
　
　
　
　

岡
前
村　

浅
間
村

　
　
　
　
　
　
　

松
原
村　

与
名
間
村

　
　
　
　
　
　
　

手
々
村　

金
見
村

　

明
治
八
年
七
月
二
十
五
日
代
官
制
を
廃
し
て
、
亀
津
に

支
庁
を
設
け
、
中
属
小
属
以
下
の
諸
役
員
を
置
け
り
、
而

し
て
与
人
を
廃
し
民
選
の
正
副
戸
長
を
立
て
た
り
、
之
を

支
庁
時
代
と
云
ふ
、
明
治
十
二
年
支
庁
を
廃
し
て
大
島

名
瀬
に
郡
役
所
を
置
か
れ
以
後
郡
役
所
の
管
轄
と
な
れ

り
。
本
書
之
れ
よ
り
現
時
代
と
な
す
。
明
治
二
十
一
年
全

島
の
行
政
区
を
四
つ
に
分
ち
、
聯
合
村
を
組
織
し
、
一
戸

長
役
場
を
設
立
し
官
選
の
戸
長
と
用
係
を
置
き
各
村
に
は

組
世
話
人
を
立
て
役
場
の
事
務
を
補
助
せ
し
め
た
り
明
治

四
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
島
嶼
町
村
制
を
施
行
せ
ら
れ
、

全
島
を
三
ヶ
村
と
し
村
長
収
入
役
、
書
記
を
置
き
学
務
委

員
農
業
技
手
を
置
く
こ
と
を
得
せ
し
め
た
り
、
更
に
村
を

区
分
し
て
区
長
を
置
け
り
何
れ
も
官
選
と
す
。

第
二
篇　

大
親
役
時
代

　

第
一
章
～
第
三
章　
　

〈
略
〉

　

第
四
章　

宗　

教

　

古
来
当
島
民
は
信
仰
心
は
あ
れ
ど
も
迷
信
に
捉
は
れ
易

く
純
粋
の
宗
教
心
に
至
り
て
は
極
め
て
幼
稚
な
り
、
往
昔

島
民
が
最
も
信
じ
最
も
喜
び
し
宗
教
に
類
す
る
も
の
の
一

班
を
述
べ
ん
に
。

（
一
）
か
ん
ぎ
や
な
し

　

往
昔
当
島
三
十
三
ヶ
所
に
「
か
ん
ぎ
や
な
し
」
と
云
ふ

も
の
あ
り
て
神
事
を
為
せ
り
。
其
長
を
「
の
ろ
」
と
云

ひ
、
其
次
に
「
お
つ
か
み
」「
志
ど
」「
宮
司
」
等
あ
り
、

其
信
ず
る
神
は
ナ
ル
コ
神
（
山
幸
の
神
）
テ
ル
コ
神
（
海

幸
の
神
）
の
二
種
あ
り
。
毎
年
二
月
壬
日
に
迎
へ
四
月
壬

日
に
送
る
、
之
を
神
の
送
迎
と
し
て
盛
大
な
る
祀
り
を
な

す
、
春
季
に
は
「
い
な
ぐ
ん
へ
ー
」
秋
季
に
は
「
な
つ
を

ん
め
」
と
云
ふ
祀
り
あ
り
春
の
祀
り
に
は
麦
の
初
穂
秋
の

祀
り
に
は
稲
の
初
穂
と
し
て
貧
富
の
程
度
に
よ
り「
の
ろ
」

へ
米
麦
を
献
上
せ
り
。
家
新
築
の
場
合
は
其
家
に
於
て
祭

り
を
為
す
。
之
を
「
や
ぎ
ゆ
し
」
と
云
ふ
、「
や
ぎ
ゆ
し
」

の
時
は
家
主
は
牛
を
殺
し
其
片
股
と
頭
と
を
庭
前
に
吊
し

て
祭
る
、
而
し
て
祭
り
終
ら
ば
之
を
「
の
ろ
」
に
献
ず
る

も
の
な
り
、
其
残
の
肉
は
当
日
祭
り
に
集
り
し
人
に
之
を

食
ひ
尽
す
を
常
例
と
せ
り
。
此
等
の
祭
り
日
に
は
「
か
ん

ぎ
や
な
し
」
各
々
珍
絹
を
頭
に
被
り
、
筒
袖
の
白
衣
を
着

し
珠
玉
を
纏
ひ
恰
も
神
の
天
降
り
に
擬
す
之
に
随
属
せ
る

少
女
あ
り
、
之
を
「
あ
ら
ほ
れ
」
と
称
し
て
十
二
歳
乃
至

十
六
歳
の
無
垢
神
聖
の
も
の
を
以
て
之
に
充
つ
。「
あ
ら

ほ
れ
」
も
亦
振
袖
の
白
衣
を
着
し
袴
を
つ
け
頭
に
は
鴛
鴦

の
「
お
も
ひ
」
羽
或
は
鷺
の
「
さ
」
羽
を
か
ざ
し
日
蔭
蔓
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を
以
て
巻
き
大
小
五
色
を
編
み
成
せ
る
曲
玉
粒
玉
の
襷
を

か
け
手
に
は
或
は
軍
配
団
扇
の
如
き
も
の
（
檳
榔
製
）
を

持
ち
或
は
長
刀
を
携
へ
「
な
る
へ
ー
」「
て
る
へ
ー
」
の

掛
声
を
な
し
つ
つ
舞
を
な
す
。
此
時
余
韻
溺
々
た
る
一
種

異
様
な
鈴
の
響
が
か
す
か
に
聞
ゆ
る
か
と
思
ふ
と
止
む
止

み
し
か
と
思
ふ
と
聞
ゆ
之
れ
を
神
の
天
降
ら
せ
給
ふ
時
と

な
す
隠
れ
て
居
て
鈴
を
巧
に
鳴
ら
し
た
る
も
の
な
る
べ
し

此
音
は
女
に
は
聞
へ
ざ
る
も
の
と
な
し
あ
る
を
以
て
女
は

聞
へ
て
も
聞
へ
ざ
る
も
の
の
如
く
秘
せ
し
も
の
の
如
し
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
）
水
神
祭

　

往
昔
よ
り
「
シ
ヨ
ウ
ジ
」
と
称
し
て
毎
年
四
回
み
づ
の

へ
辰
の
日
を
以
て
川
祭
を
な
す
若
し
此
祭
り
を
怠
ら
ば
神

罰
を
受
け
病
気
又
は
不
時
の
災
難
に
遭
ふ
も
の
と
な
す
。

之
を
祭
る
も
の
は
一
家
族
に
於
て
一
人
を
選
定
し
て
其
子

孫
へ
代
々
之
を
襲
が
し
む
祭
り
に
行
く
に
は
決
し
て
他
に

同
行
を
為
さ
し
め
ず
祭
り
終
り
て
帰
れ
ば
其
一
族
中
酒
肴

を
携
へ
て
之
を
歓
迎
す
、蓋
し
神
を
迎
ふ
る
の
意
な
ら
ん
。

（
三
）
月
祭
と
日
祭

　

毎
年
正
月
五
月
九
月
の
二
十
三
日
の
夜
は
月
祭
を
為
す

之
を
二
十
三
夜
待
と
云
ふ
、
即
ち
月
を
神
体
と
し
て
家
内

安
全
を
祈
願
す
る
も
の
な
り
、
其
日
は
特
に
家
を
清
潔
に

し
海
水
を
以
て
室
内
を
祓
除
し
身
を
清
め
終
日
腥
物
を
用

ひ
ず
精
進
す
神
前
に
は
藪
肉
桂
の
東
方
に
向
き
た
る
小
枝

を
折
り
て
活
花
を
為
し
、
神
酒
、
神
水
、
神
饌
（
神
米
と

団
子
）
を
供
へ
月
出
迄
香
を
焼
き
て
礼
拝
す
、
雨
曇
り
の

為
め
に
月
出
の
時
刻
不
明
な
る
と
き
は
焼
き
し
線
香
の
数

を
算
へ
て
之
を
定
む
。

　

仝
月
の
十
八
夜
に
之
を
行
ふ
所
も
あ
り
、
通
夜
し
て
翌

朝
の
日
出
を
待
つ
も
の
あ
り
之
を
御
日
待
と
云
ふ
、
太
陽

を
神
と
せ
る
も
の
也
。
神
饌
の
団
子
は
白
米
に
水
を
浸
し

臼
に
搗
き
て
水
を
加
へ
柔
か
く
な
し
て
小
さ
く
握
り
之
を

沸
湯
に
入
れ
て
煮
た
る
も
の
な
り
、
団
子
の
形
に
大
小
あ

り
大
は
二
つ
に
限
り
小
を
一
重
と
す
。

（
四
）
地い
び　

神
が
な
し

　

往
昔
は
石
を
以
て
神
体
と
な
し
何
等
の
祠
も
設
け
ず
唯

屋
敷
の
一
隅
に
石
を
据
へ
置
き
毎
月
朔
日
十
五
日
に
之
を

祀
り
以
て
家
運
長
久
を
祈
願
す
、
之
を
地
神
と
云
ふ
、
今

猶
之
を
継
続
す
る
も
の
あ
り
、
此
外
岩
石
を
祀
り
て
信
仰

の
対
象
と
な
せ
る
も
の
少
か
ら
ず
鹿
浦
の
ト
ビ
ラ
ガ
ナ

シ
、
検
福
洞
穴
の
石
神
、
当
部
の
ミ
ン
ヅ
ル
ガ
ナ
シ
等
其

例
な
り
。

　

第
五
章　

島
の
文
学

　

慶
長
年
間
以
前
の
当
島
は
法
律
簡
易
に
し
て
、
上
下
を

虐
げ
ず
下
上
を
恨
め
ず
天
下
太
平
を
謳
歌
せ
し
も
の
の
如

し
斯
の
如
き
世
に
は
閑
日
月
多
く
し
て
優
逸
事
起
り
歌
人

詩
歌
輩
出
す
る
は
数
の
常
な
れ
ば
、
当
時
の
詩
歌
、
俗
謡
、

俚
諺
等
に
し
て
当
島
文
学
を
語
れ
る
も
の
亦
尠
か
ら
ず
、

素
よ
り
瓢
逸
奇
抜
な
ら
ず
と
雖
も
背
景
に
は
華
麗
な
る
美

韻
あ
る
も
の
あ
り
、
今
其
最
た
る
代
表
的
作
を
抜
粋
す
れ

ば〇
れ
ん
げ
花
心
肝き
も

も
た
な
わ
ら
べ
欲
垢
の
つ
か
ば
あ
ら
て

捨
て
よ

〇
春
や
花
さ
か
り
夏
風
の
童
わ
ら
べ
、
秋
は
て
て
、
冬
の
き
よ
ら

と
め
ば

〇
と
ひ
ろ
屋
に
住
へ
は
て
る
屋
に
住
へ
肝
と
肝
き
ら
べ

按あ

じ司
も
下
す
も

以
上
の
三
首
は
、
い
か
に
も
物
柔
か
に
情
深
く
、
美
し
き

所
が
写
さ
れ
背
景
に
は
、
醇
な
る
人
格
の
反
映
あ
り

（
一
）
俗　

謡

（
イ
）
正
月
謡

〇
御
祝
ご
と
、
続
く
御
代
の
う
れ
し
さ
や
寄よ
り

ゆ
る
年
ま
で

も
若
く
な
り
ゆ
り

〇
親
が
な
し
命
百ひ
ゃ
く
さ歳
が
で
願
て
円
さ
石
の
長
く
な
る
ま
で

〇
此
遊
立
て
家や

か
ち
戻
ら
ゆ
め
、
明あ
ち
ゃ日
の
太て

た陽
が
な
し
、

上
る
ま
で

〇
白
髪
年
寄
り
の
ゆ
み
し
と
ん
ぢ
ら
ゆ
め
、
と
ん
ぢ
た
る

た
よ
り
茶
煮
ち
上
さ

〇
う
り
た
、
わ
き
や
、
よ
ろ
う
て
、
何
時
遊
で
み
ち
や
ん

が
去い
ぢ
やる
七
月
の
中
の
十
日
の
頃

〇
年
寄
れ
ば
年
寄
て
の
か
な
さ
皺
寄
れ
ば
寄
て
の
か
な
さ

〇
六
十
一
願
ふ
て
七
十
三
も
願
ふ
て
九
十
九
ま
で

〇
白
髪
年
寄
り
や
床
の
前
に
居
せ
て
生な

し
子ぐ
わ

歌
ふ
た
う
て

孫ま
あ
が踊
る

〇
今
日
の
福ふ
く
ら来
し
や
や
、
何
時
よ
り
も
勝
る
何
時
も
今
日

の
ご
と
あ
ら
ち
た
ぼ
れ

〇
元ぐ
わ
ん
せ
ち
旦
の
朝
床
向
ふ
て
見
れ
ば
裏
白
と
餅
と
飾
り
ぎ
ゆ
ら

さ〇
あ
た
ら
き
や
ぬ
正
月
那
覇
下
り
や
ら
ち
何
時
し
来ら
ー
に年
な

て
新み
ど
し年
取
り
ゆ
ん
が

（
ロ
）
夏
目
踊
の
歌

〇
道
ば
た
の
さ
し
や
袖
ふ
れ
ば
ち
か
る
、
わ
き
や
も
さ
し

な
と
て
、
ち
か
り
ぼ
し
や

〇
雨
降
ら
せ
降
ら
せ
我
庭
に
想
女
が
涙
と
思
ふ
て
濡
れ
ら
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〇
思う
め

ん
思
ん
と
云
ち
や
ん
て
な
我わ

し
こ
や
ね
ら
ん
我わ

し
こ

あ
れ
ば
通
ふ
て
来
ま
し

〇
咲
ん
ち
す
る
花
や
咲
か
せ
ば
ど
、
よ
た
さ
、
さ
ほ
れ
花

さ
か
ち
ぬ
や
く
立
ち
ゆ
ん
が

　
（
ハ
）
田
植
歌

〇
今
年
世
の
か
は
て
二
月
雪
ふ
ら
ち
、
今
年
稲
が
な
し
、

生
れ
な
し
き

〇
上
の
田
ぐ
わ
も
、わ
田た

ぐ
わ
下
の
田
ぐ
わ
も
わ
田
ぐ
わ
、

我
ゆ
め
な
て
来
ゆ
る
人
ち
ゅ
う
や
甘ま
ぐ
み米
ま
ん
だ
き

〇
畦あ
ぶ
し
ぐ
へ
越
の
水
や
積
み
上
げ
れ
ば
、
止
ま
る
、
わ
き
や
が
、

二
十
ち
頃
や
止
み
や
ら
ん

〇
実う
ま

れ
稲
が
な
し
新み
が
ま鎌
掛
け
て
試み

ぶ
し
や
、
き
ゆ
ら
さ
ぬ

女
の
腰が
ま
く腹
手
掛
ぶ
し
や

　
（
ニ
）
ヤ
ガ
マ
節

〇
三
京
の
裾
山
な
ん
て
、
一
声
鳴
く
鳥
や
声
や
、
き
き
ゆ

し
が
身
肌
知
ら
ぬ

〇
三
京
の
こ
し
難な
ん
ご
う川
や
に
が
水
の
あ
ん
て
ん
ど
、
夫を
と

ふ
ゆ

る
女
こ
れ
し
あ
め
さ

〇
三
京
と
石
き
ゆ
る
、
ぬ
な
さ
け
の
あ
て
が
、
や
が
ね
が

し
や
筵
し
ち
や
る
な
さ
け

〇
石
ぢ
き
の
坂
に
さ
く
立
て
て
置
か
ば
、山
の
往
き
戻
り
、

わ
こ
と
思
へ
よ

　
（
ホ
）
ア
サ
バ
ナ
節

〇
か
な
さ
う
ち
ふ
れ
て
、「
サ
ビ
チ
川
」
や
渡
て
降
ら
ぬ

夏
ぐ
れ
に
御
袖
濡
ら
ち

〇
む
ぞ
が
旅
す
る
と
こ
の
く
ぢ
さ
、
あ
ん
も
ん
や
白
浪
の

上
な
ん
居ゐ

ち
ゆ
り
ぶ
し
や
や

　
（
ヘ
）
キ
ヨ
ウ
ザ
ラ
節

〇
東ひ

ぎ
ゃ
う
ん
海
ぐ
わ
の
荒
れ
て
肴
取
り
な
ら
ん
と
、
キ
ヨ
ウ
ザ
ラ

節
歌
ふ
て
肴
う
へ
せ
ら

〇
歌
ふ
て
面め
じ
ら白
や
西
目
や
が
ま
ぶ
し
、
ま
ん
ち
面
白
や

花け
ど
く徳
「
キ
ヨ
ザ
ラ
」

　
（
ト
）
マ
ン
カ
イ
節

〇
ま
ん
か
い
玉
真
玉
中
順
充し
ゅ
うが
お
蔭
こ
ね
ぶ
玉
は
き
か
し

我
手
の
お
蔭

〇
ま
ん
か
い
玉
く
ね
ぶ
玉
ち
よ
ち
よ
ん
し
ゆ
う
が
、
真ま
だ
ま玉

箱
持
つ
人
ち
ゅ
う
や
ま
さ
て
か
な
さ

〇
い
き
や
だ
ん
て
「
か
な
ぐ
へ
」
病や
み

の
か
せ
や
さ
ら
ん
ど

わ
ん
や
す
ば
、
ゆ
と
、
て
（
看
護
）
せ
ら
エ
イ

〇
大
和
旅
ち
も
て
、
お
し
た
て
、
や
ら
ち
大
和
旅
あ
ら
ん

ぢ
、
死
旅
や
れ
て

　

以
上
を
眺
む
れ
ば
、
正
月
歌
の
如
き
は
、
極
め
て
淡
々

泊
々
た
る
戯
作
的
な
作
歌
な
る
も
、
其
背
景
に
は
確
か
に

優
逸
な
る
楽
観
的
情
趣
あ
り
。

　

七
月
踊
歌
、
田
植
歌
、
ヤ
ガ
マ
節
、
ア
サ
バ
ナ
節
、
マ

ン
カ
イ
節
等
は
一
種
の
狂
句
の
如
き
も
赤
裸
々
に
自
然
主

義
を
発
揮
し
放
胆
に
し
て
現
代
的
な
る
所
に
生
命
を
有

す
、
キ
ヨ
ウ
ザ
ラ
節
は
人
は
馬
鹿
に
し
世
を
茶
化
す
る
所

美
妙
に
触
れ
た
り
。

（
二
）
言　

語　
　
〈
略
〉

（
三
）
俚　

諺

　

イ
の
部

一
、
犬
の
糞
の
高た
ー
あ
が

上
り

分
不
相
応
に
高
く
構
へ
る
の
意

二
、
犬
に
物む
ん
か食
ま
ち
手て

か噛
ま
る　

野
犬
の
様
な
も
の
を
叮
嚀
に
し
た
ら
禍
至
る
と
の　
　

義

三
、
言い

や
ちん
口
や
違た
こ

す
な

言
ふ
た
事
は
違
ふ
な
と
の
意

四
、
医
者
や
医
者　

り
卜ゆ

た者
や
卜ゆ

た者　

り

同
業
者
相　

む
の
意

五
、
熱い
ち
ゃむ
ん
や
さ
ま
せ

怒
ら
ば
こ
ち
ら
へ
よ
の
意

六
、
一い
ち
く
だ
か
ひ
ら

石
高
開
か
ゆ
か
一い
ち
に
ん人
の
口く
ち
ひ
ら
せ

減
ら
せ

一
石
を
得
る
程
の
田
地
を
開
く
よ
り
使
傭
人
一
を　
　

減
ぜ
よ

七
、
衣い
し
よ裳
は
弱
く
身み

は
強つ
よ

く

衣
裳
は
軽
く
着
て
身
は
強
く
あ
れ
か
し
と
の
意

　

ハ
の
部

八
、
廿は
っ
か
づ
き

日
月
の
上
り
ん
ど
継ま
ん
ま
ぐ
さ
ゆ
う
へ
か

子
の
夕
食
喰
み
折を
り

陰
暦
廿
日
の
月
出
の
刻
の
頃
が
継
子
の
夕
食
時
と　

の
意

九
、
働
け
守ま

ぶ護
り
や
気き

ば張
れ
ば
く
わ
飯ば
ん

働
く
者
は
神
の
守
護
を
得
つ
つ
衣
食
に
不
自
由
な

き
を
云
ふ

十
、
働
き
ゆ
ん
人
ね
ん
ど
何ぬ
う

の
神
も
乗
る

神
は
働
く
人
を
㑪
に
居
給
ふ
と
の
意

十
一
、
働
き
出じ
ゃ

し
ゆ
か
食く
よ
じ
や出
し

働
き
出
し
よ
り
も
食
物
に
倹
約
を
せ
よ
と
の
意

十
二
、
腹
立
て
ば
手
引
け

如
何
に
腹
立
て
て
も
手
を
出
す
な
と
の
意

十
三
、
針
や
呑
ま
ら
ん

他
を
侮
る
べ
か
ら
ざ
る
を
云
ふ
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ニ
の
部

十
四
、
二に
せ
ー
め
れ

才
処
女
や
島
の
宝

青
年
男
女
は
島
の
宝
の
と
意

十
五
、
憎
さ
ん
人
の
一ち
ゅ
ひ
き門
や
一
門
が
で
憎
さ

憎
い
者
の
一
門
は
一
門
ま
で
憎
い
と
の
意

十
六
、
人に
ん
ぎ
ん間
や
心こ
こ
ろ
ま
う
し

牛
馬
や
力

人
は
心
の
よ
し
あ
し
を
以
て
牛
馬
は
力
の
多
少

を
以
て
区
別
す
可
し
と
の
意

十
七
、
似に
ち
ゅ
ん合
ん
竃か
ま

ね
ん
似
合
ん
鍋

夫
婦
は
似
合
ひ
た
る
心
を
持
つ
て
る
も
の
な
る

よ
と
の
意

　

ト
の
部

十
八
、
遠と
う
ほ方
の
親
き
ょ
う
で
ー類
ゆ
つ
か
近す
ば
ち
ら隣
の
他
人

遠
く
の
親
類
よ
り
も
近
く
の
他
人
が
勝
る
と
の

意

十
九
、
夫
と
じ
う
と
ば
な
し

婦
話
は
犬い
ん
ま
ゆ猫
な
ん
ま
聞
き
や
す
な

夫
婦
間
の
ケ
ン
ク
ワ
話
は
犬
猫
に
も
聞
か
し
む

る
な
の
意

二
十
、
夫
婦
の
七な
な
ち
が
い
な
な
く
ら
た

違
や
七
蔵
立
て
り
ゆ
ん

夫
婦
の
年
齢
の
七
ツ
違
は
七
蔵
を
立
つ
る
程
幸

福
也
と
の
意

廿
一
、
得
取
ら
ゆ
か
名
取
れ

利
得
よ
り
も
名
誉
は
尊
し
と
の
意

廿
二
、
妻と
じ

や
当あ
て
ぎ木

人
の
妻
た
る
も
の
は
其
家
に
生
ず
る
風
浪
そ
の

他
全
責
任
を
自
ら
負
ふ
の
心
が
け
あ
れ
よ
と
の

意

　

チ
の
部

廿
三
、
短ち
き
や
な
が
あ

や
長
ね
ん
ど
ま
か
り
ゆ
ん

短
か
き
物
は
長
き
も
の
に
取
り
ま
か
れ
る
と
の

意

廿
四
、
他ち
ゆ
ん
し
ま
ま
じ
わ
り

村
関
係
や
牛う
し

乗の

り
馬ま

の乗
り

他
村
関
係
は
非
常
に
係
累
多
し
と
の
意

廿
五
、
他ち
ゆ
ん
く
わ
か
な
ぁ
ー

人
子
愛
し
ゆ
か
大ふ
ー
み
ち
さ

道
掃
ら
へ

他
人
の
子
供
を
可
愛
る
よ
り
も
大
道
を
掃
へ
て

公
益
を
図
れ
よ
と
の
意

廿
六
、
人
ち
ゅ
う
や
人
の
中な
あ
き木
や
木き

の
中あ
な

人
は
人
の
中
に
木
は
木
の
中
に
育
つ
と
の
意

廿
七
、
人
使つ
こ

役
ゆ
ん
人
や
片か
た
め眼
と
片か
た
み
ん
く
ん
じ

耳
塞
れ

人
を
使
役
す
る
人
は
見
ぬ
よ
り
聞
か
ぬ
ふ
り
せ

よ
と
の
意

廿
八
、
人
や
盗ぬ
し
ど人
夜
や
雨

人
を
見
た
ら
盗
人
と
思
へ
夜
に
な
れ
ば
雨
と
思

へ

廿
九
、
人
前さ
き

途
と
作

も
ん
つ
く
り物

の
前さ

き途
や
見
ら
ぬ

人
間
の
前
途
と
作
物
の
前
途
は
卜
し
難
し
と
の

意

三
十
、
人
の
心
く
く
る
や
び
ら
の
葉

人
の
心
は
韮
の
葉
程
の
も
の
に
て
難
有
る
と
の

意

三
一
、
人
潰つ
ぶ

し
ゆ
ん
者も
ん

や
自ど

う己
潰
れ
る

人
を
倒
す
者
は
自
分
も
倒
れ
る
と
の
意

三
二
、
人ち
ゅ
ん
ま
ね

真
似
し
か
馬ま

な
り
ゆ
ん

人
の
真
似
を
す
れ
ば
馬
鹿
に
な
る
と
の
意

三
三
、
人
の
狡し

ぎ

り
猾
者
と
作
む
ん
つ
く
り物
の
過し
ぎ

り
物
と
や
物
な
ら
ん

人
の
狡
猾
者
と
作
物
の
出
来
過
ぎ
と
は
役
に
立

た
ぬ

三
四
、
人
の
あ
ん
癖く

せ
い
う

言
ふ
な
無ね

ん
癖く
せ
い言
へ

人
の
な
い
癖
は
言
ふ
と
も
有
る
癖
は
い
ふ
な
と

の
意

三
五
、
人
ち
ゅ
ん
く
と事
し
悪わ
っ

さ
ん
事
や
無
ん

人
の
た
め
は
か
つ
て
悪
し
き
事
は
な
い
と
の　
　
　
　

意

三
六
、
人ち
ゅ
う
う
や
も

敬
い
ど
自
己
敬
い

他
人
を
尊
敬
す
れ
ば
自
己
も
尊
敬
さ
る
る
の
意

三
七
、
一ち
い
う
く

日
後
れ
て
か
七な
ん
か
う
く
れ

日
後
り
ゆ
ん

一
日
後
る
れ
ば
七
日
後
れ
る
と
の
意

三
八
、
附ら
き
よ合
て
か
兄
き
ょ
う
で
ー弟

親
し
く
交
れ
ば
兄
弟
の
如
く
の
意

三
九
、
人
ち
ゆ
う
ま
じ
わ
り
い
ち
ば
ん
も
ん
つ
く
り
に
ば
ん

交
際
一
番
諸
作
二
番

多
忙
の
故
を
も
つ
て
社
交
を
忽
に
す
る
な
と
の

こ
と

四
〇
、
人
ね
ん
頼
た
ん
ば

つ
て
か
ら
脛す

ね

な
ん
馬ま

ぁ
つ
な
ぎ
ゅ

繋
ん

人
の
相
談
は
よ
く
聞
い
て
や
れ
と
の
意

四
一
、
人
と
鬼う
に

人
間
は
鬼
の
如
き
も
の
な
り
の
意

　

ヌ
の
部

四
二
、
布ぬ
る

や
横ぬ

き糸
か
ら
人
や
妻と
じ

か
ら

反
物
は
横
糸
如
何
に
よ
り
人
は
妻
如
何
に
よ
る

と
の
意

　

ワ
の
部

四
三
、
若わ
あ
ざ
ん
と
き

時
の
難
儀
や
買か
う

て
ん
ま
せ

子
供
の
時
の
難
儀
は
買
ふ
て
も
な
せ
と
の
意

四
四
、
悪わ
る
も
ん者
と
遊
で
か
悪
口
習な
ら

ゆ
ん
善ゐ
ー
ら
ゆ人
と
遊
で
か
善ゐ
ー
こ
と事
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し
ゆ
ん

悪
人
と
交
れ
ば
悪
口
を
お
ぼ
え
善
人
と
交
れ
ば

出
世
す
る
と
の
意

四
五
、
悪わ
る
ど
し
ゆ
う

友
寄
合
て
か
剣つ
る
ぎ
ん
ふ
あ
わ
ふ
ゐ
ー
ど
し

刃
逢
ひ
善
友
と
交
て
か
畳
た
た
み
お
も
て
く

表
踏

む
悪
友
と
寄
り
合
へ
ば
遂
に
危
険
其
の
身
に
及
び

善
友
と
交
れ
ば
平
安
其
の
身
に
及
ぶ
と
の
意

四
六
、
腹わ
た

ま
が
り
と
あ
る
胆き
む

ま
が
り
や
無
ん

ひ
も
じ
き
故
に
悪
事
を
な
す
と
の
意

　

カ
の
部

四
七
、
愛か
な
は
ん
く
ぁ
ー

児
や
よ
そ
に
む
ま
せ

可
愛
い
子
供
は
他
所
に
修
業
せ
し
め
よ
と
の
こ

と

四
八
、
烏が
ら

や
黒
は
や
ら
ん
口
ね
ん
憎
ら
り
ゆ
ん

鳥
〈
マ
マ
〉は
そ
の
羽
色
に
依
つ
て
悪
ま
れ
ず
口
ゆ
え
に

憎
ま
る
る
と
の
意

四
九
、
借
り
ん
や
笑わ
れ
づ
ら
む
ど

顔
返
し
ん
や
泣な
き
つ
ら顔

借
る
と
き
は
笑
顔
返
す
時
は
泣
顔
と
の
意

五
〇
、
倹
か
ん
じ
ゃ
く約
や
有
あ
う
ち
ん
間う
ち

倹
約
は
有
る
間
に
せ
よ
と
の
意

五
一
、
愛か
な

は
ん
夫と
じ
ゆ
と
か
ら
す
う
す
じ

婦
や
丘
上
な
ん
立た
た

り
ゆ
ん

可
愛
い
夫
婦
は
如
何
な
る
場
所
に
て
も
暮
さ
れ

る
と
の
意

五
二
、
食か

で
ど
武さ
む
れ士

武
士
も
食
は
ね
ば
何
も
出
来
ぬ
と
の
意

　

ヨ
の
部

五
三
、
飢よ
う

し
や
ど
甘ま
あ

は
、
愛か
な

は
ど
奇き
ゅ
ら
あ麗

ひ
も
じ
け
れ
ば
如
何
な
る
も
の
に
て
も
甘
い
、

可
愛
け
れ
ば
如
何
な
る
も
の
に
て
も
奇
麗
に
見

ゆ
と
の
意

　

タ
の
部

五
四
、
短
気
の
損そ
ん
き気
、
小
し
ょ
う
う
よ
く
だ
い
そ
ん

慾
大
損

短
気
す
れ
ば
損
に
な
り
小
慾
を
す
れ
ば
大
損
に

な
る

五
五
、
旅た
び
い
じ行
や
家や

の
茅が
や
く
べ壁
忘わ
っ
すん
な

旅
に
出
た
ら
よ
く
辛
抱
せ
よ
と
の
意

五
六
、
知た
ま
し慧
や
臍ふ
す

の
下
し
ゃ
あ
な
ん
持む
つ

ち
ゆ
ん
む
ん

知
慧
は
臍
の
下
に
持
て
よ
と
の
義

五
七
、
雇
た
ん
び
ち
ゅ
う
人
や
鳥
の
居
ら
ん
丈
か
っ
て

雇
人
は
鳥
の
内
に
入
ら
ん
丈
の
仕
事
よ
り
出
来

ぬ
意

五
八
、
旦だ
ん
な
か
あ

那
掛
り
ゆ
て
か
厳き
び

し
い
旦
那
掛か
あ

れ

旦
那
を
持
つ
な
ら
厳
し
い
主
人
が
よ
い
と
の
事

　

ナ
の
部

五
九
、
生な
ま
も
ん
し

物
知
り
の
大お
お
き
ず
も
と

痕
の
基

な
ま
か
じ
り
は
か
え
つ
て
わ
る
い

六
〇
、
難な
ん
ぎ儀
の
後あ
と

や
御く
わ
そ
き

馳
走

働
け
ば
後
は
楽
に
暮
せ
る
と
の
こ
と

六
一
、
七な
な
こ
ろ
び
や
お
き

転
八
起

七
転
八
起
と
の
こ
と

六
二
、
泣
き
ゆ
ん
子く
あ

ね
ん
ど
乳ち
ち
の飲
ま
し
ゆ
ん

泣
い
て
来
れ
ば
即
ち
た
よ
つ
て
来
れ
ば
誰
も
助

け
て
や
る
と
の
こ
と

　

ム
の
部

六
三
、
物む
ん
い
ゆ言
ん
者も
ん

ど
流
な
が
り
ば
し橋
に
つ
ま
り
ゆ
ん

余
計
な
こ
と
云
ふ
と
禍
遂
に
身
に
至
る
と
の
意

六
四
、
物む

ん
し
ぎ
ゅ
ら
あ

仕
奇
麗
と
子く
ゎ
し
ぎ
ゅ
ら
あ

産
奇
麗

物
事
を
奇
麗
に
す
る
者
は
奇
麗
な
子
供
を
産
む

と
の
義

　

ウ
の
部

六
五
、
思う
も

ひ
立
つ
日
が
吉き
ち
に
ね日

思
ひ
立
つ
日
が
吉
日
と
の
こ
と

六
六
、
親う
や

の
恩う
ん

や
子
ん
ね
ん
報う
ー

れ

親
の
恩
は
子
に
報
い
よ
と
の
義

六
七
、
親う
や
く
あ子
ま
家や
ー

や
持む
ち

ち
持
ち

親
子
も
世
帯
は
別
々
と
の
意

六
八
、
親う
お
う
が拝
で
神か
み
う
が拝
め

親
に
事
へ
て
神
を
拝
せ
よ
と
の
意

六
九
、
親う
や
て
ね
ん

丁
寧
し
か
自ど
ー
で
ー
ね
ん

分
丁
寧
さ
り
ゆ
ん

親
を
丁
寧
に
す
れ
ば
人
よ
り
自
分
も
丁
寧
に
せ

ら
る
る
も
の
な
り
と
の
義

七
〇
、
親う
き
ぶ
し
よ

不
幸
し
ゆ
ん
者
や
子
ね
ん
不し
ょ
よ幸
さ
り
ゆ
ん

親
に
不
親
切
に
す
れ
ば
子
よ
り
亦
不
親
切
を
受

く
る
と
の
意

七
一
、
親お
や
こ
う
こ
う

孝
行
し
か
立
か
ら
う
す
じ上
か
ら
水
の
出は

り
ゆ
ん

親
に
孝
行
す
れ
ば
水
な
き
所
よ
り
水
が
で
る
と

の
意

七
二
、
親
や
牛
の
毛
の
程
し
か
う
、
子く
あ

は
牛
の
角
の
程
し
か
う

親
は
子
の
事
を
牛
の
毛
程
に
思
へ
ど
も
子
供
は

親
の
事
を
牛
の
角
程
し
か
思
は
ぬ
と
の
義

七
三
、
嘘う
そ

や
膳ぜ
ん

の
周ま
わ
り囲

嘘
は
通
ら
な
い
と
の
意

七
四
、
浮う
き
よ世
は
金か
な
し
で

次
第

浮
世
は
金
次
第
と
の
義
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七
五
、
指う
び

や
前ま
へ

か
ん
ど
折を

ら
り
ゆ
ん

親
類
は
親
類
他
人
は
他
人
と
の
意
あ
り

七
六
、
内
ね
つ
く
へ
外
は
ぎ
ゅ
ら
ー麗

家
庭
内
に
て
小
言
ば
か
り
い
ふ
て
ゐ
る
が
人
に

対
し
て
は
地
蔵
顔
ば
か
り
し
て
居
る
を
言
ふ

〈
七
七
欠
カ
〉

　

オ
の
部

七
八
、「
お
ー
」
の
受
け
む
ん
や
ぶ
り
ね
ん

「
ハ
イ
」
と
い
ふ
事
に
失
敗
な
し

七
九
、
粟お
う
た
か糠
三
合
あ
て
か
養よ
う
し子
い
く
な

粟
糠
三
合
あ
れ
ば
養
子
に
行
く
な

　

ク
の
部

八
〇
、
子く
わ
な産
ち
親う
や
か
な愛
あ
思う
も

ゆ
ん

子
を
産
ん
で
親
の
慈
愛
が
忍
ば
る
る
と
の
意

八
一
、
子く
わ

ど
宝
た
か
ら

子
供
は
何
よ
り
宝
と
の
義

八
二
、
火く
わ
じ事
し
ゆ
ん
時と
き

や
斧ゆ
き
か
ま
さ

鎌
先
き
出
い
じ
や
せ

火
事
の
時
は
斧
鎌
先
き
に
出
せ
よ
と
の
義

八
三
、
黒く
ろ
が
ね
ひ
ば
し

金
火
箸
に
む
で
る
が
、
あ
で
ん
ま
親う
や

の
下げ
ち
そ
む

知
背

く
など

ん
な
こ
と
が
有
つ
て
も
親
の
命
に
背
く
な

八
四
、
黄く
が
ね金
手
遊
ば
す
な

立
派
な
手
を
遊
ば
す
な
と
の
意

八
五
、
五ご
し
ゃ
く尺
の
身か
ら
だ体
も
一い
っ
す
ん寸
の
舌す
ば

ね
ん
呑の

ま
り
ゆ
ん

五
尺
の
身
体
も
一
寸
の
舌
に
呑
ま
れ
る
と
の
意

八
六
、
言く
と
ば葉
の
銭
ぜ
ん
か
ね
い金
入
ら
ん

よ
く
人
に
挨
拶
せ
よ
と
の
意

八
七
、
口
な
ん
荷
持
た
す
な

い
は
ん
と
す
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ず
に
言
ふ
可
し

と
の
こ
と

　

ヤ
の
部

八
八
、
山
の
木
の
高
さ
風
に
揉
ま
れ
ゆ
り
肝
高
さ
や
他
所

ね
ん
揉
り
ゆ
ん

大
木
は
風
害
も
多
く
自
ら
高
ぶ
る
も
の
は
他
人

よ
り
迫
害
多
し
と
の
意

　

マ
の
部

八
九
、
待ま

つ
者む
ん

や
大う
ー
ゆ
つ

魚
釣
り
け
ん

気
長
く
待
つ
者
に
は
大
魚
が
釣
れ
る
と
の
意

九
〇
、
枡
ま
す
ゆ
く
は
か
り
ゆ
く

慾
秤
慾
す
る
な

枡
や
秤
の
慾
は
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
と
の
義

　

フ
の
部

九
一
、
船ふ
な
わ
た腹
や
満み
た

さ
つ
て
ん
ま
人
ち
ゅ
う
わ
た腹
や
み
た
さ
ら
ん

大
船
は
満
載
し
得
れ
ど
も
人
の
腹
は
満
た
さ
れ

ぬ
と
の
こ
と

　

エ
ヱ
の
部

九
二
、
焼え
ー
き
り切
ひ
じ
り
ぬ
き
よ
し
ゆ
た
は
ん

旧
縁
は
旧
に
復
し
易
し
と
の
こ
と

九
三
、
善え
ー
ご
と事
し
ゆ
ん
程
ふ
ど
ち
ゅ
ん
ま
た

人
股
く
ぐ
れ

善
事
を
す
れ
ば
す
れ
程
謙
遜
も
な
れ
よ
と
の
意

　

テ
の
部

九
四
、
手て

仕
事
や
大ふ
ー
み
ち
ば
た

道
端

手
仕
事
は
人
の
批
判
指
導
を
受
け
よ
と
の
意

九
五
、
手て
は
っ
ち
ょ
う

八
丁
、
口
く
ち
は
っ
ち
ょ
う

八
丁

手
も
よ
く
き
き
口
も
善
く
利
く
こ
と
を
い
ふ

九
六
、
敵て
き

や
味
方

敵
も
味
方
と
思
へ
と
の
意

　

ア
の
部

九
七
、
歩

あ
つ
き
ゅ
ん
も
ん

行
者
と
糞く
す
く履
み
ゆ
ん

歩
け
ば
こ
そ
余
計
な
こ
と
に
出
遭
ふ
と
の
義

九
八
、
当あ
た

て
砕く
だ

け
れ

当
つ
て
砕
け
よ
と
の
意

九
九
、
雨あ
め
ふ
り
ゆ
ん
と
き

降
ん
時
や
草さ

ば履
作つ
く

り
晴ひ
ゃ
　
り
ゆ
ん
と
き
あ
ん
じ
ゃ
つ
く

天
や
下
駄
作
れ

雨
天
に
は
草
履
を
作
り
晴
天
に
は
下
駄
を
作
り

て
不
時
の
用
意
を
為
せ
よ
と
の
意

一
〇
〇
、
有あ

ん
袖そ
で

や
振ふ

ら
り
ゆ
し
が
無ね

ん
袖す
で

や
振ふ

ら
ら
ん

な
い
袖
は
振
ら
れ
ぬ
と
の
意

一
〇
一
、
明あ
ち
ゃ日
の
仕し

ぎ

ゅ

う

と

き

ゆ

事
や
今
日
為
せ

明
日
の
仕
事
を
今
日
に
於
て
せ
よ
と
の
こ
と

一
〇
二
、
有
ん
ち
奢ふ
け

ん
な
、
無ね

ん
ち
悔く
や

む
な

富
め
り
と
て
奢
る
な
貧
乏
だ
と
て
悔
む
な

　

サ
の
部

一
〇
三
、
三み
ち
ゃ
ー
り
ゆ
う

人
寄
て
か
人
ち
ゅ
う
の
う
し
ゆ
言
ふ
な

三
人
寄
れ
ば
人
の
か
げ
言
云
ふ
な
の
義

一
〇
四
、
姑さ
と
う
や
む

親
持
ち
ゆ
か
た
ん
こ
や
立だ

ち

姑
親
持
ち
よ
り
も
夫
婦
世
帯
の
貧
乏
暮
し
が

勝
る

　

キ
の
部

一
〇
五
、
美
き
ゅ
ら
も
ん人
の
一ち
ゅ
は
な花

美
人
も
一
時
よ
と
の
意

一
〇
六
、
兄
き
ょ
う
で
ー弟
や
他た
に
ん人
の
初
は
じ
ま
り

兄
弟
は
他
人
の
初
り
の
意

一
〇
七
、
美
き
ゅ
ら
も
ん人
の
一ち
ゅ
く
せ癖

美
人
の
一
癖
と
い
ふ
こ
と

　

ユ
の
部
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一
〇
八
、
油
断
や
大う
ー
き
ず痕
の
基

油
断
大
敵
と
同
意

一
〇
九
、
怠ゆ
ん
ば
り
も
ん

惰
者
の
重う
む
に
む

荷
持
ち

怠
者
は
重
荷
を
持
つ
と
の
意

　

ミ
の
部

一
一
〇
、
見み

な習
れ
聞き

き
習な

れ

見
習
ひ
聞
き
習
ひ
と
の
意

一
一
一
、
新み
い
ゆ
め嫁
の
三み
つ
き
は
た
ら

月
働
き

新
婦
の
一
時
働
き
を
い
ふ

一
一
二
、
三み
は
ら
あ
つ

腹
集
ま
て
か
鬼う
に

な
り
ゆ
ん

腹
異
ひ
の
子
多
き
家
族
の
心
は
鬼
の
如
し
と

の
こ
と

一
一
三
、
み
や
ぢ
い
き
ね
ん
ま
着き

ん物

案
山
子
如
き
物
も
着
物
次
第
に
よ
く
見
え
る

と
の
意

一
一
四
、
み
ん
ぢ
河が
う

と
木き
ん
は
な上
か
ん
上ぬ
ぶ

り
ゆ
ん
者も
ん

や
守ま

ぶ護
り

ゆ
ん
神
の
居を

ら
ん

汎
濫
せ
る
河
と
木
の
上
に
上
る
も
の
は
守
る

神
な
し
と
の
こ
と

一
一
五
、
身み

す捨
て
て
ん
ま
世ゆ

す捨
て
ん
な

捨
て
罰
に
な
つ
て
も
社
会
公
衆
を
憚
れ
よ
と

の
こ
と

　

シ
の
部

一
一
六
、
籾し
る
し臼
の
あ
ん
家や

や
肥く
え

り
ゆ
り
挽ひ
き
う
し臼
の
あ
ん
家や

や

瘡や
せ

り
ゆ
ん

モ
ミ
臼
の
あ
る
家
は
肥
へ
る
挽
臼
の
あ
る
家

は
瘠
せ
る
と
の
意

一
一
七
、
急し

が
ば
緩ゆ
う
ゆ
う緩
と

急
が
ば
廻
れ
と
同
意

一
一
八
、
十

じ
ゅ
う
に
ん人
の
馬ば
か
ぐ
あ

鹿
子
ゆ
つ
か
一ち
ゅ
う
り人
の
知た

ま

し

き

慧
利
き

十
人
の
馬
鹿
子
よ
り
も
一
人
の
知
慧
あ
る
子

と
の
意

　

ヒ
の
部

一
一
九
、
火ひ
う
く
し

吹
竹
か
ら
浮う
き
ゆ
に

世
見
ち

小
さ
い
眼
光
を
も
つ
て
浮
世
を
見
て
居
る
と

の
義

　

補
遺
の
部

一
二
〇
、
姿
や
か
ま
ら
ん

姿
は
第
二
第
三
な
り
と
の
こ
と

一
二
一
、
損
さ
ば
祝
せ

失
望
す
る
な
と
の
意

一
二
二
、
剃
刀
買
ふ
ゆ
か
合
砥
買
へ

磨
と
の
意

一
二
三
、
慾
の
熊
だ
か
ま
た
張
り
ゆ
ん

余
り
に
慾
を
す
れ
ば
両
獣
に
爪
を
立
て
た
り

鷹
の
如
く
大
損
を
な
す
と
の
意

一
二
四
、
夜よ
る

の
家や
ん
く
べ壁
や
人
ち
ゅ
う

壁
に
耳
あ
り
と
同
意

一
二
五
、
夜
起
き
の
馬
鹿
朝
寝
の
貧
乏

早
く
起
き
早
く
寝
よ
と
の
意

一
二
六
、
大
浪
大
風
ま
一
息

怒
気
も
一
瞬
時
と
の
意

一
二
七
、
女
の
余
と
綱
の
余
や
無ね

ん

女
と
綱
と
は
い
く
ら
で
も
必
用
と
な
り

一
二
八
、
伯
父
伯
母
の
頭
や
死
じ
ん
ま
上
な
り
ゆ
ん

伯
父
伯
母
を
尊
べ
と
の
意

一
二
九
、
田
や
水
か
け
る
よ
り
ん
ま
心
か
け

田
は
常
に
見
廻
れ
と
の
意

一
三
〇
、
す
し
よ
ん
手
な
ん
ど
物
や
う
ち
よ
か
り
ゆ
ん

ケ
チ
ン
坊
に
な
る
な
と
の
意

一
三
一
、
針
盗
人
ど
糸
盗
人

針
盗
ん
だ
人
は
糸
を
盗
む
と
の
意

一
三
二
、
隠
し
事
の
漏
れ
や
つ
さ

隠
る
る
よ
り
表
は
る
る
は
た
し
と
の
意

一
三
三
、
打
た
ぬ
太
鼓
や
な
ら
ぬ

原
因
無
く
し
て
結
果
あ
る
な
し
と
の
意

一
三
四
、
猫
買こ
う

よ
り
肴
買
へ

　
　
　
　
　

猫
は
肴
の
あ
る
所
へ
あ
り
つ
く
と
の
意

一
三
五
、
高
木
の
下
ね
ん
小ひ
じ
や
き木
育
た
ぬ

富
豪
の
隣
り
に
貧
者
生
活
し
難
し
と
の
義

一
三
六
、
兄
弟
三
人
揃
て
か
ら
鬼
ま
と
り
ゆ
ん

兄
弟
三
人
に
て
は
如
何
な
る
強
敵
に
も
勝
つ

と
の
義

一
三
七
、
跳
ね
馬ま
ー

や
死
し
に
ゅ
ん
た
な
ん

悪
馬
は
死
す
迄
も
癖
が
直
ら
ぬ
と
の
義

一
三
八
、
親
の
奉
公
と
旦
那
の
奉
公
や
仕し
い
く
わ過
や
ね
ん

　
　
　
　
〈
釈
文
ナ
シ
〉

　

第
六
章　

遊
楽
事

一
、
正
月
の
事

　

新
年
の
こ
と
を
正
月
と
云
ふ
大
晦
日
の
夕
景
よ
り
毎
戸

門
松
（
松
、
椎
、
ゆ
ず
り
の
三
本
）
を
立
て
七
五
三
縄
を

張
り
（
七
五
三
縄
に
は
餅
、
昆
布
、
橙
、
木
炭
を
結
附
く
）

床
上
に
は
餅
其
他
の
装
飾
を
為
し
台
所
に
は
『
オ
ウ
バ
ン
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竿
』
と
云
ふ
椎
に
て
造
り
し
丸
太
の
木
を
東
西
に
架
し
豚

の
半
身
と
七
種
の
野
菜
を
提
げ
七
五
三
縄
を
張
る
こ
と
門

松
の
如
く
す
而
し
て
新
調
の
畳
を
敷
く
之
を
正
月
畳
と
云

ふ
。

　

正
月
元
旦
よ
り
三
日
迄
を
本
式
の
正
月
と
称
し
毎
日
早

朝
よ
り
夜
に
か
け
て
年
頭
廻
は
り
を
為
し
到
る
所
酒
宴
盛

ん
に
し
て
箸
戦
三
味
線
の
音
喧
し
四
日
よ
り
農
事
を
始
む

此
日
の
午
后
よ
り
亦
酒
宴
を
開
く
之
を
初
原
迎
と
云
ふ
七

日
に
七
日
正
月
と
し
て
七
草
粥
を
食
し
十
一
日
は
飾
物
を

取
除
き
餅
開
ら
き
あ
り
十
六
日
は
先
祖
正
月
と
て
墓
前
に

て
酒
宴
あ
り
二
十
日
は
送
正
月
と
称
し
て
最
終
の
飲
納
め

を
為
す
。

二
、三
大
遊
興
日

   

始
給
米
、
浜
下
、
十
五
夜
の
三
日
は
当
島
の
三
大
遊
興

日
な
り
。
始
給
米
は
六
月
中
の
一
日
を
撰
び
て
農
業
を
休

み
男
女
老
幼
晴
衣
を
装
ひ
酒
肴
を
相
携
へ
一
定
の
場
所
へ

相
集
り
闘
牛
、
角
力
、
手
踊
等
を
行
ひ
て
遊
興
を
尽
し
夕

景
よ
り
帰
宅
す
、
浜
下
は
七
月
中
の
一
日
を
卜
し
て
始
給

米
の
遊
楽
を
為
す
此
日
は
『
ネ
ン
ケ
ー
』
と
称
し
て
男
女

川
に
行
き
男
は
女
に
女
は
男
に
水
を
灌
掛
け
る
遊
び
を
為

す
所
も
あ
れ
ば
岸
頭
よ
り
川
中
若
く
は
海
中
に
投
身
し
て

遊
泳
を
試
み
る
所
も
あ
り
浮
舟
に
塔
載
し
て
会
場
へ
漕
出

し
舟
を
覆
へ
し
て
投
身
遊
泳
す
る
所
も
あ
り
し
と
云
ふ
、

十
五
夜
（
八
月
十
五
日
）
も
始
給
米
、
浜
下
の
如
く
遊
び

月
の
出
る
を
待
ち
て
綱
引
手
踊
等
を
為
し
殆
ん
ど
夜
を
徹

す
。

三
、
夏
目
踊

　

島
内
或
地
方
に
て
は
浜
下
の
翌
日
或
地
方
は
十
五
夜
の

翌
日
よ
り
夏
目
踊
と
称
へ
各
戸
順
次
相
回
は
り
て
輪
踊
を

為
す
之
れ
豊
作
を
祈
ら
ん
が
為
め
な
り
と
、
輪
踊
は
男
女

二
重
或
は
三
重
に
輪
を
為
し
太
鼓
を
鳴
ら
し
歌
を
謡
ひ
つ

つ
手
踊
を
為
す
、
踊
に
は
直
富
衆
踊
、
七
月
踊
阿
布
木
名

踊
、
グ
ス
ク
踊
等
其
種
類
甚
だ
多
し
。

四
、
闘
牛
会

   

闘
牛
は
骨
格
逞
し
き
も
の
を
撰
択
し
て
之
を
求
め
常
に

農
事
に
も
使
用
せ
ず
専
ら
闘
争
用
に
充
て
家
族
同
様
に
之

を
愛
し
其
肥
へ
太
る
を
何
よ
り
の
娯
み
と
し
闘
牛
会
近
づ

か
ば
鶏
肉
鶏
卵
等
を
与
ふ
愈
々
闘
は
す
場
合
に
至
れ
ば
飼

主
は
勿
論
其
一
族
若
く
は
贔
屓
の
者
共
牛
尾
に
附
き
て
応

援
を
為
す
な
り
而
し
て
勝
て
る
方
は
勝
祝
と
し
て
酒
宴
を

開
ら
き
興
を
尽
す
こ
と
盛
な
り
負
け
る
牛
は
或
は
重
傷
を

負
ひ
或
は
角
を
折
ら
れ
或
は
突
斃
さ
る
る
こ
と
あ
り
好
敵

手
と
来
れ
ば
三
四
時
間
以
上
に
渉
り
て
も
勝
負
を
決
せ
ず

終
に
引
離
す
こ
と
あ
り
。

五
、
角　

力
   

角
力
は
日
本
一
般
に
行
は
る
る
も
の
と
は
其
方
法
を
異

に
す
即
ち
双
方
腰
部
に
帯
を
纏
ひ
互
に
之
を
握
り
占
め
然

る
後
或
は
背
負
投
げ
を
為
し
或
は
己
の
足
を
以
て
対
手
の

足
を
押
す
等
色
々
な
る
手
段
を
施
し
敵
を
仰
向
か
せ
背
部

を
確
か
に
地
上
に
接
せ
し
む
れ
ば
勝
と
す
背
部
を
地
に
し

腹
部
が
上
に
な
ら
ざ
れ
ば
手
足
や
身
体
が
地
に
着
く
と
も

勝
負
に
関
せ
ざ
る
な
り
。

　

第
七
章　

〈
略
〉

第
三
編　

代
官
時
代

　

第
一
章
～
第
三
章　

〈
略
〉

　

第
四
章　

与
人
以
下
の
服
装
制
限

　

往
昔
よ
り
当
島
与
人
及
横
目
の
礼
服
は
、
花
金
の
笄
、

朝
衣
、
大
広
帯
、
胴
着
、
袴
を
用
ひ
、
其
以
下
の
諸
役
員

各
々
格
式
階
級
に
よ
り
て
、
服
装
定
ま
り
居
り
し
も
享
保

五
年
伊
仙
あ
つ
か
ひ
与
人
前
幸
上
藩
島
津
藩
主
に
謁
見
の

際
上
記
の
服
装
を
用
ひ
来
り
し
由
来
書
を
徴
さ
れ
程
な
く

金
銀
の
笄
と
紬
縞
及
絹
布
を
用
ふ
る
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た

り
、
蓋
し
当
時
藩
庁
が
島
民
の
人
権
を
無
視
し
、
品
位
を

卑
し
め
る
端
緒
を
爰
に
開
き
し
も
の
な
る
べ
し
。
爰
を
以

て
与
人
横
目
よ
り
嘆
願
書
を
差
出
し
漸
く
銀
の
髪
指
を
用

ふ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
り
、
其
の
禁
令
文
左
の
如
し
。

　
　
　

大
島
、
喜
界
、
徳
之
島
、
沖
永
良
部
島

　

右
四
島
与
人
横
目
是
迄
は
金
の
笄
並
に
朝
衣
広
帯
致
着

用
来
候
得
共
、
向
後
金
銀
髪
指
用
禁
止
真
鍮
髪
指
用
可
申

候
朝
衣
広
帯
は
与
人
横
目
目
指
筆
子
掟
迄
免
許
候

一
、
役
々
之
者
は
紬
着
用
は
令
免
許
候
絹
布
は
令
禁
止
候　

　

間
曾
て
着
用
致
間
敷
候

一
、
右
役
々
之
外
は
真
鍮
の
髪
差
を
用
ひ
木
綿
着
用
致
し

　

絹
布
並
紬
迄
も
曾
て
着
用
致
間
敷
候

右
之
通
可
申
渡
旨
弾
正
殿
御
差
図
に
て
候
以
上

　
　

享
保
五
年
十
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
治
兵
衛

徳
島
代
官
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」
資
料



　

第
五
章　

当
島
官
民
髪
指
物
制
限

　

安
政
六
年
二
月
当
島
官
民
の
髪
指
物
を
左
の
通
り
定
め

ら
れ
た
り
。

一
、
郷
士
格
＝
郷
士
格
嫡
子
＝
一
代
郷
士
格
＝
与
人
＝
与　

　

人
格

前
記
の
も
の
は
銀
菊
形
並
に
添
差
迄
二
本
用
ふ

べ
し

一
、一
代
郷
士
格
嫡
子
＝
惣
横
目
格

前
記
の
も
の
は
、
銀
菊
形
笄
真
鍮
並
に
銀
添
差

迄
二
本
用
ふ
べ
し

一
、
定
式
黍
横
目
＝
諸
横
目
格
＝
山
方
横
目
格

前
記
の
も
の
は
、
真
鍮
苺
形
並
に
真
鍮
添
差
迄

二
本
を
用
ふ
べ
し

一
、
掟
＝
目
指
＝
筆
子
＝
黍
見
廻
＝
黍
筆
子
＝
作
見
廻
＝

砂
糖
方
締
＝
代
官
所
書
役
＝
仮
屋
附
二
人
＝
郷
士
格

次
男
以
下
三
人
迄
＝
詰
役
子
供
＝
与
人
子
供
＝
定
式

惣
横
目
子
供
＝
定
式
外
与
人
嫡
子
＝
与
人
格
嫡
子
＝

定
式
黍
横
目
嫡
子

前
記
の
も
の
は
、
真
鍮
菊
形
並
に
真
鍮
添
差
迄

二
本
用
ふ
べ
し
。

一
、
郷
士
格
四
人
以
下
の
子
供
＝
一
代
郷
士
格
四
人
以
下

の
子
供
定
式
外
与
人
二
男
以
下
＝
与
人
二
男
以
下
＝

惣
横
目
二
男
以
下
＝
惣
横
目
格
二
男
以
下
＝
定
式
黍

横
目
二
男
以
下
＝
定
式
外
黍
横
目
以
下
役
々
子
供

前
記
の
も
の
は
、
真
鍮
添
差
一
本
を
用
ふ
べ
し

一
、
前
各
項
の
外
即
ち
一
般
の
農
民
は
鉄
の
添
差
一
本
と

す
。

　

第
六
章
～
第
十
二
章　

〈
略
〉

　

第
十
三
章　

宗　

教

　

当
島
人
が
迷
信
に
捉
わ
れ
易
き
こ
と
は
既
に
前
編
に
於

て
述
べ
た
り
而
し
て
巫
咀
あ
り
干
支
家
あ
り
易
者
あ
り
て

島
人
の
信
用
を
繋
ぎ
社
会
人
心
を
固
結
し
来
れ
り
呪
厭
に

よ
り
て
病
気
を
療
治
し
易
を
以
て
未
来
を
知
ら
し
む
る
が

如
き
は
確
か
に
迷
信
に
し
て
注
意
を
払
ふ
べ
き
こ
と
な
り

之
を
以
て
時
の
当
局
者
は
迷
信
を
除
去
し
神
社
を
中
心
と

し
て
国
民
道
徳
思
想
を
固
め
ん
と
腐
心
せ
り
。

（
一
）
呪
詛
禁
止

安
政
二
年
呪
咀
を
禁
止
せ
り
其
達
令
文
左
の
如
し

　

一
、
神
事
ト
名
付
女
共
奇
怪
ナ
ル
儀
共
取
企
テ
米
穀
ヲ

　
　

費
候
儀
ハ
屹
ト
不
相
成
段
被
仰
渡
置
候
儀
ニ
テ
不
可

　
　

然
事
候
ニ
付
右
式
ノ
儀
一
切
無
之
様
可
申
付
旨
被
仰

　
　

渡
其
段
ハ
先
キ
ニ
申
渡
通
リ
ニ
候
然
ル
所
是
迄
諸
人

　
　

致
作
家
候
節
又
ハ
元
服
祝
等
ニ
付
女
共
高
座
ヲ
張
リ

　
　

種
々
ノ
供
物
ヲ
貪
リ
二
石
余
計
ノ
財
物
を
費
サ
セ
其

　
　

外
家
々
ヘ
立
入
且
折
目
等
ノ
節
餅
ダ
ン
ゴ
等
ヲ
掠
取

　
　

妄
説
ヲ
以
て
愚
昧
ノ
男
女
ヲ
訛
シ
祈
念
等
相
願
候
様

　
　

ノ
申
掛
次
第
相
聞
ヘ
別
テ
不
届
ノ
至
候
得
共
前
文
通

　
　

リ
被
仰
渡
候
ニ
付
テ
ハ
猶
亦
屹
ト
取
違
無
之
様
可
申

　
　

付
候
乍
此
上
心
得
違
亦
々
内
々
ニ
テ
取
企
儀
モ
難
計

　
　

事
ニ
付
役
々
共
気
ヲ
ツ
ケ
罷
在
右
体
ノ
聞
ヘ
於
有
之

　
　

者
早
速
致
糺
方
其
段
可
申
出
候
左
候
ハ
バ
其
身
共
ハ

　
　

勿
論
祈
念
等
相
願
候
者
者
迄
モ
屹
ト
可
及
迷
惑
候

　

一
、
神
木
屋
ト
名
付
諸
所
ヘ
木
掛
相
見
ヘ
候
ニ
付
早
々

取
除
人
家
外
ヘ
持
越
焼
捨
申
付
候
左
候
テ
其
首
尾
申

出
候

　

一
、
ヨ
タ
共
儀
是
又
御
禁
制
之
事
ニ
テ
去
ル
戌
年
稠
敷

取
締
向
申
渡
此
上
相
行
候
モ
ノ
ハ
大
島
ノ
内
与
路
島

ヘ
遠
島
可
申
付
候
祈
念
相
願
候
モ
ノ
モ
糺
方
ノ
上
可

及
迷
惑
候
縦
令
役
々
雖
家
内
用
捨
無
之
儀
ハ
勿
論
依

時
宜
者
倭
ヘ
申
上
御
差
図
次
第
可
取
計
旨
申
渡
可
有

之
候
処
頃
日
諸
所
ヘ
密
々
取
行
候
モ
ノ
有
之
由
右
聞

ヘ
別
テ
不
届
ノ
至
リ
ニ
付
是
亦
役
々
共
気
ヲ
ツ
ケ
罷

在
見
聞
成
行
可
申
出
候
尤
右
式
ノ
モ
ノ
見
当
ラ
バ
早

速
相
捕
座
本
ヘ
相
付
者
迄
会
所
ヘ
列
越
其
届
可
申
出

候
者
糺
方
ノ
上
前
文
申
渡
通
リ
夫
々
可
及
取
扱
候

   　

右
之
通
申
渡
候
条
向
々
ヘ
申
渡
是
迄
神
方
ヘ
相
掛
候

　
　

モ
ノ
共
ヘ
別
テ
稠
敷
可
申
付
候

　
　

安
政
二
年
卯
十
二
月
五
日

代
官
速
水
郷
右
衛
門

三
間
切
与
人

斯
の
如
く
厳
禁
の
上
巫
女
廿
人
を
逮
捕
し
七
人
は
大
島
沖

永
良
部
島
へ
遠
島
し
他
は
将
来
を
戒
め
て
赦
免
を
命
ぜ
り

（
二
）
社　

寺

寛
文
十
年
諸
田
村
に
観
音
堂
を
建
設
し
後
亀
津
村
に
移
す

寛
永
七
年
亀
津
村
に
弁
天
堂
建
立
す

天
文
元
年
井
之
川
村
に
安
住
寺
建
立
し
住
僧
玄
信
来
島
せ

り
之
れ
よ
り
禅
宗
普
及
す
其
後
住
僧
礼
明
を
経
て
明
治
七

年
春
住
僧
白
英
来
島
せ
り
仝
年
冬
伊
仙
村
義
名
山
の
下
に

安
住
寺
移
転
、
文
化
八
年
面
縄
に
弁
財
天
堂
建
立

明
治
二
年
『
か
ん
ぎ
や
な
し
』
を
桎
梏
に
乗
せ
其
祭
祀
に

供
せ
し
衣
類
玉
を
集
め
て
之
を
焼
棄
せ
り
而
し
て
安
住
寺
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を
廃
し
亀
津
、
面
縄
、
阿
布
木
名
の
三
ケ
村
に
高
千
穂
神

社
を
建
設
せ
り

一　

大
麦
穂
峯
神
社

　

明
治
二
年
八
月
廿
八
日
亀
津
大
麦
穂
の
峯
に
奉
祀

一　

大
原
峯
神
社

　

明
治
二
年
九
月
十
二
日
阿
布
木
名
大
原
の
峯
に
奉
祀

一
、
大
瀬
峯
神
社

　

明
治
二
年
九
月
十
四
日
面
縄
大
瀬
の
峯
に
奉
祀

一
、
祭
神
一
座

　

神
鏡
一
面
方
三
寸
一
分　

台
雲
形
箔
塗

一
、
御
祭
日

　
　
　
　

亀
津　
　
　

二
月
初
の
酉
日
（
中
祭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
中
の
酉
日
（
大
祭
）

　
　
　
　

阿
布
木
名　

二
月
九
日　
　
（
中
祭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
九
日　
　
（
大
祭
）

　
　
　
　

面
縄　
　
　

二
月
九
日　
　
（
中
祭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
月
九
日　
　
（
大
祭
）

明
治
四
年
島
中
祈
願
の
為
め
亀
津
村
山
徳
善
外
五
人
私
財

を
投
じ
て
亀
津
に
菅
原
神
社
を
設
立
す

　

慶
応
元
年
兼
久
上
山
字
『
モ
ー
ル
ン
ツ
ツ
』
の
雑
木
を

花
徳
母
間
等
の
百
姓
等
が
濫
伐
し
て
其
処
を
開
墾
し
け
れ

ば
其
年
兼
久
の
牛
馬
の
斃
死
す
る
も
の
百
余
頭
に
及
べ
り

茲
に
於
て
仝
地
の
有
志
時
直
政
は
之
を
憂
ひ
亀
津
安
住
寺

の
開
教
師
を
招
き
悪
疫
掃
攘
を
為
さ
し
め
『
モ
ー
ル
ン
ツ

ツ
』
に
神
社
を
建
設
し
秋
葉
神
社
と
称
し
兼
久
の
氏
神
と

な
せ
り
。

（
三
）
先
祖
祭

　

十
月
の
亥
の
日
を
以
て
先
祖
祭
を
為
す
此
日
は
酒
肴
を

携
へ
て
墓
所
に
集
り
墓
前
に
於
て
酒
宴
を
開
く
但
し
全
島

中
東
部
は
十
月
亥
の
日
に
之
を
行
ふ
も
西
部
は
其
日
よ
り

七
日
目
に
行
ふ
之
は
昔
祭
日
を
一
定
せ
る
に
非
ず
し
て
役

人
之
を
定
め
使
者
を
以
て
全
島
へ
触
示
せ
し
め
居
り
し
に

或
年
其
任
に
当
り
し
使
者
東
部
よ
り
西
部
に
移
る
途
中
西

阿
木
名
に
於
て
昼
寝
を
為
し
目
醒
め
し
時
は
七
日
後
な
り

き
爰
に
於
て
驚
き
起
き
て
西
阿
木
名
よ
り
触
れ
始
め
西
へ

触
れ
回
り
し
を
以
て
西
阿
木
名
以
西
は
一
週
間
遅
れ
た
り

と
云
ふ
之
れ
よ
り
此
使
者
を
七
日
寝
太
郎
と
称
へ
た
り

と
。

　

第
十
四
章　

慶
長
以
来
の
善
行
者

（
一
）
～
（
六
）　
〈
略
〉

（
七
）
与
名
嶺
天
城
村
真
瀬
名
川
に
私
財
を
投
ず

　

天
文
元
年
旧
面
縄
間
切
喜
念
あ
つ
か
い
与
人
与
名
嶺
は

今
の
天
城
村
真
瀬
名
川
流
域
の
国
城
と
い
ふ
所
を
横
に
堀

切
り
水
を
通
し
川
筋
を
田
地
に
為
し
て
貧
民
へ
施
さ
ん
と

莫
大
の
私
財
を
投
ぜ
し
が
工
事
予
定
以
上
困
難
に
し
て
経

費
に
窮
せ
し
た
め
遂
に
竣
功
を
見
る
こ
と
と
能
は
ざ
り
し

と
は
遺
憾
の
至
り
な
り
。

（
八
）
～
（
十
八
）　
〈
略
〉

　

第
十
五
章　

〈
略
〉

　

第
十
六
章　

奴
隷
解
放

　

当
島
は
旧
来
の
慣
習
と
し
て
下
男
下
女
は
終
身
主
家
の

奴
隷
と
な
り
毫
頭
牛
馬
と
判
つ
こ
と
な
く
使
役
せ
ら
れ
下

女
若
し
子
を
産
め
ば
膝
素
立
と
称
し
て
亦
主
家
の
奴
隷
た

る
こ
と
免
れ
ざ
り
し
が
明
治
四
年
島
中
膝
素
立
並
に
下
男

下
女
は
凡
て
三
十
歳
以
上
は
相
当
身
代
を
払
は
せ
身
請
せ

し
む
べ
く
達
せ
ら
れ
た
り
之
れ
世
の
進
運
に
伴
ひ
旧
弊
一

洗
を
開
き
し
も
の
に
し
て
所
謂
奴
隷
解
放
の
福
音
な
り
き

然
る
に
其
後
彼
等
は
主
家
に
対
す
る
反
感
却
て
増
長
せ
り

一
例
を
挙
ぐ
れ
ば
阿
権
某
家
の
下
人
前
安
な
る
も
の
あ
り

全
島
の
下
人
を
無
代
に
て
身
請
せ
し
め
ん
と
企
て
片
端
よ

り
順
次
全
島
を
廻
は
り
下
人
を
煽
動
し
て
老
若
漏
れ
な
く

誘
出
し
徒
党
を
組
み
竹
棒
を
携
へ
つ
つ
示
威
的
に
各
村
を

踏
破
し
て
伊
仙
に
至
り
終
に
某
家
の
為
め
に
空
砲
に
て
追

散
ら
さ
れ
主
動
者
の
前
安
は
牢
獄
に
監
禁
さ
れ
し
こ
と
あ

り
奴
隷
解
放
に
突
上
り
て
斯
の
如
き
児
戯
を
演
ず
る
に
至

り
し
彼
等
の
愚
は
寧
ろ
憐
む
べ
し
。

　

第
十
七
章　

〈
略
〉

第
四
編　

支
庁
時
代

　
〈
略
〉

第
五
編　

現
時
代

　

第
一
章
～
第
四
章　

〈
略
〉

　

第
五
章　

聯
合
村
を
組
織
し
て
戸
長
役
場
を
置
く

　

明
治
二
十
一
年
旧
あ
つ
か
ひ
制
度
を
廃
し
全
島
の
行
政
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区
を
四
分
し
て
聯
合
村
を
組
織
し
一
聯
合
村
に
一
戸
長
役

場
を
設
置
し
役
場
に
戸
長
一
名
用
係
若
干
名
勧
業
委
員
一

名
学
務
委
員
一
名
を
置
き
て
事
務
に
当
ら
し
め
各
村
に
組

世
話
人
な
る
も
の
を
立
て
て
之
を
補
助
せ
し
め
た
り
行
政

区
域
は
亀
津
、
尾
母
、
白
井
、
亀
徳
、
徳
和
瀬
、
諸
田
、

神
之
嶺
、
井
之
川
、
下
久
志
の
九
ケ
村
を
一
区
域
と
し
て

戸
長
役
場
を
亀
津
に
置
き
之
を
称
し
て
亀
津
村
外
八
ケ
村

戸
長
役
場
と
云
ふ
（
俗
に
亀
津
方
と
云
ふ
）。

　

喜
念
、
佐
弁
、
目
手
久
、
面
縄
、
古
里
、
検
福
、
伊
仙
、

阿
三
、
阿
権
、
木
之
香
、
犬
田
布
、
崎
原
、
小
島
、
糸
木
名
、

八
重
竿
、
馬
根
、
中
山
の
十
七
ケ
村
を
聯
合
し
て
面
縄
に

戸
長
役
場
を
設
置
し
た
る
も
明
治
二
十
九
年
鹿
児
島
の
人

種
子
田
正
熊
戸
長
た
る
に
当
り
多
数
民
意
の
あ
る
所
を
察

し
聯
合
村
の
中
央
に
近
き
伊
仙
に
役
場
位
置
を
変
更
せ
り

伊
仙
村
外
十
六
ケ
村
戸
長
役
場
之
れ
な
り
（
俗
に
島
尻
方

と
云
ふ
）
爰
を
以
て
面
縄
以
東
の
人
民
大
に
之
を
喜
ば
ず

寄
留
民
後
醍
院
某
等
を
推
し
て
復
旧
運
動
を
試
み
た
る
も

終
に
其
功
な
く
為
め
に
東
西
両
派
に
分
れ
民
心
甚
だ
面
白

か
ら
ざ
り
し
が
近
年
民
智
の
進
む
に
従
ひ
蝸
牛
角
上
の
争

ひ
を
好
ま
ず
公
平
の
眼
を
放
つ
に
至
れ
り
西
阿
木
名
、
瀬

滝
、
大
津
川
、
兼
久
、
当
部
、
阿
布
木
名
、
浅
間
、
岡
前
、

松
原
、
与
名
間
の
十
ケ
村
を
聯
合
し
て
阿
布
木
名
に
戸
長

役
場
を
置
く
之
を
阿
布
木
名
村
外
九
ケ
村
戸
長
役
場
と
云

ふ
（
俗
に
云
ふ
西
方
之
な
り
）。

　

手
々
、
金
見
、
山
、
轟
、
花
徳
、
母
間
の
六
ケ
村
を
聯

合
し
て
山
に
戸
長
役
場
を
置
き
之
を
山
村
外
五
ケ
村
戸
長

役
場
と
云
ふ
（
俗
に
云
ふ
山
方
）。

　

第
六
章　

天
変
地
変
と
恩
賜

　

○
明
治
十
四
年
よ
り
仝
十
九
年
迄
は
毎
年
打
続
き
暴
風

襲
来
し
て
家
屋
並
に
農
作
物
等
に
被
害
尠
か
ら
ず
中
に
も

明
治
十
九
年
の
暴
風
は
最
も
猛
烈
を
極
め
た
り
其
節
波
浪

の
為
め
に
海
辺
に
打
揚
げ
ら
れ
し
魚
類
甚
だ
多
く
一
人
に

付
二
三
十
斤
以
上
拾
取
り
た
り
と
云
ふ
を
見
て
も
暴
風
の

猛
烈
な
り
し
こ
と
推
し
て
知
る
に
足
る
べ
し
前
泊
の
墓

地
が
悉
く
怒
涛
に
洗
流
さ
れ
鹿
浦
両
側
の
道
路
大
破
損

せ
し
も
当
時
暴
風
の
為
め
な
り
、
夫
れ
斯
の
如
く
し
て

家
屋
は
吹
倒
さ
れ
て
雨
路
を
凌
ぐ
の
途
な
く
農
作
物
は

焼
野
の
如
く
枯
死
し
て
生
命
を
繋
ぐ
に
苦
し
む
に
至
り

海
に
行
き
て
海
苔
を
摘
み
野
山
に
入
り
て
『
ツ
バ
』
を

採
り
バ
シ
（
植
物
の
根
）
を
掘
り
来
り
て
之
を
食
す
る

を
以
て
人
々
は
肉
落
ち
顔
面
蒼
白
を
呈
し
意
気
大
に
衰

へ
た
り
茲
に
於
て
其
筋
へ
歎
願
し
備
荒
儲
蓄
金
全
島
に

て
二
万
八
千
二
百
七
十
四
円
六
十
二
銭
五
厘
（
亀
津
村

八
千
〇
三
十
七
円
六
十
七
銭
、
島
尻
村
七
千
三
百
五
十
一

円
八
十
四
銭
七
厘
、
天
城
村
六
千
七
百
八
十
三
円
九
十
八

銭
九
厘
、
東
天
城
村
六
千
百
二
円
十
一
銭
九
厘
）
外
に
兇

荒
用
備
米
代
金
三
百
五
十
七
円
五
十
銭
の
救
助
を
受
け
翌

二
十
年
八
九
月
迄
漸
く
小
屋
掛
を
造
り
て
雨
露
を
凌
ぎ
生

命
を
繋
ぐ
を
得
た
り
。

　

○
明
治
廿
八
年
七
月
廿
三
日
午
後
六
時
よ
り
廿
四
日
午

前
二
時
迄
東
北
よ
り
暴
風
起
り
東
南
に
て
風
力
猛
烈
を
極

め
樹
木
を
倒
し
人
家
を
破
壊
し
沿
海
地
方
は
波
浪
甚
し
か

り
き
当
時
の
被
害
左
の
如
し
。

　
　

一
、
人
家
全
倒
三
千
八
百
六
十
五
棟

　
　

一
、
仝
半
倒
千
三
百
五
十
七
棟

　
　

一
、
仝
吹
剝
三
千
五
百
四
十
五
棟

　
　

一
、
仝
附
属
小
屋
仝
倒
千
五
百
三
十
六
棟

　
　

一
、
仝
半
倒
吹
剝
千
七
百
二
十
棟

　
　

一
、
流
失
百
九
十
八
棟

　
　

一
、
稲
十
分
の
九

　
　

一
、
甘
蔗
作
十
分
の
七

　
　

一
、
甘
藷
作
十
分
の
八

　
　

一
、
圧
死
十
二
人

　
　

一
、
畜
死
三
十
二
頭

　

夫
れ
斯
の
如
く
し
て
明
治
十
九
年
の
風
害
に
異
ら
ず
島

民
非
常
に
困
窮
を
極
め
け
れ
ば
小
屋
掛
料
を
請
願
し
漸
く

難
を
凌
げ
り
。
其
惨
状
を
被
思
召　

皇
后
陛
下
よ
り
圧
死

者
及
小
屋
掛
料
請
願
人
民
へ
救
助
金
と
し
て
御
下
賜
金
あ

り
た
り
。

　

○
明
治
三
十
八
年
十
一
月
三
日
暴
風
雨
起
り
て
天
長
節

の
儀
式
を
も
挙
行
し
得
ざ
り
き
此
時
汽
船
不
老
丸
平
土
野

港
に
て
破
壊
せ
り
。

　

○
明
治
四
十
四
年
六
月
十
五
日
午
後
十
時
頃
大
地
震
起

り
所
々
方
々
の
断
崖
や
石
垣
等
の
崩
壊
す
る
も
の
頗
る
多

く
道
路
に
亀
裂
を
生
じ
人
家
を
破
壊
し
人
畜
を
害
ふ
等
実

に
惨
憺
た
る
状
況
を
呈
せ
り
就
中
甚
し
き
は
島
尻
村
の
鹿

浦
港
に
し
て
西
側
の
断
崖
絶
壁
よ
り
巨
巌
崩
れ
落
ち
人
家

を
埋
没
し
人
畜
を
圧
死
し
て
見
る
に
忍
び
ざ
る
惨
状
を
極

め
た
り
。
死
傷
者
左
の
如
し
。

　
　

圧
死
者
五
人　
　
　

負
傷
者
六
人

此
震
災
に
つ
き
罹
災
者
救
恤
と
し
て　

天
皇
皇
后
両
陛
下

よ
り
御
下
賜
金
左
の
如
し
。
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島
尻
村
へ　
　
　

金
拾
参
円

　
　

死
者
五
人
へ　
　

金
五
拾
円

　
　

傷
者
六
人
へ　
　

金
拾
八
円

　

ア
ク
セ
ル
、
サ
ン
ド
ベ
ル
グ
氏
の
義
侠

　

右
地
震
の
為
死
亡
し
た
る
遺
族
扶
助
と
し
て
在
瑞
典

曲
『
ス
ト
ツ
ク
ホ
ル
ム
』『
ド
ミ
ニ
カ
ン
』
共
和
国
領
事

『
ア
ク
セ
ル
、
サ
ン
ド
ベ
ル
グ
』
氏
よ
り
金
二
百
三
十
一

円
五
十
銭
寄
贈
さ
れ
た
り
、
島
尻
村
分
配
交
附
高
金

百
九
十
二
円
九
十
二
銭
に
し
て
死
亡
者
一
人
に
つ
き

三
十
八
円
五
十
八
銭
づ
つ
な
り
き
。

　

ド
ミ
ニ
カ
ン
共
和
国
は
亜
米
利
加
洲
西
印
度
諸
島
中
の

一
小
共
和
国
サ
ン
ド
ミ
ン
ゴ
国
な
ら
ん
。

　

第
七
章
～
第
八
章　
　

〈
略
〉

　

第
九
章　

教　

育

　

明
治
十
二
年
従
前
の
寺
子
屋
的
変
則
学
校
を
廃
し
亀

津
、
浅
間
の
三
ケ
村
に
正
則
学
校
と
云
ふ
も
の
を
設
け
あ

り
し
が
明
治
二
十
年
全
島
に
十
八
校
の
簡
易
小
学
校
と

十
四
校
の
分
教
室
を
設
け
亀
津
に
は
簡
易
小
学
校
の
外
尋

常
小
学
校
一
校
高
等
小
学
校
一
校
を
置
け
り
。
当
時
の
生

徒
に
し
て
現
今
社
会
に
頭
角
を
顕
は
し
先
輩
の
地
位
に
あ

る
も
の
久
留
法
学
士
上
村
文
学
士
北
郷
文
学
士
等
を
劈
頭

に
学
者
官
吏
教
育
家
実
業
家
等
枚
挙
す
る
に
遑
あ
ら
ず
其

頃
は
所
々
に
私
塾
を
開
ら
き
漢
学
及
普
通
学
科
の
教
授
を

な
す
も
の
あ
り
き
平
土
野
に
於
け
る
吉
国
嘉
吉
（
鹿
児
島

人
）
宮
西
清
八
（
三
重
県
人
）
後
醍
院
良
季
（
鹿
児
島
人
）

等
顕
著
な
る
も
の
な
り
。

　

明
治
二
十
七
年
新
小
学
校
令
実
施
せ
ら
れ
従
来
の
簡
易

小
学
校
廃
止
と
同
時
に
方
々
に
尋
常
小
学
校
設
け
た
り
而

し
て
亀
津
阿
布
木
名
の
両
方
に
は
全
島
組
合
立
の
高
等
小

学
校
を
設
立
し
た
る
も
時
勢
の
進
運
に
伴
れ
て
之
を
以
つ

て
満
足
す
る
能
は
ず
明
治
三
十
四
年
に
至
り
組
合
を
解
き

伊
仙
、
花
徳
に
も
高
等
小
学
校
を
設
置
し
仝
三
十
六
年
各

村
高
等
小
学
校
共
其
地
尋
常
校
に
併
置
せ
り
仝
四
十
年
三

月
勅
令
第
五
二
号
を
以
て
小
学
令
中
に
改
正
を
加
へ
ら
れ

従
来
の
修
業
年
限
四
ケ
年
を
六
ケ
年
に
延
長
さ
れ
た
る
を

以
て
当
時
は
各
村
共
学
校
増
築
の
た
め
教
育
費
の
負
担
に

苦
し
め
り
。

大
正
五
年
天
城
村
に
阿
布
木
名
実
業
補
習
学
校
島
尻
村
に

伊
仙
実
業
補
習
学
校
設
置
さ
れ
た
り
何
れ
も
本
県
よ
り
毎

年
二
百
円
宛
の
補
助
を
受
く
る
こ
と
に
な
れ
り
。

　

現
今
亀
津
村
に
亀
津
尋
常
高
等
小
学
校
及
神
之
嶺
尾
母

両
尋
常
小
学
校
下
久
志
分
教
場
あ
り
島
尻
村
に
伊
仙
尋
常

小
学
校
（
伊
仙
実
業
補
修
学
校
附
設
）
面
縄
、
犬
田
布
両

尋
常
小
学
校
喜
念
、
阿
権
、
糸
木
名
三
分
教
場
あ
り
天
城

村
に
阿
布
木
名
尋
常
高
等
小
学
校
（
阿
布
木
名
実
業
補
習

学
校
附
設
）
岡
前
、
兼
久
、
西
阿
木
名
の
三
尋
常
小
学
校

当
部
分
教
場
あ
り
東
天
城
村
に
花
徳
尋
常
高
等
小
学
校
母

間
、
山
、
手
々
の
三
尋
常
小
学
校
あ
り
輓
近
各
学
校
共
歩

調
を
揃
へ
て
熱
烈
な
る
態
度
を
以
て
教
育
の
改
善
発
達
に

努
力
し
つ
つ
あ
る
が
如
し
研
究
機
関
と
し
て
は
一
校
に
は

一
校
の
研
究
会
あ
り
一
村
に
は
一
村
の
研
究
会
あ
り
全
島

に
は
本
郡
教
育
会
第
五
部
の
研
究
会
あ
り
て
教
育
上
の
研

究
を
な
し
復
時
時
聯
合
体
操
会
学
力
比
較
試
験
を
試
み
る

等
誠
に
喜
ば
し
き
現
象
を
呈
せ
り
。

　

第
十
章　

島
嶼
町
村
制
施
行

　

明
治
四
十
一
年
四
月
一
日
よ
り
島
嶼
町
村
制
施
行
せ
ら

れ
村
長
収
入
役
書
記
を
以
て
組
織
し
学
務
委
員
及
農
業
技

手
を
置
き
村
を
若
干
区
に
分
ち
区
長
を
置
き
区
長
の
下
に

補
助
役
を
設
置
す
る
こ
と
を
得
せ
し
め
村
長
と
収
入
役
は

県
知
事
之
を
任
免
し
書
記
、
学
務
委
員
、
農
業
技
手
、
区

長
等
は
島
司
之
を
任
免
す
る
こ
と
と
な
れ
り
行
政
区
画
は

従
来
の
聯
合
村
を
廃
合
し
て
左
の
如
く
定
め
た
り
。

　

○
亀
津
村　
　

役
場
位
置
＝
亀
津

　
　

区
域　
　

亀
津
、
亀
徳
、
諸
田
、
徳
和
瀬
、
神
之
嶺
、　

　
　
　
　
　
　

井
之
川　

下
久
志
、
尾
母
、
白
井

　

○
島
尻
村　
　

役
場
位
置
＝
伊
仙

　
　

区
域　
　

伊
仙
、
喜
念
、
佐
弁
、
目
手
久
、
面
縄
、　

　
　
　
　
　
　

古
里
、
検
福
、
中
山
、
馬
根
、
阿
三

　
　
　
　
　
　

阿
権
、
木
之
香
、
犬
田
布
、
崎
原
、
小
島
、

　
　
　
　
　
　

糸
木
名
、
八
重
竿

　

○
天
城
村　
　

役
場
位
置
＝
阿
布
木
名

　
　

区
域　
　

阿
布
木
名
、
西
阿
木
名
、
瀬
滝
、
大
津
川
、　　

　
　
　
　
　
　

兼
久
、
当
部
、
浅
間
、
岡
前
、
松
原

　
　
　
　
　
　

与
名
間
、
手
々
、
金
見
、
山
、
轟
、
花
徳
、

　
　
　
　
　
　

母
間

　

然
る
に
天
城
村
は
旧
山
方
と
西
方
と
を
合
併
し
た
る
結

果
一
村
と
し
て
は
余
り
に
広
過
ぎ
交
通
上
の
不
便
な
る
の

み
な
ら
ず
民
情
の
融
和
を
欠
き
村
治
上
甚
だ
面
白
か
ら
ざ

る
所
あ
る
を
以
て
大
正
四
年
四
月
一
日
旧
山
方
を
天
城
村

よ
り
分
割
し
て
一
村
と
な
し
東
天
城
村
と
称
せ
り
其
区
域

左
の
如
し
。
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○
東
天
城
村　
　

役
場
位
置
＝
山

　
　

区
域　
｛
山
、
手
々
、
金
見
、
轟
、
花
徳
、
母
間

　

第
十
一
章　

天
城
村
外
二
ケ
村
組
合

　

本
島
共
有
山
林
及
西
阿
木
名
村
外
三
十
三
村
有
土
地
に

関
す
る
共
同
事
務
処
理
の
た
め
明
治
四
十
二
年
五
月
全
島

各
村
組
合
を
設
置
せ
り
其
規
定
左
の
如
し
。

　
　

天
城
村
外
二
ケ
村
組
合
規
定

第
一
条　

本
組
合
ハ
徳
ノ
島
全
島
共
有
山
林
及
西
阿
木
村

名
外
三
十
三
村
有
土
地
に
関
ス
ル
事
務
処
理
ノ
タ
メ
左
ノ

町
村
ヲ
以
テ
組
織
ス

　
　

天
城
村　

亀
津
村　

島
尻
村

第
二
条　

本
組
合
ハ
天
城
村
外
二
ケ
村
組
合
ト
称
ス

第
三
条　

組
合
会
議
員
ハ
天
城
村
五
人
亀
津
村
三
人
島
尻

村
四
人
ト
シ
総
員
十
二
名
ヲ
以
テ
定
数
ト
ス

第
四
条　

組
合
会
議
員
ハ
組
合
内
各
村
会
議
員
ノ
互
選
ト

ス第
五
条　

組
合
議
員
ハ
村
会
議
員
ヲ
辞
シ
又
ハ
職
務
消
滅

シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
職
ヲ
失
フ
モ
ノ
ト
ス

第
六
条　

組
合
長
ハ
大
島
島
司
ト
シ
組
合
ノ
事
務
ニ
従
事

ス
ル
吏
員
ハ
組
合
長
之
ヲ
指
定
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
七
条　

組
合
長
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
組
合
長
ノ
指
定
シ
タ

ル
組
合
吏
員
之
ヲ
代
理
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
八
条　

組
合
会
ハ
組
合
長
又
ハ
其
代
理
者
ヲ
以
テ
議
長

ト
ス

第
九
条　

組
合
会
ハ
組
合
長
之
ヲ
召
集
ス
但
軽
易
ノ
事
件

ニ
付
テ
ハ
島
嶼
町
村
制
第
四
十
五
条
ノ
例
ニ
依
ル

第
十
条　

組
合
費
ハ
組
合
内
各
村
ノ
戸
数
ニ
応
ジ
テ
負
担

額
ヲ
定
メ
各
村
ニ
分
賦
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
一
条　

組
合
各
村
ニ
於
テ
前
条
ノ
分
賦
ヲ
受
ケ
タ
ル

ト
キ
ハ
之
ヲ
徴
収
シ
組
合
ニ
送
付
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
二
条　

組
合
ノ
歳
入
出
予
算
ハ
遅
ク
ト
モ
会
計
年
度

開
始
一
ケ
月
前
組
合
会
ノ
議
決
ヲ
経
ル
モ
ノ
ト
ス

附　

則

第
十
三
条　

本
年
度
予
算
ハ
組
合
設
置
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル

後
六
十
日
以
内
ニ
於
テ
組
合
会
ノ
議
決
を
経
ル
モ
ノ
ト
ス

附　

録

　

    〈
略
〉
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③
土
岐
善
作
に
よ
る
著
作

　

我
が
村
の
風
俗
習
慣
―
天
城
村
兼
久
―

　

こ
こ
に
述
べ
る
こ
と
は
我
々
の
先
祖
代
々
か
ら
、
我
が

村
で
行
わ
れ
て
来
て
い
る
風
俗
習
慣
で
あ
り
、
ま
た
未
来

も
行
わ
れ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
事
柄
で
、
是
は
元
よ
り
、

我
が
村
に
の
み
残
っ
て
居
る
事
柄
で
は
な
く
、
ど
こ
か
の

島
々
に
於
い
て
も
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
又
其
の
程
度

に
於
い
て
も
種
々
の
異
る
と
こ
ろ
は
あ
っ
て
も
、
皆
我
々

の
先
祖
が
何
か
の
因
に
つ
け
て
企
て
て
来
た
も
の
だ
と
思

う
。こ
こ
に
は
い
く
ら
か
の
迷
信
め
い
た
こ
と
は
あ
る
が
、

我
々
の
先
祖
が
、
そ
れ
を
信
じ
、
生
き
る
望
み
を
得
て
来

た
こ
と
は
確
実
だ
と
云
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
今

日
に
至
っ
て
も
、
形
式
的
に
は
な
っ
て
来
て
い
る
が
、
風

俗
習
慣
は
皆
生
活
を
真
善
美
化
す
る
手
段
な
れ
ど
も
、
亦

真
善
美
な
る
生
活
夫
自
身
に
外
な
ら
な
い
。
我
々
は
徒
に

遠
き
を
求
む
る
の
を
要
せ
ず
、
先
ず
眼
前
の
風
俗
を
探

り
、
其
の
善
を
長
じ
、
其
の
無
意
味
な
る
も
の
を
転
化
す

る
こ
と
を
要
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
私
の
村
で
今
日

も
残
っ
て
い
る
風
俗
習
慣
を
記
し
て
置
く
こ
と
に
し
た
。

　

先
ず
一
年
を
風
俗
習
慣
に
よ
っ
て
、イ
ヤ
シ
ヅ
キ
、キ
ュ

ウ
ラ
ヅ
キ（
善
意
）の
月
に
分
け
る
。
い
ず
れ
も
旧
月
も
っ

て
で
あ
る
。

①
一
月
、
五
月
、
九
月
、
此
等
の
月
を
イ
ヤ
シ
ヅ
キ
（
悪

月
）
と
い
っ
て
い
る
。

②
二
月
、
三
月
、
四
月
、
六
月
、
八
月
、
十
一
月
、
十
二

月
、
を
キ
ュ
ウ
ラ
ヅ
キ
（
善
月
）
と
云
っ
て
居
る
。

①
の
イ
ヤ
シ
月
。
こ
れ
を
悪
月
と
云
っ
て
き
ら
う
習
慣
が

あ
る
。
悪
月
と
は
、
縁
組
や
、
人
と
の
口
論
は
し
て
は
な

ら
ぬ
月
だ
と
し
て
村
人
達
の
中
に
つ
つ
し
ま
れ
て
居
る
月

で
あ
る
。若
し
此
等
の
月
に
於
い
て
縁
組
な
ど
し
た
場
合
、

う
ま
く
成
立
し
な
い
と
の
云
わ
れ
が
あ
る
。
ま
た
人
と
の

口
論
を
し
た
場
合
、
悪
影
響
が
及
び
て
来
る
と
の
云
わ
れ

て
あ
る
。
つ
ゝ
し
み
深
い
と
云
う
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ

て
尊
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
も
か
よ
う
な
迷
信
め
い

た
つ
つ
し
み
は
さ
け
た
い
も
の
で
あ
る
。

②
の
キ
ュ
ウ
ラ
ヅ
キ
。
二
月
、三
月
、四
月
、六
月
、八
月
、

十
月
、
十
一
月
、
十
二
月
、
此
等
の
月
は
キ
ュ
ウ
ラ
ヅ
キ

と
云
っ
て
居
り
、
此
の
月
に
い
か
よ
う
な
こ
と
を
為
し
て

も
か
ま
わ
ぬ
月
だ
と
さ
れ
て
居
る
。
若
し
縁
組
な
ど
が
あ

れ
ば
、
立
派
に
成
立
し
て
行
く
と
云
わ
れ
て
お
り
、
人
と

の
口
論
が
あ
っ
て
も
、
す
み
や
か
に
け
り
が
つ
く
と
云
わ

れ
て
居
る
。
こ
の
よ
う
に
一
年
を
善
悪
の
月
に
分
け
る
習

慣
が
あ
る
。

   

今
ま
で
は
一
年
の
善
悪
の
月
に
つ
い
て
述
べ
て
来
た

が
、こ
れ
か
ら
月
々
の
風
俗
習
慣
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

先
ず
正
月
に
な
れ
ば
各
人
の
家
に
門
松
を
立
て
る
。
こ

れ
は
日
本
の
習
わ
し
で
あ
る
が
、
だ
が
、
門
松
に
は
そ
れ　
　

の
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
松
は
真

栄
木
と
云
っ
て
、
春
夏
秋
冬
緑
に
し
て
長
き
年
に
わ
た
っ

て
栄
え
行
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
又
竹
を
立
て
る
か
は
ど

う
云
う
訳
か
と
云
え
ば
竹
も
春
夏
秋
冬
青
々
と
し
て
真
直

に
上
の
方
へ
伸
び
、
正
し
き
姿
を
以
て
参
上
っ
て
居
り
、

然
か
も
そ
の
名
を
「
タ
ケ
」
と
云
っ
て
い
る
。
山
な
ど
高

く
聳
え
て
い
る
も
の
を
「
何
嶽
」
と
云
い
、
或
は
キ
ノ
コ

な
ど
も
上
に
真
直
に
伸
び
る
所
か
ら
、「
松
た
け
」
と
云

う
。
或
は
「
た
け
は
ど
の
位
長
い
」
な
ど
と
云
っ
て
、
総

て「
タ
ケ
」と
は
真
直
に
進
ん
で
伸
び
て
行
く
意
味
を
有
っ

て
居
る
。
こ
う
云
う
意
味
の
あ
る
竹
を
松
に
添
え
て
立
て

て
、
注
連
縄
を
張
っ
て
弥
栄
を
祝
う
。
注
連
縄
は
い
か
な

る
意
味
が
あ
る
か
と
云
え
ば
天
照
大
御
神
の
天
の
石
屋
戸

に
隠
れ
た
時
に
、
渕
源
し
て
居
る
の
で
、
後
退
り
を
し
な

い
こ
と
を
現
し
、
同
時
に
此
の
注
連
縄
を
張
っ
た
間
は
神

様
の
御
支
配
に
な
る
所
で
、
其
の
所
に
は
明
き
、
清
き
神

様
が
お
い
で
に
な
り
、
如
何
な
る
矛
盾
も
此
の
内
に
入
れ

ば
円
満
に
美
化
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
矛
盾
反
対
を
統
一
し

て
こ
れ
を
真
善
美
に
す
る
と
云
う
意
味
を
有
っ
て
居
る
。

こ
の
よ
う
な
伝
説
が
あ
っ
て
正
月
の
門
松
を
立
て
る
は
組

に
な
っ
て
居
る
。

◎
ミ
ジ
ト
ゥ
イ
（
水
取
り
）

正
月
の
元
旦
の
朝
に
行
わ
れ
る
行
事
で
あ
る
。
こ
れ
は

決
っ
た
人
が
や
る
こ
と
で
、
元
旦
の
朝
に
そ
れ　
　

定
っ

た
場
所
（
井
戸
、
ま
た
は
小
川
）
へ
行
っ
て
水
神
祭
り
を

す
る
の
で
あ
る
。
家
か
ら
オ
ミ
キ（
酒
）を
持
参
し
て
定
っ

た
場
所
で
、
オ
ミ
キ
を
水
神
に
さ
さ
げ
、
と
な
え
る
。
今

年
も
善
き
年
で
あ
る
よ
う
に
、
誰
々
の
水
を
取
っ
て
あ
げ

ま
す
か
ら
と
云
っ
た
よ
う
に
と
な
え
る
の
で
あ
る
。
水
取

主
が
、
ね
ん
ぶ
つ
を
と
な
え
て
帰
っ
て
来
る
と
家
に
は
親

類
の
者
が
集
ま
っ
て
い
て
其
の
人
の
帰
り
を
迎
え
る
。
家

に
残
っ
て
居
る
親
類
ど
も
の
す
る
こ
と
を
ム
ケ
ミ
ジ
（
水
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迎
え
）と
云
う
。そ
し
て
そ
こ
の
家
で
オ
ミ
キ
を
分
ち
合
っ

て
祝
を
す
る
。
こ
れ
を
お
こ
た
っ
た
場
合
、
水
神
の
た
た

り
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
居
る
。
其
の
水
取
主
（
責
任
者
）

に
な
っ
て
い
る
家
族
、
ま
た
は
、
親
類
の
者
に
其
の
年
不

幸
が
あ
る
、
ま
た
は
、
誰
か
が
ハ
ブ
に
か
ま
れ
る
と
云
う

い
わ
れ
が
あ
る
。
此
の
水
取
り
行
事
は
、
一
月
と
八
月
と

に
年
二
回
あ
る
。

◎
ハ
チ
ハ
ル
（
野
良
仕
事
始
め
の
こ
と
を
云
う
。）

正
月
の
四
日
、
農
家
が
野
良
に
出
て
働
く
こ
と
を
意
味
す

る
。
此
の
日
、
野
良
仕
事
か
ら
帰
る
と
、
ハ
チ
ハ
ル
迎
え
、

と
云
っ
て
御
馳
走
を
出
す
習
慣
が
あ
る
。

◎
ナ
ン
カ
ソ
ウ
グ
ヮ
チ
（
一
月
の
七
日
の
こ
と
を
云
う
。）

又
は
人
日
（
ジ
ン
シ
ツ
）
と
も
云
う
。
正
月
の
七
日
に
当

る
の
で
あ
る
。
此
の
日
の
晩
に
七
品
の
這
入
っ
た
御
飯
を

つ
く
っ
て
食
う
習
が
あ
る
。
此
の
日
、
吃
る
子
供
の
い
る

人
は
、
七
軒
を
訪
問
し
て
此
の
七
品
の
這
入
っ
た
御
飯
を

吃
る
子
供
に
与
え
る
と
吃
り
が
な
お
る
と
の
い
わ
れ
が
あ

る
。

◎
マ
ン
キ
ヤ
シ
ビ
（
踊
っ
て
遊
ぶ
こ
と
）

一
月
七
日
の
晩
よ
り
、
二
十
日
の
晩
ま
で
一
定
し
た
場
所

に
老
人
青
年
を
と
わ
ず
集
っ
て
踊
り
を
し
て
遊
ぶ
こ
と
を

云
う
。

◎
ズ
ウ
ゴ
ン
チ
ソ
ウ
グ
ヮ
チ
（
正
月
の
十
五
日
の
こ
と
で

あ
る
）

此
の
日
必
ら
ず
豚
骨
を
食
う
習
慣
に
な
っ
て
い
る
。

◎
ウ
ヤ
ン
コ
（
先
祖
祭
り
の
こ
と
で
一
月
十
六
日
に
行
わ

れ
る
）

こ
れ
は
年
に
二
度
あ
る
。
一
月
十
六
日
と
十
月
き
の
え
う

ま
の
日
に
や
る
。
一
月
と
十
月
に
先
祖
祭
り
に
使
う
品
物

が
異
な
る
。一
月
の
先
祖
祭
り
は
必
ず
豚
肉
を
使
用
す
る
。

十
月
に
は
モ
チ
を
使
用
す
る
。先
祖
祭
り
は
朝
の
九
時
頃
、

そ
れ　
　

の
墓
へ
行
っ
て
先
祖
達
の
墓
参
を
す
る
の
で
あ

る
。
墓
参
が
終
る
と
、
親
類
の
者
に
昨
年
の
十
月
の
先
祖

祭
り
以
後
、
一
月
の
先
祖
祭
り
ま
で
に
死
ん
だ
人
が
あ
れ

ば
其
の
家
へ
行
っ
て
死
ん
だ
人
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
の
で

あ
る
。
旧
の
十
月
の
先
祖
祭
り
も
此
の
よ
う
な
仕
来
り
で

は
あ
る
が
、
十
月
の
先
祖
祭
り
は
き
の
え
の
午
〔
う
ま
〕

の
日
を
選
び
、
使
う
品
物
は
モ
チ
で
あ
る
。
十
月
の
先
祖

祭
り
は
必
ず
お
も
ち
を
し
ら
え
て
行
っ
て
先
祖
祭
り
を
す

る
。
な
ぜ
此
の
よ
う
な
異
っ
た
品
で
先
祖
祭
り
を
す
る
か

と
云
え
ば
、
正
月
は
各
人
の
家
で
豚
を
殺
す
こ
と
に
な
っ

て
居
る
。
豚
肉
を
使
用
し
て
先
祖
祭
り
を
す
る
の
は
、
今

年
も
豚
を
殺
し
、
立
派
な
正
月
が
出
来
ま
し
た
よ
と
の
先

祖
へ
の
感
謝
の
意
で
も
あ
る
。
又
、
十
月
に
お
も
ち
を
こ

し
ら
え
て
行
く
の
も
農
家
に
於
い
て
は
秋
の
収
穫
時
期
で

あ
り
、
秋
の
稲
の
収
穫
も
此
の
よ
う
に
よ
か
っ
た
と
の
知

ら
せ
と
共
に
、
先
祖
へ
の
感
謝
の
意
で
あ
る
。

◎
ウ
ガ
ミ
（
月
神
拝
み
）

一
月
と
十
月
に
こ
れ
を
行
う
。
一
月
の
十
三
日
の
晩
か
ら

始
っ
て
二
十
八
日
の
晩
ま
で
終
る
。
何
日
は
何
ど
し
の
ウ

ガ
ミ
、
何
日
は
何
ど
し
の
ウ
ガ
ミ
と
決
っ
て
居
る
。
こ
れ

は
特
別
の
家
庭
で
行
う
行
事
で
あ
る
。
病
気
に
か
か
ら
ぬ

よ
う
に
と
用
心
の
為
に
企
て
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
企
て

た
ら
、
子
供
、
ま
た
は
孫
に
至
る
ま
で
引
き
継
が
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
な
え
物
と
し
て
は
、米
を
粉
に
し
た
も
の
で
、

丸
い
ダ
ン
ゴ
を
こ
し
ら
え
て
そ
れ
に
オ
ミ
キ
（
酒
）
を
添

え
て
月
の
出
を
拝
み
祭
る
こ
と
で
あ
る
。

◎
シ
ク
（
三
月
三
日
、
昔
の
上
巳
（
じ
ょ
う
し
））

　

三
月
三
日
の
桃
の
節
供
。

◎
ジ
カ
（
地
火
）

三
月
の
未
〔
ひ
つ
じ
〕
の
日
に
当
る
。
此
の
日
農
家
に
於

い
て
田
植
え
を
す
る
こ
と
が
つ
つ
し
ま
れ
て
い
る
。
此
の

日
、
田
植
え
を
し
た
場
合
、
稲
が
か
れ
て
し
ま
う
と
の
い

わ
れ
が
あ
る
。

◎
シ
メ
イ
ワ
イ
（
仕
事
終
祝
）

五
月
五
日
、端
午
の
節
供
に
当
る
日
に
行
う
行
事
で
あ
る
。

其
の
日
ま
で
農
家
に
取
っ
て
は
忙
が
し
い
毎
日
で
あ
る
。

此
の
日
ま
で
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を
終
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

◎
シ
キ
ュ
マ

五
月
に
這
入
っ
て
「
か
ね
」
の
日
に
当
る
此
の
日
は
奉
公

人
の
為
に
も
う
け
た
日
で
あ
る
。
イ
モ
、
カ
ユ
を
す
っ
て

い
た
奉
公
人
に
対
し
て
此
の
日
御
馳
走
を
し
て
や
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。
主
人
の
は
か
ら
い
で
奉
公
人
を
楽
し
ま
せ

る
日
で
あ
る
。

◎
タ
モ
イ

五
月
に
這
入
っ
て
「
つ
ち
の
え
」
に
当
る
日
、
こ
れ
も
、

奉
公
人
の
為
に
も
う
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奉
公
人
達

が
妻
子
を
養
う
為
に
主
人
か
ら
金
銭
の
前
借
り
を
す
る
。

そ
れ
に
は
支
払
い
日
ま
で
利
息
が
つ
く
は
た
て
ま
え
で
は

あ
る
が
、
タ
モ
イ
（
次
の
日
）
が
来
れ
ば
金
銭
に
利
息
が

つ
か
ぬ
と
の
い
わ
れ
が
あ
る
。

◎
タ
ナ
バ
タ
（
七
夕
）

七
月
七
日
に
行
わ
れ
る
星
祭
。
此
の
日
、
タ
ナ
バ
タ
流
し
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と
云
っ
て
雨
が
降
る
と
の
い
わ
れ
が
あ
り
、
此
の
日
、
大

根
を
蒔
け
ば
立
派
に
実
る
と
云
わ
れ
て
い
る
。

◎
ア
ン
ジ
ャ
ニ
イ
（
悪
日
）

此
の
日
、
其
の
年
に
死
人
が
出
た
家
族
は
海
へ
行
っ
て
一

日
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
海
へ
行
っ
て
潮
で
身

を
清
め
、
不
幸
を
な
く
す
と
の
い
わ
れ
が
あ
る
。
ま
た
、

各
人
の
家
庭
で
は
此
の
日
に
限
っ
て
家
の
中
に
ア
オ
モ
ノ

（
野
菜
類
）
を
入
れ
な
い
。
ア
オ
モ
ノ
を
家
の
中
に
も
ち

込
む
と
ハ
ブ
が
這
入
っ
て
来
る
と
の
い
わ
れ
が
あ
る
。

◎
プ
ン
（
ぼ
ん
）

七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
行
わ
れ
る
。

◎
ハ
モ
リ
（
浜
下
り
）

七
月
に
這
入
っ
て
か
ら
二
十
日
頃
に
や
る
。

ハ
モ
リ
に
当
る
前
日
に
岩
フ
キ
と
云
う
の
が
あ
る
。
親
族

の
者
が
一
定
し
た
岩
を
有
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
責
任
者
が

い
る
。
此
の
岩
フ
キ
と
云
う
こ
と
は
責
任
者
に
当
る
人
が

や
る
こ
と
で
、
ハ
モ
リ
の
前
日
、
此
の
責
任
者
は
親
族
の

家
を
廻
っ
て
米
を
一
合
当
り
集
め
る
。
こ
れ
を
海
に
持
っ

て
行
く
。
そ
し
て
自
分
の
岩
に
米
の
豊
作
で
あ
る
よ
う
に

と
な
え
を
す
る
。
そ
し
て
其
の
米
を
そ
な
え
て
置
く
。
そ

し
て
岩
の
周
囲
を
掃
除
し
て
帰
る
。
持
っ
て
行
っ
た
米
は

其
の
日
、
責
任
者
の
報
酬
と
し
て
も
ら
う
。

ハ
モ
リ
の
当
日
は
各
人
の
家
か
ら
、
色
々
な
も
の
を
こ
し

ら
え
て
行
く
。
そ
の
中
か
ら
「
ム
ン
ハ
チ
」
と
云
っ
て
初

め
の
も
の
を
取
っ
て
、岩
の
下
に
ワ
ラ
で
丸
く
輪
を
作
り
、

十
文
字
に
タ
ケ
を
差
し
た
「
カ
シ
リ
」
の
上
に
供
物
を
し

て
、
女
の
人
達
が
米
の
豊
作
を
祈
る
。
そ
れ
が
終
る
と
岩

の
前
で
親
族
ど
も
が
酒
を
く
み
合
せ
て
祝
を
す
る
。
其
の

後
部
落
の
人
が
一
カ
所
に
集
っ
て
祝
を
す
る
。
一
方
其
の

年
に
、死
人
が
出
た
家
族
は
、海
へ
は
行
か
ず
、墓
へ
行
っ

て
祝
う
。
海
で
の
行
事
が
終
る
と
そ
れ　
　

帰
宅
す
る
の

だ
が
、
若
し
其
の
年
に
親
類
の
家
に
、
出
産
、
ま
た
は
死

人
の
あ
っ
た
場
合
は
ミ
イ
ハ
モ
リ
（
新
浜
下
り
）
と
云
っ

て
出
産
ま
た
は
死
人
の
あ
っ
た
家
へ
行
っ
て
祝
を
す
る
。

◎
モ
チ
タ
ボ
リ
（
も
ち
も
ら
い
）

七
月
の
浜
下
り
が
終
っ
て
一
週
間
目
に
当
る
日
に
行
う
行

事
で
あ
る
。子
供
達
を
楽
し
ま
せ
る
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、

ま
た
豊
作
を
祝
う
行
事
で
も
あ
る
。
子
供
達
を
楽
し
ま
せ

な
が
ら
豊
作
を
祝
お
う
と
す
る
親
心
か
ら
出
た
と
云
わ
れ

る
行
事
で
、
子
供
達
が
、
モ
チ
も
ら
い
の
歌
を
う
た
い
な

が
ら
、各
家
々
を
訪
問
し
て
モ
チ
を
も
ら
う
習
慣
で
あ
る
。

子
供
達
は
此
の
日
の
来
る
の
を
首
を
長
く
し
て
待
つ
の
で

あ
る
。

当
日
、
子
供
達
は
二
、三
人
の
仲
間
を
つ
く
っ
て
、
め
ん

で
顔
を
か
く
し
色
々
な
衣
裳
で
身
を
か
た
め
、
各
家
々
を

も
れ
な
く
訪
問
し
て
モ
チ
を
も
ら
う
。
各
家
々
は
子
供
達

の
為
に
多
く
の
モ
チ
を
こ
し
ら
え
て
置
く
。
そ
し
て
子
供

達
の
訪
問
を
待
っ
て
い
る
。
昔
は
此
の
行
事
は
夜
通
し

あ
っ
た
の
だ
そ
う
だ
が
、
今
日
で
は
午
後
八
時
頃
よ
り
始

ま
り
十
一
時
頃
ま
で
終
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

子
供
達
は
も
ら
っ
た
モ
チ
を
分
け
合
っ
て
そ
れ
を
家
に
持

ち
帰
り
、
得
意
気
に
モ
チ
の
数
を
親
に
知
ら
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

◎
八
月
十
五
夜

此
の
日
は
一
定
し
た
場
所
に
部
落
の
人
達
が
集
っ
て
青
年

達
の
相
撲
や
余
興
を
見
な
が
ら
祝
を
し
て
楽
し
む
…
。

夜
に
這
入
っ
て
綱
引
き
と
云
う
行
事
が
あ
る
。
綱
は
十
五

夜
の
前
日
に
青
年
達
が
各
家
々
か
ら
ワ
ラ
を
集
め
、
そ
れ

に
竹
を
入
れ
て
こ
し
ら
え
て
置
く
。
綱
引
き
は
県
道
で
行

わ
れ
る
の
だ
が
、
此
の
綱
引
き
に
参
加
し
て
綱
を
さ
わ
ら

ぬ
と
、
縁
起
が
悪
い
と
の
い
わ
れ
が
あ
る
の
で
、
病
人
以

外
の
人
が
此
の
綱
引
き
に
参
加
す
る
。
綱
引
き
は
上
方
、

下
方
に
分
け
て
行
う
の
だ
が
、
毎
年
、
上
方
に
勝
た
す
習

慣
に
な
っ
て
い
る
。
上
方
に
勝
た
さ
ぬ
と
其
の
年
の
イ
モ

の
出
来
ぐ
あ
い
が
悪
い
（
イ
モ
が
不
作
に
な
る
）
と
の
い

わ
れ
が
あ
る
。
綱
引
き
は
十
二
時
頃
ま
で
で
終
り
、
其
の

後
、
タ
チ
フ
ル
イ
（
立
踊
）
と
云
う
の
を
や
る
。
丸
く
円

を
つ
く
り
、手
と
足
と
を
歌
と
太
鼓
に
調
子
よ
く
あ
わ
し
、

ゆ
っ
く
り
と
円
を
ま
わ
っ
て
踊
る
の
で
あ
る
。

◎
九
月
九
日
（
重
陽
の
こ
と
、
菊
の
節
供
）

此
の
日
も
一
定
し
た
場
所
に
部
落
の
人
達
が
集
っ
て
祝
を

し
て
楽
し
く
過
ご
す
の
で
あ
る
。

◎
十
月
に
這
入
っ
て
ウ
ヤ
ン
コ
（
先
祖
祭
り
の
こ
と
）
と

云
う
の
が
あ
る
。き
の
え
の
午
の
日
に
此
の
行
事
は
や
る
。

こ
れ
は
、
前
に
も
述
べ
て
あ
る
の
で
こ
こ
で
は
略
す
。

以
上
、
私
達
の
村
で
行
わ
れ
て
来
て
い
る
風
俗
、
習
慣
、

ま
た
は
年
中
行
事
の
こ
と
に
就
い
て
述
べ
て
来
た
。
私
の

不
勉
強
の
為
、
起
源
、
ま
た
は
年
代
を
記
す
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
た
だ
私
な
り
の
見
聞
で

知
っ
た
こ
と
記
し
た
次
第
で
あ
る
。

（『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
四
号
、

　
　
　
　
　
　
　

奄
美
郷
土
研
究
会
、昭
和
三
七
年
一
月
）
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我
が
村
の
風
俗
習
慣
（
二
）

　
　
　
　
　
　

―
徳
之
島
天
城
村
兼
久
―

一
、
出
産
の
風
俗
習
慣

　

先
ず
人
が
生
ま
れ
て
来
る
と
き
は
、
自
分
は
此
の
家
に

生
ま
れ
よ
う
か
、
生
ま
れ
ま
い
か
、
或
は
生
ま
れ
た
方
が

宜
か
ろ
う
か
、
生
ま
れ
な
い
方
が
宜
か
ろ
う
か
と
言
う
風

に
、
理
屈
を
考
え
て
其
の
推
理
の
結
果
生
ま
れ
て
来
る
も

の
で
は
な
い
。
事
実
と
し
て
胎
内
に
宿
り
、
産
れ
月
が
来

る
と
、
自
か
ら
そ
の
中
に
い
る
に
お
ら
れ
ず
し
て
、
非
常

な
意
気
込
を
以
て
出
生
す
る
の
で
あ
る
。
又
産
む
方
も
そ

う
で
最
早
産
む
方
が
宜
か
ろ
う
か
、
も
う
少
し
産
ま
ず
に

置
こ
う
か
、
男
を
産
も
う
か
、
女
を
産
も
う
か
と
理
屈
を

考
え
て
か
ら
産
む
の
で
は
な
い
。
生
ま
れ
る
方
も
意
気
込

を
以
て
生
ま
れ
る
が
、
産
む
方
も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
産

む
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
る
と
、
そ
の
子
が
、
我
が

親
に
対
し
、
自
分
を
暗
い
処
に
長
く
置
い
て
甚
だ
不
都
合

だ
、
な
ど
と
理
屈
を
い
っ
て
噛
み
付
い
た
り
な
ど
せ
ぬ
。

又
、
親
も
子
供
に
対
し
、
此
の
子
は
人
の
腹
を
痛
め
さ
せ

苦
し
め
た
、
な
ど
と
い
っ
て
子
供
の
頭
を
叩
く
こ
と
は
せ

ぬ
。
双
方
一
生
懸
命
の
意
気
込
を
以
て
産
み
、
又
生
ま
る

る
の
で
あ
る
が
、
子
は
親
の
懐
に
抱
か
れ
て
安
心
し
、
親

は
子
を
見
て
自
分
の
腹
を
痛
め
た
こ
と
な
ど
は
す
っ
か
り

忘
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
経
験
の
あ
る
人
の
話
に
よ
る

と
、女
は
病
気
の
時
の
腹
痛
な
ど
は
よ
く
覚
え
て
い
る
が
、

子
を
産
む
に
つ
い
て
の
苦
し
み
や
、
腹
の
痛
か
っ
た
こ
と

な
ど
は
す
ぐ
に
忘
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
子

の
生
ま
れ
た
の
を
見
る
と
苦
し
み
は
悉
く
忘
れ
て
し
ま
う

そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
親
子
の
相
互
の
愛
が
あ
り
、
出
生

の
意
義
が
あ
る
。

　

私
の
村
で
行
わ
れ
て
い
る
出
産
の
時
の
習
慣
と
し
て

は
、
産
婦
が
初
産
の
時
は
、
実
家
へ
帰
っ
て
お
産
を
す
る
。

こ
れ
は
産
婦
が
、
実
家
で
自
由
が
き
き
、
又
、
子
の
親
と

最
早
な
ら
ん
と
す
る
産
婦
に
は
、
育
て
の
親
に
あ
ま
え
る

こ
と
も
出
来
、
そ
れ
だ
け
精
神
的
に
気
楽
に
な
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

子
が
産
ま
れ
る
と
す
ぐ
産
湯
を
使
わ
せ
る
。
こ
れ
は
ど

こ
で
も
同
じ
こ
と
を
行
う
の
で
は
あ
る
が
産
湯
を
使
わ
す

と
い
う
こ
と
は
禊
で
あ
る
。
禊
を
し
て
胎
内
で
の
穢
れ
を

祓
い
立
派
な
も
の
と
な
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
胎
内
で
は

眼
や
耳
や
鼻
や
口
を
有
っ
て
居
っ
て
も
用
を
な
さ
な
か
っ

た
の
が
、
此
の
世
に
生
ま
れ
出
ず
る
と
共
に
、
忽
ち
役
に

立
っ
て
来
て
先
ず
初
め
に
発
す
る
第
一
声
は
「
オ
ギ
ァ
、

オ
ギ
ァ
」
を
叫
ぶ
。
こ
こ
に
人
生
の
朝
が
現
れ
る
の
で
あ

る
。

　

赤
児
が
産
湯
を
使
わ
さ
れ
る
と
、
助
産
婦
か
ら
、
男
子

な
ら
ば
、
カ
マ
グ
ワ
と
云
う
仮
名
が
つ
け
ら
れ
る
。
女
子

な
ら
ば
、
ナ
ベ
グ
ワ
と
云
う
仮
名
が
つ
け
ら
れ
る
。
此
の

カ
マ
グ
ワ
、
ナ
ベ
グ
ワ
と
云
う
赤
児
に
つ
け
る
仮
名
は
、

日
常
我
々
が
使
用
し
て
い
る
、
鍋
・
釜
か
ら
関
連
し
て
来

て
い
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
が
生
活
し
て
行
く
上
に
鍋
釜

は
必
要
な
も
の
で
、
鍋
釜
が
二
つ
揃
っ
て
は
じ
め
て
人
間

生
活
が
営
ま
れ
、
鍋
釜
が
二
つ
揃
っ
て
食
物
を
煮
て
人
間

の
胃
袋
を
み
た
す
こ
と
が
出
来
る
と
の
こ
と
で
、
そ
れ
故

に
、
人
間
が
此
の
世
に
生
存
し
て
行
く
上
に
は
、
此
の
カ

マ
グ
ワ
・
ナ
ベ
グ
ワ
の
つ
け
ら
れ
た
男
女
が
揃
っ
て
は
じ

め
て
美
し
い
人
間
社
会
が
築
か
れ
て
行
く
と
云
う
意
味
を

有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

赤
児
に
カ
マ
グ
ワ
・
ナ
ベ
グ
ワ
の
仮
名
が
つ
け
ら
れ
る

と
同
時
に
、
赤
児
の
額
に
釜
の
黒
煙
が
助
産
婦
の
中
指
で

ぬ
り
つ
け
ら
れ
る
。
黒
煙
を
赤
児
の
額
の
中
央
に
ぬ
り
つ

け
て
置
く
こ
と
は
命
名
式
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
此
の

黒
煙
に
よ
っ
て
赤
児
に
悪
魔
を
よ
せ
つ
け
な
い
と
の
意
味

で
あ
る
。

◎
後
産
の
始
末

　

子
が
生
ま
れ
る
と
、
母
胎
か
ら
出
る
後
産
は
、
赤
児
が

男
子
で
あ
れ
ば
、
家
の
東
側
の
軒
下
に
埋
め
る
。
女
子
で

あ
れ
ば
、
家
の
南
側
の
軒
下
に
埋
め
る
。（
こ
れ
は
昔
の

こ
と
で
）
現
在
は
裏
庭
に
埋
め
て
い
る
。

　

後
産
を
埋
め
る
時
に
、
赤
児
の
ク
レ
チ
キ
と
云
っ
て
後

産
に
飯
の
重
湯
を
ふ
り
か
け
る
。
こ
れ
は
赤
児
の
将
来
を

米
飯
を
常
食
と
し
て
幸
せ
に
暮
し
て
行
く
よ
う
に
と
願
う

意
味
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

後
産
を
埋
め
に
行
く
時
に
、
後
産
を
埋
め
る
人
は
赤
児

が
男
子
な
ら
ば
、
真
面
目
顔
を
し
て
埋
め
る
よ
う
に
、
赤

児
が
女
子
な
ら
ば
、
後
産
を
埋
め
る
人
は
笑
顔
を
し
て
埋

め
る
よ
う
に
と
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
真
面
目
顔
と
、
笑
顔

を
し
て
後
産
を
埋
め
ね
ば
な
ら
ぬ
の
か
は
、
男
子
は
真
面

目
な
人
が
立
身
出
世
を
す
る
し
、
又
、
女
子
は
何
時
も
笑

顔
の
人
は
幸
せ
な
家
庭
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
と
の
意
味

を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
よ
う
に
後
産
を
仕
末

す
る
時
も
赤
児
の
将
来
の
幸
せ
を
願
う
と
言
う
習
慣
は
美

し
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

赤
児
が
生
ま
れ
て
七
日
目
に
ナ
ア
チ
キ
ユ
ワ
エ
（
七
夜
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祝
）
を
七
日
の
夜
に
行
う
。
こ
の
日
、赤
児
の
カ
マ
グ
ワ
・

ナ
ベ
グ
ワ
と
言
う
仮
名
で
は
な
く
新
た
に
赤
児
に
名
前
を

命
名
さ
れ
る
。

　

赤
児
が
生
ま
れ
て
か
ら
命
名
式
の
日
ま
で
に
ト
ン
ジ
ハ

ジ
メ
（
宮
参
、
又
は
産
土
参
の
こ
と
）
を
行
う
。
こ
れ

は
、
赤
児
が
男
子
の
場
合
と
女
子
の
場
合
は
異
な
る
。
赤

児
が
男
子
の
場
合
は
、
十
二
支
〈
十
干
ノ
誤
〉
の
（
か
の

え
・
か
の
と
）
日
に
当
る
時
に
行
う
。
又
女
子
の
場
合
は
、

十
二
支
の
（
み
づ
の
え
・
み
ず
の
と
）
に
当
る
日
に
行
う
。

十
二
支
の
か
の
と
、か
の
え
を
解
し
て
金
と
言
っ
て
居
り
、

又
十
二
支
の
み
づ
の
え
・
み
づ
の
と
を
解
し
て
水
と
言
っ

て
お
り
、
男
子
は
将
来
に
金
を
集
め
家
庭
を
築
く
こ
と
を

業
と
す
る
の
で
あ
る
し
、
女
子
は
台
所
で
何
時
も
水
仕
事

を
も
っ
て
業
と
す
る
意
味
で
こ
の
よ
う
な
風
習
が
行
わ
れ

て
来
て
い
る
。

　

ト
ン
ジ
ハ
ジ
メ
は
早
朝
に
母
子
共
に
家
の
下
玄
関
か
ら

外
出
し
、
表
玄
関
か
ら
這
入
っ
て
来
る
習
し
で
あ
る
。
家

の
中
で
は
、
モ
リ
ソ
を
仕
立
て
て
置
き
、
此
の
モ
リ
ソ
に

は
赤
児
が
男
子
で
あ
れ
ば
弓
矢
に
墨
筆
を
上
に
の
せ
て
置

く
。
赤
児
が
女
子
で
あ
れ
ば
、
フ
ヂ
キ
（
織
物
を
す
る
器

具
）
を
の
せ
て
置
く
。
母
子
が
ト
ン
ジ
ハ
ジ
メ
を
し
て
表

玄
関
か
ら
家
に
這
入
っ
て
来
る
と
直
ぐ
に
母
子
共
に
此
の

モ
リ
ソ
を
頂
く
。
此
の
場
合
、
赤
児
の
母
方
の
祖
母
の
手

に
よ
っ
て
赤
児
が
男
子
で
あ
れ
ば
、
墨
筆
と
弓
矢
を
つ
か

ま
え
さ
せ
ら
れ
る
。
赤
子
が
女
子
で
あ
れ
ば
フ
ヂ
キ
を
つ

か
ま
え
さ
せ
ら
れ
る
。（
こ
れ
は
、
昔
の
風
習
で
現
在
で

は
男
女
共
に
墨
筆
を
つ
か
ま
せ
て
い
る
。）
な
ぜ
こ
ん
な

習
し
が
あ
る
か
と
申
す
と
、
昔
は
男
子
は
弓
矢
を
持
っ
て

戦
争
に
出
か
け
て
お
り
、
そ
の
後
に
残
る
女
子
は
織
物
を

仕
事
と
し
て
生
活
を
営
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
又
、
男

子
は
墨
筆
を
つ
か
ま
せ
て
い
て
女
子
に
は
つ
か
ま
せ
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
昔
は
男
子
に
だ
け
学
問
の
自
由
が
許
さ

れ
、
男
子
だ
け
が
学
問
を
す
べ
き
も
の
だ
と
の
意
味
を
有

し
て
い
る
。
だ
が
今
日
に
な
っ
て
男
女
共
に
学
問
の
自
由

が
許
さ
れ
て
い
る
現
在
で
は
、
男
女
共
に
墨
筆
だ
け
が
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　

母
子
共
に
モ
リ
ソ
を
頂
き
、
赤
児
に
弓
矢
、
筆
墨
を
も

た
す
式
が
お
わ
る
と
赤
児
の
ク
レ
チ
キ
と
い
っ
て
ウ
バ
ゲ

エ
（
飯
に
味
噌
汁
、
塩
等
を
組
ん
だ
お
膳
）
を
出
す
。
こ

れ
は
母
子
共
々
の
幸
福
を
願
う
意
味
で
あ
る
。

　

産
婦
は
お
産
後
約
一
ケ
月
イ
ド
リ
バ
タ
に
と
じ
こ
も
っ

て
赤
児
の
世
話
な
り
、
産
後
の
自
分
自
身
の
体
の
養
生
を

す
る
。
産
婦
の
食
事
は
豚
肉
が
多
く
使
用
さ
れ
る
。
昔
は

お
産
が
あ
る
と
家
庭
で
豚
を
殺
し
お
産
を
し
た
人
に
食
べ

さ
せ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
。
現
在
で
も
産
婦
に

は
豚
肉
を
多
く
食
べ
さ
せ
る
。
豚
肉
と
い
っ
て
も
お
も
に

骨
盤
の
肉
と
頭
骨
の
肉
で
あ
る
。
産
後
豚
肉
を
常
食
さ
せ

る
こ
と
は
、
子
供
の
肌
色
が
よ
く
な
る
と
の
昔
か
ら
の
由

緒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
我
が
村
で
は
出
産
の
時
の
風
俗

習
慣
が
あ
る
。
又
人
間
が
出
生
す
る
と
次
に
必
ず
や
っ
て

来
る
の
は
死
で
あ
る
。

二
、
葬
式
の
風
俗
習
慣

　

私
の
村
で
の
死
の
時
の
風
俗
習
慣
を
述
べ
る
と
、
人
が

死
ぬ
と
、
直
ぐ
ア
ミ
イ
ソ
ウ
ジ
（
死
人
を
水
で
浴
せ
る
こ

と
）
を
す
る
。
こ
れ
は
出
産
の
時
の
産
湯
と
同
様
の
意
味

を
も
っ
て
い
て
、
現
世
で
の
穢
れ
を
祓
い
天
界
へ
行
く
よ

う
に
と
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

　

ア
ミ
イ
ソ
ウ
ジ
を
す
る
と
、
死
人
は
家
の
奥
の
間
に
西

枕
に
し
て
ね
か
し
、
死
人
の
枕
元
に
、
マ
ク
ラ
バ
ン
（
飯

を
お
茶
碗
に
山
盛
り
し
、
そ
れ
に
箸
を
二
本
十
字
に
し
て

差
し
込
ん
だ
も
の
）
を
置
く
。

　

死
人
は
死
ん
だ
そ
の
日
に
時
間
の
許
す
限
り
葬
式
を
行

う
の
で
あ
る
。
死
人
の
葬
式
は
村
人
こ
ぞ
っ
て
行
う
。
と

も
ら
い
客
は
、
男
子
は
、
死
人
の
葬
式
の
為
に
使
用
す
る

色
々
な
道
具
を
こ
し
ら
え
、
女
子
客
は
死
人
を
囲
み
、
互

い
に
死
を
悲
し
み
、
ウ
ヤ
モ
イ
を
す
る
（
死
を
悲
し
ん
で

歌
う
野
辺
送
り
の
歌
の
こ
と
）。

　

と
も
ら
い
客
に
死
人
の
出
た
家
か
ら
レ
イ
ゼ
ン
を
出
す

（「
霊
膳
」
と
も
ら
い
客
に
対
し
死
人
の
家
か
ら
返
礼
の
意

で
出
す
お
膳
の
こ
と
）。

　

レ
イ
ゼ
ン
が
と
も
ら
い
客
全
部
に
い
き
わ
た
る
と
死
人

を
納
棺
す
る
。
納
棺
の
時
に
死
人
は
奥
の
間
か
ら
表
間
に

運
ば
れ
、
畳
を
二
枚
に
重
ね
た
上
に
死
人
は
東
枕
に
し
て

ね
か
さ
れ
る
。い
よ
い
よ
天
国
へ
の
出
発
の
準
備
で
あ
る
。

表
間
に
運
ば
れ
た
死
人
の
頭
に
は
白
布
の
向
う
鉢
巻
を
さ

せ
る
。
着
物
は
三
つ
重
ね
（
着
物
を
三
枚
死
人
に
着
せ

る
）
又
は
七
つ
重
ね
（
着
物
を
七
枚
着
せ
る
）
を
し
て
着

せ
る
。
死
人
の
帯
は
肌
の
一
ま
わ
り
寸
法
の
白
布
の
帯
を

用
い
る
。
そ
し
て
死
人
を
納
棺
す
る
。
死
人
の
納
棺
の
時

に
、
親
族
以
外
の
人
は
皆
家
の
中
か
ら
外
へ
出
る
。
死
体

は
外
部
か
ら
見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
棺
の
中
に
納
め
る
。

　

死
体
は
棺
の
中
に
ト
ン
タ
チ
イ
リ
（
坐
棺
）
に
す
る
。

棺
の
中
に
納
ま
っ
た
死
体
に
は
、
テ
イ
ウ
チ
ケ
エ
（
杖
）

を
持
た
せ
る
。
此
の
テ
イ
ウ
チ
ケ
エ
は
、
こ
れ
か
ら
死
人
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が
長
い
長
い
一
人
旅
を
テ
イ
ウ
チ
ケ
エ
を
た
よ
り
に
し
て

つ
づ
け
て
行
く
よ
う
に
と
の
意
で
死
人
に
テ
イ
ウ
チ
ケ
エ

を
持
た
せ
る
の
で
あ
る
。

　

死
人
の
納
棺
が
お
わ
る
と
、
お
経
が
と
な
え
ら
れ
、
そ

れ
か
ら
出
棺
と
い
う
順
に
な
る
。
出
棺
は
午
後
の
三
時
～

四
時
と
な
っ
て
い
る
。

　

葬
式
に
行
く
列
は
、
シ
テ
バ
タ
（
赤
布
の
旗
、
こ
の
旗

に
は
死
人
の
霊
魂
が
宿
っ
て
い
る
と
の
由
緒
が
あ
る
）
が

先
頭
に
立
つ
、
其
の
後
に
マ
エ
ジ
ク
（
死
人
の
墓
前
に
供

え
物
を
す
る
お
膳
の
よ
う
な
も
の
）
其
の
次
に
マ
ク
ラ
バ

ン
、
こ
の
次
に
、
シ
ル
バ
タ
（
白
旗
）
こ
の
次
に
、
死
人

の
履
物
と
い
っ
た
順
に
並
び
、
こ
れ
ら
は
死
人
の
親
族
の

子
供
達
が
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
此
の
後
に
死
人
の

棺
が
四
人
の
若
者
達
に
か
つ
が
れ
て
並
び
、
死
人
の
棺
を

か
つ
ぐ
若
者
は
死
人
の
親
族
の
者
で
あ
る
。
棺
を
か
つ
ぐ

四
人
も
白
布
の
向
う
鉢
巻
を
し
め
る
。
死
人
の
棺
と
並
ん

で
死
人
の
家
族
の
女
の
人
が
一
人
着
物
を
裏
返
し
に
し
て

頭
か
ら
ほ
ほ
か
ぶ
り
に
し
て
歩
く
。
こ
れ
は
家
族
の
者
か

ら
死
者
を
出
し
た
と
の
こ
と
で
世
間
の
恥
を
し
の
ぐ
意
味

で
着
物
を
裏
返
し
に
し
て
外
部
に
顔
を
見
せ
な
い
よ
う
に

し
て
歩
く
の
で
あ
る
。
棺
の
後
か
ら
、
と
も
ら
い
客
の
女

子
達
が
ウ
ヤ
モ
イ
（
野
辺
送
り
の
歌
）
を
し
て
歩
き
、
其

の
後
か
ら
、
と
も
ら
い
客
の
男
子
が
並
ん
で
死
人
を
墓
ま

で
野
辺
送
り
を
す
る
の
で
あ
る
。

　

墓
の
手
前
に
来
る
と
、
先
頭
の
シ
テ
バ
タ
を
持
っ
た
子

供
か
ら
死
人
の
棺
を
か
つ
い
で
い
る
若
者
達
ま
で
、
左
ま

わ
り
を
三
回
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
死
者
の
魂
が

此
の
世
に
後
戻
り
し
な
い
よ
う
に
と
死
者
の
魂
に
道
を
迷

わ
す
と
の
意
味
で
あ
る
。こ
こ
で
マ
ク
ラ
バ
ン
は
捨
て
る
。

こ
う
し
て
墓
ま
で
着
く
と
、
死
人
の
棺
は
、
ナ
ワ
を
十
字

に
し
て
四
人
で
穴
の
中
に
吊
落
す
。
死
人
の
棺
を
穴
に
吊

落
す
と
、
死
人
の
家
族
の
女
が
先
に
死
人
の
棺
の
上
に
、

永
遠
の
別
れ
の
為
の
酒
を
ふ
り
か
け
る
。
つ
づ
い
て
親
族

の
女
達
が
そ
れ
ぞ
れ
死
者
と
の
別
れ
の
酒
を
ふ
り
か
け
る

と
、女
達
は
直
ぐ
に
墓
か
ら
ひ
き
あ
げ
て
行
く
。後
に
残
っ

た
男
達
が
死
人
の
棺
を
埋
め
て
帰
る
。

　

死
者
を
埋
葬
し
て
帰
宅
す
る
と
、
自
宅
で
塩
を
も
っ
て

悪
ば
ら
い
の
意
で
身
を
清
め
る
。
又
、
死
者
の
出
た
家
に

は
、
墓
か
ら
埋
葬
し
て
帰
る
客
達
の
為
に
マ
ス
ミ
ズ
（
塩

水
）
を
つ
く
っ
て
玄
関
先
に
出
し
て
置
く
。
埋
葬
し
て
死

者
の
家
に
帰
っ
た
人
達
は
此
の
マ
ス
ミ
ズ
で
身
を
清
め

る
。

　

死
者
の
家
か
ら
、
夕
方
に
な
る
と
、
子
供
が
三
人
で
死

者
の
墓
に
火
を
と
も
し
に
行
く
。
火
を
と
も
す
こ
と
は
死

後
、
一
週
間
ま
で
で
あ
る
。
だ
が
此
の
習
慣
は
現
在
で
は

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

死
者
の
家
に
夜
に
な
る
と
、
親
族
が
集
っ
て
来
る
。
死

人
の
死
を
悲
し
む
為
で
あ
る
。
親
族
達
は
死
者
の
家
で
夕

食
ま
で
食
べ
て
か
ら
帰
宅
す
る
の
で
あ
る
。
親
族
が
帰
宅

す
る
時
に
、
親
族
の
者
の
誰
か
に
死
人
の
為
の
夕
食
を
墓

の
手
前
ま
で
持
た
せ
る
。
夕
食
を
死
人
に
持
っ
て
行
く
時

は
、
タ
イ
マ
ツ
を
と
も
し
て
行
く
。
又
、
此
の
夕
食
と
一

緒
に
、
死
人
の
ア
ミ
ソ
ウ
ジ
に
使
用
し
た
、
柄
杓
や
、
死

人
の
ア
ミ
ソ
ウ
ジ
し
た
と
こ
ろ
の
床
板
の
切
片
に
木
灰
を

持
た
せ
る
。
此
の
後
に
、
死
者
の
家
で
は
、
家
の
中
を
箒

で
パ
タ
パ
タ
と
た
い
て
か
ら
、悪
は
ら
い
の
豆
蒔
を
す
る
。

　

葬
式
を
お
え
て
か
ら
一
週
間
は
毎
日
、
死
者
の
家
族
の

者
と
親
族
達
は
墓
参
り
に
行
く
。
死
後
、
三
日
目
に
ミ

キ
ャ
ワ
ア
リ
（
三
日
別
れ
）
の
意
で
死
者
の
知
人
達
も
此

の
日
は
墓
参
す
る
。
又
、
死
後
一
週
間
の
中
に
ミ
ズ
マ
ツ

リ
と
い
っ
て
親
族
知
人
を
招
い
て
死
者
の
最
初
の
供
養
を

行
う
。

　

死
後
、
一
週
間
毎
に
、
七
回
に
わ
た
っ
て
死
者
の
家
族

や
親
族
達
は
墓
参
を
す
る
。

　

死
後
一
ケ
月
目
に
年
忌
祭
の
最
初
の
供
養
を
行
う
。

　

死
後
四
十
九
日
目
に
死
人
の
死
体
と
の
最
後
の
別
れ
と

し
て
、四
十
九
個
の
ダ
ン
ゴ
を
こ
し
ら
え
て
墓
参
に
行
く
。

四
十
九
日
目
に
死
者
の
死
体
か
ら
肉
が
お
ち
、
骨
が
ば
ら

ば
ら
に
な
る
と
の
由
緒
が
あ
る
。
又
此
の
日
は
死
者
自
身

も
骨
が
ば
ら
ば
ら
に
な
る
の
を
悲
し
ん
で
泣
く
と
の
こ
と

で
、
生
者
が
四
十
九
個
の
ダ
ン
ゴ
を
こ
し
ら
え
て
墓
へ
行

き
、死
者
の
苦
し
さ
や
悲
し
さ
を
共
に
す
る
意
味
で
あ
る
。

此
の
日
は
、
墓
参
に
行
っ
た
人
達
は
皆
涙
を
流
し
て
死
者

の
死
体
と
最
後
の
別
れ
を
告
げ
る
も
の
で
あ
る
。

　

死
後
、
四
十
九
日
が
終
る
と
、
年
忌
の
供
養
を
行
う
。

年
忌
の
供
養
は
、一
年
忌
、三
年
忌
、七
年
忌
、十
三
年
忌
、

二
十
五
年
忌
、
三
十
三
年
忌
と
あ
る
。
一
年
忌
、
三
年

忌
、
七
年
忌
等
は
、
盛
大
な
供
養
は
行
わ
な
い
が
、
十
三

年
忌
、
十
七
年
忌
、
二
十
五
年
忌
、
三
十
三
年
忌
と
な
る

に
し
た
が
っ
て
、
盛
大
な
供
養
を
行
う
。
こ
と
に
二
十
五

年
忌
と
三
十
三
年
忌
は
遠
い
親
戚
を
招
い
て
供
養
を
盛
大

に
行
う
。
三
十
三
年
忌
の
供
養
を
最
後
に
、
故
人
の
霊
が

天
界
に
昇
る
と
の
こ
と
で
、
最
も
供
養
は
盛
大
に
す
る
。

三
十
五
年
忌
の
供
養
が
終
る
と
、
故
人
の
霊
魂
は
、
庭
先
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で
親
族
が
集
っ
て
焚
火
を
し
て
霊
牌
を
焚
火
に
く
べ
る
。

死
者
の
霊
魂
が
炎
と
な
っ
て
天
界
へ
昇
っ
て
行
く
と
の
意

味
で
あ
る
。

（『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
五
号
、

　
　
　
　
　
　
　

奄
美
郷
土
研
究
会
、昭
和
三
八
年
一
月
）

　

村
の
方
言
―
徳
之
島
天
城
村
兼
久
―

　

私
が
生
ま
れ
兼
久
部
落
の
方
言
を
こ
こ
に
集
め
記
す
る

こ
と
に
し
た
。

　

こ
れ
は
私
が
生
ま
れ
て
か
ら
、
三
十
年
間
、
村
に
居
た

当
時
、
耳
に
し
、
人
と
語
り
合
っ
て
来
た
方
言
を
思
い
起

こ
し
乍
ら
記
す
る
こ
と
に
し
た
。
村
を
離
れ
て
東
京
へ
出

て
か
ら
は
、
な
か
な
か
方
言
な
ど
語
る
こ
と
は
出
来
ず
、

村
に
居
た
当
時
を
な
つ
か
し
み
乍
ら
、
現
在
で
も
村
の
人

達
の
間
で
語
ら
れ
て
い
る
方
言
を
い
く
つ
か
拾
っ
て
記
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

村
の
方
言
に
つ
い
て
の
文
献
な
ど
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と

詳
し
く
調
べ
記
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
文
献
が
手

許
に
な
く
、
ま
た
村
を
離
れ
て
い
る
せ
い
で
、
方
言
語
社

会
の
言
語
体
系
の
記
述
と
説
明
が
不
十
分
と
な
っ
た
。

    

昭
和
四
十
三
年
初
夏　
　
　
　
　

東
京
に
て

「
ア
」

ア
イ　
　
　
　
　
　
「
動
」　

あ
る

ア
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

垢

ア
イ
キ
ョ
ネ
ン　
　
「
形
」　

無
愛
嬌

ア
イ
キ
ョ
ー
ム
ン　
「
副
」　

愛
想
の
よ
い
こ
と

ア
ッ
キ
ュ
イ　
　
　
「
動
」　

歩
く

ア
キ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

来
年

ア
カ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

姉

ア
ガ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　

痛
い

ア
ー
ガ
イ　
　
　
　
　
　
　

あ
か
り

ア
ガ
ン
イ
カ
ー　
　
　
　
　

あ
そ
こ
へ
行
け

ア
ウ
ダ
ー　
　
　
　
　
　
　

畚

ア
ー
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

赤
子

ア
ー
ガ
ァ
ト
イ　
　
　
　
　

明
る
い

ア
ー
イ
ン
チ
ャ　
　
　
　
　

赤
土

ア
グ
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　

顎

ア
ー
ギ
ン
ゲ
ー　
　
「
形
」　

大
き
い

ア
ク
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　

灰

ア
グ　
　
　
　
　
　
　
　
　

踵

ア
ク
イ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
く
び

ア
オ
ヌ
ギ
ャ　
　
　
　
　
　

青
大
将

ア
ー
ミ
ス　
　
　
　
　
　
　

味
噌
の
年
数
の
た
っ
た
味
噌　
　
　
　
　

ア
ー
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

交
差
点

ア
ク
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　

塵
芥

ア
ー
フ
ェ
ザ
ラ　
　
　
　
　

赤
と
ん
ぼ

ア
キ
ネ
ー　
　
　
　
　
　
　

交
換
、
家
畜
の
交
換　
　
　
　
　
　
　
　
　

ア
サ
ァ
ー
イ　
　
　
　
　
　

あ
さ
り

ア
ザ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　

痘
痕
、
あ
ば
た
、
ほ
く
ろ

ア
サ
ー
マ
イ　
　
　
「
形
」　

あ
さ
は
か
、
深
い
考
え
も
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

ア
サ
ー
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

日
に
乾
せ
る
米
麦
な
ど
手
に　
　
　 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
掻
き
廻
す

ア
ザ
ー
チ
カ
イ
ー
ヌ
ウ
ト
ゥ
ン
ザ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

父
違
い
の
兄
弟

ア
サ
シ
ト
ゥ
ミ
テ　
　
　
　

早
朝

ア
シ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　

中
食
、
午
食

ア
シ
ュ
ー
ム
ン　
　
　
　
　

あ
の
よ
う
な
物

ア
シ
ー
ガ
リ　
　
　
「
副
」　

あ
れ
ほ
ど

ア
ガ
ー
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

雨
が
や
む
、
晴
れ
る　
　
　
　
　
　

ア
ガ
ユ
イ　
　
　
　
「
動
」　

田
畑
の
仕
事
を
終
っ
て
家
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

帰
る
、
終
わ
る

ア
ジ
ー
ネ
ン　
　
　
「
形
」　

無
味
、
ま
ず
い

ア
ジ
ー
ウ
マ
イ　
　
「
形
」　

甘
い

ア
ジ
ー
ニ
イ　
　
　
「
動
」　

味
わ
う

ア
シ
ー
ビ　
　
　
　
　
　
　

遊
ぶ

ア
タ
ア
ミ　
　
　
　
　
　
　

夕
立

ア
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

汗

ア
シ
ャ
ー　
　
　
　
　
　
　

あ
ぶ
ら
蟬

ア
シ
ビ
イ
ナ
グ　
　
　
　
　

遊
女

ア
グ
マ
イ　
　
　
　
「
形
」　

眠
い

ア
タ
ダ
ン　
　
　
　
「
副
」　

つ
い
、
ふ
と
、
急
に

ア
タ
マ
ヌ
タ
ユ
イ　
　
　
　

才
能
が
あ
る

ア
ギ
ィ
ー
ユ
イ　
　
「
副
」　

吐
き
そ
う
な
さ
ま

ア
タ
ラ
イ　
　
　
　
「
形
」　

惜
し
い

ア
シ
ガ
チ　
　
　
　
「
副
」　

あ
わ
て
て
、

　
「
そ
ん
な
に
ア
シ
ガ
テ
起
き
な
い
で
も
い
い
」

ア
テ
ハ
ジ
リ　
　
　
　
　
　

的
外
れ

ア
ヂ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

父

ア
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
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ア
チ
ャ
ー　
　
　
　
　
　
　

明
日

ア
タ
ロ
ー　
　
　
　
　
　
　

蛙

ア
ッ
シ
ィ　
　
　
　
「
副
」　

あ
の
よ
う
に

ア
テ
ス
ー
イ　
　
　
「
動
」　

あ
て
に
す
る
、
期
待
す
る

ア
ッ
チ
ャ
ク
ッ
チ
ャ
「
副
」
彼
方
此
方
の
意
、
あ
べ
こ
べ

ア
ト
ー
ト
ゥ
ジ　
　
　
　
　

後
妻

ア
ト
ー
ト
イ　
　
　
　
　
　

家
督
相
続
人

ア
ー
チ
ャ
ヨ
ウ
ネ　
　
　
　

明
晩

ア
ビ
キ　
　
　
　

 　

 　
　

 

船
の
と
お
る
時
に
起
こ
る
波

ア
ビ
ィ
ー
ユ
イ　
　
　
　
　

呼
ぶ

ア
マ
ガ
サ　
　
　
　
　
　
　

月
の
か
さ
、
月
暈

ア
マ
ダ
イ　
　
　
　
　
　
　

軒
下

ア
ミ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

雨

ア
ヤ
グ　
　
　
　
　
　
　
　

も
ち
ご
め

ア
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
に
ま
じ
っ
て
い
る
籾

ア
ロ
ー
ウ
イ　
　
　
　
　
　

食
器
な
ど
洗
い
片
づ
け
る

ア
ッ
タ
ラ　
　
　
　
「
連
」　

あ
っ
た
ら
、
惜
し
い

ア
ワ
テ
ー
ユ
イ　
　
「
動
」　

あ
わ
て
る

ア
ブ
ラ
ー
グ
チ　
　
　
　
　

饒
舌
家
、
お
し
ゃ
べ
り

ア
ユ
ウ
イ　
　
　
　
　
　
　

そ
う
で
あ
る

ア
ラ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

返
事
の
詞
、
い
い
え
、
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
た
し
ま
し
て

ア
ラ
ン
イ
ィ　
　
　
　
　
　

虚
言
、
う
そ

ア
マ
イ
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

あ
ま
る
、
あ
ふ
れ
る

ア
ブ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

田
の
畦

ア
ラ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

荒
地

ア
リ
ー
シ
ャ　
　
　
「
副
」　

あ
れ
程

ア
ブ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

あ
ぶ
る
、
焼
く

ア
モ
ー
リ
ン
ム
ン　
　
　
　

無
籍
者

ア
ミ
カ
ヂ　
　
　
　
　
　
　

雨
と
共
に
吹
い
て
来
る
風

ア
マ
イ
ー
グ
ヮ　
　
　
　
　

あ
ま
り
に
親
に
慕
い
過
ぎ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子

ア
ワ
テ
ー
ム
ン　
　
　
　
　

性
急
者
、
せ
っ
か
ち

ア
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

あ
れ

ア
ラ
ジ
ー
バ
テ　
　
　
　
　

草
木
を
焼
き
は
ら
っ
て
開
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
た
畑

ア
ビ
ィ　
　
　
　
　
「
感
」　

お
や
、
お
や

ア
レ
ー
ラ
ン　
　
　
「
句
」　

あ
り
ま
せ
ん

ア
ン
ヂ
ャ　
　
　
　
　
　
　

下
駄

ア
ユ
ウ
イ　
　
　
　
　
　
　

そ
う
で
あ
る

ア
ン
ベ
エ
ネ
ン　
　
　
　
　

ぐ
あ
い
が
悪
い
、
体
の
調
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
悪
い

ア
ン
ム
チ
ー　
　
　
　
　
　

ぼ
た
餅

ア
ン
ザ
ァ
ー
イ
リ　
　
　
　

胡
坐
、
あ
ぐ
ら

ア
リ
ュ
イ　
　
　
　
「
動
」　

舌
な
ど
の
荒
れ
る
こ
と

ア
ン
ガ
ミ　
　
　
　
　
　
　

螻
蛄

ア
ミ
ィ
ネ
ゲ
エ　
　
　
　
　

雨
乞

ア
ン
ガ
ー
ミ　
　
　
　
　
　

宿
借

ア
ン
ジ
ョ　
　
　
　
　
　
　

蟻

「
イ
」

イ
キ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　

行
く

イ
カ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

行
け

イ
カ
ン　
　
　
　
　
「
句
」　

い
け
な
い
、
だ
め
だ

イ
カ
ン
チ
ス
イ　
　
「
動
」　

お
立
ち
に
な
ろ
う
と
す
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
出
に
な
ろ
う
と
す
る

イ
キ
ャ
マ
シ
ー
ナ
ン
「
句
」
し
ま
つ
が
つ
か
ぬ

イ
キ
シ
ー
ゴ
ロ
イ　
「
形
」
息
苦
し
い

イ
キ
ブ
ッ
ク　
　
　
　
　
　
「
息
袋
の
意
」
肺

イ
キ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　

池

イ
ー
キ
ィ　
　
　
　
　
　
　

鱗

イ
ー
キ
ー
ナ
テ　
　
「
動
」　

好
い
気
に
な
る

イ
キ
ー
ヨ
ウ　
　
　
　
　
　

別
れ
の
挨
拶
の
詞
、
さ
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ら

イ
キ
ー
ジ
マ
ッ
テ　
「
動
」　

い
き
づ
ま
っ
た
さ
ま

イ
ザ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　

と
げ
、
棘

イ
シ
ュ
ー
ガ
イ　
　
「
形
」　

忙
し
い
、
繁
忙

イ
ジ
ミ
ー
ユ
イ　
　
「
動
」　

叱
る
、
い
じ
め
る

イ
ジ
ャ
ン
チ
キ　
　
　
　
　

先
月

イ
ジ
ー
チ
イ　
　
　
「
句
」　

帰
宅
の
あ
い
さ
つ
の
詞
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
い
ま

イ
ジ
ー
キ
ュ
イ　
　
「
句
」　

出
か
け
の
挨
拶
の
詞
、
い
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
ま
い
り
ま
す

イ
シ
ュ
ガ
テ　
　
　
「
副
」　

急
い
で

イ
ジ
ョ
ウ
イ
ナ
グ　
　
　
　

強
気
な
女

イ
ズ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

泉

イ
ツ
ビ　
　
　
　
　
　
　
　

木
苺

イ
ー
ニ
ャ　
　
　
　
　
　
　

糞

イ
ッ
ト
キ　
　
　
　
「
副
」　

ち
ょ
っ
と
の
間
、
暫
く
の
間

イ
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　

早
く

イ
ー
リ　
　
　
　
　
　
　
　

女
か
ら
兄
弟
を
さ
し
て
い
う

イ
ッ
サ
ミ　
　
　
　
　
　
　

め
じ
ろ

イ
ー
チ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　

偉
い
人
、
大
し
た
者
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イ
チ
ブ
シ
ジ
ュ
ウ　
「
副
」　

初
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

終

イ
チ
バ
ン
ド
ウ
シ　
　
　
　

無
二
の
親
友

イ
チ
バ
ン
サ
キ
イ　
「
句
」　

第
一
番
に
、
ま
っ
さ
き
に

イ
ー
チ
ョ
ウ
ラ
イ　
　
　
　

晴
の
着
物

イ
チ
ン
ヤ
テ　
　
　
「
副
」　

何
時
で
も

イ
チ
マ　
　
　
　
　
「
副
」　

平
素
、
何
時
も

イ
ー
コ
ロ
ン
ク
ト　
　
　
　

言
い
に
く
い
事

イ
ー
ケ
エ
シ　
　
　
　
　
　

言
葉
返
し

イ
ー
チ
チ　
　
　
　
　
　
　

五
つ

イ
ト
ゥ
ー
マ
ン
イ
ナ
グ　
　

海
岸
で
漁
夫
か
ら
魚
を
買
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
っ
て
売
り
歩
く
女

イ
ー
チ
ャ
ナ
ガ　
　
　
　
　

長
さ
の
不
揃
い
な
こ
と

イ
ト
ゥ
ー
マ
ン
ブ
ニ　
　
　

丸
木
舟

イ
ナ
グ
ウ　
　
　
　
　
　
　

女

イ
ナ
ガ
ラ　
　
　
　
　
　
　

稲
の
刈
株

イ
ナ
ム
ギ　
　
　
　
　
　
　

小
麦

イ
ト
ゥ
ク
ウ
ナ
イ　
　
　
　

従
兄
弟
姉
妹
同
志
の
結
婚

イ
ナ
ァ
ビ
キ
ャ
イ　
　
　
　

い
な
び
か
り

イ
バ
ー
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

見
え
を
は
る

イ
ト
ゥ
ー
マ
ン　
　
　
　
　

漁
夫

イ
ビ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢
え
び

イ
ビ
マ
ク　
　
　
　
　
　
　

笊

イ
キ
ー
チ
キ
イ　
　
　
　
　

溜
息

イ
ャ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

君
、
お
前

イ
ャ
シ
ー
ム
ン　
　
　
　
　

貧
弱
者

イ
ャ
ー
ム
ン
ヤ　
　
　
　
　

貴
方
の
も
の
か
の
こ
と

イ
ャ
ー
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

叱
ら
れ
る

イ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
を
呼
ぶ
時
の
詞
、「
お
お
」

イ
ヤ
ァ
シ
イ　
　
　
「
動
」　

子
供
を
な
ぐ
さ
め
る

イ
ヤ
ッ
シ
ャ
ギ
ロ
イ　
「
形
」　

見
す
ぼ
ら
し
い
、
品
位
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い

イ
ヤ
ー
シ
グ
チ　
　
　
　
　
　

悪
口

イ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

魚

イ
ュ
ウ
ー
サ　
　
　
　
　
　
　

啞
者
、
お
し

イ
ー
ト
シ
シ
ュ
ー
テ　
「
句
」　

年
を
と
っ
て
い
な
が
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
い
年
を
し
て
、
大
き
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
り
を
し
て

イ
ュ
ン
フ
キ　
　
　
　
　
　
　

事
情
、
な
り
ゆ
き

イ
ュ
ン
ク
ト
キ
カ
ン　
「
形
」　

人
の
い
う
こ
と
を
聞
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
、
素
直
で
な
い

イ
ー
ノ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

藁
を
こ
い
て
稲
麦
な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

束
ね
る
に
用
い
る
物

イ
ネ
ー
マ
ン
ジ
ン　
　
　
　
　

稲
の
束
を
積
み
あ
げ
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の

イ
ネ
ー
ハ
ナ　
　
　
　
　
　
　

稲
の
花

イ
ヨ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

洞
、
ほ
ら
あ
な

イ
ラ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
ら
な
い

イ
ラ
ー
ア　
　
　
　
　
　
　
　

入
れ

イ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南

イ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

錐

イ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

犬

イ
ン
チ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

粘
土

イ
ン
ガ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　

男

イ
ン
ガ
ァ
ー
ン
ク
ヮ　
　
　
　

男
の
子

イ
ン
ベ
エ　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
も
ら
い
、
眼
ぶ
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腫
物

イ
ロ
ー
シ　
　
　
　
　
　
　
　

貸
す

イ
ン
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

注
連
、
し
め
な
わ

イ
ー
フ
ラ
ス
イ　
　
　
　
　
　

ふ
い
ち
ょ
う
す
る

イ
ー
シ
ン
ギ　
　
　
　
「
動
」　

吃
る

「
ウ
」

ウ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

豚

ウ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貴
殿
、
貴
方
様

ウ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

物
品
交
換
の
時
不
足
額
を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追
加
す
る
金
銭

ウ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

上

ウ
イ
カ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

追
手
風

ウ
ギ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

甘
蔗
、
さ
と
う
き
び

ウ
キ
ー
ウ
キ　
　
　
　
「
副
」　

心
の
落
ち
着
か
な
い
さ
ま

ウ
キ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖

ウ
シ
ン
コ
ウ
ー　
　
　
　
　
　

牛
皮

ウ
シ
ン
ヤ
ー　
　
　
　
　
　
　

牛
小
屋

ウ
ジ
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

鶉

ウ
シ
ー
ク
ェ
ム
ン　
　
「
形
」　

恐
ろ
し
く
大
き
い

ウ
チ
マ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

爪
先
を
内
側
に
向
け
て
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
こ
と
。
う
ち
が
ま

ウ
セ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

不
美
人

ウ
ッ
ト
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

弟

ウ
ッ
シ
イ　
　
　
　
　
「
句
」　

そ
う
で
あ
る
。
然
り

ウ
ガ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
こ
へ

ウ
チ　
　
　
　
　
　
　
「
動
」　

掘
り
か
え
す

　
「
畑
を
ウ
チ
き
た
」
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ウ
ッ
サ
ァ
ー　
　
　
　
「
句
」　

そ
れ
き
り

ウ
デ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
膊
、
腕

ウ
デ
ィ
ー
ク
デ
イ
バ
テ
「
句
」
腕
を
組
ん
で
威
勢
を
示
す

ウ
ト
ー
ゲ　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ご

ウ
ド
ゥ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

主
に
瓜
類
の
熟
す
る
こ
と

ウ
ド
ゥ
ド
ン
チ　
　
　
　
　
　

驚
く

ウ
ナ
ン
ド
ゥ
リ　
　
　
　
　
　

海
上
の
風
波
の
な
い
穏
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
な
凪
の
こ
と

ウ
ナ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

牝
牛

ウ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
か
ら
姉
妹
を
さ
し
て
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

ウ
セ
ブ
ク　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
が
雛
を
か
え
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣
を
つ
く
〈
る
脱
〉
事

ウ
ー
ド
イ　
　
　
　
　
　
　
　

牡
鶏

ウ
ー
ス
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

馬
牛
に
荷
を
負
わ
せ
る

ウ
バ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

叔
母

ウ
バ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
飯

ウ
ー
ス
ン
ク
ト
ネ
ン　
「
句
」　

そ
ん
な
こ
と
は
な
い

ウ
ー
ド　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒲
団

ウ
ビ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

桶
の
箍

ウ
ー
グ
レ
ム
ン　
　
　
　
　
　

大
食
者

ウ
ィ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

老
人

ウ
ビ
ィ
ラ
ー　
　
　
　
「
形
」　

く
べ
る
の
転
訛
、
燃
や
す

ウ
メ
ジ
ャ
チ　
　
　
　
「
動
」　

思
い
出
す

ウ
ゥ
ー
ネ　
　
　
「
牛
言
葉
」
左
へ
行
け
の
意

ウ
セ
ジ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

き
た
な
い
顔

ウ
ー
ブ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

大
臍
の
意

ウ
ー
ミ
チ
ユ
ワ
エ　
　
　
　
　

田
植
え
祝

ウ
ワ
マ
ー
イ
ナ
グ　
　
　
　
　

お
て
ん
ば
娘

ウ
ラ
ゲ
ー
シ　
　
　
　
　
　
　

物
を
干
す
時
に
幾
度
か
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

返
す
こ
と

ウ
ブ
ン
ク
ー
ユ
イ　
　
「
動
」　

溺
れ
る

ウ
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親

ウ
ラ
ハ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

反
対
、
あ
べ
こ
べ

ウ
ヤ
ユ
ビ　
　
　
　
　
　
　
　

拇
指

ウ
ウ
ー
マ　
　
　
　
　
　
　
　

老
馬

ウ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

老
人

ウ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ

ウ
リ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

月
経

ウ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
も
の

ウ
ワ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

り
ん
き
、
嫉
妬

ウ
ワ
ァ
ベ
ー　
　
　
　
　
　
　

外
観
、
見
か
け

ウ
ノ
チ
ン
チ　
　
　
　
「
動
」　

う
つ
む
く

ウ
ヤ
フ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

祖
先

ウ
ー
サ
ン
ゲ　
　
　
　
「
副
」　

多
く
さ
ん

ウ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海

ウ
ン
ア
ト　
　
　
　
　
「
副
」　

そ
の
後
に

ウ
ン
ト
キ　
　
　
　
　
　
　
　

機
会
、
折
、
き
っ
か
け

ウ
ン
ビ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

埋
め
る

ウ
ン
ジ
ー
ジ
キ　
　
　
　
　
　

腫
物
な
ど
が
膿
ん
で
痛
む

ウ
ン
ト
ゥ
カ
チ　
　
　
「
句
」　

そ
の
と
こ
ろ
へ
、
そ
こ
へ

「
オ
」

オ
カ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
食
物
、
お
か
ず

オ
ホ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

危
い

オ
シ
イ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

戸
棚
、
お
し
い
れ

オ
ー
サ
イ　
　
　
　
　
「
形
」　

危
い

オ
ト
ロ
イ　
　
　
　
　
「
形
」　

恐
ろ
し
い

オ
モ
テ
ン
ヤ
ン
メ
ェ　
　
　
　

前
庭
、
表
庭

オ
ッ
コ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

儲
け
る

オ
ー
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　

畚

オ
ー
ミ
ィ
ユ
イ　
　
　
　
　
　

い
じ
め
る

オ
ソ
ス
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

卵
を
か
え
す

「
カ
」

ガ
ァ
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

蝗
、
い
な
ご

ガ
ー
タ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　

ば
っ
た

カ
イ
バ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

粥
、
お
か
ゆ

カ
イ
ナ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

腕

カ
イ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

借
物

カ
キ
ー
ボ
ー
チ
ャ　
　
　
　
　

鬼
ご
っ
こ

カ
ガ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
冠
、
と
さ
か

カ
キ
ー
ゴ
ウ
ィ　
　
　
「
動
」　

代
金
を
拡
〈
払
誤
〉わ
ず
に
物
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け
取
る
、
か
け
で
買
う

カ
キ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供
の
ゆ
び
き
り

カ
ク
シ
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

私
生
児

カ
ク
マ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

か
こ
ま
れ
る

カ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陰

ガ
ー
タ
ン
ギ
ョ
ラ　
　
　
　
　

肩
を
組
む

カ
タ
ミ
ー
ワ
ー
リ　
　
　
　
　

遺
品
分
け
、
か
た
み
わ
け

カ
タ
ワ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

不
具
者

カ
タ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

履
物
の
片
一
方

カ
タ
キ
ュ
イ　
　
　
　
「
動
」　

傾
く

カ
タ
ジ
キ
ー
リ　
　
　
「
動
」　

か
た
づ
け
る
、
整
頓
す
る
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カ
タ
シ
ー
バ
ギ
ン　
　
　
　
　

着
物
の
す
そ
の
揃
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
と

カ
タ
ユ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

か
た
よ
る

カ
タ
ブ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

夕
立

カ
タ
ロ
イ　
　
　
　
　
「
動
」　

話
す

　
「
少
し
カ
タ
ロ
ッ
て
行
き
ま
せ
ん
か
」

カ
タ
ー
シ
マ
ト
イ　
　
「
形
」　

固
く
し
ま
っ
て
い
る

カ
ジ
ン
シ
ミ
イ　
　
　
　
　
　

水
に
も
ぐ
る

カ
ザ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

匂
、
臭
、
に
お
い

カ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風

カ
ー
ク
ウ
ユ
イ　
　
　
「
動
」　

隠
れ
る

ガ
ザ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚊

カ
ー
シ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
わ
め
し

ガ
ジ
マ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

榕
樹

カ
シ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭
の
腫
物

カ
チ　
　
　
　
　
　
　
「
助
」　

へ
、
の
許
へ
、

　
「
先
生
の
家
カ
チ
行
く
」

カ
ッ
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
由

　
「
貴
方
の
カ
ッ
テ
に
さ
せ
な
い
」

ガ
チ
ー
ナ　
　
　
　
　
「
助
」　

が
て
ら
、
な
が
ら

　
「
食
事
し
ガ
チ
ー
ナ
本
を
読
む
」

カ
ッ
チ
グ
ヒ　
　
　
　
「
副
」　

貪
り
食
う
さ
ま

カ
ド
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

門

カ
チ
ー
ム
ン　
　
　
　
「
形
」　

飢
え
て
物
を
食
べ
た
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ま

カ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
わ
い
い

カ
ナ
ケ
ェ　
　
　
　
　
「
連
」　

か
わ
い
ら
し
い

カ
テ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

感
覚

　
「
手
が
し
び
れ
て
カ
テ
ー
が
悪
く
な
っ
た
」

カ
ナ
ケ
ー　
　
　
　
　
「
形
」　

い
と
し
い
、
か
わ
い
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

カ
ナ
カ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　

猫
を
呼
ぶ
詞

ガ
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

烏

カ
ミ
ィ
ザ　
　
　
　
　
　
　
　

上
席

カ
ラ
ヂ　
　
　
　
　
　
　
　
　

頭

カ
ラ
ジ
ヌ
ヤ
ミ
イ　
　
「
動
」　

頭
痛
が
す
る

カ
ラ
ー
ゲ
ン
キ　
　
　
　
　
　

虚
勢
を
張
る

カ
ヨ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

櫂

カ
ー
ジ
ク　
　
　
　
　
「
動
」　

引
っ
か
く

カ
ラ
ー
コ
ウ　
　
　
　
　
　
　

あ
ぶ
ら
虫

カ
ブ
ー
テ　
　
　
　
　
「
動
」　

か
ぶ
る
、
被
る

カ
ミ
ー
リ　
　
　
　
　
「
動
」　

頭
に
物
を
の
せ
る

カ
ビ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝶

カ
ラ
グ
チ　
　
　
　
　
　
　
　

何
も
食
べ
な
い

　
「
食
事
時
だ
の
に
カ
ラ
グ
チ
で
帰
す
な
」

カ
ラ
ン
ヂ
ン
キ
ィ　
　
　
　
　

頭
髪

カ
ラ
マ
チ　
　
　
　
　
　
　
　

網
や
縄
な
ど
の
綯
い
方
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
揃
い
な
こ
と

ガ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

ガ
ラ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

烏

カ
ワ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
り

カ
ン
ミ
ー
リ　
　
　
　
　
　
　

物
を
か
く
す

カ
ン
ヂ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

か
ず
ら

カ
ン
ザ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　

芋
の
茎

カ
ン
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

雷

カ
ン
ナ
イ
マ
ミ　
　
　
　
　
　

そ
ら
ま
め

ガ
ワ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
童
、
か
っ
ぱ

カ
ン
ジ
ョ
イ　
　
　
　
「
動
」　

数
え
る

カ
ン
マ
キ　
　
　
　
　
「
動
」　

寒
さ
に
弱
る

カ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寒
さ

「
キ
」

キ
ー
カ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
切
り
株

キ
キ
ワ
キ
ー
ネ
ー
ム
ン　
　
　

聞
き
分
け
の
無
い
者

キ
カ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

言
い
つ
け
ら
れ
た
事
を
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
ざ
り
に
す
る

キ
タ
ー
ネ
ー
ケ　
　
　
「
形
」　

き
た
な
ら
し
い

キ
ェ
シ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

裏
返
し

キ
ダ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

畜
生

ギ
ー
ギ
ャ
シ　
　
　
　
　
　
　

し
ら
み
の
卵

キ
シ
ー
ジ
ミ　
　
　
　
　
　
　

消
し
炭

キ
チ
ャ
ン
ギ
リ　
　
　
　
　
　

一
枚
の
着
物
を
着
た
き
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
人

キ
チ
キ
チ　
　
　
　
　
「
副
」　

き
ち
ん
と

キ
ー
チ
キ
ャ　
　
　
　
　
　
　

啄
木
鳥

キ
ッ
チ
ア
ッ
キ
イ　
　
「
動
」　

聞
き
た
ず
ね
て
廻
る

ギ
ー
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　

吃
逆

キ
ー
サ
ー　
　
　
　
　
「
副
」　

先
刻
、
先
程

ギ
ッ
タ
マ
ル　
　
　
　
　
　
　

ご
む
毬

キ
ッ
バ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

切
り
は
し

ギ
ー
ナ
イ　
　
　
　
　
「
形
」　

細
い

キ
バ
ー
エ
イ　
　
　
　
「
動
」　

精
出
し
て
働
く
、
努
力
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る　
　
　
　

キ
ー
バ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木
橋
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キ
ミ
ー
ワ
ッ
サ
イ　
　
「
形
」　

気
味
悪
い

ギ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
「
形
」　

小
さ
い

キ
ュ
ー
ガ
ユ
ル
ゥ　
　
　
　
　

昨
日
の
晩

キ
ー
ヌ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

果
実

キ
マ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

気
持
、
気
質

キ
ヌ
ル
ゥ
ク　
　
　
　
「
副
」　

思
い
な
や
む
こ
と
、
心
配

キ
ム
ー
ブ
タ
ム
ン　
　
　
　
　

大
た
ん
な
者

キ
ム
ー
ギ
ナ
イ　
　
　
「
形
」　

弱
虫
、
心
の
小
さ
い

キ
ム
ー
チ
ャ
ゲ
ン  　

 「
動
」　

気
の
毒
だ

キ
ミ
ー
ワ
ッ
サ
イ       「
形
」　

気
味
悪
い
〈
重
複
掲
載
〉

キ
ム　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
臓
、
心

キ
ム
ヌ
キ
ュ
ラ
イ　
　
　
　
　

心
の
き
れ
い

キ
ム
ヌ
ー
タ
ギ
チ　
　
　
　
　

立
腹
す
る

キ
ム
ナ
ガ　
　
　
　
　
　
　
　

気
長

キ
ム
ブ
ト
イ　
　

       「
形
」　

大
胆
な

キ
ム
ギ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　

臆
病
者

ギ
ヤ
ー
ブ
キ　
　
　
　
　
　
　

か
や
で
ふ
い
た
屋
根

キ
マ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
が
ま
ま
勝
手
に
ふ
る
ま

                                           

う
人

キ
ヌ
ー
ユ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　

昨
夜

キ
ュ
ラ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

美
人

キ
ュ
ー
ガ
ミ
セ
ー
ラ　
　
　
　

今
日
は

キ
ュ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日

キ
ュ
ー
ネ　
　
　

       「
感
」　

牛
を
左
に
向
か
せ
る
時
の　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詞

キ
ュ
ラ
イ　
　
　

       「
形
」　

よ
ご
れ
て
い
な
い
、
き
れ

                                           

い
、
美
し
い

キ
ュ
ー
ビ　
　
　
　
　
　
　
　

帯

キ
ュ
ラ
ギ
ン　
　
　
　
　
　
　

外
出
着
、
晴
衣

ギ
ュ
ー
サ　
　
　
　
　
　
　
　

漁
夫

キ
ョ
ー
デ　
　
　
　
　
　
　
　

親
戚
、
親
類

キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ　
　
　
　
　
　

目
く
ば
せ
を
す
る
こ
と

キ
ブ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

煙

キ
ロ
ー
ネ
ン
ム
ン　
　
　
　
　

臆
病
者

キ
ム
オ
ト
ロ
イ　
　
　
　
　
　

恐
ろ
し
い

キ
ム
グ
チ　
　
　
　
　
　
　
　

み
ぞ
お
ち

キ
ロ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

勇
者

ギ
ー
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅

キ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

着
物

ギ
リ
ガ
タ
ケ
ー
シ
ュ
ウ　
　
　

義
理
固
い
人

キ
ー
ナ
ン
カ
ー
ト
イ　
「
副
」　

気
が
か
り
で
く
よ
く
よ
す　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
さ
ま

キ
ン
キ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
切
れ
は
し

キ
ン
サ　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
蔭

キ
ン
ハ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　

木
の
上

「
ク
」

ク
エ
ブ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

肥
満
者

ク
エ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
肥

ク
ガ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卵

ク
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
根
の
葉
茎

ク
グ
チ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

癇
癪

ク
ダ
バ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

翼

グ
サ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

杖

ク
サ
ヤ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ら
り
や

ク
サ
ブ
ル
イ　
　
　
　
　
　
　

突
然
に
発
す
る
熱
病
類

ク
サ
ー
ア
ン
ベ　
　
　
　
　
　

病
気
の
加
減

ク
ク
ム
イ　
　
　

      「
動
」　 

花
の
つ
ぼ
ん
で
い
る
も
の

ク
サ
ー
リ
ュ
イ　

       「
動
」　

果
実
な
ど
の
腐
る

ク
ー
エ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

桶
が
乾
燥
し
て
水
の
漏
る

                                           

よ
う
に
な
る
こ
と

ク
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腰
、
後

ク
シ
マ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

腰
ま
き

ク
ッ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

殺
す

ク
ジ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

疣

グ
ー
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
の
切
れ
は
し

ク
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梳
き
櫛

ク
ジ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

去
年
、
昨
年

ク
ジ
ィ
キ
ャ　
　
　
　
　
　
　

癩
病

ク
ー
シ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　

薬

ク
テ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

牡
牛

ク
ー
サ
リ
ジ
ラ　

       「
形
」　

笑
顔
を
見
せ
ぬ
こ
と
、
に

                                           

が
に
が
し
い

ク
ー
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　

唐
が
ら
す

ク
チ
ブ
ヒ　
　
　
　
　
　
　
　

口
笛

ク
チ
シ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

口
も
と
に
出
来
る
腫
物

ク
タ
ビ
リ
テ　
　
　
　
　
　
　

疲
れ
た

ク
マ
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　

弱
っ
た
、
困
っ
た

ク
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米

ク
ー
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

当
た
え
る

ク
ネ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
ん

ク
ネ
ン
ギ　
　
　
　
　
　
　
　

み
か
ん
木

ク
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
も
の

ク
ル
ク
ル
マ
ワ
イ　
　
　
　
　

く
る
く
る
廻
る
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ク
ミ
ゥ
イ　
　
　

       「
動
」　

踏
む
、
ふ
み
つ
け
る

ク
チ
ガ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　

理
非
を
と
わ
ず
弁
舌
で
我

                                           

意
を
通
す
こ
と

ク
チ
ヌ
カ
ゼ　
　
　
　
　
　
　

東
風

ク
チ
ム
ス
ビ　
　
　
　
　
　
　

結
納

ク
チ
バ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

東
南
風

ク
バ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
の
無
い
喬
木
、
檳
榔

ク
ー
ム
イ　
　
　
　
　
　
　
　

堀

ク
ヒ
ガ
ワ
イ　
　
　
　
　
　
　

声
変
り

ク
ッ
テ
ビ
ョ
ウ
ー
ジ
ャ　
　
　

牡
牛
の
仔
牛

ク
ミ
ン
シ
ル　
　
　
　
　
　
　

米
の
と
ぎ
水

ク
ー
ム
ン
グ
ヮ　
　
　
　
　
　

こ
の
も
の

ク
レ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
上
の
人
に
物
を
差
し
出

                                           

す
時
に
言
う
詞

グ
ル
グ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

猫
を
よ
ぶ
時
の
詞

ク
ジ
ャ
イ　
　
　

       「
形
」　

き
ゅ
う
く
つ

ク
ゥ
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

戸
障
子
を
閉
め
る

ク
ヮ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供
、
小
児

ク
レ
ー
シ
ー　
　
　
　
　
　
　

生
活
す
る

ク
ヮ
ー
ム
イ　
　
　
　
　
　
　

子
守

ク
ブ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　

窪
地

ク
ヮ
ミ
チ　
　
　
　
　
　
　
　

小
路

ク
ヮ
ア
ヘ
ー　
　
　

    「
句
」　

お
出
で
な
さ
い

ク
ヮ
ー
ク
ー
リ
イ　
　
　
　
　

里
子
に
や
る

ク
ヮ
ム
チ
グ
ヮ　
　
　
　
　
　

小
さ
な
餅

ク
ヮ
ー
ナ
シ　
　
　
　
　
　
　

出
産

ク
ヮ
ナ
シ
ユ
フ
ェ　
　
　
　
　

出
産
祝

ク
ー
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
さ
い

ク
ワ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑

ク
ヮ
ー
ア　
　
　
　
　
　
　
　

来
い
、
来
れ

ク
ワ
ギ
ヌ
タ
ネ　
　
　
　
　
　

桑
の
実

ク
ワ
テ　
　
　
　

       「
動
」　

餅
な
ど
の
か
わ
い
て
堅
く

                                           

な
る
こ
と

ク
ヮ
ギ
リ　
　
　

       「
動
」　

細
切
り
に
す
る

ク
ヮ
ガ
ネ　
　
　
　
　
　
　
　

小
銭

ク
ワ
ザ
ロ
ウ　
　
　
　
　
　
　

蝮
蛇

ク
ワ
バ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

白
い
め
し
、
米

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯

ク
ン
ジ
ュ
イ　
　

       「
動
」　

こ
わ
れ
る

ク
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

び
ん

ク
ン
ビ
キ　
　
　

       「
動
」　

徳
利
か
ら
直
接
に
酒
な
ど

                                           

の
む
こ
と

ク
ン
チ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

踵

「
ケ
」

ケ
ー
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
風
の
終
わ
り
に
今
ま
で     

                                           

と
反
対
の
方
向
か
ら
吹
い

                                           

て
来
る
強
烈
な
風

ケ
ー
フ
ギ　
　
　

       「
動
」　

ば
か
に
す
る
、
侮
る

「
コ
」

コ
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川

コ
ホ
ド
イ　
　
　
　
　
　
　
　

魚
狗

ケ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　

鬼
魂

コ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

布

コ
ー
ニ
ョ　
　
　
　
　
　
　
　

法
事

「
サ
」

サ
ア　
　
　
　
　

       「
助
」　

さ
え

　
「
犬
さ
え
〈
サ
ア
誤
〉
恩
を
忘
れ
な
い
」

サ
ー
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
の
方
、

   「
木
の
サ
ー
ア
の
実
は
日
が
当
た
ら
な
い
か
ら
熟
す
る

    

の
が
遅
い
」

サ
ー
シ
マ　
　
　

       「
副
」　

さ
か
し
ま
に

サ
ー
ギ
ン
コ　
　
　
　
　
　
　

浜
百
合

サ
キ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒

サ
キ
ン
ト
ジ　
　
　
　
　
　
　

先
妻

サ
キ
ン
ハ
チ　
　
　
　
　
　
　

酒
の
お
初

サ
ク
ニ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
、
農
夫

サ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
業

サ
ク
バ　
　
　
　
　
　
　
　
　

耕
作
場

サ
ク
ラ
ナ
ガ
シ　
　
　
　
　
　

つ
つ
じ
の
咲
く
頃
の
長
雨　

サ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
砂
糖

サ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
麦
の
俵
に
差
し
込
ん
で

                                           

品
質
を
検
す
る
道
具

サ
ッ
ク
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

長
く
窪
ん
で
い
る
所

サ
ッ
ク
リ　
　
　
　
　
　
　
　

下
痢

サ
バ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
履

サ
ァ
ザ
ー
マ
キ　
　
　
　
　
　

正
座

サ
ト
イ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

黒
芋

サ
ナ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

褌

サ
ナ
ダ
ワ
タ　
　
　
　
　
　
　

腸

サ
ー
ビ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

足
の
裏

サ
ブ
テ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

さ
ぼ
て
ん
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サ
ン
ト
キ　
　
　
　
　
　
　
　

寝
て
い
る
人
が
急
に
起
き

                                           

あ
が
る
こ
と

サ
ワ
ギ
ュ
イ　
　

       「
動
」　

さ
わ
ぐ
、
ふ
ざ
け
る

サ
ン
ク
ヮ
チ
マ
ミ　
　
　
　
　

緑
豆

サ
ッ
コ
ウ　
　
　

       「
副
」　

た
く
さ
ん

サ
レ
グ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

冗
談

サ
ン
ト
キ　
　
　
　
　
　
　
　

夕
方

サ
ン
ニ
ョ
ウ　
　
　
　
　
　
　

算
用
、
計
算

「
シ
」

シ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

暗
礁

シ
ー
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
子

シ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

巣

ジ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

祖
父

シ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
馬
の
腰
骨
の
と
こ
ろ

シ
ー
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

血
統

シ
ギ
ャ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

左

シ　
　
　
　
　
　

       「
助
」　

で
、
に
よ
っ
て

　
「
船
シ
行
く
」

シ
キ
チ
キ
ュ
イ　

       「
動
」　

手
足
の
筋
の
つ
る
こ
と

シ
カ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

嫌
い

　
「
あ
の
人
本
当
に
シ
カ
ン
」

シ
ギ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
色
な
声
、
甲
高
い
声

シ
ー
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

椎
木

シ
キ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

隙
間

シ
ギ
ィ
ロ
イ　
　
　
　
　
　
　

冷
た
い

シ
ク
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

籾
殻

シ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

下

シ
ト
ミ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

早
朝

シ
ト
ミ
テ
ヨ
ー
ネ　
　
　
　
　

朝
夕

シ
ジ
イ
ミ
ュ
イ　

       「
動
」　

沈
む

シ
グ
ィ
ア
ミ　
　

       「
動
」　

雨
が
風
の
た
め
斜
め
に
降　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

シ
キ
バ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

腹
が
す
い
て
い
る

シ
ー
ザ　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄
姉

シ
カ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
、
午
前
十
時
頃

シ
キ
ホ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

婚
礼

シ
キ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
障
子
の
走
る
敷
居

ジ
ィ
ー
キ　
　
　
　
　
　
　
　

す
す
き

シ
ジ
ュ
ウ
ム
ル
ゥ
ル
キ　
　
　

四
十
ぐ
ら
い
か
ら
視
力
の

                                           

衰
え
る
こ
と

シ
バ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

尿

シ
バ
イ
ク
サ
イ　

       「
形
」　

小
便
臭
い

　
「
お
前
は
寝
小
便
し
た
な
、
シ
バ
イ
ク
サ
ク
て
仕
方
が 

     
な
い
」

シ
ダ
ァ
ー
ト
ジ　
　
　
　
　
　

夫
よ
り
年
長
の
妻

シ
ッ
タ
イ
ド
ゥ　
　
　
　
　
　

ぬ
れ
た
体

シ
ッ
タ
イ
ジ　
　
　
　
　
　
　

湿
地

シ
バ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

舌

シ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
、
村
、
郷
里
、
田
舎

ジ
マ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
花
生

シ
ミ
ジ
ミ
サ
ガ
ス
イ　
　
　
　

細
か
に
探
す

シ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

隅
、
す
み

シ
チ
ヤ
ク　
　
　
　
　
　
　
　

倹
約

シ
ミ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
炭

シ
デ
ィ
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

孵
化
す
る

シ
ッ
ク
リ
テ　
　

       「
動
」　

怠
る

シ
ッ
ク
リ
ュ
イ　

       「
動
」　

ひ
ね
く
れ
る
、
性
質
が
悪

                                           

く
な
る

シ
バ
ァ
ユ
イ　
　

       「
動
」　

く
く
る
、
し
ば
る

シ
ヤ
ッ
テ　
　
　

       「
動
」　

し
て
や
ら
れ
る

　
「
う
ま
い
こ
と
シ
ヤ
ッ
テ
」

シ
ギ
ロ
イ　
　
　

       「
動
」　

寒
け
が
す
る
、
悪
寒
が
す　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

ジ
ャ
ン
ケ
ン
ブ
シ　
　
　
　
　

石
拳

シ
ュ
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

潮

シ
ュ
ゥ
ー
シ
リ　
　
　
　
　
　

干
潮
に
な
る

シ
ュ
ト
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

外

ジ
ュ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

女
郎

シ
メ
ェ
ー
ラ
ン　

       「
句
」　

恐
れ
入
り
ま
す

シ
ュ
ラ
ブ
イ　
　
　
　
　
　
　

冬
瓜

シ
ナ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

虱

シ
ー
ユ
イ　
　
　

       「
動
」　

物
と
物
と
一
緒
に
す
る
こ

                                           

と
、
ま
ぜ
る

シ
イ
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

物
が
ふ
は
い
す
る
、
く
さ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る

ジ
ョ
ー
グ
チ　
　
　
　
　
　
　

戸
口
、
家
の
出
入
口

ジ
ブ
ネ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

上
陸
し
て
ま
で
船
酔
い
の

                                           

続
い
て
い
る
さ
ま

シ
ュ
ウ
ー
ギ
ュ
イ     「
動
」　

鞭
や
縄
の
よ
う
な
物
で
打　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ

シ
ー
ヅ
ク
イ　
　
　
　
　
　
　

下
準
備

　
「
鶏
が
卵
を
う
む
シ
ー
ヅ
ク
イ
し
て
い
る
」

シ
ル
ゥ
ク
ミ
ュ
イ       「
動
」　

足
な
ど
の
し
び
れ
る
さ
ま
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シ
ン
ギ
イ
ュ
イ　

       「
動
」　

逃
げ
る

シ
ル
バ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

台
所

シ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傾
斜
地
、
坂

シ
ワ
シ
イ
ナ
イ　

       「
副
」　

気
が
か
り
で
心
の
安
ん
じ

                                           

な
い
さ
ま

シ
ン
ム
ト　
　
　
　
　
　
　
　

葱

ジ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
面
、
地
べ
た

シ
ャ
ー
ビ
ラ　
　
　
　
　
　
　

牛
馬
の
鞍
の
下
に
敷
く
物

シ
ル
ナ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

蔬
菜

シ
ネ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

足

シ
ビ
リ
ュ
イ　
　

       「
動
」　

人
や
果
実
な
ど
痩
せ
細
る

                                           

こ
と

シ
リ
ザ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

戸
障
子
の
最
下
部
の
横
桟

シ
ワ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

心
配

シ
ン
チ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

便
所

シ
ン
ヂ
チ　
　
　
　
　
　
　
　

藁
な
ど
を
打
つ
槌

「
セ
」

セ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

咳

「
タ
」

タ
ー
ウ
ィ
リ　
　
　
　
　
　
　

田
植
え

タ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

鷹

タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
圃

タ
ー
ウ
イ
ユ
フ
ェ　
　
　
　
　

田
植
祝

タ
ギ
リ　
　
　
　

       「
動
」　

湯
な
ど
の
沸
騰
す
る

タ
ァ
ー
イ　
　
　

       「
形
」　

高
い

タ
ー
ク
ヮ　
　
　
　
　
　
　
　

双
児

タ
カ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

財
産

ダ
ー
キ
ュ
イ　
　

       「
動
」　

い
だ
く
、
抱
く

ダ
ー
グ
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
夜
十
三
夜
な
ど
に
あ

                                           

げ
る
米
の
団
子

タ
タ
ユ
イ　
　
　

       「
動
」　

怒
る

タ
タ
イ
ヤ
シ
ャ
ン
ム
ン　
　
　

怒
り
易
い
者

タ
ツ
イ　
　
　
　

       「
動
」　

立
つ

タ
チ
ー
グ　
　
　
　
　
　
　
　

犬
の
遠
吠
え

タ
ナ
グ
ト
イ　
　
　
　
　
　
　

馬
鹿
に
な
っ
て
い
る

ダ
ー
ノ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

ぼ
ん
や
り
者

タ
ビ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

旅
人

タ
バ
ク
リ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ば
こ
入
れ

タ
タ
テ　
　
　
　

       「
句
」　

立
腹
す
る

タ
ー
チ　
　
　
　

       「
数
」　

二
つ

タ
マ
ガ
ラ
シ
ー　

       「
動
」　

お
ど
す

タ
マ
ガ
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

お
ど
ろ
く

タ
マ
グ　
　
　
　
　
　
　
　
　

卵

タ
ネ
ム
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

種
子
籾

ダ
リ
ヤ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

晩
酌

タ
マ
ク
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

鳳
仙
花

タ
ネ
ー
マ　
　
　
　
　
　
　
　

種
馬

タ
ラ
ー
レ
リ　
　
　
　
　
　
　

腫
物
な
ど
の
化
膿
す
る
こ

                                           
と

タ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

薪

タ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壁
蝨

タ
ン
ビ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

頼
む

タ
ン
ナ　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
螺

タ
ン
キ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

短
気
者

タ
ン
ビ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　

雇
人

タ
ン
ブ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

土
塊

「
チ
」

チ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

乳

チ
ィ
ア
ン
マ　
　
　
　
　
　
　

乳
母

チ
ィ
ー
ブ
ク
ル　
　
　
　
　
　

乳
房

チ
キ
ョ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

つ
き
あ
た
る

チ
キ
ー
ギ　
　
　
　
　
　
　
　

燐
寸

チ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

月

チ
キ
ャ
イ　
　
　

       「
形
」　

近
い

チ
キ
ィ
リ　
　
　

       「
動
」　

ひ
や
す
、
ひ
た
す

チ
ィ
キ
ョ
イ　
　
　
　
　
　
　

親
し
く
な
る

チ
グ
ー
ム
イ　
　
　
　
　
　
　

大
晦
日
、
み
そ
か

チ
ッ
コ
イ　
　
　

       「
動
」　

破
れ
な
ど
繕
う
こ
と

チ
ッ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

突
く

チ
バ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

唾

チ
バ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
ふ
き

チ
キ
ン
ガ
ナ
シ　
　
　
　
　
　

お
月
様

チ
ナ
ン
デ
ー
ラ　
　
　
　
　
　

蝸
手

ヂ
マ
ミ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

落
花
生

チ
ビ
ー
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

成
長
の
に
ぶ
い
子

チ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

人

チ
ュ
ゥ
ン
ト
ジ　
　
　
　
　
　

人
妻

チ
ヨ
イ
ー　
　
　
　
　
「
形
」　

強
い

チ
ュ
ゥ
ン
シ
マ
ム
ン　
　
　
　

他
郷
の
人

チ
ー
ヌ
グ
レ　
　
　
　
「
動
」　

畜
類
が
発
情
す
る

チ
ブ
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

灸
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チ
ラ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

顔

チ
ラ
ー
ナ
ァ
サ
ン　
　
「
句
」　

顔
を
見
せ
ぬ

チ
ャ
ン
ス
キ　
　
　
　
　
　
　

茶
菓
子

チ
リ
サ
ナ
ギ　
　
　
　
　
　
　

越
中
ふ
ん
ど
し

ヂ
ャ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
龍

チ
ャ
ー
ル　
　
　
　
　
「
副
」　

一
日
中
、
終
日

チ
マ
ラ
ン
ク
ト　
　
　
「
句
」　

つ
ま
ら
な
い
事
、
く
だ
ら　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
い
事　

チ
ッ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

穀
物
を
臼
で
精
げ
る

チ
ブ
ル
バ
チ　
　
　
　
　
　
　

く
ま
蜂

チ
ュ
ゥ
ン
サ
キ　
　
　
　
　
　

我
先
に

チ
ラ
イ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　
　

顔
色

チ
ュ
ウ
ダ
マ　
　
　
　
　
　
　

人
魂

チ
ュ
ウ
ブ
シ　
　
　
　
　
　
　

一
節

チ
ン
ギ
ョ　
　
　
　
　
　
　
　

井
戸

チ
ン
チ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

雲
雀

チ
ン
セ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ざ
こ
ぞ
う

ヂ
ン
マ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

背
が
低
く
て
太
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人

チ
ン
チ　
　
　
　
　
　
「
副
」　

少
し
ず
つ

チ
ン
キ
リ　
　
　
　
　
「
動
」　

抓
る　
　
　
　
　
　
　

「
ツ
」

ツ
ウ
カ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

土
瓶
、
湯
沸
し

ツ
ー
グ
モ　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
雲

ツ
カ
ミ
ン
ギ
ョ
ウ
ラ   「
動
」　 

奪
い
あ
う

「
テ
」

テ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

手

テ
ィ
シ
ャ
ー
ダ
ロ
イ　
　
　
　

手
足
な
ど
が
だ
る
い

デ
ェ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹

テ
ギ
ョ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

天
秤
棒

テ
ー
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
鼓

デ
ー
グ
ル
マ　
　
　
　
　
　
　

独
楽
、
こ
ま

デ
ー
ガ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

竹
垣

テ
ェ
ー
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

牛
が
な
き
つ
づ
け
る

テ
ギ
ワ　
　
　
　

      「
副
」　

事
の
け
じ
め
の
分
明
な
る

                                           

こ
と

テ
ー
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

俚
諺
、
た
と
え

デ
ー
ク
ン　
　
　
　
　
　
　
　

大
根

テ
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
陽

テ
ー
チ
キ
リ　
　

       「
動
」　

火
を
お
こ
す

テ
ィ
チ
ウ
キ　
　

       「
副
」　

一
つ
お
き
、
交
互

テ
ー
ゲ
ェ　
　
　

       「
副
」　

た
く
さ
ん

テ
ィ
チ　
　
　
　

       「
数
」　

一
つ

テ
ー
ダ
ア
ミ　
　
　
　
　
　
　

日
照
雨

テ
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

労
働

テ
マ
チ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

労
働
賃
金

テ
ン
フ
ェ
ー
ザ
ラ　
　
　
　
　

大
蜻
蛉

テ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籠
、
草
な
ど
い
れ
る
籠

テ
ェ
ー
ヌ
タ
イ　
　
　
　
　
　

背
が
高
い

デ
ェ
ヤ
マ　
　
　
　
　
　
　
　

竹
藪

テ
ラ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

神
社

テ
ン
マ　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木
舟

テ
ン
ワ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

掌
、
手
の
甲

「
ト
」

ト
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
、
鶏

ト
イ
ヌ
オ
ト
ユ
イ　
　
　
　
　

鶏
が
な
く

ト
オ
チ
ブ
ル　
　
　
　
　
　
　

南
瓜

ト
オ
ー
バ
カ　
　
　
　
　
　
　

愚
人
、
お
ろ
か
者

ト
ゥ
ジ
ュ
ウ
ト
ゥ　
　
　
　
　

夫
婦

ト
オ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛸

ド
ゥ
ン
チ
ュ
ウ
ィ
ム
ン　
　
　

ひ
と
り
も
の
、
独
身

ト
オ
ー
ヂ　
　
　
　
　
　
　
　

鍬

ト
ゥ
ー
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

お
嬢
さ
ん

ド
オ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

牛
に
止
ま
れ
と
命
ず
る
詞　

ト
オ
ト
ギ
ン　
　
　
　
　
　
　

と
う
も
ろ
こ
し

ト
オ
グ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

納
屋
、
物
置

ト
オ
リ
テ　
　
　

       「
形
」　

疲
れ
た
、
だ
る
い

ト
ゥ
ー　
　
　
　

       「
数
」　

十

ト
ウ
ト
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
を
よ
び
よ
せ
る
詞

ト
ゥ
ガ
ラ
シ　
　

       「
動
」　

と
が
ら
す

ト
オ
ー
ト
オ　
　
　
　
　
　
　

祈
る
詞

ト
ゥ
シ
ビ
ー　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
た
年
の
干
支
と
同

                                           

じ
干
支
の
日

ト
ゥ
ビ
ュ
ゥ
ト
イ　
　
　
　
　

鳥

ト
ゥ
ビ
ー
キ
リ
マ
イ
キ
リ　
　

羽
衣

ト
ゥ
ビ
キ
リ　
　
　
　
　
　
　

秀
才
、
天
才

ト
ゥ
ジ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

妻

ト
ギ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
通
夜

ト
オ
ー
ミ
ン　
　
　
　
　
　
　

耳
の
よ
く
聞
こ
え
な
い
人　
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ト
オ
ギ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

と
う
き
び

ト
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
地

ト
ゥ
ジ
カ
ミ　
　
　
　
　
　
　

婚
礼

ド
ゥ
シ
ャ
ブ
イ　
　
　
　
　
　

大
雨

ト
イ
ハ
ダ　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
肌

ト
ゥ
メ
リ
ー　
　

       「
動
」　

探
す

ト
ッ
パ
ア　
　
　
　
　
　
　
　

軽
卒
な
人

ト
ゥ
シ
ユ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　

大
晦
日

ト
オ
マ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

大
豆

ト
ゥ
デ
ィ
ナ
イ　

       「
形
」　

旅
に
出
た
夕
方
な
ど
心
寂

                                           

し
い
、
う
ら
さ
び
し
い

ト
ゥ
ビ
イ　
　
　

       「
動
」　

飛
ぶ

ト
ゥ
ビ
ィ
ユ
ゥ　
　
　
　
　
　

飛
魚

ト
ゥ
ム
ー　
　
　
　
　
　
　
　

従
者
、
お
と
も

ト
ゥ
ヒ
ク
シ
ュ
ゥ　
　
　
　
　

鶏
糞

ト
ロ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

闘
う

ト
ロ　
　
　
　
　

    「
接
尾
」　

人
を
数
え
る
序
数
詞

　
「
い
く
ト
ロ
お
出
で
で
す
か
」

ト
ゥ
マ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

宿
る

ト
ン
カ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

豆
腐
の
か
す
、
お
か
ら

「
ナ
」

ナ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今

ナ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

名
前

ナ
ウ
ー
ラ
ン　
　

       「
句
」　

病
気
が
回
復
し
な
い

ナ
ァ
ー
キ
ャ　
　
　
　
　
　
　

お
前
達

ナ
ガ
ー
ア
ミ　
　
　
　
　
　
　

梅
雨

ナ
ガ
ー
ム
シ　
　
　
　
　
　
　

蛇

ナ
ァ
ー
チ
ヤ　
　
　
　
　
　
　

翌
日

ナ
ギ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
が
静
か
な
さ
ま

ナ
ァ
ー
マ
チ　
　
　
　
　
　
　

人
を
待
ち
な
ど
し
て
無
為

                                           

に
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
こ
と

ナ
キ
イ　
　
　

           「
動
」　

泣
く

ナ
ァ
ー
バ
タ
ダ
キ　
　
　
　
　

む
だ
働
き

ナ
ァ
ー
チ
チ　

          「
動
」　

な
じ
む
、
な
つ
く

　
「
子
供
が
ナ
ァ
ー
チ
チ
」

ナ
ァ
ー
チ
キ
ユ
ワ
エ　
　
　
　

生
児
の
名
つ
け
祝

ナ
ダ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

涙

ナ
シ
ィ　
　
　

          「
動
」　

産
む

　
「
子
を
ナ
シ
イ
」

ナ
シ
ジ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

臨
月

ナ
テ　
　
　
　

          「
助
」　

故
に
、
か
ら

　
「
暑
い
ナ
チ
〈
マ
マ
〉
水
を
あ
び
る
」

ナ
ナ
チ
ー　
　

           「
数
」　

七
つ

ナ
ヒ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
震

ナ
ビ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

糸
瓜

ナ
ァ
ン
ベ
ェ　
　
　
　
　
　
　

今
頃

ナ
ラ
ス
イ　
　

          「
動
」　

種
を
ま
い
た
上
に
土
を
お

                                           

お
う

ナ
ン
ボ
ロ
ム
ン　
　
　
　
　
　

滑
稽
な
者

ナ
ン
ジ
キ
ク
サ
イ       「
形
」　

こ
げ
臭
い

ナ
ン
ジ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

こ
げ
つ
く

ナ
ァ
ー
バ
ラ　
　
　
　
　
　
　

大
黒
柱

「
ニ
」

ニ
ギ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　

右

ニ
ィ
ギ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

握
り
飯

ニ
シ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

北

ニ
ー
カ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　

む
け

ニ
セ
ェ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

青
年
、
若
者

ニ
ィ
ビ
キ
ー　
　
　
　
　
　
　

婚
礼

ニ
ヤ
ァ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

箸

ニ
ゥ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

見
る

ニ
ン
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ば
ら

ニ
シ
カ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　

北
風

ニ
ョ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

み
の

「
ヌ
」

ヌ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
の
り

ヌ
ゥ
ー
ガ　
　
　
　
　
　
　
　

何
ん
で
す
か

ヌ
カ
ア
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

霧
雨

ヌ
キ
ャ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
　

見
え
を
は
る
人
、
表
面
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ざ
る
人

ヌ
ウ
マ
ー
ネ
ン　

      「
句
」　 

少
し
も
無
い
、
何
一
つ
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い

ヌ
ゥ
ー
シ
リ　
　

       「
動
」　

載
せ
る

ヌ
シ
ィ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　
　

盗
人

ヌ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蚤

ヌ
ビ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

頸

ヌ
ブ
シ
テ　
　
　

       「
動
」　

の
ぼ
せ
あ
が
る

　
「
あ
ん
ま
り
う
る
さ
く
言
わ
れ
て
ヌ
ブ
シ
テ
し
ま
う
」

「
ネ
」

ネ
ィ
ス
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

草
木
の
根
と
先

ネ
ェ
サ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

朝
食
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ネ
ェ
サ
ル
ワ
ク　
　
　
　
　
　

朝
食
前
の
仕
事

ネ
ェ
ー
セ　
　
　
　
　
　
　
　

青
年

ネ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

棟

ネ
ェ
ギ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

び
っ
こ

ネ
ェ
ギ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　

び
っ
こ
を
ひ
く

ネ
ェ
サ
ル
ル
キ　
　
　
　
　
　

午
前
十
時
頃

ネ
ィ
バ
ラ
ブ
ネ　
　
　
　
　
　

肋
骨

ネ
ィ
バ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

胸

ネ
ー
ザ
ァ
ミ
テ　
　

    「
動
」　

目
を
さ
ま
す

ネ
ン
グ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

情
人
、
愛
人

ネ
ブ
ゥ
ト　
　
　
　
　
　
　
　

腫
れ
物

ネ
ン
ガ
ァ
ユ
イ　
　

   「
動
」　

嫉
む

ネ
ジ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼠

ネ
ン
ク
ヮ
ン　
　
　
　
　
　
　

願
を
か
け
る
事

ネ
ン
ビ
イ　
　
　
　

    「
動
」　

寝
る

「
ノ
」

ノ
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

網

ノ
オ
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

虹

ノ
オ
ギ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

の
こ
ぎ
り

ノ
オ
シ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

苗
代

「
ハ
」

ハ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南

ハ
イ
ヌ
カ
ゼ　
　
　
　
　
　
　

南
風

ハ
カ
ン
シ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　

墓
地

ハ
オ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
織

ハ
キ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

食
べ
た
物
を
も
ど
す

ハ
グ
ヤ
イ　
　
　

       「
形
」　

く
す
ぐ
っ
た
い

ハ
グ
ゥ
ゲ
エ　
　

       「
連
」　

に
く
ら
し
い

ハ
キ
ィ
カ
ラ
ジ　
　
　
　
　
　

は
げ
頭

バ
ク
ロ
オ　
　
　
　
　
　
　
　

交
換
す
る

ハ
ゴ
イ　
　
　
　

       「
形
」　

ね
た
ま
し
い
、
嫌
い

ハ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梯
子

ハ
ジ
ィ
ミ
テ　
　
　
　
　
　
　

は
じ
め
て

ハ
ダ
ナ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

裸
体

バ
タ
グ
ユ
イ　
　

       「
動
」　

あ
わ
て
る

ハ
ッ
チ
リ　
　
　
　
　
　
　
　

大
斧

バ
ァ
シ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

芭
蕉

ハ
ァ
ー
マ　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と
う
き
び
の
枯
葉

ハ
ジ
イ
カ
イ　
　

      「
形
」    

は
ず
か
し
い
、
き
ま
り
が

                                           

悪
い

ハ
チ
ク
ヮ　
　
　
　
　
　
　
　

長
男
、
嫡
子

ハ
テ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼻
〈
畠
誤
〉

ハ
ァ
ト
ゥ
ジ　
　
　
　
　
　
　

妾
、
て
か
け

ハ
ナ
グ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

酒
に
添
え
て
神
に
祭
る
米

ハ
ナ
グ
レ　
　
　
　
　
　
　
　

冗
該
〈
談
誤
〉

ハ
ナ
ジ
ナ　
　
　
　
　
　
　
　

牛
の
鼻
に
通
し
た
つ
な

ハ
ナ
ダ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

鼻
汁

ハ
ナ
シ
リ　
　
　

       「
句
」　

く
し
ゃ
み
す
る

ハ
ラ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

柱

ハ
ナ
シ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

水
鼻

ハ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
り
ば
ち

ハ
ユ
イ　
　
　
　

       「
動
」　

流
れ
る

ハ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑
、
農
作
物

ハ
ル
ゥ
ギ
ン　
　
　
　
　
　
　

仕
事
者
〈
着
誤
〉

ハ
ル
ゥ
ウ
ゥ　
　
　
　
　
　
　

蟋
蟀

ハ
レ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　

動
物
の
肉
と
内
臓
と
の
間

                                           

に
あ
る
真
綿
の
よ
う
な
脂

                                           

肪

ハ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

借
金

ハ
ジ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

釣
竿

バ
ァ
シ
ャ
ナ
イ　
　
　
　
　
　

ば
な
な

ハ
ミ
ィ
チ
キ
ュ
イ　
　
　
　
　

精
出
す

ハ
ロ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
類
、
縁
者

ハ
リ
ー
ユ
イ　
　

       「
形
」　

晴
れ
る

ハ
ラ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

目
が
細
か
く
て
浅
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
い

ハ
ン
ジ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

さ
つ
ま
い
も

ハ
ン
ギ
ィ
リ　
　

       「
動
」　

背
負
う

ハ
ン
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

断
崖
、
絶
壁

ハ
ン
ナ
ー
ギ
リ　

       「
動
」　

捨
て
る
、
打
棄
る

ハ
ン
テ
ン
ユ
イ　

       「
動
」　

墜
落
す
る

ハ
ヤ
シ
キ
ィ　
　
　
　
　
　
　

か
ん
徳
利

ハ
ン
バ
ー
ム
ン　
　
　
　
　
　

一
人
前
に
足
ら
ぬ
者

バ
ン
ジ
ョ
ガ
ネ　
　
　
　
　
　

か
ね
尺

ハ
ン
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
地

ハ
ン
ナ
ギ
ム
ン　
　
　
　
　
　

世
間
の
人
か
ら
相
手
に
さ

                                           

れ
な
い
者

ハ
ン
ジ
ン
バ
ァ
テ　
　
　
　
　

芋
畑

「
ヒ
」

ヒ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
陰

ヒ
キ
ィ
マ
ー
ガ　
　
　
　
　
　

玄
孫

ビ
ョ
ウ
ー
ジ
ャ　
　
　
　
　
　

子
牛
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ヒ
ャ
ク
イ
チ　
　
　
　
　
　
　
「
百
一
の
意
」　

虚
言
者
、

                                            

う
そ
つ
き

ビ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
た
ま
じ
ゃ
く
し

ビ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

韮

ヒ
ロ
イ
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

私
生
児

ヒ
ン
マ
ー
バ
ン　
　
　
　
　
　

中
食

ヒ
ン
マ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

正
午

ビ
ル
ゥ
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
つ
き
体
の
弱
い
者

「
フ
」

フ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

篩
の
一
種

フ
ウ
ギ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

さ
と
う
き
び
、
甘
蔗

フ
ー
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂

フ
エ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　

桶

フ
ェ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
灰

フ
ェ
イ　
　
　
　

       「
形
」　

太
い

フ
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

幸
福
、
果
報

フ
ー
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

ふ
い
ご
、
鞴

フ
ー
イ
キ　
　
　
　
　
　
　
　

溜
め
息

フ
ウ
サ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

欲
し
い

フ
エ
ッ
サ　
　
　
　
　
　
　
　

鳶

フ
ェ
ー
ザ
ラ　
　
　
　
　
　
　

と
ん
ぼ

フ
ェ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　

酢

フ
ゥ
ー
ヤ　
　
　
　
　
　
　
　

母
屋
、
本
家

フ
ゥ
ー
ガ
タ　
　
　
　
　
　
　

ば
っ
た

フ
ィ
ー
コ　
　
　
　
　
　
　
　

米
の
粉

フ
カ
ー
ス
イ　
　

       「
動
」　

自
慢
す
る

ブ
ク　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泡

フ
ギ
ン
ハ
ァ　
　
　
　
　
　
　

さ
と
う
き
び
の
葉

フ
ェ
ー
ユ
イ　
　

       「
動
」　

吠
え
る

フ
ウ
ホ
オ
マ　
　
　
　
　
　
　

曾
祖
母

フ
ウ
グ
ト
イ
ュ
イ　
　
　
　
　

大
げ
さ
に
言
う

フ
ウ
ツ
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　

大
人
、
成
人

フ
カ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

肺

フ
ガ
シ　
　
　
　

       「
動
」　

穴
を
あ
け
る

フ
ッ
ク
ヮ
シ　
　

       「
動
」　

物
を
水
に
漬
け
る

　
「
洗
濯
物
を
フ
ッ
ク
ヮ
シ
」

ブ
ク
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

泡
、
あ
ぶ
く

フ
ッ
ク
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

ふ
く
れ
る

フ
ァ
ー
ア
ジ
ャ　
　
　
　
　
　

曾
祖
父

フ
タ
イ
ト
コ　
　
　
　
　
　
　

従
兄
弟
の
子
供
同
志
、
ま

                                           

た
い
と
こ

フ
ー
ヂ　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
か
ど
、
踵

フ
ジ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
じ

ブ
ゥ
ー
タ　
　
　
　
　
　
　
　

竹
馬

フ
ゥ
ジ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

蝉
の
幼
虫

フ
ー
ス
イ　
　
　

       「
動
」　

乾
か
す

ブ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
の
深
く
て
淀
ん
で
い
る

                                           

所

フ
ゥ
ミ
ィ
キ
ュ
イ       「
形
」　

蒸
し
暑
い

フ
ヂ
リ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

薪
の
燃
え
て
い
る
炭
火

フ
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓬

ブ
シ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
の
ふ
し

フ
レ
ェ
ユ
ミ
イ　
　
　
　
　
　
「
居
る
か
」
の
意　

訪
問

                                           

す
る
時
の
挨
拶
の
詞

フ
チ
、
フ
チ　
　

       「
感
」　

犬
を
け
し
か
け
る
詞

フ
ウ
サ
シ
ュ
イ　

       「
動
」　

食
物
そ
の
ほ
か
総
て
の
物

                                           

に
つ
い
て
貪
る
よ
う
に
欲 

                                           

し
が
る
こ
と

フ
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
指
の
先
が
腫
れ
て
膿
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

病
気

フ
ラ　
　
　
　
　

       「
形
」　

お
お
げ
さ

フ
ー
ン
ト
ラ　
　
　
　
　
　
　

返
答

フ
リ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

気
ち
が
い
、
狂
人

フ
ウ
ワ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

腸

「
ヘ
」

ヘ
イ
ラ
レ
ン　
　
　
　
　
　
　

御
免
く
だ
さ
い

「
ホ
」

ホ
オ
ラ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し
い

ホ
オ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
い
、
返
事

ホ
イ　
　
　
　
　

       「
感
」　

牛
を
追
う
掛
け
声

ホ　
　
　
　
　
　

       「
感
」　

鶏
を
追
い
拡
〈
払
誤
〉
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

詞

ホ
オ
ホ
オ　
　
　
　
　
　
　
　

馬
を
呼
ぶ
詞

ホ
オ
ー
マ　
　
　
　
　
　
　
　

祖
母

ホ
ー
キ
イ　
　
　

  　

 「
動
」　

掃
く

ホ
オ
ー
イ　
　
　

       「
動
」　

這
う
、
腹
ば
う

ボ
ン
ボ
ン　
　
　

       「
副
」　

火
の
燃
え
る
さ
ま

「
マ
」

マ
ァ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
、
尻
、
肛
門

マ
ァ
ジ
ン　
　
　

       「
副
」　

共
に
、
一
緒
に
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マ
イ
カ
ラ
ギ　
　

       「
動
」　

裾
を
か
ら
け
る

マ
ァ
ー
グ
ミ　
　
　
　
　
　
　

仲
間
、
組
合

マ
ァ
ガ　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬
鍬

マ
ー
ガ　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫

マ
キ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

額

マ
イ
ジ
ュ
ウ
ク　
　
　
　
　
　

霊
屋
の
前
に
据
え
る
小
卓　

マ
チ
ブ
ル　
　
　
　
　
　
　
　

瓢

マ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬

マ
ァ
シ
シ　
　
　
　
　
　
　
　

馬
肉

マ
ァ
ン
メ
ェ　
　
　
　
　
　
　

馬
に
与
え
る
食
物

マ
タ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

谷

マ
ッ
キ
ィ　
　
　

       「
動
」　

し
ば
る
、
結
ぶ

マ
チ
ヌ
シ
バ　
　
　
　
　
　
　

松
の
落
葉

マ
チ
ボ
ウ
ユ
イ　

       「
動
」　

寒
さ
の
た
め
手
の
感
覚
が

                                           

純
る
〈
鈍
る
誤
〉

マ
タ
ダ　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
間
の
田
圃

マ
ナ
チ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

俎

マ
ッ
ク
ワ　
　
　
　
　
　
　
　

枕

マ
ユ
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

猫

マ
ァ
ヌ
サ　
　
　
　
　
　
　
　

肩
車

マ
ル
ブ
タ　
　
　

       「
副
」　

太
く
て
短
い
さ
ま

マ
ラ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

男
根

マ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
、
田
枚

　
「
大
マ
シ
、
田
ひ
と
マ
シ
」

マ
ジ
ン
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

は
ぶ

マ
タ
ガ
ァ
ラ　
　
　
　
　
　
　

つ
ば
め

マ
チ
ィ
ー
オ　
　
　
　
　
　
　

く
つ
わ
虫

マ
チ
ボ
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

か
ら
み
つ
く
こ
と

　
「
手
網
が
馬
の
脚
に
マ
チ
ボ
ユ
イ
」

マ
ニ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
風

マ
ブ
ゥ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

た
ま
し
い
、
霊
魂

マ
ン
マ
ア
マ　
　
　
　
　
　
　

継
母

マ
ミ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

腎
臓

マ
ァ
リ
テ　
　
　

       「
動
」　

産
ま
れ
る

マ
ワ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　

褌

マ
ワ
シ
ン
シ
バ　
　
　
　
　
　

褌
の
前
に
垂
れ
て
い
る

                                           

部
分

マ
ン
グ
グ　
　
　
　
　
　
　
　

蜘
蛛

マ
ン
ゲ
ュ
イ　
　
　
　
　
　
　

つ
ま
づ
く
、
転
ぶ

「
ミ
」

ミ
ィ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

肉

ミ
イ
ト
ゥ
ジ　
　
　
　
　
　
　

花
嫁

ミ
イ
ハ
イ　
　
　

       「
形
」　

新
し
い

ミ
イ
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

兄

ミ
イ
ラ
シ
シ　
　
　
　
　
　
　

は
や
す

　
「
ひ
げ
を
ミ
イ
ラ
シ
」　　

    

養
育
す
る

ミ
イ
シ
キ
ロ
イ　

       「
形
」　

ま
ぶ
し
い

ミ
イ
チ　
　
　
　

       「
数
」　

三
つ

ミ
イ
ク
レ
ェ　
　
　
　
　
　
　

三
度
の
食
事

ミ
イ
ム
ッ
ク
ヮ　
　
　
　
　
　

花
婿

ミ
イ
ク
ラ
シ
ン　
　
　
　
　
　

め
ま
い

ミ
ジ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

水

ミ
ジ
ィ
ワ
イ　
　
　
　
　
　
　

田
の
水
の
落
し
口

ミ
ィ
ク
ス　
　
　
　
　
　
　
　

眼
脂

ミ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

眼

ミ
ィ
ス
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　

味
噌

ミ
ジ
ィ
ダ
ナ　
　
　
　
　
　
　

台
所
の
食
器
棚

ミ
ジ
ィ
タ
マ
イ　
　
　
　
　
　

水
溜

ミ
ッ
ポ
オ　
　
　
　
　
　
　
　

片
眼
者

ミ
ィ
カ
ガ
ン　
　
　
　
　
　
　

眼
鏡

ミ
ィ
ク
ン
ヂ　
　
　
　
　
　
　

盲

ミ
ッ
ナ
テ　
　
　
　
　
　
　
　

一
昨
年

ミ
ィ
ン
マ
ユ　
　
　
　
　
　
　

眉

ミ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳

ミ
ィ
ジ
カ
ガ　
　
　
　
　
　
　

丁
斑
魚

ミ
ン
チ
ャ
ブ　
　
　
　
　
　
　

頬

ミ
ン
ク
ン
ヂ
イ　
　
　
　
　
　

つ
ん
ぼ

「
ム
」

ム
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銛

ム
ゥ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

桃

ム
ウ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

ム
カ
ヂ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

百
足

ム
ゲ
ユ
イ　
　
　
　

   「
動
」　

も
が
く
、
眠
っ
て
い
て
身

                                           

体
を
動
か
す

ム
ギ
ラ
バ
ン　
　
　
　
　
　
　

麦
飯

ム
イ
ナ
ム
ン　
　
　

   「
副
」　

か
わ
い
そ
う
な
、
気
の
毒

                                           

な
、
憐
れ
む
べ
き

ム
ゥ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
理

ム
ル
ゥ
ユ
イ　
　
　

   「
動
」　

帰
っ
て
し
ま
う

ム
ー
ユ
イ　
　
　
　

   「
動
」　

水
が
少
し
濁
る

ム
ゥ
ー
ル　
　
　

       「
副
」　

全
部
、
残
り
な
く

ム
チ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

餅
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ム
ゥ
ー
チ　
　
　

       「
数
」　

六
つ

ム
ッ
シ
ュ
ウ　
　
　
　
　
　
　

蓆

ム
ッ
カ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ま
ご
と
遊
び

ム
ゥ
ジ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

芋
茎
、
ず
い
き

ム
チ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漆
喰

ム
ッ
レ
ー
ト
イ　
　
　
　
　
　

朋
友
の
親
し
い
交
わ
り

ム
チ
ム
チ　
　
　

       「
副
」　

別
々

ム
ム
ギ　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
の
胃
袋

ム
ム
タ
ン
バ　
　
　
　
　
　
　

股

ム
レ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　

乞
食

ム
ミ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

籾

ム
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

物

ム
ン
ダ
ネ　
　
　
　
　
　
　
　

魚
肉
な
ど
を
刻
ん
だ
魚

                                           

釣
の
え
さ

ム
ン
フ
ウ
サ　
　
　
　
　
　
　

物
を
欲
し
が
る

ム
ン
ジ
キ　
　
　

       「
副
」　

物
好
き

ム
ン
オ
ー
レ
ェ　
　
　
　
　
　

食
事
の
仕
度

「
メ
」

メ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前

メ
ェ
レ
ェ
ー　
　
　
　
　
　
　

少
女
、
乙
女

メ
ェ
ル
イ　
　
　
　
　
　
　
　

牝
鶏

メ
ェ
ス
イ　
　
　
　
　
　
　
　

燃
や
す

メ
ェ
シ
キ
ロ
イ　

       「
形
」　

眩
い

メ
ェ
ン
マ
ユ　
　
　
　
　
　
　

ま
ゆ
げ

「
モ
」

モ
イ
シ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　

死
去

モ
ロ
イ
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

養
子

「
ヤ
」

ヤ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家

ヤ
ァ
ー
ル
ゥ
イ　
　
　
　
　
　

掘
立
小
屋

ヤ
ァ
ウ
チ
リ　
　
　
　
　
　
　

転
宅

ヤ
ァ
ジ
モ
ウ
ラ　
　
　
　
　
　

外
出
嫌
い
の
者

ヤ
ァ
ジ
モ
ラ　
　
　
　
　
　
　

守
宮

ヤ
ァ
ブ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

留
守
居
、
留
守
番

ヤ
ミ
ィ
ラ　
　
　

       「
句
」　

止
め
ろ

ヤ
ァ
ン
ナ
ア　
　
　
　
　
　
　

家
の
中

ヤ
ミ
ュ
イ　
　
　

       「
形
」　

病
気
を
病
む
こ
と

ヤ
ァ
ン
ミ
ェ　
　
　
　
　
　
　

庭

ヤ
ァ
ヌ
キ
リ
キ
リ　
　
　
　
　

家
の
周
囲

ヤ
ァ
ム
ル
イ　
　
　
　
　
　
　

里
帰
り

ヤ
ー
チ　
　
　
　

       「
数
」　

八
つ

ヤ
チ
ョ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　

灸

ヤ
ー
ネ　
　
　
　
　
　
　
　
　

来
年

ヤ
シ
リ　
　
　
　

       「
動
」　

痩
せ
る

ヤ
ァ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　

戸

ヤ
ン
ル
ゥ
ラ　
　
　
　
　
　
　

す
ず
め

ヤ
リ
ギ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
ろ
着
物

「
ヰ
」

ヰ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
の
水
を
せ
き
と
め
て

                                           

田
に
水
を
ひ
く
溝

ヰ
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坐
る

ヰ
ン
チ
ャ
バ
チ　
　
　
　
　
　

じ
が
蜂

ヰ
ン
ゾ　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝

ヰ
ン
シ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

平
等
、
勝
負
な
し

「
ユ
」

ユ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
合

ユ
ー
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

篩
、
ふ
る
い

ユ
イ
ミ
チ　
　
　

       「
句
」　

道
草
す
る

ユ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

世
の
中
、
時
代

ユ
イ
カ
ブ
イ　
　

       「
句
」　

ユ
イ
を
被
る
、
ユ
イ
の
返

                                           

し
を
し
な
い
う
ち
の
こ
と

ユ
イ
ケ
ェ
シ　
　
　
　
　
　
　

贈
物
を
受
け
た
時
の
返
し

ユ
イ
ワ
ク　
　
　
　
　
　
　
　

労
働
交
換
、
ゆ
い

ユ
ウ
ジ
ャ
イ　
　
　
　
　
　
　

鋤

ユ
ゥ
キ　
　
　
　
　
　
　
　
　

斧

ユ
カ
ー
シ
ャ　
　
　
　
　
　
　

床
下

ユ
ウ
ィ
ム
ン　
　
　
　
　
　
　

酔
人

ユ
ウ
ニ
ツ
イ　
　

       「
形
」　

容
貌
の
酷
似
し
て
い
る
こ

                                           

と
、
生
き
う
つ
し　

   「
あ
の
子
は
母
親
に
ユ
ウ
ニ
ツ
イ
」

ユ
ウ
ジ
ネ
ン　
　

       「
句
」　

役
に
立
た
ぬ
、
だ
め
だ
、

                                           

仕
方
が
な
い

ユ
ウ
ク
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　

日
が
暮
れ
る

ユ
ウ
ク
ー
リ　
　

       「
副
」　

日
の
暮
れ
か
か
っ
て
い
る

                                           

時
の
さ
ま

ユ
ク
ナ
ー
ラ
ア　
　
　
　
　
　

横
に
お
な
り
な
さ
い

ユ
ク
ゥ
タ
リ　
　
　
　
　
　
　

け
ち
ん
ぼ

ユ
ゥ
ン
ガ
ァ
マ
ラ
イ   「
形
」　

う
る
さ
い
、
や
か
ま
し
い

ユ
ウ
ユ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

酔
う
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ユ
ウ
ン
ザ
ァ
ギ　
　
　
　
　
　

ぶ
ら
ん
こ

ユ
ダ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　
　

蜉
蝓

ユ
デ
イ
ユ
イ　
　

       「
句
」　

ゆ
で
る

ユ
ダ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

涎

ユ
シ
ィ　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚
子

ユ
シ
ク
ガ　
　
　
　
　
　
　
　

鶏
の
巣
の
中
に
残
し
て

                                           

お
く
卵

ユ
フ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　

祝

ユ
ゥ
レ　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
合
、
組
合

ユ
ー
ナ
サ
ナ　
　
　
　
　
　
　

真
夜
中

ユ
ト
ゥ
ナ
テ　
　
　
　
　
　
　

一
昨
々
年

ユ
ー
ヤ
ミ　
　
　
　
　
　
　
　

や
み
夜

ユ
ジ
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
譲
木
、
ゆ
ず
り
ば

ユ
ミ
イ
タ　
　
　
　
　
　
　
　

お
さ
べ
り

ユ
ル
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　
　

夜

ユ
ワ
ァ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

明
々
後
日

ユ
ン
ガ
シ　
　
　

       「
動
」　

ゆ
す
ぶ
る

ユ
ワ
ム
シ　
　
　
　
　
　
　
　

体
の
弱
い
人

「
ヨ
」

ヨ
ー　
　
　
　
　

       「
感
」　

呼
び
か
け
の
詞
、
お
い
、

                                           

も
し

ヨ
イ
ヨ
イ　
　
　

       「
副
」　

ゆ
っ
く
り

ヨ
ウ
ラ
ン
グ
ヮ　

       「
副
」　

動
か
ず
に
い
る
さ
ま

ヨ
オ
イ　
　
　
　

       「
動
」　

飢
じ
い

ヨ
オ
ゴ
イ　
　
　
　
　
　
　
　

か
ゆ
い

ヨ
オ
ジ
ラ　
　
　
　
　
　
　
　

傾
斜
地
、
坂

ヨ
ロ
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

夫
婦
に
あ
ら
ざ
る
男
女

                                           

の
密
に
通
じ
る
事

ヨ
オ
ネ
ウ
ガ
ァ
メ
ェ
ラ　
　
　

夕
方
日
没
後
の
挨
拶
の

                                           

詞
、
今
晩
は

ヨ
オ
ネ
ア
ガ
タ　
　
　
　
　
　

夕
方
、
夕
暮
れ

ヨ
オ
ネ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

今
晩

「
ワ
」

ワ
ン　
　
　
　
　

       「
代
」　

私
、
わ
れ

ワ
ア
イ　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
い

ワ
ッ
キ
ャ　
　
　
　
　
　
　
　

私
達

ワ
ザ
ク
ゥ　
　
　
　
　
　
　
　

妨
害

ワ
タ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

腹

ワ
ッ
テ　
　
　
　
　
　
　
　
　

私
と
貴
方
、
二
人
で

ワ
レ
ン
グ
ヮ　
　
　
　
　
　
　

童
、
一
人
前
に
な
ら
な
い

                                           

子
供

ワ
レ
ェ　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供

ワ
ロ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　

者
、
奴

　
「
あ
の
ワ
ロ
ウ
が
言
っ
た
」

ワ
ン
マ
ァ　
　
　
　
　
　
　
　

私
も

ワ
ン
ネ
ン　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ら

ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
い

（『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
一
〇
号
、

                　

 

奄
美
郷
土
研
究
会
、
昭
和
四
三
年
十
二
月
）
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【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

④
天
城
郷
土
研
究
会
の
活
動

（
資
料
４
） 〈
仮
称
「
天
城
南
部
郷
土
研
究
会
」
趣
意
書
〉

　

日
本
の
歴
史
、
文
化
の
黎
明
期
に
つ
い
て
明
白
に
究
明

さ
れ
て
い
な
い
今
日
、
こ
の
黎
明
に
興
味
を
抱
く
事
は
楽

し
い
こ
と
で
あ
る
。
古
代
か
ら
人
は
自
然
の
中
で
生
か
さ

れ
生
き
続
け
て
き
た
。そ
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た
文
化
は
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
構
築
さ
れ
解
体
さ
れ
な
が
ら
、
多
様

化
さ
れ
更
に
複
合
的
性
格
を
帯
〈
び
脱
〉
つ
つ
風
土
の
中

で
培
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
精
神
文
化
は
予
期
で
き
な
い
未

来
へ
と
艫
網
は
放
た
れ
、
大
海
の
帆
船
の
ご
と
く
、
時
代

と
共
に
変
遷
し
て
行
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

紺
碧
の
海
か
ら
幾
重
に
も
変
化
す
る
海
岸
線
の
色
彩
や

緑
豊
か
な
台
地
か
ら
連
な
る
山
々
の
稜
線
、
そ
の
間
を
さ

わ
や
か
な
南
風
が
、
太
陽
の
強
烈
な
光
を
プ
リ
ズ
ム
の
様

に
反
射
し
、
人
々
に
活
力
と
潤
い
を
与
え
て
い
る
。
こ
の

東
シ
ナ
海
に
面
し
た
天
城
の
風
光
は
、
そ
の
昔
、
神
々
が

宿
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

そ
の
南
島
の
神
秘
性
に
古
代
の
息
吹
を
感
じ
、
柳
田
国

男
や
折
口
信
夫
・
伊
波
普
猷
な
ど
の
諸
先
学
が
、
島
の
素

朴
な
生
活
文
化
に
魅
了
さ
れ
て
島
々
を
探
訪
し
研
究
を
重

ね
、
今
日
の
「
沖
縄
学
」
の
礎
石
を
築
き
、
後
世
に
民
俗

誌
や
古
代
史
な
ど
の
文
化
的
遺
産
の
認
識
と
貴
重
な
示
唆

を
与
え
た
。
沖
縄
を
中
心
と
し
て
、
発
展
、
充
実
し
て
い

る
各
地
の
郷
土
研
究
会
の
活
動
に
そ
の
成
果
を
見
る
事
が

出
来
る
。
近
年
の
「
沖
縄
学
」
の
展
開
は
総
合
的
な
学
問

と
し
て
、
こ
の
様
に
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
て
来
て
い
る
。

　

奄
美
に
お
い
て
も
、
郷
土
史
、
民
俗
誌
の
文
化
的
地
域

的
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
命
題
で
あ
る
「
奄
美
学
」
の
確

立
も
遠
い
日
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
島
の
生
活
様
式

も
大
き
く
変
わ
り
、
物
質
文
化
の
恩
恵
は
い
つ
の
間
に

か
、
そ
の
代
償
と
し
て
豊
か
な
精
神
文
化
を
も
奪
い
つ
つ

あ
る
。
自
然
の
環
境
の
変
化
も
例
外
で
は
な
い
。
起
伏
に

富
ん
だ
丘
陵
が
崩
さ
れ
、
河
川
は
蛇
行
も
許
さ
れ
ず
そ
の

流
れ
は
人
為
的
に
規
制
さ
れ
て
い
る
。
川
底
や
川
面
に
生

息
す
る
動
植
物
も
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。
更
に
人
間
の
営

み
に
於
い
て
も
、
合
理
的
な
都
市
文
化
の
流
入
に
よ
っ
て

集
落
の
共
同
体
が
崩
れ
、
神
々
の
信
仰
や
祭
事
が
消
滅
し

つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
今
日
の
状
況
を
単
な
る
懐
古
主
義

的
な
感
傷
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
の
流
れ
や
そ
の
中
で
生

じ
る
断
層
に
視
点
を
向
け
て
考
え
る
事
は
肝
要
な
事
で
あ

る
。
開
発
と
破
壊
は
、
表
裏
一
体
と
な
っ
て
生
じ
る
現
象

で
あ
る
事
は
熟
知
し
つ
つ
も
、
一
抹
の
さ
み
し
さ
と
憂
い

を
覚
え
す
〈
ず
誤
〉
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
失
い
つ
つ
あ

る
伝
承
文
化
が
永
遠
に
回
顧
さ
れ
な
い
深
淵
へ
と
流
離
し

て
行
く
状
況
を
、
多
く
の
人
々
が
気
づ
い
て
い
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
そ
の
危
惧
感
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
の
人
達
が
深

い
焦
燥
感
に
か
ら
れ
つ
つ
研
究
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

此
の
度
「
兼
久
」
を
中
心
と
し
て
天
城
南
部
の
郷
土
研
究

会
を
発
足
し
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
や
研
究
内
容
、
目
的
は
異

な
っ
て
い
て
も
、
探
求
す
る
情
熱
は
共
通
す
る
も
の
と
信

じ
、
小
さ
な
潮
流
と
し
て
残
す
べ
く
、
こ
こ
に
会
の
結
成

を
呼
び
か
け
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

徳
之
島
の
郷
土
研
究
も
近
年
充
実
し
、
面
縄
遺
跡
群
や

犬
田
布
遺
跡
の
発
掘
調
査
も
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
成
果
は

伊
仙
町
郷
土
資
料
館
の
存
在
が
こ
れ
を
明
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
昔「
西
目
間
切
り
」と
称
さ
れ
た
天
城
南
部〈
マ
マ
〉

は
、
古
代
の
東
シ
ナ
海
文
化
圏
に
属
し
、
島
の
始
ま
り
の

場
所
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
の
千
摩
遺
跡
や
弥

生
時
代
の
塔
原
遺
跡
を
は
じ
め
と
し
て
風
葬
跡
や
、城［
ぐ

す
く
］
跡
・
按
司
の
住
居
跡
・
真
川
の
「
と
び
ぎ
ん
・
ま

い
ぎ
ん
」
の
天
人
女
房
の
説
話
・
三
京
や
秋
利
神
の
船
刻

画
な
ど
、
興
味
深
い
歴
史
の
跡
が
点
在
し
て
い
る
。

　

崇
高
な
専
門
的
研
究
や
調
査
は
今
後
の
課
題
と
し
て
、

現
在
残
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
資
料
を
整
理
し
て
記
録
を

残
し
後
世
へ
伝
え
る
事
は
急
務
な
事
で
あ
る
と
共
に
、
若

い
我
々
の
責
務
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

郷
土
史
や
民
俗
誌
は
、
学
術
研
究
の
対
象
と
し
て
の
範

疇
を
超
越
し
て
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
体
感
意
識
の
中
で

学
び
会
得
し
現
在
か
ら
過
去
の
歴
史
を
洞
察
し
、
未
来
へ

の
展
望
の
思
惟
と
し
て
日
々
の
生
活
の
中
で
反
映
さ
れ
て

こ
そ
、
そ
の
真
価
は
存
在
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。

　

本
会
が
微
力
な
が
ら
そ
う
し
た
郷
土
史
の
糸
口
と
し
て

展
開
し
て
行
け
た
ら
と
願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
　

昭
和
五
十
九
年
十
月
十
日

                  

仮
称
「
天
城
南
部
郷
土
研
究
会
」
発
起
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                                             

矢
野　

幸
男　
　
　
　
　
　
　

                                                             

向
井　

一
雄　
　
　
　
　
　
　

                                                             

中　
　

武
久　
　
　
　
　
　
　

                                                             

中
城　

喜
男　
　
　
　
　
　
　

                                                             

柳　

平
治
郎　
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（
資
料
５
）「
天
城
郷
土
研
究
会　

会
則
」

    

天
城
郷
土
研
究
会　

会
則

一
、
本
会
は
、「
天
城
郷
土
研
究
会
」
と
称
す
る
。

二
、
本
会
は
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
親
睦
を
重
ね
な
が
ら
、  

　

天
城
に
地
区
に
於
け
る
、
郷
土
史
・
民
族
誌
の
総
合
的 

    

調
査
と
研
究
の
推
進
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
、
次
の
行
事
を
行
う
。

　

⑴
合
同
調
査　

⑵
研
究
発
表
会　

⑶
会
誌
の
発
行

　

⑷
其
の
他

四
、
本
会
の
会
員
は
、
本
会
の
目
的
に
賛
同
し
て
入
会
の 

    

手
続
き
を
取
っ
た
者
と
す
る
。

五
、
本
会
の
会
員
は
、
会
費
と
し
て
年
額
千
五
百
円
を
納

    

入
す
る
こ
と
と
す
る
。

六
、
本
会
は
、
会
務
の
執
行
の
た
め
に
、
委
員
若
干
名
を

　

置
き
、
う
ち
二
名
を
代
表
委
員
と
す
る
。
委
員
の
選
出   

    

は
総
会
に
於
い
て
行
い
、
そ
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。

七
、
本
会
は
、
毎
年
一
回
の
総
会
を
開
催
す
る
も
の
と 

    

す
る
。

八
、
こ
の
会
則
の
変
更
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
る
。

（
資
料
６
～
９
）

    「
天
城
郷
土
研
究
会
会
報
」
創
刊
号
～
第
四
号

　

邪
馬
台
国
研
究
の
一
視
点　
　
　
　
　
　

中　

武
久

      〈
略
〉　　

　

私
と
徳
之
島　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
好
英

　

徳
之
島
へ
最
初
に
参
り
ま
し
た
の
は
、
五
年
前
の
夏
で

す
。
加
計
呂
麻
島
へ
行
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ふ
と
思
い

立
っ
て
、
一
人
で
プ
ロ
ペ
ラ
機
に
乗
っ
て
徳
之
島
に
渡
り

ま
し
た
。

　

徳
之
島
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
は
全
く
な
く
、
降
り

立
っ
た
場
所
が
一
体
何
処
な
の
か
、
何
処
に
ど
ん
な
町
が

あ
る
の
か
一
切
分
か
ら
ぬ
ま
ま
、
心
細
い
思
い
で
バ
ス
に

揺
ら
れ
て
旅
館
を
捜
し
た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
結
局
亀

徳
に
二
泊
し
て
東
京
へ
戻
り
ま
し
た
が
、
島
の
皆
さ
ん
に

は
と
て
も
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
島
内
一
周
の

観
光
バ
ス
か
ら
見
た
風
光
の
す
ば
ら
し
さ
と
共
に
、
今
で

も
あ
の
時
の
島
で
の
三
日
間
は
、
楽
し
い
思
い
出
と
し
て

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
時
以
後
、
徳
之
島
は

僕
に
と
っ
て
、
殺
伐
た
る
都
会
に
い
て
夢
の
よ
う
に
思
い

出
す
一
種
特
別
な
島
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

次
の
歌
は
そ
の
時
徳
之
島
で
作
っ
た
も
の
で
す
。
八
・

八
・
八
・
六
調
の
琉
歌
の
つ
も
り
で
す
。

　
　

我
が
ぬ
ゆ
ん
バ
ス
や　
　

山
路
入
り
来
た
り

　

    

野
ア
サ
ガ
オ
清
ら　
　
　

悲
し
ま
で
よ

      （
私
の
乗
っ
た
バ
ス
は
山
路
に
さ
し
か
か
っ
た
。

        

紫
色
の
野
ア
サ
ガ
オ
が
悲
し
い
ま
で
に
美
し
い
）

＊　

研
究
会
活
動
・
行
事
記
録　

＊

一
、
川
崎
市
市
民
大
学
講
座
～
黒
潮
の
流
れ
に
沿
っ
て
～

　

シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

二
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
講
座

三
、「
国
文
学
」
一
月
号　

折
口
信
夫
特
集　

伊
藤
氏
寄　

　

稿
四
、
沖
縄
歌
と
踊
り
（
川
崎
市
教
育
委
員
会
主
催
）

五
、
慶
応
大
学
（
水
の
会
）
に
て
兼
久
の
集
落
形
成
と
地

　

名
に
つ
い
て
発
表
（
伊
藤
・
柳
）

六
、
中
氏　

邪
馬
台
国
に
つ
い
て
の
小
冊
子
発
行

七
、  

八
重
山
の
伝
承
芸
能　
（
民
俗
学
会
主
催
）

八
、
慶
応
大
学
（
地
人
の
会
）
に
て
西
村　

亨
教
授　

ア

　

シ
ャ
ゲ
地
帯
に
つ
い
て
発
表

十
、
第
一
回
本
会
関
東
地
区
研
究
会
開
く　
（
伊
藤
・
柳
・

　

大
多
喜

十
一
、第
二
回
本
会
関
東
地
区
研
究
会
開
く　
（
伊
藤
・
柳
・

　

大
多
〈
喜
脱
〉

　
「
お
も
ろ
」
に
於
け
る
徳
之
島
に
つ
い
て
」
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創刊号
昭　和

６０年

３　月
総合 P

１

　
　
　
　
　

④
天
城
郷
土
研
究
会
の
活
動



    

研
究
会
発
足
雑
記　
　
　
　
　
　
　
　

柳　

平
治
郎

　

南
島
研
究
は
民
俗
学
的
興
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
島

の
文
化
は
自
己
の
存
在
を
実
感
と
し
て
与
え
る
、
魅
力
と

魔
力
を
秘
め
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
奄
美
・

沖
縄
の
自
然
の
強
烈
な
景
観
と
素
朴
な
人
間
の
営
み
が
、

都
市
社
会
の
現
実
と
は
遠
く
掛
け
離
れ
た
過
去
の
原
郷
の

放
物
線
上
に
点
在
し
、
そ
の
仮
構
を
体
験
さ
せ
る
か
ら
で

あ
る
。

　

南
島
の
透
明
感
は
透
明
で
あ
る
が
故
に
、
幾
層
も
の
歴

史
を
透
視
で
き
る
か
の
ご
と
き
錯
覚
を
与
え
る
。
そ
の
錯

覚
か
ら
生
じ
る
神
秘
性
は
島
々
に
足
を
踏
み
入
れ
た
時
か

ら
島
を
出
る
ま
で
脳
裏
か
ら
離
れ
な
い
。
神
秘
的
な
透
明

感
は
現
実
の
事
象
の
な
か
で
異
物
の
輪
郭
を
明
確
に
浮
上

さ
せ
遊
離
さ
せ
る
作
用
と
、
更
に
融
和
さ
せ
調
和
さ
せ
る

不
可
思
議
な
側
面
を
内
包
し
し
〈
衍
字
〉
て
い
る
。
過
去

と
現
実
と
超
現
実
の
交
差
す
る
状
況
は
探
求
心
を
喚
起
さ

せ
る
に
十
分
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
中
武
久
氏
の
邪
馬

台
国
や
卑
弥
呼
の
研
究
は
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
独
自
の

手
法
で
現
地
調
査
を
繰
り
返
し
つ
つ
実
証
を
試
み
て
い

る
。
民
族
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
柳
田　

折
口　

伊
波
な
ど

の
軌
跡
を
意
識
し
な
い
所
で
の
作
業
で
あ
る
。
千
摩
遺
跡

（
縄
文
）
塔
原
遺
跡
（
弥
生
）
の
発
見
者
で
あ
る
向
井
一

雄
氏
の
存
在
も
本
会
の
発
起
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

千
摩
、
塔
原
遺
跡
は
多
種
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
学
術
的
な
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
、

更
に
奄
美
振
興
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
破
壊
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
現
実
の
な
か
で
、
出
土
す
る
石

器
を
収
集
し
保
存
の
為
に
努
力
さ
れ
て
い
る
姿
は
、
一
人

の
郷
土
史
研
究
家
の
素
朴
な
活
動
の
み
で
は
解
決
で
き
得

な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
矢
野
文
雄
氏
や
中
城
喜
男
氏
は
伝
承
文
化
や
歴

史
の
遺
物
を
写
真
に
よ
っ
て
収
め
記
録
を
残
す
仕
事
を
続

け
て
い
る
。
本
会
が
そ
う
し
た
人
達
の
活
動
と
慶
応
大
学

文
学
部
の
西
村　

亨
教
授
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
ー
プ

の
来
島
の
折
り
交
流
す
る
好
機
に
恵
ま
れ
た
事
に
よ
っ
て

会
と
し
て
現
実
し
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
特
に
伊
藤
好

英
氏
の
協
力
を
得
て
研
究
会
と
し
て
の
形
が
整
い
、
ま
た

在
京
の
研
究
者
で
あ
る
大
多
喜
ま
さ
み
氏
を
会
員
と
し
て

紹
介
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

伊
藤
氏
は
十
年
に
も
及
ぶ
島
々
の
調
査
と
そ
の
学
識
は

島
の
研
究
者
と
は
異
な
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を
感
じ
さ
せ

る
。ま
た
大
多
喜
氏
は
言
語
学
と　

お
も
し
ろ
草
子　
〈
お

も
ろ
さ
う
し
〉
に
精
通
し
て
お
り
今
後
の
活
動
を
期
待
し

得
る
人
で
あ
る
。
関
東
で
は
三
人
で
取
り
敢
え
ず
定
期
的

に
交
流
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
今
企
画
し
て
い
る
事
は
南

島
の
文
献　

論
文
カ
ー
ド
の
分
類
と
整
理
で
あ
る
。
多
く

の
方
々
に
協
力
し
て
頂
き
た
い
事
で
あ
る
。
ま
た
希
望
者

に
は
随
時
届
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

島
の
周
り
を
取
り
巻
く
環
礁
と
陸
と
の
間
に
は
熱
帯
魚

と
多
種
多
様
の
生
物
が
生
息
し
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
美
し

い
色
彩
を
放
っ
て
い
る
。
そ
の
内
海
の
美
し
さ
は
止
ま
る

こ
と
な
い
潮
の
流
れ
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る
。
本
会
の

発
展
と
真
価
は
島
と
島
外
と
の
交
流
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る

と
共
に
、
そ
の
地
理
的
条
件
を
克
服
す
る
事
に
よ
っ
て
達

成
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

会
員
名
簿

矢
野
幸
男

〈
〒
〉　

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

向
井
一
雄　

〈
〒
〉　

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       〈
電
話
番
号
〉

中　

武
久

〈
〒
〉　

瀬
戸
市
新
道
町
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

中
城
喜
男

〈
〒
〉　

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

柳
平
治
郎

〈
〒
〉　

横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

伊
藤
好
英

〈
〒
〉　

川
崎
市
麻
生
区
下
麻
生
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

大
多
喜
ま
さ
み

〈
〒
〉　

東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

北
郷
宗
義

〈
〒
〉　

串
木
野
市
下
名
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉
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＊
＊　

事
務
局
通
信　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

会
報
の
編
集
に
時
間
を
要
し
た
事
で
発
送
が
遅
れ
ま
し

た
事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
三
ヶ
月
に
一
度
の
予
定
で
発
行
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
個
人
的
な
問
い
合
わ
せ
や
、
発
表

な
ど
に
有
効
に
紙
面
を
使
っ
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

本
会
の
会
費
に
つ
い
て
も
六
十
年
を
第
一
回
と
し
て
皆
様

の
御
協
力
を
御
願
い
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
回
の
原
稿

は
依
頼
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
自
発
的
な
形
で
発
行
出
来

れ
ば
幸
い
で
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　　　
　
〈
原
本
な
し
〉　

　
　
　
　

　
　
〈
原
本
な
し
〉

　
　

　
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
謡
わ
れ
た
徳
之
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
多
喜
ま
さ
み

　
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
中
で
、
徳
之
島
を
謡
っ
た
お
も

ろ
は
七
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
興
味
を
引
く
も
の
が
二
つ
あ

り
ま
す
。

　

九
四
三　
　
　

徳
山
の
撫
で
松

　
　
　
　
　
　
　

親
御
船
は　

孵
ち
へ

　
　
　
　
　
　
　

と
ぶ
鳥
と　

競
い
し
て　

走
り
や
せ

　
　
　
　
　

又　

西
獄
の
撫
で
松

　

そ
の
大
意
は
、
徳
之
島
の
西
獄
の
美
し
い
松
は
船
材
と

な
る
。
そ
れ
を
使
っ
て
首
里
王
府
の
船
を
作
り
、
飛
ぶ
鳥

と
競
わ
せ
よ
う
。
と
い
っ
た
内
容
で
す
が
、
徳
之
島
に
は

良
い
船
材
が
有
り
、
大
き
な
船
を
作
っ
た
港
（
泊
ま
り
）

も
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
又
、
帆
船
の
様
な
船
を

刻
ん
だ
大
き
な
岩
も
残
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
実
物
を
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
「
お
も
ろ
」
は
長
文
な
の
で
引
用
は
省
き

ま
す
が
、
徳
之
島
の
こ
と
を
「
金
の
島
」
と
い
っ
て
い
ま

す
。
金
と
は
金
属
を
指
し
、
そ
れ
が
転
じ
て
美
称
辞
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
中
で
は
他

に
首
里
と
久
米
島
の
美
称
辞
と
し
て
登
場
し
ま
す
。

　

首
里
は
琉
球
王
朝
の
都
と
し
て
、
す
ば
ら
し
い
場
所
・

美
し
い
し
い
〈
衍
字
〉
場
所
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
久
米
島
と
徳
之
島
の
場
合

は
違
う
様
に
思
い
ま
す
。「
金
」
と
は
鉄
を
は
じ
め
と
す

る
金
属
そ
の
も
の
〈
を
脱
〉
指
す
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
金
属
を
産
し
な
い
沖
縄
の
按
司
（
豪
族
）
達
に
と
っ

て
、
金
属
（
刀
、
農
耕
具
）
を
所
有
す
る
こ
と
が
、
自
分

達
の
勢
力
を
拡
大
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
産
出
す
る

島
は
彼
等
に
と
っ
て
、
正
に
、
金
の
島
と
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
久
米
島
の
南
の
山
に
は
、
銅
か
鉄
を
産

出
す
る
場
所
が
有
っ
た
よ
う
で
す
。

　

徳
之
島
に
も
金
属
を
産
す
る
所
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い

は
、
す
ぐ
れ
た
船
材
を
産
し
、
大
き
な
船
を
作
る
技
術
が

あ
る
か
ら
「
お
も
ろ
人
」
が
そ
う
呼
ん
だ
の
か
。
実
際
に

調
べ
て
み
た
い
事
柄
で
す
。

　

彫
刻
さ
れ
て
い
た
邪
馬
壹
国
と
卑
弥
呼
家　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

武
久　

　

  〈
略
〉

　

  　
　　

  〈
出
典
未
詳
に
つ
き
、
掲
載
略
〉
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入
会
希
望
者
が
御
座
居
ま
し
た
ら
御
連
絡
下
さ
い

事
務
局
Ａ

〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
（
中
城
）　　
〈
電
話
番
号
〉

事
務
局
Ｂ

〈
〒
〉
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
〈
番
地
〉　

　
（
柳
）　　
　
〈
電
話
番
号
〉

　
　
　
　
　

④
天
城
郷
土
研
究
会
の
活
動



　
古
層
の
村
兼
久

    

地
名
考
（
一
）　　
　
　
　
　
　
　
　

  

柳　

平
治
郎　

　

兼
久
の
地
名
は
、
柳
田
国
男
の
「
海
南
小
記
」
九

章　

三
太
郎
坂　

の
文
頭
に
「
名
瀬
の
港
の
西
北
の
海
に

向
か
っ
て
開
い
て
い
る
砂
浜
を
意
味
す
る
か
ね
く
兼
久

か
ら
、
東
海
岸
を
超
え
て
南
へ
行
く
道
路
は
た
い
て
い

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
」
と
し
て
兼
久
（
金
久
）
の
地
名
が

記
さ
れ
て
い
る
。
兼
久
に
つ
い
て
、
海
に
向
か
っ
て
開
い

て
い
る
砂
地
を
意
味
す
る
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

国
語
大
語
辞
典
に
は
兼
久
に
つ
い
て
「
浜
の
砂
地
、
ま

た
は
泥
地
で
村
を
作
る
こ
と
の
出
来
る
、
低
地
奄
美
大
島

以
南
で
言
う
」
と
し
て
い
る
。
海
岸
に
多
く
存
在
し
西
南

諸
島
の
地
理
的
現
象
の
中
で
推
定
し
た
だ
け
で
そ
の
語
彙

根
拠
は
定
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

奄
美
諸
島
（
奄
美
大
島
１
３
６
・
徳
之
島
３
０
・
喜
界

島
１
５
・
与
論
４
）
に
約
１
９
２
余
の
小
字
の
カ
ネ
ク
の

地
名
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
現
在
大
字
で
残
っ
て
居
る
の

は
名
瀬
市
の
金
久
と
徳
之
島
の
兼
久
に
残
っ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
。（
カ
ネ
ク
、
カ
ニ
ク
、
ガ
ネ
ク
、
ハ
ネ
ク
）
の

地
名
も
含
む
と
そ
の
数
は
か
な
り
残
っ
て
い
る
と
考
え

る
。
徳
之
島
に
お
い
て
は
、
天
城
町　

兼
久
と
し
て
部
落

名
で
残
っ
て
お
り
徳
之
島
の
各
集
落
に
は
約
３
０
余
の
小

字
名
で
地
名
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
例
え

ば　

母
間
（
ぼ
ま
）
部
落
で
は
、
１　

池
兼
久　

２　

池

兼
久
前
平　

３　

兼
久
田　

４　

内
兼
久　

５　

兼
久
登　

な
ど
の
地
名
が
あ
り
、
又
花
徳
（
け
ど
く
）
部
落
に
お
い

て
は
、
１　

中
兼
地　

２　

兼
地　

３　

兼
久　

４　

大

兼
久　

５　

小
兼
久　

と
言
っ
た
地
名
が
あ
る
。　

伊
仙

町　

面
縄
貝
塚
（
第
２
・
第
３
）
の
発
掘
場
所
が
や
は
り

兼
久
の
地
名
で
発
見
さ
れ
、
河
口
貞
徳
に
よ
っ
て
「
鹿
児

島
県　

大
島
郡　

兼
久
貝
塚
」
に
つ
い
て
の
論
文
が
日
本

考
古
学
年
報
（
１
９
８
５
年
）
で
発
表
さ
れ
、
出
土
品
を

「
兼
久
式
土
器
」
と
し
て
い
る
。
地
名
に
熟
知
し
て
い
る

者
で
も
天
城
町
兼
久
と
誤
解
し
て
し
ま
う
。　

兼
久
（
金

久
）
と
里
の
関
連
に
つ
い
て
の
地
名
考
も
近
年
多
く
論
じ

ら
れ
て
い
る
。「
珊
瑚
礁
が
砕
け
波
に
阻
ま
れ
て
作
ら
れ

た
カ
ネ
ク
の
砂
地
が
、
陸
の
方
へ
の
び
、
里
と
カ
ネ
ク
地

で
ふ
さ
が
り
伏
流
水
に
よ
っ
て
泥
沢
地
帯
が
で
き
、
そ
こ

が
鉄
器
の
流
入
に
よ
っ
て
田
が
開
け
、
他
の
発
展
が
兼
久

の
豪
族
を
生
み
、
そ
の
豪
族
が
里
の
村
落
共
同
体
を
武
力

と
財
力
に
よ
っ
て
奴
隷
化
し
、
そ
の
後
里
は
悪
条
件
の
山

の
麓
に
分
散
し
て
い
っ
た
。」（
大
山
麟
五
郎
、谷
川
健
一
）

と
す
る
論
も
あ
る
。
鉄
器
と
の
関
連
と
村
落
構
造
の
展
開

に
於
い
て
は
興
味
深
い
点
が
あ
る
も
の
の
、
兼
久
の
地
名　

の
多
く
が
地
形
的
に
そ
の
条
件
で
な
い
事
と
、
兼
久
の
地

名
が
地
区
に
多
く
存
在
す
る
点
が
疑
問
で
あ
る
。
大
山
麟

五
郎
、
と
谷
川
健
一
の
対
話
文
献
の
な
か
で
、
兼
久
の
こ

と
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。「
現
在
の
兼
久

は
、
そ
も
そ
も
海
岸
の
近
く
で
今
で
も
年
一
回
そ
の
海
岸

で
祖
先
祭
を
行
っ
て
い
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
が
犬
の

門
蓋
で
有
っ
た
か
千
摩
で
有
っ
た
の
か
は
銘
記
し
さ
れ
て

い
な
い
、
島
の
始
ま
り
は
カ
ネ
ク
で
あ
っ
た
と
す
る
島
の

老
人
の
伝
承
は
歴
史
的
背
景
の
中
で
十
分
に
信
憑
性
の
高

い
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
千
摩
・
塔
原
一

帯
の
古
代
遺
跡
か
ら
現
在
の
集
落
ま
で
の
形
成
過
程
を
究

明
し
、
そ
の
歴
史
の
幾
重
も
の
古
層
を
探
訪
し
研
究
す
る

こ
と
は
、
南
島
の
総
合
的
な
歴
史
を
解
明
す
る
上
で
貴
重

な
事
で
あ
る
。

研
究
生
活
動
・
行
事
記
録

一
、
本
会
研
究
会
（
東
京
）
七
月
二
七
日
（
伊
藤
・
大
多　

　

喜
・
柳
）

二
、
本
会
研
究
会
（
瀬
戸
）
三
月
二
三
日
（
中
・
柳
）

三
、八
十
年
を
考
え
る
会
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
日
新
聞
・
思
想

　

の
科
学
）
に
て
徳
之
島
邪
馬
壱
国
の
研
究
発
表
（
中
）

四
、
詩
誌
「
ぶ
ら
い
の
会
」
に
て
徳
之
島
邪
馬
壱
国
の
研

　

究
発
表
（
中
）

五
、「
女
官
御
双
紙
」
読
書
会　

五
月
一
八
日
・
三
一
日
・

　

六
月
十
日
・
二
六
日
（
伊
藤
・
柳
・
他
二
名
）

六
、南
島
の
会
（
慶
大
）
再
読
「
ア
シ
ヤ
ゲ
地
帯
と
巫
女
」

　

西
村
享
発
表

七
、本
会
研
究
会
（
兼
久
）　

七
月
一
七
日
（
向
井
・
矢
野
・　

　

安
田
・
富
山
）

事
務
局
だ
よ
り　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
　

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　

皆
様
益
々
御
清
適
に
御
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。

　

本
会
発
足
か
ら
一
年
の
日
々
が
過
ぎ
ま
し
た
、
皆
様
の

御
蔭
を
も
ち
ま
し
て
や
っ
と
郷
土
研
究
会
の
礎
石
と
も
言

え
る
べ
く
形
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
島
外
で
の

研
究
会
も
人
数
は
増
え
な
い
ま
で
も
、
定
期
的
に
開
い
て

天
城
郷
土
研
究
会　

会
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い
ま
す
。
又
島
内
に
於
い
て
も
先
刻
第
一
回
の
会
が
開
催

さ
れ
た
事
も
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
が
島
内

外
で
着
実
に
目
的
意
識
の
中
で
思
索
し
調
査
と
、
討
論
が

展
開
し
て
い
か
れ
る
事
を
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
此
の
度
本
会
の
大
多
喜
ま
さ
み
さ
ん

が
研
究
調
査
の
為
に
、沖
縄
奄
美
（
徳
之
島
）
を
《
の
カ
》

旅
行
を
計
画
致
し
て
お
り
ま
す
、
交
流
の
機
会
が
生
ま
れ

る
事
を
期
待
致
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
の

予
定
で
す
。

　

夏
の
輝
く
星
の
下
で
南
島
の
古
代
誌
と
歴
史
の
流
れ
を

追
い
か
け
て
み
る
の
も
、
楽
し
い
も
の
と
存
じ
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

犬
祖
伝
説
と
邪
馬
壹
国　
　
　
　
　
　
　

中　

武
久

　

 〈
略
〉

　　

神
と
現
代　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
好
英

　

明
治
四
十
三
年
、
柳
田
国
男
は
『
石
神
問
答
』
と
『
遠

野
物
語
』と
を
続
い
て
世
に
出
し
て
い
る
。
こ
の
両
書
は
、

日
本
民
俗
学
の
出
発
点
と
も
目
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
若

き
柳
田
の
民
族
に
対
す
る
情
熱
が
強
く
迸
り
出
て
い
る
書

で
も
あ
る
。こ
れ
ら
の
書
で
彼
が
書
こ
う
と
し
た
も
の
は
、

近
代
日
本
が
ま
さ
に
そ
の
時
点
で
目
を
背
け
脇
に
退
け
ん

と
し
た
、
地
域
の
小
さ
な
神
々
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ら
の
神
を
彼
は
深
く
愛
し
た
。「
石
神
」
と
は
奄
美
で
言

う
「
イ
ベ
ガ
ナ
シ
」
に
近
い
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
か
。

こ
の
「
石
神
」
を
も
っ
て
彼
は
、
旧
村
々
の
境
界
付
近
に

ひ
っ
そ
り
と
祀
ら
れ
て
い
る
種
々
の
神
々
の
代
表
と
し
て

い
る
。『
遠
野
物
語
』
で
は
、
山
里
深
く
住
み
、
普
段
は

な
り
を
潜
め
て
い
る
が
あ
る
時
不
意
に
出
現
し
て
里
人
を

驚
か
す
、
恐
ろ
し
い
神
々
の
姿
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、

村
人
達
の
心
に
現
実
に
息
衝
く
こ
れ
ら
の
神
々
も
、
国
家

の
神
に
比
べ
れ
ば
小
さ
な
神
に
過
ぎ
な
い
。
が
、
柳
田
に

と
っ
て
は
こ
れ
ら
の
小
さ
な
神
々
こ
そ
も
っ
と
も
リ
ア
ル

な
神
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
私
は
仕
事
で
北
海
道
に
来
て
い
る
。
初
め

て
の
北
の
果
て
の
旅
で
あ
る
。
今
ま
で
、
北
海
道
は
新
開

地
だ
か
ら
ア
イ
ヌ
の
文
化
は
別
と
し
て
も
そ
の
他
に
古
代

と
か
神
と
か
い
っ
た
事
柄
に
は
縁
の
薄
い
国
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
認
識
は
誤
っ
て
い
た
。
逆
に

こ
の
地
は
、
新
開
地
だ
か
ら
こ
そ
よ
り
原
初
的
・
古
代
的

な
感
覚
が
存
在
し
て
い
る
。
神
に
関
し
て
言
え
ば
、
本
当

に
大
事
な
の
は
過
去
に
神
が
存
在
し
た
こ
と
よ
り
も
、
現

在
に
ど
れ
だ
け
我
々
が
、
柳
田
の
愛
し
た
よ
う
な
素
朴
な

真
実
の
神
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
心
を
豊
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
で
あ
る
。
神
と
は
、
自
然
に
た

い
す
る
人
間
の
真
剣
な
、
そ
し
て
敬
虔
な
関
わ
り
の
う
ち

に
胚
胎
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
文
明
に
よ
る
自
然
の
後
退

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
神
の
死
滅
へ
と
つ
な
が
る
も
の

で
あ
る
。
都
市
化
に
よ
っ
て
住
む
地
を
奪
わ
れ
た
ど
れ
程

多
く
の
内
地
の
神
々
が
日
高
の
原
野
、
そ
し
て
こ
の
阿
寒

の
湖
畔
に
移
り
住
ん
で
来
て
い
よ
う
こ
と
か
。
前
記
の
書

に
お
け
る
、
あ
の
小
さ
な
神
々
に
対
す
る
柳
田
の
愛
情
の

表
現
は
、
そ
の
ま
ま
、
自
然
に
対
す
る
素
朴
な
畏
れ
を
忘

れ
、
観
念
と
欲
望
の
肥
大
と
利
潤
の
追
求
の
う
ち
に
自
己

を
失
っ
て
い
る
、
我
々
近
代
人
に
対
す
る
警
鐘
で
も
あ
っ

た
。
明
治
の
終
わ
り
に
偉
大
な
民
俗
学
の
先
輩
に
よ
っ
て

書
か
れ
た
こ
の
二
書
の
紹
介
が
、
徳
之
島
を
は
じ
め
と
す

る
奄
美
、
さ
ら
に
は
沖
縄
を
も
ふ
く
む
南
島
に
対
す
る
私

の
関
心
の
所
在
の
、幾
分
か
の
説
明
に
な
れ
ば
幸
で
あ
る
。

       　
　
　
　
　
　
　

七
月
七
日　

阿
寒
湖
荘
に
て

入
会
希
望
者
が
御
座
居
ま
し
た
ら
御
連
絡
下
さ
い

事
務
局
Ａ

〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
（
中
城
）　　
〈
電
話
番
号
〉

事
務
局
Ｂ

〈
〒
〉
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
〈
番
地
〉　

　
（
柳
）　　
　
〈
電
話
番
号
〉
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徳
之
島
「
線
刻
画
」
の
現
存
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳　

平
治
郎　

　

近
年
秋
利
神
の
線
刻
画
が
話
題
に
な
り
、
研
究
者
に
よ

る
調
査
報
告
や
研
究
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
線
刻
画

の
存
在
が
、
今
日
の
状
況
ま
で
認
識
さ
れ
る
過
程
に
於
い

て
は
、
在
島
の
郷
土
史
研
究
者
の
素
朴
な
研
究
情
熱
と
高

い
見
識
が
有
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
小
さ
な
集
ま
り

の
地
域
研
究
で
も
大
き
な
流
れ
を
作
り
だ
せ
る
事
を
立
証

し
て
い
る
。
現
在
徳
之
島
の
線
刻
画
は
秋
利
神
の
船
田
の

一
号
二
号
（
森　

浩
一
分
類
）
と
三
京
山
中
と
瀬
滝
と
伊

仙
の
馬
根
と
母
間
の
六
ケ
所
が
今
日
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
も
、
克
明
に
刻
ま
れ
て
い
る
の
は
秋
利
神
で
あ

る
。
船
と
矢
の
絵
図
が
話
題
の
中
心
で
あ
る
。
最
初
の
写

真
発
表
は
伊
仙
町
誌
（
昭
和
五
十
三
年
発
行
）
に
義　

憲

和
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
徳
之

島
郷
土
研
究
会
の
調
査
報
告
書
が
幾
度
か
徳
之
島
新
聞
に

記
載
さ
れ
報
告
が
な
さ
れ
た
。
又
、
秋
利
神
の
遺
跡
は
瀬

滝
の
地
域
区
分
に
入
っ
て
い
る
事
が
訂
正
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
昭
和
六
十
年
に
琉
球
大
学
海
洋
学
部
（
地
質
学
）
の

木
村
正
昭
〈
政
昭
〉
助
教
授
の
来
島
調
査
に
よ
っ
て
機
運

が
高
ま
り
、
更
に
同
志
社
大
学
文
学
部　

森　

浩
一
教
授

に
よ
っ
て
中
央
誌
に
紹
介
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
、
再
認
識

さ
れ
る
と
共
に
一
般
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
徳
之
島
新
聞
・
南
海
日
日
新
聞
・
琉
球
新
聞
・
東

京
新
聞
・
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
・
中
央
公
論
等
に
記
事
掲
載
さ

れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
発
表
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
分

類
さ
れ
る
。

一
、
木
村
正
昭
〈
政
昭
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
（
琉
球
大
学
海
洋
学
部
助
教
授
）
説

　

源　

為
朝
渡
来
説
話
を
基
軸
と
し
て
、
源　

為
朝
一
族

の
武
士
に
よ
る
海
戦
図
で
あ
る
。
ピ
ー
ト
に
よ
る
年
代
測

定
や
矢
の
鑑
定
（
東
京
国
立
博
物
館
刀
剣
室
）
に
よ
っ
て

鎌
倉
時
代
以
前
の
十
二
～
十
三
世
紀
頃
と
し
て
い
る
。
船

の
形
や
マ
ス
ト
と
カ
ジ
の
太
さ
に
注
目
し
て
い
る
。

二
、
森　

浩
一
（
同
志
社
大
学
文
学
部
教
授
）
説

　

木
村
正
昭
〈
政
昭
〉
の
先
〈
線
〉
刻
画
に
対
し
て
「
岸

壁
画
」
と
呼
び
、
二
ケ
所
の
分
類
を
一
号
岩
絵
・
二
号
岩

絵
と
し
て
、
十
一
世
紀
～
十
三
世
紀
が
中
心
と
し
て
年
代

別
に
考
察
し
て
い
る
。
世
界
の
壁
画
と
比
較
し
つ
つ
、
特

に
一
九
八
三
年
に
韓
国
の
莞
島
海
底
か
ら
発
見
さ
れ
た
高

麗
時
代
の
五
枚
の
松
坂
で
作
ら
れ
た
木
造
船
の
構
造
と
酷

似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
注
目
し
て
い
る
。

三
、
松
本　

哲
（
神
戸
商
船
大
教
授
）
説

　

船
の
位
置
及
び
帆
が
ほ
ぼ
正
方
形
状
で
あ
る
事
か
ら
、

約
八
百
年
前
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
、
日
本
軍
船
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

四
、
前
田
長
英
（
徳
之
島
郷
土
研
究
会
会
員
・
作
家
）
説

　

琉
球
王
朝
と
徳
之
島
と
の
関
係
か
ら
、
琉
球
王
朝
の
船

は
徳
之
島
の
木
材
で
作
ら
れ
た
と
し
、
先
〈
線
〉
刻
画
は

そ
の
切
り
出
し
の
時
に
行
わ
れ
た
航
海
安
全
を
祈
願
す
る

場
所
で
あ
る
と
と
も
に
儀
式
行
為
に
於
け
る
彫
刻
で
あ

る
、
と
推
定
し
て
い
る
。

　

以
上
四
氏
の
所
見
が
現
在
発
表
さ
れ
て
い
る
。
線
刻
画

に
つ
い
て
の
研
究
発
表
が
今
後
更
に
多
く
の
専
門
分
野
で

行
わ
れ
る
事
を
期
待
し
た
い
。

　

こ
の
線
刻
画
は
中
世
の
島
々
の
関
係
を
位
置
ず〈
づ
誤
〉

け
る
貴
重
な
史
材
で
あ
る
と
共
に
、
船
の
イ
メ
ー
ジ
の
も

つ
独
特
の
ロ
マ
ン
を
秘
め
て
い
る
。

　

琉
球
統
一
王
朝
は
「
伊
平
屋
王
が
な
し
」
と
呼
ば
れ
た

尚
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
三
山
時
代
以
前
か
ら
伊
平
屋

島
や
伊
是
名
島
と
徳
之
島
と
は
な
ん
ら
か
の
深
い
関
係
が

有
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
三
京
の
山
々
の
森
林

を
支
配
し
て
い
た
土
豪
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
。

　

伊
平
屋
諸
島
に
は
魚
撈
に
従
事
し
独
自
の
造
船
技
術
と

航
海
技
術
を
持
っ
た
剛
健
な
気
魄
の
人
々
の
住
む
島
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。そ
の
独
自
の
船
を「
た
た
な
船
」（
十

棚
船
）
と
称
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
島
に
は
高
度
な
造
船
技
術
が
展
開

さ
れ
る
森
林
基
盤
が
存
在
し
え
な
い
、
船
材
の
採
集
出
来

な
い
島
で
、
技
術
の
み
成
熟
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
注
目
さ
れ
て
い
る
船
の
マ
ス
ト
が
十
数
本
、
縦

状
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
「
た
た
な
船
」
ま
た
「
十

棚
船
」
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
含
ん
で

い
る
。
伊
平
屋
諸
島
に
、こ
の
船
刻
画
《
線
刻
画
》
を
彫
っ

た
徳
之
島
の
一
派
が
南
下
し
て
定
着
し
た
と
仮
定
す
れ
ば

「
た
た
な
船
」
も
一
考
に
値
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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徳
之
島
再
訪　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
多
喜
ま
さ
み

　

昨
夏
、徳
之
島
を
再
び
訪
れ
、「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
「
か

ね
（
金
）
の
島
と
」
美
称
さ
れ
て
揺
〈
謡
〉
わ
れ
た
、
そ

の
理
由
が
朧
気
な
が
ら
解
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
、
一
つ
に
は
「
お
も
し
ろ
さ
う
し
〈
お
も
ろ
さ

う
し
〉」
巻
十
三
に
も
謡
わ
れ
て
い
る
様
に
、
島
に
は
良

質
の
船
材
（
松
な
ど
）
豊
富
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。
し
か

も
、
そ
の
材
で
親
御
船
（
首
里
王
府
の
船
）
を
作
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、
勝
れ
た
造
船
技
術
も
持
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

又
、
こ
の
事
は
、
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る
船
田
や
三

京
の
船
刻
画
と
も
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
琉
大

の
木
村
政
昭
氏
は
為
朝
伝
説
と
結
び
つ
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

り
、
古
代
史
の
上
田
正
昭
氏
は
韓
国
の
新
安
沖
に
沈
ん
だ

元
代
の
貿
易
船
と
そ
っ
く
り
と
言
っ
て
い
ら
れ
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
中
世
の
徳
之
島
の
重
要
が
性
《
重
要
性
が
》
浮

か
び
上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
文
字
通
り
金
属
を
産
出
す
る
島
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
島
に
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
銅
山
が
あ
り
、
金

や
鉄
鉱
石
も
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
武
器
と
し
て

は
、
中
世
時
代
す
で
に
鉄
が
主
流
で
あ
っ
た
わ
け
で
す

が
、
貿
易
品
と
し
て
は
大
切
な
資
源
だ
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
の
証
拠
に
、
城
（
グ
ス
ク
）
跡
な
ど
か

ら
中
国
や
朝
鮮
の
銅
銭
が
出
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

第
三
に
は
、
最
近
調
査
さ
れ
た
亀
焼
古
窯
跡
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
か
な
り
大
規
模
な
須
恵
器
の
窯
跡
で
す
。

本
土
で
は
須
恵
器
は
、
古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け

て
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
徳
之
島
の
も
の
は
、
も
う
少
し
時

代
が
下
が
っ
て
、
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
、
つ
ま
り
十

～
十
三
世
紀
の
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
須
恵
器
の

窯
跡
は
、
沖
縄
本
島
や
奄
美
諸
島
で
も
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
当
然
、
交
易
品
と
い
て
は
、
引
く
手
あ
ま
た

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
様
に
見
て
い
き
ま
す
と
、
中
世
の
徳
之
島
は
、
沖
縄

諸
島
か
ら
も
、
あ
る
い
〈
は
脱
〉
本
土
か
ら
も
、
中
国
か

ら
も
朝
鮮
か
ら
も
一
種
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
目
標
）
と
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
「
お
も
ろ
さ
う

し
」
の
中
で
、
あ
え
て
首
里
王
府
の
美
称
辞
と
同
じ
、「
か

ね
の
し
ま
」
と
い
う
呼
び
方
で
徳
之
島
を
揺
っ
た
〈
謡
っ

た
〉
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
務
局
だ
よ
り　
　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　
　
　

暑
中
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

皆
様
益
々
御
清
適
に
御
過
ご
し
の
事
と
存
じ
ま
す
。
本

会
発
足
か
ら
二
年
の
日
々
が
過
ぎ
ま
し
た
、
皆
様
の
御
蔭

を
も
ち
ま
し
て
や
っ
と
郷
土
研
究
会
の
形
が
で
き
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
積
極
的
な
御
参
加
を
御
願
い
い
た

し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

会
員
名
簿

矢
野
幸
男

　
〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

向
井
一
雄

　
〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

中　

武
久

　
〈
〒
〉
瀬
戸
市
新
道
町
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

中
城
喜
男

　
〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

柳
平
治
郎

　
〈
〒
〉
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

伊
藤
好
英

　
〈
〒
〉
川
崎
市
麻
生
区
下
麻
生
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

大
多
喜
ま
さ
み

　
〈
〒
〉
東
京
都
台
東
区
上
野
公
園
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

富
山
祝
明

　
〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
大
津
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

重
久
淳
一

　
〈
〒
〉
川
崎
市
宮
前
区
有
馬
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉
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川
村
直
治

　
〈
〒
〉
東
京
都
大
田
区
中
央
〈
番
地
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
電
話
番
号
〉

　〈
以
下
、
目
次
の
み
の
掲
載
と
す
る
〉

徳
之
島
シ
キ
マ
ン
ト
遺
跡
発
見
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

竪
穴
住
居
址
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

重
久
淳
一

目　

次

１　

は
じ
め
に

２　

南
島
研
究
抄
史

３　

遺
跡
の
概
観

４　

遺　

構

５　

遺　

物

６　

ま
と
め

７　

お
わ
り
に

　
　

註

参
考
文
献

入
会
希
望
者
が
御
座
居
ま
し
た
ら
御
連
絡
下
さ
い

事
務
局
Ａ

〈
〒
〉
鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
兼
久
〈
番
地
〉

　
（
中
城
）　　
〈
電
話
番
号
〉

事
務
局
Ｂ

〈
〒
〉
横
浜
市
神
奈
川
区
神
大
寺
〈
番
地
〉　

　
（
柳
）　　
　
〈
電
話
番
号
〉

天
城
郷
土
研
究
会　

会
報

第４号

1987 年

（
資
料
７
）「
徳
之
島
入
れ
墨
聞
き
書
き
追
跡
調
査
」
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（資料８）徳之島新聞（昭和六三年四月十四日付）

（資料９）徳之島新聞（昭和六三年五月十二日付）
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（資料10）大島新聞（昭和六三年四月九日付）
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【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

⑤
向
井
一
雄
の
埋
蔵
文
化
財
保
護
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

具
志
堅
亮

　

一
、
は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
の
天
城
町
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
を
語

る
う
え
で
、
向
井
一
雄
氏
の
業
績
を
抜
く
こ
と
は
で
き
な

い
。

　

天
城
町
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
は
昭
和

六
〇
年
に
熊
本
大
学
考
古
学
研
究
室
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ

た
玉
城
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
端
緒
と
な
る
が
、
そ
れ
よ
り

も
前
か
ら
、
向
井
一
雄
氏
に
よ
る
考
古
遺
物
の
採
集
活
動

は
始
ま
っ
て
い
た
。

　

向
井
氏
は
昭
和
四
八
年
の
千
間
遺
跡
（
大
字
兼
久
）
発

見
を
皮
切
り
に
、
遺
物
採
集
活
動
を
継
続
的
に
行
な
っ
た

結
果
、塔
原
遺
跡（
大
字
兼
久
）、喜
治
貝
塚（
大
字
平
土
野
）

な
ど
の
重
要
な
遺
跡
を
発
見
し
、
採
集
し
た
遺
物
の
報
告

を
天
城
町
教
育
委
員
会
に
対
し
て
継
続
的
に
行
な
っ
て
き

た
。

　

向
井
氏
の
こ
の
地
道
な
活
動
は
、
天
城
町
の
貴
重
な
遺

跡
の
保
護
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
採
集
さ
れ
た

遺
物
類
は
天
城
町
の
先
史
時
代
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な

い
資
料
と
な
っ
て
お
り
、
天
城
町
指
定
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　

二
、
向
井
一
雄
氏
の
半
生

　

向
井
氏
は
昭
和
四
年
に
兵
庫
県
神
戸
市
灘
区
に
お
い

て
、
徳
之
島
町
徳
和
瀬
出
身
の
両
親
の
長
男
と
し
て
生
を

受
け
る
。
向
井
氏
の
父
親
で
あ
る
向
井
佐
衛
盛
は
向
井
家

の
六
男
の
た
め
、
そ
の
親
か
ら
ほ
と
ん
ど
土
地
が
分
け
与

え
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
早
く
か
ら
故
郷
で
あ
る
徳
之
島

を
離
れ
、
神
戸
の
川
崎
製
板
で
働
く
こ
と
と
な
り
、
そ
こ

で
同
じ
徳
和
瀬
出
身
の
徳
ウ
ト
と
知
り
合
い
、
昭
和
三
年

に
結
婚
し
て
い
る
。

　

太
平
洋
戦
争
開
戦
時
に
向
井
氏
は
十
二
歳
と
な
っ
て
お

り
、
尋
常
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
軍
事
工
場
で
働
い
て

い
た
が
、
国
の
た
め
に
奉
仕
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

十
六
歳
の
と
き
に
御
用
船
（
南
方
へ
の
物
資
補
給
船
）
で

務
め
る
こ
と
を
志
願
し
た
。
し
か
し
、
長
男
で
あ
っ
た
た

め
、
海
員
組
合
か
ら
父
親
に
照
会
が
あ
り
、
そ
れ
を
知
っ

た
父
親
か
ら
強
く
反
対
さ
れ
た
た
め
、
御
用
船
で
働
く
こ

と
を
諦
め
る
。

　

し
か
し
、
向
井
氏
は
国
の
た
め
に
奉
仕
し
た
い
と
思
い

を
募
ら
せ
て
お
り
、
父
親
か
ら
比
較
的
安
全
で
あ
っ
た
満

州
で
の
兵
役
に
つ
い
て
許
可
を
取
り
付
け
、
昭
和
二
〇
年

の
十
七
歳
の
と
き
に
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
神
戸
第

三
八
中
隊
に
入
隊
す
る
。

　

茨
城
県
東
茨
城
郡
下
中
妻
村
（
現
、
水
戸
市
）
内
原
に

て
三
か
月
間
の
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
の
軍
事
訓
練

（
三
～
六
月
）
を
受
け
、
満
州
に
渡
る
準
備
を
行
な
っ
た
。

し
か
し
、
当
時
、
日
本
海
の
制
海
権
は
す
で
に
連
合
国
軍

に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
た
た
め
、
渡
満
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
秋
田
県
仙
北
郡
角
館
町
（
現
、
仙
北
市
）
今
泉
で
松

根
油
づ
く
り
の
た
め
の
松
の
伐
採
に
派
遣
さ
れ
、
そ
の
ま

ま
、
そ
こ
で
終
戦
を
迎
え
る
。

　

終
戦
後
の
昭
和
二
〇
年
九
月
に
神
戸
市
に
戻
り
、
両
親

と
再
会
を
果
た
し
た
。
か
ろ
う
じ
て
家
は
焼
け
て
お
ら
ず

残
っ
て
い
た
が
、食
う
物
も
な
い
厳
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。

神
戸
に
戻
っ
た
向
井
氏
は
友
人
か
ら
の
紹
介
を
う
け
、
進

駐
軍
の
仕
事
に
就
い
た
。
神
戸
港
に
停
泊
し
て
い
る
軍
艦

の
補
修
作
業
を
行
う
も
の
で
、
軍
艦
の
鉄
板
が
錆
び
た
部

分
を
削
り
と
り
、
そ
こ
に
ペ
ン
キ
を
塗
る
仕
事
を
行
い
、

現
金
収
入
を
得
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
父
親
の
故
郷
で
あ
る
徳
之
島
で
生
産

さ
れ
る
黒
砂
糖
が
高
く
売
れ
る
と
い
う
情
報
を
得
た
向
井

氏
の
父
親
は
、
昭
和
二
一
年
の
二
～
三
月
こ
ろ
に
向
井
氏

と
、親
戚（
父
方
の
従
弟
叔
父
な
ど
）と
と
も
に
密
航
船（
焼

玉
エ
ン
ジ
ン
の
い
わ
ゆ
る
ポ
ン
ポ
ン
船
。
一
五
ト
ン
）
に

乗
っ
て
徳
之
島
に
黒
砂
糖
の
買
い
付
け
に
い
く
。（
※
取

締
な
ど
は
厳
し
く
は
な
か
っ
た
が
、
母
間
で
密
航
を
取
り

締
ま
っ
た
警
察
官
が
密
航
者
に
殺
さ
れ
て
し
ま
う
事
件
がⅡ - ⑤写真　向井一雄氏近影
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発
生
す
る
な
ど
物
騒
で
あ
っ
た
。）
向
井
氏
ら
は
両
親
の

地
元
で
あ
る
徳
和
瀬
集
落
か
ら
黒
砂
糖
を
買
い
付
け
、
そ

れ
を
神
戸
ま
で
に
持
っ
て
行
っ
て
、
そ
れ
を
売
り
利
益
を

得
た
。

　

そ
の
後
は
、
黒
糖
を
徳
之
島
か
ら
神
戸
ま
で
運
ん
だ
際

に
知
り
合
っ
た
人
脈
な
ど
を
活
か
し
て
、
鹿
児
島
市
で
奄

美
群
島
の
人
々
か
ら
黒
砂
糖
を
買
い
付
け
、
そ
れ
を
神
戸

に
運
び
、
売
っ
て
現
金
収
入
を
得
て
い
た
。（
向
井
氏
の

父
親
は
一
〇
回
、
向
井
氏
は
二
～
三
回
ほ
ど
）
こ
の
他
、

向
井
氏
と
父
親
は
愛
知
県
の
渥
美
半
島
に
行
な
っ
て
芋
を

買
っ
て
神
戸
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
を
母
親
が
蒸
芋
に
し
て

高
架
下
で
売
り
生
計
を
た
て
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
二
一
年
十
二
月
に
南
西
諸
島
へ

の
引
き
揚
げ
募
集
が
あ
り
、
向
井
氏
の
父
親
は
家
族
全
員

を
連
れ
て
、
徳
之
島
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
を
決
意
す
る
。

引
き
揚
げ
の
際
、
神
戸
か
ら
広
島
県
の
宇
品
港
に
向
い
、

そ
こ
か
ら
船
に
乗
っ
て
奄
美
大
島
の
名
瀬
に
到
着
し
た
。

名
瀬
に
お
い
て
黒
糖
商
売
で
得
た
お
金
を
Ｂ
円
（
米
軍
発

行
の
軍
票
）に
換
金
し
た
後
、名
瀬
か
ら
徳
之
島
に
向
か
っ

た
。

　

名
瀬
か
ら
徳
之
島
へ
は
ポ
ン
ポ
ン
船
で
迎
い
、
亀
徳
港

の
沖
で
艀
に
乗
り
換
え
徳
之
島
に
到
着
し
た
。

　

亀
徳
か
ら
両
親
の
故
郷
で
あ
る
徳
和
瀬
に
移
動
し
、
叔

父
（
父
方
の
従
弟
叔
父
）
の
家
に
間
借
り
す
る
こ
と
と
な

る
。
そ
の
後
、
親
戚
総
出
で
山
に
行
っ
て
、
マ
タ
木
（
枝

が
二
股
に
分
か
れ
「
Ｙ
」
字
状
に
な
る
立
木
）
や
ス
ス
キ

を
切
っ
て
き
て
、
一
〇
日
間
ぐ
ら
い
か
け
て
掘
立
小
屋
を

建
て
て
も
ら
っ
た
。
一
柱
間
×
一
柱
間
（
約
六
畳
ほ
ど
）

の
家
で
、
床
は
竹
で
、
そ
の
上
に
畳
を
敷
い
て
、
家
族
八

人
が
暮
ら
し
た
。

　

一
家
が
生
活
す
る
家
は
で
き
た
も
の
の
、
自
ら
の
田
ん

ぼ
や
畑
を
持
て
な
か
っ
た
向
井
氏
と
父
親
は
、
徳
之
島
に

帰
っ
て
く
る
際
に
換
金
し
た
Ｂ
円
を
元
に
、
伊
仙
で
芋
を

買
い
付
け
、
そ
れ
を
亀
徳
で
売
り
、
兼
久
で
は
米
を
買
っ

て
、
兼
久
の
土
岐
商
店
で
精
米
し
て
、
そ
れ
を
亀
津
で
売

る
商
売
を
し
て
い
た
。
亀
津
か
ら
、
犬
伏
整
備
工
場
の
払

い
下
げ
ら
れ
た
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
（
バ
ス
代
わ
り
）
に
乗
り
、

亀
津
か
ら
平
土
野
ま
で
来
て
（
Ｂ
円
の
二
〇
円
）、
そ
こ

か
ら
歩
い
て
兼
久
に
ま
で
行
き
米
の
買
い
付
け
を
行
っ
て

い
た
。

　

あ
る
日
、
向
井
氏
の
父
親
が
兼
久
に
米
の
買
い
付
け
に

来
た
と
き
に
、
精
米
途
中
に
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
た
め

に
、兼
久
の
人
の
家
に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
こ
で
、

泊
め
て
も
ら
っ
た
家
の
主
か
ら
、「
八
人
家
族
だ
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
お
金
が
な
く
な
る
か
ら
、
兼
久
に
来
て
農
業
し
た

ほ
う
が
い
い
。」
と
す
す
め
ら
れ
た
。
そ
の
家
主
か
ら
、

兼
久
集
落
は
米
処
で
あ
る
と
と
も
に
、畑
地
も
多
く
あ
り
、

荒
れ
た
畑
が
多
く
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
。
戦

時
中
、
徳
之
島
に
駐
屯
し
た
奄
美
守
備
隊
の
食
糧
確
保
の

た
め
に
、
多
く
の
畑
地
に
お
い
て
芋
（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、
終
戦
後
に
は
、
芋
畑
が
使
わ
れ
な

く
な
り
荒
地
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
向
井
氏
の
父
親
は
、
早
速
荒
地
の
所
有

者
で
あ
る
「
文
田
の
バ
ア
サ
ン
」
か
ら
八
反
（
八
千
平
方

メ
ー
ト
ル
）
も
の
荒
地
を
三
年
間
無
料
で
借
り
、さ
ら
に
、

文
田
の
バ
ア
サ
ン
の
家
を
宿
と
し
て
貸
し
て
も
ら
い
な
が

ら
、
荒
地
を
耕
し
て
、
芋
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
栽
培
し
た
。

芋
と
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
栽
培
と
併
行
し
て
、
兼
久
に
家
を
構

え
る
準
備
を
進
め
た
。
三
京
に
あ
る
徳
之
島
営
林
署
に
入

山
料
を
払
い
、
三
京
山
に
入
っ
て
柱
に
使
用
す
る
マ
タ
バ

ラ
（
イ
タ
ジ
イ
の
建
材
）
を
伐
り
出
し
、
伐
り
出
し
た
材

木
を
担
い
で
山
か
ら
運
び
だ
し
、営
林
署
の
職
員
に
見
せ
、

材
木
料
金
を
支
払
い
購
入
し
た
。
購
入
し
た
マ
タ
バ
ラ
は

永
岡
商
店
に
お
金
を
支
払
っ
て
手
配
し
た
、
馬
に
曳
か
せ

て
兼
久
ま
で
運
ん
だ
。
ま
た
、
桁
や
梁
に
使
用
す
る
材
木

（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
マ
ツ
）
は
、「
文
田
の
バ
ア
サ
ン
」
が
、

兼
久
の
ナ
ン
ゴ
ー
イ
ジ
ュ
ン
に
隣
接
す
る
山
を
所
有
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
伐
り
出
し
、
自
ら
の
牛
で
運
ん
だ
。

　

約
一
年
間
か
け
て
家
を
建
て
る
の
に
使
用
す
る
材
木
を

集
め
、
向
井
氏
と
父
親
で
家
の
骨
組
み
を
組
み
立
て
た
。

屋
根
を
葺
く
際
に
は
兼
久
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
ハ
ン
タ
（
犬
の
門
蓋
海
岸
の
南
側
に
広
が
る
台
地
）

か
ら
ス
ス
キ
を
刈
り
と
っ
て
き
て
、そ
れ
で
屋
根
を
葺
き
、

昭
和
二
三
年
に
兼
久
に
自
ら
の
住
ま
い
が
完
成
し
、
一
家

全
員
が
兼
久
に
移
り
住
む
こ
と
と
な
る
。

　

三
、千
間
遺
跡
の
発
見

　

向
井
氏
が
最
初
に
発
見
し
た
遺
跡
は
、
千
間
遺
跡
で
あ

る
。
昭
和
四
八
年
こ
ろ
、
千
間
海
岸
へ
下
り
る
道
路
を
施

設
す
る
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。
向
井
氏
は
サ
ン
ゴ
の
化

石
を
拾
う
た
め
に
工
事
現
場
を
訪
れ
、
そ
こ
で
土
層
が
露

わ
と
な
っ
た
法
面
か
ら
数
点
の
土
器
と
石
器
を
採
集
し
持

ち
帰
っ
た
。

　

そ
の
当
時
、
向
井
氏
は
土
器
に
つ
い
て
の
知
識
は
ほ
と
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ん
ど
無
く
、
持
ち
帰
っ
た
土
器
が
何
な
の
か
確
か
め
る
た

め
に
、
た
ま
た
ま
繁
殖
牛
の
様
子
を
見
に
向
井
氏
宅
を
訪

れ
た
徳
之
島
農
業
普
及
所
の
職
員
に
採
集
し
た
土
器
を
見

せ
た
。
そ
の
職
員
か
ら
、
そ
れ
が
先
史
土
器
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
、
町
の
当
局
に
連
絡
す
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
、
連
絡
を
行
う
。

　

向
井
氏
か
ら
連
絡
を
受
け
た
天
城
町
文
化
財
保
護
審
議

会
は
臨
時
の
審
議
会
を
開
い
た
の
ち
、
向
井
氏
の
案
内
の

も
と
天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
四
名
が
千
間
遺
跡
の

確
認
を
行
な
っ
た
。
そ
こ
で
赤
褐
色
、
暗
褐
色
な
ど
の
素

焼
き
の
土
器
が
採
集
さ
れ
、
千
間
遺
跡
の
存
在
が
町
の
文

化
財
保
護
部
局
も
含
め
広
く
認
知
す
る
に
至
っ
た
。（
※

新
聞
報
道
に
は
、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
文
化
課
の
確
認

調
査
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際

に
確
認
調
査
が
実
施
さ
れ
た
か
不
明
で
あ
る
。）

　

四
、
塔
原
遺
跡
の
発
見
お
よ
び
発
掘
調
査
経
緯

　

千
間
遺
跡
の
発
見
に
よ
り
、
埋
蔵
文
化
財
に
つ
い
て
興

Ⅱ - ⑤新聞記事 1 向井氏の遺跡発見を告げる新聞記事

味
を
覚
え
た
向
井
一
雄
氏
は
、
さ
ら
な
る
遺
跡
の
発
見
を

目
ざ
し
て
考
古
遺
物
の
採
集
活
動
を
精
力
的
に
行
う
こ
と

と
な
る
。
昭
和
五
九
年
に
は
、
塔
原
付
近
に
自
ら
の
畑
を

所
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
塔
原
遺
跡
を
発
見
し
た
。

向
井
氏
は
、
塔
原
遺
跡
一
帯
か
ら
遺
物
を
丹
念
に
収
集
し

て
は
、
そ
れ
を
町
の
教
育
委
員
会
に
報
告
を
行
な
っ
て
い

た
。

　

ち
ょ
う
ど
、
そ
の
こ
ろ
か
ら
町
で
は
県
営
畑
地
総
合
改

善
事
業
・
南
部
地
区
事
業
が
計
画
さ
れ
、
塔
原
遺
跡
を
含

む
一
帯
が
対
象
地
区
と
な
り
、
昭
和
六
〇
年
度
か
ら
具
体

的
な
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
圃
場
整
備
に
よ
り
遺
跡
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
を
憂
慮

し
た
天
城
郷
土
研
究
会
（『
塔
原
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』

に
は
兼
久
郷
土
史
研
究
会
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
城
郷
土

研
究
会
の
名
前
で
要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。）
な
ど

を
中
心
と
し
た
地
域
住
民
か
ら
、
遺
跡
調
査
要
望
の
声
が

高
ま
っ
て
き
た
。

　

昭
和
六
二
年
八
月
、
向
井
氏
か
ら
、
塔
原
遺
跡
で
個
人

に
よ
る
土
層
改
良
（
天
地
返
し
）
に
よ
っ
て
遺
物
が
散
乱

し
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
天
城
町

教
育
委
員
会
が
現
地
で
遺
物
の
表
面
採
集
を
行
う
と
と
も

に
、
将
来
の
発
掘
調
査
等
を
考
慮
し
、
遺
物
が
含
ま
れ
る

地
層
の
確
認
作
業
を
行
な
っ
た
。
こ
の
確
認
作
業
に
よ
っ

て
、
黒
曜
石
の
石
鏃
（
矢
じ
り
）
が
み
つ
か
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
土
器
や
石
器
な
ど
を
含
む
地
層
が
破
壊
さ
れ
ず

に
残
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

昭
和
六
三
年
二
月
、
天
城
郷
土
研
究
会
を
中
心
に
兼
久

集
落
民
が
調
査
要
望
書
を
町
当
局
・
町
教
育
委
員
会
に
提
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出
し
た
（
※
要
望
書
は
次
項
（
資
料
４
）
に
掲
載
）。

　

そ
の
こ
ろ
、
天
城
町
教
育
委
員
会
は
熊
本
大
学
教
授
の

白
木
原
和
美
氏
と
接
す
る
機
会
を
得
て
お
り
、
塔
原
遺
跡

発
掘
調
査
の
相
談
と
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
結

果
、
熊
本
大
学
考
古
学
研
究
室
か
ら
発
掘
調
査
の
協
力
を

行
う
旨
の
承
諾
が
得
ら
れ
、
さ
ら
に
関
係
機
関
や
兼
久
集

落
に
よ
る
調
査
協
力
も
得
ら
れ
、
官
民
一
体
の
も
と
、
昭

和
六
三
年
七
月
九
日
か
ら
同
一
九
日
に
圃
場
整
備
事
業
に

先
だ
っ
て
塔
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

　

発
掘
調
査
は
四
八
平
方
メ
ー
ト
ル
の
調
査
面
積
で
実
施

さ
れ
、
重
機
に
よ
る
天
地
返
し
に
よ
っ
て
住
居
跡
な
ど
が

大
き
く
削
平
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
竪
穴
住
居
跡
三
基
が

確
認
さ
れ
、
合
計
、
七
基
以
上
の
竪
穴
住
居
跡
が
あ
っ
た

と
調
査
結
果
か
ら
推
定
さ
れ
て
い
る
。
住
居
跡
か
ら
は
、

貝
塚
時
代
前
四
～
五
期
（
縄
文
後
期
～
晩
期
相
当
）
の
時

期
の
土
器
が
出
土
し
、
塔
原
遺
跡
が
今
か
ら
お
よ
そ
三
千

年
前
～
二
千
五
〇
〇
年
前
こ
ろ
の
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
塔
原
遺
跡
は
住
居
跡
が
残
さ
れ

て
い
る
重
要
な
遺
跡
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
た
た
め
、
県
教

育
庁
文
化
財
課
と
天
城
町
教
育
委
員
会
は
、
圃
場
整
備
事

業
に
先
立
ち
塔
原
遺
跡
が
ど
れ
ほ
ど
の
広
さ
な
の
か
を
確

認
す
る
た
め
に
分
布
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
圃
場

整
備
事
業
地
区
内
の
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
土
器
や
石
器

が
落
ち
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
塔

原
遺
跡
が
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
広
が
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
と
い
う
判
断
さ
れ
、
遺
跡
範
囲
は
事
業
計
画
地
区

か
ら
除
外
す
る
計
画
で
調
整
が
進
ん
で
い
た
。

　

し
か
し
、
平
成
四
年
に
鹿
児
島
県
農
政
部
に
圃
場
整
備

推
進
に
つ
い
て
の
地
元
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
塔
原
遺
跡

範
囲
内
を
再
び
事
業
計
画
地
区
に
含
め
る
と
い
う
計
画
変

更
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、県
教
育
庁
文
化
財
課
、

天
城
町
教
育
委
員
会
、
県
農
政
部
の
三
者
が
協
議
を
行
っ

た
結
果
、
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
調
査
担
当
と
な

り
、
事
業
着
手
前
に
遺
跡
範
囲
・
性
格
等
を
把
握
す
る
た

め
の
調
査
を
平
成
五
年
度
か
ら
平
成
八
年
に
わ
た
っ
て
実

施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
地
点
の
三
地
点
に

遺
跡
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
平
成
七
年

に
実
施
さ
れ
た
Ａ
地
点
の
発
掘
調
査
で
は
、
一
七
基
の
竪

穴
住
居
跡
や
土
坑
な
ど
の
遺
構
が
、
現
代
の
天
地
返
し
な

ど
に
よ
る
削
平
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
状
況
で
検
出

さ
れ
た
。
平
成
八
年
に
は
、
昭
和
六
三
年
に
熊
本
大
学
考

古
学
研
究
室
が
調
査
を
行
な
っ
た
Ｃ
地
点
の
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
、
昭
和
六
三
年
の
調
査
時
に
検
出
さ
れ
た
三
基

の
住
居
跡
の
他
に
、
新
た
に
三
基
の
竪
穴
住
居
跡
と
四
基

の
土
坑
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
合
計

二
三
基
の
住
居
跡
が
み
つ
か
る
な
ど
、
塔
原
遺
跡
が
大
規

模
な
集
落
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

平
成
二
三
年
に
は
、
向
井
氏
が
塔
原
遺
跡
の
近
く
の
畑

に
お
い
て
重
機
に
よ
る
天
地
返
し
に
よ
っ
て
、
土
器
や
石

器
な
ど
の
遺
物
が
地
表
面
に
散
乱
し
て
い
る
の
を
発
見
す

る
。
こ
の
こ
と
を
向
井
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
天
城
町
教
育

委
員
会
が
現
場
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
重
機
に
よ
る
天
地

返
し
が
終
了
し
た
畑
地
に
土
器
や
石
器
な
ど
が
大
量
に
散

乱
し
て
お
り
、
天
地
返
し
に
よ
っ
て
地
下
の
住
居
跡
な
ど

が
破
壊
さ
れ
、
そ
こ
に
あ
っ
た
遺
物
が
地
表
面
に
露
出
し

た
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
天
城
町
教
育
委
員
会
は
塔
原
遺
跡
を

保
護
す
る
に
は
、
遺
跡
範
囲
を
調
査
し
て
、
そ
こ
に
保
護Ⅱ - ⑤新聞記事 2　「徳州新聞」（昭和 63 年 7 月 21 日付）
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措
置
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
、
平
成
二
四

年
度
か
ら
再
び
塔
原
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

　

天
地
返
し
に
よ
っ
て
遺
物
が
地
表
面
に
散
乱
し
た
畑
地

を
発
掘
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
竪
穴
住
居
跡
五
基
が
新
た
に

確
認
さ
れ
、
平
成
五
～
八
年
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
認

さ
れ
て
い
た
Ａ
～
Ｃ
地
点
の
他
に
も
遺
跡
が
残
存
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

こ
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、
新
た
に
八
基
の
住
居
跡
が

確
認
さ
れ
、
塔
原
遺
跡
が
三
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
範
囲
に
三
一
基
の
住
居
跡
が
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
、
塔
原
遺
跡
が
改
め
て
広
大
面
積
を
誇
る
遺
跡
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　

五
、
塔
原
遺
跡
概
要

　

塔
原
遺
跡
は
、
こ
れ
ま
で
に
九
回
の
発
掘
調
査
が
実
施

さ
れ
る
な
ど
、
天
城
町
に
お
い
て
最
も
多
く
発
掘
調
査
が

実
施
さ
れ
た
遺
跡
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
竪
穴
住
居
跡
三
一
基

と
土
坑
八
基
な
ど
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か

ら
遺
跡
範
囲
が
三
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
と
推

定
さ
れ
、
大
規
模
な
集
落
遺
跡
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ

の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
地
山
を
掘
り
込
ん

で
そ
の
ま
ま
地
山
を
住
居
跡
の
壁
と
す
る
も
の
（
四
号
住

居
跡
）
か
ら
、
住
居
跡
の
周
縁
に
サ
ン
ゴ
礫
を
配
す
る
住

居
跡
（
八
号
住
居
跡
）
へ
と
移
行
し
、
周
縁
の
石
組
が
な

く
な
り
、
中
央
に
石
組
み
炉
を
持
つ
竪
穴
住
居
跡
（
七
号

住
居
跡
）
へ
の
変
遷
過
程
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

二
六
号
住
居
跡
の
よ
う
に
八
・
四
メ
ー
ト
ル
×
六
・
四
メ
ー

ト
ル
の
規
格
と
な
る
巨
大
な
竪
穴
住
居
跡
も
確
認
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
塔
原
遺
跡
住
居
跡
の
標
準
的
な
規
格
で
あ

る
三
・
三
メ
ー
ト
ル
×
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
、
六
倍
以
上
の

面
積
と
な
っ
て
い
る
。

　

出
土
土
器
は
貝
塚
時
代
前
４
期
（
縄
文
後
期
相
当
）
の

土
器
で
あ
る
嘉
徳
Ⅰ
式
、
面
縄
西
洞
穴
式
、
犬
田
布
式
や

貝
塚
時
代
前
５
期
（
縄
文
晩
期
相
当
期
）
の
宇
宿
上
層
式

な
ど
も
出
土
し
て
い
る
が
、
貝
塚
時
代
前
五
期
末
の
仲
原

式
と
そ
れ
に
後
続
す
る
と
考
え
ら
れ
る
突
帯（
粘
土
ひ
も
）

を
も
つ
甕
形
土
器
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。
住
居
跡
か
ら

出
土
し
た
炭
化
物
に
よ
る
年
代
測
定
の
結
果
、
三
千
六
二

～
二
千
七
七
九
年
前
の
測
定
値
が
得
ら
れ
て
お
り
、
土
器

の
年
代
観
と
概
ね
調
和
的
で
あ
る
。

　

塔
原
遺
跡
か
ら
は
、
多
く
の
種
類
の
石
器
が
多
量
に
出

土
し
て
い
る
。
五
号
住
居
跡
か
ら
、磨
製
石
斧
（
伐
採
斧
・

加
工
斧
）、
打
製
石
斧
（
土
堀
り
具
）、
磨
石
、
敲
石
、
凹

石
、ク
ガ
ニ
石
（
植
物
食
糧
加
工
具
）
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
石
器
の
セ
ッ
ト
関
係
を
考
え
る
う
え
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、チ
ャ
ー
ト
の
原
石
が
一
号
住
居
跡
・

三
号
住
居
跡
よ
り
出
土
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ー
ト
は
ガ

ラ
ス
質
の
石
で
あ
る
た
め
、
原
石
を
打
ち
割
っ
て
得
ら
れ

る
鋭
利
な
刃
を
も
つ
石
器
（
剥
片
石
器
）
の
製
作
に
用
い

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
剥
片
石
器
の
出
土
が
少
な
い
奄
美

群
島
で
は
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
を
総
括
す
る
と
、
伐
採
・
加

工
用
の
石
斧
と
食
糧
加
工
用
の
磨
石
、
敲
石
、
ク
ガ
ニ
石

が
多
く
出
土
し
て
い
る
。
獣
骨
・
魚
骨
が
極
め
て
少
量
し

か
遺
跡
か
ら
出
土
し
な
い
こ
と
と
、
貝
類
が
全
く
出
土
し

な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
よ
り
植
物
性
食
糧

に
依
存
し
た
生
活
が
塔
原
遺
跡
で
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推

察
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
傍
証
す
る
か
の
よ
う
に
、
二
六

号
住
居
跡
か
ら
堅
果
類
（
ド
ン
グ
リ
な
ど
）
な
ど
が
出
土

し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
の
炉
跡
の
そ
ば
か
ら
出
土
し
た

石
器
（
磨
石
）
の
表
面
に
は
、
堅
果
類
、
根
茎
類
、
ユ
リ

科
、
レ
ン
コ
ン
な
ど
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
デ
ン
プ
ン
の

付
着
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

六
、
向
井
一
雄
氏
採
集
考
古
遺
物
の
価
値

　

向
井
氏
は
塔
原
遺
跡
周
辺
か
ら
膨
大
な
量
の
考
古
遺
物

を
採
集
し
て
お
り
、
表
面
採
集
遺
物
で
は
あ
る
が
、
塔
原

遺
跡
を
考
察
す
る
う
え
で
、
非
常
に
学
術
的
価
値
の
高
い

資
料
で
あ
る
。
特
に
、
向
井
氏
が
採
集
し
た
遺
物
の
な
か

で
注
目
さ
れ
る
も
の
は
、
黒
曜
石
製
石
器
お
よ
び
そ
の
剥

片
類
で
あ
る
。
黒
曜
石
は
マ
グ
マ
が
急
速
に
冷
え
て
固

ま
っ
て
で
き
る
火
山
岩
で
、
火
山
の
な
い
徳
之
島
で
は
産

出
し
な
い
石
材
で
あ
る
。
向
井
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た

黒
曜
石
は
二
六
五
点
に
も
の
ぼ
り
（
天
城
町
文
化
財
活
性

化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報

告
書
』
天
城
町
、
平
成
二
四
年
三
月
）、
点
数
で
は
琉
球

列
島
で
一
番
多
い
遺
跡
と
な
る
（
小
畑
・
盛
本
・
角
縁
「
琉

球
列
島
出
土
の
黒
曜
石
製
石
器
の
化
学
分
析
に
よ
る
産
地

推
定
と
そ
の
意
義
」、
小
畑
弘
巳
〔
編
〕『
石
器
原
産
地
研

究
会
会
誌Stone Sources

』
石
器
原
産
地
研
究
会
、
平

成
一
六
年
九
月
、
一
〇
一
頁
～
一
三
六
頁
）。
そ
の
中
に
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は
石
鏃
（
矢
じ
り
）
を
は
じ
め
、
刃
を
作
り
出
さ
れ
た
石

器
が
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
一
部
は
、
理
化
学

分
析
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
佐
賀
県
腰
岳
産
と

産
地
推
定
さ
れ
て
い
る（
小
畑
・
盛
本
・
角
縁
、前
掲
論
文
）。

塔
原
遺
跡
か
ら
採
集
さ
れ
た
黒
曜
石
の
点
数
は
、
他
の
遺

跡
を
圧
倒
的
に
凌
駕
し
て
お
り
、
黒
曜
石
が
奄
美
・
沖
縄

に
ど
の
よ
う
に
持
ち
込
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
、

消
費
さ
れ
て
い
っ
た
か
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
重
要

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　

塔
原
遺
跡
か
ら
は
黒
曜
石
と
併
せ
て
、
チ
ャ
ー
ト
の
石

材
が
用
い
ら
れ
た
剥
片
石
器
も
向
井
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
総
数
も
一
六
八
点
も
の
多
さ
と
な
る
。

採
集
さ
れ
た
チ
ャ
ー
ト
製
石
器
を
見
て
み
る
と
、原
石（
石

核
）
や
、
原
石
を
打
ち
割
っ
て
得
ら
れ
た
剥
片
、
そ
の
剥

片
に
細
か
な
加
工
を
施
し
て
製
作
さ
れ
た
製
品
と
、
原
石

か
ら
製
品
に
な
る
ま
で
の
各
段
階
の
も
の
が
認
め
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
向
井
氏
採
集
の
チ
ャ
ー
ト
製
石
器

お
よ
び
剥
片
は
、
塔
原
遺
跡
一
帯
に
お
い
て
チ
ャ
ー
ト
を

石
材
と
し
た
剥
片
石
器
の
製
作
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

指
し
示
す
非
常
に
重
要
な
資
料
と
評
価
さ
れ
る
。

　

向
井
氏
が
千
間
遺
跡
お
よ
び
喜
治
貝
塚
か
ら
採
集
し
た

遺
物
も
、
天
城
町
の
先
史
時
代
を
考
え
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
。

　

千
間
遺
跡
か
ら
は
、
貝
塚
時
代
前
４
期
（
縄
文
時
代
後

期
相
当
）
の
土
器
が
採
集
さ
れ
、
塔
原
遺
跡
に
比
べ
古
い

時
期
が
中
心
と
な
る
遺
跡
と
採
集
資
料
か
ら
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
、
千
間
遺
跡
か
ら
も
良
質
な
チ
ャ
ー
ト
（
ガ

ラ
ス
質
の
石
材
）
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
剥
片
石
器
が
出

土
し
て
お
り
、
町
内
に
お
け
る
剥
片
石
器
使
用
の
開
始
期

を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
貴
重
な
資
料
が
得
ら
れ
て
い

る
。

　

七
．
向
井
一
雄
氏
の
採
集
活
動
の
現
在

　

昭
和
四
八
年
の
千
間
遺
跡
の
発
見
か
ら
始
ま
っ
た
向
井

氏
の
採
集
活
動
は
、
四
五
年
経
過
し
た
現
在
で
も
、
勢
力

的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

向
井
氏
の
年
齢
は
八
十
八
歳
と
な
っ
て
い
る
が
、
日
課

と
し
て
塔
原
遺
跡
一
帯
で
の
考
古
資
料
の
採
集
活
動
を
行

う
と
と
も
に
、
週
に
一
度
は
、
採
集
品
を
携
え
て
天
城
町

教
育
委
員
会
に
報
告
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
九
年
に
は
、
千
間
海
岸
に
て
新
た
な
遺
跡
「
千

間
海
岸
遺
跡
（
仮
名
）」
を
発
見
す
る
な
ど
（
遺
跡
発
見

届
の
手
続
き
中
）、
新
た
な
遺
跡
を
発
見
す
る
こ
と
に
対

す
る
熱
意
も
全
く
衰
え
を
見
せ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
、
向
井
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ
た
遺
物
は
天
城

町
歴
史
文
化
産
業
科
学
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ユ
イ
の
館
」
に

て
収
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
は
、
天
城
町
の
歴
史
を

紹
介
す
る
資
料
と
し
て
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
向
井
氏
の
こ
の
よ
う
な
活
動
が
重
要
な
文
化
財

保
護
活
動
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
、
平
成
二
七
年
に
は
大
島

地
区
文
化
財
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
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⑥
兼
久
・
兼
寿
会
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
保
存
会
〔
編
〕

　
　
「
兼
久
の
シ
マ
唄
」　
（
平
成
二
二
年
四
月
一
日
作
成
）
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歌
い
だ
す
前
は
、

思
っ
た
だ
け
で
も
は
ず
か
し
い
が

一
声
歌
い
出
せ
ば
、

後
は
何
も
は
ず
か
し
い
こ
と
は
な
い

歌
の
始
ま
り
は

恥
か
し
が
っ
て
、
歌
い
始
め
る
人
は
い
な
い

一
声
歌
い
だ
す
と
何
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
な
い

早
く
歌
い
だ
し
て
、
楽
し
い
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
の
輪

(

仲
間)

に
は
い
り
な
さ
い

直
接
お
会
い
し
て
、
私
の
気
持
ち
を
お
伝
え

し
た
い
の
で
す
が
、

家
の
中
で
、
可
愛
い
娘
さ
ん
だ
な
あ
と
想
い

 

焦
が
れ
て
い
ま
す
。

(

拝
ん
で
ど
…
直
接
お
会
い
し
て)

家
の
中
で
、

想
い
焦
が
れ
て
い
て
も

貴
方
は
他
人
の
愛
人
に
な
っ
て
い
る
の
で

ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か

(

い
き
ゃ
あ
し
い
…
ど
う
に
も
な
ら
な
い)

マ
ン
キ
ア
シ
ビ

一
、(

男)　

オ
ネ　
　

オ
ネ

打
ち
出
す
る
前
や

思
て
恥
か
さ
い

一
声
打
ち
出
せ
ば　

何
恥
か
さ
ん
が　

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

打
ち
出
す
る
前
や　

思
て
恥
か
さ
い

一
声
打
ち
出
せ
ば　

何
恥
か
さ
ん
が

二
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

拝
ん
て
ど
い
ち
ゃ
う
よ　
　

ま
こ
ま
で
ぐ
ぁ
や
ら
ち　

家
ぬ
な
か
ら
い
ち
ゅ
て

わ
あ
想
愛
な
さ　

(
女)　

オ
ネ　

オ
ネ

家
ぬ
な
か
ら
い
ち
ゅ
い

お
も
ら
て
に
す
れ
ば

貴
方
や
他
人
が
愛
人　

な
と
む
ん
い
き
ゃ
あ
し
い
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貴
女
は
他
人
の
愛
人
で
は
あ
る
が
、

行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、

 

私
の
愛
人
に
し
て
み
せ
ま
す

後
は
わ
た
し
の
も
の
で
す

 (

や
ら
ち
こ
れ
も
ど
い
…
行
っ
た
り
来
た
り)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
と
い
う
こ
と
は
、

も
め
事
を
起
こ
す
ば
か
り
だ
が

考
え
れ
ば
今
夜
に
で
も
行
っ
て

本
心
を
打
ち
明
け
、
お
願
い
す
る
の
が
よ
い
の

で
は
？(

ま
さ
に
た
ぼ
い
…
お
願
い
す
る)

  こ
ん
な
に
ま
で
私
の
胸
を

痛
め
な
が
ら

こ
の
田
舎
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
の
土
地

に
馴
れ
染
ん
で
、
私
の
こ
と
な
ど
忘
れ
て
し
う

の
で
し
ょ
う
。(

か
ん
ぎ
ゃ
で
…
こ
ん
な
に
ま
で)

(

荒
卿
…
田
舎
・
区
域)

田
舎
の
皆
さ
ん
か
ら

情
け
を
か
け
て
も
ら
っ
て
か
ら
は

 

辞
し
て
行
く
気
に
も
な
れ
ず
、

私
は
ず
っ
と
こ
こ
に
い
た
い

(

吾
居
い
欲
さ
い
…
私
は
こ
こ
に
い
た
い)

村
は
静
ま
り
返
っ
て

 

ク
バ
の
葉
は
サ
ヤ
サ
ヤ
と
音
を
立
て
て
い
る

約
束
し
て
あ
る
愛
人
が

 

私
を
待
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う

 (

ち
な
じ
あ
る
…
約
束
し
て
あ
る)

　
　
　

つ
な
い
で
あ
る
船
を　
　
　

早
く
寄
せ
て
く
だ
さ
い

よ
う
こ
そ
お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た

 

私
は
お
も
い
焦
が
れ
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

 (

思
て
さ
び
ら
…
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
こ
ら
れ
て
も

私
は
柳
花
咲
か
せ
て
お
む
か
え
し
ま
す

 

貴
女
が
戻
ら
れ
る
頃
に
は

立
派
な
柳
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

(

も
ど
ら
ど
き
や
…
戻
る
頃
に
は)

柳
花
の
露
は

日
が
暮
れ
て
か
ら
流
れ
る

彼
氏
の
流
す
汗
は

私
の
胸
伝
い
に
な
が
れ
る

三
、(
男)　

オ
ネ　

オ
ネ

貴
女
や
他
人
が
愛
人
よ

や
ら
ち
か
ち
ぎ
ぐ
ぁ
や
ら
ち

や
ら
ち
こ
れ
む
ど
い

後
や
我
我
為

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

後
ち
ゅ
う
事
や　
　
　

物
ぐ
と
ど
や
し
が　

考
え
れ
ば
今
夜　

ま
さ
に
た
ぼ
い　

四
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

か
ん
ぎ
ゃ
で
吾
胸　

む
ん
ぐ
ぁ
や
思
め
乍
な

荒
卿
出
て
他
人
ど

馴
れ
ど
そ
た
わ

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

荒
卿
で
の
わ
の
や　

恩
情
か
け
ら
れ
て

行
き
も
行
き
な
ゆ
み

吾
居
い
欲
さ
い

　

五
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

島
や
凪
凪
と　

蒲
葉
や
そ
や
そ
や
と　

ち
な
じ
あ
る
愛
人
が

待
ち
ゅ
ら
や
し
が

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

ち
な
と
ゆ
る
船
ぬ　

ゆ
し
で
ゆ
し
な
ゆ
む　

い
も
ち
も
れ
そ
の
め　

思
て
さ
び
ら　

六
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

い
も
ち
も
れ
そ
の
め
よ　

柳
花
ぐ
ぁ
さ
か
ら　

貴
女
た
が
も
ど
ら
ど
ら
ど
き
や

柳
な
と
ら　

　
(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

柳
花
ぬ
つ
ゆ
や　

夜
ぬ
く
り
て
は
ゆ
い

吾
愛
人
ぐ
ぁ
ぬ
汗
や

吾
胸
ぐ
だ
い
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彼
女
だ
と
思
っ
て

抱
き
寄
せ
た
ら

大
恥
か
い
た(

か
ん
ぎ
ゃ
で
…
こ
ん
な
に)

別
人
だ
っ
た

　
　
　
　

 　
　

他
人
の
た
め
か

自
分
の
た
め
か

大
事
な
胸
痛
め
て(

あ
っ
た
ら
…
大
事
な)

何
の
役
に
た
つ
か

　
　
　
　
　

 　
　
　
　

親
も
怖
が
る
な(

た
ま
が
る
…
怖
が
る
。恐
れ
る)

他
人
も
恐
れ
る
な

私
一
人
だ
と
思
っ
て

遊
ん
で
く
だ
さ
い

働
け
は
ら
ら
け

今
月
中
は
働
き
な
さ
い

来
月
か
ら
は　

(

ど
お
か
ち
…
所
へ)

黒
砂
糖
作
り
の
仕
事
場
へ
行
き
ま
す
よ

　
も
っ
た
い
な
い
正
月

(

あ
た
ら
き
ゃ
ぬ
…
も
っ
た
い
な
い)

那
覇
下
り
ま
で
や
っ
て
し
ま
っ
て

何
時
に
な
っ
た
ら
来
年
に
な
っ
て

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
し
い
年
を
迎
え
る
私
た
ち
は

育
っ
て
若
返
る
が

年
老
い
た
親
の
こ
と
が

心
配
で
す　

(

思
め
さ
…
心
配
で
す)

　
年
取
っ
た
と
思
っ
て

鏡
を
取
っ
て
み
た
ら

気
持
ち
だ
け
は
若
々
し
く

(

若
さ
持
ち
…
若
々
し
く)

も
と
の
よ
う
な
若
さ
に
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
も
お
か
げ

こ
ん
な
に
生
長
し
た(

か
ん
げ
…
こ
ん
な
に)

親
も
こ
と
は

お
ろ
そ
か
に
思
っ
て
は
な
ら
な
い

(

そ
そ
ん
…
お
ろ
そ
か
、
虐
待)

　

七
、(
男)　

オ
ネ　

オ
ネ

愛
人
だ
ら
ち
お
も
て　

ね
首
だ
き
ゆ
し
て

か
ん
ぎ
ゃ
で
恥
か
ち

他
人
と
や
た
わ

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

他
人
が
為
な
ゆ
ら

吾
為
な
ゆ
ら

あ
っ
た
ら
胸
く
だ
ち

何
役
立
ち
ゅ
い

八
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

親
も
た
ま
が
る

他
人
も
た
ま
が
る
な　

私
一
人
だ
ら
ち
思
て　

遊
で
た
ぼ
り　

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

き
ば
り
き
ば
り　

今
月
中
や
き
ば
り　

来
月
か
ら
な
て
か　

砂
糖
し
ど
お
か
ち

九
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

あ
た
ら
き
ゃ
ぬ
正
月

那
覇
下
い
や
ら
ち

何
時
し
来
年
な
て

新
年
と
ゆ
ん
が

(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

新
年
と
る
私
達
や

育
て
若
返
い　

年
や
ゆ
る
親
ぬ

事
ど
思
め
さ　

十
、(

男)　

オ
ネ　

オ
ネ

年
老
た
ら
ち
も
て　

鏡
と
て
見
れ
ば

心
若
さ
持
ち　

も
と
の
姿　

　
(

女)　

オ
ネ　

オ
ネ

親
神
う
か
げ

か
ん
げ
が
り
育
て

親
神
く
と
や　

　

そ
そ
ん
思
め
ん
な　
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備　

考

従
来
歌
い
続
け
ら
れ
て
き
た
、
兼
久
の
「
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
」
招
き
遊
び
の
歌
詞
の
一
部
を
訂
正
し
ま
し
た
。

一
、
詩
型
…
八
八
八
六
調
四
句
体
が
極
端
に
く
ず
れ
て
い
る
部
分
。

二
、
形
式
…
（
男
女
の
掛
け
合
い
）
男
の
句
に
つ
な
が
ら
な
い
箇
所
。

　
　
　
　
　

上
句
と
下
句
の
つ
な
が
ら
な
い
箇
所
。

　
　
　
　
　
（
本
来
、
し
り
と
り
式
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
）

＊
歌
詞
の
省
略
、
重
複
は
原
文
の
ま
ま
転
記
し
ま
し
た
。

＊
歌
詞
の
意
味
が
判
然
と
し
な
い
も
の
は
、
筆
者
の
憶
測
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
無
理
に
こ
じ
つ　
　

　

け
る
こ
と
は
さ
け
ま
し
た
。

＊
シ
マ
唄
へ
の
抵
抗

　

歌
詞
が
解
読
し
難
い
、
元
歌
が
イ
メ
ー
ジ
し
難
い
、
唄
と
踊
り
に
魅
力
が
な
い
、
等
々
数
え
た
ら
限
り

　

が
な
い
。

＊
シ
マ
唄
の
保
存
と
伝
承
を
い
か
に
進
め
た
ら
よ
い
か
、
こ
の
視
点
に
立
っ
て
今
回
の
一
部
改
訂
を
行
い

　

ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
み
台
に
し
て
更
に
易
し
く
、
親
し
み
や
す
い
テ
キ
ス
ト
の
改
編
と
活
用
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

　
〈「
ま
ん
き
遊
び
」
手
書
き
資
料
二
頁
分
、
略
〉

   

兼 

久 

音 

頭

一
、
ア
～　

兼
久
よ
い
と
こ　

天
城
の
南　

ヨ
イ
ト
ナ
～

米
と
砂
糖
の　

米
と
砂
糖
の　

大
産
地　

ソ
レ
～

米
と
砂
糖
は　

大
出
来
よ

サ
～
サ　

ユ
イ
ユ
イ　

大
出
来
よ

二
、
ア
～ 

東
田
ん
ぼ
で　

西
に
は
畑　
　

ヨ
イ
ト
ナ
～

広
い
畑
は　

若
い
我
ら
の
腕
試
し　
　

ソ
レ
～

広
い
田
ん
ぼ
は　

生
命
線

サ
～
サ
～　

ユ
イ
ユ
イ　

生
命
線

三
、
ア
～　

水
の
清
ら
さ
や　

当
川
の
泉　

ヨ
イ
ト
ナ
～

朝
な
夕
な
の　

朝
な
夕
な
の　

お
茶
の
水　

ソ
レ
～

く
ん
で
お
い
し
い　

当
川
水

サ
～
サ　

ユ
イ
ユ
イ　

当
川
水
よ

四
、 

ア
～　

メ
ナ
ダ
山
寺　

兼
久
も
守
り　

ヨ
イ
ト
ナ
～

あ
が
め
祭
り
て　

あ
が
め
祭
り
て　

栄
ら
そ　

ソ
レ
～

村
の
い
や
さ
か　

祈
り
ま
す

サ
～
サ　

ユ
イ
ユ
イ　

祈
り
ま
す

五
、 

ア
～　

犬
の
じ
ょ
う
ふ
た　

兼
久
の
名
所　

ヨ
イ
ト
ナ
～

 

沖
に
鳥
島　

沖
に
鳥
島　

永
部
島　
　

ソ
レ
～

 
上
が
る
白
波　

よ
い
な
が
め

　
　
　
　

サ
～
サ　

ユ
イ
ユ
イ　

よ
い
な
が
め
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門
口
か
ら
歌
っ
て
く
る
こ
と
は

失
礼
だ
と
思
い
ま
す
が

し
き
た
り
を
知
ら
な
い
私
た
ち
を
許
し
て

く
だ
さ
い 

　
　
　
　
　

ご
飯
が
欲
し
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

 

餅
が
欲
し
い
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん

祖
先
か
ら
の
真
似
を
し
て
い
る
だ
け
で
す

　
　
　
　
　

　
　
　
　

今
日
の
吉
日
に

種
を
漬
け
た
の
で

来
年
の
稲
は
、
畦
枕
の
大
豊
作
に
な
り
ま
す

よ
う
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

今
日
の
嬉
し
さ
は

何
時
よ
り
勝
っ
て
、
嬉
し
い

い
つ
も
今
日
の
よ
う
に
あ
っ
て
欲
し
い

　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
餅
貰
い
に
大
勢
の
人
が
来
た
の
で
、
餅
が
た
り
な
く
な
っ
て
、
ち
ぎ
っ
て
あ
げ
た
の
で
し
ょ
う
？
）

（
金
持
ち
は
欲
が
深
く
、
１
個
丸
ご
と
あ
げ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
、
ち
ぎ
っ
て
あ
げ
た
で
は
？
）

兼
久
の
新
村
に
は

き
れ
い
な
学
校
が
建
て
ら
れ
て

村
々
の
子
供
た
ち
は
踊
っ
て
喜
ん
だ

　
　
　
　
　
　
　

花
徳
の
清
主
は

大
金
持
ち
と
聞
い
た
け
ど

餅
貰
い
に
行
っ
た
ら
ち
ぎ
っ
て
く
れ
た

餅
た
ぼ
り

一
、
へ
ぇ
～　

門
口
ぬ
歌
や　

無
礼
な
が
ら
や
し
が
よ　

物
ぬ
知
ら
ぬ
吾
き
ゃ　

許
ち
給
り　

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　

サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ
～

二
、
へ
ぇ
～　

御
飯
欲
さ
ま
あ
ら
じ

餅
欲
さ
ま
あ
ら
じ
よ　

昔
親
祖
父
ぬ　

真
似
ど
せ
ゆ
ん
ど

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　

サ
マ
ン
ト
サ
ン
セ
～

三
、
へ
ぇ
～　

今
日
の
良
か
る
日
に

種
籾
ぐ
ぁ
浸
き
て
ぃ
よ

来
年
ぬ
稲
様
や　

畦
枕

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　
　

サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ

四
、
へ
ぇ
～　

今
日
の
誇
ら
し
ゃ
や

何
時
よ
り
も
勝
て
ぃ
よ　

何
時
も
今
日
も
如
に　

あ
ら
ち
給
れ

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　

サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ
～

五
、
へ
ぇ
～　

兼
久
新
村
な
ん
や

き
ゅ
ら
学
校
ぬ
出
来
て
ぃ

村
々
ぬ
子
供
ん
き
ゃ　

て
ぃ
ま
い

さ
ま
い

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　

サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ
～

六
、
へ
ぇ
～　

花
徳
ぬ
為
清
主
や

米
富
源
者
ち
聞
ち
ゃ
し
が

餅
貰
れ
が
い
じ
ゃ
と　

摘
切
ち
給
ち

ハ
ラ
ド
ン
ド
ン　

サ
マ
イ
ト
サ
ン
セ
～
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こ
の
吉
日
に

お
祝
い
し
て
お
け
ば

月
毎
に
、

お
い
わ
い
ば
か
り

月
毎
に
、

お
い
わ
い
ば
か
り

こ
の
遊
び
企
て
て
、

家
に
帰
ら
れ
よ
う
か

明
日
の
太
陽
が

上
が
る
ま
で
遊
ぼ
う
よ

明
日
の
太
陽
が

上
が
る
ま
で
遊
ぼ
う
よ

朝
日
は東

か
ら
昇
る

ま
る
い
石
も

そ
の
影
が
長
く
な
っ
て
も
見
え
る

(

物
事
は
、
見
よ
う
考
え
よ
う
立
場
に
よ
っ
て

     

変
わ
る
と
の
意
か
？)

今
日
の
嬉
し
さ
は
、

い
つ
も
よ
り
勝
り

何
時
も
今
日
の
よ
う
に

あ
っ
て
欲
し
い

何
時
も
今
日
の
よ
う
に

あ
っ
て
欲
し
い

祝
い
事
が
続
く
泰
平
な

御
世
の
嬉
し
さ
は

寄
る
年
ま
で
も

若
返
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る

寄
る
年
ま
で
も

若
返
っ
た
よ
う
な
気
に
な
る

思
っ
て
た
事
、

願
っ
て
た
こ
と
が
叶
っ
た

こ
れ
が
、
行
く
末
幸
福
の

き
ざ
し
で
あ
ろ
う

こ
れ
が
、
行
く
末
幸
福
の

き
ざ
し
で
あ
ろ
う

四
、
こ
の
良
か
る
日
に

祝
ぐ
ぁ
ち
き
て
ぃ
お
か
ば

月
の
た
ち
変
い

祝
い
ば
か
り　

ヨ
ン
ノ

月
の
た
ち
変
い

祝
い
ば
か
り

五
、
く
ん
遊
び
立
て
て

家
か
ら
帰
ど
ら
ゆ
み

明
日
ぬ
御
日
様

上
が
る
ま
で
も　

ヨ
ン
ノ

明
日
ぬ
御
日
様

上
が
る
ま
で
も

六
、
明
日
ぬ
御
日
様

東
か
ら
上
が
る

円
さ
ん
石
ぬ

長
く
な
ゆ
い　

ヨ
ン
ノ

円
さ
ん
石
ぬ

長
く
な
ゆ
い

       

祝
い
唄

一
、
今
日
の
誇
ら
し
ゃ
や　

何
時
よ
り
も
勝
り　

 

い
つ
も
今
日
の
如
に

あ
ら
ち
給
れ
ヨ
ン
ノ　

い
つ
も
今
日
の
如
に

あ
た
ち
給
れ　

二
、
祝
い
事
ぐ
ぁ
続
く

み
世
の
嬉
し
さ
や

老
ゆ
る
歳
ま
で
も

若
く
な
ゆ
い
ヨ
ン
ノ　

老
ゆ
る
歳
ま
で
も　

若
く
な
ゆ
い

三
、
思
た
事
叶
て
ぃ

願
う
た
事
叶
う
て
ぃ

く
り
ど
幸
福
ぬ

微
あ
ら
み　

ヨ
ン
ノ　

く
り
ど
幸
福
ぬ　

微
あ
ら
み
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こ
の
お
屋
敷
の
奥
様
は
、

幸
福
な
人
だ
げ
ど

米
倉
は
前
に
抱
き
、

床
の
間
は
後
ろ
に
し
て

米
倉
は
前
に
抱
き
、

床
の
間
は
後
ろ
に
し
て

  

親
の
お
蔭
で
、

こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た

親
の
恩
を
忘
れ

疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い

親
の
恩
を
忘
れ

疎
か
に
し
て
は
い
け
な
い

　
　

(

そ
そ
ん
…
疎
か
、
虐
待)

元
旦
の
朝
早
く

親
の
屋
敷
に
上
が
っ
て

正
月
の
お
神
酒
の
黄
金
杯
を

い
た
だ
い
て
退
出
し
よ
う

　
　
　

元
日
の
早
朝
、

床
の
間
に
向
か
っ
て
見
る
と

飾
っ
て
あ
る
裏
白
と
譲
葉
の

清
ら
か
さ
で
美
し
い
こ
と
よ

　 

正
月
に
な
っ
た
ら
、

私
た
ち
は
若
返
る
が　
　
　
　
　

年
老
い
た

親
の
事
が
心
配
だ

　
　還

暦
願
っ
て
、

古
希
願
っ
て

米
寿
願
っ
て
、

さ
ら
に
白
寿
ま
で

　
歳
と
れ
ば

と
っ
た
で
の
、
い
と
お
し
さ

皺
が
よ
れ
ば
、

よ
っ
た
で
の
い
と
お
し
さ
が
あ
る

七
、
今
殿
地
姿
様

果
報
な
人
ど
や
し
が

米
倉
や
前
抱
ち

床
や
腰
当
て
ぃ
ヨ
ン
ノ

米
倉
や
前
抱
ち

　

床
や
腰
当
て
ぃ

 

八
、
親
様
う
蔭

く
ん
げ
が
り
育(

ふ)

で
て
ぃ

親
様
ぬ
く
と
や

虐
ん
思
め
ん
な
ヨ
ン
ノ

親
様
ぬ
く
と
や

虐
ん
思
め
ん
な

正
月
唄

一
、
元
日
ぬ
早
朝　

親
城
上
っ
て　

拝
で
玉
盃

拝
で
し
り
ら

　

二
、
元
日
ぬ
早
朝

床
向
こ
て
ぃ
見
れ
ば

裏
白
と
譲
葉
ぬ

飾
い
清
ら
さ

　

三
、
若
正
月
と
り
ば

吾
き
ゃ
や
若
く
な
ゆ
い

歳
老
る

親
ぬ
事
ど
思
ゆ
い

四
、六
十
一
願
う
て
ぃ

七
十
三
願
う
て
ぃ

八
十
八
願
う
て
ぃ

九
十
九
ま
で

五
、
歳
老
り
ば
老
り
ば

歳
老
て
ぃ
の
愛
さ　

皺
ゆ
り
ば
ゆ
り
ば

ゆ
て
ぃ
ぬ
愛
さ　
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⑥
「
兼
久
の
シ
マ
唄
」



【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

⑦
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
民
俗
資
料
緊
急
調
査

　
　

―
兼
久
関
連
デ
ー
タ
集
―　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
達
郎

　

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
幾
度
と
な
く
文
化
庁
か
ら
指
導
や
補
助
を

受
け
て
、
民
俗
資
料
の
緊
急
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
県
の
統
括
の
も
と
、
県
内
全
市
町

村
の
専
門
家
や
文
化
財
担
当
職
員
、
有
識
者
た
ち
を
数
名
ず
つ
動
員
し
て
、
あ
る
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
調
査
対
象
を
お
お
ま
か
に
調
査
・
報
告
を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ

は
本
県
だ
け
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
全
県
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
大
規
模
で

か
つ
画
期
的
な
調
査
事
業
で
あ
っ
た
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
、「
民
俗
資
料
（
主

に
習
俗
の
概
要
・
民
具
の
名
称
等
）」・「
民
俗
分
布
図
」・「
諸
職
（
民
具
の
作
成
技
術
）」・

「
民
謡
」・「
民
俗
芸
能
」・「
祭
り
・
行
事
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
方
、
文
化
庁
の
指
導
・
補
助
の
も
と
、
県
教
委
独
自
の
事
業
と
し
て
、
奄
美
地
区
の

民
俗
文
化
財
の
実
態
と
変
貌
の
様
子
を
と
ら
え
よ
う
と
し
た
も
の
に
「
奄
美
地
区
民
俗
文

化
財
緊
急
調
査
」
が
あ
る
。
昭
和
五
五
・
五
六
年
度
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
報
告
書

で
は
、
各
集
落
内
に
散
在
す
る
伝
承
を
伴
う
史
跡
を
略
地
図
上
で
示
す
と
と
も
に
、
代
表

的
な
習
俗
や
行
事
の
残
存
・
推
移
の
様
子
を
、
全
集
落
に
わ
た
っ
て
「
現
在
行
わ
れ
て
い

る
」・「
何
年
前
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
」
な
ど
と
図
示
し
て
い
る
。
く
わ
え
て
天
城
町
で
は

松
原
集
落
に
つ
い
て
詳
細
な
調
査
デ
ー
タ
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
民
俗
関
連
の
緊
急
調
査
の
う
ち
、本
節
で
は
「
民
俗
分
布
図
」
の
成
果
と
「
奄

美
地
区
調
査
」
の
成
果
か
ら
兼
久
集
落
関
連
の
調
査
デ
ー
タ
の
み
を
抽
出
し
て
一
覧
を
作

成
し
、
以
下
に
示
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

な
お
、「
民
謡
」
に
つ
い
て
は
第
二
部
⑩
、「
祭
り
・
行
事
」
の
調
査
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
第
一
部
で
取
り
あ
げ
る
こ
と
と
し
、
本
節
で
の
紹
介
は
割
愛
す
る
。

○
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
（
編
）『
奄
美
地
区
民
俗
緊
急
調
査
報
告
書
一　

奄
美
群
島
の　

　

民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
）』（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
六
年
三
月
）

 　

   　

　
　

分
布
図
項
目

現
存
状
況
詳
細
（
昭
和
五
六
〈
一
九
八
一
〉
年
当
時
）

1
ソ
テ
ツ
の
利
用

○

30
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

2
高
倉
の
現
存
状
況

掲
載
な
し
現
存
２
か
所

3
風
葬
墓
の
現
存
状
況

○

4
ハ
チ
バ
ル
イ
ウ
ェ
ー

　
（
農
作
始
め
）

◎

現
在
も
行
っ
て
い
る

5
十
六
日
正
月

　
（
先
祖
祭
）

◎

現
在
も
行
っ
て
い
る

6
ム
シ
ア
シ
ビ

　
（
虫
除
き
・
虫
送
り
）  

○

50
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

7
タ
ネ
ツ
ケ
・
フ
ァ
ン
ダ

　

ネ
ェ
ー
（
種
子
下
し
）　

○

30
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

8
シ
コ
マ
・
シ
キ
ュ
マ

○

30
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

9
ハ
マ
オ
リ
（
浜
下
り
）

 

◎

現
在
も
行
っ
て
い
る

10
十
五
夜
八
月
踊
り
等

○　

30
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

11
ア
キ
ム
チ

　
（
ム
チ
ム
レ
）  

○

30
年
前
ま
で
行
っ
て
い
た

12
ト
ゥ
ー
ル
ミ
・
ウ
ヤ
フ

ジ
マ
ツ
リ
（
先
祖
祭
り
）

◎

現
在
も
行
っ
て
い
る

13
ア
ラ
セ
ツ
・
シ
バ
サ
シ

・
ド
ン
ガ

掲
載
な
し

14
シ
ニ
グ
・
ウ
ミ
リ
祭
り

掲
載
な
し

　

156



157

○鹿児島県教育委員会〔編〕『鹿児島県民俗分布図』（鹿児島県教育委員会、昭和 55 年 3 月）

民俗文化財緊急調査　1980 年当時
分布図項目 名称

住生活 屋敷神の名称 地神
部屋の名称（客間） オモテ・オモテンマ・ウムテ・ウムテイ
部屋の名称（居間） ジロンマ・ジルバタ
部屋の名称（台所）
部屋の名称（寝室） ジルバタ・ジリューベー
いろりの名称 （その他）
いろりの座名（主人座）
いろりの座名（主婦座）
いろりの座名（客座）
いろりの座名（下座）
カマドの名称 カマ・カマド・カマドン・カマヤ・カマブロ

食生活 あくぬきする主食物 ソテツ
間食の名称（朝～昼） シカマチャ
間食の名称（昼～夕） ユチクイチャ
夜食の名称 ユナネーシャル
膳の名称（平常） ヒラオゼン
膳の名称（ハレ） タカゼン・タカオゼン・タカジン・タージン
弁当入れ ジューバコ

衣生活 男の仕事着（上体） バサギン
仕事着（男下体）
女の仕事着（上体） バサギン
仕事着（女下体）
はきものの種類（ぞうり）
はきもの（その他）
笠の種類

生産

運搬交易

湿田の名称 ター
田下駄
直蒔
頭上運搬 カンメ
背負い運搬具（なわ）
背負い運搬具（かご） テル・テイル

社会生活

・信仰

若者組の名称 青年会・青年団・青年
講（その１）
講（その２）その他の講（信仰的講）の名称
講（その３）その他の講（社会的講等）の名称
同族集団名称
浄土真宗の密度

年中行事 １月２日仕事始 細工祝（セクイウエ）
１月７日鬼火たき
５月節句の行事 チマキ・アクマキ・カーサムチ等、ショウブ・ヨモギを軒にさす

盆の行事 （その他）
十五夜の行事
10 月の亥の日
ホゼ

　
　
　
　
　

⑦
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
民
俗
資
料
緊
急
調
査



【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

⑧
松
原
武
実
「
徳
之
島
天
城
町
の
聖
跡
と
拝
所
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
抜
粋
〉

　

天
城
町
内
の
各
集
落
の
か
つ
て
の
聖
空
間
（
コ
ス
モ
ロ

ジ
ー
）
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
こ
数

年
、
各
集
落
を
訪
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
長
老
を
訪

ね
て
拝
所
や
聖
跡
の
場
所
を
聞
き
、
そ
の
場
所
を
確
認

し
、
祭
の
体
験
を
語
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
を
重
ね
て

き
た
。
長
寿
の
島
だ
か
ら
明
治
生
ま
れ
の
古
老
が
ム
ラ
内

い
る
こ
と
は
い
て
も
、
た
い
て
は
寝
た
き
り
か
、
も
し
く

は
聞
き
取
り
の
出
来
な
い
状
態
に
あ
っ
て
、
事
実
上
は
大

正
期
の
老
人
が
長
老
に
な
っ
て
い
る
。
昭
和
生
ま
れ
の
ム

ラ
人
か
ら
話
を
聞
く
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
聖
空
間

の
確
認
作
業
が
急
が
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

　

徳
之
島
に
お
い
て
は
奄
美
大
島
・
加
計
呂
麻
島
・
請
島
・

与
路
島
に
比
べ
て
、
ト
ネ
ヤ
や
ア
シ
ャ
ゲ
、
ミ
ャ
ー
の
位

置
は
お
ろ
か
名
称
さ
え
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
だ

が
、
果
た
し
て
天
城
町
で
も
だ
い
た
い
に
お
い
て
そ
の
通

り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
ト
ネ
や
ミ
ャ
ー
を
聞

く
こ
と
も
で
き
た
。
風
葬
跡
も
い
た
る
と
こ
ろ
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
之
島
、
中
で
も
天
城
町
で
は
ヤ
マ

デ
ラ
と
呼
ば
れ
る
拝
所
が
か
な
り
の
集
落
に
残
存
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

調
査
は
全
島
の
す
べ
て
の
集
落
を
訪
ね
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
現
在
進
行
中
で
あ
る
。
本
稿
は
天
城
町
の
う
ち
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
諸
集
落
に

関
す
る
報
告
で
あ
る
。
天
城
町
の
中
心
市
街
地
で
あ
る
。

阿
布
木
名
と
平
土
野
、
南
東
部
山
間
の
三
京
集
落
の
三
地

区
に
つ
い
て
は
未
確
認
部
分
が
多
い
の
で
割
愛
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
別
稿
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
〈
中
略
〉

　
　
（
５
）　

兼　

久

　

平
土
野
港
か
ら
県
道
へ
出
て
、
伊
仙
方
向
へ
し
ば
ら
く

進
む
と
登
り
坂
と
な
る
。
坂
が
緩
く
な
る
と
両
側
に
民
家

が
密
集
し
て
く
る
。
右
手
（
西
側
）
に
天
城
中
学
校
が
あ

り
、
そ
こ
か
ら
兼
久
集
落
が
始
ま
る
。
平
成
十
四
年
現
在

約
三
〇
〇
戸
、
七
八
〇
人
。
集
落
と
し
て
は
大
き
い
ほ
う

で
あ
る
。
三
〇
〇
戸
の
う
ち
農
家
は
一
八
〇
戸
、
町
営
住

宅
が
四
〇
戸
近
く
あ
る
。
中
学
校
は
も
と
は
天
城
に
あ
っ

た
の
が
こ
こ
へ
移
動
し
、
小
学
校
は
こ
こ
に
あ
っ
た
が
、

戦
後
瀬
滝
に
移
動
し
名
前
は
兼
久
小
学
校
の
ま
ま
。

　

集
落
の
西
側
は
セ
ン
マ
（
千
間
）
海
岸
。
東
側
は
急
に

落
ち
込
ん
で
、
下
を
ト
ン
ゴ
（
ト
ン
川
）
が
南
か
ら
北
へ

流
れ
て
い
る
。
こ
の
ト
ン
川
は
平
土
野
市
街
で
は
真
瀬
名

川
と
呼
ば
れ
る
。
ト
ン
川
に
は
二
つ
の
橋
が
あ
り
、
南
を

当
川
（
と
ん
か
わ
）
橋
、北
を
皆
田
（
み
な
た
）
橋
と
い
う
。

皆
田
橋
の
近
く
の
淵
は
ト
キ
ナ
ー
ブ
チ
と
呼
ば
れ
、
そ
こ

へ
行
く
途
中
の
セ
ン
カ
ワ
（
セ
ン
ゴ
）
は
昔
は
ミ
ズ
ガ
ミ

を
拝
む
人
の
拝
所
だ
っ
た
。
ミ
ズ
ガ
ミ
は
一
族
ご
と
に
祭

を
し
た
。拝
む
場
所
は
だ
い
た
い
同
じ
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、

ま
っ
た
く
別
の
場
所
に
も
拝
所
が
あ
っ
た
。以
下
は
久（
ひ

さ
）
久
雄
氏
（
大
正
七
年
生
）
の
話
。

ト
キ
ナ
ー
ブ
チ
へ
行
く
途
中
に
羽
衣
伝
説
の
場
所
が
あ
っ

た
。
羽
衣
伝
説
の
こ
と
は
ト
ビ
ギ
ン
マ
イ
ギ
ン
と
言
い
、

ア
モ
レ
ウ
ナ
グ
と
は
言
わ
な
か
っ
た
。
川
の
中
に
大
き
な

石
が
二
つ
あ
り
、
岩
に
は
人
の
足
跡
の
よ
う
な
も
の
が

あ
っ
た
。
天
女
が
水
浴
び
を
し
て
付
け
た
と
言
わ
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
北
方
向
に
天
女
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
、

二
畝
ほ
ど
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。
屋
敷
の
一
角
に
は
松
が
生

え
て
い
た
。
地
主
は
別
に
天
女
の
子
孫
で
は
な
い
。
タ
タ

リ
が
あ
る
と
い
う
の
で
、草
も
刈
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

　

集
落
の
ほ
ぼ
中
央
部
、
県
道
か
ら
東
に
少
し
入
っ
た
あ

た
り
が
集
落
の
中
心
だ
っ
た
。
迷
路
の
よ
う
に
小
路
が
巡

り
、
小
路
で
ほ
ぼ
丸
く
囲
ま
れ
た
場
所
が
、
今
は
民
家
が

何
軒
も
建
っ
て
い
る
が
オ
オ
エ
ヤ
マ
と
呼
ば
れ
た
カ
ミ
ヤ

マ
だ
っ
た
。
松
の
大
木
が
あ
っ
て
、
夕
方
は
怖
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
オ
オ
エ
ヤ
マ
の
隣
に
鍛
冶
屋
が
あ
っ
た
。
オ
オ

エ
ヤ
マ
の
南
に
道
路
を
挟
ん
で
接
す
る
の
が
北
郷
（
ほ
ん

ご
う
）
泰
治
家
屋
敷
で
、
こ
れ
が
ノ
ロ
ド
ン
チ
。
ノ
ロ
ド

ン
チ
の
東
に
小
路
を
は
さ
ん
で
接
す
る
の
が
フ
ー
ヤ
と
呼

ば
れ
た
兼
久
の
士
族
土
岐
家
の
屋
敷
で
、
二
反
歩
も
あ
る

広
大
な
屋
敷
だ
っ
た
。
オ
オ
エ
ヤ
マ
の
東
に
道
路
を
挟
ん

で
接
す
る
の
が
ウ
ィ
グ
ス
ク
（
上
グ
ス
ク
）
で
、
現
在
は

上
村
哲
重
宅
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ィ
グ
ス
ク
あ
た
り
を

ウ
ィ
ン
ト
ウ
（
上
の
当
）
と
い
い
、
こ
こ
か
ら
は
東
側
の

田
ん
ぼ
が
一
望
で
き
る
。
一
四
〇
町
歩
ほ
ど
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
が
フ
ー
ヤ（
土
岐
家
）の
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ィ

ン
ト
ウ
か
ら
田
ん
ぼ
の
水
具
合
を
見
て
、
ど
こ
の
田
ん
ぼ

に
水
を
入
れ
る
か
を
指
示
し
た
と
い
う
。

　

中
学
校
の
南
側
に
は
ニ
ャ
ー
と
い
う
場
所
が
あ
っ
た
。

今
は
広
場
に
な
っ
て
い
る
。
昔
は
一
種
の
遊
び
場
で
、
こ

こ
で
マ
ン
キ
遊
び
を
し
た
。

　

フ
ー
ヤ
屋
敷
か
ら
南
方
向
の
少
し
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
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は
ナ
カ
グ
ス
ク
。
ナ
カ
グ
ス
ク
と
フ
ー
ヤ
屋
敷
の
間
の
道

を
コ
ン
メ
と
い
う
。
ナ
カ
グ
ス
ク
の
隣
に
ヤ
ク
ジ
ョ
（
兼

久
曖
の
役
所
）
が
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
昔
の
呼
び
方
は
今

の
人
は
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
。

　

カ
ミ
ヤ
マ
（
オ
オ
エ
ヤ
マ
）、
ノ
ロ
ド
ン
チ
、
フ
ー
ヤ
、

ウ
ィ
グ
ス
ク
、
ナ
カ
グ
ス
ク
、
ヤ
ク
ジ
ョ
が
密
集
し
、
ま

さ
に
こ
の
あ
た
り
が
兼
久
の
心
臓
部
だ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
セ
ン
マ
海
岸
（
イ
ン
ノ
ジ
ョ
ウ
フ
タ
の
南
側
）

の
風
葬
跡
は
ア
サ
ギ
ド
ゥ
ー
ル
と
い
う
。
そ
の
ひ
と
つ
の

ギ
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
か
ら
、
昔
は
昼
間
に
三
味
線
の
音
が
聞
こ

え
て
き
た
と
い
う
。
畑
に
行
く
途
中
、
そ
れ
を
聞
い
た
人

が
い
た
。
ギ
ナ
ト
ゥ
ー
ラ
の
南
側
の
洞
穴
に
は
人
骨
や
刀

が
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
本
土
へ
持
ち
帰
っ
た
学
生

が
い
た
が
よ
く
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
役
場
に
送
り
返
し
て

き
た
こ
と
が
あ
る
。

　

ウ
ィ
ン
ト
ウ
の
東
側
の
崖
に
も
風
葬
跡
が
あ
る
が
、
風

葬
跡
を
拝
み
に
行
く
こ
と
は
な
い
。
ト
ン
川
を
挟
ん
で
対

置
す
る
小
山
は
ニ
ョ
ウ
ガ
ン
（
ミ
ョ
ウ
ガ
ン
）
と
い
う
が
、

ウ
ィ
ン
ト
ウ
の
崖
と
ニ
ョ
ウ
ガ
ン
と
の
間
で
、
人
が
話
し

合
い
を
す
る
の
が
聞
こ
え
る
と
い
う
。
ニ
ョ
ウ
ガ
ン
は
カ

ミ
ヤ
マ
で
は
な
く
、
入
っ
て
は
い
け
な
い
と
は
さ
れ
て
い

な
い
。ニ
ョ
ウ
ガ
ン
に
風
葬
跡
が
あ
る
か
ど
う
か
は
不
明
。

　

兼
久
集
落
の
東
方
、
徳
之
島
町
と
の
境
の
山
並
み
に

四
三
七
メ
ー
ト
ル
の
美
名
田
山
が
あ
る
。
そ
の
麓
に
今
で

も
十
戸
ほ
ど
の
人
家
が
散
在
し
て
い
る
。
こ
の
辺
り
は
ミ

ナ
ダ
と
い
い
、
人
家
は
昔
か
ら
あ
っ
た
。
ミ
ナ
ダ
か
ら
車

で
山
に
向
か
っ
て
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
の
中
を
登
り
詰
め
る
と

「
山
テ
ラ
登
口
」
の
案
内
板
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
徒
歩
で

登
る
と
粗
末
な
小
祠
が
あ
っ
て
、
中
に
数
個
の
石
が
祀
ら

れ
て
い
る
。
登
り
口
に
町
教
育
委
員
会
に
よ
る
案
内
板
が

立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
「
牛
を
農
耕
の
神
と
し
て
祭
っ

た
山
テ
ラ
登
口　

戦
時
中
は
出
征
兵
士
の
武
運
長
久
家
内

安
全
を
祈
っ
た
」
と
あ
る
。

　
『
徳
之
島
事
情
』
に
は
テ
ラ
創
建
の
い
き
さ
つ
が
、
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

慶
応
元
年
、
西
目
間
切
兼
久
村
上
山
字
「
モ
ー
ル
ン
ツ

ツ
」
ノ
雑
木
、
花
徳
村
母
間
村
人
民
ニ
於
テ
菅
濫
伐
シ
テ

畑
ニ
開
墾
シ
タ
ル
処
、
何
ノ
所
以
カ
其
年
ハ
兼
久
村
ノ
牛

馬
ニ
限
リ
弊
死
ス
ル
コ
ト
日
ニ
月
ニ
夥
シ
ク
、
終
ニ
百
余

頭
ニ
及
ブ
ヲ
以
テ
、
其
村
ノ
重
立
者
時
直
政
ハ
亀
津
村
安

住
寺
ニ
至
リ
、
法
師
ノ
出
張
ヲ
求
メ
、
諸
悪
疫
掃
攘
ヲ
為

サ
シ
メ
、「
モ
ー
ル
ン
ツ
ツ
山
」
ニ
秋
葉
神
社
ヲ
建
立
シ
、

更
ニ
村
民
ノ
氏
神
ト
シ
テ
祭
ル
コ
ト
ニ
シ
、
雑
木
ノ
濫
伐

ヲ
止
メ
タ
ル
処
、
果
シ
テ
牛
馬
ノ
弊
死
全
ク
止
ム
。
故
ニ

村
民
ハ
、
毎
年
ニ
、
八
月
飛
雁
ノ
日
ハ
、
酒
肴
ヲ
携
ヘ
男

女
老
若
挙
テ
該
神
社
ニ
至
リ
、
賑
々
敷
祭
礼
ヲ
挙
行
シ
、

近
来
ニ
至
リ
他
村
ヨ
リ
モ
之
ヲ
祭
ル
モ
ノ
多
シ
。

　

右
が
出
さ
れ
た
明
治
二
八
年
の
時
点
で
は
幕
末
の
で
き

ご
と
は
記
憶
に
新
し
か
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
信
憑
性
は
高

い
。
花
徳
や
母
間
は
美
名
田
山
の
反
対
側
。
山
越
え
し
て

こ
こ
ま
で
開
墾
に
来
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ヤ
マ
デ
ラ
の

あ
る
山
を
モ
ー
ル
ン
ツ
ツ
と
い
い
、
カ
ミ
ヤ
マ
と
さ
れ
て

い
た
。
だ
か
ら
伐
採
の
影
響
が
牛
馬
の
病
気
と
い
う
形
で

出
た
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
、
ノ
ロ
な
い
し
は
ユ
タ

が
災
厄
を
祓
う
役
目
を
担
っ
た
は
ず
だ
が
、
安
住
寺
の
法

師
に
頼
ん
だ
の
は
、
幕
末
に
激
し
さ
を
増
し
た
と
言
わ
れ

る
ノ
ロ
・
ユ
タ
排
斥
運
動
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
ヤ

マ
デ
ラ
跡
は
も
と
秋
葉
神
社
、そ
の
前
は
ノ
ロ
の
聖
地（
カ

ミ
ヤ
マ
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ミ
ナ
ダ
の
カ
ネ
ク
モ
リ
マ
の
ク
ネ
ン
ボ
と
い
う
地
区
に

は
人
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
。
そ
こ
が
兼
久
集
落
の
発
祥

地
と
さ
れ
て
い
る
。
モ
リ
マ
に
は
風
葬
跡
が
あ
っ
て
、
人

骨
も
あ
っ
た
と
い
う
。
ク
ネ
ン
ボ
の
こ
と
は
前
述
『
徳
之

島
事
情
』
に
次
に
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

　

西
目
間
切
兼
久
曖
平
山
村
、
九
年
母
村
、
三
京
村
ハ
、

明
治
四
、五
年
頃
ヨ
リ
人
家
漸
次
減
少
シ
殆
ド
廃
村
ニ
向

ハ
ン
ト
ス
ル
ニ
、
村
民
一
両
輩
之
レ
ガ
魁
首
ト
ナ
リ
、
同

八
、九
年
頃
は
旧
に
復
セ
ン
ト
ス
ル
モ
、
到
底
一
村
ヲ
独

立
ス
ル
コ
ト
ハ
能
ハ
ズ
。
明
治
十
三
年
地
租
改
正
ノ
際
、

平
山
村
ハ
瀬
滝
村
ニ
、
九
年
母
村
ハ
兼
久
村
ニ
、
三
京
村

ハ
西
阿
木
名
村
ニ
合
村
シ
テ
、
今
ハ
諸
作
場
ニ
四
五
軒
ノ

住
家
ア
ル
ノ
ミ
ニ
テ
全
ク
廃
村
ト
ナ
レ
リ
。

　

イ
ン
ノ
ジ
ョ
ウ
フ
タ
の
展
望
台
か
ら
セ
ン
マ
海
岸
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
セ
ン
マ
海
岸
に
向
か
っ
て
右
手
が
ハ

マ
オ
リ
海
岸
で
場
所
は
六
ケ
所
あ
る
。
六
ケ
所
に
は
ナ
シ

ヤ
と
か
ウ
チ
ナ
シ
と
い
う
名
前
が
つ
い
て
い
る
。

　

区
長
の
久
川
光
国
氏
の
話
で
は
、
イ
ン
ノ
ジ
ョ
ウ
フ
タ

は
、
昔
の
飢
饉
の
時
に
、
犬
に
食
べ
さ
せ
る
も
の
が
な
く

て
犬
を
捨
て
た
場
所
だ
と
い
う
。
以
前
は
、
イ
ン
ノ
ジ
ョ

ウ
フ
タ
の
あ
ち
こ
ち
の
自
然
の
岩
に
盃
を
置
い
て
拝
む
人

が
い
て
、
そ
の
跡
も
あ
っ
た
が
、
今
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
〈
以
下
略
〉

（『
南
日
本
文
化
』
第
三
五
号
、
鹿
児
島
国
際
大
学
附
属
地　

　

域
総
合
研
究
所
、
平
成
十
五
年
三
月
）
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⑧
松
原
武
実
「
徳
之
島
天
城
町
の
聖
跡
と
拝
所
」〈
抜
粋
〉



【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

⑨
徳
之
島
の
ノ
ロ
組
織
を
統
括
・
運
営
す
る
役
所「
ミ
ヒ
ラ
ド
コ
ロ（
三
平
所
）」に
つ
い
て（「
南
海
日
日
新
聞
」記
事
、平
成
二
七
年
四
月
一
〇
日
付
）
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【
第
二
部　

兼
久
集
落
関
連
「
文
化
遺
産
」
資
料
】

⑩
兼
久
話
者
人
名
録

―
―
こ
の
人
た
ち
か
ら

何
か
話
を
聞
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
村
達
郎

　

こ
れ
ま
で
徳
之
島
に
は
数
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
て
き

て
お
り
、
土
地
々
々
の
高
齢
者
た
ち
に
シ
マ
に
伝
わ
る
話

を
多
く
聞
き
集
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
本
に
そ
の
成
果
の
一

部
を
研
究
書
に
掲
載
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。
兼
久
の
出
身

者
、
あ
る
い
は
在
住
の
方
の
名
前
が
散
見
さ
れ
る
の
で
、

左
記
に
ま
と
め
て
お
き
ま
す
。

　

ご
子
孫
や
ご
親
戚
、
も
し
く
は
知
人
の
方
々
の
間
で
シ

マ
の
昔
の
暮
ら
し
ぶ
り
等
に
つ
い
て
、
何
か
聞
い
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
。
思
い
出
せ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
と

も
記
録
に
と
ど
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
東
京
大
学
言
語
学
研
究
室
柴
田
武
・
学
生
有
志
（
編
）

　
『
奄
美
徳
之
島
の
こ
と
ば
―
分
布
か
ら
歴
史
へ
―
』

（
秋
山
書
店
、
昭
和
五
二
年
五
月
）

　

同
書
は
、
昭
和
五
〇
年
か
ら
翌
五
一
年
に
か
け
て
、
言

語
地
理
学
の
立
場
か
ら
、
徳
之
島
島
内
の
各
集
落
の
方
言

を
記
録
し
、
地
図
上
に
デ
ー
タ
を
落
と
し
こ
み
、
そ
の
分

布
域
の
拡
が
り
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
す
。

　
「
言
語
地
理
学
」
と
い
う
と
、
ど
の
よ
う
な
学
問
な
の

か
と
い
ぶ
か
し
く
思
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
よ

く
高
校
生
な
ど
に
対
し
て
説
明
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

は
、柳
田
國
男
氏
の
『
蝸
牛
考
』
で
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

今
や
標
準
語
と
な
っ
て
い
る
「
か
た
つ
む
り
」
の
方
言
名

を
調
べ
て
み
ま
す
と
、
日
本
列
島
全
体
に
わ
た
っ
て
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
を
い
く
つ
か

の
類
型
に
分
け
て
大
ま
か
に
見
て
み
ま
す
と
、
周
縁
部
に

似
た
も
の
が
確
認
さ
れ
、
中
心
と
思
し
き
と
こ
ろ
に
近
い

周
辺
に
目
を
や
る
と
い
く
つ
か
の
層
が
確
認
で
き
ま
す
。

ほ
ぼ
同
心
円
状
の
分
布
が
確
認
で
き
、
中
央
部
分
に
は
比

較
的
新
し
い
も
の
が
濃
密
に
あ
り
、
周
縁
部
に
行
く
に
つ

れ
て
比
較
的
古
い
も
の
が
分
布
し
て
い
る
…
、
よ
う
に
見

え
る
の
で
す
。
い
わ
ゆ
る
「
遠
方
の
一
致
、
近
隣
の
不
一

致
」
と
い
う
法
則
性
か
ら
、
中
央
部
に
新
た
に
流
行
し
た

も
の
が
あ
り
、
周
縁
部
に
古
い
も
の
が
残
存
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
、「
周
圏
論
」
と
い
う
仮
説
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
分
布
か
ら
、
一
方
か
ら
他
方
へ
伝

わ
っ
て
い
く
と
い
う
「
伝
播
」
現
象
を
検
証
す
る
こ
と
に

も
考
え
が
及
び
ま
す
。
言
語
地
理
学
は
、
分
布
の
あ
り
方

や
法
則
性
を
検
証
し
て
み
よ
う
と
す
る
学
問
な
の
で
す
。

　

兼
久
集
落
か
ら
は
、
次
の
三
名
の
協
力
を
得
た
と
あ
り

ま
す
。

氏  

名　
　
　

生
年　

性
別　

調
査
者
略
号

　

囀
メ
ッ
タ　

Ｍ
28　

女　
　

Ｎ
ｋ
ｚ

米
村
啓
吉　

Ｔ
５　

男　
　

Ｎ
ｋ
ｇ

西
田
茂
良　

Ｍ
34　

男　
　

Ｕ
ｋ

　

な
お
、
同
書
の
興
味
深
い
点
は
、
社
会
項
目
と
い
う
内

容
を
設
け
て
い
る
こ
と
で
、「
通
婚
圏
（114

）」、「
同
じ

言
葉
は
ど
こ
ま
で
か
（093

）」、「
町
内
で
特
に
言
葉
の

違
う
所
（126

）」、「
ど
こ
の
言
葉
が
良
い
か
（093

）」、

「
昔
か
ら
の
言
葉
は
ど
こ
に
残
っ
て
い
る
か（093

）」、「
父

母
の
生
地
」、「
配
偶
者
の
生
地
」、「
綱
引
き
（100

）」、

「
綱
引
き
組
分
け
の
方
法
（059

）」
な
ど
の
検
討
が
試
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

○
寿
富
一
郎
（
著
）『
南
島
叢
書
十
一　

奄
美
教
育
』

（
海
風
社
、
昭
和
五
八
年
九
月
）

　

寿
富
一
郎
氏
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
天
城
村
兼

久
の
生
ま
れ
。
小
学
校
の
代
用
教
員
を
皮
切
り
に
、
県
内

の
小
学
校
・
中
学
校
の
教
諭
を
経
て
、
小
学
校
校
長
を
長

ら
く
勤
め
定
年
退
職
（
同
書
「
奥
書
」
に
よ
る
）。
平
成

十
一
年
没
。
享
年
七
九
歳
。

　

長
年
の
教
員
生
活
を
通
じ
て
、
奄
美
の
教
育
関
係
資
料

の
不
備
を
痛
感
し
た
と
い
い
、
同
書
は
、
寿
氏
自
身
が
見

た
現
場
の
実
情
を
は
じ
め
、
教
員
仲
間
（
先
輩
た
ち
）
の

経
験
談
も
ふ
ま
え
な
が
ら
奄
美
に
お
け
る
教
育
の
実
態
を

記
録
す
る
よ
う
に
心
が
け
た
と
い
い
ま
す
。

　

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
（
軍
政
下
・
日
本
復
帰
後
）
各
時

期
の
奄
美
の
学
校
制
度
は
、「
過
渡
的
」
と
か
「
流
動
的
」

と
か
と
い
う
言
葉
の
み
で
一
括
り
に
す
る
に
は
あ
ま
り
に

も
実
態
を
無
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
当
時
の

教
育
を
直
に
受
け
て
き
た
り
見
聞
き
し
て
き
た
り
し
た

方
々
の
記
憶
を
し
っ
か
り
と
書
き
留
め
て
ほ
し
い
も
の
で

す
。
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○
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
（
編
）

　
『
鹿
児
島
県
の
民
謡
―
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
―
』

（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
九
年
三
月
）

　

民
謡
緊
急
調
査
は
、
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
、
鹿
児

島
県
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
七
・
五
八
年
度
に
わ
た
っ
て

実
施
し
た
事
業
で
す
。
五
七
年
度
に
は
市
町
村
ご
と
に
調

査
員
一
名
が
委
嘱
さ
れ
、
各
調
査
員
が
調
査
に
あ
た
り
ま

し
た
。
天
城
町
は
重
原
豊
良
氏
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
次

い
で
五
八
年
度
に
は
地
区
ご
と
に
調
査
員
が
委
嘱
さ
れ
、

地
区
の
調
査
成
果
を
整
理
し
ま
し
た
。
徳
之
島
地
区
は
松

山
光
秀
氏
（
徳
之
島
町
徳
和
瀬
出
身
の
民
俗
研
究
家
）
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
調
査
成
果
は
、
実
地
で
得
ら
れ
た
音

声
デ
ー
タ
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
と
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
に
記

録
し
、
音
源
が
県
教
委
で
保
存
さ
れ
る
と
と
も
に
、
文
字

情
報
が
報
告
書
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
書
に
よ
れ
ば
、
天
城
町
内
か
ら
田
植
え
歌
（
当
山
純

忠
・
瀬
滝
。
沢
佐
太
郎
・
前
野
）
や
麦
つ
き
歌
（
勇
田
清
一
・

浅
間
）、
御
前
風
（
富
山
憲
治
・
大
津
川
）、
七
月
（
重
田

時
秀
・
瀬
滝
）、
ぐ
し
く
（
重
原
豊
良
・
瀬
滝
）、
ま
ん
き

遊
び
（
昇
時
喜
・
兼
久
）
な
ど
の
七
つ
の
ウ
タ
が
確
認
さ

れ
た
と
い
い
ま
す
。
兼
久
関
連
で
は
、
当
時
兼
久
在
住
で

あ
っ
た
昇
時
喜
氏
の
名
が
見
え
、
同
氏
に
よ
っ
て
謡
わ
れ

た
マ
ン
キ
ア
シ
ビ
の
歌
詞
が
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
に
、
掲
載
内
容
を
引
用
し
て
お
き
ま
す
。

　

種
別
Ｃ
〔
踊
歌
・
舞
歌
〕

　

名
称
「
ま
ん
き
遊
び
」

　
　
　
（
伝
承
者
）
昇　

時
喜　
（
大
）
９
年

　
　
　
（
伝
承
地
）
大
島
郡
天
城
町
兼
久
（
機
会
）
正
月

　
　
　
（
場
所
）
集
会
場
、
個
人
の
家　
（
人
数
）
多
勢

　
　
　
（
楽
器
）
太
鼓
一
コ
以
上

　
　

○
オ
ネ
オ
ネ　

打
ち
出
す
る
間
や
ヨ

　
　
　

思
て
恥
か
さ
い　

一
声
打
ち
出
せ
ば　

ソ
ラ

　
　
　

何
ぬ
恥
か
さ
ん
が　

オ
ネ
オ
ネ

　
　
　

一
声
打
ち
出
せ
ば　

ソ
ラ

　
　

○
打
ち
出
す
る
間
や　

　
　
　

思
て
恥
か
さ
い　

一
声
打
ち
出
せ
ば

　
　
　

何
う
恥
か
さ
い　

オ
ネ
オ
ネ

　
　
　

一
声
打
ち
出
せ
ば　

何
う
恥
か
さ
い

　
　
　

ソ
ラ
ー
ソ
ラ

　
　

○
う
が
ん
迄
ど
言
ち
ゃ
る

　
　
　

今
あ
此
処
迄
ぐ
わ
や
や
ら
ち

　
　
　

今
あ
ぬ
中
か
ら
坐
ち
ゅ
て　

ソ
ラ

　
　
　

し
ゃ
あ
思
め
愛
さ　

オ
ネ
オ
ネ

　
　
　

今
あ
ぬ
中
か
ら
坐
ち
ゅ
て　

ソ
ラ

　
　
　

い
ゃ
あ
思
め
愛
さ

　
　
　
　
　

以
下
省
略

○
福
田
晃
・
岩
瀬
博
・
松
山
光
秀
・
徳
富
重
成
（
編
）

　
『
南
島
昔
話
叢
書
三　

奄
美
諸
島
徳
之
島
の
昔
話
』

（
同
朋
舎
出
版
、
昭
和
五
九
年
六
月
）

　

同
書
は
、
福
田
晃
・
岩
瀬
博
の
諸
氏
や
関
西
の
大
学
生

を
は
じ
め
と
す
る
昔
話
調
査
団
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
た
昔

話
集
で
す
。
南
島
を
対
象
と
し
た
中
で
最
初
の
調
査
地
に

徳
之
島
を
選
ん
だ
と
い
い
、
昭
和
四
六
年
か
ら
数
年
か
け

て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
の
話
し
手
た
ち
が
語
っ
た
ヒ
ン
ギ
ャ
タ
レ
ー（
昔
話
）

の
う
ち
、
代
表
的
な
も
の
を
松
山
光
秀
・
徳
富
重
成
の
両

氏
が
共
通
語
訳
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

ヒ
ン
ギ
ャ
タ
レ
ー
の
話
し
手
と
し
て
は
、
兼
久
集
落
か

ら
は
以
下
の
七
名
の
名
前
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の

方
々
か
ら
ヒ
ン
ギ
ャ
タ
レ
ー
を
聞
い
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ぜ
ひ
と
も
記
録
に
留
め
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

北
郷　

徳
建　
（
明
治
二
九
年
六
月
一
日
生
）

　
　

マ
ッ
テ
ィ
ブ
と
女
（
類
話
２
）、兄
は
鬼
⑶
（
類
話
５
）

　

関
田　

秋
吉　
（
明
治
二
六
年
四
月
二
四
日
生
）

　
　

天
人
女
房
（
類
話
２
）、
大
歳
の
客
⑴
、
幽
霊
の
子

　
　

守

　

関
田
ミ
ヤ
ツ
ヤ
（
明
治
三
五
年
十
月
十
八
日
生
）

　

久
岡　

喜
久
祐
（
明
治
二
九
年
二
月
十
七
日
生
）

　

西
田　

重
良　
（
明
治
三
四
年
八
月
二
四
日
生
）

　

畑　
　

豊
則　
（
明
治
二
七
年
八
月
二
七
日
生
）

　

安
田　

安
善　
（
明
治
二
六
年
一
月
四
日
生
）

○
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
（
編
）

　
『
鹿
児
島
県
の
中
世
城
館
跡
―
中
世
城
館
跡
調
査
報
告　
　
　
　
　

　

書
―
』（
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
六
二
年
三
月
）

　

天
城
町
内
に
は
、玉
城
（
天
城
字
真
瀬
名
）、大
和
城
（
天

城
字
上
名
道
他
）、
大
城
（
松
原
字
大
城
）
の
三
か
所
に

城
館
跡
が
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
者
は
建

林
正
秀
氏
（
天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
委
員
）
で
す
。
城

館
跡
の
い
わ
れ
や
、同
氏
が
調
査
し
て
い
た
と
き
の
様
子
、
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さ
ら
に
は
同
氏
が
関
心
を
も
っ
て
調
べ
ら
れ
て
い
た
も
の

等
に
つ
い
て
、
ご
存
知
の
方
が
あ
れ
ば
記
録
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

○
日
本
放
送
協
会
（
編
）『
日
本
民
謡
大
観
（
沖
縄
・
奄
美
）　

　

奄
美
諸
島
篇
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
、平
成
五
年
八
月
）

　

同
書
は
、
柳
田
國
男
・
町
田
佳
聲
の
両
氏
の
指
導
の
も

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
日
本
全
国
の
民
謡
の
調
査
収
集
が
行
わ
れ

た
一
連
の
企
画
で
あ
り
、
昭
和
十
六
〈
一
九
四
一
〉
年
の

組
織
的
な
調
査
の
開
始
か
ら
、第
一
巻
と
な
る
『
関
東
篇
』

（
昭
和
十
九
〈
一
九
四
四
〉
年
）
を
経
て
、『
奄
美
・
沖
縄

篇
』
に
ま
で
た
ど
り
つ
く
の
に
実
に
半
世
紀
余
り
を
要
し

た
長
大
な
記
録
事
業
で
し
た
。

　

記
録
さ
れ
た
音
源
を
も
と
に
、
楽
譜
を
お
こ
し
、
歌
詞

を
文
字
化
し
、
方
言
交
じ
り
の
言
葉
に
標
準
語
訳
を
付
け

て
、
簡
略
な
解
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

兼
久
関
連
で
は
、「
ま
ん
き
遊
び
」
一
曲
の
み
が
紹
介

さ
れ
て
お
り
、
楽
譜
と
、
七
番
（
１
、３
、４
、５
、９
、

10
、
11
）
分
の
歌
詞
と
標
準
語
訳
が
示
さ
れ
、
次
の
よ
う

な
注
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
（
注
）
奇
数
節
を
男
，
偶
数
節
を
女
が
歌
っ
て
い
る
。

　
　
　
〈
下
略
〉

　

な
お
、
兼
久
集
落
か
ら
は
以
下
の
四
名
が
ウ
タ
の
伝

承
者
と
し
て
名
前
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
日
時
は

「
１
９
８
３
年
11
月
1
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

昇　
　

時
喜
（1920

生
）

　
　

昇　
　

ハ
ル
（1921

生
）

　
　

南　

薫
太
郎
（1920

生
）

　
　

土
岐
マ
サ
子
（1923

生
）

　

も
ち
ろ
ん
他
の
年
配
者
た
ち
か
ら
も
ウ
タ
を
聞
く
機
会

は
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
場
や
機
会
に
、

ど
の
よ
う
な
歌
詞
の
ウ
タ
を
聞
い
た
の
か
、
皆
さ
ん
の
記

憶
を
呼
び
起
こ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

163

　
　
　
　
　

⑩
兼
久
話
者
人
名
録



元
号

西
暦

月

兼
久
で
の
出
来
事

奄
美
・
徳
之
島
関
連
の
一
般
事
項

寛
文　

四
一
六
六
四

西
目
間
切
兼
久
噯
兼
久
村
の
村
名
が
見
え
、
兼
久
に
役
場
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
（「
徳

之
島
事
情
」）。

明
治　

元
一
九
六
七

明
治
維
新
。
大
島
郡
で
は
戸
長
（
現
在
の
町
村
長
）
制
度
が
導
入
。

明
治　

四
一
八
七
一

廃
藩
置
県
で
鹿
児
島
県
が
設
置
。

明
治　

五
一
八
七
二

学
制
発
布
。

明
治　

八　
一
八
七
五

兼
久
郷
校
創
立
。

村
学
校
（
郷
校
）
創
立
。

岡
前
村
と
と
も
に
役
場
が
設
置
。

明
治
一
三
一
八
八
〇

九
年
母
村
が
兼
久
村
に
合
村
（「
徳
之
島
事
情
」）。

明
治
一
九
一
八
八
六

兼
久
に
簡
易
小
学
校
が
設
置
。

柔
道
家
徳
三
宝
が
兼
久
で
生
誕
。

明
治
二
一
一
八
八
八

登
記
所
が
設
置
さ
れ
る
（
～
明
治
二
九
年
）。

明
治
二
二
一
八
八
九

 

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
。

明
治
二
三
一
八
九
〇

一
〇

教
育
勅
語
発
布
。

明
治
四
一
一
九
〇
八

四
山
方
六
村
と
阿
布
木
名
方
一
〇
村
が
合
併
し
て
天
城
村
と
な
る
。

島
嶼
町
村
制
施
行
。

大
正
一
〇
一
九
二
一

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
ル
リ
カ
ケ
ス
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
。

大
正
一
一
一
九
二
二

兼
久
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
併
設
。

昭
和
一
二
一
九
三
七

兼
久
尋
常
小
学
校
（
当
時
。
現
在
の
兼
久
住
宅
に
所
在
）
に
奉
安
殿
が
建
設
。

昭
和
一
六
一
九
四
一

四
兼
久
尋
常
小
学
校
が
兼
久
国
民
学
校
と
改
称
。

尋
常
小
学
校
が
国
民
学
校
に
改
称
。

昭
和
一
九
一
九
四
四

一
〇

一
〇
・
一
〇
空
襲
。
浅
間
飛
行
場
・
大
和
城
山
な
ど
に
空
爆
を
受
け
る
。                     

昭
和
二
〇
一
九
四
五

三
柔
道
家
・
徳
三
宝
が
東
京
大
空
襲
で
逝
去
。

六

沖
縄
の
地
上
戦
、
日
本
軍
に
よ
る
組
織
的
な
戦
闘
終
わ
る
。

七

七
・
一
〇
空
襲
。
浅
間
飛
行
場
な
ど
に
空
爆
を
受
け
る
。

八

太
平
洋
戦
争
、
終
戦
。

昭
和
二
一
一
九
四
六

二

奄
美
群
島
、
行
政
分
離
に
と
も
な
い
、
米
軍
政
府
治
世
下
に
。
渡
航
全
面
禁
止
。

昭
和
二
三 

一
九
四
八

四
天
城
中
学
校
（
新
制
。
当
時
、
天
城
村
立
）
が
大
字
天
城
に
開
校
。

六
・
三
・
三
制
実
施
。
学
制
改
革
に
よ
り
、
奄
美
群
島
で
は
こ
の
年
に
新
制
中
学
校
が
開
校
。

四
兼
久
国
民
学
校
が
兼
久
小
学
校
と
改
称
。

昭
和
二
七
一
九
五
二

三
和
小
学
校
が
設
立
さ
れ
、
兼
久
小
学
校
よ
り
分
離
。

昭
和
二
八
一
九
五
三

一
二

二
五
日
、
奄
美
群
島
、
日
本
に
復
帰
。

昭
和
三
一
一
九
五
六

三
真
瀬
名
橋
（
木
造
か
ら
石
造
へ
）
竣
工
。

昭
和
三
三
一
九
五
八

天
城
中
学
校
が
南
中
学
校
と
統
合
さ
れ
、
大
字
大
津
川
に
移
転
。

兼
久
小
学
校
が
三
和
小
学
校
と
統
合
し
、
大
字
瀬
滝
（
現
在
地
）
に
移
転
。

昭
和
三
五
一
九
六
〇

四
天
城
中
学
校
が
大
字
兼
久
（
現
在
地
）
に
校
舎
が
建
設
さ
れ
、
移
転
。

一
二
当
川
橋
竣
工
。

昭
和
三
六
一
九
六
一

一
天
城
町
、
町
制
施
行
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昭
和
三
八
一
九
六
三

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
。

昭
和
三
九
一
九
六
四

三
皆
田
橋
竣
工
。

昭
和
四
七
一
九
七
二

五

十
二
日
、
沖
縄
県
、
日
本
復
帰
。

昭
和
四
八
一
九
七
三

千
間
遺
跡
が
向
井
一
雄
氏
に
よ
り
発
見
さ
れ
る
。

昭
和
五
二
一
九
七
七

三
二
二
日
、
犬
の
門
蓋
に
お
い
て
、
新
婚
夫
婦
の
転
落
事
故
が
発
生
。

六
犬
の
門
蓋
に
、
事
故
死
し
た
新
婚
夫
婦
の
遺
族
た
ち
に
よ
っ
て
観
音
像
が
建
て
ら
れ
る
。

八
天
城
町
立
天
城
中
学
校
に
徳
三
宝
の
銅
像
が
設
置
。

昭
和
五
三
一
九
七
八

減
反
政
策
の
影
響
で
稲
作
を
行
わ
な
く
な
る
。

三

天
城
町
文
化
財
保
護
条
例
制
定
。

一
一

『
天
城
町
誌
』
刊
行
。

昭
和
五
七
一
九
八
二

一
二
県
道
八
三
号
線
、
伊
仙
天
城
線
と
し
て
認
定
。

昭
和
五
九
一
九
八
四

天
城
町
農
協
堆
肥
セ
ン
タ
ー
設
立
。

昭
和
六
〇
一
九
八
五

鍋
窪
遺
跡
（
縄
文
時
代
）
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
る
。

昭
和
六
三
一
九
八
八

塔
原
遺
跡
（
縄
文
時
代
後
期
の
遺
構
含
む
）
の
発
掘
調
査
が
熊
本
大
学
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
。

平
成　

四　
一
九
九
二

三
赤
正
橋
竣
工
。

一
二
兼
久
農
産
物
加
工
組
合
設
立
。

平
成
一
〇
一
九
九
八

一
二
第
二
皆
田
橋
竣
工
。

平
成
一
二
二
〇
〇
〇

一
二
美
名
田
橋
竣
工
。

平
成
二
三
二
〇
一
一

四
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
、
天
城
町
内
を
対
象
に
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観
光
振
興
・

地
域
活
性
化
事
業
は
じ
ま
る
。

六
中
組
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
。

平
成
二
四
二
〇
一
二

三
天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』
刊

行
。

平
成
二
五
二
〇
一
三

一
二

奄
美
群
島
、
日
本
復
帰
六
〇
周
年
。

平
成
二
八
二
〇
一
六

七
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
、
兼
久
集
落
「
文
化
遺
産
」
調
査
は
じ
ま
る
。

平
成
二
九
二
〇
一
七

三

奄
美
群
島
国
立
公
園
指
定
。

四

戸
森
の
線
刻
画
が
県
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。

四
天
城
中
学
校
開
校
七
〇
周
年
。

五
大
字
瀬
滝
に
所
在
の
天
城
町
立
兼
久
小
学
校
の
改
築
工
事
始
ま
る
。

平
成
三
〇
二
〇
一
八

三
天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
集
・
発
行
〕『
兼
久
採
集
手
帖
』（
本
書
）
発
行
。
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兼
久
集
落
関
係
参
考
文
献
目
録

　

文
化
遺
産
を
知
る
た
め
に
―
地
域
の
歴
史
や
民
俗
か
ら
学
ぶ
―

一
般
（
総
論
）

・ 

吉
満
義
志
信
〔
著
〕『
徳
之
島
事
情
』　

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
原
著
発
行
（
名
瀬

市
史
編
纂
委
員
会
版
：
昭
和
三
九
年
三
月
、
徳
之
島
の
先
人
を
偲
ぶ
会
版
：
平
成
九
年

十
月
）

・ 

坂
井
友
直
〔
著
〕『
徳
之
島
小
史
』　

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
原
著
発
行
（
徳
之
島
民

俗
学
会
版
：
昭
和
三
七
年
十
二
月
、
奄
美
社
版
：
昭
和
三
八
年
、
ル
ー
ツ
出
版
社
版
：

昭
和
五
三
年
六
月
、
国
書
刊
行
会
版
：
平
成
四
年
五
月
）

・ 

九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄
美
の
島
々
』
毎
日
新
聞
社　

昭

和
三
一
年

・ 

九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄
美
―
自
然
と
文
化
―
』
論
文
編
・

写
真
編　

日
本
学
術
振
興
会　

昭
和
三
四
年
三
月　
　
　

・ 

徳
之
島
民
俗
研
究
学
会
〔
編
〕『
徳
之
島
民
俗
誌
』
徳
之
島
民
俗
研
究
学
会　

昭
和

三
七
年

・ 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
民
俗
分
布
図
』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会　

昭
和
五
五
年
三
月
（
→
天
野
武
〔
監
修
〕『
都
道
府
県
別
日
本
の
民
俗
分
布
地
図
集
成

一
三　

九
州
地
方
の
民
俗
地
図
』
―
熊
本
・
大
分
・
宮
崎
・
鹿
児
島
・
沖
縄
―　

東
洋

書
林　

平
成
十
二
年
九
月
）

・ 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
奄
美
地
区
民
俗
文
化
緊
急
調
査
報
告
書
一　

奄
美
群

島
の
民
俗
Ⅰ
（
徳
之
島
・
沖
永
良
部
島
）』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会　

昭
和
五
六
年
三
月

・ 

九
学
会
連
合
奄
美
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄
美
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』
弘
文
堂　

昭
和
五
七
年
二
月

・ 

徳
之
島
郷
土
研
究
会
・
鹿
児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所
〔
編
〕『
南
日
本

文
化
研
究
所
叢
書
二
一　

徳
之
島
採
集
手
帖
―
徳
之
島
民
俗
の
聞
き
取
り
資
料
―
』
鹿

　

児
島
短
期
大
学
付
属
南
日
本
文
化
研
究
所　

平
成
八
年
三
月

・ 

名
越
左
源
太〔
著
〕鹿
児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
南
島
雑
話
ク
ラ
ブ〔
訳
〕野
尻
純
一〔
編
〕

『
挿
絵
で
見
る
「
南
島
雑
話
」（
奄
美
文
庫
五
）』
奄
美
文
化
財
団　

平
成
九
年
五
月

・ 

下
野
敏
見
〔
著
〕『
南
日
本
の
民
俗
文
化
誌
』
一
〇
―
奄
美
諸
島
の
民
俗
文
化
誌　

南

方
新
社　

平
成
二
五
年
十
二
月

・
田
畑
満
大
〔
著
〕『
新
編　

南
島
雑
記
の
中
の
植
物
』
自
刊　

平
成
二
六
年
三
月

社
会
構
成

・ 

竹
田
旦
「
奄
美
に
お
け
る
若
者
を
め
ぐ
る
習
俗
」
九
学
会
連
合
〔
編
〕『
人
類
科
学
』

第
三
〇
集
九
学
会
連
合
年
報
―
奄
美
そ
の
２　

九
学
会
連
合　

昭
和
五
三
年
三
月
（
→

『
兄
弟
分
の
民
俗
』
人
文
書
院　

平
成
元
年
十
一
月
）

生　

業

・ 

佐
藤　

久
「
奄
美
諸
島
の
地
形
」
九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄

美
―
自
然
と
文
化
―
』
論
文
編　

日
本
学
術
振
興
会　

昭
和
三
四
年

・ 

恵
原
義
盛
「
奄
美
の
生
業
」
大
井
浩
太
郎
・
恵
原
義
盛
〔
著
〕『
沖
縄
・
奄
美
の
生
業
』

一
―
農
林
業　

明
玄
書
房　

昭
和
五
五
年
一
月

・ 

恵
原
義
盛
「
奄
美
の
生
業
」
名
嘉
真
宜
勝
・
出
村
卓
三
〔
著
〕『
沖
縄
・
奄
美
の
生
業
』

二
―
漁
業
・
諸
職　

明
玄
書
房　

昭
和
五
五
十
月

・ 

和
田
正
洲
「
農
耕
技
術
伝
承
の
地
域
差
」
九
学
会
連
合
〔
編
〕『
人
類
科
学
』
第
三
三

集
九
学
会
連
合
年
報
―
奄
美
そ
の
５　

九
学
会
連
合　

昭
和
五
六
年
三
月

・ 
和
田
正
洲
「
奄
美
諸
島
の
農
耕
技
術
伝
承
」
九
学
会
連
合
奄
美
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄

美
―
自
然
・
文
化
・
社
会
―
』
弘
文
堂　

昭
和
五
七
年
二
月

・ 

松
山
哲
則
「
国
立
公
文
書
館
・
つ
く
ば
分
館
所
蔵
の
明
治12

年
・
大
島
郡
竿
次
帳
に

つ
い
て
」
徳
之
島
郷
土
研
究
会
〔
編
〕『
徳
之
島
郷
土
研
究
会
報
』
第
三
二
号　

徳
之
島

郷
土
研
究
会　

平
成
二
四
年
四
月
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衣
・
食
・
住

・ 
恵
原
義
盛
「
奄
美
の
衣
と
食
」
平
敷
令
治
・
恵
原
義
盛
〔
著
〕『
沖
縄
・
奄
美
の
衣
と
食
』

明
玄
書
房　

昭
和
四
九
年
十
一
月

・ 

鹿
児
島
県
教
育
庁
文
化
課
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
の
民
家
（
離
島
編
）
―
鹿
児
島
県
文
化

財
調
査
報
告
書
第
三
六
集
―
』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会　

平
成
二
年
五
月

人
生
儀
礼

・ 

鹿
児
島
県
立
大
島
中
学
校
（
編
）「
奄
美
大
島
婦
人
の
入
墨
研
究
」
鹿
児
島
県
立
大
島

中
学
校　

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
（
→
鹿
児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
社
会
科
研
究

室　

昭
和
三
九
年
謄
写
版
再
刊
）

・ 

小
原
一
夫
『
南
島
入
墨
考
』
筑
摩
書
房　

昭
和
三
七
年
（
→
谷
川
健
一
〔
編
〕『
日
本

民
俗
文
化
資
料
集
成
第
九
巻　

南
島
の
村
落
』
三
一
書
房　

平
成
元
年
十
一
月
）

・ 

土
岐
善
作「
我
が
村
の
風
俗
習
慣（
二
）（
徳
之
島
天
城
村
兼
久
）」『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』

第
五
号　

奄
美
郷
土
研
究
会　

昭
和
三
八
年
一
月
（
→
「
我
が
村
の
風
俗
習
慣
（
徳
之

島
天
城
町
兼
久
）」
と
改
題
、
島
尾
敏
雄
〔
編
〕『
奄
美
の
文
化
―
総
合
的
研
究
―
』
法

政
大
学
出
版
局　

昭
和
五
一
年
）（
※　

本
書
収
録
）

・ 

恵
原
義
盛
「
奄
美
の
祝
事
―
誕
生
・
婚
姻
・
年
祝
い
―
」
崎
原
恒
新
・
恵
原
義
盛
〔
著
〕

『
沖
縄
・
奄
美
の
祝
事
』
明
玄
書
房　

昭
和
五
二
年
九
月

・ 

恵
原
義
盛
「
奄
美
の
葬
送
・
墓
制
」
名
嘉
真
宜
勝
・
恵
原
義
盛
〔
著
〕『
沖
縄
・
奄
美
の
葬
送
・

墓
制
』
明
玄
書
房　

昭
和
五
四
年
三
月

・
山
下
文
武
『
奄
美
の
針
突
―
消
え
た
入
墨
習
俗
』
ま
ろ
う
ど
社　

平
成
十
五
年

年
中
行
事

・ 

北
見
俊
夫
「
米
作
と
稲
作
儀
礼
」
九
学
会
連
合
奄
美
大
島
共
同
調
査
委
員
会
〔
編
〕『
奄

美
―
自
然
と
文
化
―
』
論
文
編　

日
本
学
術
振
興
会　

昭
和
三
四
年

・ 

土
岐
善
作
「
我
が
村
の
風
俗
習
慣
（
天
城
村
兼
久
）」『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
四
号　

奄
美
郷
土
研
究
会　

昭
和
三
七
年
一
月
（
→
「
我
が
村
の
風
俗
習
慣
（
徳
之
島
天
城
町

兼
久
）」
島
尾
敏
雄
〔
編
〕『
奄
美
の
文
化
―
総
合
的
研
究
―
』
法
政
大
学
出
版
局　

昭

和
五
一
年
）（
※　

本
書
収
録
）

・ 

下
野
敏
見
「
徳
之
島
の
年
中
行
事
―
稲
作
儀
礼
を
中
心
と
し
て
―
」『
南
日
本
文
化
―

徳
之
島
綜
合
学
術
調
査
報
告
書
―
』
第
三
号　

鹿
児
島
短
期
大
学
南
日
本
文
化
研
究
所　

昭
和
四
五
年

・ 

山
下
欣
一
「
奄
美
の
歳
時
習
俗
」『
沖
縄
・
奄
美
の
歳
時
習
俗
』
明
玄
書
房　

昭
和

五
〇
年
十
一
月

・ 

向
山
勝
貞
「
奄
美
諸
島
の
仮
面
行
事
」
九
学
会
連
合
〔
編
〕『
人
類
科
学
』
第
三
二
号

九
学
会
連
合
年
報
―
奄
美
そ
の
４　

九
学
会
連
合　

昭
和
五
五
年
三
月

信　

仰

・ 

山
下
欣
一「
奄
美
の
民
間
信
仰
」湧
上
元
雄
・
山
下
欣
一〔
著
〕『
沖
縄
・
奄
美
の
民
間
信
仰
』

明
玄
書
房　

昭
和
四
九
年
一
月

・ 

松
原
武
実
「
徳
之
島
天
城
町
の
聖
跡
と
拝
所
」『
南
日
本
文
化
』
第
三
五
号　

鹿
児
島

国
際
大
学
南
日
本
文
化
研
究
所　

平
成
十
五
年
二
月

・ 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
四
三　

鹿
児
島

県
の
中
世
城
館
跡
―
中
世
城
館
調
査
報
告
書
―
』
昭
和
六
二
年
三
月

・ 

栄
喜
久
元
「
海
の
道
」『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
第
三
集
海
の
道　

鹿
児
島
県
教
育

委
員
会　

平
成
七
年
三
月

・ 

義　

憲
和
「
徳
之
島
」『
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
第
三
集
海
の
道　

鹿
児
島
県
教
育

委
員
会　

平
成
七
年
三
月

・ 

弓
削
政
己
「
徳
之
島
に
お
け
る
三
平
所
と
手
々
村
神
役
の
継
承
シ
ス
テ
ム
―
琉
球
と
薩

摩
藩
の
影
響
を
受
け
た
文
書
と
シ
マ
の
運
営
を
含
め
―
」『
沖
縄
文
化
研
究
』
第
四
一
号　

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所　

平
成
二
七
年
三
月

芸　

能

・ 

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
の
民
俗
芸
能
―
民
俗
芸
能
緊
急
調
査
報
告

書
―
』
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会　

平
成
四
年
三
月
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口
承
文
芸

・ 
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
の
民
謡
―
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
―
鹿
児

島
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
〇
集
』
昭
和
五
九
年
三
月

・ 

福
田　

晃
・
岩
瀬　

博
・
松
山
光
秀
・
徳
富
重
成
〔
編
〕『
南
島
昔
話
叢
書
三　

徳
之

島
の
昔
話
―
鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
・
天
城
町
・
伊
仙
町
―
』
同
朋
舎
出
版　

昭

和
五
九
年
六
月

・ 

内
田
る
り
子
「「
八
月
踊
り
」
の
地
域
性
」『
沖
縄
の
歌
謡
と
音
楽
』
第
一
書
房　

平
成

元
年
八
月

・ 

福
田　

晃「
天
人
女
房
の
始
原
的
伝
承
」『
南
島
説
話
の
研
究
―
日
本
昔
話
の
原
風
景
―
』

法
政
大
学
出
版
局　

平
成
四
年
三
月

・ 

日
本
放
送
協
会
〔
編
〕『
日
本
民
謡
大
観
（
沖
縄
・
奄
美
）
奄
美
諸
島
篇
』
日
本
放
送

協
会
出
版
協
会　

平
成
五
年
八
月

・ 

静
岡
総
合
研
究
機
構
（
編
）『
静
岡
と
世
界
を
結
ぶ
羽
衣
、
竹
取
の
説
話
』
静
岡
新
聞

社　

平
成
十
二
年
十
二
月

・ 

奄
美
島
唄
保
存
伝
承
事
業
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
歌
い
継
ぐ
奄
美
の
島
唄　

徳
之
島
（
詞

章
曲
目
解
説
・
Ｃ
Ｄ
）』
奄
美
島
唄
保
存
伝
承
事
業
実
行
委
員
会　

平
成
二
六
年
三
月

そ
の
他

・ 

土
岐
直
邦
「
徳
之
島
天
城
町
兼
久
方
言
の
音
韻
体
系
に
つ
い
て
」
琉
球
大
学
方
言
研
究

ク
ラ
ブ
〔
編
〕『
琉
球
方
言
』
第
三
号　

琉
球
大
学
方
言
研
究
ク
ラ
ブ　

昭
和
三
六
年
六

月
・ 

土
岐
善
作
「
村
の
方
言
―
徳
之
島
天
城
町
兼
久
―
」『
奄
美
郷
土
研
究
会
報
』
第
一
〇

号　

奄
美
郷
土
研
究
会　

昭
和
四
三
年
十
二
月
（
※　

本
書
収
録
）

・ 

柴
田　

武
「
徳
之
島
方
言
の
音
韻
」
外
間
守
善
〔
編
〕『
沖
縄
文
化
論
叢
』
五
巻
言
語

編　

平
凡
社　

昭
和
四
七
年
十
一
月

・ 

東
京
大
学
言
語
学
研
究
室
柴
田　

武
・
学
生
有
志
〔
編
〕『
奄
美
徳
之
島
の
こ
と
ば
―

分
布
か
ら
歴
史
へ
』
秋
山
書
店　

昭
和
五
二
年
五
月

・ 

岡
村
隆
博
「
柔
道
一
筋
に
生
き
た
人
（
徳　

三
寶
）」「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
編
集

委
員
会
〔
編
〕『
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
』
下
巻　
「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
刊
行
委
員
会　

昭
和
五
五
年
三
月

・ 

平　

正
夫
「
郷
土
史
研
究
の
先
駆
者
（
坂
井
友
直
）」「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
刊
行
委

員
会
〔
編
〕『
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
』
続　
「
郷
土
の
先
人
に
学
ぶ
」
刊
行
委
員
会　

昭

和
五
六
年
三
月

・ 

重
久
淳
一
〔
著
〕『
天
城
郷
土
研
究
会
会
報
』
第
四
号　

天
城
郷
土
研
究
会　

昭
和

六
二
年
十
一
月
（
→
前
迫
亮
一
〔
編
〕『
大
河
』
第
七
号　

大
河
同
人
〈
自
刊
〉　

平
成

一
二
年
十
月
）

・
浜
田
敬
助
『
徳
之
島
の
紹
介
と
方
言
し
ら
べ
』
自
刊　

平
成
元
年
四
月

・ 

天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
会
〔
編
〕『
天
城
町
の
文
化
財
を
た
ず
ね
て
』
天
城
町
教
育

委
員
会　

平
成
三
年
三
月

・ 

高
岡
善
成
〔
監
修
〕
松
田　

清
〔
編
〕『
徳
之
島
先
駆
者
の
記
録
』
徳
之
島
の
先
人
を

偲
ぶ
会　

平
成
十
一
年
十
二
月

・ 

寺
師
孝
則
「「
徳
之
島
事
情
」
に
見
る
兼
久
関
係
記
述
に
つ
い
て
」『
徳
之
島
郷
土
研
究

会
報
』
第
三
二
号　

徳
之
島
郷
土
研
究
会　

平
成
二
四
年
四
月

・ 

金
城
達
也
・
寺
林
暁
良
「
徳
之
島
に
お
け
る
ソ
テ
ツ
景
観
の
意
味
―
生
業
活
動
の
組
み

合
わ
せ
と
そ
の
変
遷
か
ら
―
」『
研
究
論
集
』
第
一
二
号　

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科　

平
成
二
四
年
十
二
月

168



　

文
化
遺
産
調
査
の
参
考
に
―
他
町
・
他
シ
マ
の
あ
り
方
か
ら
探
る
―

自
治
体
史

・ 

徳
之
島
町
誌
編
纂
委
員
会
〔
編
〕『
徳
之
島
町
誌
』
徳
之
島
町
役
場
・
徳
之
島
町
誌
編

   

纂
委
員
会　

昭
和
四
五
年
三
月

・
天
城
町
役
場
〔
編
〕『
天
城
町
誌
』
天
城
町　

昭
和
五
三
年
十
一
月

・
伊
仙
町
誌
編
さ
ん
委
員
会
〔
編
〕『
伊
仙
町
誌
』
伊
仙
町　

昭
和
五
三
年
十
二
月

文
化
遺
産
調
査
報
告
書　

等

・ 

宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
〔
編
〕『
宇
検
村
・
伊
仙
町
・
奄
美
市
に
よ
る
文
化
財
総

   

合
把
握
モ
デ
ル
事
業
報
告
書
』
平
成
二
三
年
三
月

・ 

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
内
文
化
財
悉
皆
調
査
報
告
書
』

   

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会　

平
成
二
四
年
三
月

・ 

伊
仙
町
地
域
文
化
遺
産
総
合
活
性
化
実
行
委
員
会
事
務
局
〔
編
〕『
伊
仙
町
の
文
化
遺  

   

産
―
伊
仙
町
に
お
け
る
奄
美
遺
産
悉
皆
調
査
報
告
書
―
』
伊
仙
町
地
域
文
化
遺
産
総
合 

   

活
性
化
実
行
委
員
会　

平
成
二
七
年
三
月

・
宇
検
村
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
宇
検
村
集
落
墓
地
調
査
概
要
報
告
書
』　

　

宇
検
村
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会　

平
成
二
七
年
三
月

・ 

宇
検
村
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
〔
編
〕『
宇
検
村
墓
地
調
査
報
告
書
』
宇
検
村
文  

    

化
財
活
性
化
実
行
委
員
会　

平
成
二
八
年
三
月

埋
蔵
文
化
財
（
考
古
）
調
査
報
告
書

・ 

熊
本
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
〔
編
〕『
研
究
室
活
動
報
告
一
九　

玉
城
遺
跡
―
付　

   

周
辺
遺
跡
分
布
調
査
』
熊
本
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室　

昭
和
六
一
年
三
月

・ 

天
城
町
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
集　

塔
原
遺
跡
』
天

   

城
町
教
育
委
員
会　

平
成
元
年
三
月

・ 

天
城
町
教
育
委
員
会〔
編
〕『
天
城
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
⑵　

塔
原
遺
跡
⑵
』

   

天
城
町
教
育
委
員
会　

平
成
十
一
年
三
月

・ 

天
城
町
教
育
委
員
会〔
編
〕『
天
城
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
⑸　

塔
原
遺
跡
⑶
』

   

天
城
町
教
育
委
員
会　

平
成
二
二
年
八
月

・ 

天
城
町
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
⑹　

中
組
遺
跡
』

   

天
城
町
教
育
委
員
会　

平
成
二
五
年
三
月

・
天
城
町
教
育
委
員
会
〔
編
〕『
天
城
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
⑻　

塔
原
遺
跡
⑷
』

　

天
城
町
教
育
委
員
会　

平
成
二
九
年
三
月

民
俗
調
査
報
告
書

・ 

鹿
児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
郷
土
研
究
部〔
編
〕『
奄
美
民
俗
第
一
〇
号（
瀬
戸
内
町
諸
鈍
・

伊
仙
町
面
縄
）』　

鹿
児
島
県
立
大
島
高
等
学
校
郷
土
研
究
部　

昭
和
五
一
年
三
月

・ 

徳
之
島
郷
土
研
究
会
〔
編
〕『
上
面
縄
地
区
調
査
報
告
書　

第
一
集
』
徳
之
島
郷
土
研

究
会　

昭
和
五
一
年
七
月

・ 

国
際
基
督
教
大
学
社
会
科
学
科
人
類
学
研
究
室
〔
編
〕『
文
化
人
類
学
調
査
実
習
報
告

書
第
七
輯　

一
九
八
八
年
度　

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
手
々
』
国
際
基
督
教
大
学

社
会
科
学
科
人
類
学
研
究
室　

平
成
元
年
二
月

・ 

琉
球
大
学
法
文
学
部
人
間
科
学
科
民
俗
学
研
究
室
〔
編
〕『
琉
球
大
学
民
俗
学
実
習
調

査
報
告
書　

シ
マ
三
号　

二
〇
〇
〇
年
度　

鹿
児
島
県
大
島
郡（
徳
之
島
）伊
仙
町
面
縄
・

徳
之
島
町
亀
徳
』
琉
球
大
学
法
文
学
部
人
間
科
学
科
民
俗
学
研
究
室　

平
成
十
三
年
三

月
・ 

泉　

義
正
〔
著
〕
大
村
達
郎
〔
編
〕『
鹿
児
島
県
大
島
郡
（
徳
之
島
）　

伊
仙
町
の
民
俗

文
化
―
泉　

義
正
遺
稿
集
―
』
自
刊　

平
成
十
四
年
十
一
月

集
落
誌

・ 

下
検
福
老
人
ク
ラ
ブ
〔
編
・
著
〕『
下
検
福
く
ら
し
の
あ
し
あ
と
』
下
検
福　

刊
行
年

   

未
記
載

・ 
武
原
勝
也
〔
著
〕『
徳
之
島
松
原
与
名
間
小
史
』
郷
土
誌
編
纂
委
員
会　

平
成
四
年
三

   
月

・ 

集
落
誌
前
野
編
さ
ん
委
員
会
〔
編
〕『
集
落
誌　

前
野
』
村
上
和
彦　

平
成
六
年
十
月

・
松
村
省
三
〔
編
・
著
〕『
当
部
の
今
昔
』
自
刊　

平
成
十
八
年
一
月

・ 

本
田
碩
孝
〔
編
・
著
〕『
徳
之
島
の
民
俗
文
化　

下
久
志
編
』
亀
津
第
二
中
昭
和
三
一

   

年
入
学
同
級
生
一
八
会
刊
行
委
員
会
・
郷
土
文
化
研
究
会　

平
成
二
五
年
九
月
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天
城
町
兼
久
集
落
「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業　

体
制
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

平
成
二
八
年
七
月
～
平
成
三
〇
年
三
月)

事
業
主
体　

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会

会　

長　

  （
天
城
町
町
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
久　

幸
助

副
会
長　

  （
天
城
町
副
町
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

森
田　

弘
光

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     

春　
　

利
正

理　

事　

  （
天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
会
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

吉
岡　

武
美

　

同　
　

 （
前
野
民
謡
保
存
会
前
会
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

池
上　

利
男

　

同　
　

 （
天
城
町
教
育
委
員
〈
～
平
成
二
九
年
十
一
月
〉）　  　
　
　

  

川
村　

善
良

　

同　
　

 （
天
城
町
文
化
協
会
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

中
水　

勝
久

事
務
局
長
（
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
）　　
　
　
　

         

神
田　

昌
宏

事
務
局
員
（
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
〈
～
平
成
二
九
年
三
月
〉）　　

          
                                                                                                     

吉
村　

元
光

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
課
長
補
佐
〈
平
成
二
九
年
四
月
～
〉）　

                                                                                                     
和
田　

智
磯

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
指
導
員
）　     

住　
　

信
治

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
幹
兼
係
長
）　　
　
　

  

上
岡　

久
人

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
）　　
　
　
　

         

元
田　

雅
人

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
補
）　　
　
　

         

中
水　

翔
午

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
（
学
芸
員
））　       

具
志
堅　

亮

　

同　
　

  （
天
城
町
教
育
委
員
会
「
ユ
イ
の
館
」
筆
耕
職
員
）　             

中
原　
　

望

調
査
主
体　

天
城
町
兼
久
集
落
文
化
財
協
議
会

顧　

問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

盛
岡　

平
作

運
営
委
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

叶　

福
次
郎

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寿　
　

弘
祐

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

文
田　

隆
三

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

博
次

　

同　
　
　
（
兼
久
集
落
区
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

       

盛
岡　

平
一

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

盛
永　

康
仁

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

山
田　
　

渉

参　

与

天
城
町
歴
史
文
化
産
業
科
学
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ユ
イ
の
館
」
館
長　
　
　

松
村　

義
則

調
査
指
導
・
報
告
書
作
成
指
導
（
監
修
）

天
城
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
事
（
学
芸
員
）　　
　
　
　
　

    　

  

具
志
堅　

亮

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業　

調
査
補
助
員

　
　
　
　

                                                                                       

大
村　

達
郎

「
文
化
遺
産
」
調
査
事
業　

資
料
整
理

天
城
町
文
化
財
活
性
化
事
業
資
料
整
理
作
業
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

栗
山   

理
香

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           〈
～
平
成
二
九
年
三
月
〉　

関　

え
り
か

　

同　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           〈
～
平
成
二
八
年
九
月
〉　

足
田
久
美
子
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話
者
・
調
査
協
力
者
・
調
査
協
力
機
関
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
〇
音
順
、
敬
称
略
）

◎
話
者
（
兼
久
集
落
）

梅
岡　

千
春
（
昭
和
二
八
年
生
）

叶　
　

春
江
（
昭
和　

二
年
生
）

叶　

福
次
郎
（
昭
和
二
二
年
生
）

寿　
　

弘
祐
（
昭
和
十
九
年
生
）

白
間
利
枝
子
（
昭
和
三
〇
年
生
）

政　

ノ
ブ
子
（
昭
和
十
六
年
生
）

鶴　
　

た
か
（
昭
和　

六
年
生
）

鶴　
　

寛
志
（
昭
和
三
〇
年
生
）

土
岐　

幸
子
（
昭
和
十
三
年
生
）

藤
久　

栄
一
（
昭
和
十
五
年
生
）

久　
　

憲
良
（
大
正
十
四
年
生
）

久
川　

光
国
（
昭
和　

六
年
生
）

久
永　

絹
江
（
昭
和　

四
年
生
）

平
野
清
一
郎
（
昭
和　

二
年
生
）

文
田　

耕
造
（
昭
和　

二
年
生
）

文
田
タ
ケ
子
（
昭
和　

四
年
生
）

文
田　

隆
三
（
昭
和
十
九
年
生
）

前
川　

和
代
（
昭
和
三
一
年
生
）

南　
　

博
次
（
昭
和
三
〇
年
生
）

向
井　

一
雄
（
昭
和　

四
年
生
）

盛
岡　

平
一
（
昭
和
二
四
年
生
）

盛
岡　

平
作
（
大
正
十
五
年
生
）

盛
永　

康
仁
（
昭
和
十
七
年
生
）

山
田　
　

渉
（
昭
和
二
〇
年
生
）

◎
話
者
（
そ
の
他
の
地
区
）

泉　
　

昭
久
（
昭
和　

七
年
生
〈
故
人
〉）

豊　
　

静
子
（
昭
和
二
六
年
生
）

◎
調
査
協
力
者

伊
藤　

好
英

榎
本　

美
里
（
伊
仙
町
教
育
委
員
会
）

大
屋　

匡
史
（
徳
之
島
町
教
育
委
員
会
）

加
川　

徹
夫　
　
〈
故
人
〉　

加
川　
　

徹
（
ス
タ
ジ
オ
カ
ガ
ワ
）

小
池　

淳
一
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

新
里　

亮
人
（
伊
仙
町
教
育
委
員
会
）

大
樂　

大
聞
（
天
城
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

田
畑　

満
大
（
奄
美
市
文
化
財
保
護
審
議
会
）

常　
　

未
来
（
伊
仙
町
教
育
委
員
会
）

津
波　

高
志

土
岐　

敏
徳

中
城　

喜
男

成
尾　

英
仁
（
鹿
児
島
県
立
伊
集
院
高
等
学
校
）

町　

健
次
郎
（
瀬
戸
内
町
教
育
委
員
会
）

町
田　
　

進
（
徳
之
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
）

松
原　

武
実
（
鹿
児
島
国
際
大
学
）

三
上　

絢
子

向
井
幸
一
郎　
　
〈
故
人
〉

柳　

平
治
郎

山
田　

文
彦
（
天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
会
）

弓
削　

政
己　
　
〈
故
人
〉

四
本　

延
宏
（
伊
仙
町
役
場
）

◎
調
査
協
力
機
関

天
城
町
教
育
委
員
会

天
城
町
文
化
財
保
護
審
議
会

天
城
町
役
場

天
城
町
立
天
城
中
学
校

天
城
町
立
兼
久
小
学
校

天
城
町
立
図
書
館

奄
美
郷
土
研
究
会

伊
仙
町
教
育
委
員
会

伊
仙
町
歴
史
民
俗
資
料
館

一
般
社
団
法
人
徳
之
島
観
光
連
盟

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会

鹿
児
島
県
立
図
書
館
（
本
館
）

鹿
児
島
県
立
図
書
館
（
奄
美
分
館
）

鹿
児
島
国
際
大
学

兼
久
簡
易
郵
便
局

株
式
会
社
ア
ー
チ

国
土
地
理
院

ス
タ
ジ
オ
カ
ガ
ワ

東
北
大
学
附
属
図
書
館

徳
之
島
郷
土
研
究
会

徳
之
島
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

徳
之
島
町
教
育
委
員
会

徳
之
島
町
立
図
書
館

南
海
日
日
新
聞
社

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
徳
之
島
虹
の
会
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平
成
二
九
年
度
文
化
庁
文
化
芸
術
補
助
金
（
文
化
遺
産
総
合
活
用
推
進
事
業
）

天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査
報
告
書
（
１
）

       

兼
久
採
集
手
帖

　
　

―
地
域
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
天
城
町
「
文
化
遺
産
」
調
査
報
告
書
―

発
行
年
月
日　
　

平
成
三
〇
（
二
〇
一
八
）
年
三
月
三
一
日

編　
　
　

集　
　

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会

発　
　
　

行　
　

天
城
町
・
天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

天
城
町
役
場

                            

〒
八
九
一
―
七
六
一
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
平
土
野
二
六
九
一
―
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号　

〇
九
九
七
―
八
五
―
三
一
一
一
（
代
）

                         

天
城
町
文
化
財
活
性
化
実
行
委
員
会
事
務
局
（
窓
口
）

                             

〒
八
九
一
―
七
六
一
一

                                

鹿
児
島
県
大
島
郡
天
城
町
天
城
四
三
一
―
九

                         　
　

   

天
城
町
歴
史
文
化
産
業
科
学
資
料
セ
ン
タ
ー
「
ユ
イ
の
館
」
内

                            　

 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
九
七
―
八
五
―
四
七
二
〇

印　
　
　

刷　
　

デ
ザ
イ
ン
工
房　

ス
タ
ジ
オ
・
ミ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

〒
八
九
一
―
七
一
○
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
七
四
五
三

                                

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
九
九
七
―
八
二
―
一
五
○
五
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第一部 39 Ⅰ -写真 18 ハモリ・ハマウリの様子 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 30 日
39 Ⅰ -写真 19 潮水で子どもの清めをする 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 30 日
39 Ⅰ -写真 20 兼久ハマウリのカマ 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日

40 Ⅰ - 写真 21
‐ 1 ～ 8 ハマウリ（浜下り）の場昭和 59 年、天城郷土研究会発足前 伊藤好英氏撮影・提供、昭和 59 年

42 Ⅰ -写真 22 十五夜綱引き 具志堅亮撮影、平成 28 年 9 月 15 日
45 Ⅰ -写真 23 奉安殿の近くでの記念写真と遊ぶ子ども（昭和 20 年代） 天城町立兼久小学校所蔵写真、撮影者未詳
50 Ⅰ - 記憶 01 千間遺跡採集遺物（天城町「ユイの館」所蔵） 具志堅亮作成
51 Ⅰ - 記憶 02 塔原遺跡遺構配置図（平成 25 年調査） 具志堅亮作成
52 Ⅰ - 記憶 03 塔原遺跡採集黒曜石製石器（天城町「ユイの館」所蔵） 具志堅亮作成
53 Ⅰ - 記憶 04 中組遺跡Ｂ調査区遺構配置図 具志堅亮作成
53 Ⅰ - 記憶 05 中組遺跡出土遺物（天城町「ユイの館」所蔵） 具志堅亮作成
54 Ⅰ - 記憶 06 犬の門蓋の観世音菩薩像（字上高釣） 大村達郎撮影、平成 29 年 12 月 28 日

54 Ⅰ - 記憶 07 犬の門蓋の観世音菩薩像前での慰霊祭（昭和 52 年 6 月） 天城町中央公民館旧蔵移管写真、天城町「ユイの館」所
蔵

55 Ⅰ - 記憶 08 柔道家徳三宝銅像（天城町立天城中学校） 大村達郎撮影、平成 30 年 2 月 6 日

55 Ⅰ - 記憶 09 徳三宝銅像除幕式（昭和 52 年） 天城町中央公民館旧蔵移管写真、天城町「ユイの館」所
蔵

56・57 Ⅰ - 図 07
‐ 1 ～ 2

文化遺産マップ―兼久集落編― 国土地理院発行・提供、山田文彦・具志堅亮・栗山理香
加工

第二部 59 Ⅱ部扉 昔ながらの家並み（中津上） 具志堅亮撮影、平成 30 年 2 月 27 日
61 Ⅱ - ③写真 土岐善作氏遺影 土岐敏徳氏提供

64 Ⅱ - ④写真
天城郷土研究会の島内在住者（写真左より、向井一雄・中

城喜男・富山祝明・安田武弘）
中城喜男氏提供

138 Ⅱ - ④図 （資料 10）「徳之島入れ墨聞き書き追跡調査」 中城喜男氏提供
139 Ⅱ - ④新聞記事 1 （資料 11）「徳之島新聞」（昭和六三年四月十四日付） 中城喜男氏提供、伊仙町歴史民俗資料館提供
139 Ⅱ - ④新聞記事 2 （資料 12）「徳之島新聞」（昭和六三年五月十二日付） 中城喜男氏提供、伊仙町歴史民俗資料館提供
140 Ⅱ - ④新聞記事 3 （資料 13）「大島新聞」（昭和六三年四月九日付） 中城喜男氏提供、鹿児島県立図書館（奄美分館）提供
141 Ⅱ - ⑤写真 向井一雄氏近影 具志堅亮撮影、平成 27 年 3 月 20 日
143 Ⅱ - ⑤新聞記事 1 向井氏の遺跡発見を告げる新聞記事 向井一雄氏提供
144 Ⅱ - ⑤新聞記事 2 「徳州新聞」（昭和 63 年 7 月 21 日付） 向井一雄氏提供

147・148

・151
Ⅱ - ⑥ -1 ～ 5 「兼久のシマ唄」 兼久・兼寿会　マンキアシビ保存会提供

156 Ⅱ - ⑦表 1 『奄美群島の民俗Ⅰ』兼久関連データ一覧 大村達郎作成
157 Ⅱ - ⑦表 2 『鹿児島県民俗分布図』兼久関連データ一覧 大村達郎作成
160 Ⅱ - ⑨新聞記事 「南海日日新聞」記事（平成二七年四月一〇日付） 南海日日新聞提供

164・165 Ⅱ - ⑪表 兼久集落歴史年表 大村達郎作成
付　録 ニューズ

レター
第 03 号表 

聞き取り調査風景 具志堅亮撮影、平成 28 年 10 月 18 日
勉強会の様子 具志堅亮撮影、平成 28 年 11 月 10 日

第 04 号表 
カドマツのある風景（徳之島町井之川） 大村達郎撮影、平成 28 年 1 月 2 日
カドマツのある風景（伊仙町伊仙） 大村達郎撮影、平成 28 年 1 月 2 日

第 07 号表
「石敢當」（天城町天城三叉路） 大村達郎撮影、平成 29 年 3 月
「石散當」（九字紋様あり、伊仙町上面縄西半田） 大村達郎撮影、平成 29 年 3 月

第 09 号表
「石敢當」（文園南、個人宅） 大村達郎撮影、平成 29 年 5 月 21 日

調査カードへの記入 大村達郎撮影、平成 29 年 5 月 21 日
調査途中の聞き取り 大村達郎撮影、平成 29 年 5 月 21 日

第 10 号表 

ブン（盆）のお供え（兼久文園南Ａ家） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 13 日
送り盆（兼久川鼻ハカントウ） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 15 日
送り盆（兼久川鼻ハカントウ） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 15 日
ハマウリでのウミキ（御神酒）あげ 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日
人の踏んでいない白砂を拾い、潮水を汲む 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日
ウタアシビ（唄遊び）の一場面 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日

第 11 号表 
ムチタボレの面作り 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 20 日
ドンドン節の練習 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 20 日
ムチタボレ行事の実際（兼久中津下） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日

第 13 号表
〈左〉 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 20 日
〈右〉 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 20 日

第 14 号表
〈左〉 大村達郎撮影、平成 28 年 7 月 30 日
〈中〉 大村達郎撮影、平成 28 年 7 月 30 日
〈右〉 大村達郎撮影、平成 28 年 7 月 30 日

第 15 号裏
集落でのフィールドワーク（中津上） 大村達郎撮影、平成 29 年 11 月 14 日
写真を映写しながらの解説と聞き取り 大村達郎撮影、平成 29 年 11 月 14 日

臨時増刊表
原稿作成と整理作業に奮闘中（ユイの館） 大村達郎撮影、平成 29 年 12 月 26 日
当事業最後の勉強会の様子（第 16 回、兼久集落自治公民館）大村達郎撮影、平成 29 年 12 月 21 日

調査票例
—

石敢當調査票 大村達郎作成
墓石調査票 大村達郎作成
天城町兼久集落「文化遺産」調査　原稿記入用紙 大村達郎作成
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頁 No. キャプション 備考（撮影者・所蔵者・作成者・撮影日時）
口　絵

Ⅰ
口絵 01 田植えの様子（昭和 45 年、字坂元） 向井一雄氏提供、向井幸一郎氏撮影

口絵 02 ウギ（甘蔗）の運搬（昭和 52 年、スタジオカガワ提供） 天城町立兼久小学校所蔵写真、加川徹夫氏撮影、スタジ
オカガワ管理

Ⅱ～Ⅲ
口絵 03 兼久集落西部景観写真（集落西部をのぞむ） 大村達郎撮影、栗山理香加工、平成 29 年 1 月 10 日
口絵 04 兼久集落中心部空中写真（写真左が平土野方面） 株式会社アーチ撮影、平成 29 年 9 月 6 日

Ⅳ

口絵 05 旧兼久小学校の奉安殿（昭和 10 年代の絵はがき） 天城町立兼久小学校所蔵複写写真
口絵 06 旧兼久小学校の校舎（絵はがき） 天城町立兼久小学校所蔵複写写真
口絵 07 戦後の茅葺き校舎（昭和 20 年代） 天城町立兼久小学校所蔵写真、撮影者未詳
口絵 08 戦後の茅葺き校舎（昭和 20 年代、旧三和小学校） 天城町立兼久小学校所蔵写真、撮影者未詳

Ⅴ

口絵 09 ノロ屋敷のマーヌイ石（馬乗り石、中津上） 具志堅亮撮影、平成 27 年 5 月 2 日
口絵 10 水神さま（川鼻） 大村達郎撮影、平成 29 年 5 月 21 日
口絵 11 水神さま（中津上） 大村達郎撮影、平成 29 年 11 月 14 日
口絵 12 兼久のヤマデラ 山田文彦撮影、平成 25 年 1 月 22 日
口絵 13 農作業を終えて 具志堅亮撮影、平成 27 年 4 月 2 日

Ⅵ

口絵 14 正月の松飾り 大村達郎撮影、平成 29 年 1 月 1 日
口絵 15 納骨を待つ墓 大村達郎撮影、平成 28 年 9 月 18 日
口絵 16 ブン（お盆）の迎え火 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 13 日
口絵 17 ブンの仏壇飾り 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 14 日
口絵 18 送り盆（共同墓地ショウ） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 15 日
口絵 19 送り盆（共同墓地ハカントウ） 大村達郎撮影、平成 29 年 8 月 14 日
口絵 20 子どもたちのムチタボレ（中津下） 大村達郎撮影、平成 28 年 8 月 25 日
口絵 21 十五夜綱引き 大村達郎撮影、平成 28 年 9 月 15 日

Ⅶ
口絵 22 兼久集落東部景観（字赤正より西をのぞむ） 大村達郎撮影、栗山理香加工、平成 29 年 8 月 20 日
口絵 23 かつての真瀬名橋（昭和 18 年 2 月） 天城町「ユイの館」所蔵、撮影者未詳

Ⅷ
口絵 24

兼久集落空中写真（大字大津川上空より北側をのぞむ。左

上は平土野港）

株式会社アーチ撮影、平成 29 年 9 月 7 日

口絵 25 犬の門蓋海岸空中写真 株式会社アーチ撮影、平成 29 年 9 月 7 日
航空写真 Ⅸ 航空写真 兼久集落航空写真（昭和 22 年、米軍撮影、国土地理院提供）米軍撮影、国土地理院提供

地形図

Ⅹ 地形図 01

兼久集落地形図 1
（原図：陸軍測量部発行五万分の一地形図徳之島二號「平

土野」〈N Ｇ ‐ 52 ‐ 19 ‐ 2、部分〉、大正９年測量・昭和
１１年発行、東北大学附属図書館提供）

東北大学附属図書館提供

Ⅺ 地形図 02
兼久集落地形図 2

（原図：国土地理院発行二万五千分の一地形図徳之島２号 ‐
1「平土野」〈NG-52-19-2-1〉、（平成 22 年発行））

国土地理院発行・提供

字図 Ⅻ — 兼久集落字図 天城町役場税務課提供
地名一覧 ⅩⅢ — 地名一欄（平成三〇年三月現在） 大村達郎作成

第一部 5 Ⅰ部扉 犬の門蓋めがね岩よりのぞむ 具志堅亮撮影、平成 28 年 11 月 30 日
7 Ⅰ -表 01 兼久集落の小組合と戸数 兼久集落文化財協議会調査、大村達郎作成
7 Ⅰ -表 02 小組合の区割り変遷 大村達郎作成

9
Ⅰ -図 01

①～④

小組合の区割りの変遷（国土地理院発行基盤地図情報を使
用） 国土地理院提供、山田文彦・具志堅亮・栗山理香加工

10 — 兼久集落歴代区長名 大村達郎作成、兼久集落自治公民館掲示に基づく
10 Ⅰ -写真 01 兼久集落組織図 大村達郎撮影、兼久集落自治公民館所蔵
11 Ⅰ -写真 02 兼久集落自治公民館 大村達郎撮影、平成 29 年 8 月 29 日　
12 Ⅰ -図 02 兼久の親族呼称 兼久集落文化財協議会調査、栗山理香作成
14 Ⅰ -写真 03 苗とり（昭和 45 年） 向井一雄氏提供、向井幸一郎氏撮影
14 Ⅰ -写真 04 苗とり・代掻き（昭和 45 年） 向井一雄氏提供、向井幸一郎氏撮影
16 Ⅰ -写真 05 ウギ（甘蔗）の手カサギ（昭和 45 年） 向井一雄氏提供、向井幸一郎氏撮影
17 Ⅰ -写真 06 「製糖帳」（盛永康仁家蔵） 盛永康仁家蔵
18 Ⅰ -写真 07 「水名田字原野払下関係」（盛永康仁家蔵） 盛永康仁家蔵
20 Ⅰ -写真 08 川漁の道具アロー（天城町立兼久小学校所蔵写真） 天城町立兼久小学校所蔵写真、撮影者未詳
22 Ⅰ -表 03 兼久の橋脚一覧 大村達郎作成

23 Ⅰ - 写真 09
-1 ～ 2 田んぼでの食事（昭和 45 年） 向井一雄氏提供、向井幸一郎氏撮影

25 Ⅰ -写真 10 上棟式でのムチ投げ（文園南・竹下家） 大村達郎撮影、平成 30 年 3 月 20 日
25 Ⅰ -写真 11 ユイ ( 笊）で白ムチを受ける 大村達郎撮影、平成 30 年 3 月 20 日
26 Ⅰ -写真 12 歳祝いの様子―還暦の祝い 文田隆三氏提供、平成 16 年 1 月
26 Ⅰ -写真 13 歳祝いの様子―古稀の祝い 山田渉氏提供、平成 29 年 1 月
26 Ⅰ -写真 14 葬儀写真（昭和 39 年、梅岡千春家蔵） 梅岡千春家蔵
29 Ⅰ -図 03 典型的な墓石の形態 具志堅亮・栗山理香作成
30

Ⅰ -図 04
共同墓地ハカントウの配置図 具志堅亮・栗山理香作成

30 ハカントウの墓（№ 47 ～ 53）　　　　　　　　　 大村達郎撮影、平成 29 年 1 月 1 日
30 ハカントウの空中写真（北西側から撮影） 株式会社アーチ撮影、平成 29 年 9 月 6 日
31 Ⅰ -表 04 ハカントウ古墓石一覧 具志堅亮・栗山理香作成
30

Ⅰ -図 05
共同墓地アガレの配置図 具志堅亮・栗山理香作成

30 アガレの墓 大村達郎撮影、平成 28 年 1 月 1 日
31 Ⅰ -表 05 アガレ古墓石一覧 具志堅亮・栗山理香作成
32

Ⅰ -図 06
共同墓地ショウの配置図 具志堅亮・栗山理香作成

32 ショウ空中写真 株式会社アーチ撮影、平成 29 年 9 月 6 日
32 ショウの墓 大村達郎撮影、平成 29 年 8 月 15 日

33 ～ 35 Ⅰ -表 06 ショウ古墓石一覧（一）～（三） 具志堅亮・栗山理香作成
36 Ⅰ -写真 15 正月風景 大村達郎撮影、平成 29 年 1 月 1 日
38 Ⅰ -写真 16 ブン（お盆）の供え物（文園南　A 家） 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 14 日
38 Ⅰ -写真 17 送り盆風景（川鼻） 具志堅亮撮影、平成 29 年 8 月 15 日
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 原稿記入用紙 
 

小組合名        執筆者氏名                   
（生年 明治・大正・昭和・平成    年生） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

兼久集落文化財協議会・天城町文化財活性化実行委員会  



兼久集落文化財協議会では、 

兼久集落の「昔の生活に関わる記録、記憶」の 原稿を募集しています。 

今回提出をお願いしている原稿の内容は、「世代を超えて（親から子へ、子から孫へと代々）持ち伝え

られてきている、あるいは、伝えられてきた生活の知恵・暮らしぶり」とでもいえるものです。これを

学問的には「民俗」とか「民間伝承」と呼んでいます。本紙 1 頁の【調査趣旨】でも触れましたが、端
的に言い換えれば、私たちの生活をとりまく「社会」「経済」「文化（信仰・芸能）」について、住民の皆

さんの実体験や聞き伝えを「兼久集落での生活の歴史」として記録していこうと考えているのです。主

な項目には以下のものがあげられます。 
社会  社会構成   シマ（発生、範囲、他シマとの関係、町会組織、共有財産）、イエ（屋号、本家・

分家、相続）、家族・親戚（呼称、構成、範囲）、ユイ・ユイワク（労働慣行）、擬

制的親子関係、年齢集団（子ども会、青年団、処女会）、キョーデー（兄弟分） 
    人生儀礼   産育（妊娠～出産～名付け・ワレナ〈童名〉～初誕生～七五三～）、成人（精通・

初潮に伴う祝い、島立、青年団・処女会組織の加入・退会）、婚姻（恋愛・見合い、

足入れ、婚姻の実際、婚家と実家、離婚）、厄年・年祝い、葬制・墓制（トムライ、

法要、改葬、墓の利用・管理） 
経済  生  業   農業（稲・麦・蔗・養蚕など）、漁業（魚介・海藻、舟）、林業、運搬業（馬力運

送、運搬具）、その他さまざまの仕事（行商、バクロウ、仲買人など）、職人とモ

ノ作り 
衣・食・住  衣生活 衣服（ふだん着〈作業着〉・よそいき・かぶりもの・はきもの・寝具・

防虫用具、紬と絣、バシャギン〈芭蕉着物〉、紡績技術） 
食生活 食事の回数・時間、中間食（おやつ）、ふだんの食と催しごとの食、一重

一瓶、主食と副食、行事食、ムチ（餅）、粉食、救荒食・保存食、味噌、酒と嗜好

品（茶・煙草） 
       住生活 主屋と付属屋、垣、アタイ、家の間取り、行事・催しの際の利用、掃除 

信仰  年中行事   自然暦と暦、旧暦と新暦、正月の準備、正月、春・夏の行事、ブン（お盆）、秋・

冬の行事 
信  仰   ウガミヤマ（拝み山）、ニャー（ミャーとも）・アムトなどの聖地、寺院・神社、

集落内の小祠、家々のカミ（地神・イビガナシ・水神）、ノロ・ユタなど宗教者 
芸能  芸  能   盆踊（夏目踊・七月踊・八月踊）、唄アシビ、シマウタ、相撲・綱引きなどの競技、

闘牛・闘鶏、子どもの遊び 
口承文芸   ヒンギャタレー（昔話）、イワレ（伝説）、世間話・怪談、テーキバナシ（ことわ

ざ）、なぞなぞ 
 
 上記のほかに、集落内で起こった事柄の中で、とくに記憶に残っている印象深いものがあるようでし

たら、そちらも記事として教えてください。 
提出原稿は断片的な覚書メモでも結構です。分量の多少は問いません。裏面の記入用紙をご利用くだ

さい（手書きでかまいません。事務局で清書します）。提出にあたっては、区長さん（盛岡平一さん）宅

までお持ちくださいますようお願いします。 

提出締め切りはは 100月末日とします。 

なお、原稿執筆にあたって、話を聞いた方がおられる場合は、文末に、その方の「住所〈小組名まで

で結構です。番地は不要〉」、「氏名（フルネームで）」、「生年〈どのくらいの年代の方に聞いたのか目安

になります〉」を記してください。事務局のほうで、調査の協力者として登録をいたします。 
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兼久集落文化財協議会では、 

兼久集落の「昔の生活に関わる記録、記憶」の 原稿を募集します。 

断片的な覚書メモでも結構です。原稿・メモ等の分量の多少は問いません。裏面の記入用紙をご利用

ください（手書きでかまいません。事務局で清書します）。なお、提出にあたっては、区長さん（盛岡平

一さん）宅までお持ちくださいますようお願いします。締め切りは 10月末日とします。 
以下の記入例では、「皆さんにどのような内容で原稿を書いたらよいのか」がわかりやすいように、ま

た、「執筆する内容について先入観を抱かせない」ために、あえて兼久集落以外のものを掲出します（創

作やウソは載せられませんので）。参考にしてみてください。 
原稿執筆にあたって、話を聞いた方がおられる場合は、文末に、その方の「住所〈小組名までで結構で

す。番地は不要〉」、「氏名（フルネームで）」、「生年〈どのくらいの年代の方に聞いたのか目安になりま

す〉」を記してください。事務局のほうで、調査の協力者として登録をいたします。 
ご協力のほど、よろしくお願いします。 

 
例１）ヒンギャタレー（昔話） 
菓子型職人の腕比べ  祖父が型菓子の型を作っているときに聞いた話。あるとき菓子型の職人た

ちが型を作る競争をし、その出来栄えを競ったことがあったという。ある者は魚や貝などの海のものを

かたどった型を作り、他の一人は木の葉や果物などの山のものをかたどった型を作った。いずれも良い

出来栄えで甲乙つけがたかったそうだ。そこで師匠に判定を仰ぐと、山のものをかたどった者を勝者と

した。その理由を尋ねると、海のものは塩辛いものだから味の甘い菓子にはそぐわないから、というの

であった。 
※ 明治 16年生の祖父が、菓子型を作る片手間に孫を相手に話した話。 

（伊仙町上面縄イリバンタ、〇〇〇、昭和 12年生） 
例２）地震が起こると、「コ（京）のツカ（塚）、コのツカ」と唱えた。 

（伊仙町上面縄イリバンタ、△△△、昭和 7年生） 
例３）川・イジュン（泉）での水浴びと洗髪 
子どものころは、毎日家で風呂に入ることはなかった。もっぱら川やイジュン（泉）で水浴びをした

ものだった。髪を洗うのには赤土を使った。少量の赤土を手にとり、川の水になじませてから髪に塗り

付けると、髪の汚れやべたつきが綺麗にとれた。家に風呂ができると、家の近くの田から水を汲んでき

て五右衛門風呂に入れ、沸かして入っていた。残り湯は汲みだして、家で飼っていた豚の飲み水として

利用した。         （伊仙町上面縄イリバンタ〈出身〉、※※※※、昭和 19年生） 
例４）舟形アムトの伝承 
  上面縄のウーザト（大里、組名）の道の傍には、舟の形をした塚のようなところがあった。周囲を石

積で囲まれていて、その形にちなんで舟形アムトといった。舟の舳先のように見えるところが海のある

南の方向を向いていた。ウンノウ（面縄）は昔から琉球との往来が盛んであったので、そのつながりを

意識して、そちらを向けて作ったのだろうといわれている。ここには大きな〇〇の木（樹種名、調査者

失念）が植えられ、大きく枝葉を広げて日陰を作っていたので、人々が集まって涼んだり話こんだりす

るのに最適な場所であった。シマンチュ（上面縄人）には聖地として大事にされたところのひとつだっ

た。昭和 30 年代後半に、道の拡幅工事があったので、その際に取り壊して撤去してしまったという。
某家の敷地の傍には、今でもその名残のように、舟の舳先の跡が空き地となって部分的に残っている。                 

（伊仙町上面縄イリバンタ、△△△、昭和 7年生） 
  舟形アムトがあったところには小さな木が植わっていて、某家ではその場所にお供え物をしている

という。                 （伊仙町上面縄ウーザト、匿名〈女性〉、昭和 34年生） 

（37）
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石敢當調査票 小組名 №

地図通し番号 頁 住宅地図　　　　　　頁

所在地

刻　銘 　石敢當　・　石散當　・　石當散　・　その他（　　　　　　　　）

紋様の有無 有　・　無 備　考

法量

簡略図

調査日

調査者 班

平成　　　　年　　　　月　　　　日

九字　・　その他（　　　　　　　）

　　　氏宅　付近　　

縦　　　　　　cm　×　横　　　　　　cm

天城町大字　兼久　字　　　　　　　　　　番地

天城町教育委員会・ユイの館



●第 16回（最終）勉強会は、平成 29年 12月 21日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：寿 弘祐、大樂大聞、南 博次、向井一雄（以上 4名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
 

【採集手帖報告】千間地区の生活の記憶                   南 博次 

  千間地区は千摩地区と大字境が接していて、久しく調査内容が混乱していました。発表者が幼少のこ

ろに住んでいた千間地区の生活の様子について、さまざまな報告をしていただきました。 

【事務局より連絡】『兼久採集手帖』の編集状況          大村達郎・具志堅亮 

  目次と編集段階にあるワープロ原稿を実際に示して、だいたいの版型、頁数などの見込みをお知らせ 
しました。あわせて、参加者の方々を住民の代表者として未確認事項を確認させていただきました。 

 
 

●兼久集落「文化遺産」調査にご協力いただき、誠にありがとうございました。 
 
 前号（第 15号）の「『文化遺産』調査の成果を活用するには―私案―」が、少々舌足らずな内容だったと
の反省から、この場を借りて補足させていただきます。 
家庭により生活環境が異なり、また変化が著しく多様な価値観に取り囲まれている今日びにあって、従来、

連綿と受け継がれてきた歴史と生活文化を、そっくりそのまま次世代に受け渡すことはきわめて困難になっ

ています。しかし、まったく無理ではないはずです。先人たちの足跡とともに、シマの歴史や生活文化を話

題に、より身近に自分たちのこととして話したり聞いたりすることを通じて、先人たちが大事に温めてきた

生活上の知恵（目に見えるものや目に見えないもの）を、いつでも取りあげ利用できるようにしておくこと

は無意味だとは考えられないからです。それは、実生活の中で、皆さん自身が経験して実感しておられるこ

とからも明らかでしょう。――いうまでないでしょうが、年寄りの茶飲み話や、女たちの井戸端会議、農作

業の合間の休憩、寝る前の家族の語らい、先輩・同級生・友人たちとの酒や茶を飲んでいるときなど、――

日常のさまざまな場でのささやかな会話の中に、何かしらかの生活の知恵が含まれていました（もちろん、

一部始終「無駄話」ということもままありますが…（苦笑））。当事業における「勉強会」活動は、あえて、

互いに気兼ねなく加われる「座談会」形式をとりました。さまざまな世代が集って学んでいくことができる

ように意図してことです。私どもの目論見が当たったかはずれたかの判断は皆さんにお任せいたします。運

営上、うまくいかなかった点は改善していただきたく存じます。 
いずれにせよ、有形・無形の先人たちの生活の知恵を自覚するために、地域の魅力づくりの場で意識して

取り上げて、自分自身やシマンチュウ（兼久人）同志で再確認し、他シマの人々に示していくことがきわめ

て重要になります。 
私ども事務局スタッフが集落の行事や催事に参加したのは、ここ数年来のことですが、ここ兼久には、集

落が一体となって、長寿の方々を祝う敬老会の場でウタアシビ（唄遊び）が行われたり、小・中学生たちが

ムチタボレ（餅給れ）行事の面作りやドンドンブシを習う伝承教室が行われたりというように運営されてお

り、世代を超えた交流と継承活動が集落行事としてしっかりと位置付けられていると感じました。今後も、

こうした優れた活動が、数多く、継続して行われることを期待しています。そして、「➀知る→➁紹介する

→③体験する／させる→➀知る→➁紹介する→③体験する／させる→…」というように、シマの魅力を多く

の人々と共有することによって、より活発に、より魅力的なシマづくりを目指していただきたきたいと思い

ます。 
最後になりますが、天城町文化財活性化実行委員会の一員として、当事業の「勉強会」活動に積極的に参

加してお話をしてくださった方々、道すがら私どもの突然の質問にもかかわらずシマの事物についてさまざ

まなご教示をくださった方々、兼久集落の皆様方、その他関係各位に心より御礼申し上げます。 
また個人として、今後、何かお力になれることがあれば、ぜひともお手伝いにうかがいたいと思っていま

す。まずは、これまで貴重な勉強の機会をいただきまして、誠にありがとうございました。    （大村） 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 
 

ニューズレター 臨時増刊 
 

（兼久集落全戸配布）                平成 30年 3月 1日（木） 文責・大村達郎 
 

 

『兼久採集手帖』の刊行が間近！！ 
 
昨年 12月から 2月末日にかけての約 3か月の間に、事務局スタッフ総動員で『兼久採集手帖』の原稿の
整理と編集を行いました。また写真の選定や図版の作成も同時進行で行い、未確認の内容があれば確認調査

に直接出向いて補充しました。原稿の内容については、発表者・執筆者の興味・関心が多岐にわたり、兼久

集落の住民が携わったものとしてはなかなかの力作になったのではないかと思います。なかには物足りない

と思われる箇所もありますが、それは今後の皆さんの活動で補っていくことができるのではないかと考えて

います。このたびの事業がさらなる活動につながることを期待しています。 
2月 28日には印刷業者も決まり、本日、ようやく入稿することができました。あとは数回の校正作業を経
て、印刷・製本を待つのみです。今後の皆さんの活動を助ける冊子となることを、ただただ念願するだけで

す。 
 発行部数に限りがありますので、目下、配布先の検討に入っています。執筆者・発表者をはじめ、資料提

供者・調査協力者の方々、調査協力機関などが優先となります。また、集落住民と町の「文化遺産」の協働

調査の全国初（！、たぶん）の成果となりますので、県内の教育委員会・博物館・図書館をはじめ、近隣の

大学図書館、町内の小・中学校等に配布します。 
お手元にお届けできない方々に対しては、4 月以降に天城町立図書館でご覧いただくことになります。ご
理解のほどお願いいたします。 
 

  
▲ 原稿作成と整理作業に奮闘中（ユイの館）   ▲ 当事業最後の勉強会の様子 

（第 16回、兼久集落自治公民館） 
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●第 15回勉強会は、11月 14日（火）に、下記のとおり行われました。 
参加者：寿 弘祐、田畑満大、向井一雄（以上 3名、50音順）、具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【解説と聞き取り】兼久集落沿岸部の植物                 田畑満大 
   昨年の夏に行われたフィールドワークの調査成果をテレビモニターに映写しながら、田畑氏に解説

していただきました。植物調査について、田畑氏がとくに力説しておられたのは、「ある特定の植物に

ついて調べる際に注意すべきことは、シマごとに呼称が異なっていて混同してしまいがちなこと。そ

れを避けるためには、まず自分のシマの現物の植物を必ず和名に照らし合わせ、比較・検討すること。

そしてそれに対応する地域の方言名と利用法をそれぞれ把握すること」という点でした。席上では、

具体例として「竹」をあげておられました。「竹」はシマごとでさえも方言名の混同が著しいといい、

聞き取り調査をする際にはとくに注意を要するといいます。そうした混同を避けるために、現物を写

真撮影し（葉だけでなく、葉・茎、樹部。できれば花や実なども）、その写真をもとにシマごとに情報

を収集すると間違いが少ないそうです。 
   席上では、田畑氏の解説に続いて、参加者から兼久での方言名や利用法の説明が加えられました。

その説明を通じて、シマの住民たちの植物に関する知識がいかに豊富であったかを教えられる機会と

なりました。利用法の一端として提示されたものは以下のとおりです。 
一般的に分布しているもの、犬の門蓋付近にのみ自生しているもの（和名：ハマトラノオ）、周辺部に

も自生しているもの（和名：ミズガンピ。千間海岸・湾屋にも）、食用・非食用のもの、保存食・救荒

食に用いられたもの、海漁や川漁で魚を捕える際に魚毒として利用されたもの（サデ〈和名：サクラ

タデ〉など。現在、魚毒漁は禁止）、養蚕で絹糸を茹でて引き上げる際に用いるもの（和名オオハマボ

ウ）、民間薬として活用されたもの、ガジャン（蚊）除けに用いられたもの（ガジャンギ・ホウギ〈和

名：ハマゴウ〉）、屋根葺きに用いられたもの、水中眼鏡に加工したもの（シューギ〈和名：クサトベ

ラ〉・シオギ〈和名：モンパノキ〉）、盆栽で重用されたもの、…等々。 

      
▲ 集落でのフィールドワーク（中津上）  ▲ 写真を映写しながらの解説と聞き取り 

 
※ 植物調査にあたっての専門書として、下記のものを紹介していただきました。興味のある方はユイの館

で閲覧できますので、お申し出ください。 
・鹿児島県立博物館〔編〕『奄美の自然―鹿児島の自然調査事業報告書Ⅲ―』鹿児島県立博物館 1996年 3
月 
・堀田 満〔編〕『奄美群島植物目録―鹿児島大学総合研究博物館研究報告№6―』鹿児島大学総合研究博
物館 2013年 3月 

次回の勉強会は、12月 21日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
次回は『兼久採集手帖』の掲載原稿がまとまりつつあるので、事務局より作業経過とおおまかな内容につ

いて報告をさせていただきます。興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。 
 なお、繰り返しとなりますが、すでにお伝えしましたように次々回以降の勉強会は休止いたします。ご協

力いただき、誠にありがとうございました。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）まで

お問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 15号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 12月１日（金） 文責・大村達郎 

 

ご講読ありがとうございました 
前号（第 14号）でもお伝えしましたように、これまで 1年余りにわたって発行してきましたニューズレ
ターの定期刊行も、とりあえず本号をもって休刊といたします。事務局スタッフが来年 3月末刊行予定の冊
子『兼久採集手帖』の編集・執筆に集中して取り組むためです。今後、もし可能であれば、編集・執筆の合

間を見て、臨時増刊として編集作業の途中経過や資料の分析・報告等をしていけたら、とも考えています。

ひき続き、刊行までご支援くださいますようお願い申し上げます。 
なお、これまでのニューズレターの各号裏面の「勉強会報告」欄でお知らせしてきましたように、勉強会

での話題は参加者の興味・関心の在りようがいかに多岐にわたっているかを知っていただけたことと思いま

す。もちろん、これまで掲げた内容のみで、「兼久集落」に関するあらゆる事柄を網羅できたわけではありま

せん。まずは、これまでに行なってきました兼久集落の歴史と生活文化についての記録を、現時点における、

とりあえずの「到達点」として、なるべく多くの写真や図とともに活字にしてみようと思っています。どの

ような内容になるのかは、「乞うご期待！」。 

「文化遺産」調査の成果を活用するには？―私案― 
このたびの「文化遺産」調査事業を通じて、かつての生活の関する記憶・記録を留めようとしたのはなぜ

か、という問いに立ち返って考える必要があります。なぜ今の時期に、忘れ去られようとしている、あるい

は忘れ去られてしまった事柄をあえて記録したのか、と。全ては、シマの魅力の再発見・再認識のためです。

そのために、以下の１～３を、絶えず繰り返していくことです。 

１．シマを知る ―勉強会活動を継続する― 
まずは自分から進んで知ることです。老いも若きも互いにシマの事柄をきちんと把握し、情報を交換する

ことで、先人たちの体験や知恵をしっかりと伝えることが重要です。とくに幼少期をシマで過ごし、都会暮

らしを終えて戻ってきた方々にとっては、「なぜシマでは○○のようなことをするのか…」と、理解が不十分

です。年長者からさまざまな話を聞く機会というのはきわめて貴重な機会となります。また、若者や子ども

たちにとっても、シマに留まるにしろ、離れるにしろ、シマでの生活体験は一生の財産となります。一時の

流行ではなく、今後もひき続き、シマの生活文化や文化遺産を題材に学びあう活動が望まれます。 

２．シマを紹介する ―「ワキャ シマ ぬ 文化遺産」を詳しく知り、紹介できるようになる― 
 シマの生活文化や文化遺産について多くのことを学んだら、今度はそれを伝える番です。より良い活動と

成果を求めて、他シマや島外の方々とともに情報を交換することも大事な機会となるはずです。 

３．シマを体験する／させる ―集落主催の伝統行事や催事を、シマごとにモデル化する― 
 町内に所在するシマごとに、２～３の集落主催行事をモデル化しておき、他シマ・町外・島外からの訪問

者・観光客・移住者にシマでの生活の一端を実際に体験できるように準備をしてみてはどうでしょうか。こ

うした機会を通じて、シマの良さや魅力を知ってもらうことができるのではないでしょうか。 
モデル例） 田植え・稲刈り体験、ワラ細工作り（サバ・アンジャ・しめ縄等）体験、シマ料理教室、餅

貰い行事体験、ムチ搗き体験（季節・行事ごとのムチ）、凧揚げ・コマ回しなどの伝統遊び体験、シマ口

教室、シマの昔話・伝説語り、唄アシビ、昔の道具（ティル・クバ笠等）作り体験、フイ茶教室、等々。 

（31）



●第 14回勉強会は、10月 19日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：叶福次郎、寿 弘祐、向井一雄（以上 3名、50音順）、具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【聞き取り】続・兼久文化遺産マップの確認               参加者一同 
   前回にひき続き、まずは小組合の区割りの変遷について確認しました。兼久小学校所蔵の「学事報告

書」を見てみますと、集落別の在籍生徒の人数などを示した文書の中（昭和 23年当時の記述）に、小
組合名が「大久保」・「美笠」・「中津」・「文園」と記されていました。ここで特筆すべきは、慣例で呼ば

れている「ミカサ」の呼称がすでに存在したことと、昭和 23年当時に「美笠」という漢字表記であっ
たということです。そして、いつのころからかは明らかではありませんが、「ミカサ」は「川鼻」・「昆

目」に分かれて、今日に至っています（席上からは昭和 40年代半ばには存在していたとの声）。これま
で小組合は、町などの行政情報を住民に伝えるための、受け身的な小規模な下部組織なのだろうと安易

にとらえていましたが、サトウキビの運び出し・製糖過程の効率化に関わる生産調整と称して、効率よ

く進めるために適度な軒数で組織された隣保組合の単位だったのだと指摘がありました（シマの側にも

存在意義があった！まさに「目からウロコ」です！）。 
   さらに、ハマウリ（浜下り）の際の沿岸部の呼称や利用法、マシュミチ（塩の道）の位置等について、

地図や航空写真の上で確認を行いました。 
【発表】県教委による緊急調査成果の還元方法―民俗分布図の兼久関連データから―  大村達郎 
   鹿児島県教育委員会では、これまでに幾度となく文化庁から指導や補助を受けて、民俗資料の緊急調

査を実施しています。県の統括のもと、県内全市町村の専門家や文化財担当職員、有識者たちを数名ず

つ動員して、あるテーマに沿った調査対象をおおまかに調査・報告をするというものでした。これは本

県だけに限ったことではなく、全県にわたって展開されてきた大規模でかつ画期的な調査事業でした

（文化財行政側が、学界側に対して先行して研究成果を示した点できわめて特異なものです）。調査対

象となったものには、「民俗資料（主に習俗・民具の名称）」・「民俗分布図」・「諸職（民具の作成技術）」・

「民謡」・「民俗芸能」・「まつり行事」などがあげられます。また、周辺のテーマでは「中世城館」・「歴

史の道」などがありました。他に「漁村・漁撈習俗」がありましたが、これについては本県では未実施

のようです。 
   一方、文化庁の指導・補助のもと、県教委独自の事業として、奄美地区の民俗文化財の実態と変貌の

様子をとらえようとしたものに、「奄美地区民俗文化財緊急調査」があります（昭和 55・56年度実施）。
報告書では、各集落内に散在した伝承を伴う史跡（私たちのいうところの「文化遺産」）を略地図上で

示すとともに、代表的な習俗や行事の残存・推移の様子を、全集落にわたって「現在行われている」・「何

年前まで行われていた」などと図示しています。また、本町では松原集落について詳細な調査データが

提示されています。 
   本来であれば、調査時に提出された調査票そのものを利用することができれば良いのですが、本町の

回答内容は明らかでなく、文化庁・県教委に提出された調査票も死蔵（！？）されてしまっているよう

です。これらの成果のデータの特徴を指摘し、報告書から、再度、兼久関連のデータを抽出し、新たに

現時点における調査内容を示して、今後の調査の手がかり・足がかりにしていこうと提案がありました。 

次回の勉強会は、都合により、11月 14日（火）午後 7時～午後 9時に開催します。 
 

◎お知らせ ―今後の勉強会とニューズレターの発行について― 
平成 28・29年度と 2年度にわたって、文化庁の補助事業として実施してきました「文化遺産」調査の「勉
強会」活動は、来年 3月末に事業の期限を迎えることから、事務局が『兼久採集手帖』の編集活動と補足調
査とに専念することとなり、ひとまず 12月の開催をもって休止いたします。また、ニューズレターの発行も次
号（第 15号）をもって休刊いたします（廃刊…では？活動が再開すれば、またお目にかかることも…）。ご理解

のほど、よろしくお願いいたします。 
住民の皆様におかれましては、兼久集落、あるいは兼久集落文化財協議会独自の活動として、今後、具体

的に何を、どのように進めていくべきなのかと、個々に考えをめぐらして深めておいていただきたく存じま

す。集落の魅力づくりのためには、他にもさまざまな活動が考えられるはずだからです。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター      第 14号 
（兼久集落全戸配布）                 平成 29年 11月１日（水） 文責・大村達郎 

 

書名は『兼久採集手帖』に決定！ 
本紙前号（第 13号）でもお知らせしましたように、「文化遺産」調査の成果物の名称を 10月 19日（木）
の勉強会の席上冒頭に提案し、『兼久採集手帖』とすることを正式に決定しました。 
繰り返しとなりますが、掲載する内容は、一つ目の柱として、これまでの勉強会活動で寄せられた情報を

原稿化したもの、および新たに住民の方々から寄せられた原稿とを集成した「採集手帖」の部、そして二つ

目の柱として、歴史や生活文化の著作物から兼久関連の内容を集成した部を考え、掲載資料の選定・原稿化

を進めています（掲載資料の点数・分量は第 1部のボリューム次第で決定します）。 
さて、掲載原稿の提出は去る 31 日をもって締め切りました。ご多忙のなか、ご提出いただいた方々には
篤く御礼申し上げます。ありがとうございました。もし、原稿の準備を進めていたが締め切りに間に合わな

かった、今しばらく時間が欲しいという方がおられましたら、事務局（ユイの館・具志堅）までご一報くだ

さい。ご相談に応じます。 
 目下、事務局スタッフが一丸となって原稿の作成・整理を進めており、年内をめどに大まかな体裁を整え

ようとしています。そして年が明けて、印刷業者への入稿や数回の校正・チェック作業を経て、晴れて刊行

となります。果たして、どのような冊子となるのか…、ご期待ください。 

鹿児島・沖縄地域の植物の専門家・田畑満大氏を招聘！ 
今月 14・15 日の両日にわたって、鹿児島・沖縄地域における植物の研究家として著名な、田畑満大氏を
当町へお招きします。田畑氏は、「文化遺産」調査の一環として昨年の 7 月にも来徳を願い、実際に現地に
おもむいてフィールドワークを行いました（写真参照）。その際には、三京集落の山中や兼久集落の沿岸部の

植物について、和名と方言名、その使用法等について、広く奄美地域での実例を説明していただきました。

今回は、シマ（集落）の屋敷地における植物の植生とその利用法等とを調査して明らかにしていただきます。 
 なお、田畑氏には、今月 14 日（火）開催予定の勉強会にも同席をお願いしています。皆さんの中にも、
「屋敷地やアタイ（家庭菜園）には○○○のような木や草花、作物を植えた」などと、何かご存知のことが

あることと思いますので、ぜひとも勉強会にお出でいただき兼久集落での実態を話してください。かつて全

島口説では「…竹藪沢山処や兼久村ど」と謡われていたほど、家々の生垣として、あるいは集落の防風林と

して多くの竹が植えられていたわけですが、こんにちでは全く往時の景観は見られなくなりました。住民の

皆様の記憶が重要になっています。あるいは、屋敷地内には植えてはいけないとされているものをご存知の

方もあることでしょう。多くの方々にぜひともご参集いだだきたく存じます。 

           
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）まで

お問い合わせください。 
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●第 13回勉強会は、9月 21日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：大樂大聞、文田隆三、南 博次、盛永康仁（以上 4名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
 

【聞き取り】文化遺産マップの確認          文田隆三・南 博次・盛永康仁 

   『天城町内文化財悉皆調査報告書』（平成 24 年 3 月刊）に掲載した情報や、これまでの勉強会
の話題にのぼった内容をもとに、兼久集落における「文化遺産」情報の詳細や所在地について、席

上で確認作業を行いました。 
   所在地に関する情報について、少しでも正確を期すために住宅地図を広げながら参加者に確認を

とっていきました。時間をおいての確認作業のためか、以前聞いた際には話題にのぼらなかった点

を補いながらの報告が多くありました。今後も、随時確認作業を進めていきたいと思いますので、

より多く方々の参加をお願いいたします。 
 

【事務局より連絡】『兼久採集手帖（仮称）』構成（案）について  大村達郎 
本紙表面、「成果物の書名・内容について、事務局からの提案」を参照のこと。 

 
 
※ 今回の勉強会には、地域おこし協力隊の大樂大聞さんにも同席していただきました。大樂さんは 2
年間の任期で徳之島に来島され、現在、兼久集落に住まわれています。本紙の「文化遺産」調査事

業の趣旨や記事に、地域の魅力を発見（再発見！）する糸口を強く感じたことから、今回の参加に

至ったとのこと。シマ（集落）の住民たちの生活文化情報を共有しようとする「文化遺産」調査事

業と地域おこしとは密接に関連しあい、地域の魅力づくりに寄与するという目的のうえでは互いに

響き合うものがあります。大樂さんからは、参加者たちの話を聞いて、「もっと早くから参加して

いればよかった」と率直な感想をいただきました。さまざまな機会をとらえて連携して役立ててい

けるように、今後も運営のしかたを工夫していきたいと考えています。（具志堅・大村） 
 
 

次回の勉強会は、10月 19日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

 

お願い！ 
 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして、必ずお手元にお返しします。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 13号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 10月１日（日） 文責・大村達郎 

 

奄美・沖縄の民俗研究で著名な 町 健次郎氏が来徳！ 
―各地での調査経験をふまえて助言― 

少々前のことになりますが、8月 19・20・21日に、長らく奄美・沖縄地域の民俗研究を精力的に進め
ておいでの町健次郎氏（瀬戸内町教育委員会）に来徳を願い、このたびの調査事業の方針や進め方につ

いて助言をいただきました。また、実際に集落を歩き、兼久集落の東部側・西部側を臨む高台から眺め

ながら集落の地理的特質をつかんだり、集落内の信仰的な拠点・聖地（ヤマ・アムトなど）・共同墓地を

確認したり、新旧の年中行事などについて聞き取り調査を試みたりしました。 
時代区分や資料の別など（考古学・歴史学・民俗学などといった学問で規定される資料の枠組み）に

とらわれず、「シマ」とか「地域」とかいう拡がりの中で地域の歴史的な事柄をとらえなおす「文化遺産」

調査の意義を、これまでの豊かな調査経験と他自治体の具体的な調査事例を通じてご教示いただきまし

た。 

       
年中行事の聞き取りの際に話題となったのは、「兼久ではあるときを境に行事が失われる契機があった

ようだが、それが明らかでない。いったい何があったのだろうか？」という点でした。毎年繰り返し行

われてきた事柄が失われるにはそれ相応の理由があることと思いますが、しかしそれ以前には、人々の

日常生活にどうしても必要とされた時代が確実にあったわけです。失われた理由には、稲作・麦作や養

蚕など、人々の生産活動の変化があげられるのかもしれません。あるいは、生活改善運動に由来するの

かもしれません。詳細をご存知の方がありましたら、ぜひともお教えください。 

成果物の書名・内容について、事務局からの提案 
文化庁より補助金を受けながらの当事業は、来年 3 月までで終了します。昨年来より継続してきた調

査や勉強会の活動も、いよいよまとめの時期を迎えようとしています。これまで「仮」とか「仮称」と

してきた成果物の名称ですが、先般の勉強会の席上において、事務局より『兼久採集手帖』とすること

を提案し、あわせて具体的な内容（構成案）を提示しました。書名については折にふれて触れてきまし

たが、その内容は二部構成を考えています。まず、これまでの勉強会などで住民の皆さんから寄せられ

た兼久の歴史的な事柄や生活文化の情報をいったん記録にとどめ（不完全なものかもしれませんが）、さ

らなる情報を募るための足がかりとします。くわえて、先人たちによってまとめられてきた基本資料を、

兼久集落の内容に絞って集成します。これらによって、兼久集落に関する基本的な資料集を作成するわ

けです。そして、さらなる活動を経て、より本格的な集落誌の編さんにつなげていこうと考えています。 
なお、原稿の提出締切りは今月末日となっています。原稿執筆に取り組まれている方々はお忘れなく。

提出先は区長さん（盛岡平一さん）宅です。ご協力方よろしくお願いします。 
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冊子『兼久採集手帖（仮称）』の内容が、兼久集落がもつ魅力を存分に伝えられるような充実したものと

なれば、ひき続き事業化を目指している『兼久の民俗文化（仮称）』という調査報告書の刊行へとつなが

る、良い足がかりになります。ぜひとも積極的に当事業を活用してください。 
 
●第 12回勉強会は、8月 17日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：文田隆三、南 博次、向井一雄（以上 3名、50音順）具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 

 

【聞き取り】兼久集落における養蚕について         文田隆三・具志堅亮 

   昨年 12月の勉強会で発表のあった事柄を、細部にわたって補足してもらいました。なお、集落
内に養蚕に関わる何らかの組合があったわけではなく、あくまでも業者に対して個人個人が取引を

していたようです（当時にあっては貴重な臨時収入！）。また、花徳に養蚕学校があったという情

報が寄せられました。 
※ 養蚕の実際や、養蚕学校の詳細をご存知の方がありましたら、お申し出ください。（具志堅） 

【聞き取り】兼久集落の稲作            寿 弘祐・向井一雄・具志堅亮 

   前回に引き続き、寿弘祐さんのレポートをもとにしながら、兼久全般の稲作の状況に対応する内

容となっているかを確認しました。まずは一期作をベースとした内容を提示しました。「七日正月

（旧暦）に籾ツケ（種ツケ・種オロシ）」、「ノーシルダ（苗代田）は北風の当たらない、土壌の良

いところに作る」、「種蒔きをしてから 40～50 日で苗をとり、田植えをする」、「ヤマツツジが満開
のときに田植えをする」などといって作業を進めたといいます。一方で、脱穀作業で使ったカナク

ダ（千歯扱き）、精米作業で使ったシルシ（擦り臼）、ウス（臼）とチチ（横杵）などの道具類につ

いて、機械化や減反政策にともない忘れられた作業であることから、丁寧に説明する必要があるだ

ろうと指摘がありました。あわせて、二期作について始まった時期を確認するとともに、その生産

暦の内容を明らかにしておく必要があるだろうとの指摘がありました。 

【聞き取り】「兼久歴史年表（簡易版）」の作成          大村達郎 
   このたびの「文化遺産」調査では、年間の行事や人生の節目々々の儀礼や、日常の何気ない暮ら

しぶりなどの生活文化を対象に調査を進めていることから、何年何月何日に何があったのか、とい

う具体的な期日に基づく記録というのは、一部の資料を除いて、それほど重視して集めていません

でした。そのため、集落単位での歴史的事柄（学校の開校、集落施設の整備、橋脚の架橋、県道の整備、遺

跡の発掘など）をおおまかに 1頁程度の一覧表にして、皆さんの参考となるように準備を進めていま
す。席上では、さらに取りあげるべき項目の情報提供を依頼しました。 
※ 事件・事故などを想起されるかもしれませんが、台風・火災・地震・崖崩れなどの被害情報をお寄

せください。「防災」の観点からいろいろと考えさせられるものとなるはずです。（具志堅・大村） 
 

次回の勉強会は、9月 21日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 12号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 9月１日（金） 文責・大村達郎 

 
 

兼久集落の「昔」の生活についての情報を募集します 
―再度のお願い― 

 
本紙ニューズレターの発行も間もなく 1 年を迎えようとしています。これまで、歩みこそゆっくりと

したものであったかもしれませんが、兼久集落文化財協議会では、堅実に、そして着実に機会をとらえ

て活動に取り組んできました。しかし、集落の長い歴史と、膨大かつ多方面にわたる生活文化の在り様

からすれば、記録できたのはほんのわずかな一断面・一側面に過ぎません。そろそろ冊子『兼久採集手

帖（仮称）』の内容の柱を考えていく時期に差しかかっていますので、少しでも多くの住民の皆様方から

たくさんの情報が寄せられますよう、重ねてお願いする次第です。 
今一度、調査趣旨を確認しますと、下記のとおりです。 

 
【調査趣旨】 
町内には、昔ながらの生業、地名、昔話、通過儀礼、年中行事、シマグチなど多くの文化遺産が存在

していますが、その多くは調査されず、記録も十分ではないために、これらの知識を有する高齢者の

減少とともに加速度的に消滅しています。そのため、町の文化財活性化実行委員会と地域住民とが協

働で文化遺産調査を実施し、幅広く、多くの文化遺産情報を収集することが目的です。 

 
 「祖父母や両親、近所の年寄りたちから…ということを聞いている」とか、「昔の冠婚葬祭は…という

ようなことをした」とか、「家のアタイ（菜園）には〇〇や△△などのサイムン（蔬菜類・菜物）を作っ

た」とか、「より良い堆肥の作り方」などという、かつての生活の様子に関するものとか。「近所に生え

ている〇〇〇の大木は、いついつ×××なことがあったので、…のために植えられたそうだ」という伝

説とか、「戦争中の物のない時分、食料や衣料品は…のように工面した。また松の木から油をとって灯か

りにした」などという生活の知恵にまつわるものまで。詳細な報告からメモ帳等に簡単に箇条書きした

ものでもかまいません。何かしらかの手がかり・足がかりとなるものであれば、それをもとに今後多く

の方々ともに確認作業を進めていくことができます。情報の提供を心からお待ちしています。 
 また、これまでに本紙を通じて情報提供を呼びかけてきたものも、ひき続き募集しています。これま

でお願いしましたものには、「お正月はどのようにされていますか？」（本紙 03号）、「集落内に伝わる伝
説を教えてください！」（本紙 05 号）、「昔話（ヒンギャタレー）・伝説（イワレ）採集のすすめ」（本紙
06号）などがありました。 
さらに、昔の生活の様子がうかがい知れる写真、古文書、道具類の所在情報についても、ひき続きお

待ちしています（これまでお伝えしましたように、お手持ちの資料は、ユイの館でお借りして写真等の

記録を行い、必ず返却いたします。場合によっては寄贈も受け付けます）。活字ばかりの冊子というのは、

どことなく堅苦しいものですから、ひとつでも多くの図や写真等を使って、兼久の生活のさまざまな断

面を、より視覚に訴えるものにしたいと考えています。 
以上、お願いばかりの文章で見苦しく感じられた方もあったかもしれませんが、当事業で発行される
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●第 11回勉強会は、7月 20日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：寿 弘祐、向井一雄、山田 渉（以上 3名、50音順）、具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【座談会】真瀬名川河畔の生活と伝承             参加者一同 
  兼久集落の地理的特徴として、集落のすぐ東側の崖下に真瀬名川が流れていることがあげられます。 
昭和 50年初めまで、この川の流れの東岸の低地と西岸の台地とで稲作と畑作（蔗作）というように土 
地利用が明確に分かれていました。また、集落のあちらこちらにイジュン（泉）が湧いていることも 
真瀬名川の恩恵だといえます。人々はイジュンで飲料水を汲み、川のたもとで野菜を洗ったり衣服の 
洗濯をしたりし、人々が水浴びをし、あるいは農耕牛の体を洗っていたのでした。他にもさまざまな 
川の利用法があったことと思われますが、人々がこの川の流れをどのように利用してきたのか、をよ 
り詳細に、より具体的に把握することが大きな課題となります。話題としてあがったのは以下のとお 
りです。 
・川鼻のウィントウと呼ばれる地の南北には、崖下の真瀬名川に降りていく急こう配の坂道がそれぞ

れあった。北側は皆田橋に出ることができ、南側はトンゴー（当川）の浅瀬へと出ることができた。

ウィントウの東の斜面には洞窟がいくつかあり、人骨などが収められた風葬跡と思しき場所であっ

たが、崖崩れによってそのほとんどが埋まってしまった。 
 ・真瀬名川のトキナブチというところでは、いくらかひらけた浅瀬（深いところで 150㎝ほど）があ
り、子どもたちが水泳をした場所だった。そこの東側には畳 2 畳ほどの平らな石があり、人の足跡
の形が残っている。トビギンマイギンの場所から真瀬名川に降りていくところにシンゴーという場

所があり、ここには川に飛びこむのに手ごろな岩が張り出していて、子どもたちは競って川に飛び

こんでいた。 
 ・トビギンマイギン（飛衣舞衣）の伝承 
  トキナブチのほとりにはトビギンマイギンの言い伝えがある。天女は川のたもとに生えている松の

大木に羽衣をかけトキナブチで水浴びをしていると、土地の若者が天女に見惚れ羽衣を隠してしま

った。羽衣を無くして困った天女はこの地に留まり、のちに若者と結婚し 3人の子どもをもうけた。
どのようなきっかけかはわからないが、天女は羽衣を見つけ出し、3 人の子どものうち 2 人を両脇
に抱え天に帰ってしまった。残った 1 人は引き続きこの地に留まり生活を続けたという。トキナブ
チの西の崖っぷちはトビギンマイギンの場所といわれ、松の大木が生えていた屋敷跡だと伝えられ

ているが、子ども時分に歩いたときにはそんな跡はうかがい知れないほど草に覆われていた。なお、

ナンゴーにも同様の話が残っている。 
 ・昭和 30年代から 40年代ごろ、皆田橋を東側に渡った北側のところには各戸１～３畝ずつノーシル
ダ（苗代田）を作っていた。兼久集落の東側、真瀬名川の東方には田が広がっていたことから、集

落に近いところにノーシルダを作っていたのだった。 

次回の勉強会は、8月 17日（木）午後 7時～午後 9時の予定です。 

興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。

 
※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 11号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 8月１日（土） 文責・大村達郎 

 

兼久のムチタボレ行事の今・昔 

兼久集落におけるムチタボレ（餅給れ）は、戦前・戦時中の様子は定かではありませんが、昭和 30年
代までは欠かさずに行われていたといいます。当時のムチタボレは参加する子どもも多く、日暮れ時と

もなると、たくさんのグループがドンドン節を唄いながら集落内の家々をめぐり歩いていました。子ど

もたちは銘々が工夫して描いた面をかぶっていたそうで、なかには蓑・笠を身に着けたり、腰にシュロ

で作った腰巻きを着けたりした者もいたそうです。 
ご年配の方々には言わずもがなでしょうが、当時、多くの家庭で稲作を行なっていたことから、収穫

したての新米で作った餅を貰うものでした。これこそが行事の名前の由来です。子どもたちは、少しで

も「大きな」餅をくれるという前評判をたよりに、手当り次第に家々を回ったそうです。一方、大人た

ちも夜が更けたころからフームチムライ（大人の餅貰い）といって、ドンドン節を歌い踊りながら家々

を訪れていました。酒（焼酎）を振舞われながら、子どもたちに配られるものよりも大きな餅を受け取

っていたといいます。人々は夜が更けるのも忘れて、唄い踊り、歓喜の声をあげて過ごしていたのでし

た。ちなみに、田畑を持たない勤め人や教員の家では、市販の菓子や寸志などが手渡されていたといい

ます。これが、今のムチタボレにおける菓子類のやりとりのはしりといえます。 
昭和 53年には減反政策の影響で稲作が行われなくなり、以後、ムチタボレは途絶えがちになっていき

ました。現在のムチタボレは、かつての盛り上がりを取り戻そうと近年になって復活したものであり、

以前のものとはかなりさま変わりをしているといいます。まずは参加者の構成。家々をめぐり歩くのは

子どもたちです。かつての子どもであった大人たちは、家々で出迎える準備を整え訪問者たちを待ち構

えています。他方の子どもたちは、近年では集落在住の子どもが減少したことから、集落の子供会が中

心となって、他シマ在住の児童を含む兼久小学校に通う児童たちを加えています。揃いのハッピ（半被）

姿で、大きな声を出すのを恥ずかしがりながらドンドン節を唄ってめぐり歩いています。貰うものはも

っぱら市販の菓子やジュースばかりです。 

   
   ▲ムチタボレの面作り            ▲ドンドン節の練習       ▲ムチタボレ行事の実際（兼久中津下） 

昨年、集落の運営委員会や子供会を支える親御さんたちは、子どもたちに少しでも充実した郷土の伝

統行事を体験してもらおうと、面作りや、ムチタボレ唄（ドンドン節）の練習の機会を設けていました

（写真参照）。 
毎年恒例のムチタボレですが、今年はどのような賑わいを見せるのでしょうか？実に楽しみですね。 
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●第 10回勉強会は、6月 15日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：南 博次。向井一雄（以上 2名、50音順）、具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 

【採集手帖報告】ユイと農作業の関わりから     寿 弘祐・大村達郎・参加者一同 

   寿弘祐さんから、稲作と甘蔗作（サトウキビ栽培）の農作業の一連の流れをまとめたものと、

ユイ・ユイワクとの関わり、祝い事等について記されたレポートが寄せられました。寿さんのレ

ポートをもとに話を進め、参加者の経験や見聞を交えながら、細かな点を確認していきました。 
徳之島内でも有数の穀倉地帯であった兼久集落の発展の源泉は、さまざまな場面でユイ・ユイ

ワクが充分に機能していたことにあるといわれています。 
とかく「ユイ・ユイワク」というと、単純に「人々の間での労働力の貸し借りの労働慣行」と

とらえられがちですが、そこに関わる人々の範囲と作業の内容、不参加時の対価の発生など、さ

まざまな条件があるようです。 
席上からは、冠婚葬祭時における手伝い（例、葬式の手伝い、墓穴掘りなど）は、ある個人の

ために気持ちから行動をおこして労働力を提供するものであり、また奉仕作業（例、用水路の掃

除）は、所属するグループや団体のためへの無償の作業であって、これらはユイ・ユイワクとは

明確に区別されるべきとの指摘がありました。ちなみにレポートには、家の普請や製糖作業はユ

イワクとは少々異なり、ニャーワク（ミャーワクとも）で行なったとの記述があったこともここ

に付記しておきます。 
ユイ・ユイワクとして掲げられる例は多岐にわたることから、今後も他の住民から情報を募っ

たほうが良いとの意見が寄せられました。 

【座談会】兼久の民俗あれこれ             向井一雄・参加者一同 

 ・「ハネムシが３度出たら、梅雨が明ける」 
 ・「ソテツの雄花・雌花が咲いてしぼんだら、梅雨が明ける」 
 ・農耕牛を使ってヒキャーシ（引かせ犂）で耕耘するとき、牛の操り方にもやり方がある。綱を握

って引くのだが、右には「オウーっ、オウーっ…」、左には「キューっ、キューっ…」と声をか

けて方向転換をさせた。 
 ・農耕牛が死んでしまった場合は、あえて葬る場所を決めていたわけではないが、我が家では少し

離れた畑の傍らに埋めていた。 
 ・農耕牛の処分について。牛肉も食べたが、生きている牛をあえて殺すことはしなかった。死んで

しまったものをウシゴロシ（牛殺し）に頼んで解体してもらい、食肉とした。ウワァ（豚）の場

合は自分たちで処理したものだが、牛の場合は違う。牛の皮はウシゴロシに手間賃代わりに与え

たが、自ら手製の太鼓に張って使ったり、必要な者に売ったりしていたようだ。 
 

次回の勉強会は、7月 20日（木）午後 7時～午後 9時の予定です。 

興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 10号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 7月１日（土） 文責・大村達郎 

 

今年の夏も「熱く」なるっ！？―夏・盆行事点描― 
長かった梅雨も明け、いよいよ夏本来の暑さが到来です。この時期の農作業は、サトウキビ（春植）

の植え付けや追肥・培土も一区切りし、除草作業の真只中のことと思います。そのような猛暑の間にも、

様々な夏の行事や盆行事も数多く執り行われます。七夕・迎え盆・送り盆・盆踊り・ハマウリ（浜下り）・

ウタアシビ（唄遊び）…などなど。 今年の夏は、どれだけ皆さんの心に刻まれるものとなるのでしょう
か。昨年の調査写真から何枚か紹介します。 

    
▲ブン（盆）のお供え（兼久文園南 A家）   ▲送り盆（兼久川鼻ハカントウ）          ▲送り盆（兼久川鼻ハカントウ） 

   
▲ハマウリでのウミキ（御神酒）あげ  ▲人の踏んでいない白砂を拾い、潮水を汲む  ▲ウタアシビ（唄遊び）の一場面 

墓石調査が始動しました 

 08 号で予告しました墓石調査が、６月 18 日（日）にようやく始まりました。まず調査の前段階とし
て、兼久集落の共同墓地であるアガレントウ・ハカントウ・ハカンソウ（ショウとも）の 3 か所を対象
に、墓所全体の概観と墓石の配置状況を把握するべく、配置図の作成を進めています。そして次の段階

として、墓石一つひとつの写真撮影と登録作業をしています。それぞれの墓石の撮影とともに形態や石

材の別を確認し、製作年代が古そうなものについては刻字された内容の判読を行なったり製作年代を特

定したりしながら、調査票に記録をとっていきます。さらに第３段階として、とくに必要と認めた墓石

の拓本を採取していきます（事前に許可をいただいた希望者のみ対象）。 
今後は、モノ資料としての「墓石」の記録調査と並行して、葬儀や供養の際の墓域の利用のされ方に

ついても聞き取り調査が行われなくてはなりません。こちらにつきましても、近々、住民の皆さんに協

力をお願いしてまいります。 

（21）



●第 9回勉強会は、5月 18日（木）に下記のとおり行われました。 
参加者：南 博次、向井一雄、盛永康仁（以上 3名、50音順）、具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 

 

【採集手帖報告】「水名田字原野拂下関係」文書について      盛永康仁 
   上記の文書は、字水名田の原野を地域住民に払い下げられた際の覚書メモです。「大正 9 年 3
月」に「拂ヒ下」げられたと記され、払い下げられた土地の広さは 9町 2反 6畝 20歩余に及ん
だといいます。文書には、払い下げを受ける代表者である「関係者」名、実際に土地を利用する

「移轉者」名、「見込反別」、「見込價格」、「改定反別」、「改定價格」、「徴税（価格）」などが表形

式で記されています。 
明治 12年編の「竿次帳 兼久村」（国立公文書館つくば分館所蔵）によれば、水名田は田と草

生地で占められており（「田」が 56％、「草生地」が 44％）、これらのうち、草生地全てが「官有
地」であったことが知られています。この文書に記された払い下げ地が草生地のどの箇所に相当

するのかは、今後の詳しい検証を待たねばなりません。当時の土地利用のあり方と払い下げの実

態を知るうえで貴重な資料であることが明らかになりました。 

【座談会】兼久の民俗あれこれ              向井一雄・参加者一同 

  ・虫バライ（虫ノゾキ）で追われる虫は、カンジャ虫（かずらの害虫）、ハマキ虫（芋虫の一種、 
蛾となる）、メイチュウ（稲・サトウキビの害虫）など。 

  ・青物（蔬菜）を家に入れない日というのがあった。家に入れるとハブが家に入ってくるといっ 
た。ハブはシマグチで「マジム・マジムン」といった。これに対して、マッティブ（あかまた） 
は見かけても殺さない。マッティブはハブを食べるから大事にするもの、といった。 

  ・ハブは「コッコ、コッコ…」とうずらのように鳴くといい、この声は日中でも聞こえる。オス

がメスを求めているのか（発情？）。 
  ・農作業は旧暦に従ってやるものといい、年寄りは暦を頼りに農作業の計画を立てた。とくに稲

作の場合は注意深く、よく参考にしていた。原則として暦に従い農作業の準備を進めるが、悪

天候など細かなずれがある場合には、臨機応変に数日ずらして対応した。「田植えは旧 3 月 3
日（桃の節供）」、「キーモヤアオイ（木萌え青い）には田植えをする」などといった。 

  ・台風との関わりでの言い習わしはよく聞く。「台風が来るとフット（いるか）が来る」、「フュ

ージャラ（赤とんぼ）が低く飛ぶと台風が来る」、「台風が近づくと蜘蛛の巣がいつの間にかな

くなる」、「蜂の巣が低い場所にできると台風が来る」。 
  ・「ハブ屋」という仕事があった。父親は農家の傍ら、ハブを手に入れてはさまざまな薬を作っ

て売っていた。ハブの肝は実に細長く、たくさんの油を含んでいる。その油は火傷や切り傷に

よくきくというので、小瓶に集めていた。また、ハブを燻製にして、それを粉にして薬として

食したものだった。 
  ・兼久の墓の近くでは見られないが、トウバル（塔原）の崖にはアサギドゥールという風葬跡の

洞窟がある。 
  ・葬列をしている際に、亡くなった人が帰ってこないように棺桶を反時計回りに 3回回す場所が

ある。ハカントウでは墓所の入口のところ。この行為をマヤカシという。 
  ・泣きバアサン（泣き女）のクヤを聞いたことがある。今ではもう聞くことができなくなった。 

 

次回の勉強会は、6月 15日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。話題を提供される方は、発表内容を

簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡平一さん）宅までお持ちください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 

（20）

　
　
　
　
　

兼
久
採
集
手
帖　

附
録



天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 09号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 6月 1日（木） 文責・大村達郎 

 

住民有志による石敢當調査隊が調査 
 去る 5月 21日（日）に、石敢當調査隊による調査を行いました。残念なことに当初期待されていた中・
高生の参加はなく、兼久在住の方を中心に声をかけ、有志 3 名（白間利枝子さん、土岐幸子さん、豊静
子さん）の協力を得ながらの調査となりました。 
皆さんもご承知のとおり、戦前・戦後の兼久集落の景観は大きな変貌を遂げています。陸軍測量部発

行の 5万分の１地図（大正 9年測量・昭和 11年発行）によれば、現在の小組合「住宅」には旧兼久小学
校が所在し、現在の町立天城中学校の地には針葉樹（地図記号による）の森が広がっていました。また、

原商店附近から真瀬名橋に至る現在の「県道」にあたる通りはまだありませんでした。「県道」は昭和 30
年代に入って整備されたため、その沿道の家々の門構えは比較的新しく、昔ながらの佇まいを発見する

ことは期待できません。そのようなわけで、石敢當を探すにはかつてのメインストリートであった旧道

をたどることから始めました。 
今回の調査で歩くことができたのは、文園南→住宅→文園北（東部）→中津上→昆目→川鼻という経

路で、発見された石敢當は個人宅地内にあった 1 基のみでした。先月の勉強会で指摘されたように、調
査結果としては芳しいものではありませんでした。しかし、「所在が少ないことがわかった」というのも

調査の成果です。もし皆さんが集落内を歩いていて見つけたときには、ユイの館までお知らせください。

また、今後も調査が継続しますので、見かけた際には温かな眼差しとともに、さまざまな情報提供をい

ただければ幸いです。 

            
 ▲「石敢當」（文園南、個人宅）  ▲ 調査カードへの記入    ▲ 調査途中の聞き取り 

天城中学校にて資料調査を実施 
 本日 6 月 1 日（木）に、兼久集落内に校舎を構えている天城中学校（以下、「天中」と略）において、
兼久関連の歴史資料の確認調査を行いました。 
天中自体は、昭和 35 年（1960）に現在地に開校して 50 有余年の長い歴史を持っています（昭和 23

年（1948）に新制中学校として発足してから数えると 70周年！）。兼久出身者のほとんどが通った母校
でもあり、当時の生徒たちが学校生活を通じて何らかの記録を残しているのではないかと考えられまし

た。さらに、赴任した先生方の中にもシマの歴史に興味・関心を持っていた方もあり、教鞭の傍ら貴重

な記録を残しているのではないかと想定しての調査でした。 
 調査では、歴代の校長先生方が書いてこられた「学校沿革史」や、古写真・アルバムを中心に貴重な

資料の閲覧ができた一方で、兼久の郷土史関連の資料は発見することができませんでした。 
なお今回の調査では、ユイの館に「職場体験」で来ていた天中 3年に在籍の盛嵩君（兼久在住）、土本

樹君（天城在住）が同行し、実地の調査実習の経験を積んでもらいました（2人の今後の活躍に期待！）。 
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●第 8回勉強会は、4月 20日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：叶 春江、叶福次郎、寿 弘祐、白間利枝子、久永絹江、藤久栄一、南 博次、盛岡平一、

盛永康仁（以上 9名、50音順） 
具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 

 

【採集手帖報告】再び「親族呼称」・「兼久の小字」地名について  参加者一同 

   前回の勉強会において「親族呼称」と「兼久の小字」の確認を行いましたが、今回は、知識が

豊富で経験の豊かな年配者が数多く参会されたことから、検討を加えられなかったものや、曖昧

だったり誤ったりした内容があったことから、再度取りあげ訂正を加えました。 
   親族呼称については、「祖父・祖母」の呼称が「ジィ・ホーマ」であることが指摘されました。

一方、何か所かの小字地名については、地籍上の漢字表記に対して、通称地名を含む土地がある

ことが明らかになりました。 

【採集手帖報告】雨乞い・ムシノゾキ（虫除き）行事の記憶    叶 春江 

   昭和 10年代前半に行われた雨乞いやムシノゾキの様子について、記憶を呼び起こしながらの話
となりました。それぞれの行事の特色や、行事が行われる場所、踊りの様子、おおまかな唄の内

容など、今となっては明らかにすることが難しい稲作行事の実態について話していただきまし

た。 

【聞き取り】石敢當調査の活動に備えて             大村達郎 

  翌々日 22日に「中・高生」向けに説明会を予定していることから、その予備調査として参加者 
の方々宅周辺の石敢當の所在状況について確認を行いました。席上からは、兼久集落内ではあまり 
見た記憶がない（！？）との予期しない回答が寄せられました。しかし、「所在しない」こと自体 
が明らかになることさえも調査成果であるため、当面は調査規模を小さくし、取り組むこととしま 
した。こうした事実が兼久集落のみに限られた特徴なのか、所在するには何か他に条件や原因があ 
るのか等、難解な課題が示される結果となりました。 

 

次回の勉強会は、5月 18日（木）午後 7時～午後 9時の予定です。 

興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

お願い！ 

 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして、必ずお手元にお返しします。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 08号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 5月１日（月） 文責・大村達郎 

 

墓石調査隊の調査員を募集します！！ 
地域の歴史を記録する手立てとして、紙に記録された史料（歴史資料）や出土遺物（考古資料）、生活

用具や現地に立ち会うことによって得られる資料（民具や民俗資料）を活用するものなどがありますが、

そうした資料が見つからなかったり入手しづらかったりする場合には、石や金属などに刻まれた文字・

紋様情報（金石文）を補助的に用いることがあります。 
墓石に刻まれた文字は、情報量としては決して多くはありませんが、建立された時期や、ある人物の

名とその没年、社会的立場（与人・横目…）などが示されていることがあり、口伝えで漠然と伝えられ

ていた事柄が正しかったのか、誤っていたのか等を確かめることができます。また、墓石の石質からど

こから持ちこまれたものか、いつごろに作られたものなのか、をおおまかに把握することができ、また、

墓の規模からは作った当時の持ち主の経済状態まで推測することができる場合があり、ときに貴重な情

報源となります。たいていの墓石の持ち主は、「先祖の名や没年など墓石に何か刻まれているようだが、

すり減っていて読むことができない」と諦めてしまっている場合も少なくないようです。しかし、丁寧

に調査をすることによって、そうした方々に情報を還元することができるのです。 
実際の調査では、「墓所の配置図作成」、「調査カードの記入・整理」、「刻まれた文字の記録」、「写真の

撮影」、「特定の墓石（主として文字情報のある山川石製）の拓本採取（事前に希望を申し出た方のみ）」

等、さまざまな作業があり、大勢の方の参加・協力を必要とします。 
そこで、「文化遺産」調査に興味をお持ちの方で、このたびの墓石調査に協力いただける方の参加をぜ

ひともお願いします。調査への参加希望者は、ユイの館の具志堅（ぐしけん）までお電話ください。 
 
墓石調査隊 調査日程   後日、集合場所や持ち物等をお知らせします。 
日 時 ： 6月、７月、8月の第 3日曜日  10時～15時 

※ シマを離れている墓石の持ち主の方とのやりとりを含むため、8月のお盆の帰省
時期には集中的な調査を考えています。 

場 所 ： ハカントウ・ハカンソウ・アガレントウの各墓所 
 

古い墓石に何と刻まれているのか知りたい方は？ 
「自分の家の墓石に文字が刻まれているので、何と書かれているか調べてほしい」という方がお

られましたら、ユイの館の具志堅（ぐしけん）まで電話にてご連絡をくださいますようお願いしま

す。調査の予定を立てて、順次対応していきます。 
ちなみに、石造物に刻まれた文字をよむには、「拓本採取」という作業を必要とします。拓本は石面の

上に和紙を乗せ、霧吹きで水をかけ、和紙と石面を密着させます。そして、和紙の上から薄く墨の油分

の乗ったタンポで軽く叩き、石面の刻みを際立たせます。和紙を石面から剝がしとれば、刻まれた文字

がくっきりと白く浮き上がります。なお、魚拓のように、モノそのものに墨を塗りたくることはしま

せんので、墓石を汚すことはありません。ご安心ください。 
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●第 7回勉強会は、急遽日程を変更して、3月 17日（金）に下記のとおり行われました。 
参加者：寿 弘祐、文田隆三、南 博次、盛岡平一（以上 4名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
 

【採集手帖報告】犬の門蓋付近の磯の地名・岩名と魚種       寿 弘祐 

   犬の門蓋付近およびその周辺の岩場は、その独特の地形から多くのイユ（魚）が寄りついてお

り、磯釣りの良いポイントとして多くの人々に利用されています。そのため、目印となる岩や浜

の場所ごとに名前がつけられています。漁法はもっぱら岩場に立っての釣りによるもので、自家

消費のための漁ですが、年間を通じてさまざまな魚がとれ、地元の人々の食卓を賑わしていると

いいます。今後は、それぞれの岩場でどのようなイユが捕れるのか（漁場）、イユそれぞれの捕

れる時期（漁期）、その調理法など、より綿密な調査が望まれます。 

【聞き取り】兼久の親族呼称               大村達郎・参加者一同 

   「社会構成」分野の調査の一環として、調査用に仮に設けた家系図の、ある人物から見た親族

の名称を席上で一つひとつ確認していきました。シマ（集落）によって指し示す親族呼称が異な

る場合があり、他シマ・島外の人々では指し示す人物を誤解してしまいそうな語彙があることが

再確認されました。たとえば、他シマ（伊仙町東部）では「アジャ」・「アマ」といえば、「父」・

「母」を指しますが、兼久では「祖父」・「祖母」を指しているというものが代表的な例です。こ

うした呼称を、日常の生活や会話のうえで具体的な人物と結びつけながら誤りなく用いているこ

とに、今さらのように驚かされました。 

【聞き取り】兼久の小字地名               大村達郎・参加者一同 
  調査初年度の終わりにあたり、そろそろ書冊としての体裁を整えるために、微細な事項につい 
て逐一確認をする必要を感じるようになりました。まずはシマ（集落）内の細かな地名のよみにつ 
いて、席上で確認しました。 
近年、徳之島内の地名は、漢字表記そのままに従って読み習わされるようになってきています。 
それは島内をめぐるバスのアナウンスなどに顕著です。たとえば、「南原（徳之島町）」は、シマの

人々は「はえばる」といいますが、アナウンスでは「みなみはら」となっています。昔ながらの地

名は、地形の特徴や地域の歴史を知る手だてともなり、こうした事態は見過ごせないものです（島

内で暮らしている人々には差し迫った問題ではないかもしれませんが…。いかがですか？）。 
今後は、地図上に示される地名や小字などだけでなく、より小さな、細かな地名などにも記録を

心がけていくこととし、情報提供を依頼しました。 
 

次回の勉強会は、4月 20日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

 
※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 07号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 4月１日（土） 文責・大村達郎 

 

石敢當調査隊「中・高生」調査員を募集します！！ 
このたびの「文化遺産」調査は、専門の研究者や趣味人だけが調査にあたるのではなく、「地域住民が

協働」で取り組んで、集落の伝統的な生活文化を共有し、その魅力を再発見することを目ざしています。

一人でも多くの方々に、特に若い世代の方々に積極的にかかわっていただくために、兼久集落内に散在

する「イシガントウ（石敢當）」の所在調査を企画しました。 
一般に、「石敢當」とは道路が交差するところに設けられた魔よけの一種です。道路の交差する場所（丁

字路・十字路）には魔物がただよっているといわれ、それらを無力化するために設けられたといわれて

います。沖縄や奄美に顕著に見られるもので、その起源は 8 世紀後半の中国にまでさかのぼれるようで
す。徳之島にいつ伝来したのか、誰が広めたのかなど、その経緯は必ずしも明らかではありません。し

かし、人々が石敢當を設けて何らかの安心・安全を感じていたのは疑いようのない事実です。刻まれた

文字も、「石散當」、「石當敢」、「石當散」…と実にさまざまです。集落のいたるところで見られるために、

実際に集落のどこにあるのか、また何基分布しているのか、どのような形で何と刻まれているのかなど、

基本的な情報についても把握されていませんでした。これを調査しようというものです。 

           
▲「石敢當」（天城町天城三叉路）    ▲「石散當」（九字紋様あり、伊仙町上面縄西半田） 

 
実際の調査では、１基ごとに「所在地の記録・地図との照合」、「採寸」、「刻まれた文字や図の記録」、

「写真の撮影」、「スケッチ」、「調査カードの記入・整理」をするなど、比較的大勢の人数を必要としま

す。そこで、「文化遺産」調査に興味をお持ちの方で、兼久集落在住の「中・高生」を募集します。調査

参加を希望する「中・高生」は、下記の説明会に参加してください。また、お子さんやお孫さんたちを

お持ちの方々も声かけ等をお願いします。 
また、イシガントウ調査作業の進み具合に応じて、兼久集落内の文化遺産めぐり（中・高生向け、解

説―具志堅）も同時に行なっていきます。自分たちの住む集落の歴史を知る良い機会としてください。 
 

石敢當調査隊 説明会  ※参加希望者は必ず参加してください。 
日    時  ： 4月 22日（土） 午前 10時～12時 
場    所  ： 兼久集落自治公民館 
説明会の内容  ： 調査趣旨の説明、チーム割り 等 
調査日（予定） ： ５月、６月、７月の第３日曜日、ほか 1回程度の予備日 
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も、じつに良い方法でしょう。そのためにも、ぜひとも土地に伝わる昔話・伝説を記録として書き留め

たいものです。祖父母や両親たちから聞いたものを思い出して記すのも良し、子どもたちに語って聞か

せるような文章で綴りなおすのも良し、こうした記録を残すにはまたとない機会です。取り組んでみて

ください。 
●第 6回勉強会は、2月 17日（金）に、下記のとおり行われました。 
参加者：叶福次郎、寿 弘祐、南 博次、盛永康仁、山田 渉（以上 5名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【採集手帖報告】兼久の怪談 2、3                  山田 渉 
   兼久集落関連の怪談に興味が魅かれたとのことから、いくつか紹介してもらいました。キミマ

サ火（火の玉伝承）、ジルムン（死者の霊が歩く）などの話に触発されて、参加者からも話題提

供がありました。くわえて、文献資料の調査も並行して行なっているとの報告がありました。 
【採集手帖報告】さまざまな俗信              盛永康仁・参加者一同 
   シマには、「なぜかはわからないが、昔から言い習わされてきた言葉」があるといい、盛永氏

からの発言を皮切りに、参加者から思いつくままに提示してもらいました。 
・ヒジャヂナ（左綱） 

   ・「くしょん！」とクシャミをすると、「ハチカメ」という。 
   ・台風が近づくと、陸鳴り（陸＝花徳方面。陸が鳴くと信じられた） 
   ・台風が近づくと、フット（海豚＝イルカ）が来る。 
   ・地震があると、「キュンチケ（＝京に近い）、キュンチケ」という。 
    （京都には偉い人がいる、京都は神様に近く守られた場所） 
   ・火事で火の粉が舞うと、火の粉が来ないようにハンカチをもって「火の粉、ホーホー」とす

る。（鳥を追い払う格好と同じ。鳥が火を持ってくると信じられた） 
【採集手帖報告】兼久集落の街並みについて              参加者一同 
   戦後間もなくのこと、平土野港と伊仙方面をつなぐ交通の要衝であった兼久には、昔の県道沿

いに数十軒の店が軒を連ねていたそうです。思いつくだけでも、ワダ商、ヤナギ（柳）、ウエマ

ツ（上松）、トキ（土岐）、ニシノハラ、ミネヤマ、カワグチ、山田文具、鍋クク（鍛治）…。ま

た、大規模な製糖工場ができる前の製糖工場には、ヤナギとノボリの２軒があったといいます。 
ある一定の期間の往時の賑わいを地図の上に示してみるのも兼久集落の歴史を知るうえで良

い方法だろうと提案がありました。 
【採集手帖報告】兼久の行事摘録―向井一雄氏の話をもとに―    具志堅亮 
   文化庁の指導・補助を受けて行われた県による調査事業「かごしまの祭り・行事」調査の成果

から、兼久の伝統行事に関する聞き取りを紹介しました。話者は向井一雄氏（昭和 4年生まれ）。
ムチタボレ（餅給れ。フームチムライ〈大人餅タボレ〉）、ハマオリ（浜下り）、十五夜綱引き（ニ

ョウ〈綱〉シッキー〈引き〉）、月拝みなどの毎年恒例の行事や、臨時の雨乞い行事について、こ

んにちの行事の姿からはうかがい知れない、貴重な報告が含まれていました。当時の行事の盛り

上がりを彷彿とさせる丁寧な報告に、参加者も大いに刺激を受けました。 

次回の勉強会は、3月 16日（木）午後 7時～午後 9時の予定です。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者皆で共有するとともに貴重な資料として残してい

きたいためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして

勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 06号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 3月１日（水） 文責・大村達郎 

 

昔話（ヒンギャタレー）・伝説（イワレ）採集のすすめ 
こんにち、自分自身をとりまく身近なものから遠い世界の聞きなれない内容に至るまで、さまざまな

情報を見聞きすることが簡単になりました。インターネット、ケータイ・スマホ、テレビやラジオ、新

聞や雑誌など、さまざまな道具や手段を通じて、じつに多種多様な情報に接することができるようにな

ったわけです。しかし、そのような道具や手段がなかったころには、人々はどのようにして情報を得て

いたのでしょうか。答えはそう、クチコミです。家のお年寄りや両親、親戚、近所の人、友人、学校の

先生、シマの外から訪れる人々（大工や鍛冶屋などの技術をもった職人、行商人、バクロウ）など、さ

まざまな人々と交わされる日常の会話を通じて、楽しみながら新たな知識を得たり自身の知識を再確認

したりしてきたわけです。 
そうした日常の会話の中で、ある「まとまり」をもった話を聞いたことがないでしょうか。「むかし、

むかし、あるところに…」とはじまる昔話（ヒンギャタレー）のたぐいです。農作業や夜なべ仕事の合

間、茶飲みの際などのちょっとした時間に、話題となっていたものを覚えている方もあるはずです。と

きには、子どもたちだけで、あるいは親子で、ことわざ（テーキバナシ）、言葉あそび、なぞなぞ、など

を話題として時間を過ごしたこともあったことでしょう。 
昔話の一例として、私の母方の曽祖父（故人、明治 16年伊仙町上面縄生まれ）が子ども時分の孫（伯

母、昭和 12年同町上面縄生まれ）に話していたものを、以下に紹介します。 
菓子型職人の腕比べ  祖父が型菓子の型を作っているときに聞いた話。あるとき菓子型の職人

たちが型を作る競争をし、その出来栄えを競ったことがあったという。ある者は魚や貝などの海の

ものをかたどった型を作り、他の一人は木の葉や果物などの山のものをかたどった型を作った。い

ずれも良い出来栄えで甲乙つけがたかったそうだ。そこで師匠に判定を仰ぐと、山のものをかたど

った者を勝者とした。その理由を尋ねると、海のものは塩辛いものだから味の甘い菓子にはそぐわ

ないから、というのであった。 
さあ、いかがでしょうか。この話は、手先の器用だった話し手が、菓子型を作る片手間に孫を相手に話

したものです。ここには、桃太郎・浦島太郎・金太郎などの昔話で有名な登場人物ではなく、シマのど

こかにいそうな腕のいい修行中の職人２人とその師匠が登場しています。職人２人の優れた腕前に、簡

単には判定できず、師匠に判断をゆだねます。すると、菓子は甘いものだから海のものをかたどった職

人は「負け」と判定されます。師匠の判定は、機転の良さとも、こじつけとも受けとることができる、

じつに含蓄のある内容です。年寄りたちは、このような内容の話を日常生活の中でたびたび話して聞か

せていたのでした。皆さんも何か思い出しませんか。 
ところで、兼久集落の真瀬名川のたもとには、トビギンマイギン（飛衣舞衣）の話が残っているとこ

ろがあります。トビギンマイギンの話とは、天女が川で水浴びをしていたところ、村の若者に羽衣を隠

されてしまった…、という内容ではじまる話です（家や近所のお年寄りや親御さん方はご存じのことで

しょう）。いわゆる羽衣伝承にあたりますが、いまのところ、兼久のトビギンマイギンは、話の筋全体に

わたって記録されたものは確認されていません。ぜひとも記録して残したいものです。くわえて、シマ

（集落）の中には何かしらかのイワレのある土地が多くあります。今となっては何故そのように呼ばれ

ているのか、わからないところも多いかと思いますが、現時点でわかるものを記録しておくことも必要

なことです。近年、土地々々に伝わる昔話や伝説は、小学校などで演劇のネタとして活用されています。

シマグチが失われつつある中で、シマグチ交じりで土地に伝わる昔話や伝説を教材として活用すること
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応する話を書いてください（第一次の提出期限は 8 月末とします。小学生のお子さんの自由研究にいか
がですか？）。なお、提出いただいた報告はコピーをして返却いたします。 
 
●第 5回勉強会は、１月 19日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：叶福次郎、寿 弘祐、文田隆三、盛岡平一、山田 渉（以上 5名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 

【新春座談会】兼久の「民俗」あれこれ               参加者一同 

   新しい年が明けてすぐの勉強会ということもあり、各家の正月行事の様子をはじめ、参加者一

同が思いつくままに話をしました。以下に、話題にのぼった主なものを紹介します。 
・門口には松・竹・ユズルの葉で松飾りをしている。昔は門口の両側に長い竹を立ててシメナワ

をわたしたが、藁が手に入らなくなってからは簡素なものとなった。 
・松飾りの根元に白砂を盛っているところがみられるが、昔はこのようなことはしなかった。他

所では正月準備で庭に白砂を撒いていたようだが、兼久ではたくさんの白砂が手に入らないこ

とから細かなコーラルを撒いていた。 
・家の客間正面にはさまざまな飾り物を置いた。コイモ（里芋の一種）の上に餅を載せたもの、

ヤナギモチ（木の枝に紅白の餅の小片を数多くつけたもの）、大根に箸を差して作ったり綿を

巻いて作ったりした鶴・小ぶりなソテツ苗の皮を剥いて模様を浮き出させた亀（近年は剥製利

用）など。 
・正月の宴席のはじめにはゴゼンフを唄った。ユウェつき唄（祝いつき唄）は、正月の歳祝い、

結婚式、新築祝いなどでは必ずはじめに唄われるもの。三線が演奏され、ウタシャ（唄者）に

唄ってもらった。 
・大きな皿に塩盛りをして、背びれ・胸びれを広げて固定した鯛を置いた。これは正月後にハマ

ドオシとかハマヤキドオシと称して、塩焼きにしてクドゥキ（口説唄）に合わせて包丁で切り

分けさせ、皆で分けて食べた。昭和 50年ころまでは一般的だった。今でもやっているか。 
・県道の平土野への坂道は戦後になって整備されたところ。事故がたびたび起こる怖いところ。

木造の真瀬名橋は今の場所より少し下流のところに架かっていた。 
・シマの中で鬱蒼としたところには、ケンムン（人をだまして喜ぶ妖怪）やユワタシ（頭の無い

妖怪）、ジラウァ（地を這う豚。股をくぐられると身の上に良くないことが起こるといわれた）

などの怪異話がたくさん残っている。 

【採集手帖報告】兼久の社会構成―集落の運営事項を中心に―   大村達郎 

   集落の区割りと小組合の位置関係、在籍戸数、区長の役割、集落の規約のあり方、集落の組織

を運営する費用や財産について、聞き取りをもとに発表しました。今後は、親族呼称や、家々の

本家分家関係、屋号等について、丁寧に調査を進めていくと話がありました。 

次回は、２月 17日（金）午後 7時～午後 9時の開催です。 
本紙の配布時期と勉強会開催日の間隔が短く、報告準備が間に合わないことを考えて定例日の変更を

検討しています（毎月第三木曜日を予定）。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。なお、話題を提供される方は、発表

内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡平一さん）宅までお持ちください。発

表内容を参加者全員で共有し、貴重な資料として残していきたいためです。お預かりした発表内容のメ

モ等は、具志堅、あるいは大村がコピーをして勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 05号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年 2月１日（水） 文責・大村達郎 

 

急告！調査事業の計画が変更になりました 

本紙 01号において、このたびの調査事業は 3か年計画で進められるとお伝えしましたが、文化庁の補
助事業の方針変更により、昨年度に採択された同種の事業は 2 か年に縮小されることになりました。こ
れに伴い、町文化財活性化実行委員会の事業計画も見直しとなります。 
とはいえ、せっかく緒に就いた兼久集落文化財協議会の「文化遺産」調査と勉強会活動ですから、こ

れまでの活動を無にするようなことはせずに、まずは当初の計画どおりに事業 2 年度までの計画は進め
ることとしました。つまり、兼久集落に伝えられている「文化遺産」に関する調査と勉強会は継続し、

その成果物として『兼久採集手帖（仮称）』の刊行を目指していきます。住民の皆さんにおかれましては、

これまでと変わらぬ…、いやもとい、これまで以上に積極的に、多くの方にご参加いただきますようお

願いする次第です。数多くの調査成果を蓄積して、少しでも充実した冊子を作りましょう。なお、当初

の事業 3年度の計画については、どのような形で進められるか、目下、対応を検討しているところです。
詳細が決まり次第、本紙等を通じてお知らせしていきます。 
ついでながら、このたびの事業の目的、――というか究極的な理想は、「活動を通じて兼久集落の歴史

と文化を顧み、さらなる地域の魅力づくりにつなげていきたい」というものです。――現在集落に住ん

で生活を営んでいる自分たち自身のために、あるいは、いずれシマを離れていってしまうかもしれない

子どもたちのために、シマを離れていて帰ってこようとしている（帰ってきた）人々のために、他の地

区や本土から一時的に訪れたり移り住もうとしたりする人々のために、このたびの事業計画の変更の報

を機に、住民の一人ひとりが集落の一員として、「地域の魅力」とは何なのか、あるいは、自主的に、具

体的に何をしていくことができるのか、などと今一度考えていただければ幸いです（私みたいな者が偉

そうに、スミマセン）。 

集落内に伝わる伝説を教えてください！ 
集落内には、これまで生活を営んできた人々の記憶や歴史がさまざまな内容の伝説となって語り伝え

られています。「今の○○のところには×××ということがあったそうだ」などといって、その名残を地

域の景観の中に残している場合も少なくありません。たとえば、「グスク」という地名が残っている場所

には、ほとんどの場合、そこには城跡（遺跡）が確認されています。また、「アシャゲ」とか「ミャー（ニ

ャー）」とかいうところには、琉球に服属していた時代以降にノロという民間宗教者たちが何らかの宗教

的な儀礼を建物や広場として利用していたことが明らかになっています。このように先人たちの生活の

記憶が何らかの内容をともなって語り伝えられています。そうしたイワレを記録してもらえないでしょ

うか。この取り組みは、平成 24年 3月に刊行した『天城町内文化財悉皆調査報告書』において町内全域
にわたって行われましたが、調査の対象が全町であったため、兼久集落では僅かに 8 つを載せるにとど
まりました。便宜上、「木」・「石・岩」・「水（川・泉・池）」・「塚」・「坂・峠・山」・「祠堂」・「家・村（シ

マ＝兼久集落）」・「祭礼・行事」と大まかに分けておきますが、これらにまつわる話をメモ等に記して提

供してください。なお、これらの話は具体的な土地に結びついて話されていることから、集落の地図に

ドット（点）を落としながら記録をした方が有益な情報となります。イワレの記録に挑戦してみたいと

いう方は、あらかじめ、ユイの館の具志堅（ぐしけん）までお申し出ください。兼久集落の略地図（コ

ピー）を配布します。この地図に伝説の所在地に○番号を書きいれ、ノート類（メモ用紙でも可）に対
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●第 4回勉強会は、12月 15日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：寿 弘祐、文田隆三、前川和代、南 博次、盛岡平一、盛永康仁（以上６名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【発表】民俗調査の対象―女性と民俗―                大村達郎 
   民俗の中には、男性だけでなく、女性のよって担われているものも数多くあります。なかでも

「衣・食・住」と「人生儀礼」の分野は細かに調べていく必要があります。残念ながら、これま

での勉強会には女性の参加がなく（開催時間のせいとも）、視点として欠如しがちでした。席上

では関連項目の一覧を提示し、これまでに島内で得られた事例から説明しました。さらに、今回

の調査事業への女性の参加を期待して、声かけの依頼をしました。 
【採集手帖報告】兼久集落の養蚕                    文田隆三 
   昭和 30年ころまでに各家庭で行われていた養蚕の様子を報告しました。シマでの養蚕は、い
つころから始められてきたのかは明らかではありませんが、戦後の養蚕は家の中で蚕の卵を孵化

させて育て、繭から生糸をとっていました。それを奄美大島の業者へ出荷し、そのかわりに泥染

めされた糸を取り寄せて、集落内に設けられた小規模なコウバ（工場）で女たちが紬を織ってい

ました。機織りは今でもあちこちの家庭でも見られますが、生糸の生産自体は外国からの安い原

材料におされて昭和 40年代には完全に廃れてしまいました。参加者からは、養蚕にかかわるさ
まざまな話題が提供されるとともに、往時の養蚕を懐かしむ声が聞かれました。 

【調査事業の経過報告】『兼久採集手帖（仮称）』の発行に向けて   具志堅亮 
   平成 28年最後の勉強会開催ということもあり、過去 3回の報告をもとに「報告メモ」を仮原

稿として整理し、これまでの活動を振り返ってみました。参加者の方々の、昔ながらの生活文化

への興味・関心が、きわめて多岐にわたることを確認しました。来年度末には『兼久採集手帖（仮

称）』という冊子として完成することを念頭に、僅かずつでも報告やメモをしっかりと蓄積して、

特色のある、より良い集落誌を作ってほしいと事業への期待の声がありました。 
※今後も調査のしかたや原稿の作り方について相談にのります。随時、お申し出ください。（具志堅・大村） 

 
次回の勉強会は、都合により、１月 19日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行います。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください。発表内容を参加者全員で共有し、貴重な資料として残していきたい

ためです。お預かりした発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして勉強会

の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

お願い！ 
 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして、必ずお手元にお返しします。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅
ぐ し け ん

亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 04号 
（兼久集落全戸配布）                平成 29年１月１日（日） 文責・大村達郎 

 

あけましておめでとうございます 

平成 29年（2017）もいよいよ幕開けです。住民の皆様方におかれましては、年頭にあたり、気持ちを 
新たに新年をお迎えのことと思います。 
さて、「文化遺産」調査も開始してから半年、実質 2年目に突入します。集落誌の刊行に向けて調査活 

動が本格化していきます。私ども事務局スタッフも、住民の皆さんと調査を進めていくとともに、積極

的に参加いただけるよう、さまざまな提案をしていきたいと考えています。 
本年もご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。 

   
▲ カドマツのある風景（平成 28年 1月撮影、左：徳之島町井之川、右：伊仙町伊仙） 

「地域住民と協働による」集落誌の編さんへ向けて 
 本紙 01 号において、このたびの「文化遺産」調査は、「地域住民と協働による」調査事業であるとお
知らせしました。従来の調査事業は、その道の専門の研究者たちに調査や執筆を依頼し、地域住民から

資料や情報を集めて報告書等をまとめ、成果を公表するというものでした。しかし、このたびの「文化

遺産」調査は、地域住民が実際に調査に参加して詳細な記録を残し、成果を活用していくことに重点が

おかれています。まさにこの点で、かなり特異な位置づけを持っています。「地域」が調査対象であると

いうことは、とりもなおさず兼久集落内に数多く所在している「文化遺産」を、網羅的に、なおかつ綿

密に調査をすることができます。せっかくの機会ですから、積極的に参加して有効に活用してください。 
現在、事務局スタッフは、より多くの住民の方々が調査に参加できるように、「調査隊」形式の調査を

企画・準備しています。まずは、中・高生や若い世代の方々にも活躍していただけるものを、と考えて

います。調査員の募集要項や、具体的な調査内容、調査日程等の詳細につきましては、今後、本紙を通

じてお知らせいたします。今しばらくお待ちください。 
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●第 3回勉強会は、11月 10日（木）に、下記のとおり行われました。 
参加者：叶福次郎、文田隆三、南 博次、向井一雄、盛永康仁、（以上 5名、50音順） 

具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【採集手帖報告】兼久の年中行事について（補足）           叶福次郎 
   前回の、兼久集落の伝統行事に関する報告を受けて、さらに補足説明をしていただきました。 

席上では、かつて旧暦で行なっていた行事が、近年、町内でも新暦に移ってきているものがあ

るためにいつ行うべきか戸惑いを覚えている、という感想が聞かれました。また、「正月行事の

準備」などにもさまざまなものがあることから、より細かな視点での調査が必要であるとの指摘

がありました。今後、行事が行われるたびに詳細な報告が出てくることが期待されます。 
【採集手帖報告】戦後まもなくの学校生活、川と生活、海と生活   盛永康仁 
   兼久集落内の日常生活の一端を、学校・川・海と場所を限定して話していただきました。なか

でも、川やイジュン（泉）の利用法については、洗濯や水浴び、灌漑用水、牛の水浴び、松の貯

木（シロアリの防除）などがありました。海の利用については、魚介・海藻の採取、塩づくりが

話題にのぼり、主として自家消費のために活用されていたことがわかりました。 
【採集手帖報告】兼久集落における竹利用             具志堅亮 

全島口説で「…竹藪沢山処
まんどろど

や兼久村ど」と唄われたように、かつての兼久集落は竹林が垣根の

ようになっていたといい、うっそうとした暗がりのなかに家々が構えられていたそうです。防風

林としての役割の一方で、竹材が日常生活の道具類としてさまざまに活用されてきたことを他

県・他シマの事例を提示しながら、参加者に兼久での実例を話してもらえるよう、発言を求めま

した。 
【民俗資料の紹介】米寿の祝い―伊仙町の事例―          大村達郎 
近年、祝いの席は店などを借り切って催されたり、略されたものを各家庭で細々と行なったりし 
ているので、昔ながらの祝いは珍しいものとなりました。今回は、伊仙町検福集落・上面縄集落で

行われていた米寿の祝いの記念写真を紹介しました。米寿ならではのさまざまな飾りつけがあった

ことを確認しました。 ※ 昔の冠婚葬祭の記念写真をお持ちの方は、ユイの館までご一報を！ 
次回の勉強会は、都合により、12月 15日（木）午後 7時～午後 9時に開催します。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会前日までに区長さん（盛岡

平一さん）宅までお持ちください！メモの提出方法を変更しました！。発表内容を参加者全員で共有し、貴

重な資料として残していきたいためです。お預かりしたメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかが

コピーをして勉強会の席上で配布できるよう準備いたします。 
 

お願い！ 
 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして、必ずお手元にお返しします。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅
ぐ し け ん

亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 03号 
（兼久集落全戸配布）                平成 28年 12月１日（木） 文責・大村達郎 

 

聞き取り調査を始めました 

兼久集落の昔の生活の様子を知るために、聞き取り調査を進めています。調査するテーマに応じて、

いずれ皆様にもご協力をお願いしていきます。まずは成果発表の場である勉強会に参加してみませんか。 

        
▲聞き取り調査風景            ▲勉強会の様子 

お正月の準備はどのようにされていますか？ 

師走を迎え、平成 28年も残すところわずかとなりました。農家のご家庭では農作物の管理やサトウキ
ビの収穫準備に忙しくされていることと思います。また、お仕事をお持ちの方は年末までの区切りを意

識して大いに精を出されていることでしょう。 
さて、少し気の早い話かもしれませんが、お正月の準備も気にかかる時期になりました。毎年のこと

ですから、準備に余念がないことと思います。そのような「お正月」行事も今回の調査では記録の対象

となります。思いつくままにいくつか質問事項をあげてみますと、「餅つきはいつしていますか（してい

ましたか）」、「かつて豚をつぶすのはいつ、どのようにしましたか。食卓にあがるまでにどのように処理

しましたか」、「正月飾り（カドマツ・鏡餅など）の準備はいつから、何を用意しますか」、「正月の料理

はどのようなものを作りますか」、「大晦日にトゥシトゥリ（歳取り）のごちそうを食べていますか」、「若

水汲みは家のどなたがしますか。汲むときに何か唱え事がありますか」、「シキをしますか」、「大工や農

家のご家庭では、仕事始めに道具を飾って何らかのお祭りをしますか」、「歳の祝いや新築祝いなどどの

ようなことをしますか」、「カドマツや鏡餅はいつ片づけますか」、「ドーシィバン（七草粥？）には何を

入れて調理しますか」、「十六日正月ということをしますか」等々…。日本全国で迎えるお正月ですが、

徳之島、あるいは天城町、シマ（集落）、家庭ごとに独特の過ごし方があるはずです。 
そこでお願いです。お正月の風景を写真に撮って記録し、提供していただけないでしょうか。皆さん

にとっては、毎年繰り返してきた、何のかわり映えのない行事なのかもしれません。しかし実際、そう

した写真を撮る機会は少ないものです。また、家庭ごとに違いが顕著なものでもあります。ぜひともご

協力ください。では、少々早いですが、皆様よいお年をお迎えください。 
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●第２回勉強会は、10月 11日（火）に、下記のとおり行われました。 
参加者：梅岡千春、叶福次郎、寿 弘祐、文田隆三、南 博次、盛岡平一、盛岡平作、盛永康仁、山

田 渉（以上 9名、50音順）具志堅亮、大村達郎（以上、事務局） 
【発表】自治公民館活動による集落づくりをどうすすめたらよいか  文田隆三 

10月 30日（日）に開催の生涯学習まちづくり推進大会の予行練習です。大会当日は、文田隆
三さんが発表しました。今回の勉強会では、現在の集落としての取組みのさまを話してもらいま

した。兼久集落運営委員会が中心となって、６つの基本方針のもと集落の役員や運営委員会の

方々が協力し合っていることが確認されました。 
【採集手帖報告】兼久の年中行事の概要                叶福次郎 
   兼久集落の正月から 12月にかけての伝統行事を網羅して発表しました。正月行事やお盆行事
を除くほとんどの行事が旧暦で行われていることがわかります。今回は概要を述べることしかで

きませんでしたが、「行事の準備」・「行事の実際」・「行事の参加者の範囲」・「供え物・行事食」

などにわたって、それぞれの行事をより丁寧に調査していくと、これまで気づくことのなかった

兼久の伝統行事の全貌が明らかになると思われます。今後の成果が期待されます。 
【採集手帖報告】葬儀写真の紹介               梅岡千春・文田隆三 
   昭和 39年に執り行われた葬儀の写真 2葉について紹介しました。いずれの写真も、葬送行列
をする前に、屋外で亡骸をのせたタマヤを囲んで撮られた集合写真です。席上では、大勢の人々

の姿の中に若かりし身内や親戚を見つけ、往時の人々の人柄を懐かしむ一幕もありました。また、

昔の葬儀にはナキベー（泣き女）を頼んでいたことなどにも話が及びました。 
  ※「冠婚葬祭」は、時代に応じて変化が著しいものです。古写真をお持ちの方はユイの館までご一報ください。 

【採集手帖報告】「製糖帳」・「戦時発行国債票」の紹介         盛永康仁 
   「製糖帳」は昭和 26年当時の製糖量を記録した帳面です。当時は、今日のように農協（ＪＡ）
や製糖工場などが綿密に製糖状況を管理するわけではなく、個人の手元にある「製糖帳」に製糖

の出荷量を記すことで管理していました。春植え・夏植えの別は不明ですが、１日に製糖される

量や年間の出荷量、どのような容器に入れて出荷されていたのか、などが記されていました。 
次回の勉強会は、11月 10日（木）午後 7時～午後 9時の予定です。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

老若男女を問わず、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会当日午後 3 時までに兼久集

落自治公民館までお持ちください。発表内容を貴重な資料として残していきたいためです。お預かりし

た発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして勉強会の席上で配布できるよ

う準備いたします。 
 

お願い！ 
 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして、必ずお手元にお返しします。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅
ぐ し け ん

亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 02号 
（兼久集落全戸配布）                平成 28年 11月１日（火） 文責・大村達郎 

 
 

兼久小学校で資料調査を実施 

第 1 回の勉強会の際に、兼久小学校に兼久集落の昔の様子がうかがい知れる古い写真や資料があるの
ではないかといった声が寄せられました。これを受けて、10月 11日（火）に兼久小学校で資料調査を実
施しました。兼久小学校の教職員の方々のご協力を得ながら、数多くの古写真と「学事報告」、「学校沿

革史」などを閲覧することができました。 
古写真には、兼久小学校が兼久集落に所在した当時の写真が数点あり、戦前の古い校舎や戦後間もな

いころの茅葺き校舎、昭和 12年（1937）に建設された奉安殿の写真なども含まれていました。往時の兼
久集落の生活を知ることができるものには、サトウキビ絞りの様子や、サトウキビの運搬風景、ハマで

の手踊り、磯場の風景、川漁の道具（筌
うけ

）、川遊びの様子などが確認されました。 
一方の「学事報告」と「学校沿革史」には、歴代の校長先生たちの手で「教育の実践報告」や「在籍

児童の人数」、「学校施設の新築・増改築」などが記されてあります。また、戦前・戦後の学校運営にあ

たっての苦心のさまについても時代背景をふまえて記されており、歴史資料としてきわめて貴重なもの

です。これらの記事からは、集落の人々と学校の教職員がどのように協力して運営してきたのかについ

てもうかがい知ることができます。 
なお、今回の兼久小学校の調査では、兼久集落について記した郷土史（誌）を発見することはできま

せんでした。郷土に関する細かな記録をガリ版刷り等で書き留めていることも少なくないのですが、今

のところ、こうした記録は発見されていません。資料の所在をご存知の方がありましたら、ぜひともユ

イの館までお知らせください。 

集落誌を編むにあたっての要望 

第 2 回の勉強会の席上冒頭おいて、集落誌を編むにあたっての要望が兼久集落文化財協議会に寄せら
れました。 

1点目として、戦前生まれ・戦後生まれなど、さまざまな世代が参加する今回の調査事業に対して、昔
ながらの慣わしや伝統、生活文化を取りあげるにあたっては、それぞれが認識している「昔」に違いが

あることを自覚してほしいというものです。次に 2 点目として、これまで生活してきた先人たちがもち
伝えてきた誇りをしっかりと受けとめて記録してほしいというものです。 
今回の調査事業のように、昔ながらの慣わしや伝統、生活文化を調べる際に常に繰り返されてきた言

葉があります。それは「ああ、遅すぎた」、「○○さんが元気だったころに聞きに来てくれればねえ…」

というものです。まずは、調査にあたる者一人ひとりが自身の記憶をきちんと整理し、さらに年配者・

先輩方に絶えず確認することによって正確な記録を心がけていきたいと思います。 
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事業主体： 天城町文化財活性化実行委員会 
調査主体： 兼久集落文化財協議会 
顧 問 ： 盛岡平作 
運営委員： 叶福次郎、文田隆三、盛永康仁、山田渉 （50音順） 
調査指導・事務局： 具志堅亮（天城町教育委員会学芸員）、大村達郎（当事業調査補助員） 
これに伴い、月に 1 回以上の勉強会をもつこととなりました。毎月第２木曜日を定例日とし、兼久公

民館をお借りして午後 7時から午後 9時まで行います。それに先立って勉強会当日午後 2時以降には、
具志堅・大村のいずれかが公民館に詰めて、調査や発表原稿作成のアドバイスを行なっていきます。今

後は本紙を通じて、調査の進捗や活動の報告をしていきます。ご期待ください。 
 
●第１回勉強会は、9月 13日（火）に、下記のとおり行われました。 
【発表】「民俗調査の方法」を学ぶ                   大村達郎 

  勉強会初回の今回は、参加者の皆さんにも理解しやすいように、伊仙町上面縄集落の餅貰い行

事「ドンドンブシ」を例に調査のしかたを学ぶとともに、どのような内容を記録するのかを学び

ました。参加者たちが幼い頃に見た兼久集落のムチタボレの様子と比較したり、「稲作から蔗作

への転作」、「昔の農作業と農具の話」、「家庭での養蚕」などに話が及んだりして、今後の活動に

向けてさまざまな話題を提供しました。 
【採集手帖報告】法事関係文書「年忌祭記事」の紹介          大村達郎 
   伊仙町検福集落のある家に伝わる法事の覚書メモ（古文書、半紙 2枚程度）を紹介しました。
明治 37年に執り行われた法事の記録です。参加者の氏名や、料理・道具がしっかりと書き留め
られていて、町や集落は違っても、今日のシマでの法事の様子とあまり異なるところがなかった

ことに、参加者一同驚くとともに興味深く読みました。 
 
次回の勉強会は、都合により 10月 1１日（火）午後 7時～午後 9時に開催いたします。 
興味のおありの方は、兼久集落自治公民館までお出でください。堅苦しい場とはせず、座談会のよう

な形で行ないます。途中参加・退席は自由です。もちろん、話を聞くだけの飛び入り参加も大歓迎です。

年齢にかかわりなく、多くの住民の方々の参加をお待ちしています。 
なお、話題を提供される方は、発表内容を簡単に記したメモ等を、勉強会当日午後 3 時までに兼久集

落自治公民館までお持ちください。発表内容を貴重な資料として残していきたいためです。お預かりし

た発表内容のメモ等は、具志堅、あるいは大村のいずれかがコピーをして勉強会の席上で配布できるよ

う準備いたします。 
 

お願い！ 
 兼久集落の昔の生活の様子がわかるような、写真・古文書・道具類をお持ちではありませんか？ユイ

の館で写真を撮るなどの記録をして必ずお手元に返却します。ぜひともお知らせください。 
 

※ 本紙の内容についてご不明の点がありましたら、ユイの館・具志堅亮（電話番号８５－４７２０）ま

でお問い合わせください。 
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天城町兼久集落「文化遺産」調査 

ニューズレター 第 01号 
平成 28年 10月 1日（土） 文責・大村達郎 

 
 

兼久集落「文化遺産」調査はじまる 
このたび天城町では、文化庁からの補助金を受けて、「地域住民と協働による天城町文化遺産調査」事

業に取り組むこととなりました。平成 28年度から同 30年度の、３か年の計画で進められる事業です。 
 
【調査趣旨】 
町内には、昔ながらの生業、地名、昔話、通過儀礼、年中行事、シマグチなど多くの文化遺産が存

在していますが、その多くは調査されず、記録も十分ではないために、これらの知識を有する高齢

者の減少とともに加速度的に消滅しています。そのため、町の文化財活性化実行委員会と地域住民

とが協働で文化遺産調査を実施し、幅広く、多くの文化遺産情報を収集することが目的です。 

  
この事業の対象に兼久集落が選ばれたのは、これまでに兼久集落の文化遺産情報の集積がほとんどな

かったためと、住民から集落誌制作の要望の声が多くあったためです。また、『天城町内文化財悉皆調査

報告書』（平成 24年３月）発行後の追跡調査も兼ねて行われるものです。 
調査初年度～2年度にかけては、地域の皆さんと勉強会を開催して、その報告内容を地域の文化遺産基

礎データとし、簡単な冊子『兼久採集手帖（仮称）』の刊行を目指します。さらに、調査 2年度～3年度
にかけて、参加者の方々に報告内容を深めていただいたり調査対象を広げたりしながら、『文化庁補助事業

天城町文化遺産調査報告書 天城町兼久の民俗文化（仮称）』の刊行を目指します。こうした活動を通じて、

兼久集落の歴史と文化を顧み、さらなる地域の魅力づくりにつなげていきたいと考えています。 
事業の決定を受けて、すでに８月から、天城町教育委員会学芸員の具志堅と当事業の調査補助員の大

村の両名が、送り盆・迎え盆、ハマクダリ、唄アシビ、盆踊り、ムチタボレ、十五夜などの伝統行事の

際にお邪魔しています。今後は、兼久集落の方々にも積極的に調査や勉強会に参加していただいて、兼

久集落の生活全般の歴史像を明らかにし、記録していきたいと考えています。住民の皆さんにおかれま

しては、調査や資料の提供にご協力くださいますよう何とぞお願い申し上げます。 
 

兼久集落文化財協議会が調査活動 

『天城町内文化財悉皆調査報告書』の発行のために活動していた同協議会は、このたびの事業を受け

て活動を再開することとなりました。 
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【附録】

・天城町兼久集落「文化遺産」調査ニューズレター

　―天城町兼久集落「文化遺産」調査事業の方法と経過報告に代えて―

・調査票例　「石敢當調査票」／「墓石調査票」

・「兼久集落文化財協議会では、原稿を募集します」

　　／「兼久集落文化財協議会では、原稿を募集しています」

・天城町兼久集落「文化遺産」調査　原稿記入用紙


